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立劝 於^ 者 ネこバ 身^ 國之 ^^佗 觀其 K 於 都 于從^ 浼<5 ^孤 寄 命 {ー ほ 

不及 私^ 非 精忠貫 tn 能 如 而艰乎 父 予兄笫 世 罵 ま孝萃 於 一 H 

盛^ 哉 至 今 王公 大人 ^ 及 室 巷 之 士交 口 而 之^^ 其必 有大遜 八 者 

^乎 裁 肇者« 所考信 不能 發揚其 盛类 大德 * 
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時に 間斷 なく、 往ふ 1-來 は 一線の 上に 繋れ り。 夫れ 現在 は 過去 5- 生む 所 LL して、 未來^ 說 

さ^る もの、 現在 に 其の 基 脚^ 置けば なリ。 顯ふ LL 世の 人、 多く 現在 あ 重んじて 過去^ 輕ん 

す。 過去な 輕ん する ものにして、 現在の 眞想 ^窺知し 得る ものな く、 現在の 眞 想な 窺知し 得 

ざる ものにして、 安. そ 未^!. 1 想到す るの 餘^ ^存^ん や。 言 ふ 迄 もな く 我國の 現在 は、 數千 

年に 亘れる 過去の 產 物な り。 皇室の 尊 嚴，國 民の 性情、 將又 文物 發達の 徑跻. 治 亂盛衮 の 顛末 

等、 仔細 LL 之^ 觀 察すれば、 現在の 由つ ズ來る 所以^ 明、 PL- し、 隨 つ^ 未來 の赴趨 する 所な 

察する Li 難から ざるな リ。 

抑 過去お 觀 察する に は、 根本 史枓 に據ら ざるべ、 p ら すして、 ー篇の 成^に 據る^ 非な りと 

す。 蓋 人 各 見る 所 あり、 自家の 見地 は、 是れ 他人の 見地-, 1 あらす。 ー篇 の-成 書 -し 賴リて 過去 

^知らん とすろ は、 卽ち 自家の 見地^^ 却して、 他人の 見地に 傾倒す る ものな り。 讀史餘 論 • 

n 木 外史 は、 各 其の 著者の 心に 映り 眼- IL 現れ-;.: る Co 本 歷史！ 11乂、 之な 以て 眞箇の 日本 歷史 

と稱 し^べ 、力ら す。 自ら 眞箇の 日本 歷史^ 知らん と 欲乜. は、 根本 史料れ る當 時の 記 錄に 由リ 

て 研鑽 討究^られ ざるべ ゲら ざるな り。 是惟 1.LR" 本の 過去^ 正當 L1 知り 得る のみに もらす、 

研究の 興^、 亦 實 に津 々たる もの あらん。 本 叢書 は眞に 我 固な 了解 せんと 力む る特志 若に、 

根本 史料^ 提供 せんと 欲して 刊行す。 

蓋 世-し は 現在に のみ 齲齪 して、 過去^ 觀察 する 興味と 餘俗 とお 有せざる もの 多し と雖、 又 

孜々 として 往^ 彰 Li し 今な 知リ來 な考 ふるの 士尠 しとな さす。 此の 書、 或は 小 ノ數^ 學の士 * 卜 

容れら る 、 i 多歡俗 腐の 人に 迎 へ られ ざる は 固 ふり 期す る 所な リ。 さ. はれ 需要の 多少な 論 

ぜす、 ぬす 全部の 刊行 ^大成すべし。 致て 爰 -J. 之^ 聲 明す。 

國史 研究 會 主幹 
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南朝 太平 記 廿四卷 

本書 は 後醍醐 天皇、 北 條高時 を 討ち 給 ひて、  <ム 家 一 銃の 御代 i なし 給 ひしに、 足 利 

尊 氏 反し 官軍 利 を 失 ひ、 楠 木 正 成は瀋 川に 戦死し、 新田 義貞は 北國に 落ち行き、 天 

皇は 大和 國へ御 潜 幸 あらせ 給 ひ、 吉 野に 皇居 をす ゑ させ 給 ひ、 後村上、 長慶、 後龜山 

の 四 帝相續 いで、 明德 三年に 至る まで 彼の 宮に あらせ 給 ふ • これ を 南朝と いふ • 

足 利 尊 氏 は光嚴 天皇 を 擁立し、 光明、 崇光、 後光 嚴、 後 圓融の 五 帝、 相續 いで 京都に 

あらせ 給 ふ。 これ を 北朝と いふ。 

足 利 義滿、 大內 義弘を 以て 雨 朝の 和睦 を 請 ひ 奉り：， 遂に、 後龜山 天皇より 神器 を 後 

小极 天皇に 傅 へ 給 ひ、 玆に 一 銃に 歸し給 へ り。 

本書 は 其の 南北 分立 五十 七 年間に 於け る 南朝の 事- 蹟を 記し、 又 此の間に 於け る 


南朝 太平 記  ^ 

楠 木 氏子 孫勸 王の 勳績を も 記し、 終に は 南北 一 銃後と 雖、 猶 南朝の 皇族 吉 野に ま 

して、 時々 兵 を 構へ 給 ひしに、 長 祿ニ年 赤松の 遺臣 等、 更に 吉野を 襲 ひて 神璽 を 奪 

ひ、 遂に 南朝の 全滅に 及び 給 ふに 筆 を さしおき^り。 

本文 中 特に 目立ちし 記事 は、 元 祿四年 水 戶光园 卿の 建てられし 瀋 川の 楠 氏の 碑 

銘を揭 載せし こと 是 なり。 そ は 本書 33 版 は 享保十 年に して、 建碑より 凡 三十 餘年 

後の 著述 なれば、 楠 氏の 碑銘 を揭 載した， o しとて 珍しから ね ども、 全體の 事蹟 は 

何れも 太平 記 其 他の 軍記 等より 採用した る もの なれば、 獨， 5 これの み 新しき 材 

料と， J て 目立ちたり。 これによ， o 推考 すれば、 或は 本書の 作者 馬場 氏 は、 湊 川の 碑 

に 感激す る 所 ありて、 本書 編輯の 動機 を も 成した る や も 知る ベ からす。 故に 此の 

新 材料 をも揭 げたるな る べし。 此の 建碑の 感化 カは實 に廣大 なる ものと いは ざ 

るべ か らす。 

作者 馬場 信 意 は 京師の 人な り。 玄 隆と號 す。 筏に 柳隱 子、 山川 素 石と 改む • 信 意 

は 儒^に して 易學に 達した る 馬場 信武の 子なら。 和學を 好み 多く 軍書 を 編輯せ 


八 後に は 神 書 を も 講談せ り。 享保 十三 年 三月 八日 歿す • 洛東鳥 部 山に 葬る と 

ふ • 


大正 三年 三月  1、 1 t、  I  fe? 

黑 川 眞 道 識 


一、 本書 五 頁に 楠 氏 世系圖 後-」 出す と揭 げた， 9, 然るに 底本に は 省きた る もの か 又 

は 散逸せ しもの か 見當ら す、 よりて 他 本に 見えた な 楠 氏 系圖を 以て 補足 せんと 

て、 是彼 披見す るに、 何れも 大同小異 區々 にして、 且又 本書の 世 系と も 合 は ざれば、 

止む を 得 や 補足 を 見合せ たり。 他 nn 同書 を 尋ねて a 足すべし • 

一 、 卷頭寫 眞版楠 公 碑 は 黑川藏 拓本に 據る。 

一 、 原本 片 假名なる も、 本 編に は 悉く 平 假名に 改めたり- 

一、 原本 中 地名. < 名 等に して、 往々 文字の 一 定を缺 くもの ありし を 以て、 今 全 體を通 

じて 最も 多ぐ 用 ひられた る 文字に 基き て^を 訂正し、 此が 一 定に 努めた りノ 

I、 假名 遣、 當字、 借 字 等に して、 g 本の 特長と 認む べき もの は、 之 を 改竄す る 事な か 

,9 しと 雖、 讀 誦に不 使なる もの は、 假名 を 補うて 語格 を 正した る もの 尠 なから す • 

且 時として 讀 Kb 易き 場合. に 限ち、 振 假名 を附 したる もの あり • 


南 4 お 太平 Si  "一一 

一、 本 編の 注記 は、 原本に ありし ものにして、 當 編輯 部に て は、 一 の 注記 を も 加へ ざ 

りき。 佴 文^の 左側に 縱線を 加 へ て、 識者の 高考に 資した る もの 二三 これ あ， o し 
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國家 治亂附 南朝 由來 • 楠 氏系圖  南 木 氏 石碑 之銘 

橘 氏由緖 m 菊 水 紋之事 河内 守成 綱 被^ i 楠 事 左 兵衞督 盛康室 男子 誕生 事 

河 州 水分 明 神 靈驗附 法 華輕普 門 品 事 多 門 丸 誕生 井 宇佐美 彌次郎 相撲舉 

多 門 丸 智勇 事 

卷 第一 一  ニニ 

軍法 傳，， 來 本朝， 來由幷 楠 正 成 軍 術 傳習事  正 澄 父子 與，， 矢 尾， 合戰事 

筒井 氏 家系 井 矢 尾 • 筒井 柚 頭 出張 事  柚 頭 合 戰附正 成 奇策^ 

矢 尾. 筒井 引，， 退 柚 頭 神道， 事  矢 尾顯幸 智謀 事  志 ほ 右 衞門尉 事 

目 次  1 
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河 州 人 見 山城 軍附永 瀨七郞 被， 生 捕， 事 

卷 第三  

渡 邊右衞 門 尉 逆心 附楠正 成 攝州發 向 事 

安田 庄司 謀叛 附正成 紀州勝 尾 着陣事 

高 時 逸 遊附萬 代入 道 事 

山 徒 心變井 主上 潛，， 幸 笠 置， 事 


北 條高時 奢侈 井越 智八 郞滅 U 事 


突 


渡邊 防戰， 附歿落 事 

勝 尾 合戰附 安田 滅 C 事 

後醍醐 天皇 御隱謀 露顯井 奥州 蜂起 事 

籐房卿 密計 附正成 參，， 上 笠 置， 事 


•K 八 


楠 正 成 赤 坂 籠城 附北條 差 i 多勢， 事  赤 坂 城攻并 神宮 寺 彥太郞 事 

正 成 拔，， 落 赤 坂， 附和 田. 原 田. 勝 田. 生地 事  恩地滿 一 計略 幷赤坂 城 軍事 

赤 坂 落城 附定佛 入道 降叁事  矢 尾顯幸 屬，， 正 成， 事 

正 成 出，， 張 住 吉天王 寺， 附京勢 發向事  天 王 寺 合戰事 . 

卷 第五  八 九 

宇都 宮 公綱 攝州發 向 事  正 成 計略 附板持 奇妙 忍 之 事 


天 王 寺未來 記事  東 兵 園-赤 坂 城， 附石上 十 郎次郞 入道 事 

赤 坂 落城 财 平野 入道 以下 被 k 事  正 成 被 金剛 山， 事 

千劎破 城壁 書 事  名 越 時 有 陣，， 水邊， 事 

卷第六 ：：  ^ 

千破劎 城兵 夜 討 附時有 敗北 事 足 利 治 部 大輔高 氏 術 事 

遠 州 入道 元 心. 同時 家 鬪諍附 遊女 新羅 并梯事 宇都 宮千破 劎發向 同 城攻事 

楠 正 成. 和 E 正 遠 夜，， 討 千 破劎寄 手， 事 兩 六波羅 最後 井 千 破 劎寄手 敗北 事 

卷第七 ：•：：• •  墓 

新田 義貞被 S 攻，， 滅 北條， 附寶戒 寺 建立 事 

主上 御，： 還 幸 花洛， 井定 平. 正 成 南都 發向事  正 成 謀略 事 

南都 逆徒 降 參幷本 間 .澀 谷 謀叛 附降人 等 誅伐 事 

諸國 逆徒 蜂起 附顯 寶惯正 反逆 事  正 成 被 恩地滿 一 飯 盛-事 

正 成 和 州 發向附 時 光 對，， 面 恩 地， 井田 氣多和 事  正 成 邊粟發 向 事 
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邊 栗合戰 W 落城 事 

卷第 A  ハ  1 

飯 盛 合戦 事  矢 尾顯幸 攻，， 飯 盛 城， 井高 畠 才五詐 返忠事 

飯 盛 落城 事  小 車 妻 新三郞 死罪 幷護良 親王 配流 事 

藤 房 卿 與，， 正 成-閑談 附遁 世事  新田 義貞隱 謀計 略 事 

卷第九  :::::::: ……：… ：:  5 一 

新田. 足 利 確執 附廷尉 正 成 諫奏事  諸國 朝敵 蜂起 附正成 重 諌奏事 

正 成 攝州發 向 事  攝州生 田 合 戰井足 利 殿御 敎書 到來事 

正 成 對，， 談義 貞， 幷諸將 手 分 事  新田 義貞. 名 和 長年 口論 井 足 利 殿 上洛 事 

京 勢 敗軍 事  正 成 被. - 引-取 宇治， 事  廷尉 着，， 陣坂 本， 事 

卷第十  一 九 一一 一 

三 井寺 落城 弁 官軍 寄-京都， 事  官軍 京 合戦 事  官軍 重而京 軍事 

結 城 一 族 合 戰附小 筋 直 垂井葛 西 討死 事  間 杉 平 次 事 


.ニー11 九 


間 杉僞而 剃髮事  足 利 殿 京都 歿落事 

卷第十  一 .：：  ニー 五 

八幡 寄 手 出，， 降 人， #. 宇都 宫 公綱 降参 事 兵 庫 合 戰并足 利 殿下；， 向 西國， 事 

正 成 殿 西國， 上洛 附佳瑞 事 正 成諌奏 附淸忠 被^^ 面目， 事 

正 成 兵 庫 發向事  正 成 被， 遺，， 金言， 事 

卷第 十二  

楠 正 成 對„ 面 新田 義貞， 井敕使 至，， 兵 庫， 事 

滏川 合戦 事 左 馬頭 直義與 楠 合戦 事 

卿 公定 臟 加，， 直 義手， 井須 賀壹岐 守 使者 事 

岡 部 遠 江 守乘澄 討死 井 義貞歸 京 ほ 主上 臨-, 幸 山門-事 

卷第 十三  ； 一一 五八 

攝州 城々 六 箇所 開 渡 附矢尾 別 當顯幸 事 

竹 童 丸 歸，， 故鄕， 井 判官 正 成 首 被， 送，， 千劎 破， 事 

目 次  ^ 


西 國勢手 分 井 官軍 勢 配 事 

志 貴右衞 門與， -高師 直， 合戦 事 

正 成 兄弟 自害 附廣厳 寺 靈牌事 
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四宫 河原 合 戰附愛 曾 武勇 幷今 川家寶 八々 王 名劎事 

楠正季 卒去 附高師 直 發，， 向 河內， 幷成相 高 橋 等 與-和 田. 恩 地， 合戦 事 

安倍 野合 戰附尊 氏 卿 兄弟 被 河 州 使節-事 

主上 還，， 幸 京都， 附 新田 殿 北 國落事 

主上 潛，， 幸 南方， 附稻荷 大明神 靈驗幷 諸 士馳き 東 寺 _ 事 

楠 正 行 參內弁 京都 綸旨 御敎書 到，， 來河 州， 事 

卷第 十四  二 七 八 

南朝 怪異 附 後醍醐 天皇 崩御 事  楠 正 行 參，， 内芳 野， 附隱謀 人 被， 誅事 

八幡 合 戰并正 行 歸，， 陣千劎 破， 事  正 行軍 評定 附 起請文 事 

正 行. 渡 邊合戰 事 

卷第 十五  、  一一 九 八 

正 平 二 年 八月 京 勢 南方 發向附 軍 評定 事  譽田藤 井寺 合戰事 

目貲 田彈 正忠. 安保 忠實 勇戰事  正 行 任官 昇殿 井中 風 再發事 


吉 良. 今 川. 土岐. 佐々 木 以下 南方 發向附 早 瀨右衞 門. 庄左近 七 郞忍事 • 
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洛下 馬場 氏 柳 隱子信 意 編集 

國家 治亂附 南朝 來 由の 事 

玆に 本朝 八十 三代の 帝、 土 御 門院の 御宇、 正 治. 建武の 頃より、 元弘 年中に 至って、 百 

三十 年、 北榮氏 天下の 權を 執って、 四海 を 掌に 握る。 其 故を尋 ぬれば、 右大將 源賴朝 

卿、 平家の 一 族 を攻滅 し、 相州縑 倉に 安座し 袷 ひしょり、 北 條遠江 守 時 政、 外戚の 威 

に乘 じて、 謀略 を 以て 賴家 * 朝 11 を弑せ させ、 是ょ b 武威 を 日本に 振 ふ。 其子武 

藏守義 時. 其嫡泰 時. 其孫武 藏守經 時. 其 次相模 守 時賴. 最明寺 道崇是 なり。 其 子寶光 

寺 時宗. 其 子 相 模守貞 時 勝 園 寺崇演 と號す • 其 子 相 模守高 時 入道 崇鑑、 相續 いで 

天下の 權を 執れり。 此時高 時、 前代に 變 つて 朝廷 を 蔑 如に し、 科な き 諾士に 罰 を 加 

鷉家 殆钒附 南朝 來 由の 事  ま 
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へ、 民に 臨時の 課役 を かけ、 美女 を 集め 酒に 沈醉 して、 獠樂. 田 樂.鬪 犬 等の 逸 遊に 2： 

を 送れり。 此 時の 鎏主 後醍醐 天皇、 高 時が 暴 惡を惡 ませ 給 ひ、 足 利 尊 氏. 新田 義^ • 

楠 正 成. 赤松 入道 M 心 gm. 名 和 長年 以下に 敕命ぁ つ て、 北 條門族 を 誅伐な され、 

絕 えて 久しき 公家 一 銃の 御代 となし 給 ふ。 然るに 雨 雄 は、 必ゃ諍 ふ 習 なれば、 足 利 

尊 氏. 新田 義貞、 互に 其 勳功を 諍 ひ、 確執に 及びけ るが、 尊 氏 兄弟の 惡 逆露顯 せし か 

ば、 新田 義<  足 利 征伐の 敕讜を 蒙り、 合 戰數十 度に 及びけ るに、 尊 氏 戦 利な うして、 

西 國に落 下られし かど も、 又 大軍を 催し、 西 海より 攻 上らる。 此時 官軍 利 を 失 ひ、 比 

敷 山に 取 上る • 然れ ども 勝利 を 得させ 給 はん 事の、 難き 事 を 知 召し、 京都に 出させ 

給 ひし かば、 尊 氏頓て 主上 を 押 籠め 奉れり。 義 貞は 又、 天皇に 見放され 參ら せて、 

力なく 北 國に落 行かる。 其 後 主上 は、 都 を 忍び 出させられ、 南方に 潜 幸 あ つ て、 大和 

國吉野 山に 皇居 を据ゑ させ 給 ひ 、南朝と 號し 奉る。 是 より 後村上 天皇. 長 慶院. 御龜 

山院、 相續 いで 四 代、 明德 年中に 至って、 五十 餘 年に 及びけ り。 されば 後醍醐 天皇 

に 仕へ * りし 武臣 多し と雖、 楠 氏 四 代、 義を 金石よりも 重く す。 誰 人 か 之に 比せん • 


德川光 a 

桷公脾 な 

建つ 


古今に 希なる 忠臣な り • 中に も河內 判官 正 成 は、 智仁 勇の 三德を 兼備へ て、 守 城 野 

戦の 功、 奇策 妙 術 勝げ て 計へ 難し。 最も 不測の 良將 なり • 

楠 氏 世系圖 後 Km す。 

南 木 氏 石碑 之銘  , 

楠河內 判官 正 成 は、 智勇 古今に 秀で • 機に 臨み 變に應 じて 城 を 守り、 諜を帷 慕の 內 

に 運ら して、 勝つ 事 を 千里が 外に 決す。 一世の 奇策 謀略、 勝げ ていふべ からす。 後 

醍醐 帝に、 一度 賴 まれ 奉って、 忠臣の 美名 を揚 ぐ。 惜哉足 利 尊 氏 卿、 西 海の 波に 數 

萬の 兵船 を 浮べ、 攝州兵 庫に 着岸の 日、 聖 運の 開かる まじき を 知りて、 遂に 彼 地に 

自殺 せらる。 今に 至って 天下の 人、 樵 夫 牧童 迄 も、 其 忠貞を 感じ、 其 神 策 を 美談せ 

り。 されば 近世、 元 祿四辛 未年、 貴君、 楠 氏の 德を 感じ 思 召れ、 其舊 跡の、 末代に 至り 

なば、 廢 れん- を 嘆せられ、 兵 庫 民家の 外れ、 正 成の 墳墓 を 再興 遊ばさ れ、 碑石 を 

立てさせ： &ふ。 土臺 は當國 御影石 を 以て、 高さ 五 尺 方 一 丈 四面に なされ、 中段 共に 

楠 氏 世系圖 南 木 氏 石碑 之銘  m 
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御影石に て、 高さ 二 尺 方 五 尺四寸 なり • 其 上に 洛東白 川 石 を 以て、 長さ 三尺 高さ 六 

寸の龜 形め b 。其 上に 居うる 所の 石塔 は、 和 泉石 を 以て、 高さ 三尺 八寸橫 一尺 六寸 

腹 一 尺五寸 なり。 土臺の 下に は 石棺 を a ませられ、 棺 中には 亘 一 尺 一 一寸の 圓鏡を 

納めさせ 給 ふ- 其 鏡の 裏の 銘に、 楠 正 成靈、 源 光園 造 立と あり。 碑石の 表に は 嗚呼 

忠臣 楠 子 之 墓と 刻せられ、 裏に 碑の 銘ぁ り。 其 文に 曰く、 

忠孝 著，， 乎 天下； 日月 乎 天； 天地 無お 月； 則 晦蒙否 塞。 人心 廢_, 忠孝； 則亂賊 相尋、 乾 

坤 反覆。 余聞 楠公諱 正 成 者、 忠勇 節烈、 國士 無雙、 蒐_, 其 行事； 不％= 槪見； 大抵 公之 用 

, 兵、 審_> 強弱 之 勢 於 機先； 決-成敗 之 機 於 呼吸； 知， 人 善 任、 體， 士推 ^ 誠。 是以謀 無^^中、 

而戰無 x 不^。 誓，， 心天 地； 金石 不&、 不__ 爲. 利 回； 不，， 爲％恍； 故 能 與，， 復 王室； 還，， 於舊 

都； 諺 云、 前門^ 狼、 後門 進お。 廟謨不 ，藏 、元兇 接^、 構，， 殺國 儲； 偶， 移鍾 S; 功垂， 成 

而 震^、 策雖 而弗賠 、自 ^古未％ ，元帥 妬 、庸臣 ？斷、 而大將 能 立，， 功 於 外， 者：？ 

之以 A 許 ^ 之^ 靡お • 觀，， 其 臨， 終 訓¥  、從容 弊義、 託， 孤 寄 ^ 命、 言 不^^ 私。 自 A= 精 

忠貧 ^ 、能 如 1 整而暇 乎。 父子 兄弟 世 篤- 忠貞， 節 孝萃， 於 一 門； 盛 矣哉至 王 公大 


楠 氏 略 系 


人、 以 及，， 里 巷 之士； 交， ロ而 P 說之， 不 fer 其必 有-大過 X 者、 惜乎& 筆者、 無 考 

, 信 、不， 能， 發， 一 揚其盛 美大 德， 耳。 

右 故 河 攝泉三 州 守 贈 正三位^ 衞中將 楠 公贊、 明 微士舜 水 朱 之 瑜字魯 顼之所 

&、 勒，， 代 碑文， 以 垂，， 不朽； 

今旣に 三百 餘 年の 星霜 を歷 ると 雖、 貴君、 南 木 氏の 智仁 勇の 三徳 を褒 し、 其 忠戰義 死 

を 感じさせ 給 ひ、 末代の 將士 として、 忠勇の 道を勸 めさせ 給 ふ。 豈 其德大 ならす や。 

橘 氏 由 緖附菊 水 紋の事 

河 陽 侯 橘 朝臣 正 成 は、 神武 不測の 良將 にて、 敕命を 奉り、 一 度 天下 一 銃の 大功 を 立 

てし より、 相續 いで 四 代、 其 佳 名 を 汚さす、 民を懷 ぐるに 仁 を 以てし、 君に 仕 ふるに 

忠を 以てす。 其 祖先 を尋 ぬれば、 人皇 三十 一 代敏達 天皇の 玄孫 を、 葛 城 王と 號す。 

然るに 元 明 天皇の 御宇、 和 銅 元年 十 一 月廿 五日、 天皇、 群臣 を 集め 遊 宴な されけ る 

時、 葛 城 王に 浮 盃の橘 を 賜 はり、 是を 以て 汝が鮏 とすべし と、 敕命 をな し 下さる。 其 

橘 氏 由 緖跗菊 水 紋の事  や 
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後聖武 天皇の 御宇、 天平 七 年 十月 朔日、 從 三位 葛 城 王. 同舍 弟佐爲 王に、 橘 宿 禰を賜 

は b ぬ。 葛 城 王、 其 日、 諳 兄と 名お 改め 給 ひ、 同じき 十 年、 右大臣に 任じ、 同じき 十五 

年 五月、 左大臣に 轉 任あって、 同じき 廿 一 年 四月、 正 一 位に 敍し給 ふ。 然るに 聖武天 

皇の 御子 孝 謙 天皇の 御宇、 天平 勝寶ニ 年 正月 廿七 0、 橘 宿禰を 改めて、 朝臣と 號す 

ベ し と敕 命 あ る 。 其 後 同じき 八 年 一 一 月、 諸兄 公 逆 心の 企める 由， 讒言す る 者 ありと 

雖、 天皇 許容 坐 さ す、 讒者 の 申す 所 を、 敢 て 實と思 召され ざり しか ども、 是ょ. り 官職 

を辭 して、 致仕し 給 ひける。 然るに 此公 は、 山诚國 井手の 里に 別殿 を營 ませ、 常に 

此處に 坐せ しかば、 井手 左大臣と 號 しけり。 其假 山水 石の 跡、 今に 至って ありと か 

や。 天性 Mlnn^l を 愛し 給 ふ事甚 しければ、 此里 井手の 玉 川 は.、 酴醭の 名所に 

て、 花の 盛の 頃 は、 岸の 酴醭を 映し、 色なる 浪の打 寄せて、 類な き 眺望なる を、 限な く 

愛で 給 ひて、 酴醪を 眺め、 蛙の 啼ぐ聲 に 心 を 澄し、 風 詠の 仲 立と なし 給 ふ。 此處は 又 

井手の 蛙と て、 其 啼く聲 、餘 所に 勝れて 淸朗 なり。 酴驟 も、 高 堤の 邊に は、 今 は 纔に殘 

れるな り。 されば 諸兄 公、 其 愛し 給 ふの 餘， o に、 玉 川に 酴醱の K ける 所 を、 直 衣に 


由 菊 
來水 
紋 

の 


繡 にして、 常に 之 を 着し 給 ふ。 其 後胤 之に 傚 ひて、 水に 酷 醭を畫 きて 家の 紋 とせ 

然る を 後 A  、誤って 菊 水な りと 思 ひける を、 末葉の 人 も、 共に 誤って 菊 水と なしけ る 

なり。 其 後 人皇 六十 一 代 朱 雀 天皇の 御宇、 天慶 年中、 藤 原 純 ま、 牟將 門と 心 を 合せ、 

反逆 を 企て、 東西に 起 b し 時、 純 友 征伐の 爲、 小 野 好古 • 藤 原慶 幸. 大藏 春實 以下、 數 

萬の 官軍、. 敕 命に 依って 西 國に發 向し、 大に純 友 i 攻戰 ふ。 此時 諸兄 公 十代の 後胤、 

橘 少將經 氏 も、 敕命を 奉り、 大に戰 功 ありし かば、 其 賞と して、 河內. 備中 兩國を 恩賜 

あり。 是ょ b 子孫 相續 いで、 河 內の國 に 住しけ り。 

河內 守成 綱 被 ，愛， 楠 事 

斯くて 少將經 氏よ， C /十一 代の 後裔. を、 河 內守橘 成 綱と 號し、 河 州 金剛 山の 麓七鄕 

を領 し、 居住せ り。 然るに 成 綱 其 性 好んで 楠 を 愛し、 己が 居 館 追手の 馬場に、， 楠 を 

數株植 ゑ 置きたり。 又 常に 近習の 輩に 語って 曰く、 天地の 間に 生やる 所の 諸 木、 多 

しと 雖、 中に も 世に 愛する 所 は、 櫻. 藤. 梅の 類 を 以て 最上と す。 是れ 陽氣を 受けて 

河內 守成 綱 被， 愛， 楠 事  ^ 


楠 氏の 由 

來 
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花 開け、 紅白の 色 を 諍 ひ、 其 匂 を 四方に 散 や。 さるに 依つ て 折に 觸れ氣 色に 附 けて、 

題詠す る もの 之 を 愛す。 然れ ども 詩歌 は、 公家の 翫ぶ 所に して、 我家の ものに 非す。 

さあり とて 强ち 之を捨 つるに は 非す。 君子 も、 有，， 行餘 力， 則學， 文と こそ 宣 ひし。 其 

外に は 古より、 菘を 愛し 或は 柳 を 好む と雖、 某 は 之 を 好ます。 其 故 如何と なれば、 

柳 は 花 も K かざれ ども、 春 は 陽氣を 待ち 得て、 綠の 色を顯 せり。 され ども 素より 氣 

力無う して、 怯 弱の 士に 似たり。 崧は 最も 木の 情 盛な り。 花^かねば 色香 もな しと 

雖、 十八 公 色 深，， 雪中； 春秋 を 知らす して、 露霜に も衰 へや。 諳 木の 花 は 黄ばみ 落 つれ 

ども、 崧は其 色 常 磐 なれば、 殘る菘 さ へ、 嶺に 淋しき などと 詠みし な 楠 は 其情剛 

强 にして、 崧に 似たり と雖、 又极に 似る ベ くもなし • 盛 長す る こと は、 餘 木に 劣つ 

て 少しと 雖、 雪 折 もな く、 究めて 大木 は 楠に あり。 其勇强 なること いふべ からす。 

後に は 磐石と なりて 不朽に 傳 はり、 永世に 至って、 天地と 共に 長久 を 保つ もの、 楠 

にあら すして 何ぞ や。 最も 武士の 愛すべき は 楠なら。 我 之 を 思 ふが 故に、 此木を 朝 

暮に 愛する. こと 甚 しと ぞ 語られけ る。 此の 如く 楠 を 多く 植ゑ 置きて、 朝夕 之 を 愛せ 


られ しかば、 是 より 世人、 楠 殿々 々 と 呼びし 故、 成 綱 それより して、 自ら 楠河內 守と 

ぞ名 乘られ ける。 

左 兵衞督 盛康室 男子 誕生の 事 

河內 守成 綱の 家 嫡楠左 兵衞督 盛康、 父の 遺跡 を繼 ぎ、 相續 いで 楠 を 愛せられけ るが、 

父祖の 業を繼 ぎて、 文武の 道に 賢く、  士を 撫で 民を憐 まれし かば、 諸人 其 德を稱 し 

けり。 然るに 當國 水分 明 神 は、 吳子. 孫子 を 祭れる 所の 神社 なれば、 是れ軍 術 武略の 

祖神 にして、 兵家の 崇め 信仰す ベ き 神な りと て、 常に 社參 せられけ る。 或 時 盛康從 

者 二三 輩 召 連れ、 忍びやかに 參詣 し、 心 閑に 祈念せられ、 下向に 赴かれけ るが、 館の 

前 楠の 馬場 を、 閑に 步み 通られけ るに、 日旣に 夕陽に 及びし が、 楠 ニ本摺 違うて、 生 

ひ 繁れる 其 陰に、 年の 頃 二十 計と 見えて、 美 目 形 美しぐ、 いふ 計な く菔 長け て， いと 

艷 なる 女房の、 唐 綾の 小 釉に繡 しける を 着て、 打 萎れ 涙ぐみて \ィ めり。 盛 康も此 女 

员を、 一 目 見る よりも 心 浮かれ、 知らす 我 魂 も、 此 人の 釉 にや 入りぬ らんと、 心 もた 

左 兵衞督 盛康室 男子 誕生の 事  二. 
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どた どし く、 覺 えす 立 寄， o て、 君 は何國 如何なる 人に て候ぞ や。 斯る片 田舍に 住み 

給 はん 人と も覺 えす と、 問 ひければ、 彼女 房 少し 顔 打 上げて、 さん 候自 は、 知ら す も 

此處に 吟ひ來 りし 者に て 候。 W 愛 は" 何國 にて 待 ふやらん とい ふ • 爱 こそ 河 內國赤 

坂と 申す 所に て 候と 答 へらる。 彼女 房 打 聞きて、 W は 河 內の國 とやらん にて 待 ふ 

かや。 其 は 都 近き 國と閜 きつれば、 懷 しく こそ 侍らへ。 自ら 元は 都の 內 にて、 父 は 

雲の上に も 交 はられし 殿上人に て 候が、 去る 年の 春、 讃岐國 寒 川 郡牟膿 松の 領主 坂 

原籐馬 助と 申せし 人に 迎 へられ、 一葉の 船に 乘り、 八重の潮路 を 漕がれ 行きて、 彼 

人に 契 を 籠め しこと、 宿世 如何なる 綠 やらん と 思 ひしに、 此藤馬 助 は、 人に 深き 恨 

を 受けた る 人に て、 國の 敵と やらん なりと て、 或 夜 a 三つの 頃、 見る も 怖し き 武士 

共 二三 百 人、 弓. isl. 鏠. 長刀 を 持ちて、 牟禮 松の 館 を取卷 き、 火 を かけて 打 入りし 稃 

に、 在 合 ふ 者 共 も、 命 を 限りに 働き、 夫の 籐^ 助 殿 も、 自ら 刀 を 持 出で、 切 合 ひ 袷 ひし 

が • 大勢に 取 籠め られ、 敢な くも 遂に 討 たれ 給 ひぬ。 日頃 夫の 側近く 召使 はれ〜 若 

者、 甲斐々 々しく も 自ら を搔負 ひ、 煙の 內を 遁れ 出で、 鑌邊に 至 b  、彼方此方と 尋ね 


しに、 商人 船の 磯に 繋り て あ b ける を、 兎角 賺 して、 此人 を、 都の 方に 送り届けて 吳 

れ よと 深く 頼みて、 我 身 は 又、 主君の 御供 を 仕 候と 計い ひ棄 て、 元の 方へ 走り 行き 

て 候 ひし。 其より 商人 船に 乘 せられて、 此頃尼 崎と やらん 迄 着き 候 ひしに、 船の 中 

の蜚 も、 自を都 迄 も 送、 りたく 侍らべ ども、 人々 共に 急ぎの 事の 侍れば 力なし • 是ょ 

. り 都へ は 程 も 近し、 迪 りて 渡 b 給 へ なんとい ひて、 己が 樣々 行 分れ 侍りき。 其より 

知らぬ 道 芝の 露に 濡ち、 其 所と も 知らす 吟 ひて、 今 愛に 來て 侍. 9 ぬと、 細々 に^り 

て、 せき あへ す 泣きければ、 W はやん ごとな き 人に こそ。 某が 方よ り、 都へ 送らせ 參 

らせん。 何 か 苦しく 候 はん。 此方へ 入り 給 ひとて、 吾 館に 具し 歸 .9、 其より 比翼の 

衾 を 重ね、 別な くい ひ睦 ばれけ る 程に、 此 女房 只ならぬ 身と なりて、 相 勞る體 に 見 

えけ るが、 十月 經て、 一人の 男子 を 誕生す。 盛康 大に悅 び、 早く 成長せ させて、 我家 

督 とな さば やと、 早晚當 所の 領主と は 呼ばれん すらん とて、 其 寵愛 斜 ならす。 . 此若 

成 仁の 後、 左 兵 衞督成 氏と ぞ號 しける。 

左 兵衞督 盛康室 男子 誕生の 事  ゴュ 
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河 州 水分 明 神 靈驗附 法 華 經普門 品の 事 

斯くて 其 年 も 暮れし かば、 此若 一 一歳に なられけ るに、 正月の 中旬、 霖 雨降續 きて、 物 

寂しき 夕暮 に、 母の 女房、 何 地 ともなく 失せられけ り。 盛 康大に 驚き、 日頃. 故鄕な 

れば、 都へ 歸り たきなん どい ひつる が、 都へ や 上. o つる。 又 野 狐の 所業に やと、 方々 

人 を 走らして、 尋ね 求めさせ けれども、 其 行方 を 知る ものな し。 時に ニ歲の 男子、 寢 

て 居られけ る 傍に、 小 卷の卷 物 一 軸 あり。 乳母の 女房 驚き、 頓て彼 卷物を 取りて、 急 

ぎ 盛 康に差 上ぐ る。 左 兵衞督 取りて 開き 見 給 ふに、 極めて 細 宇の 一 卷 なり。 何なる 

らんと 能々 見 給 ふに、 孫子が 神武 統宗 とい へる、 軍略 至極の 祕書 なりけ り。 盛康驚 

き、 是は 希代の 珍書 かな。 吾 幼少より 軍學に 心を委 ぬと 雖、 今迄 此 書の 名 を だに も 

聞かす。 是を 以て 思 ふに、 我れ 武略の 道に 心 を 寄せ、 明暮 孫子の 宫に步 み を 運び、 尊 

崇 する こと 年 あ り。 されば 孫子 水分 明 神、 我心 中 を 憐れみ 給 ひ、 假に 女に 化して、 此 

若 を 授け、 今此祕 奥の 一 卷を與 へさせ 給 ひしに や。 然れ ば此若 は、 凡人に あるべ い 


らす と、 信心 肝に 銘し、 感涙 を 押 へ 乍ら、 頓て身 を 清め、 水分 明 神に 參詣 し、 樣々 奉 施 

をぞ 奉られけ る。 斯くて 其 年 も 暮れて、 翌年の 春 二月 中旬の ことなり しに" 所用の 

事 あ， o て、 館の 前なる 楠の 下 を、 下部 共に 掘らせけ るに、 土の 下 三尺 計に 至りて、 金 

襴の守 袋 あ. 9。 卞人 等大に 驚き、 急ぎ 取， 9 て 主君に 奉る。 盛康 取りて 見 給へば、 去 

年 行方 も 知れす 失せたり し 妻の 女房の、 常に 身 を 離さす 持ちた， 9 し、 肌の 守に ぞぁ 

うける。 こ は 心得ぬ 事共 かなと、 袋 を 開き 見 給へば、 彼の 妻の 自ら 書け る 法 華經の 

普 門 品に てぞ ありけ る。 左 兵衞督 暫く 思案し、 感涙に 咽び、 我れ 熟 勘 ふるに、. C 父 成 

綱よ， O 以來、 世人に 璲 りて、 楠 を 愛する 事甚 し。 又 常に 水分 明 神 を 信仰す。 是れ武 

の 道に 達し、 子孫 繁榮を 祈る 故な， 9。 さるに 依って 水分 明 神 御 納受 あり。 神 力に て 

楠の 精靈 をして、 我に 夫婦の 語ら ひ をな さしめ 給 ひ、 一人の 男子 を與 へ、 祕 奥の 一 

卷を賜 は， 9 しこと、 皆是 れ靈驗 あらたな るに 依ってな り.。 又 楠 は 非情 なれ ども、 我 

が 愛する 所 を 感じて、 其 恩 を 報 せんが 爲 ならん か。 然 らば 子孫に 至って、 至 剛の美 

名 を 天下に 顯 はさん こ と、 疑 あるべ からすと て、 彼 一 卷の祕 書と 普 門 品と を 深く 納 

河 州 水分 明 舯鑌驗 附法華 經葵門 品の 事  S 
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め て、 永く 之 を家寶 とす。 されば 其 後數十 年を經 て、 元弘 年中、 楠 河 內守正 成、 赤 坂 

の 城より 落 行きし 時、 敵の 射る 矢、 正 成の 肱の かゝ b に當 りしに、 身に 何の 恙 もな 

か， O し を 見れば、 守 袋に 入れ 置きた る 普 門 品の、 一 心稱 名の 二 句の 偈に 中， 9 しと 聞 

えし は、 此普門 品の 事な し。 是れ 不思議 第一の 奇瑞な り。 此盛康 よりして、 楠 氏 

代々、 水分 明 神 を 敬 信 せらる。 さるに 依りて 此 a の 華表の 額 も、 帶刀左 衞門尉 正 行 

の 筆蹟な り。 

多 門 丸 誕生 弁 宇佐美 彌次郧 相撲の 事 

さ る 程に 此 男子 生長し て、 武勇 智略の 名 を顯は し、 畿內に 其 德を稱 す。 左 兵 衞督成 

氏是 なり。 然れ ども 其 頃 は、 縑 倉の 北 條家、 四海の 權を 執うて、 仁政 を 行 はれし か 

ば、 天下 泰平に して、 萬 民 快 樂に誇 b し 故、 させる 高名 もなかり けり • 其家嫡 刑部大 

輔正 俊. 其子從 五位 上 左 衞門尉 正 遠、 後に 改めて 正 澄と 號す • 正 澄 は 人皇 八十 九 代 

龜山院 の 御宇、 弘長 三年 癸 亥に 生る • 是れ宗 尊 親王の 治世に して、 北 條相模 守 平時 


宗， 執權の 時に 栢當れ り， 然るに 正 澄、 先祖よ， 9. 取 * へたる 所領、 金剛 山の 麓 二 千 

餘 貫の 地 を 頷し、 隣 鄕に威 を 逞しく す。 男子 一 人 あ， 9、 俊 親と 號す。 然れ ども 早世 

しければ、 正 澄 旣に卅 一 歳に 及ぶ まで、 績子 なき 事 を 深く 歎く。 愛に 和 州 平 郡 郡 信 

貴 山 歡喜院 朝護國 孫子 寺 は || の 毘沙門天 は、 靈驗灼 な. 5 しかば、 正 澄の 室 深く 此事 

を 歎き 思 ひ、 信 貴に 百 H 參詣 して、 才智 賢き 男子 を 一 人、 儲けさせて たび 給へ と 、丹 

誠を盡 し、 多 門 天に ぞ 祈られけ る。 其 信心 や 通じ けん、 彼 室 或 夜の 夢に、 金色の 甲 £1 

を 若た る 異人、 我 口の 中へ 飛 入る と 見て 夢覺 めぬ。 夙に 起きて 熟と 案じられ ける 

が、 如何 樣此 は靈 夢な らん • 如何なる 事の 心に やと 忍 はれし に、 果して 其より 只な 

る勞 10 て 、懐胎の 身と なられし かば、 願望 成就し ぬと 悅 ばれけ b -。  • 斯くて 十四 乃に 

當 つて、 人皇 儿十 一 代 伏 見院の 御宇、 永 仁 二 年 甲 午に 誕生す。 此時旣 に久明 親王の 

治世に して、 執 權は高 時の 父 相 模守貞 時に てぞ ありけ る。 ，是れ 正しぐ ES 沙門 天の、 

我 子と 化 現し 給 ひし ものな りと て、 其 名 を 多 門 丸と ぞ號 せられけ る。 其 故に や、 幼 

少ょ b 聰明 睿智に して、 辯 舌 明かに、 賢々 しき 事、 譬 へて いはん 方な し • 六歲 の. 時、 

多 門 丸 誔生并 宇佐美 彌次郎 相撲の 事  H 
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ノ 家人！？ の 子供と、 戯れて.？？ 撲を 取られけ るに、 十二 三 歳なる 童 共の、 而も 逞しき 者 

共 を、 易々 と 打倒され ける。 其 後 四 五日 を經 て、 又 相撲 を 取. o 戯れられけ るに、 十 一 

1 一歳より 十五 六 歳 カ子 供 を、 悉く 打倒され ければ、 後に は 怖れて、 相手に なり 候 はん 

いふ ものな し。 斯る 所へ 多 門 丸の 乳母の 夫、 宇佐美 次郞澄 安が 嫡子 彌次郞 出來れ 

り。 傍なる 意 共 之 を 見て、 彌次郞 殿 こそ 來 b 給へ。 若君の 相撲に 勝ち 給 はん 人、 宇 

I 佐 美 殿なら では ある まじと いふ。 彌次郞 は 十八 歲 にて、 而も 健ぎ なりけ るが、 某、 若 

君と 相撲 を 取り 申さば、 中よ. り 落し. # さんと いふ。 多 門 丸 聞きて、 如何に 彌 次^と 

もい ひ 、中より は 落され まじと、 立 向って 組まれけ る。 彌次郎 頓て多 門 丸の 腰の 帶 

を 攫んで、 中に 差 上げ 、落し^-さんやと 打 笑 ふ。 多 門、 差 上げられ 乍ら、 落して 見よ 

とい ひさ ま、 右の 手に て、 宇佐美が 眉間 を 丁と 打って、 忽ち 渠が心 を 奪 ひ、 中よ b 跳 

ね 落ち、 彌次郎 を 打倒され ければ、 宇佐美 も 負け 乍ら、 此君 御成 長の 後、 如何なる 譽 

を か 顯し給 ふらんと、 悅の涙 をぞ 流しけ る • 此 彌次郞 は、 後に 宇佐美 河內 守と 呼ば 

れ、 正 成 |r 正^の 正の 字 を 賜 は つ て、 正 安と 號し、 数度の 忠 戰を勵 みて 後、 建武 一 一年、 


正 成と 共に、 湊川 にて、 自害 をぞ したりけ る。 斯くて 多 門 丸、 七歲 にて は 尋常の 男の 

力量よ， 9 は、 少し 勝って 見えたり ける が、 其 年の 冬、 或 雪， のタ暮 に、 雁の 友に 後れて 

渡る を 見て、 多 門 丸、 弓 取 つ て 矢打番 ひ、 過た す 彼 飛 雁 を 射 落されし か ば、 父 左衞門 

尉 正 澄 も、 是れ 凡人の 所爲 にあら すと、 舌 を 振 はして ぞ居給 ひける。 其 翌年 八歲の 

春よ， 同 國錦部 郡 檜 尾 山觀心 寺と い へ る 眞言 寺へ 上せて、 學文 をな さしめ られけ 

るが、 一 を 聞きて は 十 を 知る、 才智 世に 雙 なか b しかば、 稽古 滯る 所な く、 水の 流る 

るが 如くな り。 

多 門 丸 智勇の 事 

斯くて 多 門 丸、 明 暮文を 學び靱 術 を 琢磨して、 遊戯 を 好まる、 事な く、 才智 世に 勝れ. 

て、 さながら 神の 如くな， り。 愛に 同國矢 A 別當顯 幸と いふ もの あり。 楠 左 衞門尉 正 

澄と、 地を爭 ふこと 累年な り。 然るに 別當、 法師の 身な b と雖、 武の 道に 賢く、 勇 謀 

勝れた る 法 師 にて、 或 時 は 勝ち 或 時 は 負け • 勝敗 曾て 定まらす。 斯る 所に 嘉元 三年 

多 s: 丸智異 の筝  一 九 
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四月 十二 日、 矢 尾 別 當顯幸 出張す iffl えし かば， 楠 多 門 九、 父 正 澄の 前に 進み出で、 

敵に 足 をた めさせな ば、 合戰 しにく かるべく 候。 味方 唯今 馳せ合 ふ べしと は、 敵 思 

ひ 寄る まじければ、 油斷 して ぞ 候らん。 其 不意 を 討って、 勝利の 1 てを盡 させ 給へ と 

申さ るれば、 正 澄 犬に 喜び、 汝は老 將の智 め b とて、 有 合 ふ 勢 を 引率し、 敵陣に 馳向 

ひ、 鬨をも 作らす、 無二無三に どっと 切って 懸ら る、。 矢 尾が 軍勢 共. 思 ひ 設けざる 

事 なれば、 上 を 下へ と 狼狽へ 廻り、 周章て 騒ぎて 見え けれども、 顯幸 武功の 法師 こ， 

て、 士卒 を 下知し、 陣を取 鎮めて 戦うたり。 左 衞門尉 正 澄、 敵 は 多勢な り i 雖 、事と 

もせす。 龃 入りて は 駆 出で、 駆拔 けて は 切通る。 此時多 門 丸、 眞 前に 進み 戰はれ け 

るが、 黑糸緘 の 鎧に、 染 羽の 矢 を 負 ひ、 黑き 馬に 乘っ たる 武者と 渡し 合 ひ、 馬より 下 

に 切って 落し、 敵の 上に 乘懸 り、 和 主 は 誰 ぞと間 はるれば、 別當に 加勢と して 、泉：？： 

よ b 馳來 りたる、 岡 田 六 郎左衞 門と、 名乘も 果てぬ を首搔 落し、 太刀の 鋒に 刺 貫き、 

楠 多 門 丸十 ニ歲、 軍 は斯ぐ こそ すれと、 高 聲に名 乘られ ける。 斯くて 兩軍 峭 雄を爭 

ひ、 ^を 先途と 戰 ひし か ども、 互 に 敗られす 闐 まれす、 合戰は 互角 こ-して、 敵^ 方 共 


に戰ひ 屈せし かば、 相 引に 引取りけ り • 此多門 丸、 後に 楠 河內守 判官 正 成と 號 せし 

良將 な， 5。 
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軍法 傳，， 來 本朝 一 來由幷 楠 正 成 軍 術傳習 の 事 

抑 兵家の 軍法 祕傳妙 要と 申す は、 昔時 老子、 天上より 傳 ふる 所の 一 法 を 種と して、 

太公望、 天人 地 狸に 則り、 三門 四 種 を 立て、 始めて 兵 道 を 開く。 其始は 軒轅黄 帝より 

起れ るな り。 されば 李老 君. 太公望. 管 仲. 黃石. 張子 房に、 相 傅 はると 雖、 子房 深，、 之 

を祕 して、 世に 傅 へ ざり ける に、 其 後 唐太宗 皇帝、 天下の 內を 普く 尋ね 求め 給 ひ、 李 

靖と之 を； i 決し 給 ふ。 是 よりして 軍 術の 祕要、 永く 末世に 傳 はれり。 然るに 本朝に 

は、 人皇 十四 代仲哀 天皇の 御宇、 僅に 三 略の 書、 日本に 渡る と雖、 永く 世に 斷絕 す。 

其 後 吉備 大臣 入唐して、」 二 略 一 部を傳 へ、 歸 朝す i 雖、 深く 胸中に 祕 して、 子に だ も 

授けす。 洛北 鞍馬 寺の 多 門 天の 寶藏 にぞ鈉 めけ る。 是に 依って 人皇 六十 代の 帝醍 


醐 天皇、 如何にもして 兵. 書の 至要 を、 日本に 求め 得て、 永く 吾 朝. の寳 とせんと、 樣々 

« 盧を 運ら させ 給 ふ。 此時 安保 親王の 曾孫 左大辨 宰相 大江 維時、^ HI 、文章 博士 

にて あ hs ければ、 維時に 命せ させ 給 ふ • 維時 敕を 蒙って、 延長 三年 五月 唐朝に 赴き 

ける が、 同年の 仲秋 唐土に 漂着し、 沙金五 萬兩を 以て 唐 帝に 獻じ、 五 萬 兩を將 軍 龍 

取に 與 へ て、 軍 術の 奧祕を 授からん と 歎きし かば、 帝 之 を 許し、 龍 取に 敕 して、 六韜 

三 略 天文 取捨の 偉、 諸 葛 亮が四 首 八 尾、 常 山の 蛇 勢、 奇正進 返 千變萬 化の 傳規， 凡そ 

兵家の 祕書 三十 餘卷、 悉く 眞授を 蒙り、 日本に 歸朝 せり。 是 よ，^ して 大江 氏の 後 E、 

世々 軍 術の 祕奥を 傳へ受 くると かや。 爱に 河內加 賀田鄕 に、 修理 亮大江 時 親 とい 

へる 人 あり。 中鈉言 維時 |能大 の 末裔に て、 太公望が 立つ る 所の、 覇者の 眞 係の 奥 

義を 極めし 人な b け hs。 然るに 楠 左 衞門尉 正 澄の 長男 多 門 丸、 十五 歲に なられけ 

るが、 箕裘の 業を繼 ぎて、 聰慧萬 人に 勝れけ る 故、 如何にもして 軍法 兵 傅の 祕法を 

知らん と、 思慮せられ ける が、 幸 ひ大江 修理 亮時 親當國 にあり。 此 人に 便りて、 軍 術 

を 學ばゝ やと 思案して、 時 親と 子弟の 契 をな し、 间 國加賀 田の 鄉に行 通 ひて、 太 公 

軍法 傳- -來 本朝 I 來由井 桷正成 軍術傳 習の 事  一 s 


と 服 多 
稱 、門 
す 正 丸 

成兀 
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が 八十 一 變、 轉化 順逆 百 二十 八變、 孫子が 十三 變を 始め、 唐朝 傳來の 軍 術、 臨機 應變 

の 祕奥を 、悉く 習 ひ 得られけ り。 

正 澄 父子 與，， 矢 尾 1 合戦の 事 

斯くて 楠 多 門 丸、 旣に 十六 歳に 及びし かば、 延慶ニ 年 二月 十三 日に 首 服 を 加へ、 楠 

兵 衞尉正 成と ぞ號 せられけ る。 斯る 所に、 矢 尾 別當顯 幸、 多年の 本意 を 達せん と、 同 

年の 六月 下句、： 軍勢 を 催し 出張す。 楠 左 衞門尉 正 澄. 嫡男 多 門 兵 衞尉正 成、 敵に 足 を 

ためさすな とて、 勢 を 二手に 分けて、 左 衞門尉 正 澄、 其 一 手 を 帥ゐ， 敵陣に 馳向 はる。 

多 門 兵 衞尉正 成 は、 殘る 一 手を從 へ、 敵陣の 左の 方なる 森の 中に 忍び寄り、 勢 を 伏 

せて ぞ 居られけ る。 矢 尾の 別當 は、 斯る謀 あ， o と は 夢にも 知らす、 敵 は 小勢なる ぞ 

と見謾 り、 太鼓 を 打た せて 懸 b 合 ふ。 楠 勢、 豫て 謀りし 事なる 故、 馬の足 四度路 に. 

な b 、辟易して ぞ 見えたり ける。 顯幸大 に 勇み、 憑れ くと 下知 すれば、 逸雄の 若者 

共、 無二無三に 切って 入り、 一戦に 切 勝ちて、 遁 さじと 追想く る。 兵 衞尉正 成、 時分 


は 好き ぞ* 起立て よと 下知 せら るれば、 伏勢 共 一 同に 起立ち て、 喚き 叫んで 打って 

懸る" 時に 正 澄の 勢、 一同に 取って返し、 先づ 後より 引 包み、 微塵に なれと 攻 立つ 

る。 さしもの 顯幸 一 戦に 打 負けて、 三方に 分れ 敗北す る を、 楠 先陣の 勢 を 以て、 備を 

亂 して、 少々 敵 を 追討に ぞ 討た しめけ b。 此時矢 尾が 領地 一 千 五百餘 貫の 地 を 討 

取. つて、 楠 家 前代よ b 頜し來 る 所の 采地、 河 州 石 川 郡 ニ千餘 賞、 凡そ 三千 七 百餘貰 

の 領主と なりて、 是 より 永く 矢 尾に 切 取らる、 事な し • 是れ 偏に 正 成 一 身の 謀略 

に 據れり • 此人 今年 未だ 十六 歲、 末 如何な らんと、 聞く 人 舌 を 振 はしけり。 是 より 

楠 家 次第に 繁榮 し、 殊に 子數多 出來れ り。 嫡子 は 多 門 兵 衞尉正 成、 其 次 は 女子な，^。 

是は 一 族 和 田 孫 三 郞正遠 si? 守が 妻に して、 新田 新兵 衞 高率 同 五郎 正隆. 同新發 意 

源秀 等が 母是 な， 9。 其 次 は 楠 五郎 正 氏、 其 次 七郎 正季、 其 次 は 法師に して、 後 越 前 

國平泉 寺に 住せし め、 律師 惠秀 とぞ號 しける。 其 後 左 衞門尉 正 澄 いつしか 病に そ 

み、 遂に 卒去せられ ければ、 正 成、 父の 名跡 を繼 ぎて、 威名 彌 盛な， 

正 澄 父子 與-矢 尾, 合戦の 事  0 


氏 
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筒井 氏 家系 幷矢尾 • 筒井 袖 頭 出張の 事 

愛に 和 州の 住、 筒井 氏の 來由 を尋 ぬれば、 天津 兒屋禰 命の 苗裔、 藤 原の 方 族に して、 

近衞 家より 分れ 出で た， 9。 其 飲 は、 人皇 四十 八 代稱德 天皇の 御宇、 神 護 景雲 二 年 戊 

申の 冬 十 一 月、 和 州 添 上 郡 三 笠 山に 遷 ります 神 あ， り。 第 一 神 は、 常 陸の 鹿 島より 遷 

らせ給 ふ武甕 槌命是 なり。 第二 神 は、 下 總國香 取より 影 向 ある。 其 御 神 を經津 主命 

と 申し 奉る。 第三 神 は、 河 內國平 岡よ. り、 此處に 跡 を 垂れ 給 ふ。 天津 兒屋禰 命是な 

り。 第 四 神 は、 伊勢 國度會 郡より 遷らせ 給 ふ。 其 御 祌を姬 大祌と 申 奉る。 春 H 大明 

神と 崇め 奉る は、 此四 座の 御 神な，^ 此時 天津 兒屋禰 命に 從ひ苯 る 藤 原 氏 四 家 あ 

り。 其內に 一 人、 添 下 郡 筒井 庄に 住して、 * 日の 神社に 給仕す。 さるに 依って、 倚 井 

を 以て 世々 氏と す。 其 名 を 筒井 太夫 藤 原 順 武と號 す。 是れ 筒井 氏の 元祖な り。 當 

時 其 後胤に 筒井 淨慶 とい へ る 法師 ありけ るが、 世み、 春 U1 明 神の 社僧に して、 采地 一 一 

千 五 百 町、 家 富み 榮ぇ ける 故、 己が 職に も あらす して、 武を耆 み 馳引を 習 ひければ、 


楠 正 成、 

矢 尾 筒井 

, 軍と 戰 


栩從ふ 一 族 郎等 共、 早業 力 達 をのみ 好み ゆり。 然るに 楠 多 門 兵衞と 不快の 事出來 

つて、 互の 遺恨 日々 に增 長せ， 9。 此事を 偉へ 聞き、 矢 尾 別當顯 幸、 時 を 得たり と悅 

び、 正 成に 切 取- られし 千 五百餘 貫の 地 を 取 返さん と、 筒井が 方へ 使者 を. 馳 せて、 淨 

慶に 加勢 をぞ賴 みける。 淨慶 も、 楠を惡 しと 思 ふ 折 なれば、 堅く 頜 掌して、 一千 餘 

騎を 引率し、 白地に 墨に て、 春 H 大明 神の 五 字 を、 大文字に 書きた る 旗を飜 し、 河 

州 矢 尾に 馳來れ り。 顯幸 大に悅 び、 己が 手勢 一 千 餘騎、 兩勢 合せて 二 千餘騎 を相從 

へ、 赤 坂へ 押 寄せん とぞ議 したりけ る， 楠 正 成 之 を 聞き、 何程の 事 か ある べきと て、 

一 家相 集って 八 百 餘騎、 赤 坂の 館 を 打って出で、 堺の津 より 東の 方、 譽 田の 北に 當 

つて 一城 を 構へ、 要害 堅固に 陣 しけり。 さる 程に、 國 中の 諸士、 矢 尾が 催促に 從ひ、 

與 力して 馳 着きし かば、 顯幸旣 に 三千 餘騎の 多勢に なり、 柚 頭 神道に 備 へて、 其 間 

1 一 里餘り に、 軍勢 陣を固 め た り。 然れ ども 淨慶 は、 正 成 が 武勇 尋常なら すと 怖れ て、 

寄らん 義勢 もな し。 正 成 は 又 、味方の 勢 八 百 餘騎、 敵 は旣に 三千 餘騎、 對揚 すべく 

もな き 多勢 なれば、 如何なる 謀 を かなし けん、 敵の 軍 立 を 見て、 轉 化して 戰ひ、 勝つ 

筒井 氏 家系 井 矢 尾 • 筒井 袖 頭 出張の 事  一 一七 
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は 良將の 謀な. 9。 然 らば 待つ に 如か じと て、 敢て 出で て戰 はす、 互に 睨み合 ひて、 

十餘 日をぞ 過し ける • 

柚 頭 合戦 附正成 奇策の 事 

さる 程に、 兵 衞尉正 成 は、 斯くて も ある べき 事な &す と、 八 百 餘騎を 引率し、 花田鄕 

に陣を 移し、 敵陣 近，、 進まる、。 筒井 淨慶之 を 見て、 さらば 一 戰を始 むべ しと、 軍勢 

を 押出す。 此勢、 道 一. 筋 を 中に して、 池 を 前に 當て、 池の 岸の 少し 高き を 要害に 取 

りて、 岸より 此方に 勢を備 へ、 先 づ足輕 の 兵 を、 十 人 二十 人 一 組に して、 足輕 軍をぞ 

始めけ る。 大將正 成、 恩 地 左 近 太郞滿 一 を 近付け、 大和 勢の 軍 立、 思 ふに 合せて 恐 

るゝに 足らす。 軍に は 打 勝ちたり。 若者 共 も、 皆々 今に 高名せ させんと 申さ るれば、 

滿ー 閡さ て、 其 故 は 如何なる 事に て 候ぞ。 承らん とい ひければ、 正 成 莞爾と 笑 ひ、 さ 

れば とよ。 池の 岸 少し 高き に、 岸の 上に は、 兵 を 一 騎も 出さす 、岸より 下の 彼方に、 

軍勢 を 立てた る は、 正 成が 武勇 を 怖れた ると 覺ぇ たり。 其 上 一 二 町 退いて こそ 勢 


を 立つべき に、 池の 際に 備 へしこと、 是 れ良將 のせざる 所な り。 其 故 は、 敵 中なる 

道 を 越して 寄せ S けんに、 池の 際 近々 と備 へたる 軍勢 は、 懸 らんと する に、 行 先 遠 

からす、 餘、 りに 近き 故、 却て 後る、 者なる ぞ。 斯様なる 細禮 を、 押來 つて 懋る者 共 

は、 皆 討死 i 期した る 者 共に て、 其と 戰 ふに 於て は、 味方 多，、 は 討 負くべし • 又 敵 

の 先陣に 進まん 者 其、 臆病に して、 逃歸 らん 輩 ありと も、 後よ. 9 績く 軍勢 共、 聲々 に 

喚き 叫んで、 勇み 來る時 は、 其 勇氣に 引立てられ、 心なら や * 方の 陣中へ、 必す 切つ 

て 入る 者な り。 然 らば 必定、 * 方の 勢 討 負くべし。 其 時 は 味方、 假 令ば 先陣 千騎計 

ならば、 一 一陣 は 一 町 五 反 返き、 又 先陣 一 一千と も あらんに は、 一 一町 を 退き 備ふ ぺ し。 敵 

兵 池の 中なる 細道 を 押 來り、 廣 みへ 打って出で、 二十 間 も 過ぎて 來 らん 所 ハ 味方 

の 先陣、 備を亂 さや 押懸 つて 戰ふ時 は、 * 方の 勝利 疑な し • 是れ 肓將の 曾て 知ら ざ 

る 所に して、 良 將の專 と 謀る 所な り • 其 上 敵陣 二三の 備も、 思の 外 遠ければ、. さの 

^^こくいら す i ぞ 語られけ る。 之 を 聞きて 士卒 上下 共に、 悅び 勇む こと 甚し • 然 

c  i  ひきす. V  a 

る 所へ 矢 尾 別當顯 幸、 勇 謀 兼備の 法師 なれば、 逞兵六 百 餘騎を 引 勝って、 旗 只 一 流 

柚 頭 合 戰附正 成 奇策の 事  ま 
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押 立て、 香 象の 波 を 踏んで、 大海 を 渡る 勢の 如ぐ、 正 成の 本陣の 右の 脇より、 靜 々と 

懸， O 合 ふ。 正 成 之 はと 見やり たれば、 敵勢 雲霞の如く、 後陣よ， CN も 段々 に、 備を立 

て 、向うたり。 其 時 正 成、 和 田 孫 三郞正 遠に 向 ひ、 某が 早晚 とても、 四 隊の陣 を 好 

むは 是 なり。 向に 敵 ありとの み備 へな ば、 斯る時 大に騷 ぎなん ぞと、 快げ に 打 笑 ひ、 

池より 此方 一 町 計 返き て、 備へ 居た る 味方の 勢へ、 急ぎ 軍使 を馳 せて、 少しも 駭く 

事な かれ • 敵 兵、 池の 中なる 道 を 越えて 切 出な ば、 懸 合せて 相 戦へ。 少しも 時刻 を 

移す ベから すと、 いひ 遣して 後、 * 方の 勢 を 見 給へば、 撗合 より 懸り合 ふ 敵に 驚き、 

諸卒 辟易して 色めき立つ。 此體 にて は、 戰 ふとい ふと も、 利 ある ベ からすと 思 はれ 

ければ、 鏺踏 張って 立揚 り、 諸 勢に 向 ひ大音 上げて、 正 成 今日 軍を發 せし 事、 尋常に 

は あらや。 敵の 中に、 * 方へ 返 忠の者 多ぐ あって、 合圖の 契約 ある 故な 恩 地 は 

なき か 滿 一 は あらざる か。 池よ， 9 此方に て、 合圖の 火を擧 げられ よと 下知せられ 

しかば、 之 を 聞きて 士卒 色 をな しけり。 恩 地 左 近 太郞、 扨 は 合圖の ありけ るに やと、 

池より 此方の 少し 高き 嫁に 登って、 合圖の S 煙 を 三つ 迄 上げたり ける。 之 を 見て 


横 合に 懸 hv 求-る 矢 尾 別當が 軍勢 共、 敵陣に 狼煙の 上. 9 おる は、 如何 樣 味方の 中に" 

返 忠の者 共 ありと 覺 ゆる ぞ。 若し 此 勢の 中に 、敵と 心 を 合せぬ る 者 や あるらん • ヌ 

後陣よ， CS 續く眛 方に、 敵と  一 * の 者 や あらん。 其 上 大和 勢の 心 も 知. 9 難しと、 ひそ 

ひそと？!^ き 立ちて 進み 得す • 又 筒井が 軍勢 其 も、 是は 何樣、 * 方の 中に、 敵へ 返 

忠の者 共 あ 見えたり と、 互に 人 を 疑 ひ、 私語き 合 ひて 進み 得 や。 暫く 時刻 をぞ 

移しけ る。 正 成、 士卒に 向って、 合圖の 狼煙 を 揚げ つるが、 今少し 早 かりけ るぞ や。 

和 田 正 遠の 一 備は、 虛 逃して、 敵に 見せられ よと 下知 せらる。 和 田 孫 三郞、 さ 承 b 候 

とて、 士卒に 其 心 を 知らせ、 俄に 崩れ 立ち、 周章 ふためき 逃 返く。 敵の 方に は 之 を 

見て、 又 例の 古狸が、 虛 崩れす ると 覺 えたり。 化さる^-な 人々、 馬 早 からん 者 共、 見 

て來れ i 下知 すれば、 忍 田 次郎. 絹 川 入道 以下、 五騎 三騎づ つ、 打 連れく 馳行 きし 

かど も、 敵 を 怖れて、. 矢 掛り迄 も 近付かす • 馳歸 つて、 彼の 向に 見えた る 林の 廻と 

其 陰に、 伏勢の あるかと 見えて 候なん どと、 定めぬ 事 を、 實 しゃかに いひければ、 元 

來取 集め 勢の 事なる 故、 正 成 1 時の 謀に 陷 つて、 さぞ あるらん とい ふ 程 こそ あれ 

轴頭合 戰附正 成 奇策の 事  0 
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矢 尾に 與 力した る 若 江 藤 次、 己が 勢 を 引 纏め、 後陣より 引 行けば、 矢 尾. 筒井が 軍勢 

共 色 を 失 ひ、 色めき 渡って 見えた b けり。 正 成 下知して、 今 rn の 合 戰は是 迄ぞ。 引 

取れよ 者 共と、 靜々 i 引取られ しか 共、 一人 も追懸 くる 敵 はな かりけ. り。 實は 敵方 

に、 返 忠の者 ありし に は あらや。 矢 尾が 軍勢 、思の 外に * 方の 後に 廻り たれば、 前後 

の 敵に 取 包まれ、 戰ふ とも 利 ある まじければ、 引取らん と 思 はれし が， 只 引取らば、 

定めて 敵 兵 附慕は ん。 然 らば 味方に、 手 負 死人 多く 出 來んと 思案して、 斯く 煙をぞ 

上げられ ける。 是ぞ豫 て 企みし 謀に も あらす、 事の 急なる に 臨んで、 時に 取っての 

方便な， 9。 如何 樣 凡人に は あらす 、謀略 勝れた る 名將ぞ やと、 諸人 後に ぞ 感じけ る • 

矢 尾. 筒井 引，， 返 柚 頭 • 神道， 事 

斯くて 正 成 は、 一 時の 謀略 を 以て、 安 々と 勢 を 引 入れられけ るが、 此軍 過ぎての 後、 

おば か 

數 年に 及ぶ 迄、 謀 成りし 事 は、 曾て 口外に 出されす。 某 敵に 方 便られ、 返忠 せんとい 

ひし を、 實ぞ i 心得、 大に負 軍 せんとしたり しなり とぞ宣 ひける， 是は 以後 又斯樣 


の 謀、 すま じきにても あら ざれば、 其 時 軍勢 共、 以前に も 斯樣の 方便に て、 大將 のた 

& されし ぞ やと、 いはれ まじき が爲 なりけ り。 さる 程に 正 成 は、 其翌 H より 時を替 へ 

て、 日 每ニ兵 を 出し、 敵の 中に、 * 方へ 返 忠の者 共 ある 氣 色に のみ 見せかけ、 敵陣へ、 

合 園の 矢文な ど 射 入れければ、 矢 尾. 筒井が 陣中に、 大に 狐疑 出來 つ て、 誰 こそ 楠と 

6 を 合せて、 後 矢 射ん と 相 巧め り。 何某 こそ 敵に  一 * して、 眛方を 討たん と 謀る ぞ 

なんどと、 陣中の sli して、 あ あらぬ 虛說共 をい ひ 私語き ければ、 互に 人に 心 

を 置 合 ひて、 其より 軍の 評議 もな し。 然る 處に： 玉 手 四郎. 白 坂 兵 部丞. 岩 3. 布 忍 .當 

宗， 雜賀. 龍 田. 十 市. 加 木 波 等 楠と 慣れ、 合 敵 を 陣中に 引 入れん と 相 謀れ 沙汰し 

ければ、 此者共 之 を 偉へ 聞き、 大に 怒り 訇り、 我々 身に 過 も あらす して、 斯る惡 名 を 

蒙る こそ 安から ね， 必竟 今度の 合戦 は、 將軍 家縑倉 殿への 忠功 にも あらす、 又 正 成 

に^の 遺恨 もな し。 親しき ま \ に 、顯 幸ゃ淨 慶に賴 まれて、 其 信 を 違へ じが 爲、 士の 

一道 を 守ら、 一旦 與カ したる 計なら。 然るに 左 樣に疑 ひ 思 はる、 こそ 口惜し けれ 

とて、 雜賀小 太夫、 一番に 勢 を 引 連れ 落^きし かば、 玉 手 四郞. 白 坂. 岩 田. 當宗. 龍 田. 

矢 尾 • 筒井^-退 釉潁. 神道-事  量 


矢 尾顯幸 
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W 忍 + 市 等 我先にと、 己れ くが 陣 を引拂 ひ、 領 所々々 ベ 落ちて 行ぐ。 筒井. 矢 尾に 

與 したる 集. り 勢 共. 之 を 見て、 一 人 一 一人 拔々 に 逃 行きし かば 、殘り 少なに なりに けり。 

結句 後に は、 筒井 は 顯幸を 疑 ひ、 顯幸は 淨慶を 疑 ひて、 楠と 一 味 を やなし つらん と、 

互に 狐疑の 心 を 生じけ るが、 終に は 筒井 淨慶 法師、 別 當に斯 くと も吿 知ら さす、 夜 

深け て 陣 を引拂 ひ、 大和の 筒井に 逃歸れ ば、 顯幸も 泳へ 得す、 己が 矢 尾の 城に ぞ引 

取， o ける。 正 成、 さあらん と 思 ひつる 事よ とて、 其 翌日 軍勢 を 出し、 敵の 陣所を 悉く 

燒拂 はせ、 赤 坂に ぞ凱陣 せられけ る。 

矢 尾顯幸 智謀の 事 

斯の 如く 矢 尾と 楠、 爭 ふこと 數年、 動もすれば 顯幸 働き 出で しかば、 之 を 防がん が 

爲に、 家 子の 志 貴 右 衞門尉 を、 兩 家の 領所界 へ 差遣 さる。 是に 依って 志 貴 究竟の 者 

共を從 へ、 一 城 を 構へ て、 百餘騎 にて 楣 籠りければ、 顯幸も 出張すべき 便な し。 然れ 

ども 以前 花 ffl にて、 無下に 引返き し 事 を 本意な く 思 ひ、 右 衞門尉 を 追 落して、 多年 


ひ £て だて 

の 恥辱 を 雪が ば やと 思 ひ、 種々 思慮 を 運ら しける が、 一 術 案じ 出して、 郞 等の 上 村 

十 郎に謀 を 委しく 言合め、 百餘騎 にて、 搦手の 方へ 忍び 廻らせ、 我 身 は 追手へ 向 ひ 

ける が、 五町 餘を 退け て、 竹の 林の ありけ るに、 澤 五郎 を 始めと して、 健なる 若者 共 

八十 餘騎、 伏勢と して 隱し 置き、 別 當顯幸 は 五十 騎を 引率し、 追手の 門 近く 押 寄せ 

たり。 此城 追手 一 方 は、 平地に 續き たれ ども、 搦手 は數十 まの 谷に して 巖銳 く、 殘 

る 二方 は、 深 田 重々 に續 いて、 人馬の 足 及び難し。 元 來僅百 餘騎の 勢 なれば、 三方 

は 切 所を賴 みに 勢 を も 配らす、 百 餘騎の 者 共、 悉く 追手へ 集って、 敵 は 小勢な りと 

いふ ま、 に、 門 を 開き 切 つ て 出で、 互に 鬨を 作り 懸け、 追つ 返し つ 相戰 ふ。 顯幸豫 て 

企みし 事 なれば、 爽に物 具し、 矢 尾 別當是 にあり。 诚主志 貴 右衞門 尉に 見參せ んと、 

高らかに 呼 は 邊を砩 つて 駆 立てく 戰 ひしが、 顯幸 矢に 中 b ける 眞似 をして、 

馬よ， o 下に 百と 落つ る。 郎等の 香 西兵衞 次郞 走り 來り、 己が 背に 搔負 ひ、 後陣の 方 

へ 引退く。 是を 見て 城 中の 兵 共、 敵の 大將顯 幸 は、 痛手 負 ひしと 覺 えたり。 進め や 

討 取れと、 喚き 叫んで 攻立 つる。 寄 手 は 豫て合 圖の事 なれば、 周章 騷 ぎて 崩れ 行ぐ。 

矢 尾顚幸 智銶^ 事  量 
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志 貴 右衞門 尉、 謀と は 知らす、 顯幸を W 取 れ と、 百 餘騎を 前後 に 立て、 城 を 襟 つて 切つ 

て 出で、 通さ じと 追 懸けたり • 此時上 衬十郎 、兎角して 搦手の 切 所 を 忍び 越え、 城 中. 

へ * 入れ、 矢 尾が 家の 旗 十 餘旒、 塀の 上へ 差 上げたり。 ^くと も 知らで 右衞門 尉が 

士卒 共、 短兵急に 追 懸けたり。 時に 伏勢の 八十 餘騎、 一同に 咄と鬨 を 作る。 澤 五郎、 

懸れゃ 進めと いふ 儘に、 眞 先に 打って 憑れば、 士卒 等 我 劣ら じと、 面 も 振らす 切つ 

て 入る。 す は 寄 手に は 伏勢 こそ あれ • 過すな、 備を 立直せと いふ 程 こそ あれ。 城の 

方 を 顧みれば、 早 敵入變 りたり と覺 えて、 敵の 旗 十 餘旒、 飜 つて 見えければ、 進まん 

とする も 叶 はす、 引かん とすれば、 早 城 を 取られぬ。 進 返 愛に 谷って、 綱 裏の 魚の 如 

くな り。 右 衞門尉 血 服に なって、 敵に 安々 i 方 使れ ぬる ロ惜 さよ。 斯様の 時、 遁れ 

ん と 思へば 死し、 死 せんと 思へば 生く る 者ぞ。 命 を 捨て、 一 方 打破って 通れよ 者 共 

とて 、鋒 を 揃へ 敵中に 切って 入，^、 近付く 者を馳 倒し 切 散らして、 直に 切拔 けし か 

ば、 志 賀が賴 み 切った る 郎等 十八 騎討 たれ、 殘る者 共 も、 深手 淺手、 悉く 負 ひて、 赤 

い かめ  ありさま 

坂 へ と 落 行きし は、 嚴 しか b し 分野な り •  • 


志 賁右衞 門 尉の 事 

顯 幸が 謀に 乘 せられて、 志 貴 右衞門 尉一 戰に打 負け、 赤 坂へ 逃歸 b しかば、 諸人 之 

を 見て、 楠 家と 別當 と、 所領の 論に 依りて、 栩爭 ふこと 數年、 勝敗 互に 定まらす と雖、 

楠 方 一 城 を も 取らる ゝ 程の 事 はなし。 然るに 志 貴 は、 法師の 軍 立より 拙な うして、 

斯ぐ 赤恥 を搔 きぬる は、 侍に て は あらす して、 比丘尼に も猶 劣れ， o。 今 赤 坂に 落來 

,9、 楠 殿に 對 面し， 何事 を か 申すべき。 生きて 恥を隱 さんより、 只 死ねよ かし とて、 

指さし、 てぞ笑 ひける。 斯くて 志 貴 右衞門 尉、 赤 坂の 館に 來. o.、 大 將に對 面す。 正 成、 

軍の 次第 を委く 尋ね 問 ひて 後、 正 成が 常にい ふ 所 は 、愛に こそ あれ。 斯 迄に 愚なる 

合戰 をす ベ き 和 主にて はなき に、 何とて 斯る 不覺 はせられ しぞ やとて、 以往に 數度 

ありし 志 貴が 忠義 武勇 の 働、 又 軍旅に 謀才 あり し 事共 を 語 b 出し、 さ るに て も.其 身、 

恙な/、 遁れ歸 b しこ i こそ 嬉し けれ。 死した る 者 は、 歎く とい ふと も歸 るべ から 

t 然れ ども 某 故に、 多くの 士卒 討死せ しこ そ、 實に 以て 不便 なれと て、 暫く 涙 を 

志 賀右衞 門 尉の 事  11: 七 
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流されけ るが、 誠に 此度和 殿が 過 は、 只 是正 成が、 天命に 違 ひたる 故にして、 和 殿の 

過に は あるべ か らす と、 再三 之 を 賞し、 馬 物 具 も、 定 め て戰 場に ぞ 捨てら れ ぬらん • 

之に て 後日の 合戰 をせられ よと、 馬 物 具を與 へ、 又 討 たれし 兵 共の、 親 妻子 を 呼 出 

し、 金銀 米錢 を、 悉く 程々 に 從ひ與 へ られ ければ 、諸人 其 情をぞ 感じけ る。 さる 程に 

矢 尾 別 當顯幸 は、 志 貴が 城 を 安々 と攻 落し、 上 村 十 郎を入 置きし 所に、 志 貴 右衞門 

尉 之 を 口 惜く思 ひ、 如何にもして 城 を 取 返し、 會稽の 恥 を 雪がん と、 晝夜心 を碎き 

ける が、 百餘日 過ぎて 後、 右衞門 尉、 正 成の 前に 出で、 上 村を攻 落し、 欝憤 を 散 じた 

く 候と 望みし かば、 正 成、 此儀尤 な て、 敷地 太郞. 佐 川 平 九郞. 间又 次郎 以下、 究 

竟の兵 百 三十 騎、 相 添へ てぞ 差遣され ける • 右衞 門 尉 大に悅 び、 赤 坂 を 打 立ち、 上 

村が 城に 忍び寄 b ける が、 術 を 企み 澄まし、 素より 案內は 知りす かしつ、 名 春の 忍 

の 上手 共 を 1 一 十餘 人、 城 中へ 入れ 置きて、 其 夜の S の 上刻、 敷地. 佐 川 を 搦手 へ 差 向 

け 、我 身 は 追手より 忍び寄せ、 鬨を 作りて 攻懸 る。 城 中には、 思 設けざる 事なる 故、 

夜對 こそ 寄せ 來れ と、 周章 騒ぐ こと 大方なら す、 太刀よ 崧 明よ 馬よ 繾 よと 騒動す • 城 


の 頜人上 村 十郞、 士卒 を 下知して 防ぎ 戰ふ 所に、 豫て入 置きた る 忍の 者 共 二十 餘人、 

城 中の 所々 に 火 を かけ、 此 に顯れ 彼に 隱れ、 喚き 叫んで 切 廻れば、 城兵 等 之に 驚き、 

* 方の 中に 謀叛 人 こそ 出來 たれと、 狼狽へ 廻る 所に、 寄 手の 勢、 追手 搦手より、 只 一息 

に攻入 b て、 切 立て 追 立て 戰ひ しかば、 城兵 散々 に 切なされ、 十 方に 落ちて 行く  • お 

将上村 十.^、 今は是 迄な り。 引 入 b て 自害 せんと、 一 間なる 所へ 走 b 入り、 鏺 を脫捨 

て、 旣に腹 を 切らん とする 所に、 右衞門 尉が 甥の 志 貴 小 八郎、 障子 を 蹴破り 飛 入りて、 

只 一 太刀に 討 取り、 首 を 鋒に 刺 貫き、 悅 ぶこと 限な し。 殘黨等 悉く 討 取-りて、 再び 

城 を 取 返しければ、 大將正 成犬に 感じ、 賞祿 をぞ與 へられけ る • 

河 州 人 見 山城 軍 附永瀨 七 郎 被，， 生猜 一事 

楠 正 成と 矢 尾別當 と、 互に 威を爭 ふこと 數年 なり • 素よう 正 成、 神武 不測の 名將な 

と雖、 矢 尾 も 亦 勇 謀 兼備の 法師 故、 打 負 くれ ども 事 i もせす • 如何にもして、 本意 

を 達せん と 思案して、 正 成の 頜所人 見 山に 城 を 築き、 若し 正 成 押 寄せな ば、 我れ 後 

河 州 人 見 山城 軍附永 瀨七郎 被-生 捕 1 事  笑 
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詰して、 前後より 取 挾み、 楠 を 討 取る べしと て、 正 和 五 年 四月 上旬、 舍弟永 瀨七郎 元 

滿に、 從 兄弟の 若 江 四 郞を相 添へ、 如法 院 幸覺. 穴 太 藤 三 以下、 究竟の 精兵 三百 餘骑 

をぞ 籠め たりけ る。 正 成 此吿を 聞き、 敵に 足 をお めさせて は惡 かりなん とて、 赤 坂 

に 有 合 ふ 所の 手勢 二百 餘騎を 引率し、 人 見 山へ 押 寄せら る。 和 田 孫 三郞正 遠. 恩 地 

左 近 太郞滿 一 等馳加 はって、 五百餘 騎にぞ なりに ける。 正成悅 び、 士卒 を 集め、 此人 

見 山 は、 東南の 二方 は、 磐石 連 b 要害 自然の 嶮衄 なれば、 城兵 等 働く こと 叶 ふま じ。 

元より 切 所を賴 みに、 防ぎ 勢 も ある まじ けれども、 ^方の 勢、 攻寄 する こと 叶 ひ 難 

し。 さるに 依って 正 成 思慮 を 廻らす に、 先づ 忍の 上手 共 を、 城 中に 忍ばせ 入れ、 不 

意に 城に 火 を かけな ば、 城兵 等 前後 を 忘れ、 周章 せん は治定 なり。 其 時 * 方の 勢 進 

むべ からす。 靜まり 返って 勢を備 へ、 敵の 落つ る を 待ちて 討 止むべし。 日 を 溼 ば 顎 

幸 後 詰して、 正 成 を、 先 後より 引 包まん とぞ議 るらん。 今夜 城を燒 落すべし とて、 板 

持. 飛 田 以下、 名 を 得し 忍の 者 共 を 招き、 汝等 城に 忍 入， 9、 方々 に 火 を かけよ。 城 ま 

永瀨 は、 矢 尾の 作 道へ ぞ落行 くら- ん。 元 滿を擒 にせよ。 必ゃ 討つ ベから すと て、 恩 


地 左 近太郎 に、 究竟の 若者 五十人に、 棒 を 持たせて 差 添へ、 矢 尾の 作 道へ 向 はしめ、 

和 田 孫三郞 は、 宇津の 在家に 陣を 取らせ、 我 身 は 城に 向 ひ、 陣を 取りて ぞ 居られけ 

る。 极 持-飛 田 3 下、 安々 と 城 中に 忍 入り、 其 夜の a の 刻 計に、 三 所より 火 を かぐる。 

豫て 合. 圖の事 なれば、 鬨をも 作らす、 靜 まり 返りて 詠め 居る。 城 中には、 忍の 入りた 

かへ 

ると は 夢にも 知らす、 返 忠の者 こそ 出來 たれと、 驚き 騷ぐ こと 斜なら す、 子 は 親 を 

捨て、 從者は 主 を 後に 置きて、 十 方に 落 行きけ り。 恩 地 左 近太郎 は、 矢 尾の 作 道に 陣 

を 取り、 棒の 者 五十人 を、 路の 傍なる 草 中に 伏 置きたり。 案の 如く 大將永 瀨七郞 元 

滿、 主從只 三騎に て、 作 道 を落來 る。 恩 地 は 百 一 一十 騎 にて 陣 しける が、 敵を僞 引き 寄 

せんが 爲め、 * 方の 勢せ 五騎 を、 落人に 似せさせ、 同士 軍せ させて、 逃る 體にぞ 見せ 

かけ、 る。 先立って 早 敵 二人 生 捕りし かば、 棒の 者 共に 相 添へ 差 置きて、 敵の 樣子 

を 問 はせ ければ、 只今 逃れ 來る こそ、 大 將七郎 殿に て 候と いふ。 五十人の 者 共 、此事 

を閡 課せ、 永 瀨を問 近く 僞 引き寄せ、 一 同に 咄と 起立ち、 一馬の 足を薙 伏せく、 落つ 

る 所 を 叩 倒し 打 伏せて、 何の 手 もな く、 三騎 共に 生 捕りけ， 9。 如法 院幸覺 は、 深手 淺 

河 州 人 見 山城 軍 附汆瀨 七郎铍 - 生 捕, 事  ョ 
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手 十三 ± 所 迄 負 ひ 乍ら、 辛うじて 落延びぬ • 若 江四郞 は、 多勢の 中 を切拔 けて、 難な 

く 矢 尾に 落 行きけ り。 斯くて 正 成 は 赤 坂に 歸陣 し、 七 郞元滿 に. 對 面し、 慇 慰に 饗應 

する こと、 宛ら 賓客 を 請せ しが 如く、 世に 情深く あ へ しら ひ、 三十 餘日 を經 て、 矢 尾 

が 方 へ 送 b 返されければ、 諸人 皆 正 成の 情の 程をぞ 感じけ る。 

北 條高時 奢侈 井越 智 A 郧 滅亡の 事 

北 條相模 守平萵 時 と 申す は、 最勝 園寺貞 時の 家嫡 な. o, し 故、 正 和 五 年 父の 遺跡 を續 

ぎて、 將箪 家の 執權 職に 補 せらる、。 此 時の 征夷 將軍 は、 後深草 院の御 孫久明 親王 

の 長子 守 邦 親王に てぞ 坐し ける a 高 時此時 十四 歲 未だ 幼若な りと 雖、 北 條旣に 九 

代、 天下の 執政 i して、 殊に 武藏 守泰 時より 以來、 專ら 仁政 を 執行 はれければ、 其餘 

澤 にやより けん、 內 管領 長 崎 入道 圓 喜. 高 時の 舅 秋 田 城 介時顯 等、 高 時 を 輔佐し、 貞 

時の 政務 を學 び、 先例 を 以て 政道 を 執行 ひし かば、 天下 も穩 なりし 所に、 高 時 成長 

あるに 從ひ、 非道 非義の 行跡の みに して、 晝夜俛 遊 を 好み、 夜 は 終夜 美女 を 集め、 酒 


に沈醉 して 狂人の 如、 晝は 終日 田樂を 集め、 金銀 を 費す こと S 石の 如し • 後に は 

入道して、 崇鑑 とぞ號 しける。 奢侈 日々 に 盛に、 月々 に增 長して、 縑倉 府中に 集め 

S く 所の 美女 三十 七 人、 大 庄三ケ 所四タ 所、 或は 二 千 賞 三千 賞の 所 頜を與 へらる。 

加 之 新 座. 本 座の 田樂、 凡そ ニ千餘 人、 之 を 十人廿 人、 或は 二人 三人 づっ、 在 鎌 倉の 諸 

大名の、 其 分限に 隨 つて、 預け 置かる、 所の 弊 幾許 ぞゃ。 是 等が 爲に、 故 右 大將麵 朝 

より 給 は b- 傳べ たる 諸 士の頜 地 を、 故な く歿收 して 與 へられし かば、 大名 國人等 貧 

うして、 民 を 貪り 惱 せり。 是に 依りて 日本 六十 餘州、 總て貧 國とぞ なりに ける。 然 

るに 長 崎圓喜 入道、 旣 に老耄 しければ、 其 子 新 左衞門 高資、 內管領 として、 天下の 事、 

大小と なく 執行 ふ。 高資 素よ b 慾 心強 盛に して、 色 を 好んで 美女 を 愛し、 己 を慢じ 

て 士を侮 hz 賄賂に 耽って、 忠 なき 者に 賞を與 へ、 咎 なきに 罰 を 加 へ しかば、 大名 國 

人 等、 相 模守高 時 を 恨み 憤る こと 甚し。 視， 一 君臣， 如-土 芥， 則視- 一臣 君 一如- 寇讎- とい へ 

る こと、 理 なりと 覺ぇ けり。 其 頃 大和 國の 住人に、 越 智八郎 i いふ 者 あり。 相模守 

^高 時 幷に長 崎 新 左衞門 尉高資 が、 非道の 政 を 恨み、 反逆 を 企てん と 相 巧みけ るが、 

北 條高畤 奢侈 井越 智八郎 滅亡 の 事  M 
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內々 紀 州の 安田 庄司. 攝 州の 渡 邊右衞 門 尉 等と 心 を 合せ、 天下 を 覆さん とぞ 企みけ 

る。 斯る 所に 越 智八郞 逆心 を 企つ る 由. 京都 六 波羅に 聞え しかば、 未だ 敵に 勢の 馳 

若かざる 先に、 攻 落せよ とて、 元亨ニ 年の 夏、 六 千 餘騎を 差遣 さる。 楠 多 門 兵 衞尉正 

成 も 、六 波羅の 催促に 從ひ、 三百 餘騎 にて 出陣す。 越智 八 郞 もさる 者 なれば、 三千 餘 

騎を 引率し、 半途に 出で て 勢 を 伏せ、 敵 の 思 寄ら ざ る 所 を、 不意 に 起って 攻立 つる。 

京 勢 は、 す は 敵方に 伏勢 を 設けた るぞ。 備を 立直して 戦へ と、 いふ 程 こそ あれ。 先 

» 後 陣 一同」、^, V 崩れて 逃げて 行く。 大和 勢 氣に乘 りて、 短 兵 直に 進み 備を亂 し、 

一 人も遁 さじと 追懸 くる。 是に 依って 敵 將八郞 が 本陣 も、 僅百騎 計に なりに けり。 

楠 正 成 は是迄 も、 猶靜 ま. o 返って 備 へられけ るが、 百騎 計に て控 へたる は、 大將越 

智が 本陣と 覺ぇ たり。 斯く 軍道 を も 知らざる 敵 を 討たん 事 は、 いと 易く 覺 ゆる ぞ。 

必ゃ 亂れて 味方 を 追 ふ 敵 を 討つ ベ からす。 我 三百 餘騎の 勢 を 以て、 五 人 六 人 方々 

へ 散亂れ たる 敵 を 討ち たれば とて、 何の 高名と かなるべき ぞ。 敵 將越智 が 首 を 取 

つて、 子孫の 眉目に 當て よと、 下知 せら るれば、 三百 餘騎の 兵 共、 越智が 勢の 眞 中へ、 


楠 正 成、 

趑 智八郎 

&S つ 


驀 直に 切って 入.^ 敵 を 巴の 字に 追 廻し、 萬 字に 切 立つ ると ぞ 見えし • 百 餘騎の 者 

共、 或は 討 たれ 又は 逃散り しかば、 今 は 大將越 智八郞 を 始め、 生從僅 十三 騎にぞ な 

b にけ る • 八 郞此勢 を 一 所に 集め、 又 敵中に 馳 入って、 前後に 當 り£ 右 を 撃ち、 七顦 

八 倒して 戰 ひける が、 十 一騎討 たれて、 大將 八 郞と 生礒 五郎と、 主從只 ニ騎に 討な 

は. を  I 

され、 敵中 を切拔 け、 南 を 指して 落ちて 行く。 逸雄の 若者 共、 何國 迄と 追 懸けし か 

ば、 越智. 生礒 二人、 共に 馬 を も 射られ、 步立 にな b 、四 五町 も 落延びし を、 多勢 追懸 

け、 遂に 二人共に 討 取りし かば、 京勢悅 び、 凱歌 を唱 へ て 引返す。 是に 依って 諸士、 

愈 正 成の 武勇 を K せす とい ふ 事な し。 
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渡 邊右衞 門 尉 逆心 附楠正 成 攝州發 向の 事 

さる 程に 和 州の 越智、 旣に滅 C しける 所に、 攝津國 の 住人 渡邊 右衛門 尉、 高 時 を 恨み 

逆心 を 起し、 近鄕を 侵せし かば、 六波羅 多勢 を 差 向けら る、 の 所に、 京 勢 一 戰に打 

負け、 言 甲斐な く 帝都まで 引返す。 是に 依つ て 楠 兵 衞尉正 成、 六 波 羅の命 を 奉って 

三千 餘騎を 引率し、 渡邊の 城に 押 寄せら る。 此城廻 十町廿 町が 程 は 深 田に して、 路 

より 外 は、 人馬の 通 ひなり 難し。 敵 將渡邊 右 衞門尉 も 一千 餘 騎を從 へ、 城 中 を 打つ 

て 出で、 七つに 分けて 備 へたり。 正 成 士卒に 向 ひ、 敵の 陣所を 見渡す に、 是ょ. 9 十 

餘町は 隔てぬ らん、 其の 勢 千騎に はよ も 過ぎ じ。 然れば 百騎と 見えた る備へ は、 

百 五十 騎 差遣さん。 何れ i も斯の 如くに して、 * 方 を も 七つに 分けて 差遣し、 敵の 


強弱 を 試みん とて、 先 づ持楣 の 人 長なる を、 面に 撓皮を 張 b 、楣に 狭間 を 切らせた 

る を 手々 に 持^せ、 打 物の 衆 を 後に 立て、 射手 を 先に 進ませて、 敵 間 十 間 十五 間、 

又は 廿間計 を 隔て、 相戰 ふ。 敵、 馬 武者 を 以て 駆 破らん とすれば、 持循 前に 突 連ね 

て 堅城の 如く、： 又 引取らん とすれば、 敵 追鎚っ て、 駆 散らす ベ き氣 色な り。 右 衞門尉 

が 郎等 深 志 入道 伯 心、 渡邊が 前に 來り、 此分 にて は 味方の 負 軍と 見えて 候 • 早ぐ 此 

方： も 柴を築 上げ 、防戦の 便と 仕らば やといへば、 渡邊 開きて、 此儀尤 なりと て" 芝 

を 築 上げさす る 所に、 正 成、 精兵の 射手 を 二百 人 勝り 出し、 散々 に 射させければ、 楣 

も 物 具 も耐ら や、 手 負 死人 數百 人出 來れ り。 敵の 防ぎ 兼ぬ る を 見て、 楠 又 七 手の 備 

へ、 加勢の 者 共 を 差 加へ、 我 身 は 二三 町 退きて 陣を 立て、 又 百 五十 騎を 遣して、 戰ひ 

疲れたる 眛 方の 勢と、 入變 へ て戰 はしむ。. 正 成 又豫て 用意し 置きた る 酒 飯 を、 先陣 

の 勢に « むる こと、 一日に 三度な り。 正 成の 本陣より、 軍使の 行歸る こと、 只 櫛の 

齒を 引く が 如く、 斯 くして 戰ひ暮 しけり。 渡 邊右衞 門 尉、 正 成の 智謀に 碎 かれ、 叶 は 

じと や 思 ひけん、 夜に 入 b しかば、 士卒 を 引 具し、 城 中に 逃 籠る。 扨 こそ 敵 は 引 入り 

渡 籩右衞 門 尉 逆心 附楠正 成 攝州發 向の 事 
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たる ぞと、 寄 手の 勢 直に 進んで、 渡 邊が城 を 七重 入疊 に取卷 きたり。 恩 地 左 近太郞 

滿 r 此 度の 御 謀 こそ 驚 入りて 候へ。 誠に 深き 御 智謀に こそと 感じければ、 正 成 聞 

き 給 ひ、 物に 心得ざる 將の、 敵 を 攻めん とば かり 思 ふに 依りて、 斯の 如く 狹き 所に 

て は、 不覺の 事 出來る ものな， 9。 切 所 は、 眛 方ば かりの 切 所に あらや、 敵の 爲 にも 切 

所 なれば、 斯樣の 沼 深 田 を 隔てた る戰 にこ そ、 深き 謀略の 侍るな れと宣 へば、 S 一 

愈 感心 をぞ した b ける。 

渡邊防 戰附歿 落の 事 

斯くて 楠 多 門 兵衞尉 は、 一 族の 和 田 孫 三 郎正遠 を 招き、 敵 は.^ 方の 勇 威に 怖れ、 周 

章の 體 見えて、 騒動す る こと 斜 ならす、 今 一 時 は動轉 せんする ぞ。 一 當 あて、 見 袷 

へと て、 正 遠に 八 百餘騎 にて 攻 立てさせ、 神宮 寺 太 郞. 宇佐美 彌次郞 に 一 千 餘騎を 相 

添へ、 二手に 分けて 中陣 とし、 大將正 成 は、 一 千 三百 餘騎を 三つに 分け、 深 田 を 後に 

當て、 陣 せらる • 城の 大將渡 邊右衞 門 尉. 同 執事 深 志 入道、 眼 を いら、 げ馳 廻つ て、 


斯様の 一大事に 與 したる 者 共 の> 周章 騒ぐ は 何事 ぞゃ。 豫て 討死と は 約せ ざる や • 

士卒 心 を 一 致に して、 皆 悉く 討死して、 譽を 後代に 殘せ よと 下知し ければ、 諸勢暫 

時に 靜 まりて、 爱 を先雞 と 防いだり。 斯る 所に 正 成の 陣所 より、 引 太鼓 を 打 出せし 

かば、 先陣の 箪 勢 共、 本意 なき 事に 思 ひ 乍ら、 豫 ての 軍令 嚴密 なれば、 敵 を攻捨 にし 

て、 一同に 颯と 引取りけ. o。 和 田 孫 三郞正 遠， 正 成の 陣 所に 來. o、 今少し 攻めた. o 

せば、 城 は 落つ ベから つる もの を。 何故 早ぐ 引 太鼓 は 打た れ給 ひし ぞ。 殘 念の 至 b 

にこ そと 申さ るれば、 いやと よ、 さに は あらや。 攻めざる 前に 周. i„s 早騷 ぎた る 城の、 攻 

憑る ゃ否靜 まり 返りた る は、 如何にも 落し 難き に 候 * 攻めざる 前は靜 まりた る 城 

の、 攻懸 りて よ b 騷ざ 出で たる 城 は、 必す 落城す る ものに て 候ぞ。 城の 掘 深ぐ 芝の 

手 極めて 高ければ、 中々 落つ ベう も 候 はす。 強く 攻めば 落つ ベ けれども、 * 方 多く 

討 たれぬべし。 良 將は戰 はすして 勝つ とい ふ 事の 候ぞ。 明日 は 謀 を 以て、 敵 を. 滅す 

ベぐ. 候ぞ i 答 へられけ り。 其翌 未明に、 東藏 主と いへ る 僧の、 辯 舌 勝れた る を 城屮に 

差遣し、 當 城を攻 落し 候 はんこと も、 日 あら じと こそ 存じ 候 へ。 假舍 合戦の 習、 如何 

渡邊防 戰跗^ 菘の事  0 


邊 
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■ てだて  .S つ 

• なる 術 を 以て、 正 成に は 打 勝た せ 給 ひ 候と も、 日本 國を 敵に 受け、 早 晚迄か 遁れさ 

せ 給 ふ べき。 世々 武名 香し き 渡 邊の御 家 を 失 はせ 給 はんこと、 勿體 なく 覺ぇ 候。 夜 

に 紛れて 當城を 御 落 あり、 如何なる 山林に も 身 を 寄せて、 天下の 變を 待ち » ふか。 

を しら 

縑 倉べ 綠を 求めて、 降 參をも 御 乞 ひ 候へ かし。 正成虛 知ら やして、 落し 參らせ 候 は 

ん。 能々 御 思慮 候べ しと、 理を盡 してい はせ ければ、 渡 邊是に 同じ、 仰に 從ひ候 はん 

. と 答へ ければ、 正成悅 び、 一 方を闕 きて 陣 せらる。 其 夜 深更に 及んで、 渡邊を * め 城 

兵 等、 何國 ともなぐ 落 行きし かば？ 翌日 城 を燒拂 ひ、 其より 歸陣 せられけ り。 右衞 門 

： 尉、 此情を 感じけ る に や、 元弘の 合戦に 正 成に 屬し、 粉 骨を盡 しけ る とぞ 聞え し。 

. 宫田庄 司 謀叛 附正成 紀州勝 尾 着 陣の事 

斯る 所に 紀伊國 の 住人 安田 庄司 も、 逆心の 色を顯 し、 軍勢 を 相 催す 所に、 玉 置庄司 • 湯 

川 庄司等 も、 安田が 綠者 たるに 依って、 一番に 馳來 る。 其外紀 伊の 深 田に 育ちた る 

剛強の 溢れ 者共馳 集って、. 七 千 餘騎に 及びけ り。 紀 州の 皁馬頻 に 打って、 事の 急 を 


吿げ しかば、 六 波羅の 周章 斜 なら f 漸々 越智. 渡 邊を返 治せし 所に、 こ は 如何なる 

事ぞ や。 誰々 i いふと も、 楠に 越す ベから すと て、 又 正 成に ぞ命 せられけ る • 是に 

依って 楠 兵 衞正成 は 、大和. 河內. 和 泉 .紀 伊の 勢 を 相 催して、 三千 餘騎、 紀州を 措して 

發 向す。 然るに 安田が 陣 より、 四 里 此方に 深山 あり。 其よ. 9 五六 町 計 此方に、 河 一 

筋 流れたり。 此河、 さまでの 大河に は あら ざれ ども、 大石 多く 巖 孵ち、 水 逆 卷き白 

浪岸を 洗 ひたり • 正^ 先 づ若黨 二人 走らして、 鄕民 一 人 尋ね 出し 、愛 をば 何とい ふ 

ぞと問 ひ 給へば、 勝 尾， と 申 候と いふ • 扨 は 名と いひ 地勢と いひ、 旁 以て 究竟の 陣所 

なりと て、 一河 を 前に 當て、 陣し給 ふ。 手の 勢 六 百餘騎 をば 一 一 つに 分けて、 一 一 百餘骑 

を嶺々 に備 へさせ、 四百 餘騎 をば 麓に 陣取らせ、 正 成 は 供の 郞從少 々相從 へ、 何處 

は 沼、 何 處は深 田、 何處は 谷、 此處に は 坂、 彼に は 細道 あり，， /前後 三 里の 谷嶺 を、 悉 

く 見 課せて、 備 分をぞ せられけ る。 先 づ小賀 太郞宗 澄. 宇多 入道 法 印 勝 e は、 二百 餘 

騎 にて、 艮の方 峠に 續 いて 陣を 取る。 其より なれ 下りた る 尾 崎に は、 河瀨兵 部丞淸 

定. 嫡子 太夫 定 種. ず 丹 十郞、 百 五十 騎 にて 備 へたり • 西南の 方の 山 壇に は、 村 越與市 • 

宮田庄 司 銶飯附 正 成 舫州勝 尾 着 陣 の 事  五一 
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木澤 入道、 內 郡の 者 共 三百 餘， 麓に は、 一千 餘騎 にて 備へ けり。 W くて 正 成 は、 其よ 

b 忍の 者 を 以て、 敵陣の 樣を、 三日が 間 見せられ しか ども、 元 來河內 の 野 伏 共 なれ 

ば、， 紀 州の 案內を 知らす して、 敵陣 近ぐ 迄 も 行く こと 能 はす。 少々 敵陣 へ 入る 者 あ 

b と雖、 見 課する は 希な hN けり。 正 成 思盧を 廻らし、 如何にもして、 紀 州の 野 伏 共 を 

招かば やと 思 はれけ るが、 我 扶持し 置きた る 野 伏 共の 中に、 當國の 野 伏 共と 相 知れ 

る 者 や あると 尋ねられけ るに、 某 こそ 知れる 野 伏 共の 多く 候と いふ。 然 らば 急ぎ 尋 

ね 具して 參る ベ しとて、 金銀 く 取 出して ぞ與 へられけ る。 此者 彼方此方と 走り 廻 

りて、 野 伏 八 人 具し 來れ り。 正 成 見 給 ひ、 御邊達 は、 當國 の案內 をば、 能く 知り ぬら 

んと問 はるれば、 形の 如ぐ 存じて 候と いふ。 然 らば 敵の 陣所を 見て 歸る べしと て、 

宗徒の 野 伏 六 人 や、 相 添へ てぞ 遣され ける。 野 伏 共、 其 夜 敵陣に 忍 入り、 翌日 は 敵の 

陣中に 紛れ 居て、 思 ふま ゝに見 澄し、 次の 夜 正 成の 陣 所に 歸り來 る。 正 成 一 人づっ 

呼出して 間 はれけ るに、 敵の 陣屋 八 百餘も 候らん。 安田 庄 司が 本陣 は、 一 段 高く 候 • 

其餘は 谷に も峯 にも、 陣を 取續け 候と いふ， 正 成 一 々尋ね 閡 きて 後、 忍び入り たる 


樣を も、 細々 と 問 はれけ， 9* 是は國 に 依， CV て 用心す る 風 を も 聞き、 又 忍び入る 樣を 

も、 國々 に 依りて 品 多く あるべ ければ、 其 を 聞きて、 其 國の忍 を 防ぐ 便と もな すべき 

爲な わけ 十餘 人が 申す 言葉、 一 々相違な かりければ、 正 成熟 思案し、 扨 は 紀州武 

者の 軍 立 も、 事 淺く覺 ゆるな， 9。 今一 度 功 者の 忍 を 差遣し、 能々 窺ひ畢 せて 後、 夜 討 

にせん もの をと、 思 設けて ぞ居 たりけ る。 

勝 尾 合戰附 安田 滅亡の 事 • 

斯る 所に 安田 庄司、 寄 手の 勢、 思 ひしょり 小勢な りと 見謖. OZ 湯 川. 玉 置な どと 軍議 

して、 七 千餘騎 にて 押 寄せたり。 寄 手の 陣に備 へたる、 諸 國の取 集め 勢 共 之 を 見て、 

す は 散 は 寄 懸けた るぞ。 一 戦に 打 散らせと いふ 程 こそ あれ。 河 を 渡して、 敵 を 一 戰 

に 打 散らさん とぞ犇 きけ る • 正 成の 手勢 六 kn 餘騎 は、 豫 ての 制 法 正しければ、. 己れ 

己れ が陣 前に 並居て、 大將の 下知 を 待つ。 時に 正 成、 山より 下 b て陣 前に 立ち、 峯の 

勢 を 山の 半 腹に 控 へさせて 後、 足 輕の兵 三十 餘 人相 具し、 河 を 渡して 敵陣 を 見られ 

勝 尾 合戰跗 安田 滅亡の 事  Is 
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ける に、 七十 餘騎 もや あらんと 覺 えて、 先 後 二つに 分けて 備 へたり。 正 成、 集め 勢 

共 を麾 き、 河岸よ. o 一  町 計り 向なる 妻 手の 方に 伏せ 置き、 峯 より 向の 左の 方に 、集り 

勢に 足 輕を加 へて 備 へさ せ、 正 成 は少々 集り 勢 を 差 加 へ 、 先陣 四百 餘騎 にて 備 へ ら 

れけ るが、 七 八 町 も 先登に 進みた る 勢に 軍使 を馳 せ、 虛 逃して 敵 を^^;^ せよ i 下 

知せられ しかば、 先登の 兵 共、 敵の 多勢に 怖れた る氣色 をして、 ひた 引に 引返、 敵 

將 安田の 庄司 は、 四千 餘騎 にて 先陣に 打ち、 湯 川庄司 • 玉置庄 司 等が 勢 三千 餘騎 を、 

後陣に 打た せて 押 寄せ ける が、 敵 兵亂れ 引く を 見て、 大將 安田 庄司、 敵 は 退く ぞ、 追 

懸けて 討 取れよ。 一 陣 破れて、 殘黨 何ぞ全 からん。 追討して 高名せ よ 者 共と 下知す 

れば 、剛強の 若者 共、 我 後れ じと 追 S くる。 寄 手 一 返し も 返さす、 八方に 分れて 敗走 

す。 安田が 勢 氣に乘 つて、 突 兵 急に 追 憑ぐ る。 楠 方の 三百 餘騎、 敵 を 半 や， 9 過して、 

魚鱗 懸 りに 駆 入り、 北より 南に 追 廻し、 西より 東へ 切通って、 旌旗 入れ 交 はると ぞ見 

えし。 安田が 勢咄と 崩れ、 立 足 もな く 逃 行く を、 突立て 切 立て 追 懸けし かば、 後陣に 

控 へたる 玉 置. 湯 川が 三千 餘騎の 中へ、 顏れ戀 つて 逃 入， cO かば、 後陣の 勢 三千 餘騎、 


騒動す る こと 夥し • 時に 河岸に 控 へ たる 四百 餘騎、 正 成の 下知 を 受け て、 . 一 间に河 

を 押 渡り、 安田が 勢に 打って 懸る。 始めより 山の 半 腹に 備 へたる 二百 餘騎、 极桕の 

生繁 りたる 陰よ、 り、 菊 水の 紋畫 きたる 籙を、 數十 流れ 差 上げて、 坂 を 下りに 押 向 ふ • 

其 勢 數萬騎 に 見えて、 雲霞の如くに 棚曳 いたり。 先に 敗走せ る 軍勢 共 も、 時 こそよ 

けれと 取て 返し./ \  、喚き 叫んで 追 憑く る • 其 勢 震々 雷々 として、 霹靂 頭 を 碎くか 

とぞ 見えし。 玉 置. 湯 川が 勢 も、 耐ら ゃ咄と 崩れけ り。 安田が 叔^の 安田 又次郎 も、 

痛手 三 ケ所迄 蒙り、 馬に も 離れ 落 行きし を、 宇多 右衞門 次郞追 詰めて 組んで 討つ。 雜 

賀 入道 も、 生 從ニ騎 にて 落 行きけ る を、 玉 井 小次郎 父子 追 懸けて 討 取ったり ノ斯の 

如く 其 行程 二 里 計、 追討に 討 取りし 程に、 死骸 は累々 として、 新に 一 堆の山 をな せ 

り。 玉 置. 湯 川 を 始め、 與 力した る 軍勢 共、 十分に 逃 行きし かば、 安田 主從 八十 餘騎 

になり、 己れ が 居城に 逃 籠る。 寄 手の 勢 勇み 進んで、 十重 廿 重に 取 圍み、 塀を乘 破つ 

て攻 込み、 殘兵等 を 追 詰め— 討 取りし かば、 安田 庄司 も、 今 は 遁れぬ 所な りと 、腹 

搔 切って 伏しければ、 寄 手の 勢、 城に 火 を かけ、 勝閧 作って 引取りけ り， 相 模守平 高 

碎尾 合戦 附 安田 滅亡の 事  M 
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時、 此 注進 を 聞きて 大に其 戦功 を 感じ、 安田が 一 跡 三千 餘 賞の 地 を、 正 成に 與 へら 

る。 是ょ， o して 正 成の 武名、 遠近に 轟きけ り • 

高 時 俛遊附 萬 代入 道の 事 

さ る 程に 相 模守平 高 時 は、 奢 日々 に 超過し て、 明 暮田樂 を 弄び ける が、 此頃は 又鬪犬 

を 愛する 事甚 し。 之 を 見て 鎇を 求む る 佞人 等、 奇犬を 尋ね 出し、 鎌 倉へ 引下り て 差 

上げし かば、 金銀. 珊瑚. 琥珀な どの 首輪 を 入れ、 綾羅 を 着た る &犬、 鎌 倉 中に 充満た 

之 を 飼 ふに 魚 鳥 を 以てし、 之 を 維ぐ に 金銀 を 鏤め、 錦鏽を 以て 着物と す。 され 

ば 旅人 も、 此公 犬に 逢 ひ ぬれば、 馬より 下りて 跪き、 商工の 輩 も 笠を脫 ぎ、 頭巾 を 取 

つて 畏る。 此時 豐前國 より 黃犬を 進上し、 周防國 より 靑犬を 引叁ら す。 黃 犬の 眼 は 

靑 くして 光 あり。 靑 犬の 眼 は 黄に して、 遠く 光，^ 耀け， o。 之 を 兩陣の 犬 將と號 し， 

月に 十二 度の 犬 合あって、 在 鎌 倉の 諸士、 其 席に 連らん 事 を 求めけ り。 其 弊 幾干ぞ 

や • 加 之 新 殿と て、 扇 谷に 妾 あり。 之 を 愛する こと 甚 しく、 其賂 として、 大庄 四^ 所 


寄せら る \ 其餘の 美女 卅七 人、 酒に 長 じて 終日 戯れ、 終夜に 舞 ひ 遊ぶ • さるに 依 

つて 智化 老臣 は、 高 時の 前に 出 づる事 を 得す。 口 〈昵 近す る 者と て は、 田 樂. 猿 樂.大 

, 酒の 輩な り。 愛に 萬 代 左 衞門尉 入道 は、 故貞時 || の 寵臣に て、 文 學の閒 あ b ける 

が、 負 時 卒去の 後、 哀悼の 餘 b 入道して、 萬 代入 道と ぞ 呼びに ける。 然るに 高 時、 渠 

は父貞 時の 近臣に て、 仁義 を 行 ふ 者 なれば、 我 不義の 行跡 を、 爭か 能し と 思 ふ ベ き。 

必定 諌言 をぞ せんすらん と 思 はれければ、 事 を 左右に 寄せて、 所領 を 半歿收 し、 常に 

對 面する 事な く、 萬に 付けて 難 面く ぞ當 b ける。 入道 是 より 家 貧しくな りて、 譜 r 

の 郎等 も， 多く は 齢れ になり にけ る • 此 入道 常に 文學を 好む と雖、 元來 佞奸の 者な 

りければ、 此事を 大に歡 き、 熟と 心に 思慮し ける は、 世人 皆 濁、 何不， 掘-其 泥- 而揚 * 其 

波： 衆人 皆醉、 何不 ，鋪：， 其糟- 而歡， 其醭 X と は、 古人の 金言なる もの をと 思 設けて、 高 時 

が 美女 を 集め 遊び 戯れ 居る 所へ、 萬 代入 道、 態と さあらぬ 體 にて 推参す。 さしもの 

高 時、 いと 恥 かしく 思 はれければ、 面 を 赤め て、 暫は物 を もい はす。 良 ありて 萬 代 を 

^近く 招き、 我れ 終 a 酒 を 好み、 終夜 色に 迷 ひ、 逸 遊 を 心に 任す。 是れ 諸人の 指さす 

髙時俛 遊附萬 代入 道の 事  チ 


給ん^ 皇後 
ふと^ 北醛 
謀 討條醐 
りた 高 天 
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所な り。 此 故に 我れ 之 を 恥づ。 入道 も さぞ 傍 痛く 思 ふらんと 打 笑 はる • 入道 申し 

ける は、 公 今 HL 本 を 掌握に 治め 給 ひ、 萬 民 其 快樂に 誇り、 四海 其 德を稱 す。 今此 時に 

當 つて、 其 程の 御樂、 何ぞ 物の 數 にて 候べき。 堯舜 文武の 君の、 聖 人の 行 ありし 事 

も、 誠 は 書の詐 にて 候 もの を、 さの み 御 心に 懸けら るべ から やとい ひければ、 高 時 

大に色 を 直し、 扨々 御邊 は、 廣學 大智の 人なる ぞ やとて、 以前 歿收 せる 所領 を 、悉く 返 

し 付け、 其 上に 新 恩 地 一 一 ケ 所を與 へ られ ければ、 智 ある 輩 は、 爪彈 をして ぞ笑 ひける。 

後醍醐 天皇 御 隱謀露 顯附奧 州 蜂起の 事 

此時聖 主 は、 後 宇多院 第二の 皇子、 後醍醐 天皇に て 渡らせ 給 ひける が、 王法の 衰へ 

たる 事 を 歡き思 召し、 如何にもして 北條 一 家を滅 さんと、 宸 襟を惱 ませ 給 ひける が、 

近年 諸 國に武 命 を 背く 者 多ければ、 時旣に 至りぬ とて、 日 野中 納言資 朝. 四 條中納 言 

隆資. 花山院 大納. 言 師 賢. 右 少辨俊 基. 平 宰相 成 輔に御 密談 あ つ て、 少々 在京の 武士 を 

召しけ る 所に、. 此事 六波羅 に泄れ 聞え しかば、 正中 元年 九月 十九 日、 君の 御隱 謀に 


與し 奉りた る 土 岐十郞 賴貞. 多 治 見 四郞次 郎國長 等を誅 せられけ るに、 東 使 二人 を 

落して、 資 朝. 俊 基 を 生 捕りて 關 東に 下りければ、 こ は 如何なる 憂目に 逢 はんすらん 

と * 君歙 盧を惱 まさせ 給 ひ、 萬 里 小路 大納言 宣房卿 を 以て、 吿 文を關 東に 下させ 給 ふ • 

高 時 も、 流石 恐 多く や 思 はれ けん、 御 治世の 事 は、 朝議に 任せ 奉る 上 は、 武家い ろ ひ 

申す. ベ き やう 候 はすと 敕 答して、 吿文を 返し 奉 h,- しかば、 頓て宣 房 卿歸洛 して、 此由 

を 奏させ 申されけ るに こそ、 君 も 宸襟を 安ん せ させ 給 ひけり • 其 後嘉曆 元年 三月 十 

三日、 高 時 廿四歲 にして 薤髮 し、 入道 崇鑑 とぞ號 しける • 其 翌年の 三月、 高 時 入道 異 

例以の 外な りければ、 樣々 醫 術を盡 されければ、 程なく 快氣 せられけ る 故、 在 鎌 倉の 

諸士、 悅の 色を顯 さんが 爲、 寄 合 ひく 遊 宴す。 此時奧 州の 住人 伊達 光廣 入道が 亭 

へ 、 長 崎 新 左衞門 尉高資 以下の 幸臣を 招き、 宴 會を 催しけ るに、 安藤 五郎と 下山の 一 

族 ど、 傾城 を爭ひ 口論し、 下山の 一 族 を 討ちし かば、 縑倉 中の 騒動 夥し • 相模 入道 大 

に 怒り、 是非 を 分た す、 雙方 共に 誅 すべき 由 を 下知 せらる。 安藤 も 下山 も大に 恐れ 

て、 己れ が 本 國に逃 下り、 高資が 方へ 使者 を 送って、 多ぐ 金銀 をぞ與 へけ る。 長崎飽 

狻儸醐 天皇 御镲謀 露顚幷 奥州 蜂起の 事  旯 


露 皇^ 

顯御醯 

謀 天 
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迄 慾に 深き 者な b ければ、 高 時には 鬼 角 申し、 討 手の 沙汰 も 止みけ る 所に、 安藤 又 太 

郎 俄に 下山に 一 咴 し、 兄の 五郎と 合戰 し、 忽ち 五郎 を 討 取り、 日 々合戦に 及び 奥州 

の 騷勸以 の 外に 聞え げれ ば、 高 時 怒って、 其 狼藉 を鎭 めんが 爲、 使節 を 差 下されけ る 

所に、 安 奪 等 は 之に 從 はす、 忽ち 使者^ 梟首し ければ、 相模 入道 大に 怒り、 足 立 五郎 

時 光 を、 三千 餘騎 にて 差 下さる • 足 立 奥州に 發 向し、 數 度合 戰に 及びけ るが、 遂に 逆 

徒 等 を 返 治して、 一先 づ無爲 にぞ屬 しける。 然るに 主上 は、 猶 も北條 誅伐の 御 謀 怠 

らせ給 はすして、 元 德ニ年 三月、 東大寺. 興 福 寺に 行幸 あり。 同月 又 比 叙 山に 行幸 あ 

つて、 大 講堂の 供養 を 遂げ 行 はせ 給 ふ。 是れ皆 衆徒の 心 を 取らせ 袷 はんが 爲 なりけ 

り。 其 上關東 調伏の 祕法を 行 はる、 由 聞え し 故、 同じき 五月 、東 使 二階 堂 下野 判官 • 

長 井遠 江 守兩人 上洛して、 法 勝 寺の 圓觀 上人. 小 野文觀 僧正. 淨土 寺の 忠圓 僧正 を 召 

捕 hs て、 縑 倉に 連 下 b しかば、 相模 入道 仔細 を 尋ね 問 ひ、 御 謀叛 紛れな かトノ しかば 

三人の 僧徒 を 遠 流に 處し、 右 少辨俊 基 を 再 び關 東に 召 下し、 葛 岡 原 にて 死罪 に 行 む 

中 納言資 朝 卿 を も、 配所 佐渡國 にて、 終に 誅し 参らせけ り • 


皇 南都へ 

御^ 幸 


山 徒 心變弁 主上 潜，， 行 笠 置 一事 

然るに 元弘 元年 八 月、 東使兩 人、 三千 餘騎に て 上洛す • 是は 主上 を 遠島に 遷し 奉り、 

大塔宮 尊 雲 親王 ^销 、宮^^ 抓 f を 死罪に 行 ひ 奉らん が爲 なりと 聞え しかば、 主上 大 

に 驚かせ 給 ひ、 急ぎ 南都の 方へ 御潛幸 ある べしと て、 同じき 廿 四日の 深更に 及んで、 

鳳闕を 忍び 出させ 給 ひ、 南都 東南 院 へ 入らせ 給 ふ • 此時尹 大納言 師賢 卿に 天子の 號 

を 許され、 山門へ 差 上させ 給 ふ。 師賢卿 敕に從 ひ、 袞龍の 御衣 を 着し、 瑤 輿に 乘り 

て、 山門の 西塔院 へ 入り 給 へ ば、 四 條中納 言隆資 .1 一條 中將爲 明. 中院中 將貞 平な ど、 

衣冠に て相從 はれけ り。 是は 南都へ. 官軍 未だ 馳せ 集らす、 城廓 もま だ 調 はざる 方 

に、 凶徒 遮って 押 寄せば、 事 難義に 及ばん か • 然れば 且は六 波 羅勢を 防がん が爲、 

又は 山門の 衆徒の 心 を も、 御覧せられ んが爲 なりけ り。 案の 如く 兩六波 羅大に 驚 

き、 一 萬 二 千餘騎 を比數 山に 差 向けら る • 此勢 一戦に 打 負けて、 六 波羅に 引返しけ 

れば、 山 徒 悅ぶ事 限な し。 然るに 古、 後白河 院 山門 を 頼ませ 給 ひ、 御 登山 ありし 時 

.3 徒 心 15 幷 主上 清-行 笠 置 1 事  iU 
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も、 先づ橫 川へ 入らせ 給 ひて 後、 東 塔 南 谷 圖融坊 へ 移らせ 給 ひ ぬれば、 且 は先蹤 と 

いひ 吉例な り、 早く 行幸 を 本院へ なし 奉らん と、 西 塔 院へ觸 遺せし かば、 衆徒 等理 

に 服し、 行幸 を 催さん と、 皇居に 叁 上した るに、 折節 深山 晟 烈し く.， ：> て 、御簾 を 颯と 

吹 上げた るに、 寵 顏を拜 し 奉， 9 たれば、 主上に は あらで 師賢 卿な り。 大衆 驚き 呆れ 

て、 其より 參上 する 衆徒 一 人 もなか b しかば、 今 は 事露顯 しぬ とて、 師賢. 隆資 以下、 

君の 御 跡 を 慕 ひ 忍んで、 山門 を 落ちられ しかば、 第三 宫 妙法 院尊 澄 親王 も、 主上の 御 

方へ と 志して 落ちさせ 給 ひ、 大塔宮 も、 吉 野十津 川の 方へ i 志して、 南都へ ぞ 落ち 

させ 給 ひける。 さる 程に 主上 は、 南都 東南 院に 入らせ 給 ひし かど も、 衆徒の 心 一 致 

ならす して、 事 調 ふ ベ くも あら ざり しかば、 其よ b 和 泉の 鷲峯山 へ 入らせ 給 ふ。 此 

處も 人里 遠き 深山 なれば、 計略の 便ぞ惡 かりなん とて、 同じき 廿 七日、 南都の 衆徒 等 

少々 供奉し 奉り、 笠 置の 石室へ 潜 幸な し 奉り、 本堂 を 皇居と なさる • 斯る 所に 京 勢、 

山 徒に 打 負けぬ と 聞え しかば、 近國の 武士 共馳參 る。 然れ ども 勢の 百騎 とも 從 へた 

る 輩 は、 一 人 も參ら ざれば、 此體 にて は、 當 山の 籠城 も 如何 あらんと て、 歙盧 を^ ま 


させ §s ひけ， *=>• 

籐房卿 密計 W 正 成 參.， 上 笠 置， 事 

さる 程に 主上、 萬 里 小路 中 納言藤 房 卿 を、 玉座 近く 召され、 北 條が權 威 を 怖る V が 

故 か、 名 を 知られた る 武士 は、 未だ 一 人 も 馳參ら す。 此體 にて は、 當 寺に 暫く 安座せ 

ん 事も覺 東な く覺 ゆるな， 9， 然れば 近年 越智. 安田 等 を 誅伐して、 世に 武名 を顯し 

たる 楠と かやい へ る 者 は、 河 內國に 居住す と 聞き つれば、 是 より 程 も 遠から じ *  0 

を 招いて、 賴 まば や i 思 ふなり • 此事 如何 あらん や、 心中 を殘 さや 敕 答す ぺし とな 

bo 藤 房 冠 を 傾け、 暫時 思案して 申されけ る は、 敕 定理に 當 つて 覺ぇ候 • 是 に付き 

て猶も 深く 謀 を 巡らした く 候。 古、 殷高宗 位に 卽 かせ 給 ふ 時、 賢臣を 求めて、 天下 を 

泰 kr に 治めん と 思 召されし かど も、 御 心に 叶ふ臣 なか. o ける が、 或 日 群臣 を 召集め 

させ 給 ひ、 今夜 不思議の 夢 を 感得せ. o。 其 故 は、 天、 朕が 不徳なる を 憐れみ 給 ひ、 良 

弼を 授け 給 ふと 見たり • 朕 正しぐ 其 顔色 を覺 えたり i て、 其 姿 を 繪に畫 かしめ、 普 

藤房瘌 密計 附正成 參-- 上 笠 置, 亊  S 
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ぐ 天下 を、 殘る所 もな く 尋ねし め 給 ふ • 時に 傅 岩の 野に、 土 を 荷へ る 民 一 人 あり • 

其 名を說 と號 す。 惟 背たり とて、 召 連れて 來 りし かば、 天、 朕に 與へ& ひし、 夢中の 

賢人 は是 なう とて、 頓て 立て、 宰相と なし、 其 左右に 置き 給 ひて、 敕命ぁ b ける は、 

靱夕誨 を 納れて 以て 台 徳を輔 けよ。 若 金なら ば、 汝を 以て 礪 とせん。 S 巨なる 川 を 

濟 らば、 汝を用 ひて 舟楫 とせん。 若歲 大に旱 せば、 汝を 以て 霖雨 とせん。 乃が 心 を 

啓いて、 朕が 心 を容れ よ。 お藥瞑 眩せ すん ば、 其疾瘳 じ、 若旣 にして 地を視 やん ば、 

厥 足 用 ひて 傷 れん。 惟 乃の 僚と 心 を 同う して 以て、 乃の 辟 を 匡す とい ふ 事 勿れ。 先 

王に 率 ひ、 我 高 后に 廸 つて、 以て 兆民 を康ん せよ。 嗚呼 予が時 命 を欽ん で、 其 終め 

らん 事 を 惟へ と 詔し 給 ひて、 天下の 政 を 任せられ しかば、 殷の 世大に 治りて 候 ひき。 

されば 高宗 幼稚に 坐す 時、 民間に 坐して 傅說が 賢なる 事 を 御覽じ 及ばせ 給 ひし か 

ば、 卽 位の 後、 此人を 擧げ用 ひて、. 天下の 政 を 任せた ぐ 思 召し \ かど も • 賤き民 を 登 

用して、 群臣の 上に 置きな ば、 諳臣皆 恨み 妬んで、 其 命 を 用 ひま じと 思 召し、 夢に 事 

を 寄せられて 候な， 9。 然れば 今般 靈夢 なりと 敕定 あって、 楠 を 召し 候 ひなば、 諸士 


正 成が 德を 感じ、 聖運 再び 開か る ベ しと、 思 取り 候 ベ しとて、 其 謀 を、 忍びやかに 奏 

聞し 給 ひし かば、 君淺 からす 藤 房の 才智 を叙感 坐し けり • 其 翌朝 主上 は、 萬 里 小路 

中 納言藤 房 鄉* 舍弟 中宮 大進季 房 • 源 中納言 具 行. 按察 大納言 公敏 • 六 條少將 忠顯. 當 

寺の 衆徒 成就 房 以下 を 召し、 朕 昨夜 不思議の 靈夢を 蒙れ 所 は 紫宸殿の 庭 上 かと 

覺 えたる に、 大 なる 柽樹め b 、南へ 措した る 枝の、 千年の 陰 深く 榮ぇ蔓 れる其 下に、 

三 公 九 卿 次第 を 守って 列座せ り。 座 上に 疊を 高く 敷き、 未だ 坐した る 人 もなかり し 

かば、 誰 を 設けん 爲の 座席 やらん と、 怪しぐ 思 ひ 見 居た る 所に、 鬓 結うた る 童子 二 

人、 忽然と して 來， 9、 朕が 前に 跪き、 S を 流し 乍ら、 當時 一 天下の 間に、 暫く も 御身 を 

寄せら るべき 所な し • 南へ 向へ る 玉 S こそ、 御爲に 設け 置きて 候. 暫く 是に 御座 候 

へ i いひて、 二 童 は 天に 飛 去りぬ と 見て、 忽 に夢覺 めた b。 朕 思 ふに、 是れ 天よ. 9 示 

させ 給 ふ 所の 靈 夢な りと 覺 えた 吉凶 如何 あらん • 勘へ 申すべし と敕定 ある 

時に 藤 房 卿、 左右 を 顧みて 宣 ひける は、 臣 退いて 思案 を逖 らし 候に、 是れ 天より 吿 

げ させ：^ ふ 所の 吉夢 にて 候。 先づニ  fi 子 は、 日月に て 候べ し。 南に 向 ひて 設けた る 


玉座 は、 s 再び 南面の 德を 治めさせ 給 ふ べき i の 御 事に て 候べ し • 其 上 木の 枝の 南 

へ 指した るに、 心 を 付けて 見 候へば、 木に 南と 書きた る は、 楠と 申す 文字に て 候 は 

す や。 然れば 此邊に 楠と 呼る ゝ 武士の 候 か。 御尋 あって、 若し 左樣の 者の 候 は^.、 

召されて 御 賴み候 へ かしと 宣 へ ば、 諸臣皆 最上の 御吉 夢に て 候と 賀し 奉る。 主上 御 

^よげ に 打 笑ませ 給 ひ、 籐房 いしく も 申したり • 若 此邊に 楠と いはる. ゝ 武士 や ある 

と、 敕定 ある。 成就 律師 承.^ i 近き 邊に 左様の 武士 ありと も、 未だ 承り 及び 候 はす。 

河內國 金剛 山の 西に、 I 楠 正 成と 申す 者の 候。 渠が 父母、 志 貴の 毘 沙門に 祈って、 靈 

夢 を 感得し、 設けた る 子に て 候と て、 多 門 丸 i 呼び 候 ひしが、 當時は 兵 衞尉正 成と 

申 候と 申す。 扨 は 夢の 吿 ，是れ なんめ り。 楠 を 召せと 仰 出されければ、 藤 房 敕を泰 

も、 頓て正 成をぞ 召されけ る。 楠 は、 武門の 面目、 何事 か是に 如かん i て、 急ぎ 笠 置 

に 参上す。 主上、 藤 房 を 以て 仰 出されけ る は、 東夷の 征伐 を 賴み思 召さる ゝ の 所な 

り。 如何にして か 朝敵 を 一 時に 滅 すべき i 敕定 ありければ、 正 成 謹んで 承り、. 東夷 

め 暴惡、 前代 未 ss に 候 へ ば、 天誅 を、 巡らさる ベ き 時 至り 候な り。 戰 伐の 功 は、 隔に 智 


勇の 二 ゥ にて 候 • 勢 を 以て 論じ 候 は い、 曰 本の 兵 を 集め 候と も、 武藏. 相 摸の 勢に 對 

し 難く 候べ し • 然れ ども 謀 を 以て 戰 ひなば、 欺く に 易く 候 はん • 合戦の 習、 一旦の 

勝敗 を、 必す叙 慮に 懸けら るべ から や 候" 正 成 一人 戦死 仕らす、 未だ 存へ罷 在りと 

閡 召し 候 は 、 SS 運 再び 開かる ベ しと 思 召 候 ベ しと 、堅く 頜掌 仕りて、 御前 を 返 出せ 

られ けり 
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楠 正 成 赤 坂 籠城 W 北條 差-上 多勢， 事 

さる 程に 楠 兵 衞尉正 成 は、 主上に 賴 まれ 奉りし が、 俄の 事故、 兵糧の 用意なん ども 

なか， o しか ども、 笠 置に 力 を 合せん が爲 に、 妻子 幼若の 輩 を、 金剛 山の 奧、 觀心 寺と い 

へる 山寺に 隱 して 後、 九月 十一 日、 五 百餘騎 にて 赤 坂 山の 城に 楣 籠る。 是は高 時 軍 

勢 を 差 上す とも、 諸 士北條 を 恨む る 時節 なれば、 不日に は 出 勢す ベから す •  S 間に 

は 和 泉 • 攝津. 河 內三ケ 國を攻 靡け、 多勢に なりな ば、 笠 置の 後 詰 を せんと ぞ 企みけ 

り。 さる 程に 六 波羅の 多勢、 去る 二！： a より 笠 置の 城 を取圍 み、 攻勸 かす、 と雖、 城兵 能 

く 防ぎ 戰ひ しかば、 寄 手 每度利 を 失 ふ 所に、 楠 正 成 赤 坂の 城に 槻 籠り、 櫻 山 四郞入 

道 も 官軍に 馬して、 備 後の 一 宮に 起る 由閬 えし かば、 六 波 * の 北方 常 陸駿河 守大こ 


ISP  、日々 早馬 を馳 せて、 關 東に 勢 をぞ乞 はれけ る • 此早 K  、同 十六 日に a 倉に 來 

着す • 相模 人道 大に 驚き、 一家 他家の 大名、 六十 三人 迄ぞ 上されけ る * 其 人々 に は、 

大佛陸 奥 守 貞直千 二百 餘騎 .阏 遠 江 守 貞次千 五十 騎. 普 恩 寺 相 模守千 百 五十 騎.鹽 田 

越 前 守 千 百 二十 騎. 櫻 田 三 河 守 千 三百 餘騎. 赤 橋 尾 張 守 千 三百 餘騎. 絲田左 馬頭 五 百 

餘騎. 江 馬 越 前 守 三百 餘騎. 佐 介 上總介 二百 十騎. 印 貝 兵 庫 助 百 十骑. 名 越 右 馬 介 六十 

騎. 金 澤右馬 介 八十 騎. 遠 江 左 近大夫 將監治 時 百騎. 足 利 治 部 大輔高 氏 千 五 百 餘辦侍 

大將に は、 長 崎 四 郞左衞 門 尉 二百 餘騎、 其 外 岩 城次郞 入道 四百 餘騎. 宇都 宫 安藝 守 五 

百餘騎 肥 後 守 七 百 餘騎. 同 美 濃 入道 八 百 餘騎. 石 崎 彈正左 衞門尉 二 千 五 百餘騎 • 田 

材刑 部大輔 入道 五 百 餘騎. 下總 入道 七 百 餘騎. 長 井 因幡 民 部大輔 入道 五 百 餘騎. 同備 

前太郞 三百 五十 騎. 同 治 部少輔 二百 餘騎. 伊達 入道 七 百 餘騎. 筑後前 司 四百 餘騎 • 那須 

加賀守 三百 餘騎 A 西 三 郞兵衞 尉 三百 餘騎 • 大內 山城 前 司 三百 餘騎 • 上野 七 郞三郎 二 

百 餘騎. 椎名孫 入 入道 百 五十 騎. 小山 出 羽 入道 百 八十 騎. 氏 家 美 作 守 二百 餘騎. 那波左 

近大夫 將監百 八十 騎. 三 浦 介入 道 餘騎 • 結 城 上野 入道 百騎. 武田次 郞左衞 門 尉百餘 

桷正成 赤 坂靝垅 附先條 差-上 多勢 I 事  ^ 
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騎. 長 沼 四 郎左衞 門 尉 百 五十 騎.梶 原 上野 太 郞左衞 ra 尉 1 一 百 餘騎. 土星 安藝 守 一 一 百餘 

騎. 栩 馬 右衞門 次郞百 一 一 十騎. 南部 三郞 一 一郎 百 二十 騎. 木 村 次 郞左衞 門 尉 百 餘騎. 一 宫 

善 民 部大輔 二百 餘騎. 土 肥 佐 渡 前 司 三百 二十 騎. 寒 河 彌四郞 百 騎. 佐 野 安房 彌太郞 三 

十 騎. 佐 竹上總 入道 二百 八十 騎. 毛 利 丹 後 前 司 百 二十 騎. 岩 崎 孫三郞 二百 餘騎. 同彥三 

郎百 五十 騎. 山城 左衞門 太夫 五 百餘騎 .橫 山. 猪 股の 雨 黨千 餘騎. 入江 • 蒲 原 一 族 千 二 

百 餘騎. 武藏勢 百騎. 栩模勢 八十 騎. 伊豆. 驄河勢 百 三十 騎* 上野 勢 五十 騎、 都合 二 萬 

五 千 七 百 五十 餘騎、 駄 | ま；^ お^ 同 廿ョに 鎌 倉 を 打 立ちけ -。 北條家 天下の 

權を 執って、 承 久の亂 より 以來、 兵 を 動す ことの 輕き 此の 如し。 今崇 鑑愚將 な. りと 

雖、 先代の 锭を 守り、 且は 父祖の 家風 殘れ る が 故に、 早速 諸 勢 打 立ちけ り • 

赤 坂 城攻幷 神宮 寺 彥太郧 の 事 

さる 程に 東國の 多勢、 近 ほ着陣 すと 開え し 所に、 陶山藤 三. 小 見 山 次郞、 同晦； M 笠 置 

の 城に 夜 討して、 忽に攻 落せし かば、 主上 を 始め 奉り、 一 宮中 務卿 親王. 三宫 妙法 院 


む坂條 

城髙 


尊 澄 親王、 其 外 月 卿 雲 客貴佾 高僧 以下、 悉く 生 捕り 參ら せけ 斯くて 東國勢 は、 笠 

置旣に 落城の 由 を 聞き、 之 を 本意な きこと に 思 ひ、 伊賀 • 伊勢. 宇治. 醍醐 を經 て、 赤 坂 

の 城に 押 寄せた.^ 此城方  一 二 町に は 過ぎ じと 覺ぇ たるが、 塀 一 重を賴 みに、 櫞少 

少搔雙 ベ たれば、 楠が 分限 思 ふに 違 はや、 乘 入って 高名せ よと いふ 程 こそ あれ • 諸 

勢. 一同に 打 寄す るより 早く、 堀へ 飛 入り、 塀の 陰に 立雙ん で、 旣に乘 込まん とする 

所に、 城 中に 豫て 選び 置きた る 精兵の 射手 共 二百 餘人、 鏃を 揃へ. て 散々 に 射ければ、 

板屋 を 過ぐ る 霰の 如く、 寄 手、 的に なって 射られけ る 程に、 諸卒 一 溜り も 泳へ す、^ 

先にと 逃げ 返ぐ。 正 成 之 を 見 給 ひ、 あれ 追 立てられ よと 下知 せら るれば、 舍 弟七郞 

正 氏. 甥の 和 田 五郎 正隆、 三百 餘騎 を從 へ、 三の 诚戶 より 打って出で、 遁 さじと 追戀く 

る。 引 立ちた る 勢 なれば、 一 返 も 返さす、 八方に 分れ 逃 行く を、 一 里 計り 追討に して 

敵 を 討つ こと 數を 知らす。 士卒 悅び 勇んで 城 中に 引 入 けり。 正 成 諸卒を 集め、 今 

日の 合戰 は、 是れ只 弓の 德 なる ぞゃ •  二百 人の 射手 あら すん ば、 爭か敵 を 退く ぺ き 

又 追討せ し 兵 も， 功な きに あらや • 命 を篛に 捨て、 多勢の 中に、 小勢に て 切入， 9 し 

赤 坂 城. 攻幷 讲宮寺 彥太郎 の 事  S 
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は、 忠 なりと 感 せらる。 神宮 寺 彥太郞 進み出で、 士た らん 者 は、 射 術 を學ぶ べき 事に 

候。 我々 は 城 中より 切って 出で、 數ケ 所の 手 負 ひ、 太刀 長刀 を K の， 子の 如ぐ にし^ 

しつれ ども、 させる 高名なら す。 射手の 人々 は、 居ながら 敵 を 返け て、 第一 の 高名 

とな b ぬる ぞ やと、 無 興氣 にい ひければ、 正 成 聞き 給 ひ、 無骨なる 神宮 寺が 申 やう か 

な。 時に よって 弓. 鎗 力の 功 も 勝 劣 あに 敵 元より 弱 兵に して、 味方の 防ぐ に 怖れ、 

引返き て敢て 近付 かざりし かば、 今般 は 弓の 功に て ありし なり。 猶も 近く 進み S 

らば、 其 時 は 太刀. 長刀の 功なる べし。 又 猶も近 からん 時 は、 組 討に す ぺければ、 其 時 

は 力な り。 此 故に こそ、 古よ. り 兵 具の 品 を 分 もたり。 其 上御邊 、達の 功な きに あらす 

と宣 へ ば、 神宮 寺 赤面し、 某 若年 故、 士の遨 に 疎ぐ、 誤つ て 候な りと 返き けり。 0{ 

て 打 散らされ たる 寄 手の 勢、 漸々 吐 椎 原まで 寄 懸けし が、 親 を 討 たれ 子 を 討 たれ 

たる を 憤， 5、 重ねて 城に 押 寄せ、 乘 入らん とする 所に、 豫て 設け 置きた る 釣 摒の繩 

を 切って 落せし かば、 士卒 等 塀の 下に 敷かれて、 起 上らん とする 所 を、 城 中より 大 

木大 石を投 懸けし か ば、 寄 手 又 七 百 餘人討 たれ て、 蹿 所に 引取りけ り • 


正 成 拔，， 落 赤 坂 1 附和田 • 原 田 • 勝 多 • 生地の 事 

5- おめが ば 

さる 程に 寄 手の 勢、 此度 は楣の 面に 撓皮を 張らせ、 潛き 連れて 攻 寄せけ るが、 又 釣 

塀 にゃある らんと、 士卒 堀に 飛 浸り、 熊手 を かけて 塀 を 引 破らん とせし 所に、 城 中 

より 砂 を 煎り、 柄の  一 二 丈長き 抄に てかけ ゝる 程に、 兜鍪 の. 天邊， 綿嚙の 外れより、 

彼 砂、 身に 徹 つて 燒け 爛れければ、 寄 手 泳へ す、 一同に 咄とぞ 崩れけ る • 是ょ b 寄 手 

合戦 を 止め、 只 守り 詰めて ぞ居 たりけ る • 元來此 城に、 兵糧の 用意な かりし かば、 K 

に 二十 餘日 にして、 城 中の 糧盡 きに けり • 正 成 諸 勢 を 集め、 我れ 數 度の 合戦に 討 勝 

つと 雖、 城 中 糧旣に 乏し • 正 成 素よ b 節に 當り義 に 臨んで、 命を惜 むに は 非 ざれ ど 

も、 謀 を 以てせ やん ぱ、 爭か敵 を. U さん。 我 今 自害の 眞似 をして、 敵 兵 を 欺かん • 

然 らば 東國勢 返くべし。 敵 退かば 打って出で、 敵 進まば 退かん • 此の 如く 五 度 も 六 

度 も、 敵勢 を惱 しなば、 極めて 氣 短なる 東 兵 等、 爭か返 屈せざる べき • 其 間に は、 諸 

國に、 御 味方 を 仕る 者 多く 出來 らん。 其 弊に 乘 つて 攻討た ば、 大利を 得ん こと 必定 

正 成 抜-落 赤 坂- 附和 田. 原 田. 膝 多 • 生地の 事  さ 一 


正 成 赤 坂 

城な 忍 出 
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なりと て、 诚 中に 大 なる 穴 を 掘らせ、 此程 堀の 中に 多く  W たれ 伏した る 寄 手の 死骸 

を 二三 十 人、 穴の 中に 取 入れ、 薪 を 多ぐ 積ませ、 眠 雨の 夜 を 待 受けて、 和 田 新 五郎 宗 

景. 勝 田 左 衞門尉 直 幸. 生地 兵 衞尉. 佐 田 原 次 郞正忠 四 人 を、 城に 殘し 留め、 四 五町 も 

てだて 

落ちつらん 時、 城に 火 を 放つ * へしと て、 術 を 委しく いひ 合め、 皆 鎧を脫 ぎて 徒醱に 

な， 9、 正 成 を^め、 城 中の 士卒 二人 三人 五 人 六 人、 敵に 紛れて 落 行きけ り • 正 成 は、 

西の方の s: より 忍び 出 でられけ るが、 寄 手の 先陣、 北の方 は、 赤 橋 尾 張 守の 役所な 

り • 其に 續 いて 侍 大將長 崎 四 郞左衞 門 尉 、其より 南の 方 は、 櫻 田 三 河 守が 陣所 なり • 

長 峰が 陣に續 いて、 三 浦 介入 道， 其より 南 は、 名 越 右馬助の 陣屋な. CS* 正 成 は、 長^- 

が 陣所 厩の 前 を 忍び 通り、  三 浦が 陣 所の 前 へ 差褂 らんと せ^れけ る 所に、 三 浦 介が 

郎等 古 郡 彌三郞 之 を 見咎め、 何者 なれば 深更に 及んで、 御 役所の 前 を 忍び、 竊に通 

るぞと 咎めけ る • 正 成 聞き も敢 す、 是は大 佛陸奧 守 殿の 御內の 者に て 候が、 雨强く 

候 ひぬ。 雲 重な つ て 目 刺す も 知ら や 候 へ ば、 道 を 踏 違 へ て 候と、 い ひ 捨て ゝ a られ 

ける を， 木 村 新 介、 扨は痴 者ぞ。 馬盜 人に てぞ あるらん。 射殺して くれん 者 をと、 走 


hs 寄つ て 兵と 射る • 其 矢 正 成の 臂の かゝ b に當り たるが、 少しも 虜を 犯さす して- 

箬を 返して る • 後に 能々 見れば、 膚の 守に 入れて、 年來 H 來身を 離た す、 信仰し 

て讀 誦せし 普 門 品に、 矢先 留，^ ける こそ 不思議 なれ。 正 成の 先祖 左 兵衞督 盛康ょ 

,9、 子孫 代々 持傳 へし 普 門 品は是 なに 正 成 を 始め、 家 子 郎等 一 人 も 討 たれす、 皆悉 

く 落延びけ り， 城 中に 殘り留 り たる 和 田 新 五. 田 原 次郎. 勝 多 左 衞門. 生地 兵衞 尉、 是 

等 四 人の 者 共、 今 は 時分 こそよ けれと、 城の 役所に 火 を かくる • 寄 手の 勢 之 を 見て、 

す は 城 は 落ちた るぞ と、 喚き 叫んで 押懸 くる。 豫て正 成、 巧み 置きし こ i なれば 、勝 

田と 生地 は、 西の方の 門より 出で、 和 田と 原 田 は、 北の 城の 城 戸よ. 5 出で ける が、 先 

駆の 勢の 眞似 をして、 手々 に 首 を 提げ、 敵 は 未だ 詰の 城に ある ぞ* 切入れ や 者 共と 

呼 はって 出で ければ、 寄 手の 勢、 眛方ぞ と 心得、 勇々 しき 者 共 かな。 我々 も 高名 せん 

と、 揉 合 ひ 押 合 ひ 込 入る 程に 、西より 入る 者 は、 北より 入る 味方 を敵ぞ i 思 ひ、 北よ 

b 入る 勢 は、 西より 入る 者 共 を 敵ぞと 誤り、 豫て 合印 合 詞をも 定め ざれば、 同士 討 

する こと 數刻 なり。 互に * 方な らんと、 思 ひも 寄らざる ことなれば、 愛 を 詮と智 ふ 

正 成 拔-- 落 赤 坂 I 附和田 * 原 田. 蟒多* 生地の 事  ま 
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程に、 二百 餘人 同士 討に 討 たれて、 漸 tsf け \ 1 けて 後に 見れば、 大 なる 

穴の 中に、 達し たる死骸 多し。 S 正 成 を 始め 宗徒の 者 共、 悉く 生害した るに こ 

そ。 流石 武功の 勇將程 ありけ るぞ i て 、諸人 之 を 感じけ."。 さる 程に 勝 田. 生地. ネ 

田. 原 田 は、 安々 と 赤 坂 を遁れ 出で、 金剛 山の 城に 落歸. り、 正 成に 對 面し、 事の 次第 を 

語りければ、 正 成大に 感じ、 多くの 人の 中に 四 人 殘り留 つて、 今又恙 く歸， ^し は、 忠 

？管 羞？ とて、 太刀 一 振 づっ與 へらる • 四 人の 1、 畏 つて 中し ける は、 命 

は義 によって 輕 しと こそ 申 候へ。 累代 御 厚恩 を 蒙り、 妻子 を 育み 候へば、 命 は 君に 

豫て 奉り 置き 候 ひぬ. 引出物 は 、前より 數度給 は， ，> 候 もの をと て辭 返せり。 正 成き 

に 給 はるべし と、 三度に 及んで 强 ひられければ、 其 時 各拜受 して 返き け 

恩地滿 一計 略 幷赤坂 城 軍の 事 .  ♦ 

さる 程に 關 東の 計ら ひとして、 後伏見 院第 一 の 御子 を 御 位に 卽け 奉らる。 光 嚴院殿 

是 なり。 斯くて 先帝 後醍醐 天皇 を、 隱 岐の圃 へ 流し 奉り、 其 外 諸 W 跡 月 卿 雲 客 以下 


或は 流罪 或は 死罪に 行 はる • 大塔宫 尊 雲 親王 計 は、 辛うじて 十 津 川の 方に 落ちさせ 

給 ひ、 竹 原 入道が 許に 忍びて 坐し ける。 楠 兵 衞尉正 成 は、 赤 坂の 城 を 落ちて 後、 猶も 

計略の 爲、 恩 地 左 近 太郞滿 一 と 二人、 三 河國に 下り、 正 成 は 猿 樂の從 者と なり、 恩 地 は 

猿 舞の 從者 となり、 姿を變 へて、 彼方此方と 經 廻りけ る。 其の 年 も 暮れて、 翌れば 元 

弘 1 一年 正月、 二人共に 河 內國觀 心 寺に ぞ歸 b ける。 是は關 東よりの 計ら ひとして、 

赤 坂の 城に、 紀 州の 住人 湯 淺孫六 入道 定佛 を据ゑ 置きければ、 先づ初 度の 合戦に、 赤 

坂を攻 落さん が爲 なりけ り。 此城 は、 元來正 成の 築かれた る 城 なれば、 家 子 郞從能 

く 案內を 知りぬ。 其 上 鄕民等 は、 數 代の 領主 なれば、 正 成 を戀慕 へ，^ 去る に 依つ 

て攻 落す に 安 かるべし i て、 斯く思 ひ 立 たれけ るが、 若 城の 體^, 9 しこと も あるら 

んと て、 先づ 忍の 者 二人 差遣し、 城 中の 體を窺 はせ ける に、 二人の 忍び 立歸 つて 申 

しける は、 湯 淺愚將 と 見え 候 ひて、 城 中の 體、 思 ひしょり は淺 間に 候。 役所々 ケに搔 

榍も なく、 矢の 用意 を もせす、 兵糧 も少 く、 內 外の 城に、 家 六十 八 軍勢 人に は 過 

ぎ 侯 はじと ぞ 申しけ る。 正 成猶も 能々 窺 ひ 課せん 爲に、 恩 地 左 近太郎 を、 忍びに 交 

恩地滿 一 計略 幷赤坂 城 軍の 事  ^ 
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へ て 遣 さる。 滿 一 深く 思慮 を S らし、 我頜 内に 八郞 太夫と て、 猿 を 舞 はす 男の あり 

W れば、 渠に猿 を 引かせ、 下人に なりて、 髭 を 剃りて、 綴 b たる 着物の 釉も附 けざる 

を 着し、 破れた る 笠 を 引 蒙り、 爪 木に 米 鬻 など 取 入れ、 八郞 太夫に 從ひ、 白 騫に赤 坂 

の 城 中に 入， 9、 城の 構、 勢の 多少、 兵糧の 分限、 思 ふま ゝに見 澄して ぞ歸 りけ る • 正 

成 恩 地に 對 面して、 城 中の 樣を間 ひける に、 始め 忍びの 者 共が 申せし に、 少しも 違 

はや 候と いふ。 正 成 扨 は 心 易し。 攻 取らん こと 手 裏に ありと、 近 國の勢 を 相 催し、 和 

泉. 河內兩 國の堺 にて 勢 を 揃へ ければ、 三千 餘騎 にぞ 及びけ る。 さらば 赤 坂に 押 寄 

せ、 敵の 虛實を 窺 ふ べしと て、 同 四月 二 曰に、 觀心寺 を 打 立ち、 翌三 曰の 卯み 刻、 赤 坂 

の 城に 押 寄せら る、 正 成謀才 深き 大將 なれば、 若 敵 追手より 討って 出でば、 搦手より 

城 中に 切入る べしと て、 志 貴 右衞門 尉に 三百 餘騎 を附 け、 搦手の 南に 當 hN たる 竹の 

林. 又は 木の 茂りた る 中に 隱し 置き、 其 外 所々 の 切 所に 勢 を 伏せ 置きて、 態と 小勢の 

體に 見せ、 追手の 城 戶に押 寄せら る •  士卒 同音に 鬨を 作， 9、  ロハ 洪水の 漲り 來れる 如 

く、 無二無三に 攻 懸气 湯淺 入道 大に 驚き、 敵 は 誰なる ぞ i 問 ふ 。 敵の 篛の紋 、皆 菊 


水 二て 候と いふ • 入道 聞きて、 扨 は 正 成が 自害した る は 僞ぞや • 大事の 敵ぞ" 卒爾 

に 出で て、 戰ふ ベから すと ぞ 制しけ る • 湯淺が 甥の 有 田 孫 四郞、 敵 は 小勢に て 侯 ぞ， 

切って 出で 二 戰し、 追 拂ひ候 は ^やとい ひけれ ども、 入道 用 ひす。 敵 も 敵に よる ぞ。 

てだて 

正 成は諜 深き 者 なれば、 如何なる 術 を かせんす らん • 能く 防ぎ 守つ て、 敵の 軍 立 を 

も 見定めて こそと い へば、 有 田 開きて、 入道 殿 は、 早晚も 合戦 を 大事に し 過し 給 ふ 

ぞゃ， * 方 兵糧 多から ねば、 久しき 籠城 は 叶 ふま じ。 然れば 敵 を 急に 追拂 ふべき の 

圖に 當れり • 此上は 某が 手勢 計に て 討って 出で 、一戦して 試み 候 はんと 進み けれど 

も、 入道 大に 制しければ、 力なく 止みに けり， 寄 手 は、 午の 刻まで 攻 立てし かど も、 

诚兵 一 騎も 出で ざれば、 正 成 其より 一 里 計 引返き、 廣 野の 中に 小高き 岡の あり けれ 

ば、 此 所に 陣をぞ 取られけ る。 

赤 坂 落城 W 定佛 入道 降參の 事 

正 成は豫 てより、 忍びの 者 八 人、 赤 坂の 城に 入れ 置かれけ るが、 翌 四日の 寅の 下 刻， 

赤 叛^ 城 跗定怫 入道 降参の 率  お 
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忍びの 者 二人 走り 歸， 9、 城 中 兵糧 乏しく 候 故、 紀 州阿瀨 川より 兵糧 を 入れ 候と いふ • 

正 成 大に悅 び、 扨 こそ は 能き 謀 は 出來れ りと、 和 田 孫 三郞. 恩 地 左 近太郞 .高 安寺に 

能々 術 をい ひ 合め、 是 等を將 として、 究竟の 兵 三百 人、 紀伊と 河內の 境なる" 紀見 峠. 

へぞ 差遣 はされ ける。 斯る 所に 同 七日の 1 の 刻 計り、 湯 淺が兵 三百 餘人、 兵糧 を 牛 

馬に 負 はせ、 或は 背に 負 ひて 紀見 峠を越えん とす。 時に 和 田. 恩 地、 一 一 百 餘人を 跡に 

殘 し、， 百餘 人に て 一 同に 咄と糚 山 r つる。 湯 淺が郞 等雜人 等， 牛馬 を 捨て- 背負 ひた 

る 米 を 打 捨て、 這々 紀 州に 逃歸 る。 和 田. 恩地馳 廻り、 必す敵 を 追 ふべ から やと 制 

しけり。 是は眛 方 三百 餘、 氣に乘 つて 追 愚 けんに、 若 敵に 武勇の 士 あって 取って返 

し、 切拔 けて 赤 坂の 城へ 入り、 此事を 知らせな ば、 後の 謀、 なり 難 からん やれば なり。 

此時 敵の 首 十一 一級 を 得たり けり • 正 成 は、 敵の 捨てたり し 兵糧 を、 昧 方の 陣に 取り 

蓮ぶ べし i 下知 せらる • 又豫 てより、 俵に 鎧 を 多く 入れ 置かせた る を、^ に 負 はせ、 

雞 人に 荷せ て、 二三 百 人 作り立て、 明れば 八月の 卯の 刻、 阿瀨 川より 兵糧 を 入る、 

を、 寄 手の 勢、^: 散らさん とする 眞似 をして、. 城邊 にて 追つ 返しつ、 同士 軍 をして 相 


あ 坂 正 

城 成 

^  、 

陷赤 


戰 ふ- 湯淺 入道 成 傲 此體を 見て、 敵 は 兵糧 を 奪 はんとす るぞ。 打って出で 追拂 へと、 

城を拂 つて 切って 出で、 爱を詮 と戰 うたり。 寄 手の 勢、 安々 と诚 中に 入 て、 俵より 

鎧 取 出し、 ひしく と 堅め、 菊 水の 旗 を 颯と 差 上げ、 同音に 鬨を咄 と 作る。 謹が 

勢大に 驚き、 敵 兵 早 城 中に 入りた るぞ。 H? 入れて 戰 へと、 周章 騒ぎて 逃 入る を、 寄 手 

の 勢 氣に乘 つて 、遊すな 泄ら すな 討 取れと 喚き 叫んで、 切 立て/ \诚 中に 攻 入れば、 

城の 大將湯 淺孫六 入道 も、 一 騎當 千と も賴 みたる 有 田 孫四郞 は、 橋 本 八郞と 組んで 

討 たれぬ。 敵 は 前後より 攻立 つる • 今 は 十計盡 きて、 降 を 乞 ひ 城 を 渡し、 正 成の 手 

にぞ屬 しける。 此合戰 、湯淺 が不覺 にあら す、 只 正 成の 神智 妙策に よる ものな りと、 

諸人 之をぞ 感じけ る。 

矢 尾顯幸 屬，， 正 成, 事 

さる 程に 楠 兵 衞尉正 成 は、 赤 坂の 城を攻 落し、 潘淺が 勢 を 併せて、 近國 を攻從 へん 

i 思 はれければ、 先づ格 侍者と い へ る禪僧 を、 矢 尾 別當顯 幸が 方へ 造 はし 語ら はれ 

矢 尾 顧 幸 PI 正 成 一事  凸 
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ければ、 別當 之に 應じ、 頓て 手勢 百 五十 騎 にて 馳來り 、正 成の 手に 屬す。 此別當 は、 

楠と. 合戰を 挑む こと 數年、 殊に 顯幸 は、 正 成に 我 領地 を 伐 取られ 、憤、 骨 髓に徹 つて 

あ， りけ るに、 今 何故に、 正 成と 和睦せ し ぞと尋 ぬるに、 是皆正 成の 計略より 出で たる 

なり。 其 故 は、 正 成 未だ 赤 坂 を 落さ  >  る 前、 先づ三 州よ， o 觀心 寺に 歸， o て 後、 去ぬ る 

正月、 十津 川に 御 坐し ける 大 塔の 宮の御 方へ、 使 を參ら せて、 忍びやかに 申しけ る 

は、 矢 尾の 別 當顯幸 は、 法師ながら も、 武勇 勝れた る 者に 候へば、 渠が 味方に 屬せざ 

る 程 は、 河 內の國 平 治し 難く 覺ぇ 候。 正 成と は、 父 正 澄より、 所領の ことによ b て 

矛盾に 及び 候 へ ば、 正 成 未だ 生きて あう と 知， 9 候 は い、 如何に 召され 候と も、 敕定に 

應す まじく 覺ぇ 候。 此 法師 は、 生得 心淺々 しく、 正直なる 者に して、 官位に 望 を か 

てだて 

くる 者に て 候 へ ば、 舍旨を 賜 は つ て、 渠を 招かれ 候 へ かし • 其 術 は 先づ權 僧正に な 

し 下され、 恩賞 は 朝敵 誅伐の 以後、 宜しぐ 請 ふに よるべし と 仰 下され 候 はい、 必定 

* 方に 叁 つて、 忠 戰を勵 むべ く 候と ぞ申 送られけ る。 宫 大に悅 ばせ 給 ひ、 木 寺相模 

を 御 使 とし て、 浚に 令旨 を顯 幸に なし 下さ る。 穎 幸 之 を 頂戴し、 僭 正 に なし 下さ る 


ぬる こと、 法師の 面目、 何事 か 之に 過ぎ 候 はん • 此上は 御 味方 仕りて、 逆徒 誅伐の 謀 

を 巡らすべく 候 • 然れ ども 楠、 赤 坂に て 自害した も 申す、 又 未だ 生きて ありと 

も 申 候 • 若 正 成 遊れ て、 未だ 御 味方 仕り 侯 は. V  、顯幸 勅 に從 ふこと 叶 ふま じく 候 

とて、 相模 をば 歸 しけり。 宫此事 を 難儀に 思 召し、 正 成が 方に 新く と 宣ひ遣 はさる • 

正 成 承り、 別 當左樣 に 御 返事 申さん i は、 豫て 存じ 設け 候 故、 能き 方便 を 案じ 置き 

て 候と て、 御 返事の 次第 を、 委しく 申 送りけ り • 宫大 に御感 あり、 赤菘 律師 則祐. 村 

上 彥四郞 義光を 召し、 正 成 は 勇と いひ 謀才 とい ひ、 當世 無雙と は雖、 上古に も ある 

ベから やと 宣 ひて、 重ねて 木 寺 相模を 以て、 矢 尾が 方へ 仰せ 遣 はされ ければ、 正 成 

が存. U  、其 實を知 召さい る 所な り • 生きて あらんに は、 今まで 一昔 信せ ぬ こ i は ある 

まじ • 若し 生きて あらんに も、 此の 如く 吾に 與せ ざらん に は、 何ぞ賞 する こ i あら 

ん*  口 〈朝敵に 等し からん • 以後 正 成 申入る、 とも、 御 許容 あるべ から やと 仰 遣 はさ 

れ ければ、 顯幸之 を 實ぞと 心得、 御 * 方に 屬し候 はんと、 御請 をぞ 申されけ る。 - 斯く 

て廿 ，一. 一 1H を 過ぎて、 正 成 赤 坂へ 打って出で たり i 聞え しかば、 別 當大に 驚き 呆れ、 

朱 尾. 艱宰 屑- £ 成,. 事  ^ 
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大塔宮 の 御 方へ、 正 成 未だ 存 へて、 赤 坂へ 打って出で 候な，.^ 御存候 やと 中 送りけ 

れば、 嘗て 知らせ 給 はざる 旨、 御 返事 坐し けり。 是に 依って 別當 も、 赤 坂の 城 軍の 

間、 何方へ も與 せす、 樣子を 見合 はせ 居たり け.^ 斯る 所に 正 成、 赤 坂を攻 落して 

後、 矢 尾 別當が 方へ、 格 侍者と て、 辯 舌 勝れた る 僧 を 以てい ひ 送られけ る は、 勅譏默 

北し 難き に 依って、 身不 宵ながら、 此 一 大事 を 思 立ちて 候。 此度貴 坊の訴 によって、 

宫 より 御 不審の 端 多く 候。 私の 遺恨 を 以て、 公事 を 忘れん は、 忠義 を 知らざる にて 

候 はす や。 此上 は、 年來の 遺恨 を 御 許し 候べ し。 父祖の 恥 を 忘れて、 a 坊へ 降參仕 

候 間、 正 成 曾て 不忠 を存 せざる 由、 宫の御 方へ 仰 入れられ 給 はり 候へ。 偏に 貴坊の 

御 祕計を 賴み存 やるな り。 其 とても 叶 ふま じきにて 候 はい、 私の 宿敵 i いひ、 朝敵 

征伐の 障に て 候へば 、朝敵に 同じ かる ベく 候 上 は、 正成馳 向って、 運 を 天に 任せ 候 

はんとい ひ 送られければ、 別當 驚き、 我れ 官軍に 屬し、 一度 六 波 羅の惡 しみ を 蒙る 上 

は、 京方に もな b 難し。 又 正 成 多勢に なり ぬれば、 私に 戰ふ とも、 利 を 得ん 事 叶 ひ 難 

し • さばかり 良 將の正 成、 愚僧に 降 を 乞 はる \事、 法師の 面目、 且は 後代 迄の 譽な 


矢 尾顯幸 

禰正 成に 

屬す 


りと 思 ひければ、 格 侍者に^ ひ、 一天の 君の 御 味方 仕る 上 は、 爭か 私の 遺恨 を 存じ 候 

べき。 宫の 御前 は、 愚 ^宜しく 申な し 候 はん • 今より は 殿の 御手に 屬し， 忠 戦を謚 

し 候べ しと 返事して、 手勢 百 五十 騎を 引率し、 赤 坂に 馳來 つて、 正 成に 屬 しける • 御 

代 一 銃の 後、 此事を 包ま ゃ顯 幸に 語， 9 ければ、 別當 聞きて、 W は 安く も 計略に 落し 

入れられて 候ぞゃ 。さり 乍ら 佛 神に 非 すん ば、 爭か此 謀に 乘らで 候べき i 感じけ る • 

正 成 出，， 張 住吉. 天 王 寺、 京勢發 向の 事 

さる 程に 矢 尾. 湯淺、 正 成に 屬し ければ、 和 泉. 河 內兩國 の 勢、 戰 はざる に 靡き、 攻め 

ざるに 降って、 悉く 歸伏 しければ、 E 五月 十七お、 住吉天 王 寺に 打って出で 、渡邊 橋よ 

b 南に 陣を 取， o て、 京勢遲 しと ぞ待 たれけ る。 正 成此 時、 家 子 郞從等 を 集めて 語ら 

はれけ る は、 夫れ 良將 は、 敵 國を攻 むる 時、 先づ 其 利害 を 勘 へて、 敵の 備 へて 待つ と 

待たざる とに 拘 はらす、 其 利 あらん 所 へ 向 ふなり。 今 京 勢 六 莴餘 騎と閬 ゆれば、 此 

勢 を 以て、 渡邊. 大和 路. 飯 盛より 向 ひなば、 戰 難儀な らん か。. 然れ共 六 波羅^ 將 なれ 

正 成 出-張 住 吉. 天 H$- 跗京勢 SE の 事  金 
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ば、 我備 へたる 所に ぞ向 はんやらん •  g 人の、 人の 呼聲 に付きて 來 るが 如く なれば、 

肓將ど は 名付けた り。 敵 押 寄せな ば 、味方 は 鳥 雲に 陣を 取り、 數 度駔惱 ましたらん 

に、 など か 川へ 追 はめ ざらん。 斯 ぐした らんに は、 敵の 後陣、 如何に 多勢な り とも、 

川 を濟す こと を 得す。 數 H 向 ひ 暮らすべし。 然 らば 兵糧 盡き衆 和せ やして、 士卒 大 

將を恨 ひべ し。 其 時諜を 以て 招かば、 味方に 屬 する 者、 多 からん やる ぞと宣 ひけり， 

若 又 味方 利 を 失 ひなば、 籠城して 戰 はんとて、 金剛 山の 麓 千 破靱に 堅城 を 構 へらる。 

其 上 忍びの 者 五十人、 京都に 附 置かれければ、 六 波羅の 軍議、 一として 聞え やとい ふ 

事な し。 斯る 所に 六 波 羅の討 手と して、 ^田 次 郞左衞 門 尉 • 高 橋 又 四郎， 其 外 四十 八 

箇所の 篝、 畿內近 國の勢 を 合せて 七 千 餘騎、 同 廿日 帝都 を 立ちて、 祌 崎. 尼 崎. 柱 核に 

陣を 取る。 正 成 此由を 聞き、 敵に よって 轉 化すと は是 なりと て、 僅 三百 餘騎 を、 渡邊 

の 橋より 南に 控 へさせ、 殘る勢 を、 住吉天 王 寺に 引 入れて ぞ待 おれけ る • 

天 王 寺 合 戰の事 


天 王 寺 合 

戦 


翌 れば廿 一 日、 六 波 羅の五 千 餘騎、 渡邊の 橋に 打范む * 正 成 士卒に 下知せられ ける 

は、 敵 兵 川を濟 しなに、 味方 三百 餘騎の 見せ 勢 は 、一戦に も 及ば や 敗北せ よ • 敵は氣 

に乘 つて 追 懸けん する ぞ。 敵 天 王 寺の 西 を 半 過ぎん 時、 和 田 孫三郎 は、 一 千餘騎 を 

二手に 分け、 天 王 寺より 齪 出で よ • 敵 は 思 ひ 寄る まじければ、 周章 騷 ざて 漂 はん • 

其 時、 住吉に 置きた る 六 百 餘騎、 古 宇都の 東より、 魚鱗に なって、 敵の 眞 中へ 切入れ 

よと 下知 をな し、 又 渡邊の 橋より、 十 町 此方 へ 軍使 を馳 せ、 敵 川 を 渡さば、 早く 住吉 

に 引來れ とい ひ 遣 はし、 吾 身 は 住 吉と天 王 寺との 半途に 在って、 住吉に 軍使 を馳す 

る こと 止む 時な し • 自ら 渡 邊に馬 を 飛ばして 、敵の 形勢 を 勘 へ、 又 住 吉に馳 せ歸っ 

て、 味方に 術 をい ひ 合め、 天 王 寺に 馳 向って 士卒 を 下知し、 此の 如く 馳 廻りく， 衆 

を 勇めて 下知せられ ける 程に、 其 日 馬 を乘替 へらる、 こと、 七 疋にぞ 及びけ る • 高 

橋 又 四郞、 川よ， o 向 ふ を屹と 見て、 敵 は 小勢 ぞ* 駔 散らせよ と、 橋 を 下って 濟 しけれ 

ば、 畿內の 集， o 勢 之 を 見て、 人に 先 を 越さん とし、 或は 橋 を 渡し、 又は 河 瀨を濟 しけ 

り。 隅 田 は 之に 同せ す、 又 楠が 如何なる 術 を かなしぬ らん • 暫く 敵の 働 を 見て こそ 

天 王 寺 合戦 


南朝 太平^ 卷第四  《 

とて 制し けれども、 士卒 耳に も 聞 入れす、 我先にと 遝 みければ、 隅 田 も 心なら や、 そ 

ぞ ろに 河を濟 しける。 三百 餘騎の 見せ 勢 共、 ー戰 にも 及ばす 北げ 行く を、，： Irs::, けて 

討 取れと、 天 王 寺の 北の 在家まで、 山川 も 崩る ゝ 計り、 g き 叫んで 攻込ん だり •  - 

和 田 正 遠、 一千 餘騎を 二つに 分け、 一手 は 天 王 寺の 東よう、 敵 を 左に して 駆 出づれ 

ば、 一手 は 西 門の 石の 華表よ，^ 打って出る。 六 波羅勢 之に 驚き、 辟易して 見 ゆる 所 

に、 住吉 の菘 原より、 六 百餘騎 の逞兵 等、 馬の 頭 を 雁行に 連ね、 旗の 手 を 龍粧に 進め、 

靜々 と懸 りければ、 京 勢な じか は侬ふ べき。 一 同に 咄と 崩れ 立ち、 親 を 捨て、 主 討た 

る V を も 顧みす、 ひた 崩れに 逃げ 行く を、 隅 W 次 郞左衞 門 尉大に 怒って、 a く あらん 

え 思 ひ、 制しつ る もの を。 貳し 返せと 下知し けれども、 一 返し も 返さす、 人馬 共に 橋 

より 押 落されて、 水に 溺れ 死す る 者數を 知らす。 七 千 餘騎の 兵 共、 殘少に 討ちな さ 

れ、 這々 京都に. 逃歸 る。 見苦し かりし 分野な り • 

南朝 太平 記 卷第四 終 
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宇都 宮 公綱 攝津發 向の 事 

さる 程に 隅 田. 高橋大 に 敗 u して 逃げ 歸 りし かば、 六 波羅に 重ねて 合戰の 評定 あつ 

て、 宇都 宮治 部大輔 公綱 を 差 向けら る。 其頃關 西に て は 楠、 坂 東に て は 宇都 宮と て、 

天下に 武名 を稱 せらる ゝ 程の 勇將 なれば、 此 度合 戰 利な くんば、 生きて 再び 歸らじ 

と 討死 を 思 定め、 七 百 餘騎を 引率し、 七月 十九 日の 午の 刻に、 六 波羅を 立ちて、 其 夜 

は 柱极に 陣をぞ 取った b ける。 夜半に 及んで、 和 田 孫 三郞正 遠.； 正 成の 本陣に 来つ 

, て 申しけ る は、 宇都 宮旣に 柱极に 着きて 候が、 士卒 七 百に は 過ぎ 候 はじ • 今夜 逆 寄 

にして、 追 拂ひ候 は ^やと 申しければ、 正 成 暫く 頭 を 傾け、 和 田 殿の 宣ふ所 も、 利に 

當 つて 候へ ども、 上策と は い ひ 難し。 其 故 は、 公綱 六 波 羅に勇 を 進められ、 必死と 思 

宇都 宮公網 攝津發 向の 事  な 
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ひ 定め、 炎の 如くに、 勇氣 頭に 上，^ たる 士卒 なれば、 小敵と 雖、 侮り 難し。 今夜 押 寄 

せ戰 は、 勝利 は 得べ く 候へ 共， 味方 多く 討 たるべし。 然れ ば先づ 味方 は陣を 引退 

き、 敵に 一 利 を 付けて 後、 八方の 山々 に 篝を燒 き 、夜毎に 敵 を 劫し なば、 氣 短なる 坂 

柬勢、 疲れて 引返さん は治定 な， 9。 是れ戰 はやして 勝つ とい ふ 術に て 候と宣 へば、 

橋 本八郞 正員 進み出で、 誠に 深き 御 謀に て は 候へ 典 、世の 聞え も、 餘 りに 穏便に 覺ぇ 

候と いへば、 正 成 聞き 給 ひ、 以前の 多勢に も 打 勝ちながら、 今 小敵 なれ ども、 宇都 宮 

が 勇に 怖れ、 正 成が 引 入， 9 しなん ど、 武の道 を も 知らざる 者 は、 幾 萬 人 もい へ。 曾て 

沁辱 とする に 足らす。 今 愚人の いふ を 恥ぢて 合戦に 及びな ば、 家 子 S 從多 く對 た 

れ、 大損 を 取る ベ きなり。 宇都 宮 一 人 朝敵な らんに は、 如何様に しても 討 取る ぺ け 

れ ども、 彼 1 人 は、 一大 海の 一 滴に 同じ。 多から ぬ 眛方を 討た せな ば、 後 度の 合戦し に 

く からん。 夜 明 くれば 敵 押 寄すべし。 片時 も 早く 引取れよ とて、 天 王 寺 を 立ちて、 觀 

心 寺に ぞ引 入れられ ける • 翌拂曉 に、 宇都 宮 公綱 七 百餘騎 にて 押 寄せし かど も" 敵 

一 んも あら ざれば、 頃て 天 王 寺に 入り 替 り、 京都へ 早馬 を 以て、 楠 を 容易く 追 散ら 


し 候と ぞ吿 げたり ける • 公綱 素より 小勢 なれば、 續 いても 攻入 6 難く、 又 一 戰 にも 

及ばす して、 引返さん も 無念 なれば、 何のす る 業 もな く、 徒に 日をぞ 送りけ る。 此時 

宇都 宮、 六 波羅に 援兵 を 乞 ひ、 其 勢 を 併せて、 河 內に攻 入るべき こと ぞ かし • 又 六 波 

羅も、 軍勢 を 差 下すべき 思慮 もな く、 京 勢 六 萬 餘騎を 遊軍と なして、 只う か/ \ と 

して、 暮 されけ る こそ 轉 情けれ • 

正 成 計略 附板持 奇妙 忍の 事 

斯くて 四 五日 を經 て、 正 成 思慮 を、 巡らし、 矢 尾 別 當顯幸 を 始め、 和 泉. 河 內の者 共、 其 

外 宇多 內郡 の 野 伏 共 を 語ら ひ て、 n 1 千 餘人、 秋 篠ゃ外 山の 里. 生 駒が 嶽. 志 *• 津浦を 

始め、 浦々 山々 に篝を 多く 燒續 けさせ、 足輕 三百 餘 人に、 野 伏 千 餘人を 差 加へ、 攻 むべ 

き體に 見せければ、 す は 敵 は 打 出で たる ぞと、 芳賀兵 衞尉. 同 次 郎四郞 を 始め、 紀淸 

兩黨の 者 共、 一 戰 せんと^ 出で けれども、 十 方に 分れて 逃げて 行く  • 敵 は 案 內者ぞ • 

取卷れ なと て 引退く。 敵 引かば 追 憑く る。 又 取って返し 戦へば、 思 ひも 寄らざる 方 

正 成 計略 附板持 奇妙 忍の 事  九 一 
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よ， 9 二 同に 鬨を 作り、 或は 俄に 狼煙 を 揚げ、 遠矢 を 射 懸け 打ち、 樣々 と惱 ましけれ- 

ば、  宇都 宮が勢 泳へ すして、  天 王 寺に 引取りけ  り。  斯の 如く 夜 每に敵 を 劫して 後、 夜 

半に 及んで、 志 貴 。早瀬. 宇佐美、 一 千餘騎 にて 天 王 寺の 東に 押 寄せ、 鬨を咄 と 上げし 

かど も、 宇都 宫， 勢 を 一 人 も 出さ^れば、 其 儘 勢 を 引取りけ り。 K 上 正 成、 板 持と い 

ふ 名譽の 忍びの 者 を、 差遣 はされ ければ、 公綱が 持ちた る 扇の、 遠山に 月 を 出せる 

繪を畫 きたる を、 盗み取 hs て歸 りけ り。 正 成 大に悅 び、 頓て 宇都 宫が陣 に 使 を 遣し，. 

某が 手の者 共、 御陣 所に 推 * 仕り、 御所 持の 扇 を 盗み取りて 候へば、 返 進 仕り 候と 

てぞ 送りけ る。 公綱 大に 驚き、 我れ 殘暑堪 へ 難く、 手 を 離さす 持ちし 扇な り。 如何 

樣 奇妙の 忍び 共の、 多く ありと 覺 ゆる ぞ とて、 愈 用心 堅 面に ぞ守ら せけ る。 其 夜 板 

持、 又 宇都 宫が陣 に 忍び入り、 六 波羅の 越後 守 仲 時の 方よ，^ 來， 9 たる 狀を  一 M 盜 

み 取りて 來り しかば、 正 成 又^め の 如く、 使 を 以て 返されけ り。 さし も 大剛の 公綱 

身 震して、 いやく 此 所に 長居せば、 命を捨 つるの みならす、 如何なる 恥辱 を か 取 

らんす らん。 敵の 返き おる を 一 面目に して、 上洛 せんと 思 ふ は 如何に i 問 はれ けれ 


ば、 紀淸兩 黨の者 共 も、 我々 は此 間、 正 成と いふ 古狐に 化されて、 心神 疲れ果て 險ぞ 

や， 少しも 人心の ある 中に、 御 引取 候へ とて、 间廿セ H の 寅の刻. 公綱 天 王 寺 を 立ち 

て 上洛 すれば、 正 成 頓て天 王 寺に 入， o 替ら る。 是に 依って 近國の 勢、 我 もくと 馳 

加 は つ て、 勢强大 になり にけ る。 

fK 王ョ、 ォ 來 &  C 事 

正 成猶も 思慮し 給 ひける は 、衆の 心 和せ すん ば、 大功 を 立つ る 事な し 難 からん • 當 

時旣に 末世な りと 雖、 猶も佛 神 を 尊む 事甚 しく、 其 奇瑞 を實 とする 事 は、 さながら 

嬰兒の 如くな う。 吾密に 聖德 太子め 未 來記を 披見して、 細やか 文 を 作り、 忍びやか 

に祕 して 人に 見せしめば、 頓て 世上に 風聞 せん。 是大 なる 謀に して、 且は 諸人に、 信 

を勸 むる 術な らんと 思 はれければ、 同 八月 四日 天 王 寺に 詣で、 大 般若 經轉讀 の 布施 

i して、 白 鞍 置きた る 馬 一 疋. 白 綾 緘の鎧 一 領. 白 覆輪の 太刀 一 振 を 引かれけ り。 其 

後當 寺の 一 舎利 大師に 對 面し、 忍びやかに 密談せられ ければ、 舍利 大師 之に 同じ、 密 

天 王 寺未來 訊の 事  空 
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に 寶藏に 入 b て、； 金 軸の 書 一 卷を持 來れり • 正 成 之を拜 見し、 豫て 企みし 如く、 思 ふ 

ま、 に 書き 調へ、 寶藏を 出で て 後、 吾上宮 太子の 一 皇治 天の 安危 を 勘へ 給 ひ、 持 銃 

天皇よ b 以來、 末世 代々 の 治亂を 記された る未來 記を拜 見せし に、 不思議の 讖文 一 

段 あ て、 和 田 孫 三郞正 遠に、 七： n 齋せ させて、 密に 之を拜 せらる。 其 文に 曰く、 

/當人 王 九十 五代、 天下一 亂而 主不， 安。 此時東 魚 來吞， 四 海； 日沒 ，， 西 天， 三百 七十 餘 

- 箇日、 西 鳥 食，， 東 魚； 其 後 海 內歸， r 

芷 遠三拜 して、 悅ぶ こと 限な し。 其時疋 成、 和 田に 向 ひ、 熟讖文 を考ふ る に、 君旣に 

祌武 帝より 九十 五代に 當り 袷へ り。 天下一 亂而 主不， 安と ある は、 將に當 時の こ i 

なるべし。 柬 魚來笋 四海， と は、 是れ 平氏の 逆徒な り。 日沒 ，， 西 天， 三百 七十 餘箇； 《 と 

は、 君、 隱岐 M に 御 遷幸 ありし ことならん。 西 鳥 食， 一 東 魚， と は、 如何 樣關東 を 滅す人 

出來 らん。 然れば 君 明年の 春 は、 隱 岐の國 より 還 幸あって、 再び 位に 卽 かせ 給 ふべ 

きこと、 必定な b.i 宣 へ ば、 正 遠大に 悅び、 恩 地に 齋 する こと 五日に して、 密に之 を 

拜 ましむ。 恩 地、 又 楠 家の 老臣 七 人に 齋 する こと 三日に して、 拜 ませし かば、 皆悅の 


涙 を 流して、 末賴 もしく ぞ思 ひける • 諸人 此讖文 を 書きて、 密に齋 する こと 二日 一 ご 

曰に して、 拜 ませければ、 扨は權 者の 記し 置かせ 給 ひし 上 は、 疑 ふべき にあら すと 

て、 少々 運を兩 端に 窺 ひし 者 共 も、 皆 楠に 思 ひ 付きに けり • 其 上 六 波 羅の越 前 守 仲 

時 を 始め、 北條家 宗徒の 人々 も、 之 を * へ 聞け る 輩 は、 心の 頼み も盡き 果て、 何の 思 

慮に も 及ばす、 當 家の 運命 も、 今は此 迄な りとの み 思 ひて、 只忙 然として 居られ. け 

ると ぞ聞 えし。 されば 後醍醐 天皇 も、 此の 事 を 謀と は 知 召され ざう ければ、 四海 一 

銃の 後、 天 王 寺へ 勅命あって、 彼 未來記 を釵覽 めり ける に、 此文 なか b しかば、 諸 卿 

扨 は 正 成の 謀に やと 申さる ゝ。 是に 依って 主上、 正 成 を 召され、 御尋 あり、 正 成 謀 

の 次第 を、 あ b のま、 に 勅答し 給 ひし かば、 君 叙感ぁ つ て、 正 成 は、 智仁 勇の 三德を 

兼ねた りと、 敕誌 ありけ るぞ 忝き。 

東 兵 圍，， 赤 坂 城 1 附石上 十 郎次郧 入道の 事 

. さる 程に 大塔宫 は、 十 津川を 御 出あって、 模 野の 城に 入らせ 給 ひける が、 此處も 要 

東 兵 圍-- 赤 坂 城 I 附石上 十 郎次郎 入道の 事  空 • 


正汔、 金 
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害の 地なら ねばと て  >  三千 餘 騎を從 へられ、 吉野 山に 楣 籠らせ 給 ふ。 楠 兵 衞尉正 成 

は、 赤 坂の 城に 平野 左 金 吾 入道 を 籠 置き、 我 身は紀 伊と 河內の 境、 金剛 山に 堅城 を 

構へ、 八 百餘騎 にて 楣 籠り 給 ひけ， 9。 此 平野 入道 は、 矢 尾 別當が 甥な りし かど も、 顯 

幸と 正 成、 異心 あるべ からすとの 誓約に 依って、 平野 を 正 成の 養子と し、 和 田 孫 三 

郞正遠 か子滿 仁王 九 は、 正 成の 甥に て、 十 一 歳に なりけ る を、 顯幸が 弟子と せり。 後 

： に 和 田新發 意賢秀 とい ひし 法師 は、 此滿 仁王が 事な うけ， 9。 斯る 所に、 相模 入道の 

下知 を 受けて、 諳國の 勢 十八 萬餘騎 上洛して、 元弘 三年 正月 晦日、 三方に 手 を 分つ 

て、 吉 野. 赤 坂. 金剛 山、 三の 城 へ ぞ向 ひける。 阿曾 彈正少 弼治時 は、 赤 坂の 城へ 问 はれ 

ける 所に、 同 二月 二日、 人 見入 道 恩 阿. 本 間 九 郞資貞 父子、 拔 駆して 討死す。 之 を 合 

戦の 始めと して、 晝夜息 をも續 がせす 攻立 つる。 同 九； n、 寄 手の 勢 一 萬 三千 餘騎、 南 

よ. りな 寄せて、 切 岸の 下迄ぞ 近付きけ る。 此ー 方 は、 左右 田に して 平地 なれば、 攻む 

る 便 あ b ける 故、 安々 と攻 寄せて、 士卒 等 旣に塀 を 打破らん としけ る 所に、 小 田 次 

郞左衞 SZ 尉と い ふ、 小賢しき 男 進み出で、 以前 も此 域に て、 寄 手の 勢 方 便られ、 大に 


不覺を 取りし なり。 又 例の 釣 塀なる を 知らざる や。 少し 引退き て 城 を 攻めよ と、 馬 

を 乗 廻して 下知し ければ、 諸 卒尤と 同じて 退かん とする 程に、 備 騒ぎて 見 ゆる 所 を、 

城 中より、 矢 前 を 揃へ て 散々 に 射る。 寄 手 射 白まされて、 互に 人を楣 にせん と、 背 

を 屈めて 色めく 所 を、 城兵 得たり 賢し と城戶 を 開き、 一同に 切って 出で、 霹靂 碎け 

て 太 山 を も 劈ぐ が 如ぐ、 敵中に 切って 入れば、 なじ か は 以て 耐る べき、 崩れ 立ちて 

ぞ 逃げ 行きけ る。 平野が 勢 は、 僅 三百 餘騎 なれば、 長 追 をす ベから すと て、 頓て城 

ベ 引 入， o けり。 寄 手 は 之に も 痛ます、 同 十四日まで， 荒 手 を入替 ヘ^^ 攻めたり け 

b。 玆に寄 手の 中に、 吉 河八郎 とい ふ 者 ありけ るが、 此 城の 體、 三方 は 谷 深う して 道 

もな ぐ、 一 方 は 平地に して、 山 遠く 隔 りぬ。 何 所に 水 あるべし と も覺 えざる に、 水の 

卓 散なる は 心得す と、 樣 々思慮 を 巡らし、 其邊を 左右と^!, 9 ける に、 と ある 淼陰。 

藁 屋の內 に、 讀 經の聲 聞え ければ、 扨 は 僧の ありけ るに こそ • いしぐ も 尋ね 出した 

b と悅 びて、 庵の 內へ 入らん とする に。 盗賊の 用心と 見えて、 內ょ b 扉 を閉ぢ てけ 

b. 八郞立 寄り 扉 を 叩き、 案 內を乞 ひし かば、 法師 立 出で、 扉 を 開きて 內に 請す。 

柬兵 園-^ 坂 城 一 附石上 十^ 次郎 入道の 事  <セ 
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八郎^に 入りて 彼の 法師に 向 ひ、 某 は 播磨國 の 住人 吉河 八郞と 申す 者に て 候が、 阿 

曾 霜臺が 手に 屬し、 此 に 向 ひ 候な り。 合戦の 習、 十に して 九つ は 討死 を 仕るべく 

候へば、 能き に 菩提 を 弔 ひて たび 候へ。 若 又 二 命 恙なく 候 は 、現當 二世の 爲 とも 

なり 候 はんとて、 銀錢 二百 文と 太刀 一 振と 與 へて 後、 樣々 の 物語 をし ける が、 さる 

にても 敵 城に * の 多く 候 は 、外よりも 取め 候に や。 如何なる 故にて 候ぞ、 御坊 は 知 

ら給 はや やと 問 ふ • 法師 聞きて、 城の 用水 は盡 くる 事 ある まじく 候。 其 放 は、 南の 

山の 奥、 荤 谷の 瀧 口より 地の 底に 樋 を 伏せ、 城 中へ 水を褂 入れ 候な り。 其 樋 を 堀 切 

&せ給 ひなば、 牟野は 落城に 及ぶ べし。 然 らば 功 は 萬 人の 上に 立ちて、 恩賞 厚ぐ 蒙 

らせ袷 ふ ベ し。 愚 45 は 先年 楠に 攻滅 されし 越 智八郞 が 郎等、 石 上 十 郎次郎 と 申す 者 

にて 候 ひしが、 越 智滅. D の 後、 剡髮染 衣の 身と なり、 諸國を さまよ ひ步 き、 近き 頃よ 

,9、 此 所に 忍び 住み 候な り。 主人 越智事 は、 縑倉殿 を 敵に 受けて 候へ ども、 差當 つて 

の 敵 は、 正 成に て 候 へ ば、 其 恨な きに あらす。 早  <  大功 を 立て 給 へと 敎へ ければ、 S 

河 大に悅 び、 暇 を 告げて ぞ歸り ける • 


赤 坂落诚 附. 平野 入道 以下 被 事 

斯くて 吉 河八郞 は、 大將治 時の 陣 所に 來， 5、 當 城に は、 南の 山より 用水 を 取り 候な 

り。 此事某 謀 を 以て、 尋ね 聞きて 候と いふ。 彈 正少弼 大に悅 び、 人夫 を 集め、 城へ 績 

きたる 南の 方の 山の 尾 を、 掘 切らせて 見られければ、 葦谷の 瀧 口より 十八 町が 間、 一 一 

丈餘. ^の 土の 底に、 石を疊 みて 樋 を 伏せ、 眞 木の S を S ひた，^ 此樋を 掘 切りて 後、 

日々 火矢 を 射 かけし 程に、 追手の 櫓 六つ を燒 落せり。 城 中には、 口中 を濕 すべき 一 

滴の 水 だに なくて、 旣に 十二 日に 及びければ、 今 は 精力 も盡き 果てぬ。 皆 一同に 切 

つて 出で、 討死 せんと ぞ議 したりけ る。 玆に寄 手の 勢の 中に、 澀 谷十郞 とい ふ * あ 

に 平野が 郞等 一 丸 彥九郞 i は、 智音 なりけ る 故、 大將治 時、 是ぞ 能き 便な りと 悅 

ん で、 潞谷を 以て 城 中 にい ひ 遣 はされ ける は、 弓矢 の 道、 今 は 是 迄に て 候。 柱げ て 當 

方へ 御出で 候へ。 御 本 鎖の 上に 新 恩 を 申 沙汰 仕らん。 此の 事 努 々相違 候 はじと、 詞 

を 巧みに ぞい ひ 送られけ る • 十郞城 ゆに 入 b て、 一 九に 先 づ此旨 を 語る。 一 丸 又 右 

赤 坂 落城 跗 平野 入遒 以下 被， 銖事  ま 


赤 坂城陷 
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の X 第 を、 大將 平野 入道に 告げければ、 入道 忽ち 義を 忘れ、 同 十六 日、 士卒 1 1 百 八十 

二人 を 従へ、 城 を 開け、 降 人に なって 出で ける を、 長 崎 九 郎左衞 門 尉 請 取りて、 錢太 

刀 を * ひ 取り、 高手小手に 搦 めて、 六 波羅へ 引渡せし かば、 案に相違して ぞ 見えた 

りけ る。 爱に兵 衞尉正 成 は、 吾 身 金剛 山に 橱籠 り、 妻子 幼稚の 者 共 を、 觀心 寺に 隱 

し 置き、 舍弟正 氏 •g-ra 孫 三郞正 遠. 恩 地 五郎. 橋 本 六郞. 志 費 右衞門 尉. 渡 邊五郞 以下、 

一 千 餘騎を 籠 置きて、 助勢と せられけ るが、 平野が 降 人に 出で ぬる 由、 觀心 寺に 聞 

えければ、 楠 正 氏. 和 田 正 遠. 恩 地. 志 貴. 渡 邊等相 集. o、 六 波羅を 助け 置けば、 吉 野. 千 

劎破雨 城の 軍勢 共、 籠城に 苦しんで、 降 人に 出 でん こと を 思 ふ べし。 如か じ 謀を以 

て、 彼等 を誅 せんに はとて、 六 波羅に 間者 を 入れ、 平野 は、 正 成の 養子 矢 尾が 甥に て、 

無二の 官軍 なれば、 時 を 待ちて、 本意 を 達せん と 企つ る 由 をい はせ ければ、 越後 守 

仲 時、 此 謀に 陷れ られ、 諳 人の 見懲 にせよ とて、 平野 を 始め 相從ふ 輩、 悉く 六倏 河原 

にて 首 を 刎ねられ しかば、 吉野. 千劎 破の 城兵 等傳へ 聞き、 愈 義心 金石の 如くに なり 

にけ り。 


正 成 被 ，構，， 金剛 山城 1 事 

楠 兵 衞尉正 成 は、 千劎 破の 城に 籠. 9 給 ふ。 此山 は、 金剛 山と 號 して、 大峯葛 城の 頂 

なり。 金剛 山の 本堂よ 坤の 方へ 十八 町 去って、 千 靱 破と 號し、 日本 第一 の 城 地に 

して、 五 德相應 の 名 城な り。 五德 といつ ば、 水 を 以て 第一と す。 此峯 に祕水 あり 

其 滴る こと 一日に 三 石 六 斗な り。 城外より 取る 水 は、 敵、 鴆毒を 入る、 怖 あり" 第 

二： は、 ぉ山嶮 凰に して、 一夫 爱に 怒れば、 萬卒も 進む こと を 得す。 四方の 谷^く 切 

れて、 峯 つ^か や。 第三に は、 麓 は 平地に して、 岸嶮 なり.。 上の 岸 平 なれば、 敵、 城 を 

8 るに 便 あり。 又 四 町の 內に山 あるとき は、 敵、 矢 を 飛ばす の 怖 あり。 第 四に は、 岸 

皆 岩石なる を 以て 能と せり。 敵 登る こと 叶 はざる か 故な. るべ し。 第五に は、 近邊の 

山 深く、 也 ざ かひがん たる を 以て 能と せり。 是は 敵の 寄る に 難儀に して、 城兵の 忍 

んで 出入す るに、 便 ある ぺければ なり • 峯 岩石に あらざる ぞ、 五德の 一 缺 けたり 

然れ ど. も當城 は、 此 外に ー德 あ， 9。 高き こと 二 町に 過ぎす。 餘.^ に 高き は、 軍勢の 

正. 戒 ，構-金 劚山 城-事  § 
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55 入 難儀な ト， されば 此 山の 東の 高さ 百 五十六 間、 南の 方 は 百 三十 間、 西の方 は 百 

二十 五 間、 北の方 は、 高さ は 五十 四 間な り。 扨 こそ 正 成、 此 一 德を 加へ て、 五徳 相應 

の 名 成と は 名付け 給 ひけ， り。 正成此 城の 廣狹を 計られけ るに、 乾より 巽の 方へ、. 其 

長さ 百 六十 五 間、 城の 根 廻り 九 百 四十 餘間 なり。 先 づ芝を 四 尺に 築き 、芝より 下 本 

の 土より 三尺 を 掘りて、 間 四 尺 を 置きて、 長さ 二 間の 柱 を 立てたり。 芝と 土と S て 

七え 立て m れば、 如何なる ことに も、 崩る ベから ざるに、 本土の 下にても、 貫 を 二 筋 

通し、 芝の 間に も、 又 一 筋の 賞 を 通し、 其 上に 五 尺の 塀 を かけ たれば、 飛鳥なら では、 

越 ゆる こと を 得べ からざる に、 猶も矢 切 を 構へ た， 5。 塀の 柱 は 廻 二 尺餘、 又は 一 尺 

七八寸 なり。 二 本の 柱の 間に は、 悉く 六寸 五分、 又は 五寸六 分の 矢 狭間 を、 內八文 

字 外 八文字に 切らせたり。 是は 岸に 三尺 五寸の 人形 を 立て、、 內 より 射よ き やう 

に、 高く 低く 切らせら る。 坂 を 上る 敵 なれば、 腰の 屈む ベければ とて、 三尺 五寸の 

人形 を 射させられけ b。 矢 狭間の 上下に、 四 寸の賞 を 通し、 貫 二 筋に、 間 二 廻り 八 

寸の小 柱 を 立て、 四 五 寸の木 を、 內 外より 塀 を 骨に かき、 其 間に 小石 を 入れて、 粘士 


を 以て 突 込み、 日に 乾す こと 十日に して、 又內 外より 土お 以て 塗立て、 內 三尺の 走 

b 櫓 高 櫓 等 を、 かき 雙 ベた b -。 又 城 中の 諸 木 も、 崧の外 は、 春 若葉の 頃、 悉く 取りて 

日に 乾し、 又は 煎 干鹽に 漬けて、 之 を 食物の 便と す。 木 を 伐る 時 は、 太き を 敵に 拋 

る 礫と し、 枝の 細き を 薪と す。 又 水 舟 を 二三 百 作 b 雙ぺ、 役所の 軒に 續樋を かけ、 一 

滴の 雨 をも殘 さや 入れ 置きたり。 米 を 磨ぎし 水 を 捨て やして、 士卒 洗足の 水 とな 

し、 其 を も 捨てす して、 馬に かひ 湯 洗 ひの 水と なし、 其 をも猶 すたらざる 樣 にして、 

火矢 を涫す 水と せり。 

千劎破 城壁 書の 事 

斯の 如く 铕 へたる 上 摒の內 一 丈 五 尺 を 去り、 樹木 を樯 ゑて 林と す • 其 內に室 家 

土藏 あり。. 塀より 外の 樹木 を 切り、 其餘. り も、 悉く 极を 掘りたり。 是は敵 登る. に、 便 

あらせ じが 爲な りけ り • 米粟麥 以下 三萬餘 石. 大豆 1 1 千 餘石. 鹽 五百石、 又 方 三 問に 

深さ 二 間の 藏箱ぁ b。 之 を 地に 掘 入れて、 稻の穂 を 積み 滿 てり。 其 外 油 • 干魚. 海藻 

千靱玻 城壁 書 Q 事 ：  S 
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は、 其數を 知らす。 長さ 五 間橫四 間の 土藏 に、 矢の 根 を 入れ、 其 上 鐡三萬 斤. 鍛冶 六 

人 を 籠め て、 畫夜之 を 打た せたり。 正 成 此の 如く、 思 ふま ゝに 用意して、 義心 鐵石 

ひきす ぐ 

の 如くなる 逞兵八 百 六十 四 人 を 選み、 引 勝って ぞ楣 籠り 給 ひける。 又 正 成 壁 書 を 出 

して、 士卒 を誡 めら る。 其 文に 曰く、 

1 、遊び も 度々 重なり ぬれば、 樂 にあら す • 

1 、 珍 膳 も、 每 日向へ は 甘から す。 

1 、 甲冑 は、 さねの 固き を 良しと す。 好む ベから や。 

一、 よせいの 馬 何 かせん。 長 三寸 計に て、 遠 行に 疲れす、 足の 强 きをよ しとす • 

1 、 太刀 は 骨の きる ゝ をよ しとす。 作 を 好む ベから す。 

一、 高直の 着物 を 求め や。 

一 、人の 惡を いはす、 善 を も 便な きにい はや • 

一 、世の 善惡 を、 あからさまに いはす。 

一、 吾に ある 有 を 報 せんとい ふ 事な かれ。 爲， 國報^ <惡 一， 常人 一は 可， 禁なり • 


一、 唯今 日 無事な らんこと を 思 へ • 

已上 

去年 正 成、 湯 淺を攻 落されし 後、 和 泉. 河 內兩國 の 敵の 所領、 悉く 取. 集め、 家 子 郎從に 

與 へて、 殘る所 は 皆千劎 破に 取 入れら る。 其 時、. S 麻の 油 はいふに 足らす。 1 切の 

菓を 取らせて、 油と せらる。 正 成の 居 給 ひし 家の 下に は、 深さ 二 間に 穴 を 掘り、 炭 を 

埋 むる こと 三千 餘駄に 及びぬ。 唐土. 天竺より 寄せ 來 b たらん は 知らす、 日本の 勢 

は、 數を盡 して 攻む ると も、 落つ べき 城と は 見え ざ， 9 けり • 

• 名 越 時 有 陣，， 水邊， 事 

斯る 所に、 同閏 二月 十八 日、 二階 堂 出 羽 入道 道蘊 * 吉 野の 城 を攻 落せし かば、 今は吉 

野. 赤 坂の 東國 勢、 悉く 馳せ加 はって、 千劎 破の 寄 手 二十 萬 騎に餘 りけ り。 東國勢 

は、 城の 小き を 見 侮 b、 切 岸の 下 迄 潜き 連れて 攻め 近付く。 城 中には 豫 てよ b  、大 

木の 三 四 尺 廻りなる を、 四 五 尺に 筒 切. りて、 摒裏に 多く 積 置かせ、 又轉び 易き 石の、 

名 越 畤有陣 --水 逢 I 事  lg 
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一 ノ して 一 つ 二つ 持つ 程なる を、 山の 如くに 積み 置きた る を、 士卒 等 取って 投 かけ 

投 かけ 漂 ふ 所 を、 散々 に 射させければ、 手 負 死人 五六 百 人に 及びけ る。 是 より 左右 

なく 攻めん i もせ ざ. o ける が、 愛に 木 坂 九郞と いふ 者 あり。 主君 金澤 右馬助 貞將： 

向 ひ、 先 曰 赤 坂を攻 落し 候 ひし は、 吉 河の 水 を 留めて 候 ひし 故、 忽に 落城して、 阿曾 

殿の 高名と な. o 侯 はす や。 是を 以て 案じ 候に、 是 程の 小 城に、 水の 澤 山に 險は、 S 可 

樣 東の 山の 麓に 流れた る溪水 を、 每夜 汲む か i 覺ぇ候 とい へば、 貞將 大に悅 び、 汝 

かいふ 所 狸に 當れ りと て、 大將 大佛. 陸 奥 守貞直 • 间武藏 左 近 將監宣 政. 名 越 遠 江 入道 

元 心に 對 面し、 此 由を宣 へ ば、 皆 此儀尤 なりと て、 名 越 越 前 守 時 有 を 差 向けら る。 時 

有 三千 餘騎を 引率し、 水 邊に陣 を 取. c/ 城より 出 下る べき 道々 つまり. （- に、 逆茂木 

を 引きて 待 懸けし かど も、 素より 城 中に 此水を 汲ま ざれば、 曾て 人 音 もせ ざり けり。 

正 成 此事を 聞き 給 ひ、 名 越が 陣に 忍び を 入れ、 每曰 敵の 様子 を 窺 はせ、 備の 虛實、 名 越 

か 術、 殘る所 もな ぐぞ 尋ね 聞かれけ る。 其 上觀心 寺よう、 每日十 人 十四 五人づ つ、 

一 忍びの 者 共 を 敵陣に 差遣す。 此者 共、 或は 餅. 酒. 草鞋 等 を寳る 商人に なり、 又は 猿 引 


なんどに なりて、 陣中に 紛れ 居て、 敵方の 取沙汰 を 城 中に 知らせけ り • 歜は 十重 二 

十重に 園み たれ ども、 每夜城 中に 狀を 通す。 其 狀は皆 白紙な りと い へど も、 水に 漬 

し ぬれば、 文字 明に 浮べるな， 9。 又 鍋の 墨 を 付けて 見る にも、 文字 顯 はれぬ。 是は 

たう ごまの 油 を 以て 書く i かや。 其 頃 迄 は 世人 曾て 知ら ざ. o ければ、 正 成 大に之 を 

祕 せられけ り • 去る 二月 廿 三日の 黎明に、 忍びの 者 一人、 正 成の 返狀を 持ち、 觀心寺 

に歸 らんと、 城 中よ b 出で ける を、 大佛左 近 將監の 番兵 見咎めて、 何者なる ぞと捕 

ベければ、 吉 野より 叁り たる 商人に て 候と いふ • 何條 さる 事 あるべき • 密狀ゃ あ 

る 、捜せよ とて、 赤裸に しな. 9 ける に、 懷 中に 白紙の 折うた るが、 十 枚 計 ありし よ， CN 

外、 何と 見咎 ひべき 物 もな し • 番兵 等、 W は實の 商人に やとい ふ 所に、 同じく 觀心 

寺よ， 9 出で たる 忍び 一 人 走 b 來， o、 こ は 如何に、 汝は 何の 過 をな しつる ぞゃ i 問へ 

ば、 されば とよ、 道に 踏 迷 ひ、 城の 方へ 行きし 程に、 爱は 敵の 方な りと 思 ひ、 足早に 

逃げ 歸， o しに、 此の 如く 見咎めせられ、 難儀に 及ぶな りと いふ • 彼の 忍び 聞いて、 是 

は吉 野より 近き 頃叁 りたる、 油醬 なんど 賣る 者に て、 某が 友に て 侯が、 和 泉より 參 

名 越 時 有 揮-水 邊-亊  Is 
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b たる 商人に 僞り方 便られて、 昨日 錢 四百 文 盜 まれて 侯 故、 彼の 男 奴 を 尋ね 出さん 

が爲 め、 此 者と 二人、 方々 と 尋ね 廻り 候な り。 汝は又 何故に、 其樣子 をい はざる や • 

陣中に 馴れざる 故、 臆したり などい へ ば、 されば とよ、 餘 b 怖ろ しさに、 兎角 を も 得 

いはざる なりと いふ • 番兵 等、 扨 は實の 商人 どや、 疾々 歸る べしと て歸 しけり • 大 

將左近 此由を 聞き、 諳國 より 來り 集れる 商人 共 を、 其の 如くに 惱 したらん に は、 賣 

人 等 怖れて、 悉く 己が 在所に 逃げ 歸る べし。 然 らば 陣中 詰，^ て、 諸 勢 難儀に 及ばん 

か、 以來 卒爾の 擧動 をす ベから すと、 陣中 を觸れ させられければ、 是 より 忍びの 者 

共、 彌思ふ 儘に 陣中 を經巡 b ける 故に、 名 越 時 有の 備の 疎なる を も、 日々 狨 中へ ぞ 

吿げ 知らせけ る。 


南朝 太平 記卷 第五 終 
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千斂破 城兵 夜 討 附 時 有 敗北の 事 

さる 程に 兵 衞尉正 成 は、 敵の 虛實 を、 思 ふま ゝに窺 ひ 澄して、 敵陣 を 見や b 袷へば、 

諳陣 より は、 十 町 又は 十四 五町 も 隔てたり。 城よ， 5 は 五町 有餘 i 見 課せて 後、 一夜 

對 して、 敵に 目を覺 させんと て、 逞兵を 勝り 出し、 相 印相 詞を 定めら る • 一  番は 湯淺 

六郞百 餘騎、 水 邊に陣 せし 敵に、 一文字に 切って 入れ •  二番 は 北 辻 玄蕃允 宗以、 是も 

百餘騎 にて、 名 越が 陣の、 周章 騷 がん 所へ 切入れ よ。. 三番 は 楠 三郞正 富、 是も 百餘騎 

にて、 後陣 を 堅く 守るべし と 下知 せらる。 豫て物 馴れたる 勇士 十六 人、 敵陣に 入れ 

置かる • 是は名 越 周 意 出合へば、 組 せんが 爲な， O けり • 時に 北 辻 申しけ る は、 名 越 

は 遊興 をのみ 事と して 、夜毎に 夜 竿 過ぐ る 迄 酒宴 をして 遊び 候 由、 傳へ 承りて 候と 

千釵被 城兵 夜 討 附時有 敗北の 事  Is 


名 越 時 省 
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いふ。 然 らば 卯の 一天、 宜しから んとぞ 定められ ける • 殘る 城兵 五 百餘騎 も、 面々 

の 持 口 を 堅めさせ、 若 敵 寄せ 來 らば、 防ぐべし と 下知 せらる。 斯くて 卯の 刻に なり 

しかば、 大將正 成 も、 三十 餘人 を相從 へ、 正 富が 陣 より、 二 町ば かり 後陣に 控 へ、 我れ 

能き 時分 を 勘へ、 引 太鼓 を 撃つ べきな り。 一 番の 太鼓に、 湯淺. 北 辻 引取れよ。 味方 

如何に 勝 誇りた も、 打 捨て ゝ 引取る べし。 其 故 は、 時 有 を 討ち取りたり とも、 敵 

はさまで 痛む まじ。 * 方 一 人 にても 討 たれな ば、 大 なる 損なるべし。 二番の 太鼓に、 

正 富 引け， 縱ひ 一 番 の太皲 に、 先の 一 一軍 引か やと も、 正 富 は 引取れよ。 先の 二軍 太鼓 

を 用 ひやして 引か すん ば、 捨て、 正 富 を 引かせ、 正 成 も 引かん する ぞ。 二軍 を 助け 

ん i て、 城 を 敵に 取られな ば、 末代 迄の 恥辱と いひ、 君に 對 して 大 なる 不忠な り。 三 

番太鈹 は、 正 成が 引取る と 知らせん 爲の 太鼓 ぞと、 軍 含 堅く 下知せられ けり。 名 越 

が 勢、 毎夜 氣を 詰めて 守りけ るが、 後に は 次第に 懈り て、 敵 此水は 汲ま ざり け， 9 と 

ラち X け 

て、 打 解に ぞ 居た， りけ る。 斯る 所に 又、 | 條 目の 霞 隱れょ b 押 寄せて、 河 邊の者 共 一 一 十 

餘 人切敖 もし、， 直に 名 越が 陣に 切， O 入って、 東西南北に 龃立 つる。 越 前 守 時 有、 辛き 


^を 》 かり、 這々 本の 陣 所に 引取らる。 數 萬の 寄 手助け 合せん とて， 騷 動す る體を 

見て、 正 成 一 番太 鈹を擊 つて、 早 二軍 を 引取り 給 ふ •  二の 太鼓に 付きて、 正 富 も 引 入 

れば、 漸々 數 萬の 散兵。. 名 越が 陣に馳 付き たれ ども、 喧 嘩* ての 千切 木な りと ぞ見 

えたり ける。 斯 く.， -て後 正 成、 三番 太鼓 を 打た せ、 靜々 と 引 入ら るれば、 名 越が 陣 

に 集りし 諸 軍勢、 此 太鼓に 驚き、 す は 楠 こそ 寄 すれと て、 前後 を 忘れ 途を失 ひ 、八方に 

ぞ逃 行きけ る。 斯くて 湯淺 以下 三人の 者 共 は、 敵の 捨てた る 旗 慕な ど 取り持た せ、 

大將の 前に 出合 ひ、 戰の 次第 を述 ぶる。 正 成 其 戦功 を 感じ、 恩賞 夫々 にぞ行 はれけ 

る。 時に 北 辻 進み出で、 敵の 旗 幕 を 追手に 立て、 笑 ひ 候 は^. やといべ は、 正 成 打 笑 

ひ、 我 もさ 思へ ども、 敵 若し 誤って、 名 越 殿 こそ 城へ 切り入り 給 ひたりなん どと い 

は  >、 數 萬の 敵、 之 を 誠 ぞと思 ひ、 競ひ懸 つ て 攻め 來 らば、 城危か る ベ ければ、 暫く 

歒の靜 まる を 待つ べしと ぞ宣 ひける。 其 翌日 櫓に 三 木 傘の 旗と 慕と を 引きて、 昨日 

名 越 殿よ ち 賜って 候と、 同音に 咄と笑 ふ。 . 名 越. 一 家の人々 大に 怒って、 五 千 餘人切 

岸の 下迄攻 付けて、 城 中へ 切入らん と 揉む 所 を、 切 岸の 上に 橫た へ 置きた る 大木 共 

千釾破 城兵 夜 討 跗時有 敗北の 事  一 一 一 
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を、 一度に 切って 落しければ、 壓に打 たれて 死す る 者、 千 四 五 百 人に 及べり • 是に駭 

き、 士卒 騷ぎ 立つ 所 を、 城 中より 差 詰め 引 詰め 射け る 程に、 五 千餘. < の 勢 過半對 た 

れ、 殘 りし 者 共 も、 朱に なって ぞ 引取りけ る。 

,  てだて 

足 利 治 部 大輔高 氏 術の 事 

斯くて 正 成、 又 一 つの 謀 を 巡らし、 芥を 以て 人形 を 二三 十 作らせ、 甲冑 を 着せ 兵 具 

を 持たせ、 深夜に 及んで 麓に 立 置き、 逞兵百 餘人を 交へ て、 黎明の 比、 鬨を咄 と 作ら 

せけ る。 數 萬の 寄 手 之 を 見て、 我 一にと 攻合 はす。 城兵 は、 矢 軍少々 する 體 にもて 

なし、 次第々々 に 城 中へ 引いて 入る。 寄 手 人形 を 敵 ぞと思 ひ 相 集る 所 を、 大石四 五 

十 一 同に 轉 ばせ しかば、 敵 數百人 討 たれて 逃 返く。 寄 手 も大に 呆れて、 是 より 合戰 

を 止めに けり。 爱に足 利 治 部 大輔高 氏 も、 此 城の 寄 手に 向 ひ 居 給 ひける が、 大將大 

佛. 陸 奥守貞 直へ 向 ひ、 數 萬の 大軍取 園みながら、 うかくと して 爭が曰 を 送 b 候べ 

き • 謀 を 以て 一夜 討 仕らん と宣 へば、 貞直も 此儀尤 に候ぞ と、 同せられ ける。 足 利 


殿の 一 族、 細 川彌八 郞淸氏 ^1 守の 乳母 は、 正 成の 家 子 早瀬 吉 太が 伯母な りければ、 

是ぞ よき 便 なれと て、 乳母の 夫 桂 平 六 を 以て、 御邊の 役所より 手引 せられば、 夜 討 

にして 當 城を攻 落す ベ し。 然るに 於て は、 恩賞と して、 四千 賞の 所領 を 申 行 ふ ベ し • 

此事僞 ある ベから すと て 、黄金 五 百 兩をぞ 送られけ る • 然れ ども 正 成良將 たるに よ 

り、 番兵 をして 城 を 堅固に 相 守らせ、 十二時に 鐘を搔 かせ、 廻り 番 六十 人、 十 人 を 一 

與と して、 每夜六 七 度 づっ之 を 廻らせて、 怠を禁 めら る。 櫓々 よ， 9 は、 极明 又は 車 i 

明 を、 夜 每に五 度 六 度 かけ 出して、 忍び入れ じと 撿 むる • 正 成 も、 勇士 十 人相 從へ、 

自ら 夜每 二三 度づっ 巡らる、。 崧明 二つ、 雨の 夜 は 三つ、 其內ー つ は 樹の內 を 通し、 

何れ. も 一 一十 閬 計り 先に 立ちて、 面々 の陣 に、 御用 心 候 へ と 呼 は つて ぞ通 りけ る • 其 

上 敵より 隱 謀を勸 めぶ 負を與 へ ん との 判 を 出し、 又は 引出物 を 送る ベ し。 然 らば 正 

成、 敵の 一 倍を與 ふべ しと、 豫て 下知し 給 ひければ、 早 瀨頓て 正 成の 前に 來 b  、敵よ 

りの 術 を、 あ b のま、 に 申し、 陸 奥 守の 證 判. 引出物 等 を 出して、 正 成の 前に 置きけ 

れば、 正 成大に 感じ、 卽 座に 千 雨の 金を與 へ 、 四千 貫は唱 へ の惡 ければ、 五 千 貫 を 宛 

足 利 治 部 大輔高 氏 術の 事  さ 一一 
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行 はんと ぞ 約せられ ける。 足 利 殿 は、 斯る事 i は 知り 給 はす、 旣に 夜. M の 日限 を定 

め、 人質 を 出さるべし とい ひ 送られければ、 早瀨、 正 成の 下知 を 受けて、 密に 返事し 

ける は、 當 城に は、 一 族 も 候 はや。 妻子 も 南都に 候へば、 質に 進 やべき 者な く 候。 此 

上 は 一 紙の 吿文を 進 じ 申 候 はんとい ふ。 高 氏 之に 同じ 、告文せ させて 後、 細 川九郞 

義實 を大將 として、 一 ー百餘 人をぞ 差遣 はされ ける。 義實此 勢を從 へ、 さし も嶮 しき 

山 を攀登 つ て、 切 岸 の卞に 着き、 早瀨 が 相圖を 待ち 居 た り。 城兵 等、 敵 を 思 ふ 饞に僞 

JS きょ 

引 寄せ、 吉 太を搦 めて、 生 捕りた る體に 見せ、 遙 々と 難所 を 是迄御 出 こそ、 御大 儀に 

候へ。 籠城の 儀に て 候へば、 何とて 持 成すべき. 物 もな く 候。 堅く とも 之 を 聞 召さ^ 

候へ とい ふ 儘に、 大 石を拋 掛けく 漂 ふ 所 を、 秘 明を投 出しく、 其 光に 精兵の 手垂 

共、 差 詰め 引 詰め 射た b ければ、 細 川 九郞を 始め 殘 少なに 討 たれ、 其 餘の者 共 は、 我 先 

にと 逃 行きけ り。 是 より 諸 將會議 して、 只食攻 にすべし i て、 合戰を 止められ ける • 

遠 州 入道 元 心 • 同時 家 鬪諍附 遊女 新羅 * 梯の事 


斯くて 寄 手の 諸將 、軍 を 止めて 守 b 居られければ、 永陣に 屈し、 徒然に 堪へ 兼ねて 

江 口. 神 崎の 傾城 共 を 集め、 思 ひくに 遊興 をぞ せられけ る。 爱に名 越 兵 庫 介 時 家 

は、 神 崎の 新羅と いふ 遊君に 相 馴れ、. わ b なく 思 ひ 通 はれけ る 所に、 叔父 遠 江 守 篤 

時 入道 元 心、 彼女 を戀慕 ひ、 己が 方に 取窿 して、 閨の友 i ぞな しにけ る。 甥の 時 家、 

此事 を泄れ 開きて 大に 憤，^、 小 田 常 陸 前 司 時 知 は、 無二の 朋友な りし かば、 小 田に 

此事を 語る • 時 知 聞きて、 某に 任せられよ • 能き に 計ら ふべ しとて、 入道の 陣に行 

向 ひ、 此事 甚だ 以て 宜しから す • 世の 聞く 所 も 如何に 候と 諫めし かど も、 左様の 事 

思 ひも 寄らす 候。 如何 樣讒 人の 申す 所 か、 人 違 かと こそ 存じ 候と 陳 せられければ、 

時 知 も 力なく して 立歸 りぬ。 兵 庫 介大に 怒り、 如何にもして 見顯 はして 、本意 を 達 

せんと ぞ 企まれけ る。 斯く とも 知らで 遠 江 守 入道、 或 時 遊女. 遁世 者 共 を 集め、 酒宴 

を 催し 居られけ るに、 兵 庫 介 不意に 出 來り、 入道の 傍に 居 寄って ありけ る を 見て、 

磘と 睨み、 何ぞ 入道、 斯 くまで 無 鱧 を 行 ひ 給 ふべき。 郎等 共、 あの 新羅 を 引立てよ と 

怒ら るれば、 さ 承り 候と、 若者 共 三人、 新羅 を 取って 引立てん とす。 入道 之 を 見て、 兵 

笾州 入道 元 心 • 同時 家 鬪諍附 遊女 新羅 幷梯の 事  S 
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庫 介を拔 打に 切ら るれば、 時 家 も 透 さや、 入道の 左の 脣 より 右の 助まで 切 離さる • 

入道の 手の者 共、 頓て兵 庫 介 を 切 倒す。 雨 人の 郎等 共 之 を 見て、 或は 切 合 ひ 或は 刺 

違へ て、 片時が 程に 二百 餘人、 枕^ 雙べ て 死した りけ， o。 城兵 等 之 を 見て、 朝敵に 與 

し、 十 善の 君に 敵し 奉る 惡人 共が、 自滅す る を 見よ やとて、 同音に 咄と笑 ふ。 寄 手の 

諸 勢 は 頭を搔 きて、 名 越 殿の 仕出され たる 事よ とぞ咗 きけ る。 斯る 所に 同 じき 四月 

四日、 鎌 倉の 飛脚 到来し、 城 を も 攻めす、 徒に 日 を 送 る こと、 甚だ 以て 然 る ベ か ら す 

と 下知 せらる。 是に 依って 諸 將會合 し、 軍の 術 を 評定 ありけ るが、 域の 前なる 堀に、 

橋 を 渡し て 打 入るべし とて、 京都より 番匠を 五 百 餘人呼 下し、 八 九 寸計 の 材木に て、 

長さ 十 丈、 橫はニ 丈 五 尺に、 梯を 作らせたり。 是 は大繩 を. 二三 千筋附 けて、 車 を 以て 

卷 立て、 向 ふの 岸へ 倒し 懸けん が爲 な， けり。， 忍びの 者 共 之 を 見て、 城 中に 告げけ 

れば、 城兵 等 も 犬に 怖れ、 如何せんと ぞ 案じけ る。 正 成 又 思慮 を 巡らし、 いやく 敵 

てだて 

の 術 恐る、 に 足らす。 梯を锭 木に して 射ん に、 あだ 矢 は 更に ある ベから やとて、 敵 

より 橋 を 渡す らんと 思しき 所に、 櫓 を 多く 構へ させ、 竹 を 以て 水彈 * 七千餘 作らせ 


らる • 又 大壺を 多く 土に 掘り 据ゑ させ、 油を湛 へたる こと 二百 三十 餘石、 又 長さ 一 

尺 廻り 一 尺 五六 寸の崧 明 を、 ニ萬餘 用意 せられけ ，9。 是は寄 手 橋 を 渡しな ば、 水彈 

を 以て 油を彈 きかけ、 其 上 松明 を 投げ出して、 燒 落さん が爲 なりけ り。 斯くて 梯出 

來 しかば、 數 萬の 寄 手、 車 木 を 以て 卷 立てさせ、 旣に 向へ 倒し 懸けん とせし 所に、 城兵 

一同に 鬨を 作り、 散々 に 射 立てければ、 元來 臆病なる 人夫 共、 わつ というて 逃げけ 

る 程に、 是に氣 を 奪 はれて、 す は 例の 楠よ と、 何の 分ち もな ぐ、 崩れ 立 もて ぞ逃 行き 

ける。 梯は 倒れぬ。 又 壓に打 たれて 死せ し 者 も 多 かりけ る。. 寄 手 材木 を 敵に 取ら 

れじと 、小町 民部丞 を、 一 千餘騎 にて、 番兵と して 附 置きけ る 所に、 小町 大に 怖れ、 我 

れ 楠が 爲に討 たれん は 必定な りと、 身 を 震 はして 悲 みける が、 次の 夜晴 きに 紛れて、 

行方 も 知らす 落 失せけ り • 

正 成 計略 W 佐 介 時 氏 • 陸奧貞 森 以下 被， 討 事 

正 成 又 思慮 を 巡らされ ける は、 寄 手の 中に も、 金澤 右馬助 貞將 は、 小 賢き 男に て、 動 も 

正 成 計略 附佐介 時 氏 • 陸奥歲 森 以下 被， 討 事  一 1セ 
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すれば 間者 を 入れ、 * 方 を 討たん と 相 企むな る， 我れ 上手 を 討って、 今より 術 を 止 

めさす ベ しとて、 觀心 寺に ありけ る 舍弟正 氏の 方に、 密計 をい ひ 送らる。 是に 依つ 

て 正 氏、 大事の 計略 なれば とて、 日 井 小 藤 太. 木澤平 次兩人 を、 敵陣に .ぞ 遣され ける。 

日 井. 木 澤は、 吉 野より 來り たる 商人の 體 にもて なし、 此 彼と 徘徊し ける が、 貞將の 

家 子 岩 城 右京 進が 許に 行き、 樣々 物語りし ける が、 越 中の 一 方の 將、 恩 地 左 近太郞 

が 方へ 參 りて、 味方に なし 參らせ てん やとい ふ。 岩 城 能き 便な りと て、 二人 を 具し 

て、 貞將の 前に 出で、 斯 く.. o 申しければ、 貞將 大に悅 び、 汝等は 如何にして か、 城 中へ 

てだて 

は 入るべき と 問 ひ 給 ふ。 二人 聞きて、 能き 方便の 候。 大塔宮 の 4： 旨 を 、一通 作りて 

給 はり 候へ。 城 中に 入りて 正 成に 令旨 を 渡し、 扨 恩 地が 役所に 忍び 行き、 咴 方に 語 

らひ候 はんとい ふ。 金 澤殿之 を 感じ、 汝等 は、 鄕 民に は 才智 勝れた る 者 共な， o とて、 

令旨 を 似せて 一 通 認め、 術 を 委しく いひ 含めて ぞ 遣され ける。 兩人 は、 城 中に 忍び 

入りけ るが、 翌日 立歸 つて、 金澤 殿に 申しけ る は、 恩 地 御 返事 を 申 候 は、 仰の 如ぐ 日本 

を 敵に 受け、 此 1 城に 楣籠. o. 候 へ ば、 落城と こそ 存じ 候 へ 。 然れ共 主人 正 成 を 捨て 


難く 候 • 此ー跡 を 御 絶し 候 はんに は、 爭か 仰に 從ひ 候べき • 正 成 計 を 御 誅伐 あつ 

て、 幼子 多 門 丸 を 御 立て あらんに 於て は、 正 成 は I 代、 家 は 末代に て 候へば、 仰に 從 

ひ 候 はんと 申 候と いふ • 其 上 正 成よりの、 令旨の 御請 を も 取 求れ り。 負 將諸 將と胥 

議し給 ひける が、 正 成 一 人 討て 出しな ば、 多 門 丸 は 本領 安堵 相違 あら じと、 誓 書 を 

ぞ 出されけ る •  二人 は 之を帶 し、 又 似せ 令旨 を 賜 はって 城 中に 入り、 先づ恩 地が 役 

所に 求る • 左 近太郎 1 一人 を 相 具し、 正 成の 前に 出で、 披 きて 之 を 見る に、 六 ケ條の 好 

みの 內、 極めて 難儀なる は 人質な 是は足 利 尊 氏、 以前の 不覺に 懲りて、 堅く 支 

へ 申さ る 、所な， o。 玆に長 谷 平九郞 は、 大 剛の者に て、 力 世に 超え たれば、 並々 の 者 

四 五十人 は、 曆と もせ まじければ とて、 長 谷 を 招きて， 此 事を宣 へ ば、 御 承 b 候。 君 

の 爲に命 を 捨てん こと、 士の 面目に て 候な り。 然れ ども 如何なる 敵中 にても 候へ、 

大方 は 切 拔け歸 り 候 はんとい ひければ、 長 谷 を、 恩 地が 舍弟左 近 三 郞と申 者に. て 候 

とて、 人質に ぞ 出しけ る。 右馬助 貞將、 謀 相 調り ぬと 大に悅 び、 金靱 三振. 黄金 三百 

兩. 白銀 千兩 を、 恩 地が 方へ ぞ 送られけ る • 恩 地相 圜を 定め、 多勢 は 御 無用に て 候 • 

正 成 計略 附佐介 時 氏 • 陸 奥貞森 以下 被" 討 事  一 ^ 
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正 成に 腹 を 切らせん こと は、 御 勢 を 賴ひ迄 も ある まじぐ 候。 宗徒の 人々、 少々 大將 

の 後の方の 櫓の 下 へ 御 付け 候 へ とて、 案內者 一 一 人、 相 言葉 を定 めて ぞ遣 はしけ る。 

金澤 右馬助、 さらば 勢 を 差 向くべし と て、 佐 介 次郞時 氏. 陸 奥 式部 S 貞森. 嫡子 小 式 

部 貞武. 南 澤右衞 門 次郞. 藤村與 一 以下、 宗徒の 一 族 八 人、 究竟の 若者 三十 二人 をぞ 

遣され ける。 此勢、 其 夜の 寅の刻、 案 內者を 先に 立て、 城邊に 近付きたり • 時に 恩 地 

が 勢 直 先に 進み、 切り入る 體に 見せければ、 © 十 人の 者 典、 劣ら じと 込 入りたり。 時 

に賊兵 共、 洪水の 漲り 來 るが 如く、 一同に 喚き 叫んで 切って 懸る。 恩 地が 勢 之 を 見 

て、 咄と 逃ぐ る眞似 をして、 寄 手の 勢 匹 十 人 を、 眞 中に 取 包み， 一 人も殘 さす 悉く 討 

取りけ り。 其 後 城兵 等、 太鼓 を 擊ち鐘 を 鳴らし、 鬨の 聲を揚 けし かば、 數 萬の 寄 手 

之 を 見て、 W こそ 城 は 落ちた る ぞ。 攻 入つ て 高名せ よ，， 谷 i も 崖と も い はさす、 曳 

ゃ曳 やと 攻 登る。 城兵 等 思 ふ 圖に敵 を 近付けて、 大木 大石 を投懸 くれば、 さながら 

天狗 S 、の 如く、 見る 內に 二百 餘人 打倒され、 蜘蛛の 子 を 散らす が^く、 一同に 崩れ 

行ぐ を、 散々 に 射させければ、 四方の 谷に 人雪崩 を 築かせけ り。 長、 谷 平 九 郞. 木澤平 


次.： 《 井 小 藤 太 三人 は、 此騷勸 に 紛れ、 敵陣 を遁れ 出で、 觀心 寺へ ぞ落 行きけ る • 

宇都 宫千 斂破發 向、 同 滅攻の 事 

大塔宫 尊 雲 親王 m 、は、 吉 野の 城 を 落ちさせ 給 ひ、 観 心 寺に 忍びて 坐し ける が， 

吉呼 十津川 宇多 內 郡の 野 伏 共、 宫の命 を 奉じて、 七 千餘人 蟻の 如くに 集り、 蜂の 如 

くに 起って、 此 彼の 谷 岸に 群り 居て、 金剛 山の 寄 手の 往來を 差 塞ぐ。 是 より 諸國の 

軍勢 实、 兵糧 運送の 道 を 留められ、 人馬 共に 疲れ 苦しみ、 百騎 二百 騎打 連れく 落 

ちて 行く； 和 田 孫 三郞正 遠、 五 百餘騎 にて 觀心 寺よ^ 打って出で、 糧道 を 差 塞ぎ、 落 

人 を 討 留めし かば、 日每に 討た る、 者數を 知ち す。 僅に 死 を 遣れた る 者 共 も、 赤裸 

になって 落 行きけ る。 雨 六 波 羅大に 呆れ、 兎角 楠 を 返 治す ベ き 人 は、 宇都 宮殿なら 

では ある ベ かち ャ。 馳 向って 凶徒 を 誅伐し 給 ふべ しと 申さ るれば、 公綱 畏 つて、 仰 

承り 候。 某罷向 ひ、 身命 を 捨て、 忠戰 を勵み 候べ しとて、 手勢 千 一 一 百餘騎 にて、 千^ 

破の 城に 馳せ向 ひ、 大怫陸 奥 守貞直 .E 武藏左 近 將監宣 政 以下の 諸將 i 胥議 して、 其 

宇都 宮千 釵破發 向 ^城 玫の事  一一- 
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より 城 を 七重 A 疊に取 園 ませ 、夜毎に 鬨を 作らせ、 前なる 兵に は 鋤 鍬 を 持たせ、 堀 

を 深ぐ 掘らせ、 土 を 高く 築 上げさせ、 宇都 宫 以下の 諸 將、 其 蔭に 詰 寄せた り。 城兵 等 

之 を 見て、 車崧 明を投 懸けく 防ぎ けれども、 悉く 掘へ 落 入りて、 寄 手 死傷す る 者 

一人 もなか b けり。 旣に 黎明 も 明 行けば、 朝霧の 晴 間よ b 、敵陣 を 見やりた るに、 件 

の 掘 を 前に 當て、 土手 を 高く 築 上げて、 宇都 宮治 郞大輔 公綱. 千 葉 大介貞 胤. 伊貝 右 

近大夫 將監有 政. 土 岐伯耆 入道 存 孝. 結 城 九 郞左衞 門 尉 親 光 以下の 宗徒の 大名、 家々 

の 紋付きた る 旗 を、 嵐に 飜ら せ、 軍勢 沓の子 を 打ちた る 如く、 寸 地も餘 さす 詰 寄せ 

た，^ 斯 くして 又 夜に 入れば、 十 間 1 1 十 間 繰 寄せて 堀 を 掘る 程に、 十餘 日に 及びし 

かば、 切 岸の 下まで 攻 寄せて、 鹿 垣 一 重 引 破る。 城兵 も 愛 を詮と 防ぎし かば、 此時又 

寄 手 多く 討 たれけ り， 紀淸兩 黨の者 共、 切 岸 を 上らん と 揉み けれども、 元 來正成 能 

ぐ 構へ 置かれた る 城 なれば、 寄 手 終に 登 b 得す。 公綱 思慮 を 巡らし、 只 掘 崩せよ と 

下知して、 岸の 下より ぞ 掘らせけ る。 寄 手 左右な う 詰 寄せて、 城 近く 陣取 b しかば、 

忍び を 出す ベ き 便 もな ズ、 掘 崩さん とする 術 を、 城 中 曾て 知ら ざ， o けみ。 氣を 得た 


る 寄 手 なれば、 難な ぐ 三日が 間に、 追手の 櫓 一 つ 掘 崩す • 諸 勢す は攻 込めよ とい ふ 

程 こそ あれ、 曳々 聲を 出して 攻 登る。 され^ も 豫て植 ゑ 置きた る 樹木 、厳しく 生 茂 

b たれ は、 寄 手も攻 入. o 難く、 猶 ためら ふ 所 を、 大石を 拋げ矢 を 飛し、 破られ じ と 防 

ぐ 程に、 寄 手 若干 討 たれに けり。 其より 正 成 思慮 を 巡らし、 穴 を 掘りて 溢 を 沸し、 之 

： を 敵に かけ、 大石を 落せし かば、 是が爲 に 或は 死し、 或は 瘡を 蒙る 者、 其數 多く 出來 

たりし 故、 寄 手の 勢 も、 今 は 十計讒 きて、 すべき 術な かりけ り • 

楠 正 氏 • 和 田 正 遠 夜 討、 千 斂破寄 手の 事 

觀心 寺に 忍び 居たり し 女 童 等、 此事を 偉へ 開き、 君の 一 大事、 此 時に 限りた，^ 我 

我 も 命 生きて 何 かせん.. 0、 泣悲 みければ、 楠 正 氏、 和 田 • 恩 地 以下 を 集め、 舍兄^ 成 

の 滅び 給 はん を、 我 々斯くて あり 乍ら、 何ぞ餘 所に 詠むべき • いざや 一 夜 討して、 敵 

を 遠く 追拂 はんと、 目 刺す も 知らぬ 喑き 夜の、 而も 風雨 烈しく、 大木 を も 吹 折る 計な 

*<? に、 物 馴れたる 兵 十 人せ 人 一 與と して、 寄 手の 諸陣へ 忍び入れ、 又 五十. < 六十 人 

楠 正 氏 • 和 田 正 遠 夜 討、 千 劍破寄 手の 事  裏 


湳正氏 和 

田 正 遠 等 

夜 討 
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づっ、 此 彼に 伏せ 置き、 又 一 一 百餘騎 は、 敵陣に 切り入る ベ しと 下知 せらる。 和 田 孫 三 

郞は八 百 人に て、 大儸 が陣に 忍び 居て、 敵、 鬨の聲 に 驚き、 周章 せん 時に、 火 を かく 

べしと 約 をな し、 我 身 は 百 五十 騎 にて、 寄 手の 勢の、 夜 詰に 行く 眞似 をして、 公綱が 

陣の 後に 控へ たり。 斯る 所に 二百 餘騎の 兵 共-寄 手の 陣へ、 咄と 叫んで 切って 入る. 

諳陣 驚き 騷ぎ、 こ は 何事 ぞと いふ 所に、 和 田 正 遠、 大將貞 直の 陣に火 を かけ、 鬨を作 

つて 切って 廻る。 豫て與 々を 分けて 入れ 置きた る 軍勢 共、 味方の 誰 こそ 敵に なり 

し、 何某 こそ 返忠 すれと、 聲々 に 喚 はって、 此に顯 はれ 彼に 隱れ、 十分に 龃亂 す。 此 

時 楠 正 成の 勢 ぼ 五十 騎 、公綱の 陣へ、 無二無三に 切入り て、 縱橫 無碍に 駆 立 つれば、 

紀淸雨 黨の者 共、 一戦に も 及ばす、 八方に 分れて 落 行きたり • 其餘 の諸陣 も、 親 討た 

れ子 討た るゝを も 顧みす。 多/、 は 赤裸に て 逃げて 行く。 正 氏 敵 を 追 立て、 直に 城門 

に 馳來ら る。， 番の者 共 大に悅 び、 城戶を 開かん とする を、 正 氏 怒って、 何故 此節 大將 

の 下知 を も 受け や、 門 を 開かん と はする ぞ。 軍. 令 を 知らざる や。 大將に 申すべし。 

寄 手強ぐ 攻め 候 故、 斯く夜 討 を 仕 候， こて、 郎等 一 人 城 中に 入れ、 我 身 は 頓て馳 返さ 


る。 正 成 之 を 聞き 給 ひ、 戰 半なる に、 正 氏が 爰に來 れる愚 さよ ノ思 ふ圖の 合戦 は、 え 

せま じき ぞと宣 ひける が、 案の 如く 與を なして、 分れ 居た る 軍勢 共、 大將 引き 袷 ひ 

たりと 心得て、 我も^ \ と 引いて 行く • 正 遠 は 便 を 一 人 城 中に 遣して 、合戦の やう 

を 吿げ、 正 氏の 見えざる は、 城 へ ぞ入， 5 給 ひつらん • 正 氏に は 似合 はざる 擧 動かな 

とて、 山陰に て 待ち 居 たれば、 正 氏 五十 騎計 にて 馳來る • 此勢と 一 手に な b  、豫て 相 

圖 せし 所に て、 後れし 勢 を 待 揃へ、 打 連れて ぞ 引取りけ る。 其 夜 陣を返 かざりし は、 

長 崎 四 郞左衞 門 尉 高貞. 城 太 宰大貳 入 道士 一浦 若 狹五郞 氏 明. 千 葉 大介貞 胤 •  二階 堂 出 

羽 入道. 小山 判官 秀 朝が 勢 計な り。 其 餘の輩 は、 三 里 四 里 逃れし かば、 翌日 白 晝に歸 

る も あ， 9、 又 夜に 入， O て 歸るも あり、 見苦し かりし 分野な， 9* 

兩 六波羅 最後 弁 千 斂破寄 手 敗北の 事 

愛に 播磨國 の 住人 赤松 入道 圓心 は、 大塔宮 の 令旨 を 賜 はって、 苔繩の 城より 打って 

出で、 所々 の 合戦に 打 勝ちて、 摩耶 山に 楣 籠り、 遠 江に 威 を 震 ふ。 四 國の土 肥 得 能 

兩 六波羅 最後 井 千 釵破寄 手 敗北の 事  .  lis 
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も、 宮方 になって、 長 門の 探題 上野 守 時 直 を 討 散らし、 六 千餘騎 にて 讃州 宇多津 今 

張 こ 讦を汰 へ、 京都に 攻 上らん と 企てけ る。 斯る 所に 閏 二月 廿 四日、 先帝 隱岐國 を 

忍び 出で させ 給 ひ、 伯 耆國に SS. ある。 村 上 又 太郞長 高、 きき 城 ぼきば、 敕 命に 

從 つて 次男 孫 一 11郎 基 長， 爾歸, 纖 ，三男 乙 童 丸 離蠲謂 11^ す。 . 長 高の 舍弟 

鬼 五郎助 高 門. 從弟小 太 郞信貞 以下 を 引率し、 先帝 を 船 上 山に 遷幸な し 奉り、 

此 所に 楣 籠り、 勢强大 になり にけ り。 然る 所に 赤极 入道、 酒部瀨 川の 合戦に 打 勝ち 

て、 直に 帝都に 攻 上る。 此時眛 方に 力 を 合す ベ しと 敕命を 蒙つ て、 千 種 頭中將 忠顯、 

船 上より 打つ て 上り、 赤 极にカ を 合さる 、。 六 波 羅每度 戰に利 を 失 ひ、 騙 東に 加勢 

を 請 はれし かば、 名 越 尾 張 守 高 家. 足 利 治 部 大輔高 氏 を 差 上さる、 所に、 名 越 尾 張 守 

は、 久我蠟 にて 討死し、 足 利 治 部 大輔高 氏 は、 忽 官軍に 屬し、 六 波羅を 攻められ しか 

ば、 兩 六波羅 遂に 戰 負け、 東 を 指して 落 行かれけ るが、 左 近 將監時 益 は、 四宫 河原に 

て、 流失に 中って 死し 給 ひぬ。 越後 守 仲 時 も、 五月 九日、 一揆 等に 取 籠め られ、 江 州 

番 場の 宿に て、 主從卅 二人、 自害して ぞ 失せに ける。 正 成の 京都に 附 置かれた る 忍 


の 者 共 * 翌 十日の 卯の 刻、 千劎 破に 走 b 歸り、 雨 六 波羅沒 落の 由 を吿げ ければ， 城 中 

の 士卒、 悅び 勇む 事 限な し。 正 成 、迫 手の 櫓に 人 を 上せ、 六 波羅殿 こそ、 御 慰の ため 

東 國へ御 向 ひ 候へ。 知 召されて 候に やと ぞ 呼ばら せられけ る • 寄 手 は 未だ 曾て 知 

らざ りければ、 又 古狐が、 如何なる 巧 を かなしつ らんと、 陣中 ひそめき 合 ふ 所に、 其 日 

の 午の 刻、 六 波羅攻 落されし 由 聞え しかば、 上下 周 意騷 ぎて、 東西に 走り 南北に 駆 

り 廻る とぞ 見えし • 未の 刻に 及んで、 寄 手 悉く 陣を拂 ひ、 南都の 方へ と 落ちて 行ぐ。 

近 國の野 伏 者、 谷に 充ち峯 に 群り、 螺を 吹き 枯木 を 叩いて 喚き 叫ぶ。 正 成 之 を 見 給 

みちく 

ひ、 敵 を 追討に » 取れよ。 落人 を 討 止めん と、 野 伏 共峯々 に 充満たり。 彼 者 共に 高 

名 あらば、 恩賞 を 行 ふべ しと、 大將の 下知なる ぞと觸 聞かせ、 百人づ つに 先 をせ さ 

せ、 三百 人 を 三つに 分け、 後陣に 備 へて 追 懸けよ。 敵の 返し 易 からん 所に て は、 遠矢 

に 射よ。 切 所に 懸 らば 追 懸け 追 詰め、 W 取れよ。 若敵大 返しに 返さば、 城に 駆 入る 

ベから す。 向の 深山へ、 引 入れよ とて 出されけ り。 士卒 等、 大將の 下知の 如く 野 伏 共 

を 語ら ひ、 短兵急に 追 S けし かば、 大 軍の 引 立ちた る 癖と して、 一 返し も 返さす、 主 

兩. 5 ハ波羅 最後 井 千 釾破寄 手 敗北の 事  1ー一 七 
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討 たれ 子 死す る を も 顧みす、 我先にと 落 行く 程に、 討た る 、者數 を 知らす • 或は 深 

谷に 落 入り 又は 深 田に 轉び 入， o て、 心なら す 生 捕らる、 も あ，^ さしもの 多勢. 殘 

り 少なに 討な され、 其 夜の 子 刻 計り、 漸々 南都に ぞ 落着きけ る。 正 成、 恩 地 以下の 諸 

臣を 集め、 敵に 一人 も 、合戦の 道 を 知りた る將 はな かりし ぞゃ。 正 成 此の 如く 引取 

らんに は、 今日は 手強く 城 を 攻めて、 明日 曉 天より 峯々 を 取って 勢を備 へ、 士卒 三 

十餘ー 組に して、 谷の 方より 引取らせ、 其餘は 次第 を 守ら や 峠へ 登せ、 峯ょ b 峯を 

持ちて HF 取らん に、 城兵 も 野 伏 も、 爭が追 ふこと を 得 ベ けんや。 敵の 難所 は 味方 も 

難所な ひ。 去年より 愛に 在陣し ぬれば、 案內は 知り 透し つらん • 然れば 城よ， り 打 出 

でな ば、 願 ふ 所の 幸に てこ そ ある べきに、 富める に 誇って、 次第に 武の 道の 疎くな，^ 

ぬ る淺 猿し さよと 宣 へ ば、 湯 淺彥六 進み出で、 峠よ， o 彼方 をば、 如何にして 引き 候 は 

ん。 承. o たく 候と いふ。 正 成 聞き 給 ひ、 峠よ， 9 彼方に 小き峯 いくら も あり • 然れば 

先備 の、 峠に 登りた る 勢 を 以て、 小峯々 々を 堅めさせ、 跡に 引きた る 軍勢 を、 峠に 備 

を 立てさせて、 其內 よ. CS 三千 餘を 峠に 殘し、 先の 如くに 引取らん • 然 らば 峠 を 下ら 


ん所を 討 取らん と、 城の 軍勢 打 出 でんか、 其 時 は、 先の 峯に備 へし 勢と、 三千 餘騎を 

亂 さす 引きけ る 勢と、 1 つに なって 戰 はんに、 など か 勝利 を 得 ざらん.. 0、 謀 巧みに 

宣 ひければ、 恩 地 以下の 者 共、 皆 智慮の 程をぞ 感じけ る • 
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新田 義貞被 „ 攻，， 滅北絛 I 附蠻戒 寺 建立の 事 

爱に 上野 國の 住人 新田 小 三郞義 貞は、 縑 倉の 催促に 從 つて、 千劎 破の 寄 手に. g 加 は 

つて 居 給 ひける が、 密に 大塔宫 の 合 旨 を 蒙り、 虛病を 構 へて 本國に 引歸 し、 同心 の 一 

族 を 相 語ら ひ、 元弘 三年 五月 八日、 笠褂 野へ 打って出 でら るれば、 越後の 一 族 里 見. 

鳥 山. 田 中： K 井田. 羽 川 以下 馳來る • 其 外 甲斐. 信 濃の 源氏 五 千 餘騎、 小 幡の庄 にて 馳 

着きたり。 翌 HI 武藏國 に 打 越え 給 へ ば、 紀五郞 左 衞門、 足 利 殿の 息 千 壽王殿 を大將 

として、 一 百餘騎 にて 馳せ加 はる。 其 外 近 國の勢 相 集り、 山野 一片に 陣を 取る。 相 

模 入道 大に 驚き、 金 澤武藏 守貞將 • 櫻 田 治 部大輔 貞國. 長 峙次郞 高 重 以下 を 差 向けら 

る。 櫻 田. 長 崎 以下、 小手 差 原. 久 米川兩 所の 合戰 に、 悉く 打 負けて、 分 倍 を 指して 引 


返く。 高 時 重ねて 舍弟 四郞左 近大夫 入道 惠 性に、 各 勢 を 相 添へ 差 向けら る • 敗軍の 

勢、 荒 手の 加 はりし に 力 を 得て、 聊 勝利 を 得る i 雖、 終に 合戰 利な うして、 鎌 倉に 引 

退く。 新田 方 は、 鎌 倉 勢 馳せ加 はって、 龍の 雲 を 得、 虎の 山に 凭る 勢 をな し、 巨 福 R 

坂. 假粧 坂. 極樂 等の 切通より、 三 手に 分れて 攻 寄せら る， 鎌 倉に も 三方に 分れて、 拒 

ぎ戰 ふと 雖、 天運 旣に盡 きけ るに や、 所々 の 合戦に 悉く 利 を 失 ふ。 官軍 は 氣に乘 つ 

て、 稻瀨 川の 邊に火 を かけて、 濱 面より 鎌 倉に 亂れ 入る • 折節 魔風 頻に 吹きて、 鎌 倉 

中殘る 所な く 焦土  i なり、 相模 入道の 屋形 にも 火 か、 うければ、 東南の 方、 東 勝 寺 

葛 西が 谷に 引 籠り 給 ひ、 同 骨 二日、 高 時 を 始め 一 族 一 一 百 八十 三人 、悉く 自害して、 平 

氏 九 代の 繁榮 一時に 減 U す。 哀れな りし 事共なら。 其 後足 利 尊 氏、 後^醐 天皇に 

^^し、 高 時の t 魂 を 弔 はんが 爲、 彼舊 宅に 東 勝 寺 を 移して、 北條 一 家の 骸骨 を 改め 

葬り、 寶戒寺 を 建立し、 圓觀 僧正 ほ I ，帥 を 開山と せらる • 第一 一世 慈 源 和尙ジ I 謂師と 

申せし は、 尊 氏の 次男に して 坐し けり。 卽高 時の 靈を 德宗權 現と 崇め、 社 を 建て ゝ. 

當 寺の 鎮守と ぞ なし 給 ひける。 

新田 義貞皲 U. 玫 ，- 诚北搽 1 附寶 戒寺蘀 立の 事  Is 
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. 主上 御，， 還 幸 花洛、 定平. 正 成 南都 發 向の 事 

兩六波 羅旣に 敗 13 の 旨、 京都.、 の 早馬、 船 上に 下着し ければ、 頓て御 還 幸 あるべし とて、 

同じき 晦日、 攝州兵 庫に 着かせ 給 ふ 所に、 翌日 新田 義貞の 早馬 参着して、 北險ー 家 

滅 G の 由 を 奏せられければ、 主上 ft 感斜 ならす、 其翌 六月 一 一 日、 兵 庫 を 御 立 あ つ て、 

瑤輿を 廻ら さる ゝ 程に、 同じき 六日、 ニ條富 小路の 內褢に 還 幸あって、 重ねて 寶ぉ 

を踐 ませ 給 ひける こそ 目 出た けれ。 さる 程に 千劎 破の 城に 向 ひ 居たり し關 1 勢 は、 

漸 々 南都 に 落 集り、 鎌 倉 へ 引返さん と擬 しけ るが、 道々 は、 皆官箄 に 屬す ベければ、 

長途 如何 あらんと 思 ひ 煩 ひ 居る 所に、 鎌倉滅 C の由閬 えし かば、 今 は何國 へ か 落 行 

くべき。 殘り 留まる 勢 五 萬 餘騎、 心 を 一 にして 帝都へ 攻 入り、 潔く 討死して、 名 を 後 

代に 殘 さんと ぞ 催しけ る。 此事歙 聞に 達しければ、 頓て楠 正 成 を 召され、 此事 如何 

あらんと 敕靛 ある • 正 成 謹んで 承り、 北條が 殘黨、 恐る ゝに 足ら やと 申ながら、 窮鼠 • 

却て 猫 を 咬み、 鬪雀 人を辭 せざる の 類に てぞ候 はん。 今迄 は 何 i ぞ身を 全うして、 


髑 東へ 落下らん と存 候べき か • 然れ ども 北條 旣に滅 G の 上 は、 迚も 遁れぬ 所と 存 

じ、 死 を 一途に 思 ひ 定め 候べ し。 中に も 宇都 宮、 勇猛の 者に て 候へば、 最後の 合戰 

と、 存じ 詰めて 戰ひ候 はんに は、 容易に 誅伐 を 加へ 難く 候 はん •  士卒 を 多く 討た せ 

候て は、 勝ちても 良 將とは 申 難く 候。 戰は やして 勝つ と 申す 事の 候へば、 謀 を 以て 

御 返 治 候 ひて、 宜し かる ベく 候と 申す。 合 戰の道 は、 勇士に 勝る こと ある まじ けれ 

ば、 汝 計ら ひ 申すべし となり。 正 成 承り、 然 らば 追手の 大將を 一 人、 差 向けられ 候べ 

し。 正 成 は 搦手より 罷向 ひ、 官軍の 威を顯 はし 候べ し。 其 後 追手の 大將 より、 先づ 

宇都 宮が 方へ 綸旨 をな し 下され、 汝が 勇敢 豫て釵 聞に 達す。 早く 官軍に 降るべし。 

本領 安堵 相違 あ る ベ か ら すと 敕靛ぁ つ て、 彼 を 召され 候 は K 降參 仕， o 候 ベ し。 然 

れ ども 何事 も、 正 成に 負け じと 存 する 者に て 候 へ ば、 其 取扱 ひ 候 は く 必定 我を立て 

て、 敕 誌に 應す まじき にて 候。 其餘も 降参す るに 於て は、 罪科 を 恩 免 あり。 忠 あら 

ば、 賞 祿を宛 行 はる べしと、 御 下知 を 下され 候べ し。 宇都 宮降參 を 仕りな ば、 諸 勢力 

を 落し、 十 方に 逃散， o 候 はんに、 况 してや 御免の 敕靛候 上 は、 我 もくと 降 人に 出 

主上 御-還 幸 花铬- 幷定平 • 正 成 南都 發坷の 事 
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で. 候 ベ し， 能く 計り 課せ 候 は K 大 f 一 一  階 堂 以下の 諸將を も、 悉く 生 捕り 候 は んと 

敕答 申さる 、。 主上 敫感淺 から や、 正 成が 術に 勝る こと ある ベから すと て、 中院中 

將定平 を 追手の 大將 として、 五 萬餘騎 にて、 大和 路 より 差 向けられ、 正 成 は 搦手の 

大將 として、 河內路 より 差 向けさせ 給 ひけり。 斯る 所に 同じき 七 H  、菊 地 小 貳大友 

が 方より 早馬 到來 して、 九州の 探題 英時を 退治 仕 候と 奏聞す。 今 四海 一 同に 符を合 

せた るが 如く、 逆徒 悉く 滅 C して、 王化に 復し ぬる こそ 目 出た けれ • 

正 成 謀略の 事 

さる 程に 追手 搦手の 勢 七 萬 餘騎、 南都に 攻寄 する 所に、 宇都 宮. 紀淸 兩黨， 七 百餘騎 

にて 般若 寺の 一 の 木戶を 固めたり ける を、 定平樣 々賺 して、 綸旨を 遣 はし 招かれけ 

れば、 公綱、 一族 郎等 共 を 集め、 此事 如何 あらんと 評議 せらる。 時に 芳賀淸 太郞資 

邦、 諸人の 意見 を も 待た や、 進み出で て 申しけ る は、 此度 所々 の 合戰 悉く 利 を 失 ひ、 

鎌 倉殿滅 C に 及び 給 ひし こと、 是皆 不義の 行跡あって、 天命に 逆 ひしに 依ってな り。 


然れ ども 君臣た るの 道を盡 し、 一 命 を 戦場に 拋ち、 忠 功の 譽を 天下に 顯 はし 給 ひぬ 

れば、 武恩 は、 形の 如く 報じ 盡し 給へ り • 然る 上は敕 命に 從ひ、 官軍に 馬せ させ 給 ひ、 

御子 孫の 後榮を 御議り 候へ と、 狸 を 正して いひければ、 公綱 此議に 同じ、 頓て降 人 

にぞ 出で たりけ る • 然れ ども 猶も殘 る處の 東國勢 三千 餘騎、 東大寺に 楣籠， 9、 一  支 

へせん と 待ちた る體、 行末の 事 はい さ 知らす、 先づ 勇々 しく こそ 見えたり ける。 斯 

る 所に 楠 正 成、 追手の 大將 羽林定 平の 陣 所に 行き、 東大寺に 楣 籠る 所の 三千 餘騎 は、 

必死の 敵に て 候へば、 攻む るに 容易から すして、 士卒 多ぐ 損じ 候 はん • 勝 は 良將の 

ひとて だて 

好む 所に て 候へば、 今 一 術 仕り 候 はんとて ぞ 歸られ ける • されば 二階 堂 出 羽 入道 道 

蘊は、 古、 正 成と 鎌 倉に て學 友の 交り 深 かりければ、 美酒 三箇 佳肴 七 種 を 送り、 正 成 

對 手に 罷向 ひし こと、 私の 遺恨 更にな し。 敕命 は辭し 難き に 依って、 罷向ひ 候 へ ど 

上しみ 

も、 古の 好 忘れ 難く 候へば、 寸志 を述 ぶる にて 候。 縑倉 も、 新田 義貞 に攻 破ら. れ、 相 

模 入道 殿 を 始め、 御 一 門 悉く 御 生害 候な り。 君に も 入道 は、 朝憲 を 蔑 如に し 、萬 民 を 

惱亂せ させし に 依って、 天誅 を 巡らせし 所な り。 彼が 一 族に 於て、 何の 罪 か あると、 

正 成 謀略の 事  1 憂 
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忝ぐ も敕靛 ありし 由、 臟林 寺の 頭 中將殿 | 項 の 物語に て 候 ひし。 又 洞院殿 も、 敕 

^にて ある ぞ。 討 手に 罷向 ひたりと て、 荒く 沙汰す ベ からすと、 御 內意を 承， 9 候 程 

に、 合 戰も斯 く 相 延べ 候な り。 縑倉殿 旣に滅 C の 上 は、 誰が 爲 にか 忠 戰を勵 まれ 候 

べき。 早く 中院 殿へ 仰 入れられ、 官軍に 屬 せられ 候へ かし。 大佛 右^助 殿 

誠お？ 扉き 巧お S 誠 城 S 近 B 降 人と して 出 でら る べき 旨、 事旣に 定ま-候 とて、 一 

封の 狀を 添へ てぞ 送られけ る。 出 羽 入道、 此上は 官軍に 降り、 妻子 所從 等が 一 命 を 

助けば や i 思 ひ、 降 人に 罷出づ べき 旨、 自筆の 返 狀を遣 はしける。 正 成犬に 悅び、 又 

大佛 右馬助 高直の 方 へ も、 . 右の 通 をい ひ 遣し、 一 一階 堂 殿 も、 斯の 如く 降 人に 出 でら 

る ベ き に 極り 候と て、 入道の 返 狀を遣 さ れ ける。 高直 之 を 見 給 ひ、 渡りに 舟 を 得た 

る 心地して、 是も降 人に 出づ ベ き 由、 返 狀をぞ 送られけ る。 正 成、 扨 は 謀な. 9 ぬと 悅 

んで、 阿曾 彈正小 弼時治 以下の 諸將へ も、 又 右の 通 6 をい ひ 遣 はし、 高直. 道蘊 の 返 

簡を 送りければ、 時 治 以下の 人々 大に 驚き、 急ぎ 會 合して 見ら るれば、 紛れべ くも 

なく 道蘊. 高直の 自筆な， 9。 實 にも 此稃雨 人、 共に 病氣 と稱 して、 評定の 場へ も 出合 


はれざる は、 斯る企 ある 故なら。 我々 とても 忠義 致せ b 盡せ 今 は 誰 人の 爲 にか 

身 を t すべき • 倡 や 降 人に 出で て、 一所懸命の 地 を も 賜 はらん は 如何に といへば、 

臆病 哪の 付きた る 人々、 皆 此議に 同じけ り。 其より 城 八郞、 兩 人の 方に 行 向 ひ、 忍 

び や 炉 に 語りければ、 兩人も 大に悅 び、 諸將打 寄り 評議 一 決して、 道蘊. 時 治の 方よ 

b  、羽 林定 平の 方へ 降 參の由 を 乞 ふ。 正 成 微妙の 謀 を 以て、 斯 くまで 方便 6 課せた 

る 術の 程 こそ 恐し けれ。 

南都 逆徒 降 參# 本 間 谷 謀 逆 W 降 人 等 誅伐の 事 

^くて 東大寺に ある 所の 東國 勢、 降 人に 出づぺ きに 事 極まりし かば、 大佛 右馬助 高 

直 .阿曾 彈正 小弼時 治,！ miafp^ 醫 ||豔ぉ鹆薩ぉ|| 

お S  。ま は； 1^31  時』 iL4 てなお^ f や 佐 介 籠， S 俊. 左京亮 A 俊以 

下、 北.^ 家 宗徒の 一 族 十三 人、 並に 長 崎 四 郞左衞 門 尉 高貞. 二階 堂 出 羽 人道 道 蘊.. 長 

井壹岐 四郞. 長 沼 太郞を 始めと して、 北條 恩顧の 輩 五十 四 人、 皆 般若 寺に て 出家 を遂 

南都 逆徒 降参 幷本間 .逾 谷^ 叛附降 人 等 誅伐の 事  一 ま 
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げ、 律 僧の 形に なり、 三 衣 一 鉢の 姿に 鎏れ、 しほく として 降 人に 出で たりけ る 

が、 定平之 を 請 取 b、 悉く 高手小手に 禁め、 傳馬に 縛り付けて、 白晝に 京都に 歸陣せ 

らる。 見苦し か， o し 事共な り。 頓て 法名 を 改めて 、諸人の 大名に 分 預けら る。 出 羽 

入道 計り は、 廣 學の才 ある 由、 其 聞え ありければ、 一 所 憑 命の 地 をぞ賜 はりけ る。 然 

るに 翌年 建武 元年 三月、 本 間. 澀 谷の 者 实、 高 時の 一 族 を 取 立て、 大將 とし、 謀叛 を 

起して、 縑 倉へ 押 寄す る。 時に 澀川刑 部大輔 義季、 極樂 寺の 前に 馳せ 向って、 數刻挑 

み戰ふ 所に、 凶徒 等 悉く 討 負けて、 十 方に 敗走せ. 9。 此の 事 京都に 注進せ しかば、 去 

年降參 せし 千劎 破の 寄 手 共， 如何なる 隱謀を や 企つ らんと て、 七月 九日、 大佛 右馬助 

高直 • 阿曾 彈 正小弼 時 治. 佐 介 安藝 守 時 俊 • 長 崎. 長 井 以下 宗徒の 輩 十五 人、 忍びやか 

に 阿 彌陀峯 にて 誅 せられぬ。 一 一階 堂 も 亦、 如何なる 不思議 を か 企つ らん とて、 其 後 

是も誅 せられけ り。 此君 重舴の 後、 諸事の 政 を も、 未だ 埗々 しく 行 はれざる に、 刑 

罰を專 とせられん こと、 仁政に あらす なんどと、 京 童 は 私語く も 多 か， O け， o。 然れ 

ども 此君、 重舴 なされし にあら す。 其 故 は、 伯 州 船 上より 還 幸の 時、 先づ東 寺へ 入ら 


せ 給 ひ、 一 一條 關白道 卒公を 召され、 此度內 裏 へ 入らせ 給 ふ こと、. 重祐 などに て ある 

ベ けれども、 神靈を 御身に 添 へ られ、 隱岐. 伯耆 へ も 還 幸 あり たれば、 只 遠き 行幸の 

還 御の 式に て ある ベ けれと、 定められ たれば、 更に 重舴 ありし にて なか b 乙な り • 

其 頃 左大臣 道 平 公の 關白を 止められ、 氏 長者に なされ、 右大臣 經平 公と、 萬 機の 政 を 

铺佐 せらる。 是は 僞に延 喜の 佳例 を 追 はせ 給 ひしと ぞ聞 えし * 

諸國 逆徒 蜂起 幷顯寶 僧正 叛逆の 事 

爱に大 塔 宫護良 親王 は、 和 州 志 貴に 御座 ありけ るが、 六月 十七 日に 志 貴 を 御 立 あつ 

て、 同じき 廿 三日 御 入洛 あり。 頓て左 近大夫 入道 惠 性の 一 跡 を 進 せらる， 高 時の 

德宗 領分 を、 內 裏の 供御 所 料と 定め、 大佛陸 奥 守 以下 平氏 一 族の 所頜、 關東權 勢の 

輩の 采地 をば、 准 后 を 始め、 御 寵愛の 宫女. 郢 曲. 妓女. 伎 藝の者 典、 又は 官 僧な. どに、 

一 跡 一 一 跡 を 合せて 賜 はりし かば、 軍勢の 恩賞に 行 はるべき 地 はな かりけ り。 是に依 

つて 諸士 恨み 歎き、 國 費え 民 苦む 所に、 翌年 II の 春より、 大內裏 造營の 御沙汰 あつ 

諸國 逆徒 蜂起 井顯寶 僧正 叛逆の 事  S 九 
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て、 彌 天下 貧 國 となれ り。 新る 所に 筑 紫に は、 前 C の 餘類栽 矩兵庫 助 時 秋. 同 掃 頭 助 

高 政. 絲田左 近 大夫將 監貞義 、殘黨 等 を 集めて、 帆柱の 城に 楣 籠る。 ^豫國 に は、 赤 

橋駿 河守宗 時が 一 子駿河 太郞重 時、 立 烏帽子 峯に 城廓 を 構へ、 邊境を 侵し 掠む. 時 

に大佛 陸奧實 直の 擎に、 大 I 太 光 f いふ 者、 未 S 塞う して 隱れ 居し が、 

時旣に 至れり と悅ん で、 佐々 目顯寶 僧正と て、 高 時の 一 族の 南都に 居られけ るを大 

將に 仰ぎて、 樣々 計略 を 巡らしけ る。 顯寶頓 て 還俗して、 相 模左衞 門 時 光と 改名 ノ、 

便宜の St ら ひければ、 紀 I 野の |.和州§ 井 淨寧 塞 江 sfl 方 

野 禪師坊 淸秀を 始め、 是に與 する 者 十三 人、 關 東の 殘黨相 集って、 和州邊 薬に 篛を 

擧 ぐる 所に、 隣 國の勢 相 加 はって、 一 莴 八千餘 騎にぞ 及びけ る。 正 成 は 其 頃 は、 在ウ、 

して 居られけ る を 聞 .5 一條 左 SS の 方に 參り、 朝敵の 賺等、 所々 に 

蜂起 仕 候へば、 又 50 き 御大 事に て， し。 然れ I, 州 S 敵に 於て は、 某罷 向 

つて 退治 仕 4 はんと 申さ るれば、 左府、 如何 霧 開を經 てこ そ i ひなが， i 角 

して 日 數を 送られけ る 所に、 相 模左衞 門 時 光、 和州議 i 打って出で、 河內 の飯 


• 盛 山に 取 登り、 近 邊を亂 暴し、 大和. 河 內の兩 國に威 を 震 ひけ 

正 成 被 k= 恩地滿 一飯 盛， 事 

さる 程に 天下 静謐の 爲、 竹 內慈嚴 僧正に 敕 命あって、 南 殿に 壇 を 構へ、 國家 安鎭の 

法 を 行 はせ 袷 ふ。 此時 武家の 輩、 四 門の 警固を 奉る。 楠 も 其 役人に 相 定めら る。 正 

成 承り、 此 度の 御所の 役人 は、 餘 人に 仰 付け 候 へ かし。 朝敵 近 國に， 城 を 築き、 武威 を 

1 振 ひ 候なる。 幸に 正 成 存知の 國 にて 候へば、 罷 下って 退治 仕度 候。 某 とても 祈の 役 

一 人、 正 成に 仰 付けられ 候 上 は、 和 州の 逆徒 誅伐の こと、 然るべき 仁に 仰 付けられ 候 

へ かしと 申されし かど も、 近日 大法 を 行 はる、 の 上 は、 御 祈 過ぎての 後、 早々 發向 

仕る べしと 仰 下されし かば、 正 成 も、 是非な くして 止みに けり。 是に 依って 正 成 思 

慮 を 巡らされ、 長 臣恩地 左 近 太郞を 以て、 飯 盛へ いひ 送られけ る は、 此度兵 を 集め 

萬 民を惱 さる、 段、 甚逆義 の 至りな hNi は 申し 乍ら、 鎌 倉 殿. 旣に滅 C し 袷 ひ ぬれ 

ば、 忠 A を 忘れ 給 はすして、 厚恩 を 報せられ んが爲 に、 御 旗 を 上げら るゝ の條、 神妙 

正 成 被， J? 恩地滿 一 飯 盛 1 事  12 
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に 存じ 候なら。 定めて 討 手に は、 正 成 罷向ひ 候 はんやれば、 合 戰は天 連に 任せて、 一 

時に 決し 候 はん。 然るに 兵糧に 事 を 寄せ、 民 を 苦め らるゝ こと 心得難く 候。 民に は 

何の # の 候 や。 只 穏便の 御沙汰あって 然るべ ぐ 候。 何 にても 相應の 御用に 於て は、 

正 成 承. 9 候 ベ しとて、 兵糧米 百 石. 樽 五十 荷 • 肴 十 種をぞ 送られけ る。 其 上 我 郎等 共 

の 相 知りた る 者 共に は、 皆 酒肴 小釉 なんど をぞ 送られけ る。 逆徒 之 を 見て、 又 例の 

背の 脫 けたる 古狸が、 如何なる 珍ら しき 謀 を か 仕出す らん。 正 成と 旋風と に は、 遇 

はざる こそよ けれ。 使者の 男 奴が 鼻 を劓げ よ。 首を^ね て 獄門に 梟 けん もの をな 

ん ぞと訇 り けれども、 大將時 光 を 始め、 模野庄 司. 岩 田 源次郎 以下の 宗徒の 輩、 いや 

いや 此正成 は、 謀略に 於て は 神の 如ぐ なれ ども、 仁義の 勇士に して、 賢人の 譽 あり。 

其 上 彼 は 民を憐 むこ i 、親の 子 を 思 ふが 如し • 僞を いふ 男に あらす。 察する に 正 

成、 一 度 公家に 賴 まれて 金剛に 楣籠， 9、 莫大の 軍 忠を盡 し ぬれ ども、 さまで 恩賞の 

沙汰 もなければ、 定めて 君 を 恨み 奉る にて ぞ あるらん と、 又 返 札 を 送れり。 扨 こそ 

芷 成の 分國 をば、 敢て 侵す ことな かりけ り。 


正 成 和 州 發向附 時 光 對，， 面 恩 地， 弁 田氣多 和の 事 

期くて. 鳳 闕の祕 法 遂に 行 はれし かば、 畿內の 逆徒の 討 手.. o して、 正 成 敕命を 奉り、 

逞兵五 百 餘騎を 率し、 河 內 の 國に發 向せられ ける が、 謀 は、 子房 を も 欺く 程の 良 

將 なれば、 恩 地 左 近 太郞滿 一 を 使に て、 此度正 成 敕命を 奉り、： S 手に 罷向ひ 候な り • 

然れ ども 咎 なき 民お 苦 めんこと、 歡か はしく 候な 願 はく は 降 を 乞うて、 京都へ 

御 S3 候へ かし * 御 所領の 地に 於て は、 正 成 命に 替 へても、 4 請けて 進 じ 候 はん。 先 

^を 侮え て、 敕 命に 從 はれん に、 何の 憚 か 候べき。 過って 改めざる を、 過と は 申 候 

r 能々 »田^ 盧 候べ しとて、 小锄 二十 锒. 良 靱ー振 送られけ り • 時 光、 恩 地に 對面 

し、 楠 殿の 御 懇 志の 段、 返々 も 祝 着の 至りに 候。 然れ ども 某 事 は、 旣に 僧正 迄 經登ゥ 

て、 專ら 衆生の 獰度を こそ、 心に かけて 存すべ き 身の、 古の 俗にな り 返り、 三 衣を脫 

ぎて 堅 甲に 變へ、 念珠 を 大地に 抛って、 劎戟を 手に 提ぐ。 是れ 少しも 名 K 利 慾の^ 

に 候 はす。 相模 入道 殿の 厚恩 を も 報じ、 先祖 北條 代々 の 靈魂を 安ん せんが 爲に、 生 

正 成 和 州發向 附^ 光對 -I 面 恩 地, 井田 氣多 和の 事  1SHI 
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きながら 大 魔王と なって、 國民 を惱亂 す。 然る 上 は 楠 殿に 對 して、 私の 遺恨な しと 

い へど も、 勝敗 を 天に 任せて、 一 戦の 中に 決し 候べ しと、 返事して ぞ 返しけ る。 滿 一 

は此 使の 往返の 內、 小高き 前に 走りて、 城 中の 陣屋 を算 ふるに、 三千 餘 もや あるら 

んと覺 えたれば、 勢の 程 は、 1 萬 二三 千 も あるらん i 積り けり • 斯くて 恩 地 は 飯 盛 

の 城 を 出で、 卅町 計り も歸 りけ る 所に、 向より 田 氣多和 次 郎兵衞 尉、 飯 盛の 城に 歸 

らんと て來 b ける が、 恩 地と は 古より 相 知りた る 中な うければ、 珍ら しゃ 恩 地 殿と 

詞を かくる。 其 時 互に 馬より 下りて、 古今の 物語し ける が、 W も 城 中の 御 勢の、 思 ひ 

しょり は 多く 候。 某 は 三 萬 餘と積 b て 候と いふ。 田氣 多和悅 ベる 氣色 にて、 さん 候、 

軍勢 四 萬餘騎 とこ そ， 承り 侯 へ。 楠 殿、 明日に も あれ 押 寄せ 給 ひなば、 天地 も 反覆す 

る 計の 大 合戦 ありぬべし i 存候 • 恩 地 殿に は 御存じ 候 はや や • 九州に. は 親 矩兵庫 

助 時 秋. 同 掃 頭 助 高 政. 絲田 左近大 夫將監 貞義， 近國の 味方 を 相 語ら ふに、 弓 削 左 兵 

.  きょひ さ 

衞尉淸 常. 宗藤三 盛芳. 片岩金 吾 淨古. 山 鹿 筑前守 政 卓 原 源 吾. 惟任 一郎 以下、 無二の 

武家 方 五 萬 餘騎、 筑 前の 國山鹿 葦屋より 打って出で、 帆柱 山に 楣 籠り、 九州 を攻從 


へ、 都へ 上らん と 相 催し 候な ち • 加 之 伊豫 國に は、 赤 橋 太郞重 時、 立 烏. 帽子 峯に奴 

登り、 旣に 多勢に な b し 故、 數百艘 の 兵船 を 揃 へ、 是も 上洛 せんと 相 企み 候なる • 然 

らば 天下、 武家の 掌握に 落つ. る こと もや 候らん • 若 恩 地 殿 も、 武家へ 降らん i 思 召 

さば、 某 如何 樣とも 取 持ち 候 はんとい ひければ、 恩 地、 品に 依りて 降 人に 出で 候 は 

ん* 其 時 は、 兵衞 殿の 御 祕計を 賴み存 するな りと、 竽 時計り が 程、 物語りして ぞヌ 

れ ける • 

正 成 邊栗發 向の 事 

斯ぐ， て 恩 地 左 近 太郞滿 一は 千劎 破に 歸 h ^右の 次第 を 委しく 語， 9、 さる にても 田氣 

多お は、 敵方に て は 1 方の 將 にて 候へ 共、 心の 淺き 男に て 候。 散 は 一 萬 五 千餘と 積. 5 

乍ら、 三萬餘 もや あるらん と 申せし に、 田氣多 和、 某が 一 言に 乘 せられ 候 ひて、 四 萬 

五 千餘騎 ありと 申 候。 さばかり 勢 を 見損 やべき や • 一 萬 餘の勢 を、 三萬餘 もやと 申 

「しつる を誠ぞ と 思 ひ、 悅 ベる 色の 候 は、 愚なる 故にて 候な、 然れば 田氣多 和カ大 

■ 正 成 邊栗發 向の 事  一は" 
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てだて 

將 にて 向 ひ 候 はんする 所へ 押 懸けて、 一 術 仕り 候 は、 勝利 立 所に 候 はん。 其、 上 城 

^ばら 

の 構、 無下に 淺 間にして、 陣の 取り やう 疎 なれば、 忍び を 入る ゝ にも、 ー乂 易く 覺ぇ 候と 

ぞ 申しけ る • 其 後 正 成、 古市 九郞を 招き、 邊 栗の 城の 有 樣を問 ひ 給 へ ば、 さん 候、 邊 

菓 はニ咼 安四 郞 三郞. 十 市 太郎兩 人相 守， 9. 候が、 軍勢 五千餘 もや 候らん とて、 城 中の 

樣子、 委細に ぞ 語.^ ける。 正 成 は、 昨日 千劎 破に 着かれけ るが、 此由を 聞き、^ 夜 戌 

の 刻に 及んで、 諸 勢に 觸れ 知らし め、 子の 上刻に 打 立た る。 先陣 は 舍弟正 氏に て、 諳 

卒、 正 氏の 旗の 赴く に從ふ べし i 下知 せらる • 正 氏 其 勢 八 百 餘騎、 中 軍 は 正 成 六 百 

餘騎、 後陣 は 和 田 正 遠 八 百 餘騎、 都合 其 勢 二 千 三百 餘 騎とぞ 聞え し。 然る 所に 志 貴 • 

恩 地 以下 馳來 り、 何故に 斯く 小勢に ては^ はせ 給 ふらんと いふに、 御 邊達を 始め、 矢 

尾別當 以下の 宗徒に、 正 成が 手勢 を 加 へ て、 六 千 餘騎は ある ベ ければ、 跡に 於て は 

あやめ 

心安し とて 打 立ち 給 ふ。 此は 四月 廿 九日、 善惡も 知らぬ 晴き夜 なれば、 案 內者十 人 

づっ 三軍に 分ち 置き、 二人 は 先に 進み、 三人の 道の 曲れ る 難所に て、 立留 つて 勢 を 

通す * 其 餘の五 人 は、 前後 を馳 巡って 士卒 を 下知す。 相 印 は 赤 布 を 八寸に 切って、 


鏜の綿 IP につけ 、誰と いは >、 勇む と 答へ よと 相詞を 定め、 一 備に 箒 一 本づっ 用意 

せ させ、 道の 分れて 知れざる 所に て、 士卒の 通 b たる 方に 立 置くべし と 下知 せらる • 

是は 後れた る 勢に、 道 を 知らせん が爲 なりけ り • 其 上 跡に 下うた る 勢の、 若 も 行く 

べき 道の 知れ すん ば、 人馬の 足跡 を 措 南に せよ • 其も兩 方の 道に 足跡 あ b て、 何れ 

を それとも 知れざる も あらん。 古き 足跡 は 土 堅 まれり、 新しき 足跡 は土柔 な.^ 今 

宵 は 雨 降 h- ぬれば、 路邊の 草葉 を 嘗めて 見よ。 士卒の 通りた る跻に は、 人馬の 蹴 上 

褂. o たる あるべし • 是も雙 方の 道の 草葉に 蹴 上 あらば、 何れ i も 知れ 難 からん • 古 

き 蹴 上 は 葉に ひつくべし。 今の 蹴 上 は 露に 浮べり • 是を 以て 知るべし。 又 深 谷 深 

野に て は、 太刀 を 鞘ながら 擧げ て、 一町 計兩 方へ 行き 見るべし。 蜘蛛の 糸の 懸 りた 

る 方 は、 あらぬ 道ぞと 心得 ベ しと、 細々 と 下知 をな し、 態と 崧明 を燈さ せす して、 其 

夜の 寅の 下 刻、 邊 栗に ぞ着 しける。 

邊栗 合戦 W 落城の 事 

逢 栗 合戦 附蓀 城の 事  1だ 
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斯くて 楠 正 氏 は 、郎等の 中 忍びに 馴れたる 者 共 を、 百餘人 勝う 出し、 木 子 兵 太 氏鎭 

に 相 添へ て、 敵 城に ぞ遣 はしける。 敵の 耍害淺 間 なれば、 百餘 人の 者 共、 安々 と 忍び 

入る。 大將正 氏 は、 先陣より 六 町 を 返き て備 へ、 其より 二 町 を 退きて、 後陣の 正 遠. 

備 へたり。 正 成 諸卒に 下知して、 菘明を 三 把 宛 持たせ、 輕卒 八十 餘人、 和 田が 陣ょ 

り 後の 山へ 差遣 さる。 此者 共、 後の 山々 峯々 に 登って、 茂りた る 木陰より、 崧 明 を，. 

一同に ぱっと 燈す。 其 光 一 尺に 輝きて、 宛 も 白晝の 如くな， 5。 時に 大將の 本陣よ， o、 

太鼓 を 打 出す。 之 を 聞きて 先陣の 勢、 ー聲咄 と鬨を 作 り、 喚き 叫んで 攻懸 る。 城屮 

に は 思 寄な きこ i なれば、 こ は 何事 ぞゃ。 楠 は 未だ 都に あ， CNi 聞きつ る もの をと 

て、 太刀よ 物 具よ と 犇< 程に、 极 明に 火 を 燈す隙 もな く、 目 刺す も 知らぬ 闇夜に、 士 

卒等 東西へ と 走り 廻る 程に、 或は 鏠 長刀 を 倒に つきて、 己れ が 足 を 突 通す も あり。 . 

又は 傍輩と 行當， 5 踏 倒されて、 摑合ひ 敲き合 ふ も あり。 何と 分けた る 方 もな く、 只 

周 意 ふためく 所に、 正 氏の 八 百 餘騎， 一 同に 乘 入りたり。 城 中に 入 置かれた る百餘 

人の 忍びの 者 共、 此 彼に 火 を かけて、 五騎 十騎づ つ、 走. 9 巡って 切り通れば、 す は 城 


中に 返 忠の者 こそ あれと.、 狼狽へ 廻る 所 を、 追 懸け 追 詰め 討 取 け \ 城兵 今 は 過 

半 討 たれ、 我 先き に 落 行く を、 正 成、 先 後の 備を亂 して 追 はしめ、 城 をば 田 原. 勝 田 等 

に 守らせ、 我 身 は、 右の 方なる 峯に 登って 備 へらる。 追搫の 軍勢 共 も、 豫て 下知せ し 

如く、 一里 計に して 引返し、 陣を 堅う し備 へたり。 斯る 所へ 豫て正 成の 下知に 依つ 

て、 家 嫡多門 九、 生年 八歲 なりけ る を大將 にて、 其 勢 三千 餘騎、 寅の刻に 千 劎破を 立 

ち、 六 里の 道 を 押して、 辰の 上刻、 邊 栗に 着き、 先陣 は 志 貴 右衞門 尉. 橋 本小辨 六百餘 

騎、 中 軍 は 多 聞 九 一 千 餘騎、 後軍 は牲川 • 西 川 六 百餘騎 にて、 段々 にて 馳せ來 る • 此 

多 聞 丸 は、 後 帶刀正 行と て、 父に 劣らざる 良將 なり •  W こそ 未だ 八歲 なりと 雖、 @ 1 

縮して、 馬上に て 來られ ければ、 正 成 出向 ひ 大に悅 び、 多閡 丸の 手 を 取って、 いしく 

も 早く 来れる もの かな。 鎧つ きの 能 さよ • 馬に 乘 振の 能 さよ • 子ながら も、 天晴君 

の 御用に 立つ ベ き人ぞ や。 豫て此 勢に、 後よ.^ 來れと 言付けし こと は、 敵 多勢 なれ 

ば、 若 今日 歸り來 つて、 城を攻 返さん とする こと も あらん か。 始の勢 は 終夜 遠路 を 

越え、 而も 戰ひ 疲れたる 勢 なれば、 戰ひ危 しと 思 ひて 、欺く は 計りし な て、 悅の 

邊栗 合戰附 落城の 事  Is 
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淚 を 流し 給 ひける。 其 H は、 人馬の 足 を 休められ ける 所に、 國 中の 勢馳せ 集って、 一 

萬 餘騎に 及びければ、 翌 ni 其 勢を從 へ、 方々 に 押 寄す るに、 何國 にか 落 行き けん、 敵 

一 人 もなかり しかば、 所々 の 城々 に 勢 を殘し 置きて、 河 州 も 亦 心 元な しとて、 千劎 

破へ ぞ歸陣 し 給 ひける • 
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正 成、 钣 

盛 城^ 攻 
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飯 盛 合 戰の事 

さる 程に 楠 正 成 は、 建武 元年 五月 朔日、 千， 1 破に 歸陣し 給 ふ 所に、 又 飯 盛の 逆徒 等、 

三 荷. 新 床に 打 ffi でて 引 入れたり。 正成此 吿を閬 き、 翌 二日 千 劎破を 打 立ち、 六千餘 

騎を 率し、 飯 盛に 馳向 はる。 先陣 旣に 久寶 寺に 着けば、 正 成 は、 伯々 部の 城に 入り 袷 

ふ。 其畤 一 の 術 を 巡らし、 和 田 正 遠. 志 貴 右衞門 * 楷原 三郞. 石 澤十郞 以下 三千 餘騎 

を、 飯 盛の 城邊に 伏せ 置き、 我 身 は逞兵 三千 餘騎 にて、 敎奥 寺に 備へ、 野 伏 五六 千 人に 

士卒 二百 五十人 相 添へ、 備を 三つに 分け、 手々 に 崧朋を 持たせ、 城よ， o  二 里 此方に 

て、 陣を 取る 體をぞ 見せたり ける。 是は 城將時 光、 敵 は 小勢な りと 思 ひ、 陣を取 敷か 

せじ i 打 出ん か、 其 時 正 成 城 中に 攻 入りて、 一 戰に城 を 取らん i の 巧な り。 案の 如 

I 盛 合^の 事  1 お 一 
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く 城 {t 左 衞門尉 時 光、 寄 手の 菘明を 見て、 早 楠 は 寄せた るぞ。 陣を取 敷かぬ 先に， 打 

散らせよ と 下知し ける を、 筒井 淨春 法師 進み出で、 敵 夜中に 進んで 兵 を 動す 時、 其 

軍 立 を も 勘へ す、 * 方懸り 向 ふ 時 は、 必ゃ 敵の 爲に 計らる ゝ ものに て候ぞ と、 大に 

制し 諫め けれども、 河 上 兵內. 禪師房 淸秀之 を 用 ひす。 軍勢 八 千餘騎 を、 用心の 爲に 

城 中に 殘 置き、 我々 五 千餘騎 にて 打て 出で、 正 成 を 打 散らして 捨て 候 はんとい へば、 

時 光之に 同じ、 河 上 兵內. 芳野禪 師房. 長 崎 七 郞をぞ 差 向け V る。 時 光 も、 夜明けな ば 

城を拂 つて 打 出 でんと、 堅固に 守って 控 へたり。 豫て正 成の 附 置かれた る 忍びの 者 

共、 打 出る 敵に 連れて 逃げ 歸 b  、右の 次第 を 告げければ、 正 成 聞き 給 ひ、 然 らば 和 田 は 

合戦 をす ベから す。 * 方の 野 伏 を 敵に 追 はせ よ。 fe 明の 逃げ 散る を 見て、 城兵 悉ぐ 

打出づ べし • 其 時 合 戰を始 むべ しと、 軍使 を 正 遠の 陣に遣 さる。 軍使 未だ 馳着 かざ 

てだて 

るに、 早 正 遠の 勢 起立ち、 敵 兵と 相戰 ふ。 正 成 之 を 見 給 ひ、 今 は 方便 相違せ り* 城兵 

等 殘らす 討つ て 出で なば、 忽ち 正 遠 討た る べし。 重ねて 敵 を 落さん に、 何條 事の ある 

べき ぞ。 此陣 より 鬨を發 すべし と 下知 せら るれば、 三千 餘騎の 軍勢 共、 一同に 咄 i 


鬨を 作る • 城 中には 之に 驚き、 上 を 下へ i 騷 動す。 正 成 態と 城 をば 攻めす、 筋 違に 

押出し、 野 伏 共が 備 へ し 傍に 陣し、 又 正 遠の 陣に 使を馳 せ、 栩圖旣 に 相違せ り。 必す 

長 追 をす ベから や。 夜明けざる 以前、 我 陣に來 るべ しと 下知し 給 ひ、 佐 田の 宮を， 後 

に當 て、 備へら るれば、 夜 は ほの > ^と 明けに けり • 正 遠 は少々 敵 を 追討に して、 

頓て追 捨て、 正 成の 陣 前に 馳せ來 る。 城 中には、 敵より 寄れと、 勢 を 配って 待 居た， 9 

しが、 東雲 明 行く に 見れば、 敵 兵 は 一人 もな し。 合戦に は 負けぬ • 又 正 成と いふ 古 

狐に 化されけ りと 悔ぇ 怒れり。 恩 地、 正 成の 前に 來ぅ、 本陣よ， 9 鬨を 揚げ 給 はすん 

ば、 城兵 悉く 打 出で 候 はん。 然 らば 正 遠 は 討 たれ 給 ひなんと 存 候と いふ。 正 成 聞き 

給 ひ、 吾陣に 鬨を發 せし は、 敵 を 出す まじき が爲 なり。 此 城に 向って 長陣 せば、 諸國 

の 敵 蜂起す ると か、 又 飯 盛 は 堅城なる とかい はい、 正 遠 を 見捨て ゝも、 城を攻 落す 

ぺけれ ども、 落す に 容易す かるべ ければ、 和 田 討た せて は i 思 ひ、 城兵 等に 怖れ さ 

せんが 爲、 鬨の聲 を 揚げし なり。 其 時 一 同に 城 中に 攻 入らば、 城 は 落す ベから つれ 

ども、 城 中に も 武功の 者 共 多ければ、 * 方 多く； g たれん と 思 ひ、 扨 止めし な h> とぞ 

飯 盛 合戦^ 事  I 
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語られけ る • 

矢尾顯 幸攻， 飯 盛 城， 幷高畠 ォ五詐 返 忠の事 

斯くて 正 成 は、 如何にもして 敵 を 方便り 出さん と、 色々 に 術 を、 巡らされ しか ども、 

以前に 懲りて、 敵 は 曾て 出合 はす。 眛 方 小勢 なれば、 城を攻 むる こと も 叶 ひ 難し a 

是に 依って 飯 盛 山の 麓の 川より、 向 ふに 六十 間が 程 逆茂木 を 引き、 輕卒百 三十 人 を 

13 し 覆き、 敵 兵 急に 寄せ 來 らば、 逆茂木の 陰に 叉 河 中に 蒺藜を まきて、 引退け よと 

約せられ しか ども、 敵敢て 出合 はす。 然る 所に 矢 尾 別當顯 幸、 正 成の 前に 來 奇 

妙の 忍び を 以て 敵の 樣を窺 ひ 知り、 一 術な され 候へ かしと て、 e が 手の 忍びの 者 五 

人、 正 成の 手の 忍びの 者 五 人 を、 敵 城に 差遣 さる • 城兵 等 之 を 見付け、 彼 者 共 を 八 人 

迄 生 捕り、 耳鼻 を 殺ぎ、 髮を剃 落して ぞ追 返しけ る。 其 上 却って 狨 中より 忍び を 出 

し、 矢 尾が 陣に火 を 放って 刼し、 逆茂木の 陰なる 足輕共 を、 廿七人 討 取りけ り。 顯幸 

大に 怒り、 此小城 一 っを攻 落さ^る こそ 遺恨に 候へ。 諸 勢 を 以て、 一 息攻に 攻めて 


御覽 候へ とい. ふ。 正 成 ffl き 給 ひ、 別 當の詞 、餘 りに 荒 氣に覺 ゆるな り* 某 Is を以 

て、 廿日が 中には、 城 を攻取 b なん もの をと 宣 へば、 顯幸 いや/ \餘 うに 敵 を J 力 

みさせ 袷 ふな。 別當 あて、 見 候 はんとて、 頓て飯 盛に 押出 づる。 横 野 庄司. 岩 田 源 

次 郎等、 技 城よ り 打て 出で、 散々 に戰 ひければ、 矢 尾が 勢 多く 討 たれて、 戰ひ 難儀な 

りけ る 所に、 正 成 士卒 を 從へ押 寄せ 給 ひ、 早く 引取れよ とて、 入れ 替 つて 敵 を 請 取 

り、 少々 んロ戰 して、 敵 を 追 返して ぞ 引取られ ける。 其 後 正 成 顯幸を 招き、 敵將時 光が 

始終の 合 戰の體 を 見る に、 是 れ良將 にして、 其 働き、 節に 當り 度に 當れ り。 惜ぃ哉 正 

成の 爲に頭 を 梟 されん こと を。 我れ 敵 を 謀らん こと、 サ H を 出づべ からすと て、 高 

畠才 五に 謀 を 委しぐ いひ 合 めら る。 是に 依って 才 五城 中に 內 通し、 正 成に 恨み あれ 

ば、 返お 仕らん とい ひ 送 b しか ども、 始の程 は 誠に もせ ざり ける が、 寄 手より^々 

の 術 をす る 事共、 彼が 方より H 々に 吿げ 知らす る 如く なれば、 時 光 も、 W は詐 ならす 

i 悅び、 諸 ま を 集めて 軍議し ける は、 今 旣に城 中 兵糧 盡 きぬれば" 遂に 籠城 叶 ふべ 

からす * 幸： sgii 心 を 合せ、 * 方の 勢 を 忍ばせ 置き、 未明に 城より 切って 出で、 敏 

矢愚麟 幸 攻-- 飯盛诚 - 井高 畠才五 静返忠 Q 事  一^ 
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を 遠く 追拂 はん は 如何にと いへば、 皆 此議尤 に 候と 同じ、 湯 本 • 湯 上に 二百 人の 士卒 

を 相 添へ、 高 畠が 陣 へ ぞ 忍ばせ 入れに ける。 才五此 由 を 大將に 告げければ、 正成大 

. に 兌び、 早瀨吉 太. 牲 川三郞 * 守屋平 太に 1 千 七 百 餘騎を 相添弋 飯 盛の 山 下に 伏せ 

置き、 高 畠が 陣へ は、 日 田 左京亮 に、 五 百 餘騎を 相 添へ 差遣 さる。 日田才 五が 陣所 

： 行 向 ひ、 汝敵： 內 通す るの 由、 糙に吿 知らす る 者 あり。 其 故に 城より 却って 押 寄 

すると 見えたり。 有の ま、 に白狀 せよ とい ふ。 高 畠 聞いて、 某 今 何の 恨あって、 敵 

に返忠 仕らん。 是皆讒 者の 申す 所に て 候と、 樣々 と陳 じければ、 正 成 扨 は 心安し。 

軍に は 勝ちた るぞ とて、 敵 兵に 向 はる、。 城 將左衞 門 尉 時 光 は、 五 千餘騎 にて 城に 

殘.^ 留り、 横 野次 郎. 岩 田 源 次郞. 芳野 禪師房 以下 八 千 餘騎を 出しければ、 此勢、 寄 手 

と 追つ 返しつ 相戰 ふ。 旣 に合戰 半の 所、 豫て城 中に 相圖 せし ことなれば、 才五、 己 

が 陣に火 を 放つ。 湯 本. 湯 上が 二百 餘 人の 者 共、 一 同に 鬨を 作り 、切り 廻らん とする 

所に、 正 成の 本陣に 殘し 置かれた る 軍勢 其、 高 畠が 役所 を ひたく と取圍 む。 高 畠 

が^ 等 共 之 を 見て、 こ は 何事 ぞゃ。 累代の 君に 背き、 朝敵に 與し給 ふ べき 事 や ある * 


才五殿 は 一 代、 御 家 は 末代 なれば とて、 高 畠 を檎 にして、 正 成の 勢に 加 はって、 二百 

餘の敵 兵 を、 追 詰めく 討 取りけ る。 斯く とも 知らす 模野. 岩 田 等、 相 圖の煙 を 見て 

氣に乘 り、 勇んで 相戰 ふ。 時に 正 成 士卒に 下知し、 鏃を揃 へ て 散々 に 射^せられけ 

れば、 城兵 等 辟易して 見 ゆる 所に、 麓に 伏せた る 早瀨. 牲川 千ヒ百 餘騎、 同音に 鬨を 

咄と 作， o、 面 も 振らす 打って 懸る • 模野. 岩 田 以下、 前後の 敵に 切 立てられ、 右往左往 

に 敗北す。 岩 田 源次郞 も、 痛手 三 タ所負 ひて、 心なら す 自害せ り。 芳 野禪師 房淸秀 も、 

旣に討 たれぬ， へぐ 見えけ る 所に、 同宿の 全 秀. 存秀 等、 防ぎ 留 つて 討死す る 間に、 漸々 

と 逃 延びて、 辛き 命 を 助か ，9 けら • 時 光 は 城に 殘 つて ありけ るが、 士卒 下知して 固 

く 守ち 、静ま 6 返って 居た. 9 ければ、 正 成 士卒 を 制し、 城 をば 必中 攻むぺ から や • 

軍 は 是迄ぞ とて、 勢 を 引取， os 給 ひけり。 是等皆 高 畠.， 0、 心 を 合せての 謀な， 9 と雖、 

諸人に 之 を 知らせて は、 後 度の 謀な し 難き も のぞと て、 近臣 等に も 深く 隱し、 態と 高 

畠 を千靱 破に 歸し、 蟄居せ させて 置かれければ、 諸人 誠の 謀叛 人 ぞと思 ひしに、 飯 盛 

サ  1 の 後 召 出し、 增秩を 宛 行 はれければ、 W は 又 謀に てあらけ b と、 皆 人々 感稱 しぬ • 

矢 尾 顏幸攻 --飯 盛 城- 幷高畠 ォ五詐 返 忠の事  i 
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飯 盛 落城の 事 

斯くて M 數を經 ると 雖、 時 光良 將 なれば、 敢て寄 手の 謀に 乘 せられ や • 圆く 守って 

居た.^ ければ、 正 成 も" 種 々謀 を 巡らされ ける 所に 1 或 夜風 烈しき に 、志 貴 右衞 門が 

陣 より、 失火 燃 3S で、 焰天を 焦せ しか ども、 豫 ての 法 仓正 しければ、 志 貴が 一 手の 勢 

は、 火 を 消さん と 騒動す。 其 餘の陣 々は 、静まり返って 大將の 下知 を 待つ。 然る 所 

に 正 成諸陣 に觸れ て、 勢 を 押出し 給へば、 士卒 等 も、 扨 は 大將の 謀に やと 思 ひけり， 

飯 盛の 城 中には、 又 楠が 如何なる 諜を かなしぬ らん。 愈甩 心せよ とい ふ 所に、. 巽よ 

b 風 烈しく 吹きて、 正 成の 本陣に 火 燃え付く。 大將 少しも 驚かす、 士卒の 騷が ざる 

こそ 神妙 なれ。 雜 具に 心 付く ベから す。 其 料 をば 與 へん やる ぞと 下知し、 火 を 防が 

せんが 爲に、 士卒 一隊 を 分け 遣 さる。 城兵 等 も、 今 は 大將の 陣に火 か \h ぬる 上 は、 

誌に は あらす • 此 弊に 乘 つて 切 散らせと、 我先にと 打出づ る。 模野庄 司 、思慮 ある 

者な りければ、 大に 制し 止めけ り。 時 光 も是を 可な， 9,0 して 、様^と 制すれ ども、 士 


^  、 
陷饭 


卒等 耳に も 聞 入れす、 後れ じと 出で ければ、 大將時 光 も、 洪水 を 手に て 防ぐ が 如く、 

すぺ 

如何と もすべき 術な く、 猾も 制し 留めん と、 打 連れて ぞ出 でた もけ る • 棋野大 に 怒 

hz こ は 何事 ぞゃ。 大將を 討た せて は 叶 ふま じと て、 同じく 續き 出で ければ、 一 萬 三 

千 餘騎の 軍勢 共、 悉く 城を拂 つて 出で にけ り。 案に相違して、 正 成の 先陣 恩 地 左 近 

太郎滿 一、 陣を 二つに 分けて、 一同に 喚いて S る。 時に 正 成の 本陣より、 太鈹を 出 

す。 是に氣 を 得て 恩 地が 勢、 太 山 も 崩れよ と、 無二無三に 切 立 つれば、 城兵 等途を 

失 ひ、 一 同に 咄と逃 行ぐ を、 恩 地 • 先の 一 軍 を 以て 追 はしめ、 己 はニ陣 にあって、 本陣 

に 軍使 を馳 せ、 城 を攻取 b 候 はんとい へば、 正成尤 なち とて、 舍弟正 氏， 和 田 正 遠が 備 

を亂 し、 進んで、 逃ぐ る 敵 を 追 は しめらる。 滿 一 は、 逞兵 四百 五十 騎を 前後に 進ま 

せ、 逃ぐ る 敵 をば 餘 所に 見捨て、 城の 追手へ 攻 登り、 士卒 等必す 高名 せんとて、 外 城 

にて 敵 を 討つ ベから す。 能き 敵 は 城 中に こそ あなれ。 早く 切入れ よと 下知 すれば、 

士卒 等、 我 劣ら じと 城 中に 込 入る を、 頓て火 を かけ 燒上 ぐる。 正 成 は 城に 足 をた め 

す、 右の 方なる 山の 尾 崎に 撣 せらる。 北 條左衞 門 時 光. 棋野迮 司. 禪師 房淸秀 以下、 

钣盛 落城 Q 莓  $ 
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討 取る 首級 四百 餘 級と ぞ聞 えし • 猶も餘 黨等を 尋ね 搜 さんが 爲に、 舍弟正 氏. 和 田 

正 遠. 恩地滿 I 等 を 飯 盛に 殘し 置き、 翌日 上洛し 給 ひけり。 

小 車 妻 新三郧 死罪 并護良 親王 配流の 事 タ 

此の 時 陣中に 於て、 和 田 正 遠の 舍弟小 車 妻 新三郞 を、 死罪に 行 はれし こと あり • 其 

故を尋 ぬるに、 此 新三郎 は、 常に 美女 を 愛し 酒 を 好みけ るが、 正 成と 一 族た るを以 

て、 其權に 誇り、 此 陣中に、 攝州尼 峰よ 5 遊女 を 招き、 三日まで 酒宴し 戯れけ る を、 正 

成傳 へ 聞き 大に歡 き、 和 泉 守 正 遠の 陣 へ 使 を 遣し、 此事 知り 給 ひた b や。 足下の 舍 

ダ  しるし 

弟な ど、 斯く 奢侈の 行跡 ある は、 是只正 成が 武運 傾きた る徵 なり。 譬ひ正 成が 子な 

りと も、 陣. t- の 制 法 を 破りな ば、 何ぞ 罪過 遊る ベ き。 如何 思 はれ 候ぞと いひ 送られ 

ければ、 正 遠大に 驚き、 大將の 本陣に 來り、 正 遠が 努 々存ぜ ざる 所に 候 • 法に 任せ 

て、 罪過に 御行 ひ 下さるべし と 申さ るれば、 正 成 神妙な b とて、 小 車 妻が 所 頜を沒 

收 せられけ う • 正 遠淚を 一 目に 浮め、 某 憨に御  一 ra の 数に 連なちながら、 斯る 存外 


の 行跡 恥 入りて 候な. り。 國の爲 に、 新しき を 存じ 候 はんやと て、 正 成に 申 受け、 死罪 

に 行 はれければ、 上下の 諸 士大に 恐れて、 敢て制 法 を 犯す ことな かりけ り。 さる 程 

に 立 烏帽子の 敵 は、 河 野の 一 族に 攻 破られ 、遝 矩. 絲田等 は、 小貳大 友に 打滅 され、 東 

面 悉く 靜謐に 及びければ、 國々 の 諸士、 我 も）^ と 都に 馳 上って、 洛中に 充満す。 先 

づ 宗徒の 諸將 に、 恩賞 を 行 は る ベ しとて、 足 利 治 部 大輔高 氏に、 武藏. 常 陸. 下 總を宛 

行 はる。 舍弟左 馬頭 直 義に遠 江、 新田 左-馬 助 義貞に 上野. 播磨、 嫡子 義顯に 越後、 兵 

庫助義 助に 駿河國 、判官 正 成に 攝津. 河內、 名 和 長年に 因幡. 伯耆を 恩賞 ある。 中に も 

赤 菘圓心 は、 さばかり 大功 を 遂げた b しに、 佐 用の 一 所 を 賜 はり、 播州の 守護 職 を、 

却て 召 放 たれし かば、 赤 菘大に 君 を 恨み 奉り、 後 終に 足 利に ぞ屬 しける。 此時足 利 

高 氏 兄弟、 大塔宫 の 繼母准 后に 多くの 賄賂 を 送り、 宫 及び 義貞 以下 を讒 せらる 、こ 

ふ頻 なり。 宮此事 を 聞 召し、 足 利 を 誅伐し 給 はんと" 內々 御 企 あ， 9 ける 所に、. 宮御 

隱 謀の 由、 高 氏讒し 奉らる。 是に 依って 鎌 倉に 流罪 あ 其 後 遂に 直 義の爲 に、 害 

せられ 給 ひける こそ 簿情 けれ。 

小 車 妻 新 三 耶死. Mi 丼 護 K 親王 配流の 事  0 
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藤 房 卿 與，， 正 成 一 閑談 附 遁世の 事  . 

玆三 I 小路 中納ー I 房 卿 は、 賢才の 春ず ければ、 事に 觸れて 君 i め f 給 ひ 

これ ども、 一 つと して 用 ひさせ 給 ふこと なし， 然るに 主上、 出 雲より 差 上げた る 龍 

ぉを愛せさせ給 ふこき、 藤 房 卿 大に諌 奏し 給 ひけれ ども、 君 御 許容 坐さねば、 今 

は是 迄と 思 ひ 定め 給 ひける。 同じき 九月 十晉 の夜 、河內 S 正 成 を 招き 給 ひ、 木 

の 間の 月も晴 渡り 、いつより は事變 りて、 又 面白く 覺 えし 故、 和 殿 を 請せ しな りと 

て、 互に 歌な ど 詠 じて 興せられ ける が、 其 後藤 房卿宣 ひける は、 此度大 塔宮を 流罪 

に 行 はせ 給 ふこと、 兵 革 再び 起るべき 其 端と 存 するな り。 其 故 は、 天下の 事大 小と 

なく、  I の 計ら 2れば 、高 氏 sf  S して、 f は 天下 S はんと 相 企？。 

義 A も 君 を 恨み 奉れば、 渠先づ 朝敵と やならん すらん。 今 見 給へ。 近き 中に 亂^ 

ff0f< 霊 tmi 、心中 熱 S て 手 I ふ £ し。 鴛 苟も 臣 

にる の 道 を fi し、 屢諫 奏し 奉る と雖、 歙智 拙う して 之 を容れ させ 給 はす。 然れば 新 


田 か 足 利か、 何れ か 天下 を 奪 ふべ し. 此上は 如か じ、 出家 せんに はと 存 するな り • 和 

殿 は 弓箭の 家に 生れ 給 ひ ぬれば、 君の 爲に 討死し 給へ。 扨 もな り 果てた る 世の中 ぞ 

i て、 涙 を はらく と 落しけ る を、 直 衣に て 押 拭 はせ 給 ひければ、 正 成 も 涙に 咽び、 斯 

く 迄 公家 一 銃の 御世と なしつ る もの を。 逆臣の 爲に 奪れ させ 給 はんこ そ、 ロ厝 しく 

候へ。 正 成に 於て は、 粉 骨 を 盡し忠 戰を勵 まして 後 、討死 仕るべく 候。 此 上な：^ ら 

も、 今暫ぐ 朝に 仕へ させ 給 ひ、 猶 も諌奏 なされ、 世の 成 行く 樣をも 御覧 候へ， 正成斯 

くて 候 はん 程 は、 容易ぐ 天下 は 奪 はれま じく 候と 申さ るれば、 藤 房 卿、 されば とよ、 

和 殿の 宣 ふこと を、 諸 卿 用 ひ 給 ふま じければ、 如何に 思 ひ 給 ふと も 甲斐 ある まじ • 

其 上 朝臣 たれば、 諸國の 士も從 ふま じ. 今 とても 朝敵と なり 給 ひなば、 天下の 士は、 

厨に 草の 靡 v 、が 如くに てぞ 候らん。 和 殿 は良將 たれば なう と宣 へば、 正 成 承り、 此 

上 は、 某 も 早ぐ 討死： a らば やと、 存じ 定め 候な り。 月 も 西に 傾きぬ。 夜 も 更け^ ひな 

Z とて ぞ出 でられけ る。 同じき 九月 廿 一 日： ま、 5 靑. 24 こ  一 了き 太平 記に、 建 武ニ牟 三月 

建 武元牟 九月  プ/  -  二  ー  I  ？ P フ 十  一 3 と 害け る は 誤な り 

廿 1 日な リ あり 藤房鹏 も、 時の 大鋰 なりけ る 上、 此度を 名殘の 供奉と 思 ひければ、 

藤 房 痛 輿-正 成 談附 遁世の 事  ^5 


li 藤 
世 房 
卿 
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はなやか 

一 際聲 花に 引 繕 ひ、 君の 供奉 を ぞし給 ひける • 其 後 同じき 十月 五日、 遂に 忍び 出で 

給 ひ、 北 岩 倉に 至り、 岀家 遁世の 身と なり 給 ふ。 御 年 卅九歲 なり。 君大に 驚かせ 鈴 

ひ、 急ぎ 召 返して、 政道 輔佐の 臣 となすべし， 0、 宣房卿 | 房に 仰 下されければ、 S 倉 

へ 人 を 遺して、 其 旨 をい ひ 送り 給 ふ。 籐房卿 聞き 給 ひ、 

何事の 羨し さに 歸る ベ き 世に ありと て も 厭 ひこ そせ め 

i 返事して 返し 給 ひければ、 父の 卿、 急ぎ 岩 倉へ 尋ね 行き 給 ひける に、 住み 給 ひけ 

る 庵室の 障子に、 一 首の 歌 を書殘 して、 早何國 ともなく 失せ 給 ひ ぬれば、 父の 卿 も、 

悲歎の 涙に 暮れながら、 すごく と歸. 5 給へば、 君に も 頻に御 後悔 坐し けり。 藤 房 

遁世の 後 は、 何 國に居 給 ふと も、 知， 9 たる 者 もなかり ける に、 新田 義貞 北國に 下向 

の 後、 義貞の 家.： <  畑 六 郞左衞 門 尉 時 能、 越 前 國鷹巢 山に 城郭 を 構へ 居た うける が、 猶 

も 案 內を見 置ん が爲 、奥深く 分 入りけ るに、 谷川の 淸く 漲り， たる 流 あり。 其 水上 を 

尋ね 見ん と、 靜に 川上に 至りけ るに、 差 出で たる 岩 を かたどりて、 极の 葉に て聱き 

たる 家の、 見る も 物憂き 庵 あ. 5。 賢く も斯る 所に S みなせる 人の あ b けりと S ひけ 


れば、 差^き て 見け るに、 年の 頃 四十 餘り にして、 色靑 ざめ、 癯 疲れたる 法師の、 落^ 

を 集めて 席と し、 平 かなる 石の 上に、 法 華經を 置きた る 計に て、 外に は 一物 も貯へ 

たるな し。 主の 僧 は、 檎を 手に 携へ、 外より 歸り來 り、 谷川の 水 を 結びて 庵の 內に 

入り、 經の紐 を 解かれけ る を、 さし も 荒き 武士 なれ ども、 いと 殊勝に 覺 えければ、 つ 

と 入， 9 て、 如何なる 人の、 世 を 背かせ 給へ るに やと 問 ふ。 彼& 、いと 物靜 にもて な 

して、 足下に は、 如何なる 人に やと 宣ふ。 さん 候 某 は、 新田 左 中 將義貞 の 郎等， 畑 六 

郎左衞 門 尉 時 能と 申す 者に て 候が、 先年 新田 殿に 從ひ、 北國に 下向 仕り、 當 時は此 

鷹 巢に楣 籠り 罷在 候と い へば、 扨 は猛き 人々 にこ そ。 愚僧 は 吾妻の 者に てと 計 b 宣 

ひて、 經を讀 み 給 ひし を、 能々 見れば、 古 見參ら せし 藤 房 卿の 面 差に、 扨 も 似 給 ひつ 

る もの かなと 思 ひ、 急ぎ 歸 つて 脇 尾 刑 部卿義 助に 語る。 義助 大に 驚き、 戀 しく 

思 はれければ、 一 條少將 を 伴 ひ、 彼處に 至り 給 ひける に、 早 僧 は 見え 給 はす、 經を载 

せて 置かれつ ると 覺 しき 石に、 

愛 も 叉 浮世の 人の 問 ひくれば 空行く 雲に 宿 求め てん 

藤 房 瘌與- 正 成, 閑 锬跗遛 世の 事  g 
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と、 一 首の 歌 を 書付け 給 へ り. 一 條 少將、 筆蹟 を 能 C 見知ら 給 ひ、 紛る ベ きもな き 

藤 房 卿に て 坐し けりと て、 近邊の 山々 を 尋ねられ しか ども、 巡り合 はすして 歸られ 

けり。 此藤房 卿 は、 遁世し 給 ひしょり、 侃 山 子と 號し、 風雲. を樂 み、 住所 を 定めす 居 

給 ひける が、 愛 も 亦 住むべき 所に あらす とて、 何國 ともなく 失せ 給 ひける が、 其 後 

土佐國 へと 志して、 都の 方へ 上り 給 ひ、 懷 しさの ま、 に芳 野に 至り、 古の 雲井の 交 

も 忘れ 難く、 洞院 大納言 實世 卿の 方 へ、 御文 を 送り 袷 ふ。 實世卿 披き見 給 ふに、 

君が 住む 宿の あたり をき て 見れば 昔に 濡らす 墨 染の釉 

使 は 民家の 童 部な， o ければ、 召 寄せて 間 ひ 給 ふに、 今日 早朝に、 西の方の 野 邊に出 

でて 草 を 刈 力 候へば、 癯せ たる 法師の、 此文を 屈け よと 仰せ 候 ひしと 申す。 實世卿 

驚き 給 ひ、 急ぎ 參內 して 奏聞し、 大和. 河內. 紀伊 にある 所の 關々 へ 仰せ、 修業 者を留 

め 給 ひけれ ども、 其と 覺 しき 僧 もなかり けり。 侃 山 子， P は、 其よりも 船に て 土 佐 

國へ 越し 給 ひける が、 如何なる 前世の 宿業に かよ， 9 けん、 惡 風に 侵されて、 海底の 藻 

唐と なり 耠 ひける こそ 哀 なれ。 


斯樣 LL 風說さ ぜズ、 藤 房 は 名^ 蠻 へて、 京都 妙 心 寺の 住職と なられれ る 記 錄ゎリ 。能々 f 耪 ふべき な リ。 

伊賀 食後 歲註記 

新田 義貞隱 謀計 略の 事 

愛に 前 亡相模 入道の 餘類 等、 東國. 北 國に起 b ければ、 建武ニ 年の 秋、 足 利 尊 氏 卿 を 

關 東に 差 下させ 給 ふ。 足 利 殿 東國に 下向して、 平氏の 逆徒 等 を、 悉く 攻滅し 給 ひし 

かば、 關 東の 諸士歸 服して、 威勢 強大に なり 給 ひけり。 然るに 兩雄 は、 必ゃ爭 ふ 習な 

れば、 新田 義貞と 尊 氏、 日頃 不快に して、 互に 滅 さんと ぞ 企まれけ る。 是に 依， cs て 新 

田 殿 も、 內々 樣々 と 思慮 を 巡らさる。 舟 田 入道 申しけ る は、 當時准 后の 御惡 しみ 深 

く 候 へ ば、 君に は 遂に、 朝敵と ならせ 給 はすん ば 叶 ふま じく 候。 然る 上 は、 片時 も 早 

く 思 召 立 たれ 候へ かし i いふ。 義貞閬 き 給 ひ、 足 利を滅 さん こと は、 義貞が 手裡に 

あり。 然れ ども 今朝 家に、 智 臣勇臣 多ければ、 事大 儀の 計略な りと 宣 ひける を、 舟 

田 聞き も敢 へす、 先立ちて 某 思慮 を 巡らし 置 候。 赤 © 父子 は、 朝家 を 恨み 奉れば、 播 
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磨 一 國を與 へて、 * 方に 御 招き 候べ し • 名 和 伯耆守 長年 をば 、入道 請 取 b て 誅し候 

おば か 

はん • 正 成 一人 こそ、 六 かしき 相手に て 候へ。 是は 方便り 賺し 寄りて、 力 者に 仰せ 

て 刺殺され 候へ かし。 其餘は 誰か 一 人、 頭 を 差 上ぐ る 者の 候べき。 其 上に て 主上 を 

押 籠め 苯 b 、持 明院殿 を、 御 位に 卽け給 ひ 候へ かし。 然 らば 足 利 兄弟 は、 東國 にて 誅. 

せられ 候 ひなん。 とくく 思 召 立た せ 給 ひ 候 へ かしと 勸 めければ、 義貞是 に 同じ、 

てだて 

然 らば 楠 を賺し 寄せん 方便に、 我れ 先づ正 成が 許に 行き交 を 親しく せん。 然 らば 正 

成、 我方に 來ら ざる こと ある まじ。 菓生. 篠塚. 畑 .亘 狸. 池 田. 由 良 六 人 は、 組 手なる ベ 

し i 定められ、 或 夜 究竟の 者 共、 只 二十 人 召 具せられ、 忍びやかに 正 成の 館に 入り 

^ふ。 樣々 饗應 あって、 夜更 くる 迄 物語し 給 ひて、 心 置な き 體に居 給 ひける が、 夜 

も 更け 候 ひぬ。 歸り候 はんと 宣 へば、 正成餘 りに 御供の 小勢に 覺ぇ 候。 御用 心 ある 

べき 時節な り。 某が 郎等 共 をして、 送らせ 候 はんとて、 逞兵 三十 人 を 呼出し、 中 門 

迄 送り出 でられければ、 義貞 大に悅 び、 ^き 旨 を 謝し、 手の 郎等 並に 送の 者 を 召 連 

れて、 宿所に ぞ 歸られ ける- 恩 地、 正 成の 前に 参り 、今宵の 新田 殿の 御入來 こそ、 心 


得 や 候と、 忍びやか：^」 ければ、 されば とよ、 定めて 深き 慮あって の 事なる べし • 

此人隱 ばの 企 ありと 見え たれば、 正 成 を 味方に 招かん. との 謀 か、 又 招き 寄せて、 誅せ 

んとの 術なる べし。 旁 心 許すべき にあら す。 されば 送りて 出で ざらん は無禮 なり。 

夜陰に 送り出 でんに は、 用心の 程の 心 元なければ、 御供 廻の 少く覺 え 候。 某が 手の 

者 共 をして、 送らせ 候 はん i て、 若 黨共を 呼出し、 此者 共と 打 連れて、 送り出で しな 

り。 是れ義 貞の爲 にあら や、 正 成が 身の 用心な りと 宣 へば、， 恩 地大に 感心 をぞ した 

,9 ける。 案の 如く 三日 を 過ぎて、 義貞、 正 成の 宿所に 使者 を 遣して 招かれけ るに、 仰 

にて は 候へ ど、 當時 世上 も騷 がしく 候。 正 成に 於て は、 朝家に 仕へ 奉る 身に て 候へ 

ば、 誰 にても 朝敵と なり 給 ひつる 人に、 矢の 一 つ を も 射ん やる にて 候 • 御用の あら 

んに は、 wfl され 候へ。 承り 候 はんとい ひて、 使をぞ 返されけ る。 新田 大に 驚き、 正 

成の 智は 神の 如し。 早 我が 心中 を 知， 9 たるに やと 宣 へば、 舟 田、 爭 かさる 事の 候べ 

き • 某參 つて 連れ 來り候 はんとて、 正 成の 許に 行き、 對 面して 申しけ る は、 足 利 兄弟 

東國 にあって、 逆心 を 企てら る、 條疑 なく 候へば、 其 旨 上聞に 達して、 義貞罷 下る 
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ベく 候。 さりながら 又淮 后、 例の 讒口 を 以て、 義貞を 却て 不忠の 者と 申な し 給 ふ ベ 

ければ、 楠 殿の 御 思慮 を も、 承り 度 由 を 申され 候。 義貞に 於て、 何の 御 心 置か 候べき • 

倡 御出で 候 へと いへば、 正 成、 舟 田が 顔 をつ くぐと 打 詠め、 心中 を殘す べきに あら 

ざれば 申す に 候 • 新田 殿 も此頃 は、 君 を 恨み 袷ふ氣 色顯然 たれば、 左程に 君の 御爲 

を、 思 召す ベ しと も存 せられす 候。 其上數 度の 功名 を 顯し給 ひ つれば、 朝敵 i なる 

とも、 天下の 士 靡き 從は んと こそ、 思 召す ベ き 人の、 先日 私宅に 入り 給 ひ、 何よりも 

しめ やかに 親しく 御物 語 あ 力。 今 又 正 成 を 招き 給 ふこと、 不審の 其 一 なり。 是れ大 

事に して、^ 事に あら ざれば、 御邊御 出あって、 某に 談 せらる ぺ きに、 さはな くして 

招き 猞ふ。 是れ 二つ。 又 先日、 新田 殿の 御 入來ぁ b し 時 、左様の 物語 を も、 端々 し 給 

ふべき 所なる を、 包み 給 ひし。 是れ 三つ。 押して 東 國に御 下向 あらば、 朝敵の 名 を 

得 給 はん。 君へ 奏聞し 給 は い、 准 后の 讒口に 懸り給 ふべ し。 然れば 何れと も 分け 難 

し。 某と て も、 何とか 思惟 仕るべき。 其 程の 御 思慮 ある まじき 新田 殿に も 候 はぬ 

に、 なる まじき 事 を 談じ給 ふに より、 大に 不審の 端 起れ り。 是 四つ • 先立って 荒，々 


しき 御 返事 申し つれば、 御憒も あるべき 所に、 さもな ぐ 候 • 是れ 五つな， 9.* 新田 殿 

に對 して、 私の 宿意 は 候 はね ども、 兩 家の 確執 止ま ざらん 程 は、 君 を 守護し 奉 hN、 正 

成 も 用心の 爲、 何方 へ も 出で まじき と、 存じ 定め 候と 宣 へ ば、 さしもの 舟 田、 胸 塞， ON 

て覺 えし かど も、 さあらぬ 體 にもて なし、 義 貞に對 し、 何の 御用 心 か 候べき。 義貞が 

心中に 於て、 變る こと は 候 はぬ もの をと て、 苦笑 ひして ぞ歸， 9 ける。 其 後 正 成、 恩 地 

を も 招き、 今 は大亂 近き にあり。 朝敵と な b なん 人、 天下 をば 奪 ふべ し。 正 成が 謀 

を 御用 ひ あらんに は、 左右な く 天下 をば 奪 はれ じ。 分 國へ吿 知らせて 、合戦の 用意 

せよ。 御邊の 勢、 又 和 田 以下 を も 呼 上すべし • 某が 郞從も 、一千 餘騎 にて、 五日が 內 

に 上洛せ さす ぺ しとて、 恩 地 を 河 內へぞ 下されけ る。 


南朝 太平 記卷第 A 終 

新田 義貞隱 ^計^の 事  S 


確 新 
執 田 
足 
利 


南朝 太平 記 卷第九  1 さ 

南朝 太平 記卷第 九 

新田 • 足 利 確執 附廷尉 正 成 諫奏の 事 

さる 程に 新田. 足 p: の兩 家、 互に 牙 を嚙み 憤を懷 きて、 確執 日々 に增 長し、 遂に 尊 氏 

卿、 義貞を 討たん i 奏狀を 差 上げら る。 其狀、 建武 I 一年 十月 廿 八日、 京都に 參 着せし 

所に、 義貞 朝臣 も、 同じく 奏狀を 上らる。 理非 區々 にして、 何れ i も 決せ ざり ける 

所に、 洞 院太政 大臣 &賢公 進み 出で、 旣に尊 氏、 大塔宫 を弑し 奉り ぬれば、 罪惡 遊れ 

や i は 申ながら、 片言 を 聞きて、 訴を定 むべ からす。 楠疋成 は、 智謀 古今に 秀でた 

る良臣 な、 り。 彼が 申 樣をも 御 聞 あ つ て、 其 上に て 節度 使 を 差 下さ るゝ か、 又は 使者 

を 差 下され、 尊 氏が 申 樣をも 御 聞な され 候 か、 何れに 付け 宜しき に從 はれ 候 ひかし 

と 宣 へば、 主上 實 にもと や 思 召され けん、 頓て正 成 を 召され" 此事を 御 尋ね あ、 り、 汝 


が 心中 を殘 さや 敕答 申すべし とな 其 時 正 成、 公賢 公に 向 ひ. 敕 答申され ける は、 

是 こそ 由々 しき 御大 事に て 候へ • 新田 は 在京 仕， o、 足 利 は 東 國に罷 在る 事に て 候へ 

ば、 先 づ足利 兄弟の 內、 一 人 都へ 召 上され、 兩 方の 申條を 御釓明 候べ し， 爭 でか 逆心 

を 企て 候べき。 只兩家 謂れざる 確執に よって、 事 を 朝敵に 寄せて、 滅 さんと 相 巧む 

倏、 顯 然として 見えて 候。 然れば 今より 以往、 水 魚の 思 をな すべし と敕命 をな し 下 

されな ば、 など か 違背 仕らん。 今兩 家の 內、 何れ をな りと も、 誅伐の 宣旨 をな し 下さ 

れ なば、 國々 にある 所の 朝敵と ならん 者 、新田. 足 利に 限らす 多 かるべ し。 されば 關 

八州の 內に、 新田が 一 族の 所頜 をば、 本紛 人に 與 へさせ 給 ひ、 新田が 分國 にある 所の 

足 利が 一 族の 所領 を も、 又 本給 人に 附復 あ-つて、 先づ 天下の 亂れ ざる 樣に なさる ベ 

う もや 候らん と 申さる、 時に、 坊門 宰相 淸忠 進み出で、 御邊の 心中 心旖す • 察すな 

に 王位 を輕々 しぐ 思 はる、 と 見えたり。 新田. 足利兩 家、 共に 朝敵と なると も、 何ぞ 

日本の 諸士、 朝恩 を 捨て ゝ 新田. 足 利に 從 はんや。 尊 氏 旣に大 塔 宮を失 ひ 奉りぬ る 

上 は、 罪科 遊る ベ からす。 急ぎ 節度 使 を 下されて、 誅伐な さる ゝ より 外 は あるべ か 
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らゃ と、 憚る 所な，、 申されけ るに、 君是を 許容 坐して、 義貞を 討 手と して、 差 下さる 

べきに 定まりけ， o。 正 成 退いて、 洞 院相國 に 向 ひ、 忍びやかに 申されけ る は、 淸忠の 

仰、 義に當 りたる 樣には 候へ 共、 時代 Jg 應を 知り 給 はす。 右 大將賴 朝 卿より 以來、 天 

下の 權を 執って、 諳士の 奢 身に 餘れ り。 然るに 當時 朝廷より 出で て、 古 * に歸し 候へ 

ば、 諸士 多年の 奢に 習 ひ、 朝家 を 恨み 奉る 者、 幾千 萬 人 とか 思 召 候ぞ。 義卓正 成に 親 

しき 者 も 、敵と ならん 事 疑な し。 然 り-と 雖 義貞. 某 等に 御 任せ 候 はい、 足 利を滅 さん 

こと 容易 かるべく 候へ ども、 公家の 人々、 御 口 入 あらん すれば、 天下 は 朝敵の もの 

i ぞ なり 候 はん。 元 弘に正 成、 天下の 士に 先立って 肺肝 を碎 き、 夙に 夜半に、 塞に 暑 

に、 身 を 忘れて 朝敵 を滅 し、 君 を 御 位に 卽け 奉りし もの を、 尊 氏が 爲に 奪れ んロ惜 

さよ。 君の 爲め 國の爲 め、 今 一 往君を 宥め 奉り 給へ。 足 利 を 召されん に、 來， まな 

とが 上洛せ ざる ぺ き。 其 間に は、 彼が 實否も 知れ 候 はんもの を i 涙 を 流し、 しほし 

ほと して ぞ立 たれけ る。 其 後 公賢 公、 山門に て 此事を 御物 語 ありければ、 君 を 始め 

諸 卿 皆、 正 成の 智慮の 深き をぞ感 せられけ る •  - 


諸國 朝敵 蜂起 附正成 重ねて 諫奏の 事 

義貞 朝臣、 節度 を 賜 は つて 東國に 下向し 給 へ ば、 正 成 も 同じく 罷.： I： はんと 宣 ひけれ 

ども、 新田 殿 固く 辭し給 ひければ、 扨 止みに け 斯くて 義貞、 東 國に發 向し 給 ひけ 

るが、 數 度の 合戦に 打 負け 給 ひぬ る 由 聞え しかば、 主上 も 釵慮穩 なら ざり ける 所に、 

同 十二月 十 一 日、 讃 州の 住人 高 松 三郎賴 重が 早馬 着 京して、 細 川 律師 定禪、 國 中の 

勢 を 語ら ひ 蜂起 仕り、 勢 ひ 強大に な つて、 都へ 攻 上らん と 相 催し 候と 告げたり けれ 

ば、 翌日 諸 卿 評議あって、 楠 判官 正 成 を 節度 使と して 差 下さるべき 旨， 敕使 をぞ下 

されけ る。 正 成 謹んで 承り、 敕靛 にて は 候へ ども、 四 國の御 敵 は 恐る、 に 足ら や 候 

が、 中國. 九州. 北國 に も、 亦 逆徒 出來， 9 な ん と覺ぇ 候。 然れば 正 成、 四 國に渡 b 罷在 

候 はんに、 朝敵 起って 遨を差 塞がれな ば、 都に 如何なる 大變出 來り候 とても、 左右 

なく 馳 上る こと、 難 かるべく 候と 申さる ゝ。 敕使 驚き、 さ 程に 諸國 に朝歜 となる ベ 

き 者の 候 や、 覺束 なしと 申さ るれば、 いやと よ 近年 は、 天下の 政道、 准 后の 口 入に 落 
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ちて、 赤松 以下、 君 を 恨む る 者數を 知ら や。 是 等の 者 共に、 尊 氏內々 米 錢を與 へて 扶 

助し、 己れ が 方 人に せんと 相 巧め り。 大塔宮 此の 事 を 知 召し、 法 印 良 忠と御 心 を 合 

され、 足 利を對 たんと 思 召されし を、 尊 氏 准 后に 屬 して 讒を構 へ、 宫を失 ひ 奉り、 良 

忠に 死を與 ふ。 加 之 足 利 書 を 送って、 諳國に * 方 を 求び。 今 見 給へ、 中國. 北 國の早 

馮來 らんす る ぞと宣 へば、 敕使歸 つて、 此 趣を釵 聞に 達せられければ、 君 も 暫く 默 

止し 給 ひける 所に、 義疯猶 も 合 戰に打 負けて、 遠 州へ 引退く 由 聞え、 備前國 の 早馬 

來 つて、 逆臣 蜂起す と 注進す。 生 上 犬に 驚かせ 給 ひ、 頓て正 成 を 召され、 汝が 申す 

所 、朕が 肝に 銘す。 如何にして か 申しつ る • 心中 を殘 さす 申すべし となり。 正 成畏 

つて、 敕 にて 候 程に、 申 上 候 はんとて、 准 后の 口 入の 惡 きを 始め、 赤 菘が君 を 恨み 

奉る 趣、 小貳大 友が 不義、 大塔宮 の 御 事、 諸 卿 皆 尊 氏が 謀に 落 給 ひし 事共、 悉く 奏せ 

られ ければ、 諸 卿 は 面 を 赤め、 固 唾 を 呑んで 居 給へ り。 主上 御 後悔 坐して、 猶此 上に 

も、 朝敵と なるべき 者 あり やと 敕問 ある。 正 成 承り、 某が 分國和 泉. 河內 .攝 津三箇 

國の 外に は、 實の咏 方 は 一 人 も 候 まじ。 北國. 九州の 早馬 も 、近日 參る こと ぞ候 はん 


i 申さる 、• 主上 も 大息 を繼 がせ 給 ひける が、 先 づ四國 下向の 事 は、 汝が 申に 任す 

べし • 彌忠 功を抽 すべし i 敕靛 ありて、 正 成 をぞ歸 されけ る • 

正 成 攝州發 向の 事 

斯. 5 ける 所に、 丹 州. 能 州 を 始め、 國々 の 早馬 來 つて、 朝敵 蜂起せ し 由 注進し ければ、 

君臣 大に驚 怖 あ b 、諸將 を 集めて 軍議 ある。 判官 正 成 進み出で、 某備 前. 播 磨に 忍 を 

遣 はし 候に、 足 利 上洛せ すん ば、 西 國の敵 は 上り 候 まじ。 然る 上 は 正成罷 下り、 義貞 

に 力 を 合せ、 十 死 一 生の 術 を 以て、 尊 氏 を 攻滅し 候 は い、 西國. 北國の 敵 は、 自ら 滅び 

候 はんと 申され けれども、 疋成 京都に なくん ば、 誰か 皇居 を 守護し 奉る べきと て、 許 

されす。 正 成 返いて、 猶も洞 K 相國を 以て 申されけ る は、 某 は、 手の 勢 1 萬 八千餘 

騎 の內、 一 萬餘 騎を從 へ、 是非に 罷 下り 候 はん。 新田、 尾 州 を 引取， 9 なば、 近 江より 

以東 は、 皆 朝敵と こそな b 候 はん。 足利卽 時に 上洛せば、 西國. 北 國の敵 も、 一同に 

攻 上り、 四面 悉く 敵と なって、 防くべき 術 候 はじ。 然れば 東國の * 方に 力 を 合せ、 早 

正 成 攝州發 向の 事  一七七 
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： く 足 利 を 返 治すべき は此 時な り • 帝都の 事、 心 元な く 思 召され 候 は^、 殘る 八千餘 

騎を、 弟に て 候 正 氏に 相 添へ、 都に 留め置き 候 はん。 其 上 一子 多 聞 九、 十 歳に 罷 なり 

候 を、 相國 へ 質と して 進 じ 申 候 はん • 又義顯 以下の 官軍 多く 候 へ ば、 何の 恐れ か 候 

べき。 又 奥州の 北 畠 殿 1 家、 定めて 攻 上られ 候 はん。 然 らば 足 利 を 中に 取 籠め 討た 

んこ と、 いと 易く 候 はんと ゆされ けれども、 君 を 始め、 俄に 天地 も 反覆す る 樣に覺 え、 

芷成 帝都に なくて は、 如何にしても 力なし とて、 匹 田 九郞を 以て、 遂に 義貞 をぞ召 

返されけ る。 正 成 も 今 は 力なく、 分國に 城々 を 構へ、 都の 根を强 くせんと、 和 泉 • 河 

內. 攝 律の 內に、 十八 箇所の 城 を 築き、 * 方の 勢の 妻子 を千靱 破に 籠 置き、 吾 身 は 五 

千餘騎 にて、 在京 を ぞし給 ひける。 時に 攝津國 の 住人 多 田 左 衞門尉 義玄、 一子 を 千 

.靱 破に 入れん と難澀 する 由 聞え ければ、 正 成 急ぎ 攝津多 田に 發向 せらる。 是に 依つ 

て義玄 • 子供 二人、 並に 老臣 等が 子供 等 を 出し 镀 しければ、 同廿 六日 都に 引退 かれけ 

るが、 其 日 は 山 崎に 宿陣 し紿 ひけみ， 


攝州生 田 合 戰并足 利 殿御 敎書 到来の 事 

斯る 所に 細 川 卿 律師 定禪、 讃 州より 打って出で、 兵船に 取乘 つて、 都 を 指して 攻上 

られ ければ、 赤& 父子 播州 須 磨に 打って出で、 定禪の 渡海より 以前に、 攝 州まで 發 

向し、 吉例 なれば、 元弘の 時の 如く、 摩耶 山に 取 上らん と、 所々 の 民 屋に火 を 放ち、 生 

國小野 屋に陣 を 取る。 楠 廷尉正 成 は、 山 崎に 陣 せられけ るが、 此吿を 聞き、 翌廿七 

日 取って返し、 須 磨の 敵と 一 戰 せんと 馳向 はる。 赤 核 律師 則 祐是を 聞き、 何條 さる 

事 あるべき。 楠 は 昨日、 多 田より 京都に 引取りたり。 察する に 當國の 者 共が、 正 成 

の 下知に 依って ぞ向 ひつらん • いで 追 捲って 吳 れんと て、 手勢 八 百餘騎 を、 雀の 松 

原に 引隱 し、 一 萬 餘騎を 張 出して 見せけ るに、 敵 は 菊 水の 旗なる ぞ。 す は. 楠 こそ 向 

ひたれん、 上 を 下 へ と 騷ぐ所 を、 矢 尾 別當顯 幸. 志 貴 左衞門 尉、 赤 核が 先陣^ 上. 別 所 

が、 未だ 勢を備 へ ざる 所に、 會釋 もな く 切って 入り、 東西 へ 馳^り、 南北 へ駔 立つ る 

i ぞ 見えし。 別 所. 浦 上が 勢、 一 同に 咄と 崩れけ お • 正 成 之 を 見 給 ひ、 進め や 者 共と、 

攝州生 田 合戦 弁^ 利 殿御 教書 到 來の事  ^ 
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金 鼓 を 鳴らして 追 憑 けらる。 宇 野 能 登 守、 矢 尾が 進んで、 逃ぐ る を 追 ふ を、 能き 敏 

ぞと 走り 寄って、 草摺 を 取って 引落さん とす。 別當 した ゝ かなる 法師 なれば、 宇 野 

を 取って 引 寄せ、 鞍の 前輪に 押 付け、 首搔 切り、 獪も 逃ぐ る を追懸 くる. - 赤极 父子、 取 

つて 返し 取って返し 戰 へ ば、 上 月七郞 原 彌八も 討死し、 別 所 六 郞左衞 門 も、 痛手 

負うて 自害せ り。 律師 則祐、 豫 てより 雀の 菘 原に 隱し置 きたる 八 百 餘騎を 魚鱗に 立 

て 、靜ま 6 返って 押 向 ふ。 正 成逞兵 一 千餘 騎を從 へ て、 眞驀に 打って 憑り.、 七 顦八倒 

"して 戰 はるれば、 則 祐が勢 泳へ 兼ね、 是も 同じく 崩れけ り。 逃ぐ る を 追 ふ 事 一 里 有 

餘、 日旣に 夕陽に 及びし か ば、 敵 の 首. 四百 餘級切 かけ さ せ、 其 夜に B 崎の 城に 入り 、 

同廿 九日 引返して、 歸 洛にぞ 赴かれけ る。 然る 所に 細 川 阿波 守 和 氏の 郞等 元澤源 

■ 六.. 伊木 四郞、 足 利 殿の 兩使 i して、 御敎誊 を 帶し來 りけ るが、 瀨 川の 宿に て 行 逢 ひ 

• ぬ。 正 成、 譽田彌 三 郞數房 を 以て、 使の 趣 を 問 はれければ、 和 田 殿 か 恩 地 殿 かを以 

て 申入れ 候 はん i いふ。 譽田 聞いて、 和 田. 恩 地 は、 時節 此陣に は 罷り 居らす 候。 某 

, とても、 矢 尾 別當が 甥に て 候へば、 心 を 置かる べきに 非す • 傍の 人 を 除かれ 候へ i 


い へば、 兩使、 人 を 除いて 後 、今般 尊 氏 上洛 を 企て 候 こ.^ 天下 を 奪 はんとに は 候 は 

t 尊 氏 君に 對 して 聊も 私な く、 忠貞を 盡し候 所に、 義貞 が讒に 依って、 朝敵の 惡 

名 を 蒙れり。 上洛 仕って、 此旨を 申 開かん i 欲する 所に、 討 手と して、 義貞 東國に 

iMi: ふの 間、 心なら や 味方の 軍勢 等、 一戦 を 挑み 候な.^ 是れ 逆臣の 最 は義貞 にあ 

り。 然れば 君の 御爲 め、 且つ は 天下の 爲 にて 候へば、 楠 殿 も 某に 力 を 合せ、 新田 誅 

伐の 謀 を 巡らされ 候へ。 然るに 於て は、 畿內の 五ケ 國. 南海 六 州. 伊賀 • 伊勢. 近 江の 國 

a を 管領し 給 へ • 直義を 中國に 居らし め、 尊氏縑 倉に あって、 朝家 を 守護し 奉 b 候 

はんとの 事に て 候と て、 和 氏よりの 內狀を も 出しけ り • 正 成 あざ笑 ひ轡を 執り、 使 

者に 向って 目を嗨 らし、 正 成 富貴 を 好まば、 何 ぞ御邊 の 力 を 借らん。 日本に 唐土. 天 

竺を 添へ て 賜 はらた b とて、 慾に 義を替 ふべき や， 天下 を 奪 はんと 巧 まれし こと 

は、 三年 以前より、 正 成が 能く 察せし 所な り • 兩 使が 首 を 刎ねた きもの なれ ども、 誅 

せん も 不便 なれば、 とう）. （^歸 れ とて ぞ 申されけ る • 斯くて 同じき 晦： cr 正 成洛に 

歸 b 參內 して 、合戦の 次第 を 奏し、 其 後 尊 氏が 狀 を進覽 せられけ るに、 君大 に歙感 

* 州 生 © 佥戰捧 足 利 殿御 敎書 到来の 事  ズ1 
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あって、 四 國. 九州の 管領 職に なし 下されければ、 正 成 忝き 旨 を 述べ、 返 出 を ぞし& 

ひける。 

正 成 對，， 談義 貞， 幷諸將 手 分の 事 

斯くて 正 成 は、 內裡を 返 出せられ ける が、 去廿 四日、 義貞歸 洛し給 ひし かば、 對 面の 

爲め、 新田 殿の 宿所に 入、 り 給 ふ。 義貞悅 び 出向 ひ、 東國 にての 合戦の 次第 を 物語 あ 

つて 後、 義貞宣 ひける は、 楠 殿と 某 一 手に なって、 近 江に 馳せ向 ひ、 摺 針に 陣を取 り、 

敵 を 峠の 難所に 引受け、 ー戰 に^ 雄 を 決し 候 はん は 如何と な 判官 頭 を 振り、 先 

陣 未だ 犀 州の 邊 にあら ば、 尤 にて 候へ ども、 早 美 濃に 着きたり とも 開え、 又 伊賀 路 

より 宇治へ 向 ふと も 聞え 候。 然れば 眛 方 小勢に して、 而も 疲れたる を、 敵より 懸っ 

て戰は い、 必定 戰ひ利 ある まじく 候。 早く 君を釵 山へ 行幸な し 奉り、 心安く 合戰を 

らんと 申さ るれ ば、 義貞 聞き 給 ひ、 仰に て は 候へ 共、 士卒 力 を 落す ベ ければ、 一 先 

づ 宇治 * 勢 田に て 防がば やと ぞ宣 ひける。 正 成 重ねて、 新田 殿の 術、，， 一 狸 ありと は 申 


せど も、 其 は 分內廣 く、 諸方の 口に 逮 うして、 小勢の 官軍 互に 力 を 合さん に、 難儀に 

ぞ 候らん。 * 方 は 山門に 取 上り、 敵 を 洛中に 入れ 置きて、 正 氏に 川尻 を 差 塞せ な 

ば、 敵軍 忽ち 兵糧 盡 きて、 士卒 減 せん は 必定な，^ 其 弊に 乘 つて 攻擊ら なば、 勝利 を 

得ん こ と 手裡 にあり と宣 へど も、 一 戰 にも 及ば やして、 帝都 を 敵の 馬蹄に かけさせ 

んは、 世の 人口 も 如何な b とて、 遂に 都に て戰 はるべき にぞ究 まれ 斯くて 其 年 

も 暮れ、 建武 三年の 春 立 渡れ ども、 內 裏に は 朝拜 もな く、 節 會も行 はれ， 只 周章の 

外 他な し。 斯る 所に、 凶徒 旣に 近付きぬ i 聞え ければ、 正月 七日、 軍勢の 手 分 あり • 

勢 多へ は、 伯耆守 長年 を、 三千 餘騎 にて 差 向けら る。 山 崎へ は、 脇 屋右衞 門佐義 助. 

洞 院按察 大納言 公泰 卿. 文觀 僧正. 大友 千代 崧 丸. 宇都 宮美濃 將監. 海老 名 以下 七千餘 

騎 にて 差 向けら る。 大 渡へ は、 總大將 義貞. 千 葉. 宇都 宮. 翁 池 3 下、 一 萬餘騎 にて 向 は 

る、。 宇治へ は、 廷尉正 成 五 千餘騎 にて ぞ向 はれけ る。 

新田 義貞. 名 和 長年 口論 井 足 利 殿 上洛 の 事 

正 成 對- 談義處 - 井 諸將手 分の 事 新田 義處 • 名 和 長年 口論 井 足 利 殿 上洛の 事 1さー 
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然るに 篛貞宣 ひける は、 尊 氏 勢 多よ， o 押 寄す ベければ、 義貞勢 多へ 向 ふ ベ し • 治 承 

より 以來 ♦ 皆 宇治よ， o 破れ ぬれば、 楠 殿 向 はるべし。 敕 靛 にて 候と 宣 ひし を、 長年 開 

きも 敢す、 新田 殿 は 敗軍の 將に 坐せば、 勢 多へ は 某 向 ひ 候 はんと 申さる ゝ。 義貞聞 

き 給 ひ、 敕命を 背き 給 ふかと 宣 へば、 敕靛 ならん に は、 召されて 仰 下さるべき もの 

をと いふ • 其 時 正 成 進み出で、 敕命 にて 候ぞ。 伯 州の 申され 樣 無骨な り. i 宣へ ども、 

いやく 餘人は 知らす、 長年に 於て は、 今更 人の 下風に は 立た じ もの をと いふ • 正 

成 重ねて、 大事の 前に 私 を 立て 給 ふ は、 長年に は 似合 ひ 申さす i 宣ふ • 篛貞も S を 

損じ、 伯 州 を 義貞の 手に 馬せ よと は敕誌 もな し。 其 上足 利 は 多勢な り • 長年の 御 勢 

は、 僅か 二 千有餘 にて ぞ 候らん i 宣 へば、 いや ）（》 敵 は 百 萬 も あらば あれ *長 年が 一 

命 あらん 程 は、 破られ 候 まじ。 義貞の 加勢 を も 受け 候 まじと 怒ら るれば、 義貞も 力な 

く、 長年の 向 は る ベ き大渡 へ 向 ひ 給 へ ば、 長年 は 勢 多の 手 へ 向 はる、 • 時に 正 成、 勢 

多の 手 へ は 尊 氏 寄せ 來る ベ ければ、 戰 難儀な らん と 思 ひ、 矢 尾 別 當. 志 賁右衞 門 尉 

に 五 百 餘騎を 相 添へ、 加勢と して、 長年の 蹿 へ 差遣 はさる。 然るに 畏年、 人の 加勢 は 


尊 氏 兵お 

京都に 進 

む 


申 受け じと 固辭 しけれ ども、 菊 水の 旗を閣 き、 長年の 帆 褂艄の 旗 を 遣 はされ 候へ な 

どと、 樣々 詞を盡 してい ひ 送られければ、 長年 も 得心し、 判官 殿の 加勢 を 受け まじき 

長年 にても 候 はねば、 對 水の 御 旗 こそ 宜し かるべく 候と て、 此勢を 合せて、 三千 餘 

騎 にて 守られけ り • さる 程に 征夷 將軍尊 氏 は、 旣に江 州に 着さて、 伊岐 州の 城を攻 

むべ しとて、 先 づ民屋 を 追 捕せられ ける に、 兵糧 一粒 もなかり しかば、 鄕民を 召 捕 

b て 間 はれけ るに、 去 極月 十七 日より、 楠 判官 當國 に發 向し 給 ひ、 所々 の 民 屋を追 

捕して、 鄕 民に 仰せ、 國 中の 船 數千艘 にて、 纔 三日が 中に、 坂 本へ 運び 取り 給 ひ 候。 

殊に 足 利 殿方の 人々 の 所領 をば、 闕 所な b とて、 是非 をい はせ す 奪 ひ 取. 5 給 ひ 候。 

其 上海 道筋の 者 共 は、 北 近 江の 方、 又は 所々 へ綠を 求めて、 逃げ 行き 候へば、 糧はぁ 

る まじぐ 候と ぞ 申しけ る • 是は正 成 東 國に罷 向 はんと 議 せられし かど も、 朝廷 許し 

給 はねば、 敵 を糧に 疲らさん との 術な b。 其 上 軍に 打 負けな ば、 君 を 山門へ 行幸な 

し 奉らん 爲の 用意な .9。 伊岐 州に は、 山 法師の 籠りたり ければ、 山 名 三 河 守 以下 五 

頭 を 以て 攻 落させ、 將軍は 勢 多へ 向 ひ 給 ふべ しとて、 軍使 を 差遣 はされ ける に、 帆 

箭田義 桌. 名 和 長年 口論 井 足 利 殿 上洛の 事  一八！ - 
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褂 船の Is. 菊 水の 旗、 凡そ 四 五十 流 差 上げて、 勢の 稃 四千 計 もや 候らん とい ふ。 足 利 

殿、 扨 は 新田に て はな かりけ， 9。 名 和. 楠 こざん なれ、 打 捨て 、宇治より 向 はまし， 

いやく 正 成 如何なる 術 をな して、 美 緵. 尾 張 迄 も 出張し、 先 後より 立 挾まん とや 巧 

むらん。 又 打破って 通る こと も 叶 ふま じ。 如何 はせんと 評議あって、 仁 木. 祧 井. 土 

岐. 武田. 荒 川. 小 笠 原 等、 一 萬 二 千餘騎 にて 楠 を 押へ させ、 此方より 合戦 を 好む ぺか 

らすと 下知して、 將軍 兄弟 は、 江 州より 伊賀 路へ 廻って、 寄せん とぞ向 はれけ る • 然 

る 所に 思 ひの 外 八幡 山に 一城 を 構へ て、 菊 水の 旗 押 立てたり。 正 成 は 宇治に あ， 9、 

義 貞は 大渡 にあ b と 聞え しかば、 足 利 勢 は 淀に 廻って、 八幡 山の 山 下に 陣を 取り、 

城 を 攻めん と議 せられし かど も、 正 成 は 宇治に ありと 聞 ゆれば、 此小城 一 つ を 攻め 

て も 益な し。 又 宇治に は 正 成 あれば、 是に向 はんも 物 好な b とて、 仁 木義 長. 細川淸 

氏. 今 川 五郎 入道 心 省 を、 三 萬餘騎 にて 請 手と なし、 將軍 は、 大 渡へ ぞ向ひ 給 ひける。 

京 勢 敗軍の 事 


斯くて 將軍 は、 猶も 諸方に 手 を 分ち て、 淀 は 畠 山上 總介、 一 口 へ は 吉見三 河 守 を 差 

向け 給 ふ。 然るに 去. 元弘 三年 十月、 北 畠顯家 卿、 奥州に 下向の 時、 准 后 腹の 第三の 

宮義良 親王 を 伴 ひ 下. ^給 ひける が、 此度陸 奥. 出 羽の 官軍 を 催し、 多勢に て 上洛し 給 

ひける 程に、 不 破の 關を 越えて、 入洛し 袷 ふ ベ き 由 聞え けり。 斯る 所に、 細 川 定蟬を 

大將 にて、 赤松 以下み 西國 勢、 攝津. 河內邊 まで 攻 上りけ るが、 同 九日の 酉の 刻、 將軍 

の御陣 へ 申しけ る は、 明 十日の 午の 刻 以前、 山 崎を攻 破り、 煙 を 揚げ 候 ベ し。 同時に 

御 合戦 候べ しと ぞ吿 げた b ける。 さる 程に 正 成 は、 敵陣に 忍び を 入れ 置き、 義貞の 

陣へ 軍使 を 遣 はさる ゝこ と、 櫛の 齒を 引く が 如し。 十日の 子の刻、 1 夜 討して、 十 死 

1 生の 軍 を 仕らん とな 翌 十日の 寅の刻、 又大 渡に 軍使 を馳 せて、 山 崎へ、 細川定 

禪ニ 萬餘騎 にて 寄せ 來る由 聞え 候。 其の 御陣 に、 さまで 大勢 は 入る まじく 候。 菊 池 • 

宇都 宮 以下 を、 山 崎 へ 遣 は され 候へ。 此方より 加勢 を 遣した く 候 へ ども、 今夜の 合 

戰に 士卒 後れな ぼ、 惡か， C- ぬ ベ  <  候とぞ い ひ 送られけ る。 義貞 聞き 給 ひ、 仰 承り 候 

ひぬ。 山 崎 は 程近く 候へば 、合戦 若し 難儀な らんに 於て は、 某 罷向ふ ベく 候へば、 御 

^势 敗軍の 事  K 七 
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心安 かるべし とな り。 卯の 下 刻に 使者 馳せ歸 りて、 此の 旨 を 述べければ、 正 成 、扨 は 

味方 敗軍と 覺 ゆる ぞ。 山 崎 は 京 家の 輩 多ければ、 敵 は 定めて 强 かりなん。 其の 時義 

貞向 はれな ば、 足 利 其 弊に 乘 つて、 川 渉りして 攻懸 らん やる ぞ とて、 又 軍使 を替へ 

てい ひ 遣され ける は、 未だ 卯の 刻の 內に、 御 勢 を 遣され なば、 敵 知る ベから す。 夜 明 

けなば、 勢の 通路 を、 敵より 能ぐ 知り 賺し候 べし。 然 らば 京に 坐す 越後 守 I 殿に、 結 

城 親 光 を 差 添へ、 山 崎へ 差 下されよ かしと なり。 其 使 未だ 歸ら ぎる に、 勢 を 遣 はさ 

れし にやと、 重ねて 軍使 一 一人 を馳 せらる、。 辰の刻に 及んで、 山 崎の 軍 始まう しか 

ば、 同 下 刻、 正 成 究竟の 兵 十二 人を從 へ、 宇治よ b 馳 行き 給 ふ 程に、 鳥 羽の 秋 山に 着 

き 給へば、 早 山 臍の 軍 破れ、 放火の 煙 天 を 掠め、 敗軍の 勢 群り 來， 5 しかば、 豫て思 ひ 

し 事 よ。 今 H の 內は泳 ふべき 合戦なる に、 又 公家 の 人々 の、 不覺 の 負し つるに こそ 

とて、 SSS. 使 二 人 を 宇治に 歸し、 山 崎 の 味方 敗れ ぬれば、 こ れ より 參內し て、 追 付き 宇 

治に 歸る べし。 其 迄 は 少しも 騷ぐ ベから すと いひ 遣し、 直に 參內を 遂げ、 山門に 行 

幸 坐すべき 由 を 奏し 、其より 馬 を 飛して、 宇治に 馳せ歸 り 給へば、 未の 下 刻に 及び 


正 成 被 „ 引，， 取 宇治， 事 

渐 くて 廷尉正 成 は、 河 尻 を 差 塞がせん が爲 め、 一千 餘騎を 八幡 山に 籠め、 又 一千 餘 

騎を飯 盛の 城に 籠め て、 君の 御 跡 を 慕 ひ、 山門に 落ち行く ベ しとて、 平 岡. 生地. 丹 下 

を、 八 百 餘騎に て 先陣に 打た せ、 我 身 は 六 百 餘騎に て 中 軍に 備 へ 、 後陣 は 齋藤. 新庄. 

本 庄の者 共 七 百 餘騎、 又 十 町 計 b 引 後れて 、平野. 內 藤. 新 藤 等、 五 百餘騎 にて 打った 

り けり。 正 成 は 馬 廻逞兵 三十 餘 人相 從へ、 前後の 陣を馳 せ 廻って 下知 せらる • 旣に 

木 幡峠を 打 越えければ、 敵の 雜人 等、 民家に 打 入り./ \.亂 暴す。 正 成、 敵に 手 を 指す 

ベ からす. 防がん とせば、 打 散らせと て 通られければ、 百騎 二百 騎 群り 居た る 敵 兵 

共、 翁 水の 旗 を 見て、 す は 楠ぞ。 大事の 命 を 取られな と、 方々 の 山林に 逃隱れ て、 近付 

く 敵 一 人 もなかり けれども、 敵前 後に あれば、 心 許す ベから すと て、 嶺々 を 取って、 勢 

を備 へて ぞ 引かれけ る。 然る 所に 川 一 筋 を 前に 當 て、、 勢の 程 三千 計に て、 河原に 

正成铍 S 引-取 宇治-事  一 八 < 
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備 へたる 敵 あり。 正 成見紛 ひ、 此敵を 打 散らさで は 通られ まじと、 先陣の 生地. 丹 下 

を、 敵の 上なる 山に 登せ て、 精兵の 射手 三百. <  を 、山の 半 腹に 下し、 散々 に 射させら 

る。 敵 は 的に なって 射 立てられ、 大に漂 ひ 騷ぐ所 を、 齊藤. 本庄等 得たり 賢し is 立 

つる。 正 成 も、 六 百餘騎 にて 靜々 と懸 b 給へば、 敵 兵 等 一 支 もせす、 咄と 崩れて 逃 

げ 行く を、 追捨 にして 引返さる。 是ょ りして、 前後に 近付く 敵な か b け 

廷尉 着，， 陣坂 本， の 事 

斯くて 河內 判官 正 成 は、 醍 醐. 山科邊 まで 引返し 給 ふ 所に、 仁 木 義長. 祧井直 常 等、 

坂 本へ 落ち行く 敵 を 追 懸け、 首少々 取って 勇み 進んで 歸， o ける が、 端な くも 行 逢 ひ 

たり。 判官 頓て速 水 小 平 太 を 以て、 正 成 只今 君の 御 跡 を 慕 ひ、 馳せ參 り 候な り • 愛 

にて 一 戰を挑 むべ けれども、 正 成 は 君の 御 事 心 元な く、 先へ 心の 急ぎ 候- 又 旁 も、 敗 

軍の 士を 討ち 給 ひたりと て、 さまで 忠功 にもな b 候 まじ。 重ねて 叁. o 合 ひ 候 はん 

時、 铺雄を 決し 候 は ん i いひ 遣され ければ、 仁 木 • 桃 井 之 を 聞き、 我 々 兩人、 楠 殹の御 


芳恩を 深ぐ 蒙. 9 候へば、 何ぞ 情なく 軍 をば 仕る べき。 重ねて 參會 仕る ベ しと 返事し 

て、 河原 を 西 へ 引き 行けば、 正 成 は 東 坂 本 へ と 急がる、。 旣に三 町 計 行 過ぎ 給 ふ 所 

に、 名 和と 一 手に あ b し 矢 尾. 志 貴 も、 五 百餘騎 にて 行 逢 ひたり • 是等 跡よ りな 

ば、 仁 木. 祧井は 討た る べきに、 彼等 義を 守. 9 しが 故に、 士卒 をば 損せす、 身 を 全うし 

て 引返しけ りと、 諸人 之をぞ 感じけ る。 斯くて 正 成 は 、漸く 其 夜の 亥の刻 計り、 坂 

本に 着き 給 ふ。 爱に正 成、 豫て足 利 一 家の 所領の 江 州に ありけ る を、 闕 所と 號 して 

奪 ひ 取られけ る * 兵糧 を 南岸の 圓宗院 に 差 置かれし。 其 兵糧 六 千 八百餘 石な り。 

又 大津に 兵糧 三千 石 あ， 9 ける を、 園 城 寺の 衆徒の 心中 計り 難しと て、 祐覺に 仰せ、 數 

十 艘の船 を 連ね、 其 夜に 坂 本へ 運び 取らせら る。 近鄕 の庄官 公文 等が、 種々 の 珍 物 

を 送 b ける を、 思 ふやう あ ふ、 同じく， は 糧に替 へて 給 はれと 宣ひ しかば、 我 劣ら じ 

i 米穀 を， 持 運ぶ 事、 千 4 ハ百餘 石なら。. 郎等 共 は、 こ は 如何に。 俄に 慾 心 深くな り 給 

一 ひし ぞゃ。 遙々 と 河 州まで は、 如何にして 取 運ぶべき と吱 きけ るに、 其 上に 猶も黄 

• 金 百兩を 出して、 米 を 買 取り 給 ふこと、 千 二百 餘石、 凡て 二 千 八 B 餘石。 是を 山門 

廷尉 着- 陣坂本 1 の 事  ス一 
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に 上せ 置き 給へ り。 大津 より 運ばせられし 兵糧 三千 餘石： K 豆 二 千 三 西 石 をば、 翌 

十一 H、 職 事 を 以て 諳 軍勢に 配分 せらる。 兵糧 六 千 八百餘 石. 大豆 七 千 石 をば、 正 成 

預り 候と て、 是は 曾て 出されす。 されば 古今に 良將 多し と雖， 何れ か& 人に 比ぶ ベ 

き. 其智の 明なる こ-. 0、 宛 も 神の 如くな りと て、 諸人 之 を感稱 せり • 


南朝 太平 記 卷第九 終 
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三 井寺 落城 井 官軍 京都に 寄す る 事 

さる 程に 主上 、山門に 臨幸 あ， o しかば、 急ぎ 東 坂 本を攻 ひべ しとて、 細 川 俅 师定 ft. 

间刑部 大輔賴 春. 同 陸 奥 守顯氏 を、 三 井寺に 差遣 はさる。 斯る 所に 建武 三年 正月 十 

四 ほ、 北 畠 源 中 納言顯 家 卿、 多勢 を 率して 坂 本に 着陣し 給へば、 官軍 氣を 得て、 勇み 

進む こと 甚し。 然れ ども 此 勢に 配分すべき 糧 なかり ける 所に、 楠 判官 正 成、 豫て貯 

へ 置かれた る 兵糧 二 千 石. 大豆 千 石 を 送られければ、 諸人 感稱せ やとい ふ 事な し。 

頓 て諸將 評議あって、 同じき 十六 日、 三 井寺の 敵を攻 落し、 堂塔 僧坊 悉く 一  片の煙 

と燒 立てら る。 是に 依って 此處を 山 徒 三人に 給 はりければ、 其 後 坊舍を 毀ち 竹 木 を 

伐 取りけ るに、 新羅 明 神の 森 を 伐り 取， 9 ける 者、 忽ち 眼 昏み衂 ^たり、 手足 を 切つ 

一一 一井 寺 落城 井 官軍 京都に 寄す る 事  一 さ 
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で 苦み しかば、 此 森の 木 は 伐る ベから すと て、 止みに けり。 加 之當 寺の 鐘 は、 俵 藤 太 

秀鄕 より 偉 はりた る靈 鐘な b ける を、 軍 終りて 後、 衆徒 等、 寺の 上 一 坂に 埋み隱 し 

置かれけ るが、 其 年の 四月、 土中より 後 夜の 鐘た しかに 聞え ければ、 方々 に 隱れ居 

たる 衆徒 等是を 聞き、 扨 は 天下 武家の 有と な ，9 て、 寺 を 再興 ある べき 瑞桕 にやと ぞ 

悅び ける。 さる 程に 三 井寺の 敵、 都 を 指して 落 行きし かば、 義 貞は 逃ぐ る を 追 ふに 

如かす とて、 一 萬餘騎 にて 追 上られけ るが、 顯 家の 陣へ. 軍使 を馳 せて、 逃ぐ る を 追 

.. う. て 攻め 登り 候 はん。 跡を黑 めら れ 候へ かしと いひ 遣 はさる。 黃門閜 き 給 ひ、 遙々 

と東國 より 上りて、 疲れたる 小勢 を 以て、 荒 手の 大勢と 戰 はんに、 爭 でか 勝利 を 得 

べき ぞ とて、 坂 本に 引 歸し給 ふ。 正 成大に 驚き、 義貞の 方へ 軍使 を馳 せ、 京都 多勢 

向 ひ 候 はい， i き合戰 にて 候べ し。 早々 引取 b 給 ふべ しとい ひ 送らる。 新田 殿 は、 

顯家 卿に 見放 たれ 、憤り 思 はれければ、 判官 殿 も、 早々 續 かれ 候へ とい ひ 捨て、 ぞ 

飜 せられけ る。 正 成 之を閒 き、 此上は 是非な しとて、 千 種 頭 中 將忠顯 を、 八 百餘騎 

にて、 相 坂に 備べ させ、 雨 方の 山へ 射手 を 多く 上せら る。 正 成 は 三千 餘騎を 三つに 


分え 山 科に 控 へられけ るが、 日 岡に 備 へられた る 名 和 伯耆守 長年、 其 勢 三百 餘騎 

なりければ、 餘 りに 小勢な b とて、 志 * 右衛門 尉に 五 百 餘騎を 添へ て、 加勢と して 

差遣し、 正 成 は、 粟田口まで 進み 候 はん • 長年 は 山 科に 御控へ あれと 宣 へば、 何ぞ楠 

殿 二、 長年 劣り 候 はんや • 先陣 仕り 候 はんとて 進まれければ、 正 成 も 力なく、 黨の者 

三十 人. 軍使 一 一十 人 を相從 へ、 長年の 陣中に 至 b 、義 貞の陣 へ、 段々 と 使を馳 せられ 

ける が、 敵 多勢な りと 聞きて、 二十 人の 軍使 を從 へ、 義貞の 陣中に 來ら るれば、 新田 

殿 大に悅 び、 あれ 見 袷へ • 足 利愚將 にして、 勢 を 遣 ふの 術 を 知らす • 十 萬に 及べる 

まこと  J  -  ♦> 

勢 を、 只 一 手に 備へ 候ぞ やと 宣 へば、 正 成、 實眛 方の 勝 * と覺ぇ 候な う さ， 5 な 力ら 

七つに 分け 給 ひし は 心得 や 候。 敵 は 一 つに 立て 候へば、 昧方も 三つに 分けられ 候へ 

と. 諫めら る • 義 A 、されば 候。 某 一 謀 をな して、 逞兵 千餘人 敵中に 紛れ 入れて 候が 

合圖の 刻限 を 極め 置きて 候 i 宣 へば、 正 成 大に悅 び、 W は 必定 御 勝利 候 ぞ* 今日の 

內に坂 本に 引取り 給 ふべ し • 山 科に 待ち 候と て、 其よ hs 義助 | の陣に 至ド、 又， 先陣 

にて 眞如 堂の 前に 備へ たる 由 良. 長 鑌が陣 に 入り、 其より 山 科に 引返さる。 京 勢 之 

1ー一 井寺 港城附 官軍 京都に 锊 する 事 ！  S 
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を 見て、 敵の 先陣に、 菊 水の 旗の 顯 はれ 見 ゆる ぞ。 楠 も 寄せた るに こそ。 如何なる 

目 ざまし き 事 を やせんす らん • 懸る ベから すと ぞ 怖れけ る。 是は旗 笠驗を 敵に 見 

せて、 正 成 も 寄せたり i 思 はせん 爲の 術な り。 

官軍 京 合 戰の事 

官軍の 總大將 新田 左衞 門督義 貞は、 錦の 御 旗に、 中 黑の旗 を 差 添へ て、 三條 河原の 

東の 岸に、 西に 向って 控 へらる。 斯くて 兩陣 入亂れ て、 雷 霆山を 劈き、 天地 を 反覆 

する が 如く、 喚き 叫んで 戰ふ 所に、 豫 てよ. 5 紛れ 居た る千餘 人の 者 共、 此に 顯れ彼 

に 隱れ、 千變萬 化して 戦へば、 又 楠が、 如何なる 術 を かなしつ らん。 犬 死すな とい 

ふ 程 こそ あれ。 十 方に 落 行きければ、 足 利 殿 も、 丹 波の. 方へ ぞ落 ちられけ る。 細 川 

卿 公定 禪は、 西 國の 勢を從 へ 、 赤 核と 一手にな つて、 千 本 を 下り に 敵 向 ふと 聞きて、 

右近 馬場に 控 へて 待 たれけ る 所に、 下 京に 煙數多 見えて、 鬨の 聲頻に 聞え ければ、 

倡 や 他の 勢 を 交へ す、 一 軍して、 味 方の 恥蓐を 雪がん i 、中 御門 を 東へ 向ふ听 に、 河 


原に 錦の 旗 を 押 立て、 多勢に て控 へたる を、 無二無三に 切って 入り、 旗 差 を 討 取り、 

旗 を 奪 へ 取り、 1 一 十 町 計り 追 懸けて 後、 取 つ て 返し、 河原 を 下りに 行く 所に、 新田 義 

貞を 始め、 宗徒の 官軍、 一 一 條 河原より 四條邊 まで 支 へ た， 9* 定禪願 ふ 所の 敵ぞと 、咄 

と 喚いて 駆けられければ、 官軍 散々 に戰ひ 負け、 東 を 指して 敗北す。 正 成 此由を 開 

き、 さ 思 ひつる 事よ。 早く 引取り 給 へ とい ひつる もの をと て、 三千 餘騎 の內 よ， 9、 千 

五 百 餘騎を 勝 b て、 駔出 でら る、 所に、 長 濱六郎 左衞門 尉、 三十 騎 計りに て 落來る 

に、 粟田口に て 行 逢 ひ， 新田 殿 は 如何と 宣 へ ば、 某も存 せす 候と いふ。 扨 は 討 たれた 

る にやと、 長 濱と打 連れ、 «ft と 一手にな つて 進み 袷 へ ば、 義卓義 助 兄弟、 取って返 

しく 引 求ら る。 伯耆守 長年 之 を 見て、 三百 餘騎 にて 切って 入り、 愛 を 詮と戰 はる。 

正 成績いて 五 百餘騎 にて、 靜々 と 憑り 給へば、 京 勢 又 敗北す • 官軍 氣に 乗って、 取つ 

て 返さん と 勇みけ る を、 正 成犬に 制し 止め、 我 身と 長年と は、 逃る を 追うて 進まれ 

ける が、 伯耆守 は、 今 は 引返さん とい はれけ る を、 いやく 敵の 追 立ら れし 兵、 早々 

に はよ も 歸らじ • 然れば 味方の 敗軍 等、 如何程 も ある ベければ、 今 一 追 追うて、.^ 方 

官軍 京 合戦の 亊  S 
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を 助け 給 へ やとて、 猶も 進んで 追 懸け、 東 出 を 後に 當て、 暫く 備 へ 居 給へば、 敗軍の 

* 方、 雲霞の如く 落ち 來る。 夜旣に 更け、 れば、 正 成 も 長年 も、 其に 引返され ける 

が、 義貞 粟田. 口に 待 付け、 打 違れ て 引取り 給へば、 山 科に、 菊 水の 旗 を 押 立て、 正 成の 

勢 千 四 五百騎 待ち 居たり。 義貞見 給 ひ、 楠 殿の 慮 深き こと は、 今に 始めす とはい ひ 

ぶ がら、 驚き入りて 候と 大に 感じて、 其 夜 坂 本に ぞ 引取られ ける。 さし も 東方の 大 

軍 敗北せ しに、 細 川の 一 族、 安々 と 敵 を 追 落せし こと、 神妙の 至， o なりと て、 將軍大 

に 感稱し 給 ひ、 御 自筆の 書 添 へられ、 錦の 直 垂を兵 部 少輔顯 氏に 賜 はりし • されば 

其 頃 は、 律師 定禪 を、 世人 鬼神の 如くに ぞ 申しけ る • 

官軍 重ねて 京 軍の 事， 

然る 所に、 大智院 宫彈正 尹宫、 公家に は 洞 院左衞 門 督實世 • 持明院 入道 源 雄、 武士に 

は 島 津上總 介貞久 入道 *仁 科. 高 梨 以下 七 千 三百 餘騎、 東國 より 上って、 同じき 廿日 

東 坂 本に 着き 骀ふ。 是に 依って 諸將會 合して、 合戰の 評定 あ b。 廿 三日に 寄せら る 


べしと 定まな しか ども、 顯家. 實世 .義貞 三人、 先陣 を 爭ひ炝 ひし かば、 其 日の 評定 は 

止みに け， 9。 主上 此事を 聞 召され、 正 成 宜しく 計 ふ ぺ しと 仰 出されし かば、 正 成、 祐 

覺と心 を 合せ、 諸將 前後 を 爭ひ給 ふこと、 さ b とて は 長な し • 大津. 赤 山. 今 道、 三の 

道よ， 9 向 ひ 給 ふ に、 大津は 追手、 赤 山人 r 道 は 搦手な る ベ し。 鹿 谷よ. 5 向 は れん 人 々 

は、 引下つ-て 戰ひ 半な らん 時、 敵中に 切入 b 給へ とて、 三 將に鬮 を 取らせられ けれ 

ば、 顯家卿 は 追手、 搦手の 赤 山 は實世 卿、 鹿 谷 は 新田 殿に ぞ 定まりけ る。 楠廷 尉. 結 

城 九郞. 名 和 伯耆守 は、 山 法師と 一 つに なって、 宇都 宮 公綱が 籠った る、 神樂 岡の 城 

を攻 むべ しと 定めら る。 是は山 徒 は步立 なれば、 平 場に て 騎馬に 駔 立てられぬ ベ 

し。 城 を 攻めん に は、 山 谷の 步 行に 慣れて 宜しから んとぞ 思慮せられ ける • さる 程 

に合戰 は、 廿 七日の 辰の刻と 定められ ける 故、 宵より 山 科. 赤 山. 鹿 谷に 陣を 取り 居 

たりけ るが、 逸雄の 若 大衆 共、 又 卯の 上刻、 神樂 岡に 抻 寄せて、 只 一 息に 攻 落す。 正 

成 衆徒 を神樂 岡に 控 へさせて、 三千 五 百餘騎 にて 钾寄 せらる • 先陣 は 橋 本 八郎. 早 

瀨右衞 門 一 千 餘騎、 其內ょ b 五百餘 人に、 輕々 としたる 楣を 持たせ、 其 餘五百 人 は、 

官軍 重れ ズ京 軍の 事  ー究 
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弓の 兵と なしにけ り。 中 軍 は 正 成 五 百 餘騎、 後陣 は 矢 尾. 志 貴 一 千 五 百 餘騎、 次 は 名 

和. 結 城 四百 五十 騎、 其 次 は 千 種 忠顯八 百餘騎 と ぞ開 えし。 先陣 旣に出 雲路の 民家 

に 火 を かけた b。 上 杉 修理 大夫. 足 利 尾 張 守、 八 千餘騎 にて 向 はれけ るが、 敵 は 楠な 

れ ども 小勢な 後陣 は伯耆 守、 又は 公家 法師 原と 覺 ゆる ぞ* 梳を追 立てな ば、 後 

陣は戰 は 中して 敗すべき ぞ。 戀れゃ 者 共と て、 鬨を 作って 切って 憑る。 五 百 餘の循 

の 者 共、 俄に 楣の褂 金を掛 合せ たれば、 さながら 石 壁の 如くな り。 京 勢 之 を 事共せ 

す、 押 破らん とする 所に、 五百餘 人の 弓の 者、 鏃を揃 へ て 散々 に 射る。 京 勢 是に漂 ふ 

所 を、 正 成 得たり 賢し と、 一千 餘騎 にて 駔立 てられし かば、 京方の 八 千 餘騎、 一同に 

咄と 崩れ、 二百 餘人討 たれて、 十 方に 逃げ 散りけ り。 

結 城 一族 合戰 W 小 筋道 垂# 葛 西 討死の 事 

斯くて 廷尉正 成 は、 北 畠 殿の 陣、 車 大路に 軍使 を馳 せ、 早く 合戦 を 始め 給へ i いひ 

送らる。 然れ ども 顯家卿 は、 義貞遲 しとて 待ち 給 ふ。 斯 b ける 所に、 新田 殿軍 勢 を 


押 若け 給へば、 正 成 も 馳せ來 り、 直に 憑り 給へ と 勇めら る". 義貞 申す にや 及ぶ • . 追 

捲って 捨て 候 はんとて、 敵中に 駆 入らる e 顯家卿 は、 豫 ての 約の 如く 新田 を 待 もし 

は、 法お 破ら じが 爲 なりと 宣 へ ば、 正 成、 いやく、 敲は只 一つに 備 へて 候へば、 義貞 

を 待つ 中に、 若し 敵備を 分つ 事 も あり ぬ ベ ければ、 心の 急ぎ 候 ベ し。 然 らば 義貞來 

b 袷 ひた も、 * 方の 負た るべ し • 勝つべき 圖 あらば、 何ぞ約 を變せ ざらん。 顯 

家懸り 給 はすん ば、 義 貞に替 りて、 正 成 駆けん と 存じ 候 ひしと ぞ 語られけ る。 新田 

殿 は 逞兵を 前後に 立て、 ニ條 河原より 眞橫 樣に駔 通り、 七顦八 倒して 戰 はる。 紡. 城. 

白 川の 上野 入道と 共に、 白 河の 常住 院の前 中 御門の 河原 口 を 駆けられし 時 は、 如何 

なる 鬼神な うと も、 面 を 向 ふべ しと は 見え ざり け、 り- 小山. 結 城が 一族 二 千 餘騎、 上 

野 入道と、 愛を詮 と 戦 ひける が、 入道 も 小山. 結 城 も、 共に 一 族な りし かば、 互に 名乘 

り 合 ひく、 命 を 義に替 へて 戰 ひける 程に、 敵 * 方 百 餘騎討 たれて、 相 引に 引返、 

敵 眛 方 一 家に て、 同じ 紋な b しかば、 共に 皆 小 筋の 直垂を 着た， o ける が、 後々 の 合 

戦に は、 同士 討す る 事 あ b ぬ べしと て、 小山. 結 城の 輩 は、 右の 釉を 裂きて、 兜鍪 にぞ 

結 城 一 族 合戦 附小筋 直 垂井葛 西 討死の 事  二 01 
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附 けたり ける， 足 利 殿 は、 丹 波の 方へ と 落ち 給 ひける が、 敵手 繁く追 懸けし かば、 

上 杉 兵 庫 入道 を 始め、 1 一階 堂下總 入道 行 全. 三 浦 因幡 守 • 曾 我 太 郞左衞 門 入道 以下、 

返 合せく 討死し ける 間に、 河原 を 下 b に、 七條を 西へ、 桂 川 を 越えて ぞ 落ち 給 ひけ 

る。 愛に 京 勢の 中に、 越 前國の 住人 白 河 小 次 郞と云 ふ もの、 敵の 首に 緋搣の 鎧 を 添 

へて 持來. ^、敵の 總大將 新田 義貞を 討って 候と て、 賀 撿に備 へし 所に、 紛 るべ くも 

なき 義貞の 首 なれば、 將軍 感悅斜 ならす、 諸人 も亦悅 ぶこと 限りなし。 然れ ども 

是 れ義貞 の 首に あらす、 葛 西 判官 三 郞左衞 門が 首な， o けり。 判官 存日義 貞に顏 色と 

いひ 骨柄と いひ、 少しも 替ら ざ. CN ける に、 緋 緘の鏜 着たり ける を 聞け る、 新田 重代 

の 鎧 薄 金と 同 毛なる 故、 義貞を 討 取りた， 9 と 思 ひ 誤りし も 狸な- 9* さる 程に 官軍 

は、 今日の 合戦に 打 勝つ と雖、 楠 正 成の 諌に 依って、 京 中に 足 をた めす、 早く 坂 本に 

引取らる。 京方に は、 敵 今 H も 利 を 得た 雖、 大將 義貞討 たれた る 故、 敗北した 

ると 覺 ゆる ぞ とて、 又 悉く 引返さる。 白 川が 高名 を、 羨し と 思 ふ 者 共 や 多 かり けん、 

あらぬ 者の 首 を 拾 ひ 首して、 或は 楠 判官の 首 i 號し、 又は 顯家. 忠 穎. 長年の 首なん 


どと て 待 出しけ れば、 皆 獄門 の 木 ！4 ぞ梟 けちれけ る • 

,,• 」 間 杉 平 次の 事 

： 玆に廷 尉 正 成の 郎等に、 間 杉 平 次と て 、究めて 奇妙の 泣 手 あり。 其 故 を 委く尋 ぬれ 

一ば、 北條滅 C の 後、 正 成 暫-. 赤 坂に 居 給 ひつる 時、 或 夜 安間 三郞. 极原 五. 郞高安 入道 

： 等、 正 成の 前にて 樣々 の 物語し ける が、 核 原 申しけ る は、 間 杉 平 次と て、 签泣を 仕る 者 

-. の 候が、 如何なる 勇 剛の者と もい ひ、 彼が 泣く を 聞きて は 、落涙せ やとい ふ 事な し • 

： 極めて 不思議の 者に て 候と いふ。 正 成 聞き 給 ひ、 是も. 亦ニ藝 なり。 召 抱へ てん もの 

をと 宣 へ ば、 崧原、 其 こそい と 安き 事に て 候- 世に 隱れ て、 摩耶の 麓に 微 なる 住居 を 

して 罷在 候な り。 召 寄すべく 候と てぞ 立ちに ける。 其 後 五六 日を經 て、 崧原、 間 杉 

を倶 ひ、 正 成の 前に 出づ る。 正 成 見 給 ひ、 御邊は 奇妙に 空泣きす ると 聞きて あり、 

一 泣 仕 b 候へ。 聞かん と 宣 へ ば、 承り 候と て、 何 ごと やらん 搔ロ說 きて、 さめ >^ と 

泣き W れば、 正 成 も 不覺の 涙 を 流し、 是は 希代の 名人な りと て、 頓て召 抱 へられけ 

閬杉平 次. Q 亊 . .  gill 
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>9. 國 中の 諳人是 を 聞き、 楠 殿 程の 良將 の、 童し き 事 を もし 給 ふ もの かなと ぞ 私語 

きけ る。 宇佐美 彌次郞 正 安 此事を 間き、 心得す 思 ひければ、 或 時 志 貴 右衞門 尉が 許 

に 行き、 謂れざる 松原が 口 入 を 以て、 此頃泣 男 を 召 抱 へられたり と 聞き、 是れ國 家 

の 費に して、 世の 聞え も長氣 なし。 然れば 彼 を 招き 寄せ、 能々 樣子を 窺 ひ 見て、 國 

の 費た らんに 於て は、 君に 諫言 を 申し、 泣 男 を 討って 捨 つるか、 追放つ かに： y らん • 

是れ 忠臣の 道な り i て、 僞り賺 して、 間 杉 を 招きけ る。 平 次 何事 やらん i 出て 來る。 

宇佐美 之 を 見て、 御 邊は間 杉 殿に て 候 か。 某 は 宇佐美 彌次郞 正 安と て、 大將の 乳母 

子に て 候が、 御邊は 奇妙の 泣 手な うと 聞きつ るな，^ 如何 樣の 泣き やう なれば、 御 

所 頜を賜 は，^ しぞ。 承らん とい へば、 さん 候 • 某の 泣き 候に は、 如何なる 鬼^ にても 

候へ、 泣か さすと い ふ 事 候 はやとい ふ。 正 安 頭 を 振 つ て、 如何な/^、 人に、 J そ 寄る 

ベ けれ。 此正安 は 泣き 申さ じ。 其 上 能く 泣けば とて、 泣く が 武士の 家業なる か。 女 

量に も 劣， 9 たれば、 所領の 盜人、 國の 費と いふ 者な り。 己れ 其 座 を 立た すま じ • 討 

つて 捨てん と 怒 トソ ければ、 間 杉大に 驚き、 大將の 仰に てこ そ、 召 抱 へられ 候へ • 某 


が 身に 誤 は 候 はぬ もの を • 理不盡 の 御 仰 かなと いふ • 志 * 聞きて、 宇佐^ 殿の 仰尤 

な さりながら 彼 能く 人 を 泣かさば、 謀の 助と なる 事 も あ b ぬべ ければ、 大將の 

深さ 慮あって、 召 抱へ 給 ひつらん • 如か じ 彼 を 泣かせて、 我々 嫫 お流さ やば、 此座 

にて 討って 捨て 給へ といへば、 正 安 此議尤 なり •  i ぐく 泣けよ. 聞かん とて、 太 

刀の 柄を碎 けよ と 握り、 白眼み 詰めて ぞ 居たり ける • 間 杉 聞きて、 某 如何に 泣き 候 

とて、 左程に 泣か じと 思 ひ 詰め 給 ふ 人々 の、 爭 でか 一滴の 涙 を 落し 給 ふべき •  ロハ 今 

討た れん は治定 なり とて、 暫く 涙 を 流しけ るが、 W も 是非な き 次第に 候 • 旁に 討 

た e 候て、 そ 1 を， くに は險 はね ども、 某 は 大切なる 命に て 候 故、 甲斐な き 身の、 <T 

まで &t 候ぞゃ • せめて は 仔細 を 語り 申さん • 其 後と く）^ 首 を 刎ねられ 矿へ • 

某が 父 は、 丹 波の 久下 もへ 部丞が 母方の 一 族、 間 杉 右 衞門次 郞貞喬 と ゆすお にて 候 ひ 

しが、 去ぬ る 延慶ニ 年， 守 邦 親王に 將軍 宣下 ありし 時、 縑倉 にて 普 恩 寺 相模守 殿の 

郎等、 赤 澤九郞 と 申す 者と 口論し、 敢な くも 討 たれ 候な，^ 其 時 某 末 だ四歲 な." つ 

る を、 母が 懷に 抱き、 本 國を立 返き て、 摩耶 山の 麓に 落來 り、 微 なる 柴の庵 を 引 結び 

間 杉 平 次の 事  一一 g 
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影を隱 して 明し 暮し候 ひしが、 签 しくな りし 父が 事 をのみ いうて、 母と 二人、 晝は 

終日 泣 明し、 夜 は 終夜 泣暮 し、 天に あこがれ 地に 伏して、 餘 りに 歎きの 積 りし 故、 母 

は 其よ b 病に そみ、 次第々々 に 弱りつ るが、 汝 如何にもして 成人し、 父み 敵 赤澤を 

討って、 C 父の 孝養に も備 へ、 母が 冥 路の喑 を も 照らせよ かし。 是 のみ 思 ひ 殘すぞ 

. と て、 某が 十五 歲の 春、 母 も 空しく 成り 候 ひし。 其より は 某 只 一 人、 世に 便な き 身と 

なりて、 猶も泣 明し 泣暮 して、 年月 を 送. o 候 ひし 程に、 覺 えす も 泣く こと を 得て 候 

父が 敵 赤 澤九郞 は、 縑倉滅 U の 後、 土岐周 齋坊に 仕へ て、 美 濃に 罷在 ると 体 

へ 閬き 候な り。 然るに 此度當 家に 召 出さ れ、 所領 を 給 はり 候 ひ ぬれば、 年來の 本意 

を 達せん こと も 近き にあり と 、頼もしぐ 思 ひ 候 ひしに、 今 旁の 手に か 空しくな 

b 候 はんこ i 、さりと て は 口惜し。 八幡 大 菩薩 も 捨 果て 給 ひぬ るか、 旁 も義を 知り 

給へ る 人々 ならば、 此道 锂 を 聞きて たべ。 哀れと は覺 さす や。 W もな り 果てた る 身 

の上ぞ やと、 坐 を 叩き 伏 倒れて、 聲を 揚げて ぞ 泣きに ける。 さしもの 志 貴 * 宇佐美 も、 

始終の 哀共を 閬屆 け、 實に遝 至極せ りと、 共に 涙に 咽び ける。 ^次 少し 顏を振 揚げ 


て、 人-木石に あらす とか や。 旁 も 某が 一 言の 耳に 入りて 候 か 、落涙の 體の 見え 候と 

いふ。 宇佐美 之 を 押へ、 今の 御邊が 物語 を 聞きて、 爭 でか 落涙せ ざるべき， 尤 なり 

gj なりと い へば、 平 次大 手を叩き 打 笑 ひ、 それ 見 給へ • 泣かし 申して 候な り。 今 申せ 

し は、 皆僞に て候ぞ や。 是に て も 泣き 給 はすば、 此上 如何程 も K の險ぞ やとい ふ。 

兩人大 に 驚き、 W も 希代の 泣手ぞ や。 如何 樣 にも 能き 謀の 便と ぞ ならん すらん • 明 

將の 深慮 を 以て、 召 抱へ 給 ひぬ る もの を、 我々 が 拙き 心お 以て、 兎や角 思 ひし は、 皆 

是れ智 の 至らざる 故ぞ とて、 先非 を悔 ゐ て、 志 貴、 間 杉 を樣々 と 饗應 し、 引出物 を與 

ベ て歸 しける i ぞ閡 えし。 然るに 此度、 官軍 坂 本に 引返せ しかば、 其 夜 亥の 下 刻に 

及んで 、槺正 成、 義貞の 本陣に 至り、 近習の 者 共 を 除き、 忍びやかに 私語 かれけ る は、 

新田 殿 を 始め、 宗徒の 諸將を 討ちた， ^とて、 似せ 首 をして 京都に 梟け 置き 候 由、 忍 

の 者共來 つて、 吿げ 知らせ 候な.^ 是 に付き 能き 術の 候。 某が 家人に 間 杉； 牛 次と 

て、 奇妙の 泣 男 候へば 、明日 僧 を 仕立て、 彼 者に 倶 はしめ、 今 re の 戦場に て歡 かせ 候 

はん • 然 らば 京勢怪 みて、 事の 樣を 尋ねん か、 其 時 彼 者、 是は楠 殿の ゆかりに て^ 

鬨 杉 平 次の 事  g 七 
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が、 昨 曰 正 成 は、 矢に 當 つて 死し 給 ひぬ • 義卓顯 家.. 忠顯. 長年 以下、 宗徒の 人々 討た 

れ給ひ 候 故、 御 跡 を 弔 ひ 候 はんが 爲め、 其 遺骸 を 求め 候な りと て、 常々 楠が 情 を 深 

く 蒙りし なんど 語 り 候 は  >、 倶 ひし 僧も、 共に 泣き 候 ベ し • 然 らば 足 利 兄弟に、 此旨 

を吿 げん は 治定な b。 尊 氏. 直義も 、扨 は 宗徒の 官軍、 討 たれた るに 紛れな しと、 心 

を 免して ぞ悅 ぶらん。 其處を 夜半 過ぐ る 頃、 下部 共に 崧明 二三 千燈 させて、 四方の 

山々 へ 行か しむべし。 兄弟 之 を 見て、 す は 官軍 は 落ち行く ぞ。 追 憑け て 討 留めよ 

と、 諸方へ 勢 を 分けて ぞ 遣し 候 ひなん • 其 跡へ、 * 方 一 手に なって 押 寄せ 候 は  > 、足 

利 兄弟 を 討 取る べし。 討 泄ら すと も、 容易く 京 を 追 落し 候 はんもの をと 宣 へば、 義 

貞是 こそ 能き 謀に て 候。 さりながら 其 泣 男 一人 こそ 泣かめ、 倶 ひし は、 いと 可 笑 

しか. 9 なんとて 打 笑 ひ 給 ふ。 正 成、 されば とよ、 彼が 泣く を 聞きて は、 如何なる 者 

も、 落 IS せす とい ふこ i は 候 はすと 宣 へば、 新田 殿， 扨々 希有の 男 を 御 扶助め る も 

のかな、 とくく i 急ぎ 給 ふ。 正 成 それより 諳將に 此の 由を談 じ、 陣 所に ぞ歸 b 給 

ひける • 


間 杉僞っ て 剃髪の 事 

くて 楠 正 、傍り 近き 里に 律院の ありければ、 彼の 寺 僧 を 悉く 請 じ、 右の 術お 

、 ひ 聞かせ、 深く 頼み 給 ひける に、 戒法を 破る にて 候へば、 叶 ひ 候 まじと 固辭 しけ 

れ M 、然ら V* 寺に は， こそ 歸し 申す まじ けれと て、 禁 籠して 置き 給 ふ。 是は此 謀 を 

世に 世ら さじが 爲な 其 後間 杉 を 招き 、謀の 次第 を委 くい ひ 合め 給 ひければ、 畏 

つて 候と て、 白き 鏺を 天卷 し、 萌黃滅 の 鎧の 爽 かなる に、 山鳥の 羽に て 矯めた る 矢 を 

負 ひ、 村滋 藤の 弓 を 持ち、 鹿 毛なる 馬に 乘 つて ぞ打 出で ける • 愛に 和爾 里に 來迎院 

とて、 念佛 寺の ありけ るに、 彼 寺の 門前に 馬を駐 め、 さ め ぐと 泣き 居た^。 寺 僧お 

しみ、 如^  二 や 如何に、 痛手 にても 負 ひ 給 ひつる と 問 ふ。 間 杉 馬上に て、 弓栻に 鎚-? 

いやと よ、 手 も 負 ひ 申さす。 某 は. 楠 殿の 家人 間 杉の 平 次 i 申す 者に て 候が、 幼少の 

頃より 廷 尉に 仕へ 參ら せて、 寵愛 甚だしく、 畫は 終日 膝元 を 離れす、 夜 は 終夜 席 を 

同じう して、 厚恩 を 蒙りし に、 昨日の 合 戰に敢 なく も、 正 成 討 たれさせ 紿 ひて 候 其 

間杉餛 つて 剃 髮の事  一一 P 


南軿 太平 認 卷第十  1 一 10 

時し も 御 傍 を 離れ、 神なら ぬ 身の 悲し さは、 靳ぐ とも 思 ひ 寄らす、 逃ぐ る を 追うて、 

紫 野の 方まで 馳せ 行きて、 其よ，^ は 直に 引返し、 坂 本まで 引取り 候處 に、 大將 討た 

れ紛 ひぬ と 聞きし かば、 今 は 何 を か 期すべき ぞ。 同じ 戰 場の 土と ならん と、 千度 ほ 

度 取って返し 候 ひ つ れ ども、 人々 懷き 止め、 樣々 剜し 諫めし 故、 心なら す、 扨 止 つ て 

候な り。 今宵つ く> ^と 案じ 候に、 某 討死 仕. りたり とて、 君の 冥土の 助 ゆと もなる 

まじければ、 之 を 菩提の 種と して、 出家遁世の 身と もな，^、  .D 君の 御 跡 を も Hp はん 

と、 思 ひ 返し 候な り。 法師に なして 給 はるべし と、 聲を 揚げて 泣きけ るが、 餘 b. に 泣 

入り、 馬よ， o 落ちて 、絶え入る 計に 泣きければ、 寺 僧 等 內に舁 入れて、 水藥 など 與べ 

ければ、 人心 出來 にけ り。 平 次 涙 を 钾 へながら、 此上 は疾く 法師に なして たび 給へ 

とて、 頓て剃 髮をぞ したりけ る。 平 次 重ねて、 切め て は C 君 を 始め、 宗徒の 大將 達の 

死骸 を 尋ね、 密に 葬. り齋ら せて、 御 菩提 を も 弔 ひ 奉りた く 候が、 旁 も 共に 尋ねて 給 

はらんに やとい へば、 其 こそ 出家の 役 なれば とて、 寺 僧 四 人 打 連れで、 昨日の 戰^ 

にぞ至 b ける • 


足 利 殿 京都 没落の 事 

斯くて 平 次 は 彼所此 所と 屍骸 を 尋ね 求めけ るに、 昨日 京 勢の 中に 討 たれた る 者 共 

の、 親 又は 子供の、 其 死骸 を 求む る 者 共 多 かりけ るが、 彼 法師の いと 哀れに 歡くを 

聞きて、 怪み尋 ぬる 者 多 かりし 故、 然々 の 由 語りければ 、聞く. < 涙 を 流しけ る • 尊 氏 

兄弟 卽 時に 之を傳 へ 聞き、 昨 3 義貞. 正 成 以下 討死したり とて、 首 共 を持參 せし が、 

分明なら す 思 ひし かど も、 先づ * 方の 勢 を 勇めし めんが 爲め、 獄門に 梟け しな."。 

馐に實 否 を 聞き 定めよ とて、 伊勢 左 京亮. 石 堂 彌四郞 を 差遣 はさる • 兩人も 死骸 を 

尋 ぬる 者の 體に 見せ、 彼 僧に、 事の 由 を 問 はれければ、 然々 の 由 語りて、 覺々 とぞ泣 

きに ける。 兩人 も覺ぇ す 涙に 咽び ける が 、急ぎ 歸 つて 此由を 申 上ぐ る。 泶^ 兄ダ プ 

に悅 び、 宗徒の 輩の、 多く 一同に W 死せ し は、 實 しからす と 思 ひしに、 扨 は. 疑 ふべ く 

もな し。 山門 を攻 落さん こと は、 ー戰の 中に ありと 勇み 給へば、 諸^ 勢 も 泰平 を唱 

へて、 悅 ぶこと 隈 りなし。 間 杉 は、 其 夜の 亥の刻 計ち に 坂 本に 歸り、 正 成に 斯 くと 

足 利 殿 京都^ 落の 事  e 一 
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語りければ、 いしく も 謀 少 課せたり とて、 雜人共 二三 千 人に， 崧 明を燈 しつれ させ 

て、 方々 の 山々 へぞ遣 はされ ける。 將軍 兄弟 之 を 見 給 ひ、 官軍 は 今宵 落 行く ん覺ゅ 

るぞ" 一 人 も泄ら さす 討 留めよ とて、 鞍馬 寺. 小 原 口. 嵯蛾. 仁 和 寺の 方まで も、 千騎 

ニ千騎 差遣され ければ、 京 中の 勢 は、 殘り 少なに なりに けり。 正 成 は、 猶も 敵の 樣 

を 窺 ひ 知らん が爲 め、 足 輕の兵 五十人 づっ 落人に 似せ、 勢 多. 小 原の 方へ 差遣され け 

るに、 敵 兵 共 支へ 止めん と、 方々 に 充ち滿 ちて 候と いふ。 正 成、 W は 思 ふ 圖に仕 課せ 

たりと て、 諸將 に觸れ て、 旣に備 を 出し 給 ふ。 先陣 は 千 棟忠顯 • 名 和伯耆 守. 結 城九郞 

凡そ 一 千 五 百 餘騎。 一 一陣 は 北 畠 源 中 納言顯 家 卿 七 千 餘騎。 三 陣は洞 院實世 一 萬餘 

騎。 四陣 は義貞 一 萬 餘騎。 五 陣は正 成 三千 五 百 餘騎。 廿 九！ n の 卯の 刻、 ニ條 河原に 

押 寄せたり。 豫ては 忍びやかに、 尊 氏の 東 寺の 陣へ 不意に 押 寄せ、 無二無三に 切入 

りて、 尊 氏 を 討たん と議 せられけ る 所に、 先陣の 忠顯、 終夜の 酒宴に 沈醉 せられけ 

るが、 手の 法 含 正しから ざる か、 三 條ニ條 の 河原 面、 此 彼に 火 を かけて、 鬨を 咄とぞ 

揚げたり ける。 奪 氏 兄弟 は、 前後 も 知らす 伏し 給 ひける が、 大に 驚き、 又 例の 楠 目に、 


I. 丹 

波に 奔る 


が Is かられぬ る こそ 安から ねとて、 未だ 敵の 旗 先 を も 見 給 はす、 尊 氏 は、 丹 波の 方へ 

と 落ち 給 へ ば、 直義 ね、 攝 州の 方 へ ぞ 逃げられ ける • 大將旣 に斯の 如くな る 上 は、 諸 

勢、 主 を 捨て 親 を 跡に 置きて、 我先にと 落 行く を、 追 懸け）^ 討 取りたり。 義 貞は 

二 萬餘騎 にて、 將軍 塚に 陣し 給へば、 正 成 は 整々 として、 三條 河原に 控 へらる。 今日 

所々 より 集る 所の 首 數七千 三百 餘級、 生 捕 二百 餘人 、前代未聞の 事共な り。 生 捕の 

者 共に 尋 ぬれば、 足 利 殿 は、 丹 波の 方へ 落ち 給 ひしと い へば、 正 成 諸 將に會 し、 新田 

殿 、明日 丹 波べ 向 ひ 給へ。 正 成 先陣 仕らん と 申さる、。 義貞 聞き 給 ひ、 某が 勢 も、 大 

に 疲れて 候へば、 四 五 H 人馬の 足 を 息め てこ そと 宣 へば、 正 成、 いや ^\»、 逃ぐ る を 

追 ふに 如かす とは此 時な り。 味方 疲れ 候へば、 敵 も 疲れ 候な.^ 討つべき 敵 を W た 

ざれば、 敵 又 蘇る 者に て 候ぞ。 諸 卒の疲 は 僅の 勞、 足 利 を 討たん は、 末代までの 善事 

なりと 諌 のらる。 然れ ども 義 貞は、 諸卒の 兵糧な しなん どい うて 進まれす • 正 成 重 

ねて、 三日の 糧を 持ち 給へ。 假 * の 働きに も、 三 口の 糧を 持ち 給 はぬ は、 不覺 にこ 

そ 候へ。 正 成が 勢の 中には、 さなき 者 は 候 まじと 宣 へば、 御 本場の 近ければ こそと 

足利駁 京都^ 落の 事  ョ 一ね 


通常 義 
ふ內良 
侍 、 
I： 勾 
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宣ふ。 よし ）（- 此上は ，s 家 卿 御 向 ひ 候 へ と宣 へ ば、 節度 は、 新田 こそ 給 はられて 候 

へ。 顯家は 朝の 御大 事 なれば、 上洛した る 計な り。 義貞向 はれ やん ば、 誰 にても 武 

家の 輩 向 はれよ とて、 曾て 許容し 給 はねば、 此事も 止みに けり。 是は 去る 十六：：：、 義 

貞僅. 一 萬の 勢 を 以て、 數十 萬の 大敵^ 破る こと、 希代の 良將 なりと て、 主上 限 りな 

く歙 慮あって、 勾當 内侍と いふ 美女 を、 義貞に 下されけ， 9。 是 よ-り 義貞心 迷 ひ、 一 夜 

の 別れ を悲 みて 、千年 を も 過す 計に 思 はれければ、 左右に 事 を 寄せられけ り。 され 

ば 其 夜 も、 都に ある 體 にもて なして、 忍びやかに 東 坂 本に 歸り給 ひしと ぞ聞 えし。 

先の 夜 足 利 殿、 落人 を 討 留めさ せんが 爲め、 方々 へ 遣され たる 軍勢 は、 山 法師 共、 野 

伏と 一 手に なって、 追 懸けく； S 取りし かば、 落延びし は 希な りし。 所々 にて 討 取 

b し 首 一 千餘 級、 志賀の 閻魔 堂の 前に ぞ梟 けにけ る。 斯くて 正 成 は、 間 杉に、 若干の 

恩賞 を與 へらる。 後に 間 杉 左兵衞 尉と いひし は此 者な り。 
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八幡 寄 手 出，， 降 人 1# 宇都 宮 公綱 降 參の事 

楠 判官 正 成 は、 豫 てより 八幡 山に、 恩 地 左 近 太郞滿 一 を、 一 千餘骑 にて 籠め 置き 給 

ひける 所に、 武田 式部 大輔. 小 笠 原 孫 八. 下條. 上條 以下 六 千餘騎 にて、 十 H 計 攻めけ 

れ ども、 士卒の み 討 たれて、 城に は 少しも 氣を 屈せす。 然るに 去廿七 H より、 正 成、 

八幡の 援兵と して、 和 田 和 泉 守 正 遠 を、 三千 五 百餘騎 にて 差遣 さる。 斯る 所に 足 利 

殿、 正 成の 奇妙の 術に 碎 かれ、 廿九 U に 都 を 落ちて、 丹 州に 赴き 給 ひし かば、 正成諫 

めて、 義貞 と共に、 丹 州に 向 はんと 宣ひ しか ども、 義貞用 ひ 給 は ざれば. 正 成 も 力な 

く、  二月 朔日、 山 崎に 發 向し 給 ひしが、 朝敵 旣に 敗れた るに、 八幡の 寄 手、 今に 城 を 取 

卷き たる は、 必死と 思 ひ 定めしと 見えたり。 之 を 討たん とせば、 * 方 も 多く 討た る 

八幡 寄 手 出-降 人 一井 宇都 宫公網 降参の 事  § 
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べし。 一 蒸 蒸して、 敵の 勇 氣を拔 かんに はとて、 近 邊の野 伏 共に 下知し、 燒菘を 三千 

餘 ともし 連れさせて、 飯 盛より 山 崎へ、 勢の 加 はる 體を 見せたり ければ、 武田、 式部 

大輔. 小 笠 原 孫 八大に 驚き 騷ぎ、 迚も 叶 ふま じと や 思 ひけん。 翌 二日 降 人に なって 

出で た b ける。 愛に 宇都 宮治 部大輔 公綱 は、 今度 足 利 殿に 屬し 居られけ る 所に、 去 

る廿 九日、 將 軍に 從 ひて 都 を 落ちられけ るが、 忍びやかに 正 成の 陣へ 使者 を 遣して 

申されけ る は、 某 事、 此度 東國に 於て、 大敵に 前後 を圍 まれ、 旣に討 たれぬ ベぐ 候 ひ 

しかば、 命 を 全うし、 重ねて 忠義 を盡 さんが 爲め、 一 旦足 利に 降りた るに て 候。 此罪 

を 免許 あるに 於て は、 御 味方に S つて、 忠戰 を抽づ ベく 候。 先年 も 楠 殿の 吹擧 によ 

る 者 なれば、 此度も 御 一 諾を 待ち 候と ぞい ひ 遣され ける。 正 成 使者に 對 面し、 急ぎ 

馳參り 給 ふべ し。 天 氣の事 は、 正 成 宜しく 申 沙汰 仕らん a 御 心安 かるべし とて、 使 

者 を 返されければ、 和 田 正 遠 • 恩地滿 一、 正 成の 前に 參， o、 公綱が 如き 不義の 者 候へ 

ば、 * 方 互に 心 を 蘆 合 ひて、 却て 禍の 出來り 候， なり。 我々 出向 ひ、 卒爾の 體 にもて 

なし、 軍門に 曝し 候 はんとい ふ。 正 成 開き 給 ひ 、雨 人の 申され やう、 其 a なきに 非 


やと 雖、 其 は 流 を 窺って、 源 を 知らざる なり • 其 故 は、 公綱 は 英雄の 士 なりと 雖、 文 

學を學 ばす して、 仁義 を 知らす。 されば 伊 尹の 如 さ 大賢 だに、 殷 王の 小善 を 惡み去 

り、 夏 王の 不善 を 見て、 又 殷に歸 せに 韓信は 英雄の 士 なりし が、 項 王 諸將を 侮り 

し 故に、 韓信 去って 高祖に 服す。 是れ臣 の 是非 は、 王の 善惡に 依る ものな b。 伯 夷 

叔齊が 餓死せ し は、 賢なる が 故なら す や。 宇都 宮何ぞ 賢なる べき • 四海 一 統に歸 せ 

ん時、 守 文の 難き こと を、 ま上歙 慮に かけさせ 給 ひなば、 新田. 足 利 何 ぞ雅意 を 働か 

ん。 君 御身の 奢 を 思 召さす 政 正しく、 士を懷 け 民 を 憐み給 は 、藤 房の 如き 賢臣、 何 

ぞ 去って 隱 るべき。 然 らば 天下の 士、 君 を 恨み 奉る ベから す。 天下の. 士恨 みすん ば、 

逆臣 爭 でか 興る べき。 斯 く，， M し 大塔宮 四海 を 守り 給 は 、公綱が 如き は、 禁 門 の警 

固に ぞ候 ひしな らん • 然 らば、 何故に か 降 人と はならん。 是れ其 罪 宇都 宮に あらす 

して、 君の 所爲 なること 明らけ し。 正 成に 於て は、 死 を 一 途に 定めて、 忠戰を 遂げん 

と 欲す。 公綱 如きの 輩、 何ぞ 忠義の 志 あらん やと 宣 へば、 正 遠も滿 一 も、 感涙 を 押 

へて 立ちけ るが、 諸 士に向 ひ、 殿 は 天 晴智仁 勇の 三德を 兼ね 給 ひ、 呂 望. 子房の 地位 

八幡 寄 手 出-一 降 人 一 井 宇都 宮 公綱 降参の ゆ  ョ 七 
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に 至ち 給 ひ ぬれ ども、 子路の 志あって、 人の 爲 めに 肉 を 傷 はれ 給 はんかと いうて、 涙 

を 流しけ る。 是に 依って 宇都 宮 公綱. 紀淸 雨黨の 者^、 旗 を 卷き兜 鍪を脫 ぎて、 山 崎 

の 陣に來 り ければ、 正 成 使者 を 添へ て、 京都に 差 上せられ ける に、 新田 殿 は、 早 坂 本 

へ 引取り 給 ひて、 都に は 居 給 はす。 正 成 此事を 聞き 袷 ひ、 又 天下 は、 朝敵の 者と な 

b なんす るぞ とて、 頭を搔 いて ぞ 怒られけ る。 


兵 犀 合 戰井足 利 殿西國 下向の 事 

廷尉正 成 は、 猶も 思慮 を 巡らされ、 菘浦. 櫻 井. 深 谷 次 郞を大 .將 にて、 攝津. 紀伊. 和 泉 

三 ケ國の 兵船 百 八十 餘艘、 兵 庫 浦へ 差 向けて、 民 屋を燒 立てよ。 其 煙 を 見て、 敵 は 兵 

庫へ 集まらん となり。 此勢、 二月 二：：：： の曉 天、 和 田 御崎に 着きて、 三 手に 分れて 揚 

りたり • 其！ 手 は、 崧浦が 勢 七 fc 餘騎、 兵船 五十 艘 にて、 和 田 御崎の 北の 內 海よ， o 押 

上れば、 櫻 井が 七 百餘騎 は、 是も 兵船 五十 艘に て、 御崎の 南の 外海より 押 上る。 此の 

二手の 勢 は、 兵 庫の 宿に 亂 入し、 民 屋に火 を 放って、 暫時の liT: と燒 立つ る。 深 谷次郞 


は 一 千餘騎 にて、 八十 艘の兵 « を、 和 田 御崎に 浮べ、 陸に 備 へて 控 へたり。 此時足 利 

直義の 軍勢 共 落 集って、 八 千餘騎 にて 居 給 ひける が、 京都の 軍に 心後れし たる 者 共 

なれば、 士卒 駭き騷 ぎ、 や れ楠 こそ 寄せ たれと て、 何と 見定めた る こと もな く、 十 方 

に 落 行きた り" 細 川 淸氏六 百 餘騎、 敵 は 小勢 ぞ， 引く 所 を 討 取れと、 一手にな つて 

追懸 くる • 寄 手 は、 櫻 井 引けば、 菘浦は 返し 合せて 相戰 ふ。 菘浦 引返 かば、 櫻 井 返 

し、 斯の如 く f -て、 次第々々 に 引いて 行ぐ。 細 川 は、 敵の 舟に 乘る所 を 討 取れと 、會 

釋 して 追 行ぐ 程に、 和 田 御崎に 至る所に、 深 谷が 勢 一千 餘騎、 入替 つて 防ぎし かば、 

細 川が 勢、 案に相違して ぞ覺 えけ る。 深 谷が 勢 は、 菘浦. 櫻 井が 勢 千 四百 餘騎、 易々 

と 舟に 乘 つて 後、 西の 宮の 渚に 船 を 一 面に 並べ、 中なる 道 を 一 文字に、 洲崎を 指し 

て 引いて 行く。 細 川が 勢、 追討たん とすれば、 敵兩 方より、 雨の 降る 如く 散々 に 射 

たりければ、 さしもの 淸氏 力なく、 牙を嚙 んでぞ 引取りけ る。 斯くて 尊 氏 卿 も、 兵 庫 

に 落來な 給へば、 大內. 厚東 も、 兵船 五 百餘艘 にて 來 着せり。 足 利 殿 大に悅 び 袷 ひ、 此 

勢 を 合せて、 翌十 一 日攻 上り 給 ふ 所に、 新田 義貞. 北畠顯 家. 楠 正 成 以下の 官軍と、 同 

兵 庵 合戦 幷足利 殿西阈 下向の 事  一一 一九 
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國瀨 川の 河原に て 行 合 ひ、 愛 を 詮と戰 ふ 程に、 細 川賴春 も、 痛手 負 ひて 引退 かる。 斯 

くて 兩陣相 引に 引退き、 人馬の 足 を 休めけ る 所に、 夜更けて 赤松 圓心、 足 利 殿の 前 

に來 り、 密に 申されけ る は、 此陣を 打破って 都へ 攻 入り 候と も、 大功 はなし 難く 候 • 

暫く 西國 へ 御 落あって、 重ねて 御 上洛 候 へ かし。 其 上官 軍 は、 錦の 御 旗 を 先立て 侯 

に、 * 方 是に對 向の 旗な き 故に、 朝敵の 名 を 蒙り 候ノ 所詮 持明院 殿の 院宣 を 申 下し、 

錦の 御 旗 を 先立てられ 候へ。 去年 味方 利 を 失 ひし こと は、 大將軍 西に 候 ひし 故、 關 

東よ b 御 上洛の 時、 每度戰 に 利 を 失 ひ 候 ひし。 今西國 より 攻 上らせ 給 ひなば、 洛中 

の 敵 は、 大將 軍の 方に 向 ふ ベく 候へば、 旁 御 本意 を 達せら る ベく 候。 先 づ摩耶 の 麓 

へ 御 返き 候へ i 諫めければ、 將軍 許容し 給 ひ、 熊 野 別 當四郞 法 橋 道 有が、 其 頃 未だ 

6 お- 二し、 太平 記-」、 將軍、 丹波ム り^の 國へ 越し 給 ふ^、 藥師 丸な 京へ 上ぜ給 ふと わる は t-c 

If 九 l\  誤な リ。 其上逍 有が 末と 書け る. は、 未た と 書くべき^ 誤 リズ、 末に 作れる 者な リと T 

御供したり ける を、 院宣 を 窺 ひ 申して 見よ かしと て、 忍びて 都へ 上し 給 ひ、 夜半に 

及んで、 瀨川を 引 拂ひ給 ひ、 十二 日の 卯の 刻、 兵 庫に 着 陣し給 ふ 所に、 其 H の 酉の 刻 

計より、 誰の 乘り始 むる ともなく、 我先にと 船に 乘 込みし は、 慌 しか b し 分野な hv. 


戌の 刻 計に、 御座 飜を 出さる • 相 從ふ船 三百 餘艘な 時に 俄に 西風 吹き出 づ る- 

是 はたつ というて、 追手な りければ、 寅の刻に、 播 磨の 室 津に 着き 袷 ふ • 其 渡. 9 は播 

磨灘 とて、 順風なら では 渡海せ ざる 所の 大事の 渡り なれば、 若此 風なくて は、 浮沈 

たる べき 所に、 是れ神 佛の御 加護な りと て、 直義 朝臣 太刀 一 振と 佛舍 利と を、 龍神 

に 手 向けて、 海底に 沈め 給 ひしと ぞ聞 えし • 

正 成 忠言 同 北 畠 殿と 會談の 事 

さる 程に、 將軍尊 氏 西國を 悉く 靡け 從へ、 多勢 を 以て 攻 上らる、 由閒 えし かば 主 

上、 義貞. 忠顯. 正 成. 長年 を 召され、 先 づ東國 を 敵に なして は 叶 ふま じければ とて 北 

畠 黃門顯 家 卿 を、 鎭 守府將 軍に なされ 、奥州へ 下さる べきに 定まりぬ。 左 中 將義負 

に は、 十六 ケ國の 管領 を 許され、 足 利 討伐の 院宣 を 下さる。 正 成. 長年 は、 都に あつ 

て 守護し 奉るべし と敕靛 ある • 此時正 成、 坊門 宰相 淸忠に 向 ひ、 此度は 柬國の 勢 を 

も 召 上せ、 足 利 追 罰の こ i を 御 急ぎ 候べき に、 顯家 卿の 東國 下向 は、 如何 候らん。 新 

正 成 忠言 同 北 島 Sf と 會談， の 事  き 一 
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田 殿、 追手の 大將 にて 候 は く 北 畠 殿 は、 搦手に 御 向 ひ 候 へ かし。 北 畠 殿 奥州 御 下向 

は、 * 方 二 萬餘の 弱に て 候 はや や。 若敵强 くして、 勝に 乘 らん 時、 數百 里の 道を隔 

て、. 又 東國ょ b 上洛し 給 はんこと は、 大儀の 計略に て 候 はん。 又 都に は、 篛顯， 忠顯. 

長年 W 下、 宗徒の 人々 候 へ ば、 心安 か る ベ く 候な り。 正 成 は、 新田 殿と 共に、 西國に 

罷向ひ 候 はんと 申さる。 淸忠 聞き 給 ひ、 公儀 旣に 定まりぬ る 上 は、 今少し 遲ぐ こそ 

とて 立 たれければ、 正 成 も 是非な く 退出し 給 ひけ 斯くて 正 成 は、 翌 H 北 畠 殿の 

亭に 至り、 4. 般の戰 功に 依って、 大將の 位に 備 はり 給 ふこと、 目出度 存候 なり。 隨っ 

て義 貞西國 下向の こ. v 、今廿 H の內 にて 候 は い、 敵の 城廓 未だ 調 ふま じ。 又 諸阈の 

兵 も、 t 一  偏に は、 足 利に 隨 ふこと も ある まじければ、 必定 味方の 勝に てぞ 候らん。 然 

れど も義貞 女色に 迷 ひ、 軍事 を 忘れ 給 ひ ぬれば、 廿！ EL 箭 HI の內に は、 よも 西 國に下 

向 はし 給 はじ • 然 れば漸 々として、 播州 邊ま でも 下着し、 城々 を 攻めて 疲れたる 所 

へ、 尊氏大 軍に て攻 上らば、 必す 味方 欧軍 たらん。 其 時 は 君 重ねて 山門に 行幸 坐す 

ベ し • 某 は 討死 仕る ベ し。 殿 は 早速 多勢 を 催し、 再び 上洛な され、 王化 を 助け 給 へ • 


是ぞ なからん 跡 迄の、 兼 言に て候ぞ と、 淚 をば 流されけ る • 其 後 猶も傍 近く 居 寄 .0ヽ 

御存の 如く 義 貞は、 さる 將 にて 候 ひし かど も、 主上 勾當の 内侍 を 下されて より 色に 

迷 ひて、 彼 人の 心中 醉 ひるが 如し。 其 上 君の 御 政、 人望に 背きし に 依って、 諸國皆 

足 利に 靡き 從ひ 候な り。 正 成 夙に 夜半に、 此事を 案じ 候に、 兎角 足 利と 御 和睦 あ つ 

て、 所領 等 元の 如く、 忠 あらば 重ねて 恩賞 ある べしと て、 足 利 を 召 上せられ、 義貞と 

年來の 確執 を 忘れ、 水 魚の 思 をな すべ， しと、 敕誌 なされ 候べ し。 正 成 御 使 を 承って、 

祕計を 巡らし 候 はん。 然ら すん ば 足 利、 終に は 天下 を 奪 ひ 候 はん。 義貞 若し 敕 命に 

應 すま じくば、 正 成 承って 誅伐 仕 b 候べ し。 新田 とても、 忠臣に は 候 はす。 正 成 御 

使と して、 此事を 取 計り 候 はい、 足 利も此 春の 敗軍に 懲りて、 敕 詖に從 ふべき は 治 

定な り。 其 上に て 尊 氏、 又敕 命に 背きな ば、 謀. o 寄せて 刺殺し 候 はん。 事い i 易く 

候 ひなん。 此の 如ぐ に 仕り 候 はで は、 世の 治る こと は ある まじく 侯。 此事密 に泄ら 

i なや^ 

さす 奏聞あって 給 はり 候へ。 若し 君 此事を 御用 ひな ぐんば、 聲 花に 討死して、 忠貞 

を顯 はし 候 はんと、 涙 を はらく と 流し 給 へ ば、 顯家 卿、 如何 樣 にも 天氣を 窺 ひ、 0 

正 成 忠言 词北富 殿 と會談 の 事  . 
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に 奏聞 を經候 はん。 然れ ども 尊 氏 は、 よも 上洛 は 仕る まじと 宣 へば、 其 事 候。 足 利 

難 ® 仕らば、 愚息 多 門 を 尊 氏が 方へ 渡し 候 はん。 君の 御爲 ならん に は、 など か實子 

を 捨て 候 は ざらん と宣 へば、 顯家卿 も 感涙 を 流し、 後日に 此事を 奏聞し 給 ひけれ ど 

も、 正 成が 申す 所 一 狸 ありと はい ひながら、 天子、 朝敵に 對し和 をな さん 事、 其 先例 

を閡 かす。 九 國の者 共が 一 咏 したりと て、 何程の 事の あるべき ぞ。 義貞に 力 を 合 

せ、 朝敵 誅伐の 謀 を 巡ら-すべし と、 敕 K ありけ る こそ 是非な けれ • 

足 利 殿 自，， 西國， 上洛 附佳瑞 の 事 

さる 程に 將軍 尊氏鄕 は、 赤崧が 注進に 依って、 E1 月 三日 太宰府 を進發 あって、 長 門 

の府 にて、 暫く 御 逗留 あり • 然るに 去 元曆の 古、 源 義經、 攒 浦の 戰に 乗り 給 ひし 當 

國串 崎の * 十二 艘は、 卒家 追討の 後、 義經此 船に 於て は、 日本 國 中の 津泊 にても、 公 

役 ある ぺ からすと、 自筆の 下 文を與 へ られし を、 十 一 一艘の 船頭の 子孫、 今に 之 を帶す 

i かや。 今般 も 厚東が 申 沙汰す るに 依り、 此船を 以て 御座 船と 定めら る。 尤 佳例に 


相 協へ，^ 同じき 五月 五日、 備 後の 靱に着 き 給 ひ、 愛に て 合戦の 評定あって， 將軍 

は 海上 を 御上. 9 あり • 舍弟左 馬頭 直義 は、 陸地より 上り 給 ふ。 此 手の 先陣 は、 太宰 

小貳 賴尙、 1 一千 餘騎 にて 進みし が、 旗の 橫 紙に 文 檜 笠を附 けたり • 是 は御眷 風御靈 

影 向 あ b て、 蟬 口に 御座の 故に、 昔より 此 家の 故實 なりと 聞え し。 同じき 十日 靭を 

立ち、 船 地 陸地、 同日に 進 發し給 ふ。 御船 五十 餘町を 過ぎて、 向 ふ を屹と 見渡した 

れば 、兵船 多く 漕ぎ 來る。 中に も 先 船に は、 一 一 つ 引兩の 紋付きた る 慕 を 引きて 漕ぎ 

向 ふ • 之 を 見て、 誰い ふとし もな く、 楠 正 成が 謀に て、 眛 方と 號 して 向ふぞ と， いふ 

ち b て 

程 こそ あれ。 こ は 如何に と 上下 周章 騷ぐ 所に、 さはな くして、 西 國の細 川の 人々. 土 

岐伯耆 六 郎. 伊豫の 河 野の 一 族 以下、 其 勢 五 千餘騎 、兵船 五 百餘艘 に取乘 つて、 漕ぎ 參 

hs ける にぞぁ うける。 同じき 十五 日、 備 前の 兒 島に 着き 給へば、 加 地 筑前守 渚 近く、 

假の 陣營を 作り、 風呂な どしつら ひ、 他事な く 饗應し 參ら せし に、 其 夜め 満月なる 

に 空 を 見上げ たれば、 足 利 家の 紋の 如く、 黑雲ニ 筋 引渡し、 數刻 見えし 程に、 軍勢 皆 

合掌して、 暫く 之を拜 す。 加 之此. 度 不思議の 吉兆 ども 多 かりし。 其 fe は、 太宰府に 

. 足莉. 蹈自- -西國 r 上洛 附佳瑞 の 事  一一 一 S 
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御 坐せ し 時、 博 田 櫛 田宫、 住吉の 社の 下女に 託して 宣 はく、 我れ 將軍を 都まで 送る 

べきが、 路に 合戦なくて は 叶 ふま じ。 白旗 一 流. 攀 御劎. 征矢 幷に上 矢の 鏑を 添へ て 

獻ゃ ベ し と、 祌託ぁ ら たに 下りし かば， 足 利 殿^ぐ 之 を 調進し 給 ふ 所に、 使者 の 見 る 

前にて、 神託 を 口走りし 女、 頓て弓 押 張り、 上 矢の 鎬を 取りて 番ひ、 汝等我 を 疑 ふこと 

勿れ。 いで/ \. 其證を 見せん。 武將 今般 四海の 生と な b 給 ふべ ぐば、 此矢ー つも 外 

るべ からすと て、 樗の 木の 細き 枝 を 射る こ i 三度に 及びけ るに、 一 つも 外れざる こ 

そ 不思議 なれ。 又 天神の 仕 者 御 靈合戰 の度每 に、 光 を 耀し給 ふ。 其餘の 佳瑞計 ふる 

に遑 あらす。 又 諸 勢 上下 兜 蹇の眞 向に、 南無 三寶 観世音 菩薩と 瞥附 けて、 每月 十八 

m 、觀 音懺 法を讀 ませられけ ると ぞ聞 えし。 斯くて 陸地の 勢 は、 播 磨の S 河に 陣を 

取れば、 海上の 兵船 は、 室の 泊に 漕 着く る。 然るに 室と 兵 庫の 間の 海 は、 をして に 

は 播磨灘 とて、 以前 足 利 殿 九州 下向の 時の 如く、 勝れた る 順風 を 得すして は、 渡さ 

れ ざる 難所なる 故、 日 を 待ちし 程に、 旣に 陸地の 勢 は 進む と雖 も、 徒に 曰 を 送る 所に、 

五月 廿 三日の 戌の 刻、 雨 交 り に^ 風 少し 吹 出で しかば、 將軍大 に 悅び給 ひ、 是れ天 


の與 ふる 所な り • 早く 纜を 解くべし と宣 ひし かど も、 海上の 事 は、 其 道 を 得た る艄 

頭 共の 意見 を 御 聞き 候へ かしと 申しければ、 足 利 殿、 此儀尤 な bi て、 御座 船 串 崎の 

船頭、 千 葉. K 隅 守が 船 をき はしの 船頭、 大友 小貳、 長 門. 周 防の 船頭 十 餘人を 御前に 召 

されて、 御尋 あり。 船頭 共 承り、 此風今 は 順風に て 候 へ ども、 月の出 潮に は、 風替っ 

て 向 ひ 候べ ければ、 御 出船 は 中々 思 ひ 寄らす 候と いふ。 玆に上 杉 伊豆守 重 能の 乘 

船、 今度 船と 號し、 船頭 は 長 州 阿武 郡 椿 浦の 孫 七と 申しけ るが、 是 こそ 目出度 順風 

にて 候。 其 故 は、 雨 は 風の 吹 出で てより 降り 候 へ ば、 月 出で なば、 雨 は 降り止み 候 ひ 

なん • 風 は 少し こはく 候と も、 追風に て 候 はんと 申す。 足 利 殿、 再三 御感 あって、 孫 

七 を 左衞門 尉に なされ、 古、 九郎 義經、 渡邊 より 出船せ し は、 大風な りし か 共、 順風な 

れば こそ 渡， りつら めと て、 雨の 止む を も 待ち 給 はや、 只 一 人の 船頭が 申條を 許容 あ 

つて、 御座 船 を 出さる ゝ。 兵船 五 千 餘艘と 聞え しか 共、 其 夜 御供に 出し 舟、 三千 艘に 

は 過ぎ ざり けり。 月の出 潮 を 待ちて、 室よ b 五十 町 東なる 杓子 浦と いふ 處に 艄を掛 

けらる ゝ。 風 は强か b しか 共、 順風な. 9 しかば、 皆 帆 を 上げて 馳せ ける 程に、 難なく 

足 利駁自 11 西 國ー羞 酎 i め 事  M 
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廿 raw の慕稃 に、 播州 大藏 谷の 澳に、 碇を 下して ぞ掛 り. 給 ひける。 玆に新 左 中. 將. 

義 貞は、 播州に 馳 向って、 合戰 中な りけ る 所に、 尊 氏 多勢 を 率し、 海陸 二手に 分れて 

攻め上らる、 由 聞え しかば、 小勢 を 以て 大敵 を 凌がん 事 は、 叶 ひ 難しと 思 はれし か 

ば、 諸方の 勢 を引拂 はせ、 五月 卄三 曰に、 兵 庫 迄 引返 かれしに、 早 軍勢 落 失せて、 二 萬 

騎 にも 足ら ざり しかば、 急ぎ 京都に 飛脚 を馳 せ、 加勢 を 賜 はるべし とぞ乞 はれけ る。 

正 成諫奏 附淸忠 被， 失， 一面 目 一事 

義貞 朝臣の 早馬に 依って、 主上 大に 驚かせ 給 ひ、 楠河內 判官 正 成 を 召され、 急ぎ 兵 

庫に 馳 下って、 義貞に 力 を 合す ベ しと 敕 K ある。 正成畏 つて 承. 5、 敕命を 違背 仕る 

にて は 候 はね ども、 此度は 義貞 朝臣、 合 戰に怠 ある 故に 、斯ぐ はな b 來， o 候な， 人最 

！ 前 尊 氏 九州に 落 行きし 時、 義貞、 備 中の 邊ま でも 追 懸けて 下られな ば、 中 國は悉 ，，• 

王化に 從ひ候 はんに、 兵 庫よ， り 歸京ぁ b し は、 何の 用に て候ぞ や。 其 後 赤松 入道 圓 

. 心、 備前. 播磨兩 國を賜 はって、 降參 せんと 申したり しも、 敕 許な ..... )。 是は 君の 御 誤に 


て 侯 ひし • 義貞 日を經 す、 西國に 下向し 給 は か、 * 方 多く 出來， 9、 足利滅 C に 及ぶ ベ 

きに、 京都に 滯留 する こと 五十 餘 B  、其 間に 足 利、 又 勢 ひ强大 になり て 侯な 又 赤 

換が * 方 を 計り、 論旨 を 欺き 候 を、 義貞大 に 憤り、 之 を M たん 爲に、 僅なる 小 诚に數 

萬 の 勢 を勞せ させ、 大敵 九州に ある を 忘れ 袷へ に 正 成 之 を 思 ふ に、 心中 安らす、 義 

貞の陣 に 使 を 遣す 事、 七 度に 及び 候 ひき • 義貞是 に 依って、 勢 を 西國へ 分ち 遣され 

候 ひし。 然 らば 敵の 赤 核 は 小勢 なれば、 義 助に 五六 千の 勢 を 添へ て殘し 置き、 其 身 

西 國 に 向 はるべき ことなる に、 さはな くして 赤 崧が小 城 を、 數萬騎 にて 之 を 攻め 、敵 

將尊 氏が 請 手と して、 義 助に 一 莴 にも 及ばざる 勢 を 差 添へ 向け ちれし は、 何事に て 

候ぞ。 是れ 大敵 來 らば、 逃げ 退かん と 見えて 候。 足 利 向 ふと 聞え なば、 義 貞は 播州 

に 一 城 を 築き、 勢 を 入 置き、 備中邊 に 下られ なんに、 海陸 二手の 歜 なれば、 目に 餘る 

稃の事 は 候 まじければ、 軍 は * 方の 勝利に て 候 はん。 然 らば 怯 弱の 尊 氏、 又 舟 を 返 

して、 逃げ 歸り 候べき に、 何の 術 もな く、 兵 庫まで 引返き、 海陸の 敵 を 一 所に 受けて、 

戰 はんと 申さる、 條 心得す。 多勢の 敵 は、 餘 多に 分けさせ 度 事に 候 • 陸の 敵と 合戦 

正 成 練 奏附滂 忠3 ^失- 1 面目-事  S 冗 
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を 挑み 候 はい、 海上の 敵、 西宫 .荤 屋の灘 よ b 打って 上らす i いふ 事 や 候べき <- 兎角 

義貞 朝臣 を 召 上せられ、 又 山門に 行幸 候 ベ し。 正 成 は 河内に 歸り、 河 尻 を 差 塞ぎ、 敵 

を 兵糧に 疲らし、 先 後よ b 挑み 立て 攻め 候 は、 一 戰に 勝利 を 得？ くと. S. さる、 • 

諸 卿此事 如何 あらんと、 重ねて 食 議し給 ひける に、 坊門 宰相 淸忠 進み出で、 正 成が 

申條  一 a あ， 9 と雖、 節度 使 未だ 一 戰 にも 及ばす、 其 上 一 年の 內に、 一 一度まで 出門に 臨 

幸 あらん 事 も、 亦 帝位の 輕 きに 似た， o。 逆徒 多勢に て攻 上る とい ふと も、 何程の 事 

の ある べき ぞ。 每度 大敵 を 小勢に て攻 敗る こと、 偏に 連の、 天に 叶 はせ 給へ る 故 

を 以てな り。 只々 時 を 移さ や、 楠 罷向ふ べしと 申されし かば、 正 成 も 力 及ばす、 御前 

を 立 たれけ るが、 坊門淸 忠。 千 種 忠顯. 坊城經 顧 三人 を 閑 所に 招き、 佞 好の 臣 と は、 此 

淸忠 卿の 事なる ベ し。 此人、 君の 傍に あ つ て、 萬 事に 口 入し 袷 ふに 依つ て、 天下の 亂 

出來れ り。 今般 も 正 成が 申す 所、 狸に 當 つて 覺ぇ候 へ ども、 淸忠の 邪 言に 依って、 君 

を 始め 奉り、 諸 卿 皆 狸 に 迷ひ炝 へるな，^ 正 成 は 討死して、 二心な き 所 を 世に 顯は 

し 候 はん。 然らば 天下 は、 尊 氏が 掌握に 落ち 候 はん • 顯家卿 を も、 都に 留め 給へ i 


申つ る もの を， 淸忠の 支へ にて、 君 許容 坐 さぞ • 今 は 後悔に ぞ 候らん • 赤极 が降參 

のこと も、 亦貴邊 の 妨げられ しと 聞え しな.^ 當 時の 朝敵 は、 足 利に は 非 やして、 准 

后と 淸忠 i の 二人な り • 足 利が 陣に駔 入りて、 討死 を 遂げん よ. 5 は、 淸忠の 眞向を 

梨 刻に 切碎 き、 自害 せんと、 千度 百度 思 へ ども、 却て 不忠の 惡名を 得ん 悲し さ に、 存 

念 を 晴らさぬ なり • 正 成は數 年の 戰功を 空 しくして、 討死 を遂 ぐると も、 子孫 忠臣 

を飜 さす 時 を 窺 ひ、 君 を 再び 御 位に 卽け 奉れと、 遺言 仕り 候 ひなん。 今は是 迄にて 

候ぞ と、 涙^ 流して 立 おれければ、 諸 卿 も 與覺め 色を變 じ、 詞な うして ぞ居給 ひける。 

主上 此事を 聞 召し、 大に御 後悔な されし かど も、 一度 下りし 綸命 なれば、 W 止ませ 

給 ひける とぞ 聞え し • 

正 成 兵庫發 向の 事 

さる 程に 楠 廷尉正 戌 は、 三千 八 百餘騎 を相從 へ、 卽日 京都 を 打 立 たれけ るが、 嫡男 

多 門 九、 其 頃 は 庄五郞 正 行と て、 十一 歲 にて、 千劎 破に 居られけ る を、 深き 慮あって、 

正 成 兵庫资 向の 事 .  一ぎ 1 


正 成、 正 

行に 遺誡 

す 
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豫て 京都に 呼 寄せ 置かれければ、 相 具して 出 でられけ るが、 櫻 井 宿に て、 正 行 を 傍 近 

ぐ 招き 寄せ、 鬢の 髮を撫 上げて 宣 ひける は、 今般の 合戰 に、 正 成 は 討死と 思 ひ 定め 

たり。 汝は是 より 故 鄕に歸 つて 身 を 全うし、 能く 郞從を 扶助すべし。 委しぐ 我心 中 

をい ひ 聞かせ、 庭訓 を殘 すべし。 君の 御 心 正しから や、 義貞又 忠臣に あら ざれば、 天 

下 を 平 治せん こと 叶 ひ 難し。： 正 成 討死 を 遂げな ば、 天下 は 必ゃ尊 氏が 有と ならん す 

るぞ。 然り とて 身命 を 助け、 一旦 家 を 立てん が爲 め、 降 人に 出づる こと 勿れ。 其の 

爲に 家の 子郞從 多く 附 置く なれば、 敵 寄せ 來 らば、 金剛 山に 引 籠って 防ぐ ぺし • 夫 

れ 所領の 多 からん 事 を 願 ひ、 家の 富貴な らん 事 を 欲する も、 世に 人と 呼ばれん が爲 

ならす や。 苟も 敵に 降參 し、 數ケ 國の頜 主にな. o たりと て、 何の 面目 か あらん。 さ 

れば 君子 も、 不義に して 富貴なる を、 浮 ベ る 雲に 譬へ. 給 ふ。 穴 賢 君に 不忠 をな す ベ 

からす。 是れ汝 が 第一 の 孝行な らん。 又 弟 共 を 憐れみ、 水 魚の 思 をな すべし。 父が 

如くに 郞從を 扶助せ よ。 辛き 目 を 見す ベ か£ す。 郞從は 主を賴 み、 主 は郞從 を賴み 

て、 君の 御用に は 立つ 者ぞ かし。 諸事 母に 語る ことな かれ。 和 田毆. 矢 尾 • 恩 呦を以 


て 父 i 思 ひ、 每事此 人 々り 計ら ひに 任す べし • 十五に な b なば、 義と理 とに 心 を 付 

けて、 學 文に 怠る 勿れ • 強ちに 文字 を 知 b  、諸 語を覺 えんと 思 ふべ からす。 文の 義 

a を曉す べしと て、 國を 治る の 道、 法 鱧の 式、 自筆に 書き 給へ る卷物 ー卷、 箱に 入れ 

て 渡し 給へば、 正 行 は 鬼 角の 事 を もい はす、 わつ と 叫んで 平伏し 給 ひければ、 父 を 

始め 乳母 夫郞從 等、 漸々 i 賺し 宥めけ り。 正 行い はけな き 身ながら も、 涙 を 押. へ、 父 

上に 別れ 參ら せて、 河內へ は歸る まじ • わら はも 是非に 御供し、 討死 仕らん i 申さ 

るれば、 正 成 も 涙に 咽びながら、 汝を故 鄕に歸 す 事、 不便なる に 非す。 君の 御 爲め家 

の 爲を思 ふに 依ってな り。 さ 程に いひ 甲斐な き 心に て は、 行末 降參 不義の 行跡 を や 

せんすらん と、 或は 怒り 或は 宥めて 宣 ひければ、 然 らば 兎も角も 仰に 從ひ候 はんと 

て、 涙に 咽ば る、。 正 成 大に悅 び、 けなげな， 9/^.。 是は 祖父 刑 部 大輔正 俊より 相 傅 

の 家寶、 力士と い へる 太刀な り。 父を戀 しく 思 はん 時 は、 之 を 見よ とて ぞ 渡されけ 

る。 矢 尾. 恩 地 を 始め、 數百 人の 郞從 共、 俄の 事の 出來 たる 樣に、 物 を もい はす、 差 俯き 

てぞ 泣き 居た. 9。 . 

正 成 兵庫资 向の 事  】臺 
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正 成 被， 遣-金言-事 

斯くて 正 成、 和 田 和 泉 守 正 遠. 恩 地 左 近 太郎滿  一 • 矢： ^別當 淺孫六 を 傍 近く 招き、 

旁 は 正； 仃に從 ひ、 千劎 破に 歸り、 正 行 を 守 立てられよ • 我 戦死せば、 天下 は 必ゃ足 利 

の もの i ならん すらん。 然 らば 當家を 味方に 屬 せんと、 樣々 謀 を 巡らすべし。 必ゃ 

謀に 乘るぺ から や。 足 利 兄弟、 天下 を 治る 器に あらす。 君 を も 失 ひ 奉る 迄の 事 は あ 

る まじければ、 時 を 待ちて、 君 を 再び 御世に 卽 け參ら せよ。 其 とても 叶 は ざらん 時に 

は、 當家も 君と 共に. D ぶべ し。 正 成 ー戰の 功に 依って、 一門に 賜 はる 所の 國四 ケ國、 

其 外數ケ 所を領 す。 是れ 莫大の 君恩に あらや や。 其 厚恩 を 忘れ、 大逆の 賊 徙に從 ひ、 

何ぞ 不義の 富 を 受けん。 義に、 一命と 家と を替 へて、 美名 を 後天に 擧 げんと 思 ふな 

うと 宣 へば、 暫くあって 正 遠、 某 退いて 愚案 を 巡らし 候に、 討死と 思 ひ 定めさせ 給 

ふ 事 も、 餘 りに 御 心 短く や 候らん。 四 タ國の 勢、 晝夜を 分た す馳叁 らば、 明日 明 後 ほ 

に は、 馳せ參 り 候 ひなん。 其 勢 二 萬 は 候 ぺければ、 伊丹. 尾崎邊 にて 防ぎ 戰 はんに、 


など か 勝た で 候べき • 一 先 づ殿は 虛病を 構へ、 千劎 破へ 引 籠らせ 袷 ひ、 正 遠 兵 庫に 

罷向 ひ、 義貞に 力 を 合せ、 一 戰を 挑み 候 はん。 叶 は ざらん 時 は、 河內に 退き 候 はんに、 

何條 事の 候べき。 其 時 新田 殿 は 、山門へ 行幸 をな し 奉られなん。 當家謀 を 以て 戰は 

せ 給 ひなば、 足 利 を 追 落さん 事、 五十 日の 內 にあり i  、覺ぇ 候へ と 申さ るれば、 滿 1 、 

和 田 殿の 仰 • 狸 に當 つて 覺ぇ 候。 名將の 死を輕 くし 給 はん 事 は、 卒爾の 御 働きに や 

候らん • 當 手の ニ萬餘 は、 金鐡の 兵に て 候へば、 尊 氏の 上洛、 今 五日 延引 あらんに 

は、 陸地の 敵 を 新田 殿に 防がせ、 海上の 敵 を 當家請 取り、 去年より 用意の 大船 三艘、 

凡そ 敵 * にも あり 難き 大船に て 候。 其餘三 タ國の 兵船 を 揃 へ、 兵 軍に 馴れたる 勢 を 

選み、 滿ー 罷向ひ 候 はん • 舟 をば 難 波の 浦 尼 崎邊に 揃へ、 殿 は 兵 庫 西宮の 間に 陣せ 

させ 給 ひ、 謀 を 以て 戰 はせ 給 ひ 候へ かしと いふ • 廷尉 聞き 給 ひ、 足 利 を滯留 させん 

は、 いと 安き 謀 あ， 9。 其 故 は、 尊 氏、 豫て和 を 成さん と 思 ふ 心 あり。 正 成 此事を 取 計 は 

んと、 使 を 遣 さは、 尊 氏 如何 樣 にも 申請く る 旨 ある べし。 其 使 往返の 間に、 十日 を 過 

さん は 安 かるべし。 然れ ども 正 成、 敵 を 防ぎ 兼ねて 討死と いふに は あらす。 謀 はい 

正 成 狨>  遣-金言 1 事  11 
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くら も ありぬ ベ けれども、 君の 御行 跡惡 ければ、 足 利 G びたり とも、 新田 又 天下 を 

奪 ひなん 事、 掌 を 指す が 如し。 足 利に も御懲 なく、 義貞 にも 亦 十六 ケ國の 管領 職 を 

賜 はりし、 足利滅 u の 後 召 返されん に は、 義貞 恨み ケ懷 きて、 天下 を 覆さん は治定 

なり。 加 之 正 成に も、 九州の 管領 を 賜 は 、りし。 兩 家、、 中國. 九州 を 管領せば 、戦功 あ 

る諸士 に、 何 を 以て か 忠賞を 行 はれん。 然らば 諸士彌 憤りて、 義 貞に屬 せば、 味方 利 

を 失 はん 事必 せり。 義貞 天下 を 奪 ひなば、 古の 賴 朝の 如くな らん。 然 らば 何として 

か、 再び 公家 一 銃の 世と はなすべき ぞ。 之 を 思 ふが 故に、 正 成 死 を 思 ひ 極めた う • 

旁 我 深慮 を 能々 御 心せられよ。 正 成 世に あらん 程 は、 義貞も 亦. C ぶま じければ、 新 

田 を C ぼさんが 爲に こそ、 討死と は 思 ひ 詰めし なり。 正 成、 新田 を攻滅 し" 四海 を 奪 

はんこと、 今年の 内 を出づ ベから や。 見よ- (^，掌 を 指す が 如くな. らん やる ぞ。 正 

行 を 始め 旁 を殘し 置く は、 此の 爲な り。 足 利 愚 なれば、 吾子 孫の 根 を 枯らす 程の 事 

はよ も あら じ。 君 を も 失 ひ 奉る 程の 事 は ある まじ。 口へ 諳國の 新田の 子孫 殘り 居て、 

一 日 も 天下 は穩 なる まじき ぞ。 其 間に、 當家も 同じく 謀 をな し、 本望 を 達せん と 


せば、 * 方 必す利 を 头ふ べし • 正 成が 常にい ふ龜 六の 術 を 行 ひ、 敢て頭 を 差 出す ベ 

からす。 官軍 大方 C びな ば、 高 上 杉の 奢萵き 者 共、 互に 威を爭 ひて、 同士 軍に 及ぶ ベ 

し • 其 時、 軍盧を 巡らして 攻め 討ちな ば、 足 利を滅 しなん。 此事廿 年 を 過ぐ ベから 

す • 正 成が 今の 詞は、 符を 合せた るが 如くな らん やる ぞ とて、 涙 を 流し 給 ひける • 

矢 尾 顧 幸 申しけ る は、 近年の 御 厚恩、 身 を 以て 報じても 餘 b あり • 年老い 齡旣に 傾 

きて 候へば、 早晚^ の 命 を か 保ち 候べき。 下 藤の 諺に、 去りが けの 駄賃と や 申す こ 

との" 候。 是非 御供して 、討死 候と いふ。 正 成 聞き 給 ひ、 潔く 候 • さりながら 正 行 を 

賴 むに 候。 足 利 使 を 以て 樣々 賺 さんに、 承引せ すん ば、 多勢 を 以て 押 寄せん か、 其 時 

防戦の 術を盡 されん は、 大忠 にて こそ 候 はんと 宣ふ。 滿ー 涙 を 押へ、 仰尤 にて 候。 

某 正 澄 公より 仕へ 奉り、 當 時給 はる 所の 所領 一 千餘 貫、 此御 厚恩 、山よりも 高く 海よ 

り も 深し。 然れば 御供して 討死 仕 .C たきもの なれ ども、 君命 を 奉る 上 は、. 御曹司 を 

守， o 立て 奉らん と存 するな り。 矢 尾 殿 も 仰に 從ひ 給へ とい へば、 別當、 誤りて 候と 

てぞ 止みに ける。 其 後 正 成、 和 田 源 太 光元. 恩 地 新 介 與武を 招き、 汝 三人 は、 年若き 

正 成 被 V 遣- 1 金言 一事  一 一ー定 
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者 共 なれば、 晝夜正 行が 傍 を 離れ や、 守 立つ べしと 下知し 給 ふ。 凡そ 軍勢 三千 八 百 

餘 騎の內 、五 百餘騎 をば 召 具すべし。 其 餘は正 行に 従 ひ、 故 鄕に歸 る べしと 定め 給 

ふ。 舍弟正 氏 も、 妻子の 方 へ 文 細々 と 書き送り、 1 一千 餘騎 の內 より 一 一 百餘騎 を、 今度 

の 供と 定めら る。 五 百 餘騎の 者 共 は、 討死と 思 ひ 定めし ことなれば、 妻子の 方へ 文 

を 書き、 記念 を 添 へ て、 我 も， （-. と 故鄕に 送る。 哀れな りし 事共な り。 正 成 は、 多門庄 

五郎， の 手 を 取りて、 最も 名 殘惜氣 にて、 母に 孝行 を盡 し、 弟 共を憐 み、 郞從を 能く 扶 

助せ よ。 家人に 疎まれな ば、 弓矢 を 取る こと 叶 ふま じき ぞと て、 泣々 別れ 給 へ ば、 正 

行 は顏を も 擡げす、 淚に陋 ばれけ る を、 乳母 夫 安間 七 郞正岑 、御門 出の 忌々 しく 候と 

て、 漸々， AJ 賺 しけり。 正 成 兄弟. 志 貴. 橋卒 安間" 神宫 寺. 平野. 丹 下 W 下、 都合 七百餘 

騎、 義を 金石に 比し、 命を鴻 毛に 類し、 一 つ 枕に 骸を 曝さん と、 戰 場に 向 はるれば、 庄 

五郎 正 行 は、 和 田. 恩 地. 湯淺. 矢 尾 を 始め、 三千 二百 餘騎 を從 へ、 故鄕の 方へ 引返さ 

る * 哀れな りし 事共な り。 

南朝 太平 記卷第 十一 終 
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楠 正 成 對，， 面 新田 義貞， * 敕使 至，， 兵 庫一 事 

さる 程に 楠 判官 正 成 兵 庫に 着陣 し、 先づ 新田 殿の 陣 所に 至 b 給へば、 左中將 大に悅 

び、 急ぎ 對 面し 給 ふ。 實に此 度の 義貞が 軍の 次第、 さぞい ひ 甲斐な く 思 ふらめ と宣 

へば、 正 成 聞き 給 ひ、 今更 人の 非 をい ひて 何 かせんと 思 ひ 給 ひ、 天運 時 至らば 力な 

く 候。 佴中國 にこの 軍 立 は、 前々 に樣替 つて 覺ぇ 候と 答 へらる。 新田 殿 重ねて. 誠に 

恥し く 候 • 向後 軍旅の ことに 於て は、 楠 殿の 仰に 泄れ まじく 候 上 は ハ宜く 御意 見に 

預る ベく 候 • 就て は此度 御手の 勢の、 何よりも 少く候 は 心得す 候- 傳へ 聞く 所 は 君 

橫 邪の 御 政 坐す と、 某が 謀の 拙き との、 御 心に 叶 はざる 故に、 討死と 御覺 悟の 由、 風に 

承って 候。 君 も 楠 殿 を 股肱と 賴み思 召され 候に、 世 を 早う し^はん は、 却て 不忠と 

楠 正成對 _| 面 新田 義處, 幷敕使 至-兵 庫, 事  g 九 
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や 申さん。 良 將の御 誤と や 申さん • 是非 思 召 止まり 給へ と宣 へば、 正 成 打 笑 ひ、 所 

所の 城々 に 勢 を 分け 候 ひし 程に、 僅 七 百 餘騎を 召 連れ 候。 又 討死の 事 は、 大敵に 向 

つて 戰 はん 時、 十 死 一 生の 軍 を 仕らで は、 勝利 を 得難き ものに て 候。 さるに 依って 

此度は 討死 ぞと、 士卒 を 勇む る 計りに： て 候と 宣 へば、 義貞仰 尤に候 • 軍の 道 は、 楠 殿 

に 任せ. S. すに て 候と て、 其よ， o 樣々 饗應し 給 ひけり。 斯る 所に 其 zi の 酉の 刻、 京都 

よ， 9 敕使兵 庫に 下着 せらる。 是は正 成 討死 を 思 ひ 定められし こと を、 君 御 後悔 坐 

し、 篛貞を も 正 成 を も 召 返し、 山門 へ 臨幸 あらんが 爲な， O けり • 義貞 朝臣、 正 成に 向 

ひ、 此上は 召に 應じ、 今夜 引取り 候 はんと 宣ふ。 正 成 聞き 給 ひ、 敕 命の 上 は、 御 引取 

りなされ 候へ。 正 成に 於て は、 分國 にて 候 程に、 敵の勢 を も 見す して、 都に は歸. O 候 

はじ。 さりながら 今夜 引取らせ 給 はん は、 如何に 候と 宣ふ。 義貞の 執事 «m- 長 門 守 

も、 夜中に て 候へば、 明日 歸陣 然る ベぐ 候 はんとい ひし 故、 此事も 止みに けり。 

西 國勢手 分 井 官軍 勢 配の 事 


さる 程に 足 利 尊 氏 卿 は、 廿四 a の 慕 稃に、 大 a 谷の 澳に 憑り 袷 へ ば、 四 國船を 本 * に 

て 先に 走らし、 兵船 共 も、 淡 跻の瀨 戶. 須磨. 明 石の 澳に碇 を 下す。 夜に な 力し かば、 

數 千の 舟の 舢 鱸に 點す篝 火 は、 愆 海の 波を燒 く かと 怪 まる。 陸地の 勢 は、 一の. 谷 を 

前に 當て、 昔 土 肥 次郎實 平が 陣取りた りし ^ 堡の邊 より 始めて、 後 は大藏 谷.^ 名. 見 

野邊 まで、 一 片に篝 を 燒續 けたり。 海陸 兩陣、 互に 見渡されし 程に • 朋 H 兵 庫の 敵 

t 合戰 のこと、 談合の 使者、 夜の 中に 往復 数度に 及ぶ • 此處 にて 合戦の 手 分あって、 

追手の 大將軍 は 左^ 頭 直義、 副 大將は 高 越後 守 師泰士 一浦 介. 大友. 赤松 以下、 播 磨. 美 

作. 備 前三ケ 國の舉 勢な り。 山の手の 大將は 斯波尾 張 守 高經 及び 厚東 以下、 周 防. 長 

門の 士卒な り。 溶の 手 は 小 贰賴尙 、筑 前. 豊 前. 肥 前の 勢 を相從 へて ぞ お ひける。 さ 

る 程に 新田 左 中將義 貞は、 翌廿五 H の 未明、 铣に打 立たん とし 給 ふ 所に、 敵 船 早 雲 

IS の 如くに 見え 來る。 新田 殿 楠に 向 ひ、 敵 を 見ざる 以前に こそ、 帝都 迄 も. 引く ベけ 

れ。 大敵 を 見ながら、 戰 はすして 引 行かん は、 無下に い ひ S. 斐 なく 候 へ ば、 一 軍 仕ら 

んと 宣. へば、 仰尤に 候， 海陸の 內ー 方の 敵 は、 疋成請 取り 候 はんと 一 ふ • 義^ 問き 

西^ 勢 手 分 井^ 軍勢 配の 寧  0 
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給-ひ、 徼勢を 以て、 多勢 を 御 防ぎ あらん こと 如何な，^  f« おゆ-おお^ 地 を 差 添へ 

候 はんと 宣 へば、 人の 加勢 をう けんと 思 は， 5.、 手勢 を 召 は： 化；： り^ にん。 正 成 如何 

に 小勢な b とも， 人より 先に 敗軍 は 仕ら じと て、 兄弟の 勢 七 百 餘^: にて、 淺 川の 西 

の 宿に 陣を取 、直 義の請 手と して 備 へらる • 先鋒 は 志 貴 右 衞門尉 三百 餘騎、 中 は 

正 成 二百 餘騎、 後陣 は 正 氏 二百 餘騎、 整々 として 控へ. たり。 新田 殿 は、 舍 弟脇屋 右 

衞門 佐義助 を、 五 千餘騎 にて、 經 島に 控 へさせ、 大館左 馬 介 氏 明 を、 燈炉 堂の 南の 濱 

に 差遣し、 我 身 は 二 萬 五 千餘騎 にて、 和 田 御崎に 陣を 取り、 堅固に 備 へて ぞ待 たれ 

ける。 斯くて 海上の 兵船 は、 短夜の 明け 易き を も 待 兼ねて、 廿 五日の 卯の 刻、 細 川 

： の 人々、 四國の 兵船 五 百餘艘 を本鳙 として、 昨日の 如く 帆 を 揚げて 追風に 任せ、 官 

軍の 控 ベた る瀋 川と 兵 庫の 島 を、 左に 見なして 馳 せて 行く。 是は 敵の 跡 を 塞がん 爲 

の 術な り。 足 利 殿の 御座 船に は、 今度 持明院 殿より 院宣 を 賜りし 故、 錦の 御 旗に 日 

を 出し、 天照大神 八幡 大 菩薩 を、 金の 文字に て 打って付けら れ たるが、 日に 耀 きて、 

光 h\ 渡って ぞ見 えたり ける。 御座 船 を ffi さる ゝ峙に 、例の^く 皴を嗚 されし 程に、 


數千 ffi の 兵船 其、 皆 一 同に 帆 を 揚げて、 淡路 の瀨戶 五十 町 を、 狹 しと 輾り合 ひて、 一 

片 に 漕 雙ペ. たり。 陸地の 勢 も 同じく 打 立ちて、 一. 谷を馳 越す 程に 、辰の 終に、 兵 庫の 

島 近く 見やち たれば、 楠と 覺 しくて、 翁 水の 旗を飜 し、 溱 川の 後の 山より 里まで 陣を 

取り 續け、 楣を雙 ベて 控へ たり。 播磨 海道の 須磨ロ も、 沓の子 を 打ちた る 如くに 備 

へた， 9。 濱の手 は、 官軍の 總大將 新田 義貞 かと 覺し くて、 和 田 御崎の 小 松原 を 後に、 

當て、 中 黑の旗 を 差 連ね、 三 萬 餘騎も あるらん と 見えて、 汀に 三 切に 陣を ® る 先^ 

は 五百騎 計りと 見え、 二 陣はニ 千騎計 b  、次 は 崧原を かけて、 多勢の 體 にて 備 へた.^ 

湊川合 戰の事 

斯 ぐて 巳の 刻に 及びし かば、 西國勢 山手. 須磨 口. 溶の 手よ b 同時に 押 寄す る • 中に 

も濱の 手小貳 が 勢 ニ千騎 計、 勇み 進んで 憑，^ 向 ふ。 殊に 一 町 計 b 先 を、 五 W 餘 騎乂是 

に 返んで、 五十 騎計 b 向 ひし 中に、 武者 ニ騎、 十 丈 計り 先立ちたり。 一 騎は小 K が 一 

族對 馬の 小 次郞、 黄絨の 鎧に、 河原 毛なる 馬に 乘れ り。 今 一 騎は、 是も 小貳が 一 族武 

湊 川合戰 0 寧  1 
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籐豐前 次郞、 黑き 馬に 紅の 母 衣 かけて、 乘り たりけ るが、 共に 究竟の 若者な り • 舟と 

陸との 間、 一 町 計 を 隔て たれば、 棧 敷の 前の 見物の 如く、 御座 船よ， 9 皴 の亂聲 開え し 

かば、 船中よ b 作 始めし 鬨を、 陸地の 大勢 請 取， O て 三度 作， C/ 上 矢の 鎘を 響かせし か 

ば、 武 藤. 對馬 1 一騎 駒の 鼻を雙 ベ、 敵中に 切って 入る。 是を合 戰の始 として、 海陸の 敬 

* 方、 喚き 叫んで 戰 ひし 程に、 山川 も 崩れ 坤軸 も碎 くる 計な， o。 然る 所に 海上の 勢、 

悉く 陸に 揚. り、 新田 殿の 勢の 東へ 靡く を 見て、 赤 菘筑前 守 貞範、 舍弟 律師 則 祐、」 二 千 

餘騎 にて 楠に 打って 懸る • 正 成の 先陣 志 貴 右衞門 尉、 三百 餘骑を 光 後に 立て、 魚鱗 

に備 へて 直驀に 切って 入り、 敵中 を靳 破る。 赤崧の 勢戰ひ 兼ね、 ロハ 雷霆 の落懸 りた 

る 心地して、 蜘蛛の 子 を 散らす が 如くに 逃散り たり。 正 成 兄 ー弟* 後陣より 靜々 と懸 

b 向 はれければ、 1 一陣の 細 川、 三陣の 島津、 泳へ す咄 i 崩れた.^ 大將 左^ 頭直義 は、 

須 磨の 上野に 陣し給 ひける が、 楠 は良將 な， ひとて、 士卒 さの み 恐る ？ からす。 五 百 

にも 足らざる 小勢 を 以て、 爭 か. ^方の 多勢に 敵すべき。 取 籠め て W 取れよ。 莫大の 

恩賞 を 行 ふべ しと 下知して、 一 戰に打 散らさん と懸、 り 翰 ふ。 楠 勢 七 百 餘騎、 又 駆 合 


せて、 一 擧に 死を爭 ひし かば、 寄 手 若干 討 たれ 漂 ひ騷ぐ • 正 成 士卒に 下知し、 敵將直 

義と 見ば、 . 引 組んで 刺 違へ よと 進ま るれば、 軍勢 等 八方に 目 を 配って、 此に顯 はれ 

彼に 隱れ て相戰 ふ。 然れ ども 直義 は、 敵の 旗 先 を 見 給 ひたる 計に て、 太刀先 を だに 

見 給 はす、 逸足 出して 逃げられ しかば、 士卒 何 か は 勇むべき • 又 上野に 逃 返く  • 正 

成 猶も駔 けんと 思 はれし かど も、 上野より 段々 に績 いて、 九州の 軍勢 共、 家々 の 旗 を 

靡し 備 へたれば、 味方の 疲れたる 小勢 を 以て、 大敵に 向 はん は 如何な て、 菊 水 

の 旗 打 立て 居 袷 ふ 所に、 逃る を 追うて 諸方に 分れ 散 じ、 軍勢 共 歸，^ 集まりし かば、 腰 

兵糧な ど 遣せ て、 暫く 士卒の 息 をぞ續 がせられ ける。 斯る 所に 後の方、 和 田 御崎. 經 

島に 控 へ し 新田 殿の 軍勢 共、 海上の 敵 を、 陸 へ 上 立て じと 懸り ける を、 正 成 見 袷 ひ、 

あれ 見よ や 旁 *義 貞は、 海上の 敵 を、 陸よ， o 妨ぐ術 は 知， o- 袷 はざる と覺 えた， さな 

がら * 方 敗す るが 如し。 今に 打 負けなん する ぞと宣 へば、 宇佐美 河內 守、 仰 尤に候 • 

新田 殿の 軍 立の、 無下に 拙う も 候 もの かなと ぞ 申しけ る。 扨 味方の 勢を數 へらる ゝ 

に、 五十 餘 人 討死す。 正成宣 ひける は、 兵 庫 和 田 御崎へ、 敵 多ぐ 打 上りた るぞ。 味方 

湊川 合戦の 事  二  s£ 


南朝 太平 詛卷第 十二  i 

を 引艮 せよ とて、 始めの 湊川 へ 引返き、 備を 堅め て 居 給 ひける、 

左 馬頭 直 義與， 楠 合戰の 事.  ，  一 ノ 

斯る 所に 左 中 將義貞 、正 成の 陣に 軍使 を馳 せ、 御陣 殊の外 隔り 候へば、 早く 生 田の 

方まで 引取り 給 ふべ し となり。 正 成 聞き 給 ひ、 仰 承り 候。 間近き 敵 を追拂 ひて こそ、 

引返き 候 はんすれ とぞ、 返事し 給 ひける。 足 利 殿の 一 族 細 川 相 模守淸 氏 は、 古へ 正 

成に 親み、 寄 合戰の 意見な ど、 時々 聞きし 者な b しかば、 其 好 を 忘れす、 使者 を 遣し 

て 审 しけ る は、 淸氏今 公の 堅陣に 對し て、 勢 を 立 つ る と雖、 古の 好 を れ奉ら す 候。 

御覽 候へ。 新田 旣に 敗軍に 及び、 御 後に は 御 味方な く 候。 然るに 何 を 便に か、 其陣 

に御控 へ 候ぞ。 引く ベ ぐ 所 を 引かざる は、 良將 にあら す， とこ そ 承つ て 候 。早々 御陣 

を 引^れ 候へ かしと なり。 正 成 快げ に 出向 ひ 使者に 對 面し、 舊 友の 信を變 せられ 

す、 御懇 志を盡 され 候 段、！ B 着に 候。 * 方 は 如何に 敗軍に も 及び 候へ • 正 成に 於て 

は、 今朝より 典 厩の 勢 を、 形の 如く 追 散らして 候。 眛 方の 諸 勢 は 兎 も あれ 角 も あれ、 


正 成 は &も戰 を 決して、 忠貞 を顯 はし 候 はんとて ぞ、 使者 を 歸し炝 ひければ、 仁 木. 今 

川. 山 名 二色 以下、 正 成と いふ 古狐の 骨張が、 如何なる 謀 を かなさん やらん。 敵の . 

術に 乘 せられて、 不覺の 死 をす ベから すと て、 進み 得 や。 大 將直義 は、 敵の 小勢に 駆 

立てられ しこ と を 無念 に 思 ひ、 敗軍の 士を 集め、 又 討って 憑ら る ゝ。 敵に 息をつが 

すなと 下知し 袷へば、 豫て死 儲けした る 軍勢 共、 なじ か は 以て 勇ま ざらん • 面 も 振 

らゃ 敵中に、 喚いて 咄と駆 入れば、 前以て 追 立てられて、 臆病 神の 付きた る 者 共な 

石 故、 後陣より 崩れ 立ちて、 我先にと 逃げて 行く。 楠方彌 氣に乘 つて、 短 兵 直ちに 進 

ん で追懸 くる。 此時 討た る ゝ者數 を 知らす、 血 は 野徑に 溢れて、 數條の 川と な b 、骸 

は 道路に 橫 はって、 一 塚の 山 をな す。 目 ざまし かもし 事共な. り a 直 義大に 怒り、 い 

ひ 甲斐な き 者 共 かな。 直 義に續 け やとて、 旗本の 逞兵 二百 餘騎を 前後に 立て、 一文 

字に 打って 懸 b 給 ふ。 志 貴 右 衞門尉 相懸 りに 懸 つて、 爰を詮 と相戰 ふ。 志. 貴 は、 直義 

え 組んで 勝負 を 決せん i 思 ひ、 敵中に 駔 入りて、 此に顯 はれ 彼に 隱れ、 千變萬 化し 

て 尋ね けれども、 其と 覺 しき 敵に も 巡、 り 逢 はす。 是れ 直義の 武連强 きに 依ってな 

左 馬頭 直義 輿， 楠 合戦の 事  Is ャ 
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り。 然る 所に 楠 正 氏、 二百 餘騎 を從 へ、 旗の 手 を 龍粧に 進め、 香 象の 波 を 踏んで、 大 

海 を 渡る 如く、 橫 合に 靜々 と 懸けられければ、 足 利 勢 泳へ す、 咄と 敗北す。 直 義も亦 

力なぐ 逃げられけ るが、 乗 給へ る 所の 馬 は、 三川黑 とて、 勝れた る 名馬な. りし かど も、 

矢 を 多ぐ 射 立てられ、 敢て 働か ざり ければ、 連 池の 堤に て、 直 義旣に 討 たれ 給 ふ ベ か 

りけ る を、 藥師寺 十 郞次郞 、返し 合せて 防ぎ 戰ふ 程に 、郎等 四 人 矢場に 討 たれ、 我 身 

も數ケ 所の 痛手 を 負 ふ。 此 間に 直義 は、 乘 替に乘 り、 漸々 逃 延び 給 ひけり。 敵の 旗 

笠 印な ど 奪 ひ 取り、 大に悅 び、 典 厩 こそ * 方に 降 逢-し 給 ひたれ。 是れ 見よ やとて、 一 一 

つ 引 兩の旗 を 差 上げて、 士卒 一 同に 咄と笑 ふ。 寄 手 は 之 を 見て、 堅 唾 を 呑み 牙 を 齧 

み、 哀れ 左 馬頭 殿の 不覺 なりと ぞ吱 きけ る • 

志 貴 右 衞門尉 與，， 高師 直， 合 戰の事 

足 利 尊 氏 卿 は、 未だ 船中に 坐し ける が、 執事 高 右 衞門尉 師 直の 方 へ 、 軍使 を 以て、 陸 

地の 味方 大に戰 ひ 疲れたり と 見 ゆ。 直義 W たす ベから す。 速に 敵 を 追 返くべし i 


下知し 給へば、 畏 つて 候と て、 師直、 三千 餘騎 にて 眞 前に 進む • 是に 劣ら じと 仁木賴 

孝 會弟義 長 三千 餘騎、 細 川 相 模守淸 氏 一 一千 餘騎、 S 山. 吉 a. 祧井 g 千 餘骑、 少な 

れば步 立に なり、 太鼓 を 打た せて 懸り向 ふ • 正 成 之 を 見 給 ひ、 味方の 勢、 今 は 火に 疲 

れ ぬらん。 暫く 士卒 を 休ませ、 敵 を 間近く 引付けて、 ^武者に て 駆 散らさん と、 前 

に 敵 ありと もせす、 緩々 として 休息せられ ける が、 諸卒 に，！： ひ、 哀れ 正 成が 勢稃大 

剛の者 は、 唐土 天竺に も ある ベから す。 直義が 多勢の 目に 餘 りつる を、 三度まで 追 

敷ら し、 今 は 後に 敵 一 人 も あら ざれば、 引く とも 自由なる ベ きに、 疲勞 せる を も 顧 

みや、 又 大敵に 向 はんと、 勇む こそ 健氣 なれと 感じ 給へば、 士卒 悅ぶ事 限 b なし • 志 

* 右衞 門、 正 成の 本陣に 馳せ來 り、 某 事 は 一 年 河 州に て、 矢尾顯 幸に 一 城 を 取られ、 

措 頭の 嘲弄 を 蒙って 候へば、 一 番に 討死して、 御 覽に備 へ 候 はんと 存 候へ 共、 敵 臆 

病に して 手に 合 はす 候 故、 今まで 存命 仕 候。 願 はく は ロハ 今 向ふ師 直と、 まみた ぐ 候 

とい ふ • 正 成 聞き 給 ひ、 さ 思 ふべ から や。 御邊の 武勇 高名、 勝げ て 計 ふべ からす。 

世人の 知る 所な りと て、 大に稱 美し 給 ひけり。 師直、 士卒に 向 ひ、 正 成 は、 今日 尉 死 

志 貴 右衞門 尉與- -高師 直-合 戰の事  二  s< 
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と 定めた ると 覺 ゆる ぞ。 百 萬騎を 以て 戰ふ とも、 尋常の 如く 軍 をせ ば、 埔、 曆 と も. S 

ふま じき ぞと て、 精兵の 射手 を 揃 へ て、 眞 前に 進ませ、 三千 餘騎を 魚鱗に 立て、 金鈹を 

嗚 らして 相 近づく。 師直園 を 取って ノ敵は 皆 騎馬の 兵ぞ" 味方 は步立 なれば、 四 度 

路に戰 ふべ から や。 あだ 矢な 射 そ。 近々 と 引付けて、 馬 を 射て 跳 落させよ。 是れ正 

成が 常にい ひし 術ぞと 不知して、 靜々 と 懸り向 ふ。 正 成、 豫ては 敵步卒 なれば、 騎馬 

にて 駆 散らさん と 下知せられ ける が、 敵の 師直を 見て、 先鋒に 進む は師直 i 覺ゅ • 

渠は. 合戰を 心に 持ちて 向 ふなれば、 左右な く 馬 武者に て は、. 破られ まじき ぞ とて 下 

知し 給へば、 先 隊の志 貴右衞 門、 射手 を 進めて 懸， 9 佝ふ。 二 陣は正 成 七十 騎， 態と 馬- 

に も乘ら す、  手々 に 馬 を 傍に 引かせた， 9。  師直馳 廻って 下知し、 散々 に 射させ けれ 

ば、 志 貴が 勢 射 落され、 死傷す る 者數を 知らす。 さ れ ども 右衞門 事共せ す、 曳 々 聲を 

■ 出し、 突 兵 直ちに 進んで、 三千 餘騎 の眞 中に 破って 入り、 縱橫 無碍に 駆 立 つれば、 正 

成. の 七十 餘騎、 ひた-く  i 馬に 打乘 り、 得物々々 を 提げ、 一 同に 咄と 喚いて 懸る。 跡 

よも 正 成、 步 卒を從 へ、 靜々 と 憑ら るれば、 師 直が 勢、 たまらす 咄と 崩れけ ち • 續ぃ 


て 進みし 仁 木. 細 川. 桃 井 .帛 山が 勢 も、 波打 際にて 旗 打 立て 太鈹を 打って、 勢 を 一 所 

に 集められければ、 方々 よ，？ 馳 集って、 五 百餘に 及びけ り. され ども 士卒 大に 疲れ 

ければ、 溱 川の 北の 在家に 込 入り、 暫く 息つ ぎ、 今 一 軍と 氣を勵 まし、 寄せ 來る. 敵 を 

ぞ待 たれけ る • 

卿 公定 禪 加-道義 手， 幷須賀 壹岐守 使者の 事 

斯くて 廷尉正 成 は、 我 身 を 始め、 諳勢鐵 石に あら ざれば、 戰ひ 疲れたる 上に、 深手 淺手 

負 はぬ 者 もなか， o しかば、 今 は 是迄ぞ とて、 富 田 七 郞正武 が 弟 竹 童 丸と て、 十八 歲に 

な b ける を、 故 鄕に歸 b  、合戦の 體を 語る べしと て、 河 內に歸 し 袷 ひける。 斯， o- ける 

所に、 細 川 卿 公定 禪、 新田 義貞に 打 勝ちて、 氣 色ば つて 居られけ る が、 瀋 川の 合戰、 珠 

方 難儀に 及ぶ 由 を 聞き、 急ぎ 直義の 手に 馳せ加 はられければ、 大將 直義大 に氣を 得、 

此勢を 合せ、 又 士卒 を 進めて 懸ら るゝ。 正 成 又 打って出で、 今 は 最後の 合戦なる ぞ。 

思 ふま、 に 働け よと て、 東西に 馳 通り、 南北に 駔 破り、 敵 を 弓手に 相 付け 妻 手に 受 

麴< ム定輝 如，, 直 義手, 幷須 賀壹岐 守 使者の 事  § 
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けて、 死 狂 ひに 戰ひ しかば、 寄 手 數百人 討 たれし かど も、 多勢 なれば 事共せ や、 喚き 叫 

ん で栩戰 ふ。 されば 天 維 地に 落ち 坤軸碎 けて、 世界 反覆す るが 如く ぞ見 えし。 直義 

の 勢、 又戰ひ 屈して 引返く。 正 成 も 亦 相 引に 引きて、 * 方の 勢 を 顧み 給へば、 士卒 殘 

少なに 討な されて、 七十 三人に ぞ なりに ける。 此者共 も、 痛手 數ケ所 負 ひし かば、 倡 

や 心静かに 自害 せんとて、 又始の 在家に 込 入りて、 最後の 用意 を ぞし給 ひける • 正 

成宣 ひける は、 今朝 辰の刻より、 今 申の 上刻までに、 大敵 を S 靡け しこ i 十六 度， 軍 は 

心の 及ぶ 程し つ。 今 は 自害して、 冥土 黄泉の 道に 赴くべし とて、 諳士の 働き、 志 貴 を 

始め、 其々 に 感稱し 給 ふ 所に、 門 を 荒ら かに 敲く者 あり。 誰と 問へば、 足 利 殿の 御 使 

緩化須 賀壹岐 守に て 候と いふ。 率 井 五郎 出會 ひた-。 須賀 * しける 

は、 將軍 兄弟 申せと 候" 京 勢 悉く 敗れ 候 所に、 小勢 を 以て、 味方の 多勢 を每度 靡け 給 

ふこと、 良將の 譽れ、 前代 未だ 聞かす。 末代に 類 あるべく も 候 はす。 古、 楠 殿と 尊 氏、 

朋友の 交 深 かりし かば、 今以て 何ぞ疎 意を存 すべき。 * 方の 勢 を 引取らせ 候 はん • 

御 命 を 全うせられ、 河 州に 御歸陣 候べ し。 重ねて 一 戰を 期し 奉 b 候と なり • 是は莳 


義の 謀に て、 正 成 若し 存命 なれば、. M 方に 屬 する こと もや あらんとの 術な 正 成 

莞爾と 笑 ひ、 仰 忝く は 候へ ども、 命 を 惜み候 は 、數 W 萬騎を 以て 幾重に 取卷 かれ 候 

とも、 打破って 通らん に、 何條 事の 候べき。 先づ御 使の 程、 悅入 りて 候と てぞ歸 され 

ける。 足 利 殿 聞き 給 ひ、 扨 は 討死と 思 ひ 詰 めた る こ そ、 勢 を 損じ て は 益な しとて、 獱 

邊の 方に 打 集め、 見物して ぞ居給 ひける。 

正 成 兄弟 自害 附莊 嚴寺靈 牌の 事 

斯くて 正 成 を 始め 一族 十六 人、 相 從ふ兵 五十 餘人、 六 間の 客殿に 二 行に 並居て、 高 

聲 に念佛 し、 正 成 は， 弟 正 氏と 刺 違 へ て 伏し 給 ふ。 正 成の 舅 南 江 備前守 正忠. 正 成の 

從 兄弟 惠美 太郎正 遠. 宇佐美 河 內守正 安. 神宮 寺 太 郞兵衞 正師. 安西 五郎 正 光 * 富 ffl 七 

郎正武 • 河原 九 郞正 次/犬 尾 新 助 正 春. 伊藤 兵 部義和 • 江 田四郞 高次 .箕 浦 兵 衞次郞 朝 

房. 岡 田 四 郞兵衞 友 治. 三 石 藤 內行隆 、凡 宗徒の 輩 四 人、 其の 餘の 士卒 五十 餘入、 一 同 

に 腹をぞ 切りたり ける。 愛に 菊 地 肥 後 守 は、 正 成と 日頃 交り 深 か b ければ、 舍弟七 

, 正 成 兄弟 .0 害附莊 厳寺靈 牌の 事  二 ぉーュ 
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郎武吉 き  ま ま ^題お MP て I 遣 はす。 武墓川 へ 

馳せ來 りけ る 所に、 正 成の 自害し 給 ふ 所に 來かゝ つて、 いさ \ せ 給へ。 一 方 打破つ 

て 落ち 候 はん。 兄 肥 州 勢を備 へて、 相 待ち 居候と いふ。 正 成 聞き 給 ひ、 今 は 死 を 思 

ひ 定め 候な り。 此由肥 州に 申して たべと 宣ふ。 武吉頭 を 振り、 武門に 生れた る 者が、 

此際を 見捨て、 爭て歸 り 候 はんとて、 郎等に、 汝 等は歸 つて 此旨 を吿 ぐべ し i いひ 

付け、 火 を 取って 家に 差 付け、 腹搔 切って ぞ 伏したり ける。 和 田 和 泉 守 正 遠の 次男 

五郎 正隆. 橋 本八郞 正員 兩人 は、 正 成の 命に 依って、 未だ 自害 を もせす 居たり ける が、 

正 成. 正 氏の 首 を 取り、 遙に敵 を 招き、 高 尾 張 守に 之 を 渡しければ、 尾 張 守 之 を 請 取 

つて、 淚を 流しながら、 各 は 命 を 全うして、 立 返 かれ 候へ かしと いひし かど も、 思 ひ 

も 寄らす 候と て、 歸 つて 刺 違へ、 ffi の 中に ぞ 伏した， 9 ける • 惜 いかな 正： K よ.、 智仁勇 

の 三 德を備 へ、 古今に 類な き良將 な， 9 しか ども、 愚 君に 仕へ て、 諫奏用 ひられ ざ， o 

しかば、 其諫 むま じき を 知りて、 終に 湊 川の 土と なり 給 ふ。 其靈 牌、 今 に 至って 兵 a- 

莊嚴 寺に あ， o。 其 牌 面に 題して、 贈 正三位 羽 林 中 郞將前 河 攝泉三 州 大守橘 ％ 楠正说 


之 座 i ありと かや。 さる 程に 湊 川の 合戦 破れし かば、 足 利 殿 は、 御 下向の 時の 兵 庫 

の 奥の 御堂に 陣し铨 ふ • 然る 所へ 高 土 佐守師 秋が 弟 尾 張守師 業、 iga 弟の 首 を持參 

し、 實搶 に備ふ •  «<irw 成の 首 を 見 給 ひて、 尋常の 將 なりせば、 君お 恨み、 當 家に 與 

する 事 も ある べきに、 死後の 對面 こそ 殘念 なれと て、 涙 を 流し 袷 ふ • 直義も 來會し 

給 ひ、 あたら 良 將の惡 主に 仕 へ て、 u びけ る. こそ 殘念 なれと て 、涙 をぞ 流しけ る • 

岡 部 遠 江 守 討死 弁 義貞歸 京、 

主上 山門に 臨幸の 事. 

さる 程に 海陸の 寄 手 一 つに なって、 義貞を も 討 取れと、； 雲霞の如くに， 群り 憑る • 義 

A  、心 は 矢猛に 勇み 給へ ども、 士卒 若干 討 たれ、 又は 逃げ 散りて、 殘り 少なに なりし 

かば、 江 田夫 館 ま 見. 鳥 山の 人々、 入替， o く戰 はれし かど も、 寄 手は自 に餘る 程の.， 

多勢 なれば、 悉く 戰ひ 敗れ、 京都 を 指して 敗北す。 義貞も 旣に危 かりけ る を、 武藏國 

の 住人 岡 部 六 彌太忠 S が 後胤 岡 部 遠 江守乘 澄、 は | ほ^ぽ f  、義 S  、馬に 離れ 給 

湖 部 遠 江 守 討死 幷義 炱歸 京、 主上 山門に 臨幸の 事  】一藎- 
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へる を 見て、 己が 馬に 義貞を 乗せ、 我 身 は 徒 立に な. CZ 長刀 取り 延ャ て、 敵 數多討 取 

り、 其 身 も 遂に 討死す。 此 間に 大將 義貞、 虎口の 害 を 免れ、 僅 六 千餘騎 にて 帝都に 

歸陣 せられ 、合戦の 次第、 正 成の 討死の 旨 上聞に 達せら る。 主上 大に 驚かせ 給 ひ、 義 

貞を 御前 近ぐ 召され、 正 成 討死の 事共 直に 聞 召され、 龍 顔に 御 涙せ き あへ させ 袷 は 

ざり ける が、 暫く あうて 御 涙 を 抑へ させ 給 ひ、 籐房と 正 成、 常に 朕が 不德 なる を諌 

めし かど も、 藤 房 は、 其 身 其 器に 當り しかば、 si も 思 ひし。 正 成 は 武臣の 身 として、 

股が 非を擧 ぐる こと、 己が 功に 誇りて にやと 思 ひしに、 藤 房 は 世 を遨れ ぬ。 正 成 は 

討死し ぬ。 今 先非 を悔 ゆる i 雖歸ら や。 今よ b して、 何者か 朕 を あはれ とも 思 ふべ 

きと、 御 落涙 頻 なれば、 之 を 承りけ る 諸 卿、 皆 直 衣の 釉を ぞ濡 されけ る。 斯くて 同じ 

き廿 七日 ほ脾 ff:^ 日 山 e: に 臨幸 ありて、 公家 武家 三 萬 二 千 餘騎、 廠輦の 先 後に 供 

* し參ら する。 頓て遨 場 坊祐覺 、兵糧 九千餘 石. 大豆 七千餘 石、 軍 f 配當 す。 是は 

去年 十二月、 正 成 江 W の 兵糧 を 運び 取み、 2千 石 を 諸 勢に 分ち 遣レ、 殘る 兵糧 を藏 

に 納め 置かれけ るが、. 今 此の 用に 立ちけ るな り。 主上 此事 を歙感 あって、 正 成其糧 


を 都に も 運ばす して、 今まで 當 所に 置きつ る は、 朕 苒び此 山に 來 らん やる こと を， 豫 

て 察した るに やとて、 御 後悔 淺 から や、 御 涙 を 流させ 給び ける ぞ忝 き。 斯 ぐて 尊 氏 

卿 は、 數十萬 騎を從 へ 、 同じ き廿 九日 に 上洛 あれば、 直義翌 晦日 に 入洛 あ り、 將軍は 

東 寺 を 御. 陣所 i 定 め 給 ひけ， 9。 
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岡 部 遠 江 守 討死 井 義貞歸 京、 主上 山門に 臨幸の 事  一一な 
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攝州 城々 六 ケ所開 渡 附矢尾 別當顯 幸の 事 

旣に 義貞、 京 城 を 指して 敗北せられ しかば、 足 利 殿 悅び給 ふこと 限な し • 時に 上 杉 

伊豆守 重 能 申されけ る は、 今年の 春、 味方 都 を 落ちし 事 は、 正成攝 律， 河内の 兩國 に、 

數ケ 所の 城々 を 構へ し欽、 昧方 兵糧に 盡さ候 ひしに 依ってな り。 此度は 先づ、 雨國の 

城々 を攻 落し 候へ かしと 申さ るれば、 此儀尤 なりと て、 兩國の 城々 を 攻めさせられ 

ける に、 神 內に楣 籠りし 籐江 入道 も、 澀川 刑部少 輔を賴 みて 降 人に 出づ る。 其 外 多 

田攝 津次郎 以下 凡そ 六ケ 所の 城、 皆 足 利 殿に 降りけ り。 尼 崎の 城に は、 矢 尾 別當顯 

幸が 從弟 平野 孫 太郞. 水 谷 又 四 郞. 湯淺彥 九郞、 五 百餘騎 にて 籠. o 居りし を、 細 川 

阿波 守 和 氏. 石 堂四郞 、七重 八疊 に取卷 きて、， 晝夜息 をも繼 がせす 攻め けれども、 城 


兵樣々 術を變 へ て 防ぎし かば、 寄 手 討た る、 者數を 知らす • 直 義此事 を 聞き 給 ひ、 

よしみ 

平野. 水 谷が 方へ、 使者 を 以て 申されけ る は、 故 正 成と は、 舊 友の 好淺 からす。 多 門 丸、 

* 方に 對 して 不義の 行なく ば、 何 ぞ兵を 差 向ぐ ベ き。 然れ ども 兵糧 運送の 道 を 差 塞 

ぐに 依って、 勢 を 遣せ し 所な り。 正 成旣に 討死の 上 は、^ 城の 陷 らんこと 近き に 在 

ら。 急ぎ 開 渡され 候べ しとい ひ 送られければ、 平野、 此旨 を顯 幸に 問 ふ。 別當 聞き 

て 返事し ける は、 正 成. 正 氏 討死 仕 候へ ども、 未だ 舍弟 正季. 和 田 正 遠， 恩 地 左 近 太郞、 

數 ならね ども 此の 別當、 死殘 つて 罷 在う 候へば、 得 こそ 城 をば 渡し fe. すま じ けれ • 

又當 國御發 向の 事、 庶幾す る 所に 候 • 一  戦に 死を爭 ひて、 主人 正 成の 跡 を 慕 ひ、 後  1 

に 冥土 黄泉の 族に、 急ぎ 候 はんとな り。 直 義此由 を 閬き給 ひ、 渠等は 必死の 敵な b。 

攻 落さ ん とせ ば、 却て 味方の 珍事 出來す ,1 しとて、 急ぎ 細 川. 石 堂 を 呼 返さる。 是に 

依 ゥて尼 崎 一 城 計ぞ殘 りけ る。 

竹 童 丸 歸，， 故鄕， 弁 判官 正 成 首 送，， 千劎 破, 事 

攝州城 々 六 ケ所開 渡 附矢尾 別當顯 幸の 事 
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爱に左 馬 守 直義は 、將 軍の 御前に 出で 給 ひ、 正 成存日 某に 謀り 候 ひし は、 宗徒の 敵、 

餘多討 取りた るに， 殘黨勇 を 屈せ や、 吊 合戰を 心に 懸けん に は、 宗徒の 首 を 敵 國に送 

るべ し。 是れ 一つの 情なり。 又签 しき 首 を 見て は、 如何なる 勇士 も氣 弱り、 心 茫然 

として、 * 方に 降る 者に て候ぞ a 又 さなき とても、 出張 せんと 思 ふ 者 も、 此 歎に 心 弱 

てだて 

b  、廿日 卅 日の 中には、 お出さ^る も のぞと 申 候。 是れ 幸の 術に て 候。 然れ ば此度 

正 成が 首 を、 故鄕に 送り 候 は レ、 妻子 郞從 等、 欺き 入り 候 はん i 宣 へ ば、 尊 氏 卿、 此儀 

尤な りと て、 世瀨川 入道 祐隣を 使者と して、 正 成の 首 を 持たせ、 故 鄕にぞ 送られけ 

る。 さる 程に 竹 養 丸 は 、湊 川より 千^ 破 に歸， 9、 人々 の 最期の 體 、合戦の 次第、 泣々 

語りければ、 此. 方 を 始め 幼き 人々、 泣き 悲み給 ふこと 限な し。 竹 童 申しけ る は、 某 も 

御 最後の 御供 仕らん と、 千度 百度 申し、 かど も、 志 貴殿 を 始め、 人々 の勇氣 なる 勖 

を、 歸 つて 委しぐ 語る べしと、 仰の 重く 候 ひし 故、 歸り叁 り 候な りと て、 頓て 自害せ 

んんし た b ける を、 人々 取 付き、 こ は 如何にと 押 止む。 竹 童 涙 に 昏れ 乍ら、 君 に 契約 

し #,9 たれば、 譬ひ搦 め 給 ひたりえ て、 何まで 斯く て 候 ベ き。 只 死し てた ベと いふ 


を、 御邊 若年 なれば、 さ 思 ひ 給 ふ も 狸な ；： ども、 多 8： 御曹司 坐せ ば、 存命 へ て 忠を盡 

されん こそ、 實の まなら めと 諫めければ、 誠に 過って 候と て 留りは が、 翌日の 夜、 

終に 腹搔 切って 死し ける こそ 哀 なれ。 斯る 所に 同じき 六月 三日、 世瀨川 入道 千劎破 

に 下着し、 安 簡七郞 • 生地 兵衞を 以て 申しけ る は、 尊 氏 朝家に 對 して 弓 を 引く ， 』 と、 

本意に は， あらす 候 へ ども、 咎 なくして、 無 實の讒 に 沈みし 故、 力なく 斯様に 罷成來 り 

よしみ  . 

, 元よ b 楠 殿 i は、 古 親しく 相 馴れ 申し、 其 好 今に 忘れ 難く 候 へ ば、 爭か 私の 遺恨 

候べき。 然るに 此度御 最期 を 遂げられし こえ、 尊 氏 歡き入 候 • 其 故 は、 古の 好 忘れ 

難く 候 其 上、 尊 氏 罪な きの 旨、 楠 殿 を 以て 上聞に 達し 候 はんと、 豫て思 ひ 候 所に、 世 を 

早. くし 給 ひし 事、 殘 念の 至りに 覺ぇ 候。 御 最後の 合戦に も、 每度當 手の 多勢 を 靡け、 

勇み 振 ひ 給 ふ 事、 爭か項 王 も 及び 候べき。 眛 方に 討た る、 もの、 宗徒の 輩卅五 人、 郎 

從千 三百 餘人、 疵を 蒙る もの 數を 知らす。 新る 良將 は、 前代 未だ 聞かす、 末代に も 類 

しるし 

ある ベから す 候。 尊 氏 追悼の 餘り、 後室 賢 息 達の 御 悲歎 を 思 ひやり、 驗を 送り 候な 

う。 今より 尊 氏に 宼し給 はすん ば、 河內， 和 泉. 攝津 三ケ國 に、 發向 する こと 侯 まじと 

竹 童丸歸 -1. 故 鄉-井 成 首 送-千 劎铍, 事  JH;l 


南朝 太平 記 卷第 十一 II  0 

演 舌す。 和 田. 恩 地 返事し ける は、 誠に 御 情の 程 忝く 乾。 將 軍に 對し. て、 正 成 宿意な 

しと 雖、 綸 命に 依って、 合戰を 挑みた る 計に て 候。 以來 君と 御 合 體の事 も あるべ ぐ 

候 へ ば、 其 節 は 正 行 常に 參 上し、 御 芳志 を 謝す ベく 候と て、 請 文 を 遣し、 使者 を 都に 

返しけ り。 其 後 楠 正季. 和 田 和 泉 守 正 遠、 諳士を 幾め、 敵の 志 を 奪 はんが 爲に、 其 首 

を 故鄕に 送る こと、 故 判官 殿の 常に 宣 ひし 術な，^。  * 方の 氣を 弱らして、 當國に 押 

寄せん との 謀に あるらん。 故 殿の 宣 ひし 謀 を 以て、 直義 我々 を 欺かん とする は、 猿 

：の智 にも 劣りたり とぞ笑 ひける。 家 子郞從 共、 故 殿の 御 面影、 今！ 度拜み 申した き 

と歡 きし 力 ども、 叶 ふま じきと て 見せ ざり ける を、 恩地滿 一 、いや，/ \. 、皆 親しき 郎^ 

なれば、 結句 恨 を 合む こと 多 かる べし i て、 諸士を 集め、 正 成の 首を拜 ませ、 忠勇の 道 

を勸 めければ、 愈勇氣 をぞ勵 ましけ. る • 正 成 は 家嫡庄 五郎 正 行、 父. の 面影 を 見て、 歎 

の餘 りに や、 自害 せん i し 給 ひける を、 家人 共 見付け、 色々 と 宥め 砂れば、 誤りし と 

思 ひ 給 ひけん、 其より 心 を 取 直して、 父の 遺命に 任せ、 遂に は讎^ ft せんと ぞ 勇み 

ける • 


四宫 河原 合 戰附愛 曾 武勇 附 A 々王 名 劎の事 

さる 程に 主上、 山門に 御 坐 あ， 9 しかば、 將軍は 東 寺に 御 坐 あり、 直義は 三條坊 門に 

坐して、 多勢 を 差 向け、 歙山を 攻めら るゝ 程に、 合 戰暫も 止む 時な し。 六月 晦日. ^ 

田義貞 京都に 押 寄せ、 相戰 はる。 此時名 和 伯耆守 長年、 三條猪 熊に 於て、 豐前國 の 

住人 草 野 左 近將監 が爲に 討死す。 其後數 度の 合戦 あ b ける に、 今 州 四 郞範國 、四宫 

河原に 向 はれし を、 相 坂 口 へ 向 ひたる 仁 木 右馬助 義長、 範國に 近付き、 今 H は 逃げす 

づ くの 戰 にて 候 はんとい へば、 勿論に 候と て、 引 分れて、 終日 追つ 返しつ 戰 はれけ 

る 所に、 仁 木戰ひ 負けて 引返く。 是に 依って 伊勢 國の愛 曾と いふ 大 剛の者 只 一 騎、 

相 坂の 手より 馳せ來 る、 今 川 四 郞範國 は、 前の 戰の 隙な さに、 斯く とも 知ら ざ ける 

に、 安藝 入道、 範國の 後に 控 へたり ける を、 愛 曾 一 文字に 走， 9 來り、 入道が 兜 鍪の餒 

£ 國 

を^ 落せば、 入道 は耐ら や、 馬より 百と 落つ る。 並んで 控へ られ たる 五 H 範 おの 子 

が、 三十 六 指した る大 征矢 を、 拂 切に ぞ 切つ お， 9 ける。 範國 驚き、 馬 を 立直して、 愛 

四 営 河原 合 戰附愛 曾 武異附 八 々 王 名 釾の事 
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脅が 兜の 鉢 を 切 破れば、 愛 曾 は、 馬の 平 頸に^ M  、太刀に て はっしと 拂 ひける に、 

範國の 左の 籠手の 二の 板 を 切って、 前なる 官軍の 中 へ 逃 入りし かば、 是 より 戰 もま 

みに w,^ 範國の 郎等 殿 村 平 三 は、 愛 曾と 知 音な りけ るが、 後に 其 兜鍪の 鉢と 半 首 

と を 取 出し、 今 川 殿 は、 如何なる 劎を 持ち 給 ひて か あり. けん。 某が 隨分 試した る 兜 

の 半 首 を、 切 破り 給 ひける が、 鉢卷 切れて、 頭に 少し 疵を 被り、 服の 昏 みたれば、 返き 

しぞ やと 語りけ， 9。 範國 其より 此 太刀 を 、八々 王と 名付けら る。 A を 二つ 重ねた る 

故な り とか や。 此 太刀 は， 國吉が 打ちた る 名劎に て、 籠手と 共に、 駿. 州の 今 川 家、 代 

代傳 へ て、 家寶と せられけ ると かや。 

楠正季 卒去 附高師 直 發，， 向 河內， 

幷成 相， 高 橋 等 軍の 事  ■ 

斯る 所に 千劎 破に は、 故 正 成の 舍弟 正季、 風の 心地と て 伏しけ るが、 病 綱 次第に 重つ 

て、 針藥 施す に驗 なく 、同じき 七月 三日、 せ 八歲 にて 遂に 卒去せられ けり。 此正季 は、 


正 成. 正 氏の 弟な 6 し か ど も、 兄 に も 似す ば さら を 好みて、 遊 樂に財 を 費し、 自ら の 

勇に 慢 じて 諸 士を 侮り、 慾 心 深う して 民 を 貧り、 其 上に 色に 迷 ひて 美女 を 愛し、 妾 

了 六 人 迄 ありし とか や * 兄の 正 成 此事を 開き 大に 怒り、 我れ 今 君恩に 依って、 四々 H 

を頜 すと 雖、 貞女 一 人の 外 を 持た 中。 今 正季が 奢侈 法に 過ぎたり。 加 之 私慾 を^と 

一 して， 民 を 養 ふ 心なし。 是れ 盗賊に あらす や。 正 成 親しき を 以て、 何 ぞ盜賊 を 扶助 

すべ き。 是れ 不忠の 至りな りと て、 父 正 澄より 讓り與 へ られし 所領、 悉く 取上げら 

れ けり。 正： 季の母 は、 正 成に は繼 母な りけ るが、 此事を 恨み、 樣々 と 歎きければ、 正 

成 tgft を # へ閬 き、 舍弟正 氏 を 呼びて 宣 ひける は、 母の 斯ぐ 仰せ. 候 こそ、 身に 取つ 

て慨 しく 候。 正 成に は繼 母に て 坐せば、 仰に 從 ひたく 存 すれ ども、 遒に違 ふの 科 免 

れ 難し。 又 仰に 背き ぬれば、 不孝の 罪 を 蒙りなん。 此上は 正季が 所領 百 六十 贯を、 

母上に 差 上くべし • 是 にて 渠を御 扶助 候べ しと ぞ宣 ひける。 正 氏 S つて、 仰の 如く 

母上 女性に て、 愚に 坐し 候 故、 某に も此 事に 就きて、 道なら ざる 事夂樣 々宣ひ 候へ 

- ども、 所存 を 申 候 はんに は、 不孝の 罪遁れ 難く、 又 申さい らんに は、 道に 違 ひ 候べ し • 

桷正季 卒去 附高飾 直^-向 河 內ー弁 成 相。 高 橋 等 軍の 事 .  0 
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扨 こそ 如何と も辨へ 難く、 今迄 申出し も 候 はぬな りと 申されし かば、 正 成、 尤に 候。 

某と て も、 彼 者 心 を だに 直し 候 ひなば、 何ぞ 領主と せ ざらん やと 宣 ひける が、 近年 

は 奢侈 遊興 を も 止め、 專ら 道を嗜 まれければ、 今年の 春、 正 氏 養子と せられけ るな 

り。 然るに 去る 五月、 正 成 四十 三 歲正氏 卅ニ歲 にて 生害 を 遂げ 給 ひし かど も、 未だ， 

千劎 破に 正季居 給へ， 9。 和 田 正 遠. 恩地滿 一 あり、 其 外 無二の 忠臣 等、 幼子 庄五郞 正 

行 を 守 立て、 一 度 は 本意 を 達せん i 思 ひ 居る 所に、 計らす も正季 卒去せられ しかば、 

諸 士國民 に 至る 迄 力 を 落し、 悲の 聲を 呑む。 將 軍の 執事 高師 直、 此箏 を傳 へ 聞き、 當 

時 京 勢の 兵糧 減せ り。 是れ 天の 與 ふる 所 なれば、 楠が 頜內の 糧を奪 ふ べしと て、 師 

直， 二 萬 餘騎を 引率し、 七月 下旬 河 內半國 に 勢を發 し、 稻を刈 取らせて 後、 京都に ぞ 

引取りけ る。 和. 田. 恩 地 安から す 思 ひ、 同じき 八月 廿 六日、 渡邊 より 河 舟數多 上せ、 其 

勢 四千 餘騎 にて、 攝津の 地に 發 向し、 稻を刈 取り、 一 日 一 夜が 程、 舟に て 河內に 運ば 

せけ、 其 折節 備 中の 成 相 • 高 橋、 備 後の 山中. 三 吉の者 共 二 千 餘騎、 足 利 殿の 催促 

に K つて 上りけ るが、 兵 庫に 着きて、 此事を 開き、 一 當 あて、 見ん とて 陸地に 上り、 


和 田 正 遠 

筝高師 直 

と ©i ふ 


西の 宮の 小崧 原.^ 進みけ る を、 恩 地 左 近 太 郞八百 餘騎， 矢 一 つも 射す、 馬 武者に 

て駔 破る • 步 立西國 勢、 なじ かは惊 ふべき。 二百 餘討 たれて ひた 崩れに 崩れ、 這々 

艄に 逃. 乗， >  け.^ 

安倍 野合 戰 M 尊 氏 卿 被 ，遣，， 河 州 使節， 事 

此事 京都に 聞え ければ、 高 師直大 に 怒.？、 二 萬餘騎 にて 都 を 立つ。 豫. てより 京都に 

居た る 惑の 者 共 走り 歸. つて、 和 田. 恩 地に 此由 を吿 げし かば、 正 遠. 滿 一 .顯 幸 等、 海上 

は、 紀泉 兩國の 船に て稻を 運ばせ、 其 外 河 舟に て 河內に 運ばせて 後 引返す。 斯る所 

に高師 直、 一 一 萬 餘騎を 引率し、 其 日の 酉の 刻、 攝津芥 川に 着し、 翌廿 八日の 拂撓、 渡邊 

の 橋 を 打镀. ^、河 內 路に發 向す。 時に 和 田. 恩 地、 二 千 餘騎を 二手に 分け、 安倍 野に 

備 へて 待 懸けお， 9* 師. 直が 先陣 山 口 七郞、 敵 は 小勢 ぞ、 討 取って 高名せ よと 勇み 懸 

る。 河 州 勢の 先陣 平 岡 A 五. 丹 下與ー 、魚鱗に なって 駆 通れば、 山 口が 勢、 四 度路に 

なって 漂うたり。 其 時 後陣より、 和 泉 守 正 遠、 菊 水の 旗 を靜に 進めて 懸 りければ、 京 

安倍 野合 戰附尊 まま.^ 遣-河 州 使節, 事  】委 


直 
敗 
走 
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勢 散々 に駆亂 されて 引返く。 大將師 直 天 ま 寺に て 士卒 を 下知し、 ー戰 せんと 腸む 所 

に、 天 王 寺の 東の 在家より、 矢 尾 別 當顯幸 一 千餘騎 にて、 一 聲 鬨を咄 i 作り、 無二 無 

三に 切って 入る。 京 勢 思 寄らざる 事 なれば、 こ は 如何に i 騷ぐ 所に、 此^よ b 五 百 

騎 三百 騎 前後より 發し、 喚き 叫んで 攻 憑れば、 師 直が 勢 防ぐべき 術な ぐ、 輸 違の 旗 

の 手、 東西に 漂 ふと ぞ見 えし。 一 崩れ 立ちて、 渡邊の 橋へ 逃 憑，^ ければ、 河 こ， 浸 

つて、 溺れ 死す る 者數を 知ら や。 大將師 直 も 辛き 命 を 助かり、 京都に ぞ逃 上りけ る • 

是に 依って 又 尼 崎に 城 を 築き、 西國の 通路 を 差 塞ぎければ、 足 利 殿大に 驚き、 楠に 八 

幡を 取られて は 叶 ふま じと て、 赤菘. が 一 族に、 丹 波の 久下. 萩 野 等 を 相 添へ、 八幡 山 

に 籠 置かる。 其 後直義 朝臣、 恩 地が 方へ 使者 を 以て、 廷尉 討死の 後、 申 送りた る 約 

の 如く、 全く 楠 殿に 恨なければ、 幼年の 正 行 を 養育の 心 を こそ 存する 所に、 忽ち-約 を 

變 じて、 鑤津に 發向を 企てられし は 何事 ぞゃ と、 いひ 遑 されければ、 恩 地、 仰せ 承り 

候。 然れ ども 紀州 は、 故 正 氏領國 にて 候 故、 正 氏 自殺の 後 は、 舍 弟正季 遺跡 を續ぎ 

で、 髌主 となり 候 所に、 此度熊 野の 八 庄司共 を 語ら ひ、 山門 を 御 攻め 候 は 如何に。 是 


足 利直義 

高師 直な 

篤る 


れ 約を變 せられた るに 候 はや や。 其 上 1： 直 多勢 を 率し、 河 州に 發向 if 田 をし 民 

屋を追 捕す • 是に 依って 頜國の 民の 困窮 を 救 はん 爲、 攝 州に 發 向し、 民屋を 追揄し 

て、 河 內の諸 民に 返し 與へ 候。 然る を 物に も 馴れぬ 西國勢 共、 ー戰 をと 兵 を 進め 候 

ひし 程に、 打 散らして 捨て 候 ひき。 其 跡へ、 師直 多勢に て河內 に發向 せれし 間、 一 防 

ぎ 仕りた る 計に て 候。 當 家に 於て、 曾て 約 を 變じ候 はやと ぞ 返事したり ける。 直義 

朝臣 も、 師 直が 恣 なる 事 を 仕出して、 西國の 糧道 は斷 たれぬ。 其 上. 楠攻 上り やせん 

やらん • 是 程まで 仕 課せた る 天下 を、 又 敵の 物と なさん こそ 口惜しく 候へ。 さあら 

んに 於て は、 當 家の 滅 C にて ぞ候 はん。 是皆 » 直が なす 業に て 候。 正 成 討死したり 

と 申せ ども、 和 田. 恩 地 等の 智臣、 多く 國を守 り 居候 所に、 いはれ ざる 手 差 をして、 糧 

道まで 斷 たれぬ る 事、 毛 を 吹いて、 過 代の 疵を 求む るに て 候 はや や。 師 直が 不覺、 如 

何 計に て候ぞ なんどと、 度々 將軍 へ 申して 憤られければ、 尊 氏 卿 も、 摘又攻 上り やせ 

んャ らんと、 安き 心 もし 給 はす * 師直も 亦 此事を 傅へ 聞き、 安から す 思 ひければ、 如 

W にもして 直義 を、 失 はん i 思 ふ 心の 付きお りけ るが、 果して 後に は、 天下の 大脔 

安倍 野合 戰 附尊氏1 教 V 遣-河 州 使節 一 事  i 
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とぞ なりに ける。 和 田.^ 地 は、 大和. 河內 に、 蓮を兩 端に 窺うて、 心き 决 せざる 者 共 

多 か， 9 ければ、 此等を 能々 制し 調へ ける 程に、 攻 上る べき 評議 もな し。 八 庄司等 も. 

如何 思 ひけん、 京都より 逃歸 つて、 又 楠 方に ぞ 降りけ る • 

主上 還 JI. 京都， 附 新田 殿北國 落の 事 

是に 依って 足 利 殿 兄弟、 種々 思慮 を 運ら されけ るが、 斯 くして 數 月を經 なば、 又 難 

儀に 及ぶ べし とて、 上^ 伊豆守 重 能の 猶子 帶刀 左衞 門に、 大 高次 郎童 成が 家 子大高 

彌太郞 を 差. 添へ て、 忍びやかに 山門に 差遣 さる。 此 帯刀に 辯 舌 利根の 男な り。 大高 

は 又淨土 寺の 忠圓 僧正の 弟子 靜悟 坊圓 輝が 弟な りけ る 故、 忠圓 僧正に 就きて 宣ひ 

ける は、 尊 氏 高恩 を 蒙り 乍ら、 爭か君 を 傾け 奉るべき。 義貞 が讒に 依って、 止む 事 を 

得ざる 所に て 候。 都に 御 還 幸 候 はい。 全く 天下の 政道 を、 公家に 任せ 參らせ 候 はん 

とて、 大師、 勸 誘の 起請文 をぞ 遣され ける。 主上 も、 正 成 は 討死し ぬ。 義貞に 合戰の 

怠 ある 故、 欺め. 如くに て は、 行末 埗々 しかる べしと も 思 召さ  >  りければ、 竊に 都に 御 


出 あ るべき に、 事 定まりけ る に、 義貞此 事 を 泄れ 聞き、 急ぎ 參內 して、 大に君 を 恨み 

奉り、 涙 を 流して 樣々 奏聞せられ けれども、 主上 も 止む 事 を 得 給 はす、 東宮に 天子 

の 御 位 を 讓らせ 給 ひ、 三種の神器 を 似せ 物にして、 春宮の 御 方へ 渡し 參ら させ 給 ひ、 

義貞 以下の 官軍 は、 春宮に 供奉して 越 前に 落下り、 北國 を攻從 へ、 重ねて 大軍を 催 

し、 上洛 を 企つべし。 都に 還 幸の 事、 嘗て 實儀 にあら す。 尊 氏 を 欺きて、 暫く 時節 を 

待たん と 思 ふが 故な りと て、 同じき 十月 十日、 主上 は 今路を 西へ 還 幸なる。 供奉の 

人々 に は、 萬 里 小路 宣 房. 勸修寺 經顯 以下の 公卿 殿上人、 武臣に は 江 田. 大館. 菊 池. 宇 

都宮 以下、 凡 七 百餘騎 なり。 春宫 は、 一宮 中務卿 親王. 洞院實 世. 三條 泰季. 御子 左爲 

次 少將行 尹. 同 甥行實 化 るの^ f な i る、 其 外 新田の 一 族 七千餘 

騎を召 具せられ、 北國 へと 志し、 戸津 を 北へ 行啓 ある • 哀 なりし 事共な b, 足 利 左 

馬頭 直義、 法 勝 寺の 邊 まで 出向 ひ、 三種の神器 を 渡さるべき 旨 を 申されければ、 主 

上豫て 御用 意 ありけ る 似せ 物 を 渡さる ゝ。 其 後 主上 を 花山院 へ 入れ 參ら せ、 四 門 を 

閉 ちて、 警阖 の士を 置き、 翁 池. 宇都 宮 以下の 武士 を、 諸 大名の 方へ 一人 づっ 預けら 

主上 還-幸 京都 一 附 新田 殿北國 落の 事  】一七一 
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れ しかば、 思の 外の 事共 かなと、 後悔 すれ ども 甲斐 ぞ なき- 


i 


主上 潜，， 幸 南方， 附稻荷 明 神靈驗 

幷諸士 馳，， 參東寺 一事 

さる 程に 主上 は、 花 山院に 押込められ させ 給 ひ、 供奉の 諸士 は、 禁 籠に 及びし かば、 

田 3 の 外の S. 共な り。 W る听： 、w 也 巴爰宁 s£ ま^ 記に、 掃 頭助武 後に 作る は 非な り。 武 浚は武 

戶ク 夕び Iqrii づ / 其 ス s{  ^^月 feipss 重が 弟な リ。 此時 主上 に 從ひ 京に 出づる は武重 

，日 吉加賀 法眼 等 も、 本 國に逃 下る。 . 愛に 花 山院に 伺候し ける が、 生 上に 志 を 通じ 

奉り、 同じき 十一 一月 廿 一 日の 夜、 主上 を盜み 出し 奉り、 其 夜 は 梨 間の 宿に 落着き、 翌 

廿ー 一日お 聘 ^鼓 敦^ぼ^^ 照、 主上 を 張 輿に 召せ * らせ、 供奉の 人々 少々 

にて、 白晝に 南都に 通らせ 給 ひ、 內山迄 i 急がせ 給 ひし かど も、 供奉の 人々 も、 早晚 

しか 習 はぬ 態 なれば、 程なく 日 も 暮れぬ。 道 はいと 閬 くて、 行 先 も覺ぇ ざ， cs ければ、 

如何せんと いひ 合 へ る を、 ま 上聞 召し、 何處 の程ぞ と御尋 ありければ、 侍從忠 房、 稻 

荷の 御前に て 候と 奏せら る。 主上 歙 聞あって、 


烏羽玉の 暗き 闇路に 迷 ふなり 我に かさなん みつの 燈 

と 詠せ させ 給 ひければ、 御社の 上より 赤き 雲 一 村 出で 來 b 、默す ^1 ひ 行幸の き 

を 照らしけ る こそ 不思議 なれ • 是に 依って 安々 と、 大和の 內 山に 若 かせ 給へば、 ® 

は 金の 御嶽の 上に て 消失せ けり • 其よ b 漸々 として 其 夜の 曙に、 賀名 生に 落着かせ 

給 ひければ、 御供の 人々、 愛に て 供御なん ど 進め 奉りて、 少し 生きた る 心地 ぞ附き 

た b ける • さる 程に 先帝 花 山 院を拔 落な されし かば、 洛中の 騷動 いふ 計な し。 諸士 

我 もくと、 將 軍の 御所 東 寺に 馳參 る。 尊 氏 卿 は、 少しも 驚き 給へ る氣色 もな く、 宗 

徒の 人々 に對 面あって、 此間 先帝 花 山 院に御 坐の 故、 警固 申す 事 其 期な きに 依って、 

以の外 武家の 煩と なれり。 然れ ども 先代の 縑 倉の 沙汰の 如く、 遠島に 遷し舉 らん も 

恐 あれば、 如何と も 思 ひ 煩 ふ 所に、 今の 御 出 は、 大儀の 中の 吉事な り。 定めて 潜に 畿 

內の 中に 御 坐 ある べき か。 御 進 返 を釵盧 に 任せられ、 自然と 落 居せば 然る ベ からん 

•Jy 天運の 定まる 所、 何ぞ淺 智の强 弱に 據る ベ きと 宣 へ ば、 之 を 承りけ る 人々、 誠に 

下の 將 軍と 仰がれ、 武家の 棟梁 i な，^ 紛 へる 御枭報 を、 珍ら しく 申す も 愚 なれ ど、 

主上 潜-幸 南方 一 附稻荷 明 神 靈驗并 諸 士鉞- -參東 寺-事  lis 
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斯る 大敵の 先帝 を 取 逃し 奉りて、 少しも 驚かせ 給 はぬ 不思議 さよと、 人々. 合 ひに 

けり。 

楠 正 行 參內井 京都 綸旨 御敎書 到，， 來河內 I 事 

さる 程に 主上 は、 賀名 生に 御 坐あって、 刑 部 大輔景 繁を敕 使と して、 高野山の 衆徒 

を賴 ませ 給 ひし かど も、 大衆の 巾に、 將軍 方に 心 を 寄す る もの 多 かりし かば、 衆徒 

の 心 一 致せ やして、 終に 頼まれ 參ら せす。 景繁 其より 吉 野に 行 向 ひ、 大衆 を 語ら ひ 

ける 所に、 滿 山の 衆徒 等、 一味 同心して 敕 命に 應じ、 三百 餘. < にて 御 迎に參 上しけ 

れば、 楠 庄五郞 正 ！6 も， 和 田. 恩 地. 三輪 *牲 川 以下 を相從 へ、 賀名 生に 馳參 し、 腰 輿 を 

警！： し 奉 つ て、 頓て吉 野 へ 臨幸な し 奉る。 主上、 正 行 を 御前 近く 召され、 先年 見し よ 

b 成人し つる もの かな。 汝が父 正 成が 忠義 諫奏、 新しく 思 出で、 後悔す と 雖、 臍を噬 

むに 益な し。 汝 幼年な りと 雖、 父が 忠功 を繼 ぎて 今 又 朕 を 助く •  二 代の 忠深 うして、 

其 賞 を 知らす えて、 御 淚を寵 服に 浮べ させ 給へば、 正 行 は、 兎角の 敕答 にも 及ばす、 


御前に 平伏して 歡 かる ゝ * 之 を 見て、 庭 上に 並居た る 恩 地. 牲川 以下の 郞從 等、 皆袂 

をぞ 濡 しける。 其 後 正 行、 折 付けた る 一 通" の 文 を 取 出し、 是 こそ 父 正 成が、 最後に 

故鄕へ 送. C, たる 文に て 候 i て、 四條 大納言 隆資. 卿に 奉られければ、 隆資頓 て 歙覽に 

備 へらる。 其 文に 曰く • 

今度 隼 人 差遣 候 事 非-別事； 我等 最後 近々 に覺 候。 願く は 貴殿 成長 之 器量 見屆度 

候 へ 共、 義の 重き 所更難 k 候。 愈辦學 無， 怠.， 勸-, 忠功； 成長 之 後 我等 心中 可 騒.察 

候 謹言， 

猶々 此卷錯 一 疋從， 君 拜受、 具足 は 祖父より 着古し 候へ 共、 永き かたみと 送 候。 

建武 三年 五月 n  正 成華抨 

楠庄 五郎 殿 

主上 之 を 歆覽ぁ つて、 猶も御 涙せ き あへ させ 給 はす。 御前 に 居た る 人々 も、 皆 感涙 

を 流し、 故 判官 未だ 存命 あらんに は、 世 は斯く 迄に は 成果て まじき もの をと て、 各 

申 合 はれけ.^。 斯くて 和 田. 楠 、生 上 を 守護し 奉る • 是 よりして 吉野を 街 朝 i 號す • 

楠. 正 行 参內弁 京都 綺旨御 教書 到- 來河內 一 事  M 
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花洛 に は 光 嚴院御 位に 坐す- 之 を 北朝と 號す。 天に 二つの HI なし i は 巾せ どな、 地 

に 二人の 帝 坐す 世と なりに けり。 さる 程に 新田 左 中將義 貞は、 北國に 落下り、 合戰 

を 挑み 給 ひける が、 官軍 勝利な うして、 一 宮中 務 親王 義貞 • 嫡子 越後 守義顯 以下、 金 

崎の 城に て 生害 を 遂げ、 越 前の 城々、 多く 將軍 方へ 攻 落されければ、 東國の 官軍 共 

も、 或は 城を棄 て、 落 去に 又は 降 人に 出で て、 命をぞ 助かりけ る。 尊 氏 卿、 時 至り 

ぬと 悅ん で、 持明院 殿の 綸 旨に 御 敎書を 添へ て、 河內に 差遣 さる。 是は正 行、 主上 を 

押 籠め 奉り 、味方に 屬 せらる、 に 於て は、 大和 • 河 內.紀 伊. 攝津. 和 泉 五 タ國の 守護 國 

司 を 恩 補 あるべし。 若し 敕 命に 應せ やん ば、 勢 を 差 向け 追 伐 せんとな り。 是れ ft 義 

の 計ら ひなり， 和 田. 恩 地 返事し ける は、 綸旨 再三 拜見 仕り、 御敎 書の 趣 承り 候。 I 

行 未だ 幼少に して、 後室 は 女性 なれば、 正 成の 遺命 を 背か じと 歎き 候。 將 軍に 對し、 

很み 申す， j* なしと 雖、 君今此 地に 坐す を、 何ぞ 情なぐ 押 籠め 奉る べき • 武 命に 從は 

ざると て 討 手 を 下されば、 命 を 限 b 防戦して、 正 行と 共に、 死 を 急ぎ 候 はんと ぞ 返事 

しける。 將軍此 事 を 聞 召し 、扨 は 味方に 志 ありと 雞、 正 成の 後室が 审す^ を、 憚る え 


覺ぇた 終に は降參 せんやる ぞと宣 へば、 直義 いやく 左様に は 候 まじ • 和 甲 

恩 地 等、 事 を 後室に 寄せ て、 禮を演 ベ 義を 合んで 報 やと 雖、 心 は 少しも 變せ すして、 

故 正 成が 弔 合戦 を、 心に 持つ と覺ぇ 候。 然れば 多勢 を 以て 攻 むる とも、 容易く 二 年 

三年の 內に は、 退治し 難く 候らん とて、 勢 を 差 向けら る、 迄 もな く、 結句 八幡 を 楠 

に 取られざる 樣に、 能 々守るべし と 下知し 袷 ひ、 用心 甚だ 嚴 重なり。 此時 南朝に は、 

和 田. 恩 地 を 召され、 逆徒 を 追 落すべし と敕靛 ありし かど も、 當時 官軍 を數へ 候に、 

二 萬 騎には 過ぎ 候 はす。 此微勢 を 以て、 變る術 もな く 攻め 候 はんに は、 勝利 を 得難 

く覺ぇ 候。 義貞 何の 謀 もな、 小勢 を 以て. 京都 を 攻められし 故、 遂に 味方の 負と な 

りて 候 • 定めて 逆徒、 此 表へ 寄せ 來 b 候 はんか、 其 時 は猶も 山林へ 引 籠，^、 時 を 待つ 

て 本意 を 達し 候 はんと 敕 答申し、 退出 をぞ したりけ る • 

南朝 太平 記卷第 十三 終 

楠 正 行 參內幷 京都 綸 旨 御敎書 到- 來河內 一事 .  Ii 
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南朝 怪異 附 後醍醐 天皇 崩御の 事 

海內 1 1 つ に 分れ、 南朝に 屬 する を 宮 方と 號し. 北朝に 從ふを 武家 方と 號す • 斯 ぐの 

如くに して、 一 日 も 天下 穩 ならす。 晝夜 接戦して 止む 時な し。 然るに 北 畠顯家 卿、 

延元 三年 奥州の 多勢 を率ゐ て、 攻め上， o 給 ひける が、 道々 の 合戦、 悉く 勝利 を 得 給 ひ 

しか ども、 濃 州黑血 川の 敵軍 を 破る 事 を 得 給 はや、 伊勢よ， o 廻って、 南朝へ と 赴か 

れけ るが、 五月 廿 二日、 高師 直に 戦 ひ 負け、 安倍 野に て 遂に 討死し 給へ り。 加 之 同 

じき 閏 七月 二：！ I、 官軍の 總大將 新田 左 中 將義貞 朝臣、 生年 卅八歲 にて、 越 前の 國足 

羽の 合戦に 討死 を 遂げられ しかば、 宫 方の 勢 は、 中路に 梶を絕 え、 喑 夜に 燈を失 ひ 

たる 心地して、 力 を 落して 見えし かど も、 義貞の 舍弟義 助. 義 助の 家嫡在 少將 義宗. 次 


男 左 兵衞佐 義與を 始め、 江 田夫 館 以下の 一 族 1 2^ 島 三 郞高德 、西 國に菊 池. 核 浦. 三角- 

櫻 山、 四 國に土 居 得 能、 畿內に 和 田， 楠 あれば、 さりと も 一 度 は聖逑 の 開かる、 事 も 

やと、 末を賴 みに 待み 居け り。 斯る 所に 芳 野に は、 延元四 年 七月より.、 樣々 の 怪異 共 

多 か. 5 ければ、 諸人 如何なる 事 か あるらん と、 互に 私語き 居る 所に、 或 H の暮 方より、 

東の 山の端に、 黑雲 一 村立 出で ける が、 其例樣 ならす して、 態と 作れる が 如くに し 

て、 色々 に變 じければ、 是 こそ 希代の 珍事 かなと 見る 所に 、暫く ありて 雲の 內 よ.^、 

日傘 を 開きた る 程の 光物 出で 來 つて、 筋 違に 西の方へ 飛行き て、 雲の 內へ 入りけ る 

が、 其 通りし 跡 は、 虹の 如くなる 筋 五つ 迄殘 つて、 其色靑 赤な り。 此時 四方の 山 » き 

て、 草木 も あ， o くと 見えて、 白晝 より 猶 勝れ b。 諸人 こ は 何事 ぞ i 、忙 然と 虚筌を 

詠め 居る 所に、 雷の 如くに 鳴， 9 出で、 半時 計. O 山川 も 崩る ゝ計， 9 に 聞え けり。 是 只 

事に あらす、 如何なる 凶事 か 出來ん と、 諸人 怪み思 ひけ 爱に吉 田 兼 好 法師の 和 

歌の 門弟 菘翁 といへ る 人 も、 南朝に 居られけ るが、 其 頃 不思議の 夢をぞ 見られけ る。 

其 故 は、 主上 藏王 堂の 良の 方へ 行幸なら せ 給 ひ、 御 快け にて • 四方の 梢 を歙覽 なさ 

南朝 怪異 跗後 醋醐 天皇 崩御の 事  一一^ 


力 
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れけ るに、 御 姿 を拜み 奉れば、 早晚 よりも、 御 龍 眼の 內、 冷ま^く 見えさせ 給 ひし 

ぼ、 如何なる 御歆慮 やらん と 、慎み 居た る 所に、 上の 山の 草木、 勸き騷 ぐと 見えし に、 

大龍 一 つ 出で 來り。 頭 を 垂れて 伏し 居た るに、 主上 頓て # 龍に 召して、 遙 に虛筌 に 

登らせ 給へ ば、 供奉 の 人々 も、 續 いて 登るべき 樣も なぐ、 忙 然として、 皆々 遙に見 上げ 

居る i 覺 えて、 夢は覺 めに け， 是は 怪しき 夢 かなと 思 ひながら、 心中に 祕 して 口 

外に は 出さ いりけ る 所に、 同じき 八月 九日よ， 5、 主上 御 不豫の 事 ありけ るが、 日々 に. 

重らせ 給 ひける 程に、 業病 遁れ 難しと， 思 召し 定められ ける にや、 朕 早世の 後 は、 第 

八の 宮 taf 七 王^ l^p 疋 g リ。 を、 天子の 位に 卽け 奉るべし とて、 同じき 十五 日の 

夜、 左大臣 經忠 の亭に 移し 參ら せられ、 三種の神器 を 讓り御 坐し、 御 後の 事共、 い i 

濃 かに 遺敕 あって、 同じき 十六 日夜の a の 刻、 遂に 崩御な-に けり。 魏^; ハ吗^ 

お 膨琵 |？ ま^ s 日 御 遺敕に 任せ、 御 形 を 改めす して、 山媽 色の 御衣に 御 

冠 を 召させ、 後鳥羽院より 御 傳へ ありけ る 三 掬と い へ る御劎 を、 玉體に 添へ 奉り、 藏 

王 堂の 長なる 林の 奧、 塔の A とい ふ 所に 、圓丘 を. 高ぐ 築きて、 北 向に 葬り 奉る。 御 年 


五十二 歲， 惜し かるべき 御 齢な， o ノ御 葬送の^ は、 何處と もな く 音 樂幽に 開え けれ. 

ば、 供奉の 月 卿 雲 客、 悲歎 り 涙 を 押 へ ながら、 耳 を峙て ゝ拜し 奉る. 山中 伺險の 人々 

は、 盲人の 杖 を 失 ひたる 心地して、 何 i 思 ひ 分けた る 方 もな く、 如何にな り 行 v, 世の 

樣ぞ やと、 泣き 悲み給 ふ 事 限りなし • 

楠 正 行 參，， 內芳野 1 附 陰謀 人 被 Jf 事 

愛に 楠 正 行 は、 今年 未だ 十四 歲、 幼少なる 上に、 後見 i 賴 みたる 叔父 七 郞正季 • 和 田 

和 泉 守 正 遠. 恩 地 左 近 太郎滿 一 以下、 宗徒の， 老臣 打續き 病死し ければ、 足 利 殿 時 至 b,. 

ぬと 悅び給 ひ、 正 行の 郞等 岡. 高 田. 大富 以下 を、 內々 相 語ら はれけ る； 2、 皆 逆心 を 起 

し、 京方に  一 * 同心して、 內應 せんと 相 巧む 者、 十四 人に 及びけ り。 岡. 高 田 父將軍 

の 下知に 依って、 八幡 林 吉太を 相 語ら ふ • 是れ 京方に 一 味して、 軍勢 を 引 入れ、 楠 を： 

滅 しなば、 河 州に て 三千 餘貫を 給 はるべし とて， 將 軍の 御敎 書に、 師 直が 添 狀をぞ 

送りけ る。 入幡 林、 忠 心を變 せす して、 大將正 行に、 忍びやかに 此事を 語りければ、 

桷正行 参- 內芳 野, W 隱謀人 被 ^ 誅事  一 一八 一 
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正 行大に 感^し、 志 貴 卓 瀬に 密談し、 是等兩 人 幷に吉 太 を、 僞 つて 京方に 一味せ さ 

せけ り。 此者 共、 敵 を 思 ふま、 に 方便り て 後、 京都へ 僞 つて 約 をな しければ、 正 行 若 

し芳 野に 參 りなば、 後に 殘り留 つて、 千劎 破の 城に 火 を 放つべし となり。 又 正 行、 芳 

野へ 吉太を 召 具せば、 正 行が 陣へ御 勢 を 引 入れて、； ^ たせ 申 候 はん。 若し 用心 堅固 

ならん に は 、合戦の 半、 吉太後 矢 を 射 候 はん。 然 らば 何ぞ討 取らで 候べき と ぞい ひ 

送， ける。 其 後吉太 等が 方より、 千劎 破に 使を馳 せ、 京都よ b 多勢 を發 し、 芳野を 

攻めん i 相 催し 候。 其 御 心得 候べ しと、 何共な くい ひ 遣す、 正 行 態 と 大に 驚きた る 

體 にて、 宗徒の 人々 を 集め、 此事 如何 あらんと 評議せられ ける が、 主上 は旣に 崩御 

なりぬ。 此上 は芳野 殿へ 參 上し、 あれに て 軍の 評定すべし • 各 も吉野 殿へ 出合 ひ 給 

へと て、 諸 士に相 觸れら る。 正 行 は 父 正 成の 時よ， 9、 忍の 兵 を 數十人 京都に 入れ Sg 

き、 其の 外 木國の 商人 共 を 都」 入れ 置き、 武家の 取沙汰 を、 悉く 注進す る やうに 調 

へ 置かれた る 事 なれば、 商人 共の 方よりも、 何事と は存 せね ども、 京 勢 南方へ 發向 

仕り 候 • 竊に 承り 候 へ ば、 御內 にも 外樣 にも、. |§ に內 通の 者の 候 由 開え 候と 注進 


す， 其 外 忍びの 者 共 も、 追々 に 注進す • 早瀬.？ J5 淺 を千劎 破の 城に 殘し 置き、 一 千 七 

百餘騎 にて、 芳 野の 皇居へ ぞ馳せ 参られけ る。 さる 程に 山中 伺候の 公卿 殿上人、 主 

上旣に 崩御 ありければ、 今 は 何を賴 みに か、 斯くて あるべき ぞ。 如何な らん 深山に 

も 分 入. 9 て、 隱遁の 身と ならば や i ぞい ひ 合 はれけ る • 斯る 所に 楠 正 行ぶ 方 野に 馳 

せ. 參じ、 皇居 を 守護し 奉らる。 翌日 和 田 和 泉 守の 嫡子 新 三 郞高家 も、 今年 十三 歲な 

b ける が、 二百 餘騎 にて 馳せ る。 健 氣にぞ 見えたり ける。 正 行 は、 遺 敕の綸 旨 を 謹 

んで頂 載し、 其後當 山の 執行 吉水 法印宗 信に 向 ひ、 諸 卿 返 散の 由 を 聞き、 畏 つて 申 

されけ る は、 此の 如く 御遺敕 ある 上 は、 當今 に對し 奉り、 誰々 も 命 を 義に替 へて 、忠 

義を專 として 逆徒 を滅 し、 一 度 花 洛に還 幸な さる ベ き 謀 を こそ、 心に かけ 袷 ふ ベ き 

に、 人々 の 退散の 催 は 心得難く 候。 法 印 宜しく 申させ 給へ と、 長生し くも 禮儀 正し 

く、 理非 分明に 述 ベ られ ければ、 法 性 寺 左 兵 衞督殿 太に 感じ、 年の 程に も 似す、 辯 舌 

明かに、 賢々 しく、 鱧 儀 正しぐ、 綸旨を 頂戴した る體、 實に正 成が 子 程 あ b ける よ。 

彼ぞ 成長の 後、 朝敵 をば G さんす る ぞと宣 ひける。 和 田. 楠、 多勢 を 以て 守護せられ 

楠 正 行 参- 內芳 野, 附隱諜 人 被， 誅事，  Is" 一 
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ければ、 諸 卿も賴 もしく 思 ひ、 返 散の 儀 を 止められけ り。 正行芳 野に 馳せ參 られけ 

一れば、 6： 々の 隱謀人 共、 時 を 得たり と悅 び、 皆々 芳 野に 參り けり。 楠 正 行 先 づ渠等 を 

討 取 つ て 後、 八幡 へ 發 向す ベ しとて、 高 田が 討 手に は、 山 本. 杉 山 兩人を 定め、 坂 井. 生 

地兩人 を、 大 富が 討 手に 定めら る。 是等は 故 正 成の 時、 精兵の 勇士 廿八 人選び 置か 

れ ける 者 共な り。 其 內十人 は、 最後の 供 をして、 瀋川 にて 討死し ぬ。 殘る 十八 人 を 

ば 正 行に 仕へ させて、 忠 功を勵 むべ し と、 遺言 あ りし 者 共な、 り • 是等 十八 人に、 又 勝 

れたる 勇士 十 人 を 加へ て、 廿八人 を、 叛逆 人 十四 人の 討 手に 差赏 て、 相從ふ 軍勢に 

は、 三增 倍の 兵 を 分けて ぞ 置かれけ る。 皇居 も 心 元な しとて、 和 田 新 三郎高 家. 同 御 

園 兵衞を 、七 百餘騎 にて 差遣 さる。 渠 等參內 して、 何ともな く 世上 物騷 しく 俊 へ ば 

とて、 皇居 を 守護し 奉る。 斯くて 彼隱謀 人の 方へ、 用事 ありと て 招かれ けれども、 岡 

平 七， 高 田紀內 太夫 は、 病と 號 して 來らざ り けれども、 二人 を 討たん は最 安し とて、 

殘る 十二 人の 者 共 は、 正 行の 宿所に 來る所 を、 路次 にて 前後よ，^ 取圓ん で、 悉く 討 

取，^ 郎等 共 を も、 過半 討 取りぬ。 其 餘の者 共 は、 十 方に 逃 行き けれ。 岡. 高 田が 陣 


所へ は、 志 *• 湯淺. 恩地馳 向って、 安々 と 討 取りぬ • 山中に 求り 集り 居た る國々 の 

諸士、 思 ひ 寄らざる 事 なれば、 大に 驚き 周 i 騷ぐ。 正 行豫て 使者 を 定め、 謀叛 人の 

次第， 陣々 に觸れ させければ、 諸陣 悉く 静まりけ b 。皇居に も、 豫て此 事 上聞に 達し 

ければ、 新 帝大に 驚かせ 給 ひ、 如何なる 事ぞ と、 和 田 高 家に 尋ねさせ 袷 ふ。 高 家畏っ 

て、 豫ては 正 行、 事 他聞に 及ばん 事 を 怖れ、 奏聞 仕らす 候へ ども、 此の 如くの 隱謀人 

の 候と 奏しければ、 和 田宜ぐ 守護 仕るべき の 由 を 仰 下さる、 • 事旣に 靜謐に 及び 

しかば、 帶刀正 行、 〗 千餘騎 にて 參內 し、 八幡の 逆徒 誅伐の 爲、 發向 仕るべき 由を奏 

聞 せらる。 諳卿 悉く 正 行の 忠功 を感 せらる。 又 八幡 發 向の 事 は、 世上 未だ 靜 なら 

す。 今夜 は是 にて 御 番を勸 む べし i 宣 へ ども、 當 山に 於て は、 何事 か 候べ きとて 出 

でられけ るが、 此時木 澤孫六 をして 、和 州の 住人 岡 五郎 を 討た せらる • 其 外 大島九 

郞. 飛鳥 庄司 .大 富 右 馬次郎 以下、 和 州の 士 十一 一人 を誅 せらる。 是 等も隱 謀の 聞え あ. 

るに 依ってな b。 

楠 正 行參， 一 內芳野 一 附隱諜 人 被， 誅事  S 


正 行、 高 

肺 泰^ 襲 
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A 幡合戰 井 正 行 歸，， 陣千劎 破， 事 

爱に將 軍， の 執事 高武 藏守師 直が 弟 越 前 守 師泰、 芳 野に 發向 せんと、 二 萬 餘騎を 引率 

し、 旣に 八幡 山に 着陣 しける が、 京方へ 一 味せ し 和 州の 者 共、 返忠顯 はれて、 討 たれ 

ぬる. 由 聞え しかば、 師泰も 力 を 落し、 今日は 八幡に 滯留 し、 明 H は 京都に 引取らん と 

て、 打 解けて 居た る. 所に、 其 夜の 寅の 5、 楠 正行片 野に 着き、 直に 進んで 押 寄せたり。 

京 勢大に 驚き 騷ぎ、 夜 討 こそ 寄せ たれと、 周章 漂 ふ 所に、 正 行の 本陣 八 百 餘騎、 鬨を. 

も 作らす、 洪水の 俄に 漲り 來 るが 如ぐ、 師泰が 陣に駆 入れば、 皁 瀨右衞 門. 志 賁右衞 

門太郞 後に 績 いて、 五 百餘騎 にて 亂れ 入る。 京 勢 一戦に も 及ばす、 右往左往に 逃 

行く を、 ひお 追に 追 ふ 程に、 淀川に 追箝 めら れて、 流れ 死す る 者數を 知らす、 相 州の 

住人 水 谷大膳 亮覺綱 も、 紀 州の 湯 淺新次 郞が甥 御調 權 太と 組んで 生 捕られぬ。 敵の 

首^ 得る こと 千百餘 級、 生 捕 八十 七 人なら。 大 將師泰 も、 主從十 一騎、 物 具す る 間 

もな く 、赤裸に て 白晝に 京都に 逃歸 る。 淺猿 しかりし 事共な，^ 正 行 は 八幡に 足 を 


ためす、 飯 盛の 城まで 引 入れ、 翌曰芳 野 殿に 參 りて、 奏聞せられ ける は、 此度 逆徒 等、 

不意に 皇居 を 襲 ひ 奉らん が爲 に、 八幡まで 罷下， 9 候。 さるに 依って 老臣 等へ 申 合 

せ， 謀 を 以て、 一戦の 內に 大敵 を追镦 らして 候。 此 度の 儀 は、 和 州の 諸士、 京方に 內 

應し、 敵 を 引 入れん と 仕 候 へ ども、 連 運、 天に 叶 はせ 給へ るに 依って、 親しき 者の 方 

よ， o 告知ら せ 候 故、 岡 .槽 原： K 窜池上 • 岸 井戸 以下、 悉く W 取って 候へば、 皇居に 於 

て は、 心 元な くも 候 は ざり しかば、 師泰を 追 散らして 候と 奏せられければ、 諸卿大 

に 感じ、 正 行、 年に も 足らす して、 少しも 色に も 出さす、 多くの 國人を 誅伐し、 其 上 

師泰が 堅陣に 駆 入りて、 多勢の 敵 を 追 散らせし は、 正 成が 子 程 ありけ るよ と、 皆々 

威 稱し給 ひける。 斯くて 正 行千劎 破に 歸陣 し、 母上に 對 面し 給 へ ば、 母上 涙 を 流し、 

三十 餘： 》 見 參らせ ざ. o し 程に、 成人して 見えられ 候 者 かな。 此度は 國の者 共、 逆心 

を 挾んで、 君 を 傾け 參 らせんと せし 事 を、 豫て 知， 9 給 ひながら、 自らに は. 何とも {-:: 一 

はす、 さり 氣 なぐして 參 內ぁリ しに、 珍事 出來 りぬ と 聞え しかば、 如何 計りの 心 遣 

とか 思 ひ 給 ひし ぞ。 豫 てより 夢 計り も、 斯 くと 知らせ 給 ひなば、 斯 程に は 驚く まじ 

八幡 合戦 井 正行歸 -it 千釾 被-事  二八 七 
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きもの を。 顇の思 ふ 程、 子 は 思 はざる も のぞと 思 ひ 待り き。 母ながら も 女性に て 

候へば、 斯くは 知らせす して、 行 ひ 候 ひしに こそ。 和 殿の 賢 さよ • 正 成の 子稃 あり 

ける よと、 今更 感心せ しぞ や。 父上 も さぞ 草の 蔭に て、 悅び給 ふらんと て、 涙に 咽び 

給 へ ば、 正 行も袂 をぞ濡 されけ る。 其 後 正 行、 八幡 林 を 招き、 此度忠 功の 賞と して、 

紀 州に 於て 闕 所の 地 七 千 五 百 賞 を 恩賞 せらる。 是は 京都よ， 9 の御敎 書に 载 する 所 

の 三千 貫に 一 倍して 六 千 賞、 殘る 所の 一 千 賞 は、 敵 を 謀りし 賞な りしと ぞ閡 えし • 

其 餘の闕 所の 地 を 以て、 此度戰 功 ある 輩に 、悉く 分ち 與 へらる。 時に 志 賁右衞 門 太 

郞 申しけ る は、 故 判官の 頜所攝 律の 地、 當時 敵に 奪 はれて、 御手に 入らす 候へば、 其 

變り として、 少々 は 御 頜に召 置かれ 候へ かしと 諫めければ、 正行閬 きて、 命 を 捨て 

忠戰 したる 人々 に、 何 を惜み 候べき。 - 旁な くんば、 正 行 一 日 も安穩 ならん やと 宣へ 

ば、 之 を 聞きけ る 諸人 涙 を 流して、 末賴 もしく ぞ思 ひける。 されば 故 恩 地 左 近太郞 

滿 一 、常にい ひける は、 早晚正 行成 人し 給 ひて、 馬 を 乘„, '廻して 士卒 を 下知し、 一 戰 

を^ く？ 3 袷 ふ を、 命ながら へて 見た き 事よ。 明將の 子に て 坐せば、 末 如何な らん • 


太 恩 

郞地 
病 左 
死 近 


父に や 勝り 給 ふらん • それ 故 命の、 人に 勝れて 惜しき ぞと いひけ るが、 滿ー 病床に 

伏して 發 熱し、 侵され 浮れ て 妄言せ しに も、 あれ 見よ、 あの 馬に 召されし は、 帶刀御 

曹司 殿に 候な • 軍 立の 能 さよ。 あ 駆け 給 ひた， 9 なんどと 稱 美して、 其 後 少し 人心地 

付きぬ る 時 は、 正 行の 戦場に 赴き 給 ふ を、 見す して 死なん 口惜し さよ • 滿 一 死した 

b とも、 汝等忠 心を飜 さす、 君の 爲に 一 命 を 捨てよ と 細かに 遺言し ける が、 終に 病 

死したり しなり。 正 行 今年 十四 歲、 成長の 後 は、 猶ヌ にも 勝 hv やし 給 ふらん. ：0 て、 聞 

く 人 舌 を 震 はせ け b。 

正 行軍 評定 附起請 文の 事 

さる 程に 南朝の 興 國五年 | 岡 §、| 二三 月 十八 日、 楠 帶刀左 衞門尉 正 行 十八 歲、 和 田 新 

-兵衞 高 家 十七 歲、 紀伊. 河内の 間に ありけ る 恩 地 七郞が 城に 引 入りて 、龍^の 軍勢 を 

集められ ける 所に、 高武 藏守師 直、 五 千餘騎 にて 押 寄せ、 日々 に 揉 立て. （-、 息 を も 

續 がせす 攻めた. 5 け，^ 元來恩 地が 小澤の 居城 は、 紀 州の 山中に て、 嶮蛆 重々 に績 

正 行軍 評定 附 起請文の 事  二八 九 
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き 、要害 自然の 城郭 なれば、 師 直も攻 倦んで、 京都に 加勢 を 乞 ひし かば、 其 勢の 下る 

を 待 付けて こそ 戰 はめと て、 向陣を 取って ぞ 日 を 送りけ る。 然る 所へ 河 州の 入江 

兵 庫 助、 近 邊の野 伏 共 を 相 催し、 二 千 餘の勢 を 以て、 師 直が 陣へ 不意に 押 寄せし か 

ば、 師直 散々 に戰ひ 負け、 京都 を 指して ぞ逃上 b ける。 翌年 は 正 行、 和 田 • 恩 地 以下 

を相從 へ、 京都に 攻 入らん と 催され けれども、 事 叶 はすして、 終に 河內に 引退き、 其 

より 和 泉. 河內. 攝津. 紀 伊の 四 ケ國の 間に、 七ケ 所の 要害 を 築き、 勢 を 分けて ぞ 守られ 

はる.。 斯くて 其 翌年、 正 行 廿歲に 及びければ、 又 或 時 和 田 正 遠の 嫡男 新兵 衞尉高 家. 

三男 新發意 源秀を 招き、 足 利 は^の 讎と いひ 朝敵 なれば、 何ぞ 共に 天 を 戴か^。. 然 

るに 正 行 近き 河 州に 居ながら、 逆徒 返 治の 沙汰に も 及ばざる により、 いひ 甲斐な く 

思 ひば こそ、 先年 備後三 郞高德 も、 當 家へ 一 往の屆 もな く、 不意に 京べ は 寄せ つら 

め。 早晩まで か 時 を 待って、 敵を餘 所に は 詠むべき。 攝津の 地に 發 向して、 京 勢 を 招 

き 下し、 一 戰 せんと 宣 へば、 源秀 聞きて、 仰尤に 候。 故 判官 殿の 怨敵と 申し、 殊に 朝敵 

； 4 て 候 を、 何 を 待 つ i いふ 期 もな く、 敵 を 守 b 居候 は ん ， 」 と、 餘り に 穩 便に 候。 思 召 


立た せ. 給 は K 和 泉. 河 內の者 共、 誰か 仰に 背き 候 ベ きとい へ ば、 正 行、 さらば 宗徒の 

老臣に 談 すべし とて、 一 族 功臣 等 を 集めて、 意見 を 問 はれければ、 安 問 入道 了 願 進 

み 出で、 時 今少し 早く 候- 故 判官， の 御 遺誡に、 廿年 過ぎて と 仰 置かれし 事、 今以て 

烕 心 仕 b 候。 其 故 は、 今年 旣に 八ケ 年に 及び 候に、 足 利が 家 子 郎等 共、 侈 高う して 軍 

事 を 忘れ、 餘 多の 所 頜を 得ながら、 尊 氏 兄弟が 下知 を輕ん じ、 慾 心 盛に して、 互に 所 

頜 を押領 して、 一 身の 榮を 好む。 是れ 山賊 强盜 にも 勝り 候 はす や， 當時 義兵 を擧げ 

られ なば、 尊 氏が 威 を 借り、 事 を 武名に 寄せて、 和 泉. 河 內を奪 はんと、 雲霞の如く 馳 

下り 候 ひなん。 故廷 尉の 廿年 と宣 ひし は、 愛なる べし。 今 卧 五 年 も. 過ぎ 候 はく 高. 

上 杉の 者 共、 侈彌 高くな りて、 其 人な くば、 其 國は闕 けなん。 其 人. C びな ば、 其 所領 は 

明きなん と 思 ひ、 互に 同士 軍 仕らん。 其 弊に 乘 つて、 * 方 軍を發 せら るれば、 御 本 

意 を 達せられん 事、 何の 疑 か 候べき とい ふ。 正 行、 されば とよ、 故廷 尉の 無病なる に 

一事 變 りて、 明 暮病痫 身 を 苦し むれば、 存命 幾程 も ある ベから す。 おじ 時來ら ざる 以 

前に、 病に 侵され 相 果てな ば、 不忠 不孝の 至 h> ならん i 宣 へば、 了 願、 仰 を 返す にて 

正 行軍 評定 跗 起請文の 寧  1£ 
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は 候 はね 其、 時 至らざる を 知りながら、 待た やして 家 を し 給 はん は、 孝行に て は 

非 やして、 不忠 不孝の 至りな らん。 若し 時 至らす して 早世し 給 は に 蓮 開か る ま 

じき 時なる べしと 思 召すべし。 本意 を 達せす して 早世し 給 は 5. 、 御舍弟 達に.、 ど 

讓らせ 袷 ふべ し。 兎にも角にも、 敵 を C す 謀 こそ 肝要に 候 とい へば、 正 行 も p に 服 

し、 s 至る をぞ待 たれけ る。 斯 ぐて 負 和 三年 氣 f4 一正 行廿 一一 歳お, 

朝 i 和 三年な り。 然る LL 太平^ 十六 卷正成 下向 兵 庫の g^IJ. 、延 元元 年 正 行 十 一 逯。 是 Li 因って 見れ f  、正 平 三 

年廿三 歳。 叉廿 六卷 參ニ吉 野 一の 段>レ 、正 成 死す る 時 正 行 十三 鼓。 是に 因る 時 は、 企乎 三年 廿玉 な.^^ opt 

年 は、 正 平 二 年に して 廿ニ 歳なる 事 明けし。 刖ち正 成 死後 十二 こえ^ ナ？  ，t り 笮纥 ク— -. -、 i，， 

年に 當る 。太平. 記に、 正 成の 死後 十三 年に 作る は大 L1 非な f に^ O ける 力 君の 御 政 を 身る に、 萬 

不順の 事 多 けれ 共、 今 は 再び 王化に. 服 せん 事 難 かるべ ければ、 兎角 討死と 定め、 

父の 十 ーーー 回の 來るを 待つ に、 猶遲 しとて、 今年 を 十三 年に 準へ、 佛事作 善、 心の ま、 

に： 營み： て 後、 一. 族 老臣 を 集めて 宣 ひける は、 熟 愚案 を 巡らす に、 足 利 方. の 者 共、 同士 

討 せん 事 も、 Hg ある まじと は. 思へ ども、 君の 御 政 正しから ざれば、 再び 聖運 開かる 

る 事 難 かるべし。 其 故 如何と なれば、 山中 伺候の 公卿の 所頜、 近年 は 尊 氏が 家人 等 

奪取 b て、 領 する 所の 地 多し。 之 を 望んで、 又 * 方に. 降らん と 申す 者 多き が 故に、 正 


行 之 を 執し 申す と雖、 一事 も 曾て 御 許容な し • 是は 其鄕の 所領、 彼 は 其 M 富の 所領 

なんどと て、 事 叶 はす • 當時は 慾 を 以て 集まる 習、 是れ 第一 の 計略な り • 今より 後、 

忠 ある 者に 行 はる べき 闕 所の 地、 一 向に 是 なし • 人を懷 くるの 道は缺 けたる に 非す 

や。 正 行 如何様の 謀 をな したりと て、 本意 を 達する 事 叶 はざる の證是 なり。 正 行 又 

日 を逐 うて 病 重り、 年 を 積みて 氣カ衰 ふ。 如か じ 尊 氏が 堅陣に 駔 入りて、 骸を 軍門 

に 曝さん に はと 宣 へば、 新發意 源秀、 諸人の 意見 を も 待た す 進み出で、 御 誌 尤もに 

. 候 • 當 時の 公家の 政道に て は、 本意 を 達せん 事悤 ひも 寄らす • 只當 家，. 公家の 政に 

係 はらす、 直に 忠賞を 行 はれば、 素懷を 達せられん こと、 立處 にあ いふ。 正 行、 

いや ）（- 其 は 足 利に 等く して、 朝敵に 同じから んと宣 へば、 安 M 了 願、 此上は 一 先 

づ 義兵 を擧 げられ、 足 利が 術の やう を御覽 なされ、 其 後 奏聞 を經ら るれば、 君 も， 爭 

か 思 召 直されで 候べき • 先づ i 津に御 發向ぁ b  、京 勢の 體を 御毚 候へ とい ふ • 志 黄 

右衞門 太郞、 斯 程の. 一 大事 を 思 召 立ちた る 上 は、 面^ 同心に 神に 誓 ひ、 存 C を 殿と 

- 共に 究めよ といへば、 此儀尤 なりと て、 諸士 一同に 起請文 を 書く。 其 文に 曰く、 

正 行軍 評定 附 起請文の 事  一一^  . 
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凡捨. 身 報. 恩 者 人倫 之 法 也。 爲， 朝 P 命 者 良 臣之節 也。 此故 我等 先主 故 判官 正 成 輕，， 

一 命於戰 場， 之 時、 致，， 遺言 於 子孫， 曰、 可， 扶ヒ 朝危； 使， 君 再 車 九 五 之 位， 云々。 依 

；之今 正行且 欲， 顯，， 爲 ，臣 之 道，， 且成 ，爲， 子 之 術； 擧，， 義旗 於 中華 之 西南； 類，， 身 於 一 毛， 

比，， 義於 金石； 郎從 何爲不 Jn, 之 哉。 然則 一 家 一 族 幷郞從 等數百 人、 感^ 以，， 爲 fei 之 

義； 與-正 行， 共榮共 C 事、 今 於，， 神前， 堅約细 契-於 將來； 若 所&. 定， 齊僞則 違 變之士 

也。 

此の 如く 盟詞を 書して 載す る 所の 連判 百 四十 三人、 又 別に 一書 あり。 連判 八 百 九十 

一 一 人、 又 和 田. 恩 地. 志 貴. 溢淺 以下 の 者 共の 手の 郞從等 も、 皆々 此の 如くに 契って、 誓 

詞を 連載す。 潔く ぞ 見えたり ける， 

正 行渡 邊合戰 の 事 

是 に^って 正 平 二 年 八月 廿 二日、 楠 帶刀左 衞門尉 正 行、 態 i 五百餘 人の 小勢 を 以て、 

攝州 中島に 發 向し、 近邊の 在家 を 燒拂ふ • 是は 態と 楠 は 小勢な りと 、敵に 思 ひ 侮ら 


せて 京 勢を僞 引下さん との 術な hs* 其 頃 は赤崧 入道 圓 心が 嫡男 信 濃 守 範資、 攝 州の 

守護に て 居た，^ ける が、 此由を 聞き、 敵に 足 をた めさすな とて、 手勢 八 百 餘騎を 率 

し、 國府を 立ちて 中島に 押 寄す る。 正 行 之 を 見 給 ひ、 五 百 餘騎を 三 手に 分けて 向 はる 

る。 先鋒 は 和 田新發 意源秀 二百 餘騎、 中 は 正 行 百 五十 騎、 後陣 は 恩 地. 湯淺百 五十 

騎、 太 皺の 拍子に 人馬の 足 並 を 揃 へ、 靜々 と 懸向ふ 程に、 敵 も 川 一 つ 渡せば、 昧方も 川 

1 つ 渡して 相戰 ふ。 赤松が 先陣 三百 餘騎、 和 田に 駔立 てられて 敗北す。 赤松 信嫫守 

範資、 入替 つて 戰 はんとす る 所に、 正 行 百 五十 騎 にて 魚 鳞に 立て、 透 間もなく 憊ら 

せければ、 赤松の 勢戰ひ 兼ね、 東西に 漂 ふと ぞ 見えし。 ひた 崩れに 崩れて、 河に 追 は. 

めら る 、者 三百 餘人、 信 濃 守 も 辛き 命 を 助 り、 漸々 として ぞ逃 延びられ ける。 • 正 行 

は、 二百 餘の 首級 を 得 給 ひ、 其 日 天 王 寺 迄 引退き、 翌日 は千劎 破へ 引返さん とぞ議 

せられけ る。 さる 程に 赤崧 兄弟 は、 又 勢 を 催し 集めて 三千 餘騎、 其 夜 取って返して 

押 寄せ、 恥辱 を 雪がん と 怒られ けれども、 浦 上. 上 月等諌 めて、 以前 も 粗忽の 軍 をし 

て 敗軍に 及び 候 ひき。 只々 明日の 曉 天に 押 寄せ 給へ と 制しければ、 赤松 兄弟 是に 

正 行渡 逢 合 戰の事  i 
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同じ、 寅の 上刻に 府を 立ちて、 卯の 刻に 川 を 渡り、 天 王 寺に 押 寄せ たれば、 楠 は 早 其 

. 夜に 引 入れたり と 見えて、 人 音 もせ ざ， o ければ、 赤菘が 勢、 あはれ 代々 の 弓 取 かな 

と 感じけ る • 諸勢旣 に 引返さん としけ る 所に、 範資が 舍弟筑 前守貞 範、 何の 仕出した 

る 事共 もな く、 此ま、 にて 引取らん は、 無下に 口惜しき 次第な り • 天 王寺邊 まで 打 人 

b  、近 邊の民 星に 火 を 放ち、 其 勢に 引取らん と、 渡邊の 川を镀 り、 三千 餘騎を 八手に 

分け、 所々 に 火 を かくる。 時に 正 行 は、 東の 方 古 宇津の 在家に 循 籠れり • 赤极、 W は 楠 

来 だ 引かざる にこ そ • 押 寄せて 打 散らせよ と、 備を亂 して 攻懇 る。 正 行、 精兵の 射 

手 を 二百 餘 人選み 出し、 散々 に 射させて、 楣の 端の 四度路 になる 所 を、 三百 餘騎の 

者 共、. 得た b 賢し と 打って 懸 り、 縱橫 無碍に 駆 立 つれば、 赤极が 三千 餘騎、 一 同に 咄 

と 崩れ、 主 を 捨て 親 を 跡に 置きて、 我先に i 逃げて 行く。 正 行、 1 1 百 餘騎の 勢 を、 備 

を亂 して 之 を 追 はしめ、 三百 餘騎を 二. 手に 分け、 跡より 備を亂 さす 追 かけし かば、 

赤崧が 勢 又 渡邊の 川へ 追 はめられて、 水に 溺れて 死す る 者數を 知らす • 信孃守 も、 

旣に討 たれぬ ベぐ 見え けれども、 佐 田 新 次郞. 東 條左衞 門 尉 父子 三人. 吉 川. 後藤の 者 


共、 返 合せ 討死し ける 間に、 範資も 危き命 を 助かり、 漸々 として 逃 延びけ り • 新 

發 意 漉 秀、 河 を 渡して 追懸 けんと 進みし かど も、 正 行、 長 追 は 無益な りと て 制せら る • 

今 H も 亦 首 を 取る こと 三百 餘級、 其 日の 午の 下 刻に、 天 王 寺 を 立ちて、 千劎 破に ぞ 

歸陣 せられけ る • 
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正 平 二 年 A 月 京 勢 南方 發向附 軍 評定の 事 

さる 程に 赤 极信濃 守 兄弟 は、 思の 外なる 負 軍 を 仕出して、 急ぎ 京都へ 早馬 を馳 せ、 

片時 も 早く、 御 勢 を 差 向けられ 候べ しと ぞ吿 げたり ける。 將軍 兄弟 大に 驚き 給 ひ、 

宿老の 輩 を 集め、 此事 如何 あらんと 評定 あ， 9。 仁 木 左 京大 夫賴章 進み出で、 渠は故 

正 成が 家業 を繼 ぎて、 智謀 無雙の 者に 候へば、 一 旦に返 治な されん こ i 難 かるべく 

候。 然れば 一 先づ 和睦の 使 を 遣 はされ、 楠が 所存 を も御覽 候へ かしと 申さ るれば、 

將軍、 されば とよ、 此數 年、 渠を * 方に 招かん 爲、 種 々謀 を 廻らす と雖、 終に 承引せ 

す。 . 今 又 攝津に 出張して、 威 を 振 ふこ そ 安から ね。 只 敵の勢 強大なら ざる 前に、 W 

手の 勢 を 差 向く ベ しとて、 細 川 陸 奥 守顯氏 を大將 i なし、 佐々 木 六角 判官 氏賴， 舍弟 


山內 判官 定詮. 同 六 郞左衞 門 尉 氏 寧 長 九 郎左衞 門 尉. 宇都 宮三河 入道 .极 田 次 郎左衞 

門 尉. 村 田自賀 田. 靑 地. 奈良 崎. 安保 肥 前 守 忠實を 始め i して、 坂 西. 坂 東の 諸 士凡大 

名 十 一 頭、 都合 三千 七 百 餘騎を 差 向け 袷 ふ。 此勢 八月 十九 日に 都 を 立ちて、 南方に 

ぞ發 向したり ける。 豫て正 行の、 京都に 附 置かれけ る 忍 共、 千 a 破に 走り 歸り、 此. g 

ー斯 ぐと 吿げ ければ、 正 行 宗徒の 者 共 を 招き、 如何 あらんと 評定 せらる • 和 田 和 泉 守 

兄弟 ま 地. 安間 以下、 異議 區々 なりけ る を、 正 行、 いやく 和 田 殿 は- 泉 州 岸 和 田の 

てだて 

城に 歸 り給 へ。 恩 地卓瀨 をば、 赤 坂の 城に 籠 置き、 正 行 は千劎 破に 引 籠り、 敵の * 

を 見て 一 戰し、 敵 兵 深々 と亂 入せば、 渡邊の 川べ 追篏 めて くれ 候 はん i 宣 へば、 皆 

此 儀に 同じ、 宗徒の 輩 は、 面々 の 居城に ぞ歸 りけ る。 

譽田 合戰の 事 

さる 程に 細 川 顯氏. 佐々 木. 赤松 以下の 人々、 天 王 寺に 向 はれけ るが、 和 田. 高 家 泉 州 

に 起って、 武威 益 盛なる 由 聞え しかば、 急ぎ 京都に 飛脚 を馳 せ、 敵勢 强大に 候へば、 

正 平 二 年 八月 京 勢 南方 發向附 軍 評定の 事 譽田 合戦の 事  一一 究 
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諸 勢 一 同に 數を盡 して 寄せ 來 b 候 は 、味方 無勢た るに 依って、 防ぎ 難く 候 はん • 

早々 御 勢 を 差 向けら る べしと ぞ乞 はれけ る。 是に 依って 京都の 周章 大方なら す。 

梶 井二 品 親王 は、 比 叙 山の 中堂に て、 七 佛藥師 の 法 を 行 はる。 是は 去る 建武 年中 、奥 

州の 多勢 攻 上りし 時、 此 法を修 せられし に 依う、 平定の 佳例な りしと ぞ聞 えし • 同 

じき 廿 二日、 顯氏、 泉 州堺の 浦に 發向 せらる ゝ 所に、 和田詐 つて 退 引きし かば、 細 川 

も 退きて、 其 後藤 井寺に ぞ陣 せられけ る。 斯くて 陸 奥守顯 氏、 諸將を 集めて 宣 ひけ 

る は、 和 田. 楠 等 勢を盡 して、 秋 山 彥六楣 籠った る 河 州 矢 尾の 城 を 攻めん と 打 立つ 由 

風聞す。 是に 依って 其 思慮 を 巡らし 候に、 是ょ b 金剛 山へ は、 行程 七 里 を 隔てたり。 

然れば 和 田. 楠、 遙に山 を 離れて 出で たらん 時、 味方 差違うて 金剛 山の 麓へ 押 寄せ、 

跡 を 追 切って、. 楠 一家の 者 共 を、 一 戰に討 取り 候 はんと 申さ るれば、 皆々 是 上策に 

て 候 はんと 同じけ る 程に、 此 儀に ぞ 極まりけ る。 智 ある 者 は 之 を 聞きて、 謀 旣に諸 

人に 知れぬ。 若 楠に 泄れ 聞え なば、 如何なる 謀 を かなして、 却て 味方 計られ やせんす 

らんと、 囁く 者 も 多 かりけ b。 寄 手の 陣， に附 置きた る 忍 共、 千劎 破に 此事 を吿 げし 


譽 

田 
合 
戰 


かば、 正 行 究竟の 幸な りと、 和 S. 恩 地. 贄川 • 福 家. 橋 本 以下、 七. 百 餘騎を 引率し、 同じ 

き 九月 十七 日の 卯の 刻に、 矢 尾の 城に 押 寄す る體. を 見せ、 民 屋少々 燒拂 うて、 愛に は 

暫く も 足 をた めす、 元の 方に 引返して、 千靱破 をば 後に 當て、 譽 田の 森の 陰に、 勢 を 

伏せて ぞ待 懸け、 る。 天 王 寺の 寄 手 之 を 見て、 す は 楠 は、 矢 尾の 城へ 寄せた る ぞ* 

正 行が 首 を 軍門に 曝さん 事、 今日の 中 を 過. ぐべ からす。 敵の 跡 を 追 切って、 分捕 高 

名せ よ 者 共と、 楣をも 用意せ す、 射手 を も へす、 備を亂 して 馳向ふ 程に、 目前に 敵 

の ある を も 知らす、 譽 田の 八幡に 陣を 取って、 敵 を 西に 相 待つ とて、 先駆の 勢 三千 

餘騎、 譽田 河原に 馳 集って、 馬に 水 飼 ひ、 士卒の 息 を 休めて 居る 所に、 譽 田の 後なる 山 

陰より、 菊 水の 旗二流 差 上げて、 山 谷 も 崩れよ と 一 同に 鬨を诈 る。 後に 敵 あるべし 

i は 思 ひも 寄らす、 寄 手の 勢 驚き 騷ぎ、 馬 を 尋ね 從者を 呼びて、 太刀よ 鐽 よと いふ 程 

こそ あれ。 逃道 を 求めて、 我先にと 落ちて 行く。 長 尾 卿 房 主 從ニ騎 、村 田が 一 族 六 

人、 小 具足 計りに て、 誰が 馬と もい はす、 打乘 りく 馳せ 出で、 時 移る まで 戰 ひける 

が、 續く * 方なければ、 悉く 討 たれに けり。 其 間に 細 川 陸 奥守顯 氏、 三百 餘騎を 前後 
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に 立て、 愛 を 詮と戰 はれし かど も、 諸國の 集り 勢 共 なれば、 我 もくと 逃 行く 程に、 

顯氏も 力なく、 東 を 指して ぞ 落ちられ ける。 

目 賀田彈 正 忠信 良. 安 保 肥 前 守 忠實勇 戰の事 

愛に 佐々 木 六角 判官 氏 頼. 舍弟 山內 判官 定詮 は、 七 百餘騎 にて、 東の 方なる 道 を 引か 

れけ るが、 少し 馬の 駆 場の 好かり ける 所に て、 皆 返し 合せて、 討死せ よと 下知して、 馬 

の 鼻を雙 ベ、 喚き 叫んで 相戰 ふ。 氏 賴が舍 弟 六 郞左衞 門 尉 氏 泰. 粟生田 小 太 郞.榴 崎 

太 郞左衞 門 尉 以下 廿餘 人、 敵中に 切って 入り、 電光の 激す るが 如く、 四面 を 拂ひ八 

方に 當 つて、 終に 討死 をぞ した， 9 ける。 靑地. 褶崎. 儀 俄. 馬 淵 は、 餘 りに 戰ひ 疲れ、 痛 

手數多 負うて 引いて 行く。. 爱に目 賀田彈 正 忠信 良 は、 敵餘 多に 相當 つて、 火 を 散ら 

して 戰ひ 居し が、 味方 前後に 一 人 もなかり しば、 主從只 ニ騎、 西の方なる 田の 中 を 

落ちて 行く。 敵 は 群り 立ち、 遁 さじと 追懸 くる。 彈正數 度 馬を控 へて、 返さん とした 

らしが、 敵 は 多勢な り、 我 身 は 口 ハー 一騎な b， 如何す ぺ きと 思ふ听 に、 藤繩 きに、 


薄 紫の 每衣 懸けて、 鴒 毛なる 馬に 乘 りたる 武者、 先行 詰まって 控 へたり • 彈正、 馬 を 

馳 せて、 誰ぞと 問へば、 安保 肥 前 守忠實 なり。 目 賀田悅 び、 如何に 安保 殿 • 僅の 敵に 

打 負けて、 逃ぐ る も 常の 習な り。 只 返すべき を 返さ や 、助くべき を 助けざる を、 武士 

の 名 折と は 申すな り • 倡 や 安保 殿、 敵 を 一 散らし 追 散らして、 味方 を 心 易く 引かせ 

んと思 ふ は 如何に， o いへば、 安保 莞爾と 笑って、 元弘. 建武ょ b 以來、 三百 餘 度の 戦 

に、 未だ^に 勵 まされた る 事なければ、 忠實に 勝る 者 は あら じと 思 ひしに、 御邊 は、 

日本一 の 大剛の 人 かな。 いざ 返さん とい ふより 早ぐ、 三 騎の者 共 馬の 鼻を雙 ベ、 咄 

と 喚いて 憑り ければ、 さし も 剛強の 河內 武者 も、 兩 方の 手先 を、 手痛く 捲り 立てら 

れて、 三 町計ぞ 引きたり ける。 安保 は 素より、 合戦の 競 後れ を、 能く 知った る 古武 

者 なれば、 彈 正に 吃と 目配せして、 眛 方の 勢に 追 付かん と、 北 を 指して 引いて 行く。 

河內勢 も、 之 を 追 留めす して 引取りし か ば、 大將顯 氏 を 始め、 諸國の 大名、 危き命 を 

助かり、 天 王 寺まで 引退き、 愛に 循 籠って 京都の 加勢 を 乞 ひ、 今 一 軍 せんと ぞ議せ 

られ ける • 

賀田嬋 正 忠信 真 • 安保 肥 前 守 忠實異 戰の事  邑ュ 
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正 行 任官 昇殿 幷 中風 再 發の事 


さる 程に 楠 帶刀正 行 は、 思の 儘に 勝利 を 得、 翌日 芳野 殿へ 參られ しか ども、 病氣發 

b しかば、 先 づ千劎 破に 歸陣し 給 ひしが、 數日經 て、 病氣 少し 平癒し ければ、 芳 野の 

皇居へ 叁內 せらる。 主上、 何よりも 龍 眼 美しく、 正 行 を 御前 近/、 召され、 汝が父 正 

成、 忠功を 専らと し、 心 カを盡 しつ る に、 汝相續 ぎて 忠戰を 勵 み、 大敵 を 靡かしぬ る 

事、 忠賞最 重 かるべし i て、 歙感 殊に 淺 からす、 從四位 上を經 て、 左 衞門督 にな さる。 

是は故 正 成、 昇殿 を 望み 申し けれども、 心中に のみ 籠め て 申出 さ ^りし かば、 先帝 も 

敢て知 召さ 3«  b ければ、 終に 其 御沙汰に も 及ば ざ， o しかば、 正 成 死後に 間 召し、 御 

後悔 坐し けり。 されば 故 天皇、 山門に 御 坐 在りし 時、 正三位の 中將 になされ、 正 行 

を も 昇殿と 思 召されし かど も、 幼少な b しかば、 其 沙汰 もなか b しかば、 此 度の 賞と 

して 昇殿 を 許され、 舍弟正 之 を 大和 守に 任せられ、 和 K 新兵 衞尉高 家 を、 和 泉 守に 

なされ、 恩 地 を、 兵衞 尉に ぞ なされけ る。 正 行 は、 一戦に 利 を 得 給 ひし かど も、 公家の 


政道 正しから ざれば、 參る * 方 もなかり し 故、 都へ 攻 上らん 事 も 叶 ひ 難し • 又河內 

に 居らん も 詮なし とて、 宗徒の 者 共 を 集めて 胥議し 給 ひける は、 此度 勝利 を 得る と 

雖、 京都 多勢 なれば、 物の 數と もす ベから す。 父廷 尉の 宣ふ 如く、 攝 州に 發 向して 城 

城 を 攻めさせ、 川尻 を 差 塞ぎて、 京都 を惱 さんに、 京都 向 は、 勢の 多少 を 見て、 或は 

戰ひ 或は 河內へ 引返して、 敵を國 中へ 僞引 入れ、 謀略 を 以て 相 戦 ひ、 敵 引きな ば 又 

打 出 でん。 斯 くして 四 五 度も惱 しなば、 謀 如何程 も あ b ぬべ しと 宣 ひて、 旣に打 出 

でんと し 給 ひける 所に、 大將正 行中 風再發 して、 身心 惱亂 しければ、 出陣し 給 ふ ベ 

き やう もな く、 樣々 療養 を ぞし給 ひける。 是に 依って 和 田 和 泉 守 高 家、 紀 州の 勢 を 

率して、 川尻 を 差 塞ぎ、 舍弟 新^ 意源秀 は、 尼 崎に 循 籠り、 兵糧 逑 送の 道 を 差 塞ぎし 

か ば、 洛中 の 勢 は 糧に盡 き、 大に 苦しみ 惱 みけ， 5 。 京 勢 は 、北 な る 山 逡に餘 多 の 城 を 

築き、 赤 崧信濃 守、 二百 騎 三百 騎づっ 差分け て 守らし むれば、 お S 兄弟 は、 海 邊の城 

に據 りて、 合戰 暫く も 止む 時な し。 楠 大和 守 正 之 は、 京方に 內應の 者 多ければ とて、 

大和に 發 向し、 逆心の 者 共の、 域々 をぞ 攻められ ける • 

正 行 任官 昇殿 井中 風 再 發の事  §ぉ 
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吉 良人 r 川 .±岐. 佐々 木 以下 南方 發向 

附庄 • 早瀨 忍の 事 

さる 程に 細 川 陸 奥 守顯氏 は、 楠に 戰ひ 負け、 相 從ふ兵 大半 W たれ、 落ち 失する と雖、 

楠 程の 小敵に 打 負け、 さの み 遠 引 をすべき かとて、 猶も天 王 寺に 陣を居 ゑて、 都へ 

使 を 遣し、 加勢 をぞ乞 はれけ る。 將軍 兄弟、 大に驚 怖し 給 ひて、 急ぎ 援兵 を 差 下さ 

んと、 催し 給 ひけれ ども、 師直 兄弟 は、 虛病を 構 へ て 下らす。 諳國の 勢 は、 自國の 敵 を 

捨 兼ねて、 上洛せ す。 さあ， 9 とて、 捨 置くべき にあら すと て、 吉良. 今 川 を大將 とし 

て、 山 名. 佐々 木. 土岐 二色 を 始め、 二 萬餘騎 をぞ差 向けられ ける。 京都に ありけ る 

忍の 者 共、 千劎 破に 此事 を吿 げし かば、 正 行 重ねて、 さらば 實否を 知る べしと て、 板 

持 十 郞次郞 i いふ 忍の 上手に、 早 瀨右衞 門. 庄左近 七 郞兩人 を 添へ てぞ差 上されけ 

る。 庄. 皁瀨 は、 形 下賤に して、 商賣 人に 似 たれば とて、 二人ながら、 商人に なりたり 

ける。 早瀨は 大名 なれば、 人 も 能く 見知りた るらん とて、 雨 服に 爛れ 藥 とて、 一 夜に 


目の 崩る ゝ藥を 付け、 顏に大 なる 炙 をして、 藥を 付け たれば I 誰れ 見^る 者 もなか 

-5 ける に、 綴と て、 見苦しき. 衣 を 着、 南都の 墨 針. ひいな • 筆なん どの 品々 を、 張 籠に 

入れ 背に 負 ひて、 郎等 五 人、 同じ やうの 商人に 出立た せたり。 斯 く.. -て 多くの 大名 

の 家々 に 入りて、 取沙汰 を 聞 出しけ る 所に、 攝州發 向の こと 定まりし かば、 河內に 

歸 つて、 此旨 をぞ吿 げたり ける • 

正 行 京都 逆 寄附 尊 氏 卿 都 落の 事 

さる 程に 左 衞門督 正 行 は、 智謀 父に も 劣らざる 良將 なれば、 同じき 十月 二：：： に 千， 1 

破 を 立ち、 三千 餘騎を 引率し、 忍んで 八幡に 陣 せら るれば、 四條中 納言隆 K 卿、 紀州 

勢に 野 伏 共 相 交へ て 六 千 餘騎、 宇治 里に 陣 せらる。 和 田 和 泉 守 高 家.^ 弟 新 發意源 

秀、 一 千 六 百 餘騎を 引率して、 尼 崎に、 堅固に 備 へて 控 へた， o。 斯 くと も 知ら や 京都 

の 勢 は、 同じき 三 m 南方に 發 向す。 先陣 は、 佐々 木 佐 渡 判官 入道 道 春. 土岐 大膳大 夫、 

三番 は 山 名 父子、 四 番は仁 木 一 色、 五番 は 吉良三 河 守. 今 川 五郎 入道 心 省、 六 番は細 

吉 今 川 *+^岐 佐々 木 以下 南方 發向 跗庄. 早瀨 忍の 事  ^ 
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川 相 模守淸 氏な り。 先陣、 其 日は芥 川に 着けば、 後陣 は 山 崎に 支へ たり • 正 行 は 八 

幡に 在って、 其 日 合戰の 評定 せらる。 安間 入道 進み 中3 で、 今夜 山 崎の 敵 を 打 散らし 

候 はんとい ふ。 正 行 聞き 铪ひ、 某が 思慮す る 所 はさに あらす。 敵の 多勢、 S 州に 發 

向して、 城々 を 攻めん 其 間に、 差違うて 都に 上 b、 尊 氏 兄弟 を 討 取る べし。 是れ根 を 

斷 つて、 葉 を 枯らす の 謀に あらす やと 宣 へば、 皆此 議にぞ 同じけ る。 安間 は、 先づ目 

の 前の 敵 を 追 散らし、 逃る 敵に 追鎚 つて、 洛中に 攻 入り 候 はか、 將軍 兄弟 を 追 落し 

候 はん。 * 方 差違うて 攻 上り 候 は、 南方 發 向の 勢 、跡より 取って返し 候べ し。 然 

らば 由々 しき 大事に て 候 はん。 先づ 今夜 亥 子の刻 計り、 山 崎の 宿を燒 立て、 逃ぐ る 

敵と 共に、 都へ 亂入 仕らん とい ふ。 正 行 重ねて、 山 崎の 敵 を追拂 はん は 安 けれども、 

翌日 白晝 に、 小勢に て 洛中へ 攻 上らば、 敵に 多少 を 見 透され、 而も 疲れたる 微 勢を以 

て 大敵と 戰は い、 大に危 き 合戦なる ベ し。 只 敵 を 南方へ 通して 後、 * 方、 京都へ 攻上 

らば、 足 利 兄弟 を 討 取らん 事、 案の 內 にあ， 9 と宣 へば、 皆是に 同じけ り。 京 勢 は攝州 

に 下着して、 細 川 陸 奧守顯 氏. 赤极 兄弟と 會 合し、 合戰の 評定 一 決して 後、 城々 を攻 


る 都 正 
に 行 
攻 、 
上京 


むべ しとて、 着陣の 日よ， 9 兩け は、 敵の 軍 立 を 見て 合戦 をすべし とて、 人馬 を 休め 

てぞ 居た， o ける • さる 程に 正 行 は、 同じき 六日の 子の刻に、 八幡 を 打 立ち 袷 ふ • 先 

づ尊 氏の 御所 七 條朱雀 へ は、 恩 地. 高 安 六 百 餘騎、 先鋒と して I 一 つ に 分る。 次 は 正 行 

七 百 餘騎、 是も 二手に 分けら る \ 直義の 宿所 西 三條へ は、 志 貴. 先陣と して 三百 餘 

騎、 後陣 は 安間 了 願. 早 瀨右衞 門 A 百 餘騎、 高武藏 守が. 宿所 針 唐 橋へ は、 丹 下. 庄. 木澤 

一 千 七 百餘騎 にて ぞ向 ひける。 恩 地. 高 安 は 二手に 分れて、 恩 地、 表の 門より 向 ひけ 

るが、 門 を 荒ら かに 敲き、 攝 州より、 合戦の 注進の 使者に て 候 • 御 門 を 開かれ 候へ と 

いひし かど も、 宵の 酒宴に ゃ醉 伏し けん、 番兵 等 能く 靜 まりて 音 もせす。 恩 地仕濟 

した， o と 思 ひ、 築地の 上 をば 跳 越えて、 城 芹 を 開けて 下知し ければ、 究- 党の 早業 共、 

五 人まで 內に飛 入， o て、 門 を 開かん とし けれども、 鑰の 差して 開か ざり ければ、 恩 

地口 〈築地 を 越えよ と 下知して、 我 もくと 乘入， 9 ける に、 搦手よ b 寄せけ る 高 安、 

早內に 入， 5 て 火を褂 けた， 9。 御所 中に 在 合 ふ 者 共、 こ は 何事 ぞと 周章 騷ぐ所 を、 寄 

手の 軍勢、 追 憑け く 討 取りけ り。 近習の 者 其、 大將尊 氏の 寢 所に 來 り、 夜 討の 入 

正 行 京都 逆 寄附 尊 氏鄕都 落の 事  M 


足 利 尊 氏 

死地^ 遒 


る 
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b て 候 j 今 は 叶 ひ 候 まじ • 一先 づ 一方 打破.^ て、 御 落ちな され 候へ と、 大將を 中に 

引 包み、 逞兵 三十 四人大 庭に 切って 出で、 打破って 通らん とし けれども、 皆 討死し 

て、 尊 氏 卿と 入江 大和 守. 津々 木 新 五と、 主從 三人に 討な され、 又 本の 所 へ逃歸 る。 

追手へ 打って出し 者 共 は、 門 を 開か ざれば、 一人 も 殘らす 討 たれに けり。 裏門へ 向 

ひたる 者 共 計、 少々 遁れて 落 失せけ り。 尊氏鄕 も、 甲 は 取りて 着 給 ひし かど も、 鎧 も 

着 給 ふ べき 間もなく、 太刀 計 取りて、 自ら 戰ひ給 ひける が、 旣に 薄手 二み 所 負 ひ 給 ひ 

ぬ • 今は遁 れつべ う もな し。 自害 せんと 宣 ひける を、 戸崎 刑 部 走， o& り、 此方へ 御 

入り 候へ と、 頓て 御手 を 取り 參ら せ、 湯殿の 後に 至り、 築地に 橋 を 掛けて、 走. o 登つ 

て 見る に、 人家の 裏にて 人 もな し。 願 ふ 所の 幸な りと 悅ん で、 大將を 始め、 主 從七人 

の 人々 登り 越し、 橋 を 此方へ 取って 後、 町人な どの 落 行く 體に 見せて ぞ 逃れ 給 ひけ 

る。 寄 手の 勢、 追 憑け 參られ ければ、 六 人の 者 共 返し 合せく、 防ぎ 戰 ひける 程に、 

四 人 は 討死して、 津々 木. 入江が 外 は、 御手 を 引く 人 もな し。 主從 三人、 虎口の 害 を 

遁れ て、 丹 波の 方へ と 落ち 給 ひける が、 桂 川 を 渡り 給へば、 其 夜 も旣に 明けに けり • 


其より 天 龍 寺に 入らせ 給 ひ、 生きた る 心地 ぞ 出で 來らせ 給 ひける， 是迄も 楠 寄せた 

知 hs 給 はや、 只 御內の 大名 中に、 逆心の 者あって、 夜 討に 寄せたり とぞ思 召さ 

れ ける。 尊 氏 卿の 御臺所 も、 此時 害せられ させ 給 ひぬ • 凡そ 御所 中の 男女、 或は 討 

たれ、 又は 燒死 する 者、 八百餘 人に 及びけ 

三 條典厩 拔落附 大樹 兄弟 御 歸洛の 事 

愛に 左 典 廐直義 は、 持佛 堂に 詣 して、 曉 の看經 して 坐し ける 所に、 志賁. 早瀨押 寄せ 

て、 門戶を 破り 攻 入って、 狼狽へ 廻る 者 共 を、 追 懸け 追 詰め 討 取りた，^ 然るに 直義 

は、 謀才 深き 人な b ける 故、 一 年備後 三郎高 德が隱 謀より 、樣 々思慮 を 巡らされ ける 

が、 都 近き 所に 楠 あり、 又此 頃の 人の 心、 味方 とても 頼み 難しと て、 持佛 堂の 屮、 板 敷 

の 下に、 大 なる 穴 を 掘らせられ、 其 間 四十 餘 間にして、 町人の 田邊彥 七 入道 寂 正と 

い へ る、 富豬の 者の 内倉 中へ 出 づる樣 にし 給 ひし を、 人 曾て 知ら ざり ける。 直義有 

合 ふ 者 共に 向 ひ、 今 は 遁れぬ 所ぞ， 汝等 能く 敵 を 防げ。 奥に 入りて 心靜に 自害す ベ 

1 一 一 條典鋭 拔落附 大樹 兄弟 御 歸洛の 事  H  一二 
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しとて、 御臺所 と共に、 女房 達 五 人， 近習の 士六人 を 召 具し 給 ひ、 持佛 堂に入りて 自 

害の 體に見 >」 給 ひ、 彼 穴より 援出 でて ぞ 落ち 給 ひける。 寂 正が 許に 厩 を 建て、 常に 

馬 七 八 疋も立 置かれければ、 御 臺所を も 馬に 乘せ、 小 原の 方へ 落し 參ら せられけ， 9。 

志賀 卓瀨、 生 捕の 者 共に 問 ふ に、 典 厩 は、 持怫 堂に 入りて 御 自害 候と いふに、 誠ぞ と 

思 ひ、 其 死骸 を 求めん が爲、 燒 けたる 跡に て、 持佛 堂の 灰 を 掃除 させけ るに、 死骸 は 

なくして、 堂の 下と 覺ぇ たる 所に、 大 なる 穴 あり。 人 を 入れ 見す るに、 寂 正が 家の 內 

に 出で たり。 扨 は直義 は、 此 穴より 出で た、 りと て、 諸人 大に 驚きけ， 9。 執事 高武藏 

守師 直が 宿所 も、 寄 手に 一 眛の 者あって、 豫 て相圖 をした る 事 なれば、 役所よ， 9 火 

を かけて 切， O 廻る。 寄 手の 勢 は 是に氣 を 得て、 喚き 叫んで 攻戰 ふ。 師直は 三百 騎計 

にて、 丹 下が 手より 切って 出で、 愛 を 詮と戰 ひし 程に、 我 身 も 痛手 四ケ 所まで 蒙りな 

がら、 難なく 駆 破って、 江 州 を 指して 落 行きけ り。 師 直が 舍弟越 前 守師泰 は、 將軍 兄， 

弟， 師直を 失 はんとし 給 ふぞと 心得ければ、 在 合 ふ 兵 二百 騎計 にて、 師 直が 宿所に 馳 

向 ひける が、 早 火の か、.. o. たる を 見て、 兄と 一所に 討死 せんと、 無二無三に 進みけ 


る を 、郎等 共大に 制しければ、 其より 是も近 江に ぞ落 行きけ る。 其 頃 在京の 軍勢、 四 

萬 計 も ありけ るが、 三 夕 所の 煙 を 見て、 何と 思 ひ 分けた る 事 もな ぐ、 命 こそ 大事な 

れと、 心々 に 十 方に 分れ、 落 行きけ る こそ 薄情 なれ • 正 行 は、 三 夕 所の 勢 を 一 所に 集 

め、 辰の刻に 引拂 ひ、 鳥 羽に 陣 を 取りて、 士  a 野へ 合 戰の旨 を 注進せられ ければ、 主上 

歙感淺 からす • 大和 大路へ 落ちけ る 勢 は、 大半 隆資 卿の 手へ W 取られし とぞ 聞え し。 

又 持 明院の 主上 上皇 は、 近 江の 武 佐へ 行幸なる。 然る 所に 尊 氏 卿 は、 丹 波の 高山 寺の 

城に 坐し ける が、 楠 又 向 ふと 聞え ければ、 高山 寺 を も 落ちて、 若狹に 週り、 其よ 匸 

州に 至って、 主上 上皇 を 始め 奉り、 直義. 師直等 i 叁り合 ひ 給 ひ、 頓て 三莴骑 になり 

しかば、 急ぎ 上洛 せんと 催し 給 ふ。 正 行此由 を傢へ 聞きぐ 吉野 殿へ 使者 を 參ら せて、 

御 心 易 かるべき 軍勢  一二 千 を、 皇居 守護の 爲に殘 され、 其餘の 士卒 を 賜 はり 候へ。 

江 州に 馳せ向 ひ、 足 利 を 討 取る か、 東に 追 下す か、 1 1 つ の內に 決す ベ く 候と 奏せられ 

しか ども、 攝 州に 敵 あれば、 皇居の 事覺 束な しとて、 何の 用 共な きに、 軍勢 一 萬 五 千 

餘騎、 芳 野に 召 置かれて、 一 人 も 上らせられ ざり しかば、 正 行 淚 を 流し、 今の 御 政道 

一 1 一條 典 it 拔落附 大樹 兄弟 御 歸洛の 事  12 
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にて は、 爭か 聖 運 を 開かるべき。 足 利 入洛せば、 敵陣に 駆 入りて 討死 せんと 宣 ひけ 

る を、 恩 地 兵衞. 安間 入道、 先 づ謀を 以て、 敵 を 一 當 あて 御覽候 か、 又は 河內へ 引返き、 

御 心中の 通り を、 奏聞せられ 候へ かしと 勸 めければ、 正 行、 此上は 近 江に 發 向し、 勢 

多 を 越えて 一 戦し、 謀 を 以て 唯 雄 を 決すべし と、 軍議 一 決して、 明 の 刻、 鳥 羽 を 

打 立たん と 宣^け る 所に、 尊 氏 早 勢 多 を 越えて、 大津 に 着き 給 ひし 由-聞え ける 故、 

此上 はとて、 千劎 破に 引取ち 給へば、 大樹 御兄弟 は、 頓て歸 洛し鈴 ひけり • 
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高 師 道 被 .奪，， 辨 內 侍 一事 

愛に 其 頃 南 帝に 仕へ 参らせられし 辨內 侍と 申せし は、 形の 最艷 なる のみなら す 、心 

ばせ 優し く？ -て、 敷 島の 道に 心 を 寄せ、 衣 通姬の 流れ を 汲み 給 ひける を、 高 武藏守 

師直、 如何なる 折に か 見^め けん、 樣々 心を盡 しける に、 先帝 崩御の 後、 密に文 を 作 

b  、山中 を 忍び 出で させ 給 へ 。御 迎を參 らせんと、 千度 百度 い ひ 遣し けれ ども、 御返し 

もし 給 は ざり ければ、 師直 も樣々 思慮 を 巡らし、 三位 行 氏 卿の 許へ 通 ひける 女の あ 

b ける を 求め 出し、 引出物 多く 與 へて、 色々 賺し賴 みければ、 此女 俄に 德 付きた る 

心地して、 安々 と頜 掌し、 行 氏 卿 お 侍の 許に 行きて、 北の方の 側近く 參り、 斯樣 

の 事の 侍る。 共に 計ら はせ 給 ひて、 本意 を 遂げさせて たび 候へ かし • 然 らば 所領 を 

高^ 直 被， 奪- -辨內 侍 I 事  一一 Is 
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も 多ぐ 附け 参らせ、 三位 殿の 官位 を も、 進め 参らせん と宣ひ 候。 若し 此事聞 入れさ 

せ 給 はやば、 御身の 上、 安穏に は 渡らせ 給 ふま じと いひければ、 さらぬ だに 高師直 

とだにい へ ば、 今の 世の 人の 怖れぬ もの もな きに、 いと 賴 もしく 閬 えければ、 北の方 

も樣々 心 を 巡らし、 辨內 侍の 方に、 古へ 仕へ し 女に、 梅 枝と て ありけ る を 招き 寄せ 

て、 如何にもして、 能々 調へ よかし とて、 文 細々 と 書き 認め、 術 を 委しく いひ 開かせ 

ければ、 梅 枝 慾に 心 引かれ、 命 を 神に かけて 肯せ けり。 師直 大に悅 び、 究竟の 若者 共 

を 選み 出し、 廿餘人 梅 枝に 添へ て、 吉 野の 山中に 差遣 はす。 梅 枝 若 黨共を 道に 留め 

置きて、 1 人 忍びやかに 內 侍の 許に 行きて、 三位 殿の 北の 御 方よ 、御 使に 罷り 候 • 

山里の 御 住居、 さ こそ i 思 ひやり 參ら する 每に、 卸戀 しさ も彌暂 に、 袂も 干し 敢す 

侍り。 此度住 吉へ詣 で 侍 ，9 し 程に、 逢 ひ 参らせん 事 を 思 ひ、 河內國 とやらん 高 安の 邊 

に、 相 知， o たる 人の 侍 ふに よう、 其に て 待ち 奉. o 侍る。 果敢なき 世の中と いひ、 まし 

て 亂れが はしければ、 此 度なら では、 爭か 相見參 らせんな どと、 細 々と 申して、 御文 

を參ら する。 內恃 限りなく 悅び給 ひ、 急ぎ 御文 を 開き 見 給 ふに、 黑み 渡る 迄に 書き 


給 ひて、 奥に， 

逢見ん と 思 ふ 心 を 先立て ゝ釉に しられぬ 道 芝の 露 

と、 一首の 歌 を 書き 給へ り。 內侍涙 を 押へ、 誠の 母君に 捨てられ 參ら せし より は、 其 

にも 搽. りて、 思 ひ 給 ひし 御 情の 忘れで、 朝夕 戀 しう 思 ひ參ら すれと て、 君に 御 暇 を 

乞 ひ、 女房 二人. 靑侍 三人 召 具せられ、 取 敢す出 給 ひける 所に、 道に て 若黨共 出逢 ひ 

て、 北の方 は、 高 安に 待たせ 給へ ども、 人 多くて むづ かしければ とて、 住 吉へ御 通り 

候 か a 是へ御 出 候 は， 5.、 あれまで 具し 奉れと 仰 置かれ 候へば とて、 人數 多く 出で て 取 

留む。 こ は 心得ぬ 事 かな。 住吉 まで 遙々 と、 何として か 行くべき、 御輿 を 返せと 宣 

へ ば、 靑侍 共、 頓 て 輿 を 返 さんと する に、 只住吉 ま で 急ぎ 給へ と 引 立 つる。 こ は 堙不 

盡 の所爲 かな。 如何にも 叶 ふま じと 引留 むる。 物の 心 をも辨 へざる 荒夷 共、 さない 

はせ そとい ふま ゝに、 三人 共に W 取ったり。 內侍 は最 怖じく、： m え 入る 計りに て、 鬼に 

取られ 給へ る 心地して、 聲を 限りに 泣き 給 ふ。 武士 共 は 情なく も、 今夜 住吉 まで 急 

ぐ ベ し。 武州も 其まで 出向 ひ 給 ふらんと い ひ 罵りて、 飛ぶ が 如くに、 石 川まで 着き 

高師直 被， 奪 M 辨內侍 I 事  一 一一ち 
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ける 所に、 楠 左 兵 衞督正 行、 吉野 殿へ 參 るに 行 合 ひたり。 若黨共 はっと 思 ひ、 傍なる 

木陰に 立 忍ぶ を、 正 行 心 元な く 思 ひて、 事の 樣を問 はせられ ける に、 局 方の 住 吉に詣 

でさせ 給 ふ とい へば、 W はとて 過ぎなん とする に、 内侍の 泣き 給へ る聲を 聞き、 押 

して 御輿の 邊へ立 寄 b  、如何に やと 問 ひ 給へ ば、 斯樣々 々の 事に 侍 ふ i 答へ. 給 ふ。 

正 行.、 W こそ 思 ひつる 事よ。 芳野 殿に 參 つて 奏すべ し。 其 程 は 皆 召 取れと 下知し 給 

へば、 今 は 叶 はじと や 思 ひけん、 若 黨共四 人、 太刀 打 振って 懸， o ける を、 大勢 中に 取 

籠め て、 四 人 共に 討 取りければ、 其 餘の者 共 は、 跡 を も 見やして 逃 行ぐ を、 若者 共 追 

« けて、 悉ぐ搦 めけ り • 

楠 正 行 詠歌 附辨內 侍 • 吉田宗 房 卿 秀句の 事 

斯くて 楠 正 行 は、 芳 野の 皇居に 參內 し、 事の 由 を 奏聞し 給 ひければ、 主上 数 間 坐し、 

梅 枝 を樣々 賺 して 問 はせられ ける に、 女の 淺猿 さは、 あ， 9 のま、 に 一 事 も泄ら さす 

白狀 す。 頓て梅 枝 を 尼に なし、 歸 つ て 此有樣 を 申す ベ しとて 追放 たれ、 若黨共 は、 悉 


く 死罪に ぞ行 はれけ る • 此度正 行參， 9 合 は ざり せば、 內侍は 辛き 目に 逢 ふ べき を、 

賢ぐ も 計ら ひつる もの かなと て、 內侍を 正 行に 賜 はらんと 敕誌 ありけ るに、 正行畏 

つて、 

と て も 世に 存命 ふ ベく も あらぬ 身の かりの 契 をい かで 結ばん 

と 奏して、 辭し 申されければ、 諸人 其 時 は 心得難く 覺 えしが、 後に ぞ思ひ 合 はせ け 

る。 此內侍 は、 右 少辨俊 基 朝臣の 息女に て 坐し ける が、 父 俊 基 朝臣、 相模 入道 崇鑑 が 

爲に 害せられ 給 ひて 後、 母君 さ へ 世 を 厭 ひ 給 ひければ、 其より 三位 行 氏 卿の 許に 坐 

しける^、. 先帝 船 上より 御 還 幸の 後、 召 出されし かば、 御宫 仕へ し 給 ひける に、 又 天 

下亂れ て、 皇居 も 定まら ざり しか ども、 離れ 奉ら 一で、 此芳 野の 山中 迄も叁 り、 君に 仕 

へ 皋られ けり。 . され-ば 先帝の 御 時、 或 夜 四 條中納 言隆資 卿. 洞 院左衞 門 督實世 卿丄ロ 

田 中 納言宗 房 卿、 其 外の 公卿 數多 候し 給 ひける に、 御酒 給 はらん とて、 此內 侍の 御 

土器 持 出で 給 ひける に、 如何し 給 ひけん、 取 落して、 二つ 計りに 破れければ、 先帝 御 

氣色惡 しぐ 見えさ せ 給 ひける に、 內 侍取敢 す、 

楠 正 行 詠歌 附辨內 铮.吉 田 宗房鯽 秀句の 事  き 九 
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さか づきの 破れて ぞ出づ る 雲の上 

と宣 ひければ、 君 御 心 よげ にて、 誰 にても つけ 候へ かしと 敕 あ b ければ、 宗房 卿、 

星の 位の ひか， 9 そへば や 

と 附け給 ひし かば、 君 甚だ 御 入 興あって、 夜 も旣に 明けなん とする まで、 人々 御酒 

たべて 候 ひける に、 山 烏の 聲の 聞え ければ、 隆資 卿、 

還 幸と 鳴く ゃ芳 野の 山鳥 かしら も 白し 面白の 夜 や 

i 詠 じ餘 ひし かば、 君彌 御叙感 あって、 人々 返 出し 給 ひける とぞ 聞え し • 

住吉 合戦 附山名 三 河 守兼義 討死の 事 

さる 程に 武藏 守師直 は、 正 行に 支 へられ、 辨內侍 を 奪 ひ 得 ざ b しかば、 大に 怒り 憤 

り、 河 州に 發 向して、 楠 を 退治 仕り 候 はんと 申しければ、 將軍 許容し 給 ひ、 然 らば 多 

勢 を 催し、 來春 は師直 罷り 向 ひ、 正 行 を 誅伐す ベ し。 さ b ながら 當時、 助の 勢 を 差 下 

さすば、 天 王 寺 を も 追 落されぬ と覺 ゆる ぞ. .0 て、 同じき 十 一 月廿 三日、 山 名 伊豆守 


時 氏 兄弟 を、 六十 餘騎に て ぞ差 下されけ る • 細 川 陸 奧守顦 氏 大に氣 を 得、 元の 天 王 

寺に 陣を 堅う して 守ら るれば、 山 名 兄弟 は、 住吉 に陣を 取って ぞ 居られけ る • 左 金 

吾 正 行 此旨を 聞き、 渡邊の 川より 此方に 城 を 構 へられな ば、 勇々 しき 大事な り。 歒 

の 不意 を 撃たん に は 如か じと て、 同じき 廿 六日の 子の 下 S  、在 合 ふ 勢 を 引率し、 千靱 

破 を 立ちて、 河 ft の 府中に 着けば、 五 百餘騎 にな b ぬ • 斯 くして 辰の刻に は、 和 田. 

漤淺. 安間， 恩 地等馳 集りて、 三千 餘騎に 及びけ， 9, 正 行、 野瀨. 花 田 を 打 過ぐ る， こて、 

板 持 • 野 上. 輟原 とい ふ 三人の 忍び を 呼 寄せ、 思ふ樣 あれば、 汝等は 泉 州に 行き、 石 律 • 

萬 代 ♦ 深 井の 在家に 火 を 放て • 然 らば 和 田 高 家 も 急ぎ 馳せ來 る べし。 住 吉の敵 は、 和 

泉より 和 田 向 ふぞと 心得て、 住 吉の崧 原擯の 手より 押出し、 遠 里. 小 野の 邊へ打 出で 

ん所 を、 正 行 不意に 山 名が 陣に駔 入.^ て、 一 時に 雌雄 を 決す ベ しと 宣 ひて、 野 伏百餘 

人 を 相 添 へ て、 泉 州に ぞ 遣され け る。 是は 去ぬ る 夜より、 高 家の 方 へいひ 遣され け 

るに、 只今 罷出づ べしと 返事 はありながら、 泉 州の 出馬の 遲き 故に、 出陣 を吿 げん 

が 爲、. 又 敵 を 謀らん が爲、 一 謀に て、 二つの 術 をせられ しな、 正 行 は、 萬 塚より、 三 

住吉 合戦 附山名 三 河 守^ 義 討死 の 事  m 一 
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ネ：五 百. 餘騎を 五 軍に 分けら る、。 .. 先陣 は 恩 地. 丹 下 七 餘騎、 二. 陣は和 田. 新 發意源 

秀 * 安間 了 願、 三軍 は 志 貴 • 早瀨. 湯 淺七百 餘騎、 靜ま b 返って 押 寄す る。 山 名 兄弟 は、 

"案の. 如く 石 津の 在家に 火の か、 りたる を 見て、 岸 田より 、高 家 向 ふぞと 心， 得、 芋 

を # けて 戰 へ とい ふ. 程 こそ あれ。 赤松 は、 遠 里 • 小 野に 陣 すれば、 土岐. 佐々 木 は 三 

ネ餘騎 にて、 安倍 野の 東西に 陣を 張る。 細 川 奥州 は、 新手に 人替 らんが 爲め、 天 王 寺 

お 堅く 備 ベて 待 たれ. たり。 .3 名 兄弟 は、 四千 餘騎 にて 、爪 生 野の. 南の 方に： 龊出づ る。 

正 冇 は 、做 思 ひの 外 多勢な りと て、 一 二の 陣を 一 竽に. なし、 靜々 と 押 懸からる。 山 名が 

勢、 す は 菊水ぞ とい ふま、 に、 旗の 手に 氣を 呑まれ，、 周章 騒 ぐ 所 に 、和 田 新發意 源秀、 

金 洞の 上に 洗 皮の 大鎧を 着し、 大 太刀 小 太刀 ニ振帶 び、 六尺 計， -の 長刀の、 金の 蛭 

卷 しおる を 小脇に 搔 挾み、 莞爾と 笑うて 進んだり。 安間 了 願 は、 唐 綾緘の 鎧に、 词 毛 

^五 枚 兜 鍪の大 鍬 形 打った る を 猪首に 着、 紅の 大笠印 を吹亂 させ、 小 太刀 一 振帶， び 

て 、柄の * さ 一 丈 三尺 ありけ る鏠 を、 馬の 卒 頸に 引 そばめ 、雨 人、 諸卒に 先立つ 事 三 

Sg 計りに して 進みし かば、 次に 恩 地. 丹 下、 長刀 を 馬上に 撗ぉ へ、 士卒 を 下知して 進 


んだに 山 名が 勢、 和 田. 安間に 突立 てられ、 漂 ひ騷ぐ 所へ、 多勢 咄と 切入れば、 山 名 

が 勢 散々 に戰ひ 負け、 我 一 にと 敗走す e 時 氏の 舍弟三 河 守 兼義、 取って返して 戰ひ 

しが、 終に 譽田 將監 光康に 討 たれぬ。 原四郞 太郞. 舍 弟四郞 次郎. 綿 賞 下野 守. 興 浦 四 

郎實俊 • 同 藤 六. 大甘 六郎. 小 崧原刑 部 左衞門 尉. 野木與 一 兵衞を 始め として、 宗徒の 

者 共 四十 餘人 討死す？ 山 名 伊豆守 時 氏 も、 自ら 手繁 く相當 つて、 痛手 數タ所 負 はれ 

ける を、 高山 • 小 林. 猪 野 七郎を 始めと して、 譜代 恩顧の 若者 共、 命 を輕ん じて 栩戰ふ 

に、 伊豆守 危き命 を 助り、 漸々 落延びられけ りノ 之 を 見て 住 吉の崧 原に 控 へ たる 

赤 菘筑前 守、 矢 一 つ だに 射す、 天 王 寺 を 指して 引返く。 さし も 京方に て、 鬼神と もい 

はれつる 赤 核 兄弟 だに、 山 名を捨 殺しつ る こそ 薄情 けれ。 安倍 野に 控 へたる 土 岐. 

佐々 木 等 も、 十町餘 b 駆 出で しが、 一 戦に 打 負けて、 一 同に 敗走す。 此の 如く 京方の 

諸 s 悉く 崩れ 立ち、 我先にと 逃ぐ る 程に、 渡邊の 橋より せき 落され、 水に 溺れて 死 

する 者數を 知ら や。 漸々 死 を遁れ たる 軍勢 共、 這々 京都へ 逃 上る • 淺猿か b し 事共 

なり。 

住 化 口 合戦^ W 名 一〗 一河 守諕義 酎 死の 事 ，. 
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京 勢 多 被-生 摘， 附正行 情深き 事 . 

此度 渡邊の 橋より せき 落されて、 水に 溺れし 兵 數百人 あ- 5 ける を、 引 揚げて 、悉く 生 

捕 hs けり。 先づ 宗徒の 者 共に は、 山 名が 手に て 小 林 右^助 • 桐 野 刑 部. 久米 兵衞. 江 原 

藤 內左衞 門. 澤原 十郞. 八 木十郞 太郞. 板屋 三 郞 以下 四十 二人、 細 川が 手に は、 高 島 < 

郞. 三山彌 八. 小澤平 次. 小 笠 原 孫 次 郎等 を始 として 廿八 人、 赤崧が 手に は、 柏 原 源 太. 

三， 日月 三郞 光. 伊藤 十郞 次郞. 羽 川 又 太郎. 宇. 野 七郞. 田 原 一 郞. 魚 住 孫 A 以下 廿 一 人、 

. 土岐が 手に は、 稻葉兵 庫 正久. 明智大 五. 坂 田 左 近. 日 极野彌 太郞. 富 田 九 郎等 廿 三人、 

佐々 木が 手に は、 永 原 越 前 守. 野 州 刑 部. 馬 淵 十 郞次郞 • 高 宮九郞 八郞. 瀨多 九郞常 氏. 

一 子犬 王 丸. 同 田 法師. 矢 橋 橘 次。 高宮. 小牧. 志那. 長濱等 四十 六 人、 凡そ 生 捕 五 百餘人 

其 内侍 百 五十人、 其 餘は雜 色 下部な り。 手 負 三百 餘人 ありと かや。 各誅 せらるべき 

の 由 申せし かど も、 正 行、 いや/^、 何れもさせる 朝敵に あらす。 木 國に歸 しなば、 謀 

の 種 と ぞ ならん すらん とて、 死を宥 し、 待 百 五十人に、 何れも 小釉 一 重を與 へ、 雑色 


下部に 至る まで、 分々 當々 に 小袖 を 下し 與へ、 鎧. 太刀 * 刀. 鞍. 具足、 尋常に 仕立て 與 

へられければ、 時の 人、 これ を 美談と せす とい ふ 事な し • されば 五百餘 人の 內 十四 

人 は、 正 行の 情の 程 を 感じ、 正 行に 馬し、 四條繩 手に て、 一 所に 討死し ける こそ 哀れ 

なれ， 

本 宫返忠 附入幡 落城 同 早 瀨右衞 門 討死の 事 

住吉の 合戦に、 京都の 勢戰ひ 負け、 命の ある を 勝に レて、 漸々 逃 取りし かば、 將軍兄 

弟、 安き 心 もし 給 はす， 如何 あらんと 評定し 袷 ふ。 其 時 K 義宣 ひける は、 何と ぞ謀 

を 廻らし、 八幡の 城を攻 落し、 * 方の 城と なしな ば、 南方 征伐の 便と もな り、 且は都 

守護の 爲 にても ある ぺければ、 忍んで 人 を 遣し、 八幡の 衆徒 を 語ら ひて、 見 候 は^ 

やと 宣 へば、 皆此 儀に 同じ、 卽ち 社僧 を師 直が 方に 呼 寄せ、 忍びやかに 語ら ふに、 拙 

$5 は 出家の 身に て 候へば、 叶 ひ 難く 候 • 本 宮太郞 左 衞門. 木 澤與ー こそ 親しく 候が、 

芳 野 殿. の罄 運 開かるべく もな しとて、 力 を 落して 罷在 候な り。 所領 を 賜りな ば、 一 

京 墩多被 n 生 捕- 跗正行 情深 さ 事 本宮 返忠附 八幡 落城 同 早 瀨右衞 門 討死の 事 二 k 
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定 * 方に 叁るべ ぐ 候と いふ • 師直 大に悅 び、 本 宮. 木 澤返忠 して、 八幡 を攻 落しな ば、 

所頜は 望に 任すべし。 和 僧 も所頜 一所の 主たるべ しとて、 頓て判 形 を 出しけ り。 社 

僧 判 形 を 持ちながら、 態と 隱 して、 此事を 本宮に 語りければ、 本宮 は、 流に 棹す 心地 

して、 忽に 同心す。 其 時 彼 僧、 師 直が 判 形 を 見せければ、 本宫、 所 頜を給 はらん 事 は、 

^く 候べ ども、 總領湯 淺孫八 を U されん に は、 一 * 仕， 9 て も 何 かせん • 湯 淺が今 ま 

での 罪過 御免あって、 本領 安堵の 御敎 書の 上に、 直義 朝臣の 添狀、 師 直の 私の 判 を 

給 はり、 某に 新 恩三ケ 所、 河 州に て 給 はらば、 木澤を も、 * 方に 申 進め 候 はんとい， V 

彼僧悅 び、 又武 州が 方に 來り、 此由斯 くと いひければ、 師直彼 法師 を 相 具し、 將 軍の 

御所に 參， 9、 此旨を 申しければ、 謀な b ぬと て 大に悅 び 給 ひ、 尊 氏 兄弟、 御 敎書を 出 

されければ、 師直 も、 私の 判 を 出しけ る。 社僧 悅び、 本宮に 見せければ、 木 宮之を 見 

て 木鐸 を 呼 寄せ、 此旨を 知らせければ、 木澤も 早速 同心 をぞ したりけ る。 然れ ども 

師直、 楠に、 斯樣の 事に て 、謀られた る こと 數度 なれば、 二人の 中 一 人 は、 此方へ 來 

給へ •，， さなき に 於て は、 勢 を 八幡に 差 向けん 事、 叶 ひ 難しと いひ 送れば、 兩人， 尤 i 


や 思 ひけん、 本宫 は、 一 子 を 忍んで 京へ 上しぬ。 木澤 は、 降 人に 出る 體 にて 、京都へ 

ぞ出 でた b ける。 師直、 扨 は誠ぞ と悅ん で、 核 井山 城 守 氏 種 • 神 保 十 郎左衞 s: 立 重 を、 

二 千除騎 にて、 八幡 山に 差 向けら る • 本宫豫 ての 約の 如く、 百餘人 を、 我 後 所より 城 

中へ 引 人る • 寄 手 は 相圜を 定め、 俄に 鬨を 作り、 喚き 叫んで 攻懸 る。 城兵 等、 こ は 如 

何に と 駭き騷 ぐ 所に、 本 宫太郎 左衞門 尉、 我 役所に 火 を 掛けて、 咄と 喚いて 駔出づ 

れば 、城の 大將早 瀨右衞 門 尉、 腹卷 計， 9 取って 打 かけ 切って 出で、 愛 を 先途と 相戰ひ 

七顚八 倒して 防ぎ， しが、 多勢の 中に 取 籠め られ、 郞 從百餘 人と 共に、 同じ 枕に 討死 

して、 落城に ぞ 及びけ る。 恩 地. 安間 煙 を ^ て、 八幡に 力 を 合せん 爲め、 飯 盛の 城よ 

b 打って出で、 翌 七日の 卯の 刻、 八幡に 馳向 ひければ、 木澤. 本宮 等、 豫て京 勢に ゃ吿 

げた せん、 河 州より 勢の 來 らんす るつ まくに、 軍勢 を 差 向けて 待 懸け たれば、 飯 

盛 勢 は、 早速に 引取りけ り • 京都の 忍び 共、 千靱 破に 走り 歸り、 今 曉京勢 共、 鳥 羽の 

方より 發向 仕り 候 程に、 先づ 注進 仕らん 爲め、 馳來 b 候 所に、 早 八幡 落城に 及び 候 

故、 先づ飯 盛へ 此事を 知らせ 候へば、 夜 W にこ. そ、 勢 を も 出す ベ けれと 宣ひ 候と い 

本宮 返忠附 八幡 落城 同 早 瀨右街 門 討死の 事 
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ふ。 正 行、 扨 は 早瀨は 討死に 極れ， o。 哀れ 八幡 を 引き 候へ と、 頻 にい ひつる もの を • 

謀叛 人 は 誰と か閡 くと 間 ひ 給 ふ。 仔細 は 存せゃ 候と いふ。 正 行 思 ふやう あ， 本宮 

にて ぞ あるらん と宣 ふ。 其智の 明かなる こと、 宛 も 神の 如く なれば、 皆 人 舌 を 震 は 

しける。 

： 本営 軍 意 見附 京都 勢 南方 發 向の 事 

さる 程に 將軍 兄弟 は、 本宮. 木澤 が忠功 莫大な， C- とて、 賞祿 厚く 宛 行 はれ、 其 後 南方 

發 向の 評定 あ り。 .If 宮 申しけ る は、 謀 を W て 戰ふ時 は、 小 を 以て 大を 挫ぐ 事、 良將 

の 常と する 所に て 候。 まして や 多勢 を W て.、 小敵と 戰 はんに、 謀 を 以てせば、 勝た 

すと いふ 事 や 候べき。 某 累年 南方に 候 ひて、 楠 二 代の 術、 能 存じて 候 もの をと い へ 

ば、. 教 事武藏 守、 賴 もし、 く。 師直 多勢 を 率し、 南方に 發 向し、 是非 楠 を 誅伐せ ん 

と 思 ふ は 如何にと い へば、 本宫 聞きて、 某 一 大事 を敎へ 申し 候べ し。 楠 は 常に 忍び 

の 者と 號し、 奇妙の 者 共 を、 數多 都に 附 S き 候が、 或は 商人 又は 乞食 法師な どと て、 


樣々 の 形に 變じ、 洛中の 取沙汰 を 3 々に 聞きて、 千靱 破に 吿げ 知らせ 候 故 * 方の 

* は、 却て 敵の 媒 i な" 候なら。 然れば 先づ彼 忍びの 者 共 を、 御 退治な され 候べ し • 

次に 南方 御發 向の 事、 以前 度々 南方に 向け 給 ふ 人々、 渡 邊の橋 を 越え 候に よ， 9、 楠が 

勇 を 恐る、 上に、 又 大河 後に ある を 恐れ 候" 是 れ先づ 味方 利 を 失 ふ 其 1 つに て 候。 

其 上、 摘、 渡邊に は、 大敵 を 小敵に て 防ぎ 戰ふ術 を、 能く 仕覺 えて 侯。 又 * 方、 天 王 寺 • 

安倍 野 • 住吉に » を 取り 候. 故、 先陣 敗北 仕る 時、 後陣 泳 ふべ き 要害の 地 候 はす •  s こ 

そ 毎度 河水に 溺れて、 多く 勢 を 損じ 候。 然るにより、 某 愚案 を 巡らし 候に、 此 度に 於 

て は、 越後 守 殿 I は、 渡邊 よ， り 泉州堺 に着陣 あって、 西國 より 海上 を 渡る 味方 を、 待 

兮 けられ 候へ。 楠 不意に 寄せ 來 らば、 早速 勢 を 出さす して、 敵の 多少 謀の 程 を 見 課 

せて 後、 一時に 雌雄 を 決せられ 候へ。 又 武藏守 殿 は、 多勢に て 飯 盛の 城 を 攻められ 

候へ- 然 らば 必定、 正 行 後 詰 をぞ 仕らん。 其 時 城兵の 切って 出で ざる やうに、 味方 五 

千 計りに て、 飯 盛 を 取 園 ませ、 南の 方 四 條繩手 を 前に 當て、 伊 駒. 外 山の 祟に 取 登り、 

鳥 雲に 備を 設け、 打 下し， 戰ひ懸 つて 敵を惱 しなば、 味方 勝た で 候べき か • 又武 

本宫軍 意 見附 京都 轡 南方 發 向の 事  き 冗 


南朝 太平 記 卷第 十六 .  き S 

州 は、 飯 盛より 三十 町 計り 此方に、 多勢に て 堅固に 御控へ 候べ し。 然 らば 如何なる 

正 行と も 申せ、 敗軍 仕らで 候べき と 申せば、 將軍 兄弟 感心し 給 ひ、 先づ 楠が 忍びの 者 

を、 尋ね 出せよ と 下知し 給へば、 河 州より 來り たる 町人 共 を 置く ベから すと て、 或 

は 生 捕り 又は 死罪に 行 はれし か， ども、 忍びの 者 一 人 もな くして、 實の和 泉. 河 內の商 

人. 細工 人 等 、多く 橫 死に ぞ會 ひに ける。 忍びに 名 譽を顯 はした る 板 持十郞 は、 己 は 

京に、 上下 八 人に て ありながら、 伊賀の 者な，^ と 偽り、 あらぬ 者の 首 五 つ 取 り て、 楠 

が 忍び を 討って 候と て、 正 行の 判 形 を 取 添へ て 差 上げければ 、褒美と して 砂金 廿兩 

を 給 はりし 故、 是ょ， o 板 持、 京 中 を 怖る ゝ 方な く 走う 廻り て、 取沙汰 を 聞 出し、 千靱 

破に 注進 をぞ したりけ る • 斯くて 高 越後 守師泰 は、 河 州に 發 向すべし とて、 手勢 三 

千 餘騎を 引率し、 同じき 十二月 十四日の 未明に 都 を 立ちて、 淀の 津に 着禪 す， 此手 

に馳加 はる 人々 に は、 武田 甲斐 守 百 五十 騎、 逸見 孫 六 入道 百 三十 騎、 是等は 鳥 羽に 

陣を 取る。 厚東 駿河守 は 二百 餘騎 にて、 赤 井河 原に 陣し、 宇都 宮三川 入道 は、 七百餘 

騎 にて 大 渡に 陣を 張る。 赤 崧信濃 守 は、 五 百餘騎 にて 伏 見に 着けば、 近邊の 公事. 武 


者 三百 人 馳， 加 はって、 七 百餘騎 にて 控 へた 小 早 川 備後守 は 三百 餘騎 にて、 二  口 

に. 陣を 取る。 其 勢 凡て 五 千 八百餘 騎とぞ 聞え し • 斯くて 同じき 十八 日の 戌の 刻、 高 

武 藏守師 直、 七 千 餘騎に て 八幡に 着く。 此 手に 加 はる 人々 に は、 仁 木 左 京大 夫賴 章、 

二 千 餘騎を 率し、 眞木鄕 葛 葉の 里に 陣を 取る。 今 川 五郎 入道 心 省 は、 一千 餘騎 にて 

鹿 島に. 陣し、 細 川 河 波 將監淸 氏、 百餘騎 にて 山 崎に 着陣 す。 武田 伊豆守 氏 信 は、 千 五 

百餘騎 にて 櫻 井に 陣し、 高 刑 部大輔 は、 二 千餘騎 にて 葉 室に 陣し、 同播磨 守お、 一 千餘 

騎 にて 水 無瀨に 着ぐ。 宇都 宫遠江 入道. 蓬 智千葉 介貞胤 は、 兩勢 合せて 六 百 餘騎に 

で、 芝 田 鄕に陣 を 張る。 南 遠 江 守 は、 七 kn 餘騎 にて 天地 河原に 陣を 取れば、 同 次郎右 

衞門尉 は 、七 百餘騎 にて 淀 河に 船 を 浮べ、 奇 道に 備 へて 向 ひたり。 其 外 佐々 木 佐 渡 

人道 道 譽五百 餘騎、 同 六角 判官 八 百 餘騎、 同黑田 判官 五百餘 騎、. 長 九 郎左衞 門 尉 信 

綱 三百 餘騎、 土岐周 濟坊. 明 智兵庫 助 七 百 餘騎、 萩 野 尾 張 守 朝 正 五 百 餘騎、 崧田備 前 

ニ郎 一 千 餘騎、 須々 木 備中守 八 百 餘騎、 宇都 木 平 三 七 百 餘騎、 曾 我 左衞門 一 千 餘騎、 

. 谷川 兵 庫 助 三百 餘騎、 赤 极筑前 守 範貞八 百 五十 餘騎、 原四郎 太郎. 同四郎 次郎. 同 四 

： 本 宮軍窩 見附 京都 勢 南方 發 向の 事  il 
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郞三郞 五 百 餘騎、 凡そ 其 勢 二 萬 七 千 餘騎、 山野 一 it に 陣をぞ 取ったり ける • 

木澤 入道 忠貞の 事 

木 澤孫六 入遨淨 賢、 千劎 破に 使者 を 遣 はして 申しけ る は、 一 族 本宫太 郞左衞 門が 方 

よ， 9、 足 利 殿の 御敎 書な りと て、 入道に 逆心 を 進め 候。 內々 の 御 謀の 如く、 僞 つて 敵 

方に  一 * 仕り、 術に 乗せて 討ちた く は 候へ ども、 本宮 とい ふ不覺 人が、 累年の 御 厚 

恩と いひ 、遊れ 難き 重恩 を 忘れ、 隱謀を 企て 候。 然れ ども 入道 も、 若し 本宫に 一 味 や 

せん i  、暫くの 間 も 疑 はれ 候 ひなば、 以來 如何なる 忠功を 勵み候 とても、 瞥仇 事に 

てぞ候 はん。 さるに 依って 入道が 二心な き 心底 を顯 はし、 身の 存 C を、 君と 共に 定 

めん i 存じ、 足 利 殿の 御敎書 二通、 執事 武藏 守師 直が 添狀、 又 本 宫が狀 を も、 封 を も 

切らす、 其 ま、 にて 差 上 候と て、 本宫の 使者 一 人、 師 直が 使者 一 人、. 二人の 使者 を 召 

取って ぞ 送りけ る。 正 行. 其忠心 を感稱 し、 神妙々々 とぞ宣 ひける。 正 行 諸 臣に向 ひ， 

定賢. 忠貞の 行跡、 感 する に餘. 5 あり とはい ひながら、 先づ僞 りて 陰謀に 與し、 當家 


へ 新く と 通じな ば、 正 行 何 ぞ疑ふ ベ き • 能き 謀い くら も 出來 り、 師直を W 取らん こ 

と、 案の 中なる べきに、 是ぞ殘 心の 至， 9 なりと 宣 へば、 平 三 郎左衞 8： 、仰尤 にて 候と 

ぞ 申しけ る • 斯る 所に 正 行の、 京都に 附 置かれた る隨 一 の 忍びの 名人 板 持 十 郞立歸 

昨 十八 曰の 夜の 戌 刻 計ら、 師直 八幡に 着陣 仕り 候。 渠等 兄弟、 諸國の 大名 相 集つ 

て、 三 萬餘騎 もや 候らん。 此度は 師直手 向 ひ 候が、 辨の內 侍 を 奪 ひ 得 ざり しこと を 

憤り、. 千劎 破を攻 落す か、 師直河 州に 骸を 曝す か、 二つの 中に 決せん と、 廣言を 吐き 

候な， CS, 其 御 心得 候べ し i ぞ吿げ おりけ る • 


や 


§ 太平 記 卷第 十六 終 . 

木澤 入道 事  靈 
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楠 正 行遣誡 * 南 帝 正 行 館へ 被き，， 敕使， 事 

さる 程に 左 衞門督 正 行 は、 京 勢 多く 八幡に 着きぬ と 聞え しかば、 一族 老臣 等 を 集め、 

合戦め， 評定 あり。 和 田 和 泉 守 高 家. 故 悤地滿 一 が 子 安 問 了 願 進み出で、 此度 は敵兩 

方 ま， 9、 手 を 分けて 向 ひ 候 なれば、 先づ * 方の 城々 に 兵糧 を 籠め、 二 ヶ月 計，^ 戰は 

つ ひえ 

んに、 諸 國の取 集め 勢 まれて、 多く は 逃 失せ 候 はん • 例の 如く 其 弊に 乘 つて、 諜を以 

て戰 ひ， 候 はい、 * 方 勝た すと いふ 事 や 候べき i いふ ノ 正 行 聞き 給 ひ、 旁の 宣ふ所 SS 

p 當れ り。 さり 乍ら 當 時の 御 政道 を 見る に、 爭か聖 運 開かるべき • 我 父 建武に 討死 

を 遂げ 給 ひし も、 心中 今 思ひ當 b た り。 某 を殘し 蘆き 給 ひし は、 諸 卿 後悔 あ つて、 能 

き^も 出 來ん丄 、思^ 給 ひたるな る ベ けれども、.. 猶も 朝政 正しから. す、 又 武の謀 を 


なし 給 はん 人々 にも 非す • 正 行 又 多病 なれば、 世に 存命 ふべ しと も覺 えす • 若 病に 

胃され 世 を 早う せば、 無念の 至りな らん か • さるに 依って 正 行に 於て は、 此度 討死 

候ぞ。 舍弟正 時 § が正儀 は、 命 を 全うして 千劎 破に 引 籠.^、 幼子 多 門 九 を 守 立てら 

れょ。 正 行 討死の 後、 諸 卿 も爭か 狸に 服 は ざらん。 t 父 正 成の 遺言に、 少しも 背き 給 

ふ ベから すと て、 悉く 遺誡 を殘し 置き 、郎等 三百 八十 六 人の 內、 二百 八十 餘人 は、 家 

の S に殘し 留め、 百 人 を 勝って 戦場へ 向 はんと、 自筆に 姓名 を 書付 けらる。 暫く あ 

つて 舍弟 大和 守 正 時、 誰か は 今の 世に 存命へ たく 存す べき。 春 日 大明神 も 照覽め 

、• 正 時こ^ て は、 是非 御供 候ぞ と、 詞を 放って 申さる、。 正 行大に 驚き、 此上は 力 

なし。 八幡 も 知見 あれ。 正 儀 留まら やん ば、 父兄に 對 して 不孝の 至り、 未來 迄も拗 

當ぞ と宣 へば、 正 儀 涙 を 流し、 兎角の 返事に も 及ばす。 正 行に 相從ふ 人々 に は、 舍弟 

大和 守 正 時. 和 田 和 泉 守 高 家. 同 新發意 源秀. 同 新 五郎 正朝. 同紀六 左衞門 父子 三人. 

野 田 四郞. 金 岸 兄弟. 畠山與 三. 同 六 郎. 河 邊石掬 九. 楠 右近 將監 正忠 II 正. 關地 良圓. 安 

間 了 願 以下、 其 勢 三千 五百餘 人な り。 其內正 時の 郞從廿 八 人、 和 田 高 家の 郎等 卅人、 

楠 正 行滾誡 开南帝 正 行 館 へ 被" 遣- -敕使 -事 
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同 B 秀の 手の^ 廿 三人、 皆 悉く 必死 ぞと 約し ける。 さらば 打 立てよ とて、 同じき 廿 

七日、 千 〈1 破 を 立ちて ぶ 口野の 皇居に &內 し、 合戰 の 旨 を. 奏聞し て 後、 飯 盛の 城に 兵 

糧を 入れさせ、 合戰の 用意 頻り なり。 斯くて 翌廿 八日、 正 行 吉野を 打 立たん， VJ し 袷 

ふ 所に、 正 行の 心中、 叙 聞に や 達し けん。 四條黃 門隆資 卿を敕 使と して、 仰 下されけ 

る は、 正 行此度 討死と 思ひ定 むる の 由 風聞す。 汝朕を 恨 ひる 仔細 何事 ぞゃ。 故 正 成 

討死の 後、 天下 皆 尊 氏に 屬 して、 朝敵と なると 雖、 汝が 武略 父に 劣らす。 忠心を 鋤む 

に 依って、 此 山中に 居し、 今迄 も玉體 恙なき 所な り。 其忠 功の 厚き 事、 異國 本朝に 

未だ 聞かす、 前代に 例な し。 まして 況ゃ 末代に 於て を や。 天下 再び 王化に 歸 せん 事、 

汝が 忠戰に 依ら やして、 誰か 其 功 を 立てん。 然れば 身 を 全うして、 逆徒 誅伐 を こそ 

心 憑くべき 所に、 死 を 一 途に 思ひ定 むる 條、 歙盧 驚き 思 召す 所な り。 朕 を 恨む る 所 

あらば、 速に 申すべし。 忽ち 望に 任すべし。 其 とても 心中に 恨を殘 しなば、 先づ皇 

居に 參り、 朕 を 害して 後、 汝が 心に 死 を 任すべし と 仰 下されければ、 正 行 涙 を 流し、 敕 

靛の 趣、 身に 餘 つて 難 有く 候。 正 行 何 ぞ君を 恨み 奉り 候 はん。 是れ皆 佞臣の 虛說に 


て 候な に 次に 此度 敵陣に 向 ひ 候 事、 先 H 京都へ 攻 上.^、 足 利 を 追 落し 候 ひし 時、 諸 

國の 武士、 味方に 參 らんと 申す 者 共 候 ひつれ ども、 忠 なくして 賞 を 望む の 間、 一 向 御 

承引な か b し， 是に 依って 運 を 四方に 窺 ふ 者 共、 悉く 敵に 與し、 多勢に て 寄せ 來. 9 候 

なに 此時十 死 一 生の 戰 をせ やん ば、 爭か 勝つ 事 を 得 候 はん。 《JS れ 君の 爲に 忠を專 

10 する 所に して、 一 麈も君 を 恨み 奉る こと 候 はす • 此旨宜 く 漏らさす 奏せし め 給へ 

と宣 へば、 隆資卿 聞き 給 ひ、 今度 高經. 直 常 等、， m 方に 降らん と 申せし を、 御 許容な か 

,9 し 事、 御 謀の 足らざる に は 似 たれ ども、 渠 等に 大國 多く 給 はらば、 尊 氏が 二の 前 

たる ベく 候。 其 上 旣に往 を 咎めす とこ そ 申 候へ。 只々 謀 を 巡らされ、 天下 一 統の大 

功 を、 立てられ 候べ しとて ぞ 歸られ ける。 其 後敕使 度々 立ちて、 昧 方の 小勢 を 以て、 

大敵に 向 はん 事、 大に 然る ベから す。 河 州に は數 箇所の 要害 を 構へ、 正 行は吉 野に 

在って、 敵の 虛を 見て、 合戰を 仕るべし と 仰 下さる ゝ。 正 行 謹んで 承り、 敕 K にて は 

候へ ども、 勢を數 多分け 候 は K 正 行が 傍に は、 用に 立つ 兵 は 候 まじ。 然れば 敵 味方 

の 分限 を 知る 者に て 候 故、 城々 に 勢 何千と 積， 9、 多勢 を 以て 城々 を 押へ させ、 師^ 是 

楠 正^ 這 誡井南 帝 正 行 館 へ 被レ 遣- 敕 使-事  き 七 
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へ 押 寄せ 候 は 、戰ひ 難儀に ぞ 候らん。 合 戰は正 行に 御： ii せ 候べ しと ぞ、 敕 答し 給 

ひける。 敕 誌の 趣、 理に當 りたり といへ ども、 討死と 思 ひ 定められ たれば、 斯く敕 答 

されけ り。 重ねて 敕使を 下され、 明日 八幡への 發 ^は 延引すべし。 謀 漏る 時 は、 

戰に 利な しとい へり。 定めて 敵 は、 飯 盛をぞ 攻めん やらん。 其 時 敵の 分限 を 見計ら 

ひ、 十 死 一 生の 合戰 をすべし となり。 正 行 謹んで 敕答 ゆされ ける は、 爭 かさの み敕 

誌 を 背き 申す ベ き。 明日の 發向は 延引 仕り 候 ベ しと、 敕答を ぞし給 ひける。 

正 行 參，， 內芳野 殿 i 軍 評定の 事 

斯る 所に、 赤. 松 信 濃 守 範資、 謀 を 以て 中島の 城を攻 落されければ、 越後 守 師泰、 此弊 

に乘 つて、 貞和五 年 正月 三日、 攝 州に 發 向し、 遠 旱小野 .堺.津. 天 王 寺三ケ 所に 陣を取 

る。 武藏 守師直 は、 同 四日に 八幡 を 立ちて、 高豊前 守 牛 葉. 宇都 宫. 荻 野 以下に、 飯 盛 

の 城 を取圍 ませ、 正 行 は 必定、 飯 盛の 後 詰 せんすれば とて、 飯 盛の 南 四 條繩手 を 前 

に當 て、 鳥 雲に 陣を 取る。 先づ縣 下野 守 を大將 として 八 千 餘騎、 飯 盛 山の 尾 崎よ， 9、 


合 四 
戦條 
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南へ 績 きたる 峯ケ に陣を 取. 9 て、 敵山續 きに 寄せ 來ら ば、 防ぐべき との 術な，^ 河 

津. 高 橋兩勢 は、 秋 篠ゃ外 山の 峯に取 登って、 東の 尾 崎へ 打 出 でんと 控 へ れり， 武田 

伊豆守 は、 先手の 先陣と して、 四條繩 手の 田の 中に 控 へた.^ 細 川 阿波 將監淸 氏、 打 

物の 衆 を 勝って 八 百 餘騎、 ロハ 一 備にな して 控へた b。 佐々 木 佐 渡 判官 入道 は、 味方 

を 出し 引離れ て、 伊 駒 山の 南に 打 上， 5、 三千 餘騎を 五つに 分けて 控 へ たり。 仁 木. 佐 

佐 木. 土岐. 明智. 黑 田. 目 賀田等 は、 淸 氏が 陣ょ上 二 町 計り 退きて、 十八に 備 ふれば、 其 

よ b 十餘町 退きて、 大將武 藏守師 直、 四武の 陣を備 へた ，9。 されば 正 行、 公望 子房が 

再誕な りと も、 此 堅陣に 駆 入りて、 戰ふ べしと は 見え ざり けり。 さる 程に 師直、 旣に 

河 州に 亂入 せし 由 聞え しかば、 芳野 殿に は、 重ねて 楠 正 行 を 召され、 公卿 取々 に 評 

定ぁ b。 先づ師 直が 受 手と して、 正 行に、 大和 • 河內. 和 泉 .紀 伊に ある 所の 勢 を 、悉く 

從 はしめ、 餒 盛の 方へ 差 向け、 師 泰が陣 したる 和 泉の 堺へ は、 正 時 • 高 家 を大將 とし 

て、 紀 伊. 和 泉の 勢 を 差 向くべし と議 せらる ゝ。 其 時 正 時 進み出で、 存 する 仔細 候へ 

ば、 此 度に 於て は 兄 正 行に 離れ、 戰 場に 向 はん 事、 努々 思 ひも 寄らす 候と さる 、• 

正 行 參內吉 野 殿跗箄 評定の 事 
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其 時 正 行、 多から ぬ * 方 を、 追手 搦手に 分け 候 は 3.、 彌微 勢と なりて、 惡 かりぬ r? 

候。 泉 州に は、 和 田 高 家 究竟の 者 共 を、 域々 に 籠 置き 候 なれば、 怖る、 事 も 候 はす。 

睐 方の 勢 を 一 つに し、 師直を 追 拂ひ候 は 、師 泰は戰 はすして、 敗すべき にて 候" 先 

陣は正 行 仕， 9 候 はん。 後陣の 大將 を、 御 定め 候べ しと 宣 へ ば、 洞 院左兵 衞督實 世 進 

み 出で、 敵 は 四 條繩手 を 前に 當て、 峯々 に陣 し、 後 詰 を 待つ 由 聞え 候。 其 へ 味方 何の 

術 もな く 駆 入りて 戰 はん は、 由々 しき 大事なる べし。 然れ ば眛方 は、 飯 盛の 峯續の 

尾 崎 を 取， O て、 次第に 押 寄せ、 若 敵 寄せ 來 らば、 要害の 地に 相 付きて 戰ふ べし。 敵來 

ら すん ば、 峯と峯 と對陣 して、 謀 を 以て 戰ひ、 又は 夜 討 を かけて 惱 さんに、 諸 鼯の取 

集め 勢、 爭か百 ほ も 泳 ふ ベ きと 宣ふ。 正 行 重ねて、 仰 gi に當 りたる やうに は 候へ ど 

も、 味方、 師 直と 對陣 して 日 を 送る 間に、 搦手の 師泰、 多勢 を 分けて 城々 を 押 へ させ、 

直に 芳 野に 分け入らば、 御大 事に て 候らん。 此度は 木澤. 本宮、 敵に 一 味 仕り 候へ 

ば、 是 程の 謀は存 すべきに て 候。 兎角 大將を 御 定めあって、 飯 盛の 峯々 に對陣 せら 

れ 候へ。 其 時 正 行 四條繩 手より、 师直が 摩に ffi 入り、 一時に « 雄 を 決し 候 はんと 宣 


ふ • 實世頭 を 振りて、 いや/ \» 其 は 必勝の 術に あらや • 替る謀 もな く、 多勢の 中へ 

威 入らん に は、 危き 合戦なる べし。 父 正 成なら ば、 何と ぞ 謀 を 出されなん もの を • 

能々 を逖ら さるべし と宣 へば、 正 行 只々 罷向 ひ、 敵の 術 を 見 課せて こそ、 兎も角 

も諜を 仕り 候 はんと 宣ふ 故、 主上 叙 聞あって、 合戦の 道 は 勇士に 任すべし とて、 總 

大將 は、 四 條中納 言隆資 卿に 命せ させ 給 ひ、. 和 州 .紀 州の 勢 一 萬 六 千 餘騎、 吉野 + 津 

- 川. 宇多. 內 郡の 野 伏 共、 七 千 餘人を ぞ差添 へられけ る。 正 行 宿所に 歸 つて 宣 ひける 

は、 洞院殿 の、 父 正 成なら ば 、如何様の 謀 も ありな ん と、 宣 ひける 愚 さよと 語ら るれ 

ば、 安 藺了 願、 御 心中 を 知り 袷 は ざれば、 理に 候と ぞ 申しけ る • 

正 平 三年 五月 五日 合戦の 事 

さる 程に 牝 朝の 貞和四 年、 南朝 正 平 三， 年 五月 五 H、 搦手の 大將四 條中納 言隆資 卿、 

紀 州の. 湯 川. 玉 置. 竽瀨. 安田 等の 八庄 司. 和 州の 布施 .筒 井. 萬 歲夫 富 * 初 瀨*樓 原 以下、 

妥 口野 十八 鄕の者 共 二 萬 三千 餘騎、 一勢 々々引分けて、 峯々 を 取って 押 寄す る。 師直 

. 正. 平 三， 年玉 月 五 B 合 戰の事  一き 
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之 を 見て 大に 仰天し、 思 ひしょり は 大勢な， い へば、 本 宮騷が や、 敵 は 多勢と も 

いへ。 正 行 は 居す 候。 旗の 紋を見 候へば、 皆 紀州. 和 州の 者 共に て 候。 帥 立 も 相違 

して 候と いふ。 本宮、 其 は 御 疑 あるべ からす。 夜前 往生 院 に、. 忍の 者 を 三人 差遣し 

候が、 一 一人 は 見出されて 討 たれ、 一 人 は逃歸 b 候が、 楠が 旗 は 古に 變ら すと 申 候" 哀 

れ大將 は、 公家の 人々 とこ そ存 候へ。 然 らば 今 見 給へ • 楠 は 平 場より ぞ 寄せ 候 は 

ん。 正 行 如何に 鬼神と もい へ • 此 堅陣に 駆 入りて、： 何とて 利 を 得 候 はん。 正 行 も、 

內々 君 を 恨み 奉れば、 ロハ 無二無三に、 討死と や 思 ひ 定め 候らん • 然 らば 軍 は 大事に 

て 候べ し。 佴 他の 勢 を 以て 當方 へ 差 向け、 我 身 は、 越後 守 殿の 手 へ や 向 ひ 候 は ん。 

兩條 の內は 逃れ 候 まじ とい へば、 師直も 色を變 じ、 力なし。 今日 迄の 命に てこ そ あ 

りつら めと い へば、 諸 大名 色 を 損じて 見えけ るが、 陣中 私語き 合 ひ、 何となく 色め 

きて 見 ゆる 所に、 追手の 山陰より、 菊 水の 旗 を さ、 せ、 正 行 三千 五 百餘騎 にて 寄せ 

來ら る。 之 を 見て、 す は楠ぞ i いふ 程 こそ あれ。 陣中 上 を 下へ と 騒動す。 師 直諸陣 

に 下知し、 楠 平 場よ， 9 寄せ たれば、 軍に は 勝ちた るぞ。 皆々 騷ぐ まじと 制しければ、 


漸々 陣中 靜 まりけ に 縣 下野 守 は、 搦手の 先陣に て備 へけ るが、 己れ が 向うた る 方 

の 合戰を 心に 懸けす して、 卒 場の 先陣 武田 伊豆守 を 差 置きて 、思慮な く 楠に 討って 

懸， 9、 散々 に戰ひ 負けて 引返く  •  二番に 細 川 阿波 將監、 入替 つて 戰 ひける が、 是も叶 

はで 引退く  • 

丹 下 • 平 岡 等 i 井 四 條黃門 敗軍の 事 

搦手 は 黄 門隆資 卿の 大勢、 峯々 に陣を 取り て控 へたる が、 先陣の 十 市. 中津 川の 者 共 

が備 へたる 山の 麓に、 正 行の 後陣 平 岡. 庄司. 丹 下兵衞 次郞、 千餘騎 にて 陣 しける 所 

に、 仁 木四郞 次郞義 長. 太 田. 萩 野. 部 戶.橫 川の 者 共 も、 七 千 餘騎を 三つに 分け、 十 市. 

中津 川が 手 へ 討って 憑り 、暫く 兩陣 の旌 旗、 東西に 靡き 合 ふぞと 見えし。 十 市. 中津 

川が 軍勢 共 大半 討 たれ、 咄と 崩れて 逃げければ、 丹 下. 平 岡が 備 へたる 上の 峯に、 仁 

木 四 郞次郎 が 勢、 陣を なす。 丹 下. 平 岡 等、 かさに 敵 を 受けて、 惡か b なんと は 思 ひし 

かど も、 カ將の 下知なければ 、力なくて 控 へたり。 大將正 行 は、 又 丹下ホ 岡が 返 か 

丹 下 * 平 岡 等 異戦幷 四條黄 門 敗軍の 事  Kiel 一 
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ざる 不審 さよと 思 ひ 居 給 ふ 所に、 小 旗 一 揆の 中より、 長崎彥 九郎. 菘田左 近 將監兄 

弟。 同 次 郞秀盛 ゆ lif^p. 河 匂 入道 • 高 橋 彈正は 1;^ 錢, I 門. 舍弟 A 郎次郎 以下、 宗 

徒の 兵 四十 八騎、 山 壇を傢 ひ 下りて、 岸の 嶮き所 を 前に 當て 、下り 拳に 散々 に 射る.。 

丹 下. 平 岡、 惡き奴 原が 擧 動かな。 一 戰に駆 散らせよ と 下知し けれども、 岸 高う して 

人馬 足 を 立て 難し。 さらば 少し 返き て、 足輕 にて 會釋 せよ と、 少し 退かん としけ る 

"所に、 一 軍に 立ちた る 勢 なれば、 色めき立ちて ぞ 見えた， o ける。 爱に 佐々 木 佐 渡 判 

-官 入. 道道 譽は、 元 來虧盈 を 見て 維 雄 を. 計らん 事、 恐ら ぐ は 孫子が 智謀に も 劣る まじ 

と 思 ふ 程の 古武 者 なれば、 敵の 色めく を 見て、 時分 は 能き ぞ、 懸れ よと、 六 手の 勢 を 

唯 一 手に なし、 飯 盛 山の 南の 尾 崎より 鬨を 作って、 咄と 憑る • 浮 足に なった る 勢な 

れ ば、. 戰ひ 兼ねて 引返く。 丹 下. 平 岡齒嚙 をな し、 大將金 吾 殿 を 見捨て、 何 處へか 逃 

行く ベ き。 返して 討死せ よ 者 共と 制しければ、 恥 ある 者 共 返し 合せ、 一 一 百餘人 あり 

ける を、 丹 下. 平 岡 一 所に 集め、 道譽と 組んで 勝負 をせ よと、 四 目 結の 旗 を 目， 蒐け、 直 

* に 對 つて S り、 火水に なれと 切り立 つれば、 & 々木が 勢戰ひ 疲れ、 本の 陣に逃 返 


<• 丹 下. 卒岡、 軍に は 勝ち たれ ども、 士卒 多く W たれ、 殘る者 共 も、 朱に なって ぞ控 

へけ る. 爱に 山の手の 官軍 は、 十 市. 中淖 川の 者 共が 居 負に なりたる を、 ニ陣の ^川 

庄司. 芋瀨 九郎、 之 を 言 甲斐な く 思 ひ、 橫なる « に 立. 渡って、 追 來る敵 を、 橫 矢に 射 

ける 程に、 進み 兼ねて 見えたり けり • 時に 中國の 住人 杉 原 小三郞 * 有 地 右^允 等 二 

千餘 人、 傍 な る 嶮蛆 に 取 上， り、 溢 川 .芋瀨 が陣 したる * を 直下して、 差 詰め 引 詰 め 散 

散に 射. る • 湯 川が 勢、 射竦められて 働き 得す" 熊 野の 新宮 六郞. 鈴 川十郞 以下 二百 

餘人 、平 場の 勝負 を 決せよ と、 無二無三に 切入れば、 杉 原. 有 地. 成 相 等、 戰ひ 負けて 

逃 退ぐ。 十 市. 中 律 川 等 も、 又 仁 木が 手へ 討って 懸り、 京 勢 を追拂 ひ、 元の 峯に備 へ 

けり。 此の 如く 山の手の 合戦 は 互角な b し を、 大 將中納 t 「隆資 卿、 伊賀 平 次國枝 を 

捋き、 追手の 合戰心 元な し。 物見して 來る べしと 下知 せらる • 阈枝畏 つて 馳 行きけ 

るが、 元より 臆病なる 男 なれば、 四 條繩手 を遙に 見やり、 色を變 じて 逃 歸り、 追手 は、 

味方 負けた b と 見えて、 楠 僅の 勢に て、 矢 軍す る體 にて 候が、 四方 は 皆 敵に て 候と 

いふ， 黃門を 始め、 正 行 扨 は 必死と 思 詰めた るに こそと、 陣中 周章 騷勸 す。 本陣の 

丹 下 • 平 岡 等 募 戰井四 條黃門 敗軍の 事  二 S 


四條 隆資 

餹敗 走 
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騷ぐを 見て、 京都の 諸陣 一 同に 鬨を發 し、 太鈹を 撃つ • され ども 山々 に備 へたる 官 

軍 共 は、 靜り 返って 居た うける に、 大 將隆資 卿の 陣、 へす 咄と 敗し けり。 是を 見て 

京 勢 は、 雲霞の如く に 競ひ懸 る。 官軍 は、 大將旣 に 敗し ぬ る 上 は、 紀州. 和 州の 者 共、 

皆 悉く 敗北す。 此時丹 下. 平 岡と、 楠 正 行の 陣と、 十 餘町隔 りたり。 細 川の 一 族 共 は、 

正 行の 手へ 討って 懸れ ば、 佐々 木 を 始め 宗徒の 者 共 八 千 餘騎、 丹下牟 岡を眞 中に 取 

籠め て、 餘 さじと 攻立 つる • 丹 下. 平 岡 も、 今日 を 限りの 合戰 なれば、 士卒 を 進め 勇み 

懸 つて、 大勢 を 東西に 駔 靡け、 南北に 馳 通る 程に、 京 勢 も 手 負 死人 三百 餘 人に 及べ 

り • 平 岡庄司 は、 主 從ニ騎 、敵 十四 五 騎に取 籠め られ、 終に 討死 すれば、 丹 下兵衞 次 

郎は、 痛手 四ケ所 蒙り、 我 身 も 朱に 染みながら、 主從廿 二人に て、 多勢の 中 を K 破り、 

大將の 陣に馳 着きければ、 正 行 大に悅 び、 感稱し 給 ひけり • 

上 山 修理 亮高元 討死の 事 

さる 程に 細 川が 勢、 正 行に 戰ひ 負け、 右往左往に 逃 行けば、 仁 木 左 京大 夫賴 章、 入替 


ると ぞ 見えし • 忽 崩れて 敗北す • 大將正 行 は 備を亂 さや、 師 直が 本陣 を目蒐 け、 進 

み 給 ふ 所に、 千 葉介貞 胤. 宇都 宫遠江 守 入道. 同 三 川 入道、 只 一 手に なって、 正 行の 勢 

を 駆. 破らん と、 先に 進んだ る 足 輕の兵 を 追 捲く る， 例の 如く 八十 四 人の 輕 卒せ r 二 

手に 分れて、 左右の 方へ 揆と 引く • 正 行 は猾も 備を亂 さや 、魚鱗に なって K 立 つれ 

ば、 千 葉. 宇都 宮戰ひ 負けて 逃 返く。 爱 にて 向 ふ を屹と 見やり たれば、 師 直が 本陣 

ベ は、 六 七 町 も ありぬべし • 今 は 近 邊に歙 はなし • されば 愛に て氣を 息め、 兵糧 を 

つか へよ とて、 面々 に 竹 葉 取 出し、 暫時 息つ ぎ、 殘 りし 士卒 を 計 ふれば、 二百 八十 餘 

人な 師直之 を 見て、 敵 は 小勢な.^ と雖、 代々 の良將 にて、 而も 一 途に對 死と 思 

ひ 定めた るぞ。 然れば * 方の 取 集め 勢 を 以て 戰 ふとい ふと も、 利 ある まじ。 只 一方 

缺 けて、 落ちば 落せよ と 下知し ける を、 本宮來 つて、 正 行 は 引く まじく 候 • 今度の 

帥 立 は、 常に 變り 候へば、 一定 討死 を 思 ひ 詰めて ぞ 候らん • 然 らば 今 見 袷. へ • 是へ 

寄 懸け 候 はん。 只 切 所 を 前に 當て、 精兵 を 以て 射 立てさせ 給へ とい へど も、 宗徒の 

大名 は、 何 條降參 不義の 奴が、 一 往 御前の 能き 儘に、 何事 を か い ふやらん と、 私語き 

上 山 修理 亮高元 討死の 事  . 
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笑 ふ 者 多 か. りけ り。 斯くて 正 行 は、 緩々 と氣を 休めて 後、 いざや 今一 軍と、 太鼓 を 

打た せて 進まる ゝ。 始め 本宮が 詞を用 ひざ る 人々、 細川讃 K 守賴 春を始 め、 今 川. 佐 

佐 木. 土岐. 萩 野 以下の 大名 十六 人、 備を亂 して 切って 懸る。 楠 勢 は、 猾も備 を 魚鱗に 

立て、 敵中 を衝 破って、 太 山 も 崩れ 坤軸 も碎 けよ と、 喚き 叫んで 切り立 つれば、 只 雷 

霆頭を 碎ぐか i 怪 まる。 崧田次 郎左衞 門 尉 は、 和 田新發 意に 討 たれ、 南 次 郎左衞 門 

讀ぉ雜 は、 正 行の 中間 犬 王に 對 たれぬ。 此の 如く 大名 二人、. 目の前に 討た 

れ しかば、 何 か は 以て » ふ べき。 諸 勢 崩れて、 ひた 逃に 逃げけ る 程に、 結句 大將師 直 

が 本陣に 崩れ 懸れ ば、 本陣の 勢 も、 狼狽して 敗北す。 郞 從等師 直が 前に 來， 5、 今 は 叶 

ひ 候 まじ。 只 御 引き 候へ と、 聲々 にい ふ 所に、 本宮 又馳來 り、 一足 も 御 返き あ-る ぺ 

からす。 敵 は 皆 馬に 離れ、 步 立の 兵と なり、 其 上戰ひ 疲れて 候へば、 如何なる 正 行と 

も 申せ、 身に 矢の 立たぬ 事 は 候 まじ。 只々 矢先 を 揃へ て 射させられ 候へ。 落殘， りた 

る 御 勢 は、 皆 義心 鐵 石の 人々 にて 候が、 猶 敵よ， o. も 多勢に て 候 もの をと いひければ、 

師直是 に 力 を 得、 今日 正 行 を 討つ て、 日頃の 憒を戧 する か、 師直 討死す るか、 二つの 


巾に 決す？ しと、 四方 を 白眼み 鱲阶 をな し、 返せく と 下知し ければ、 雜賀 次郞取 

つて 返して 相戰 ひ、 關地 良圓に 組んで 討 たれぬ。 土岐 周濟坊 も、 取って返し W 死す。 

今 は 楠と 師 直が あは ひ、 僅 半 町 計. 9 にな b ける 所に、 上 山 修理 亮高 元は 讓 

I、 I； 直是. に あ り と名乘 り て、 暫く 防ぎ 討死す •  士卒 等悅 び 勇み、 敵 將師直 を 討ちた 

りと、 聲々 に 喚き 叫ぶ。 京 勢 是に氣 を 失 ひ、 大 崩れに 崩れて 逃げけ る 程に、 都 迄 逃 上- 

b しも 多 かりけ り。 此時 楠追鎚 つて 攻 立てな ば、 師直も 計た る ベ がりし を、 師直を 

討 取りぬ る 上 はとて、 敵 を 追 捨て、 士卒 等 上 山が 首 を 手玉に 突いて 悅 びけ るが、 能 

能 見れば、 師 直にて はな か b けりと て 打 捨てけ る を、 大和 守 正 時 走り 寄 り、 塞り た 

る 目の 上眶を 引上げて、 己れ は 上 山と 見る は 僻目 か。 餘 りに 劂な るが 優しき にと 

て、 小 釉の片 釉を引 切りて、 彼 首 を押裹 み、 岸の 上に ぞ差 置かれけ る。 畠 山 與三職 

俊、 膝 口 を 射られて 立ちけ るが、 扨 は師直 未だ 討 たれ ざ， ^けりと て、 向 ふ を 屹と見 

上 ぐれば、 輪 違の 旗 一流 打 立て、 敵將七 八十 騎 が程控 へたり。 あれ こそ 師 直よ。 い 

ぎ 愚らん とい ふ を、 和 田紀六 左衞門 正資、 敵 は 馬 武者 なれば、 何として か 追 付く ぺ 

上 山 修理 亮高元 討死の 事  1 一一^ 
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き •  * 方 逃ぐ る眞似 をな し、 敵を僞 引きて 近付き 寄せ、 師直を 討 取らん とい へば、 尤 

とい ふま、 に、 我先にと 逃 退く。 高播 磨守師 冬、 西なる 田の 中に、 三百 餘騎 にて 居 

た b ける が、 遁 さじと 追 S くる。 楠 勢、 敵 を 近々 と 引受けて、 取って返して 戦へば、 

播磨寺 散々 に 打 負けて、 狼狽へ 廻って 逃げたり けり。 

Hq ハぐ 兄 穿ダ雀 G 事 

さる 程に 楠 正お、 播磨守 を 追 立て、 逃る 敵に 目 も かけす、 殘兵 四十 六 人に て、 師 直が 

陣に 近付きたり。 師直も 色を變 じて 見えけ る 所に、 本宮太 郞左衞 門、 軍の 下知 を 某 

に 任せ 給へ とて、 師 直が 傍に 百餘人 置きけ る 強弓の 兵の、 落 散りて 十八 人 あ b ける 

に、 太刀 打の 兵 五 十 餘人引 具し て、 岡 を 下 b に馳向 ひ、 差 詰め 引 詰め 射させけ る を、 

楠 勢 無二無三に 切懸れ ば、 本 宫又步 立に なり、 岡に 上りて、 下， o 拳に 射させけ るに、 

正 行の 眉間の 眞中、 涎褂の 外れ 二 矢 射られて、 其 矢を拔 くべ き 力 もな し。 舍弟 大和 

守 正 時 は、 唐 胴 引合せ 十六 字に 射通され、 立 竦みて 乾に 百と 伏す。 野 田 四郎. 同 子供 


戦 正 

死 行 
正 
時 


二人 も 痛手 負うて 倒れ 死す" 關 地良圓 は、 野 間 左 近 將監康 藤と 戦 ひける が、 康藤、 左 

の W を 打 落されながら、 片手 打に 切る 太刀に、 良圓諸 藤薙れ て、 些とも 更に 働き 得 

す • 正 行 今 は 是迄ぞ とて、 舍弟正 時と 刺 違へ て 伏し 袷 ふ。 正 行 今年 廿五歲 な b。 其 

外 和 田 和 泉 守 高 家. 楠 左近將 監正忠 以下、 思々 心々 に、 枕 を 雙べ： IS 死す。 新發 意源秀 

は、 師 直に 組まん と、 敵中に 紛れ 入り、 本宫と 組んで 取って 押へ、 首を搔 かんとした 

りしに、 歒 大勢 落 合 ひし かば、 本 宫が咽 笛に 喰 付きけ るが、 其 所 を 離さす して、 終に 

首 を 討た れぬ。 本宫 も、 大 剛の者に 喰 付かれ、 其 疵を煩 ひて、 三日の 中に 死し ける 

こそ 恐し けれ。 飯 盛の 城 は、 本宮が 計ら ひに て、 數 重に 取 圍 ませ、 堀 を 構へ 逆茂木 を 

引き たれば、 恩 地 以下、 三百 餘 人の 城兵 等、 打って出 づ べき やう もな し • 正 行 は 討死 

し 給 ひたりと 覺 えて、 * 方 敗した るぞ や。 今 は 誰が 爲 にか 命を惜 むべき とて、 三百 

餘 人の 者 共、 城に 火 を かけ、 同じ 枕に 自害して ぞ 伏したり ける • 

大瘃. 草原 以下 義死井 和 田 新五郧 最後 

正 行 兄弟 死 節の 事  登 一 
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同 三 宅. 味 澤の事 

爱に： 大塚掃 頭 助 は、 平岡庄 司が 手に て、 痛手 負 ひたりけ る を、 郎等 共 放れ 馬に 乘せ、 

東條を 指して 落ちたり ける が、 一 里餘り 過ぎて、 川 水な ど 結び、 人心 付きた るに、 大 

將は何 所に ぞと問 ふ。 郎等 共、 殿 は 跡に 坐し 候 i いふ。 大塚大 に 怒り、 主 を 捨て 何 

處 へ か 落 行く ベ き， 御 最後の 御供 申さん i 、馬 を 返して 馳 行きけ る 所に、 草原 兵 庫. 

瀨 高大 五郎 • 保 谷 兵內. 菓生才 次兵衞 四騎、 打 連れて 落 行きけ るが、 是を 見て 大 塚に 

詞を かけ、 同じく 取って返しければ、， 正 行の 最後の 所へ 行懸 り、 敵中に 駆 入りて、 

皆 討死 をぞ した， 9 ける。 此時正 行、 三 宅. 味澤 二人 を 近付け、 汝等は 未だ 手 も 負 は 

す、 急ぎ 故 鄕に歸 つて、 我々 が 最後の 樣を 語るべし とて、 委しく 遺言 をい ひ 送. らる 

る •、 三 宅. 味澤 承， 9、 大敵の 中 を 遁れ出 でん 事、 叶 ふべ くも 候 はね ども、 仰 を 背く は 

無禮 にて 候へば、 如何にもして 千劎 破に 歸り叁 ，9、 御 最後の 體、 仰の 旨 を * へて 後、 

急ぎ 追 付き. 奉るべし • 死 出 三途の川 にて、 御 待ち 候べ しとい へば、 正 行、 自害 は 止む 


和 田正靱 

戦死 


ると も V 留まる まじければ、 汝 等が 心に 任す ベ しと 免 さる ゝ* 是ょ 一人、 戰場を 逃 

fit  lr こ、 D3f£Kt£ ほ 太平^-」、 新兵 衞に 作る は 非な り。 初め 高 家な 新兵^と ^しける.^: 

行きけ る iwi に 和 田^ 五 B 正 ^高 家 和 泉 守 L! な リズ 後 は、 弟 正 忠^-新兵 衞と狨 す。 发に 落つ る は 新 

13§ 化 如何 思 ひけん、 同じく 續 いて 落ちて 行ぐ •  二人の 者 共是を 見て、 我.々 は 君命な 

れば 力なし。 御邊 は、 同 死と 誓 ひたる 人の、 落ち 給 ふ は 心得す とい へば、 正朝 聞きて、 

命 を 全うして、 再び 本意 を 達せん をぞ、 實の 忠臣と はいふべ けれと 答 ふ •  二人 は 其 

を聞捨 にして、 主な き 馬の あ， 9 ける を、 一疋 づっ 分捕して 乘 行けば、 正朝 聲を 揚げ 

て、 其 馬 を 我に 與 へよ i いふ •  二人から/^ と 打 笑 ひ、 我々 は 大事の 使者に 參 るな 

V9. 御 邊は步 立に て 供せ よと いひ 捨て、 馳 せて 行く。 斯る 所に、 安保 肥 前 守 忠實. 靑 

木^ 郞. 長 崎 彥九郞 三 騎馳來 り、 正朝と 追つ 返しつ 戰 ひしが、 終に 安保が 爲に討 たれ 

ぬ。 正朝 は、 正 行の 宗徒と 賴 まれた る 一 族な h> しに、 遁れぬ 命 を 生きん とて、 一所に 

尸 を 隠さす して、 戰镊を 逃 去りけ る こそ 薄情 けれ • 
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南 帝 御，， 沒落芳 野， 附 伊賀 局 勇力の 事 

さる 程に 四 條中納 言隆資 卿、 飯 盛の 軍に 打 負け、 主 從八騎 にて 芳 野の 皇居に 參內 し、 

合戦の やう を 奏せられければ、 南 帝 || 上大に 驚かせ 給 ひ、 正 行 兄弟 討死せ し 事、 天、 

朕 を滅す 所な 早く 玉體を 、寶， まに 伏せ 給 はんと 敕詖 ありけ る を、 諳卿、 樣々 申留 

め 車る。 隆資 卿、 重ねて 奏聞し 給 ひける は、 山中に 参り 集りた る 勢、 七 千に、 よも 不 

足 は 候 まじ。 隆資、 彼等に 心 を 合せ、 逆徒 寄せ 來 らば、 一 防 仕り 候 はんと 申され けれ 

ば、 旣に其 儀に 定まりけ るに、 湯川庄 司. 竽瀨庄 司 等 申しけ る は、 此度 諸手の 合戰 は、 

互角な. 9 しに、 隆資卿 聞 逃 をし 給 ひし 故、 正 行 討死 仕 b 候 ひき。 あれ 體の 臆病なる 

人 を 大將と して 、合戦 を 仕， O 候 はんに、 何ぞ 敗軍せ で 候べき。 恐れながら 我々 の存 


じ 候 は、 故 正 成 千铋破 籠城の 時、 大塔宮 を 始め、 贅名 生の 奥に 御 坐して、 牝條も 存じ 

ながら、 攻む べき やうな く 候 ひし • 良將の 仕置きた る 事に 候へば、 暫く 皇居 を 彼 所 

へ 移され、 二心な き 者 共 二 千餘騎 計に て、 皇居 を 守護せ させられ 候 は V  、敵襲 ひ來， 9 

候と も、 御 怖れ ある ベ からす。 其 上 未だ 小 次郞正 儀、 千靱 破に 殘り 居候 上 は、 故 正 成 

よ b 以降、 兵糧 用意 多く 仕り 候 はんすれ. ば、 一 年に はよ も盡 くる 事 候 はじ， 死殘 りた 

はなやか  L  • 

る 正 行の 郞從 等、 敵 を 引受け、 聲 花なる 合 戰をぞ 仕らん すらん • 然れ ば國々 の 勢 を 

本國 へ御歸 しあって、 己々 が 居城 を 相 守る べしと 命せられ 候 は  > 、君の 御 厚恩と い 

ひ、 故 正 成. 正 行の 情深く 受けた る 者 共に て 候へば， 別 心は存 すま じく 候。 若し 二心 

あらんに は、 皇居に 召 置かれ 候と も、 危き御 事に て 候べ しと、 傅奏を 以て. ST しける 所 

に パ楠小 次郎、 使者 を 3 て、 兄 正 行 死去 仕りて 候 故、 功臣 等 多く 同 死 仕りて 候へば、 逆 

徒 等 千劎破 へ 寄せ 來り候 ベければ、 是 にて 敵 を 防ぎ 候 ベ し。 君 は 賀名生 へ. 皇居 を 移 

され 候べ し。 正 儀 斯くて 候 上 は、 ft 慮 安 かるべく 候と、 奏聞せられ ければ、 此上 はと 

て 三種の神器 を、 內侍典 司に 取 出させ、 主上 は 寮の 御馬に 召され、 女院. 皇后。 准 后. 內 

南 帝 御-^^ 芳 野-餅 伊賀 局奚 力の 事  1 一 "1 
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親王 を 始め 參ら せ、 月 卿 雲 客 歩行 跣の 撣 にて、 天の河の 奧賀名 生へ と 志し、 同じき 十 

日猶山 深く 分 入らせ 給 ふ。 爱に新 待 賢 門院の 御 方に 候 ひける 伊賀 局と 申せし は、 故 

新田 左 中 將義貞 の 郞從篠 塚 伊賀 守と いふ 大 剛の者の 女な り。 此時 女院の 御供に は、 

埗々 しき 武士 も 候せ すして、 女房 達 計な b ける が、 吉野 川の 橋 一 間 計， 9、 陷 落して あ 

,9 ければ、 こ は 如何せんと 呆れ果て、 早聲々 に 泣 威 ふ。 伊賀 局 甲斐々々 しく 人々 に 

力 を 添へ、 其 邊の崧 櫻の 犬なる 枝 共 を 引 折， 9  打 渡しければ、 こ は 人間の 所爲な 

らす、 まして 况んゃ 女の 身に て を やと、 其 勇力の 程 を 感じ、 皆々 舌 をぞ振 はしける • 

斯 くして 女 院を負 ひ 奉 人々 を も 渡しけ う。 女 院も其 勇力の 程 を 感じ 思 召され、 

其 後 園 邊六郞 とい ふ 大力の 士に 仰せ、 其 時の 大 さなる 木の 枝. を 折らせて、 御覽 あり. 

ける に、 曾て 叶 は ざ， O ければ、 彌 諸人 感じけ り • されば 女院の 御所 は、 皇居よ， O は 西. 

の 方に て、 山に 續 きたる 所な b ける に、 去年の 春の 頃. 變 化の 者 ありと て、 諸人 怖る ゝ 

事 限りなく、 形 を 見定めた る 者 もな し。 適 行 逢 ひたる 者 共 は、 皆絕 入し ければ、 皇 

居よ b 宿直の 人 多く 遣され、 蟇 目な ど 射させられければ、 其 程は靜 まり 其 後 


六月 十曰餘 りに、 草葉 も搖 がぬ 程 暑 かりけ るに、 伊賀 局、 庭に 出立で 給 ひける に、 月 

の 差 出で ていと あか ゝり ければ、 

涼し さを极 吹く 風に 忘られて 袂に やどす 夜半の 月影 

と 打す さみ 給へ るに、 崧の 梢の 方より、 からびた る聲 にて、 只より 心靜 なれば、 則 身 

を 涼しと いふ 古き 詩の 下の句 をい ひし かば、 局 驚き 見上げ 給 ひしに、 さながら 鬼の 

形に て、 翼の 生 出で たるが、 眼 は 月よ b も 光り 渡り ぬれば、 如何なる 剛の者と い へ 

忽魂を 失 ひぬべし。 伊賀 局、 少しも 騒がす、 如何なる 者に か あるらん • 怪し やと 問 

へば、 變 化の 者、 猶も 打から びた る聲 にて、 某 は 藤 原 基 遠に て 候。 女 院の御 爲に命 を 

奉り 候 ひしに、 切め て はなき 跡 を 弔 はせ 給 ひて こそ、 御惠 みとも 申す ベ けれ • 其 さ 

へな ぐ 候へば、 罪業に よ， 9  、欺る 形と なりて、 苦し さの 堪へ難 さに、 恨み をな し 奉らん 

と 存じ、 此春の 頃よ b  、後の 山に 候へ ども、 畏れ 奉る によりて、 御前に は 參らす とい 

ふ。 S  、さは 聞 及びし なれ ど、 世の中 靜 なら ざれば、 君 も 思 召し 過し 給へ るな り • 其 

事 計 b ならば、 啓して 弔 ひなん。 さる にても 御 法に は、 如何なる 事 かよ かるべき と 

南 帝 御- 歿落芳 野 - 跗 伊賀 局 勇力の 事  蓋 七 
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問 ひ 給へば、 さん 候。 御 弔に は、 ロハ 法華經 にしく はなく 候。 さ， らば 歸らん i いふに、 

局齡 も取鎭 めた る體 にて、 歸る所 は何處 かと 問 ひ 給へば、 露と 消えに し 野の 原に こ 

そ、 なき 魂 はう かれ 候 へと いひ 捨て、 北 を 指して 光り 行く を、 局、 遙に 見送りて 後、 女 

院 の 御前 に參， 9 て 啓せられ ければ、 實に思 ひ 忘 れて こそ 過し つ れと て、 翌日 吉水法 

印に 詔あって、 御堂に て、 三七日 法 華經を 供養し 給 ひける に、 彼 C 靈大 佛果を 得て や 

あり けん、 其 後 は敢て 見た る 者 もなかり け. o。 其 後 正 行の 舍弟左 馬頭 正 儀の 室と な 

られ ける とぞ 聞え し。 

康村. 長 重 狂歌 幷怪木 生 ふる 事 

爱に瀧 口 長 重と いふ 者 あり。 さる 者な b ける が、 如何 思 ひけん 、人よ， o 先に 賀名生 

を 指して 落 行きけ る を *斯 くと も 知らで、 跡に て 人々 尋ね けれども 見え ざ り ければ、 

源康 村取敢 す、 

三吉 野に ありと 聞え し 瀧 口が 落ちて は 名 を も 流れけ るかな 


と 詠 じければ、 哀れ 長 重が 不覺ぞ やと、 諸人 口々 に 笑 ひける • 長 重 之 を 傅へ 開き、 安 

からす 思 ひし かど も、 如何と もすべき やうなくて ぞ 止みに けり • 其 後吉野 川の 水上 

の 邊に驟 目 を 論じ、 朝廷に 訟 へければ、 康 村に 仰せら る。 是に 依， 9 て康 村、 堺目を 見 

に 行きて 歸 らんと する に、 年老い 氣カ衰 へし かば、 打 休みく しける 程に、 訴人 は 早 

く參 りて、 決斷 所に 待 居け る 程に、 大璉の 康村を 尋ねさせ けれども、 未だ 歸り給 はす 

とい ふ。 遙に 待たせて 後に、 漸々 と歸 b ければ、 長 重 日頃の 意趣 を晴 さんと 思 ひ、 

吉野川 其 源 を 正す 身の 老いに け りと てな どやす むらん 

と、 賀名生 落の 返し をして、 悅び ける i ぞ聞 えし。 此度 逆徒 襲ひ來 b 、君 は貲名 生の 

山中に 臨幸あって、 淺猿 しき 御 住居に 叙 盧を惱 まさせ 給 ひ、 芳 野の 皇居 は、 敵の 爲に 

燒拂 はれて、 一 片 の 焦土と なりし かば、 心 ある も 心なき も、 悲 まやと いふ ことなし 

されば 斯様の 珍事 出來 るべき 故に や、 不思議の 事共 多 か b けり。 屮 にも 近年、 先帝 

の 御廟の 後に、 異なる 木の 怪しく、 見 も 馴れぬ が 生 出で ける を 、知. る 人なくて、 其 年 三 

尺餘 h,. に 延びけ る 儘に、 諸人 見付け、 れ ども、 何れの 木と も 名 を さしてい ふ 人な し。 

康村 • 長 重 狂 酖井怪 木 生 ふる 事  M 九 
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木の 皮 は 櫻の 如くに して、 葉 は 桂に 似て、 其よ.^ は大 なり • 翌年の 春 二月、 花の^け 

る を 見れば、 開きた る 所五寸 計， 9 にして、 花の 椿の 形して、 手 入の 紅に も猶 勝れり • 

しぼみ 散りて、 秋の 半に 實の なりけ るが、 花の 色の 如くに 赤う して、 大きなる 柿の 如 

くな り。 主上の 叙 聞に 達しければ、 古老の 山人 數多召 出され、 尋ねさせ 袷 ひけれ ど 

も、 知れる 者な か b しかば、 典藥 頭に 勘へ 申すべき 旨、 命せ させ 給 ひし かど も、 何れ 

の 書に も 見え 候 はすと 奏しければ、 斯る怪 木 は 其 ま、 置く べしと て、 周を嚴 しぐ 園 

はせ、 番を 付けて 守. らしめ 給 ひける。 斯る 所に 源康 村が 下部の 童、 或 夜竊に 此實を 

盗み取. 9 て 喰 ひけ. るに、 其 味の 香し きこと、 物に 準へ ていふ ベぐ もな しと « びけ る 

が、 見る 內に 頭より 足 先まで 只 赤くな り、 心身 惱亂 しける が、 あら 苦し や 堪へ難 やと 

泣 叫びて、 終に 三日が 中に 死し ける こそ 不思議 なれ • 其 木 も 其 年の 極月、 雪に 會ひ 

て枯 失せ ぬれば、 諸人 怪しみ 思 ひける が、 斯る 事の 出 來るぺ き 前表な りけ りと、 後に 

ぞ思ひ 合 はせ ける。 


芳野 炎上 W 御 託宣の 事 

さる 稃-に 正 行旣に 討死 を 遂げられ しかば、 南 帝 を 取 b 奉らん と、 同 正月 八日、 高 越後 

守 師泰、 泉 州堺を 立ちて、 石 川 河原に 向 城 を 取る。 高武藏 守師直 は、 同 十五 H  、平 田莊 

に陣を 寄す る の 所に、 西大 寺の 長老、 御 合 體の事 を 取 計らる 、 と雖、 其 事相 調ら すし 

て、 同廿 五日 橘 寺に 陣を 移し、 直ちに 進んで 芳 野に 押 寄せ、 皇居 を 始め、 多くの 伽藍 

を燒 t す。 猿淺 しか b し 事共な う。 斯くて 寄 手 退きし かば、 其 後 假屋を 作って、 本 

尊 を 移し 奉る。 愛に 何某の 法眼と かやい ひし 法師、 終夜 御前に 通夜して， 搔ロ說 き 

ける は、 今 は 佛カも 失せさせ 給 ひける にや、 斯く淺 猿し き 御 有 樣を拜 み 奉る もの か 

な。 柔和の 御 姿 を、 引替へ させ 給 ひつる 御驗 なな かりけ b と、 覺 々と 泣きて 打 眠り 

ける に、 夢と もな く 幻と もな ぐ、 柔和の 御尊體 にて 顯 はれさせ 袷 ひ、 よしや 恨みす と 

も あれ、 此 土に 濟度 方便 は、 迷 へ る 衆生 を 導かん が爲 ならす や • 佛も之 は 衆生な 

衆生 は 終の 佛 なり。 罪 を 作りし 上に こそ、 又 罪 をも與 へめ • 差 向 ひて は 本意に あら 

芳野 炎上 附御託 直の 事  1§ 
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や、 其と 知らる、 事の、 など かな からん とて、 

艮 みなよ W や は 止まん 梓弓 まゆみ 月 ゆみ 年 はふる とも 

とい ひ 捨てさせ 給 ひ、 曉の 月の、 山の端に 隱れ させ 給へ るが 如くな りけ るに、 法眼 打 

驚きて、 其 事 を 委しく 記し、 奏聞せられ ける に、 諳 卿も覺 束な く 思 はれければ、 深く 

藏め 置き 給 ひける に、 „- 翌年より 尊 氏. 直 義兄弟の 中 不和に なりて、 直義 南朝に 降られ 

ける が、 其 翌年の 二月、， 師 直が 一 族 悉く 滅び 果てけ る こそ 不思議 なれ。 其 頃 如何な 

る 鳴 呼の 者が したり けん、 

楠の 迹 のしる し を來て 見れば 誠に 石と なりに ける かな 

斯 くの 如く 高札に 書きて、 正 行の 墓所に ぞ立 置きけ る。 

楠 正 儀 軍 訊 定井 安間 與 一 討-高 和 州 1 事 

さる 稃に高 越後 守師泰 は、 此 弊に 乘 つて、 楠 正 儀 を も 返 治すべし とて、 石 川 河原に 向 

ひ、 城 を 取って 對陣 す。 千劎 破に は、 正 行 宗徒の 者 共. 二百 餘人 を殘し 置かれければ、 


其 勢獮も 三千 餘騎に 及べり。 是に 依りて 大將次 郞左衞 門 尉 正 儀、 諸臣を 集めて 評定 

あり。 愛に 和 田 和 泉 守 高 家の 嫡男 和 田 五郎、 今年 十 一 歳な b ければ、 故 父八郞 後見 

として、 座 上に 罷居 たりけ るが、 左右 を 顧みて 申しけ る は、 此度 師泰當 國 に罷向 ふと 

い へど も、 惡 行人の 目 を 驚かす を 以て、 諸 勢渠に 親ます。 當國の 下民 等に 至る まで、 

渠を 疎み 候- 是れ當 家の 私な き 政道に、 其 厚恩 を 忝ぐ 存する 者 共に て 候へば なり • 

其 上 奢侈 第 一 の 者に て、 終夜 美女 を 愛し、 大酒に 耽 6 候 へ ば、 間 を 伺 ふに 能き 便に て 

候 はす や。 然れば 忍び を 以て、 敵の 怠 を 見す まし、 謀 を 以て 戰は  >  、遠く 追 退け 候 は 

んと 申さ るれば、 橋 本 小八郞 進み出で、 當時眛 方に は、 宗徒の 人々 討死 を 遂げ、 殘る 

者 共、 多く は 所々 に 籠城 仕り 候 へ ば、 小勢 を 以て 大敵 を 追拂ひ 候と も、 京 勢 重ねて 攻 

下. O 候 は、 昧 方の 難儀た る べしと いふ。 富 田 林 次郎某 は、 和 田 殿の 仰、 理に當 つて 

覺ぇ 候。 師泰を 追 返 けんに、 京 勢 重ねて 下る とも、 半年に は 過ぎ 候 ひなん。. 其 問に 

は、 味方 疲れ を 休めで や 候べき。 其 上 故 正 成. 正 行の 兩君、 後 度の 合戦 を 恐れて、 目前 

に 討つ べき 敵 を 討た すして、 守 b 居紿 ひつる 事 や 候。 是れ居 負に て 候 はす や i  、理 

桷正儀 軍 評定 井 安間 與 一 討，， 高 和 州, 窖  一 


南朝 太平. 記 卷第ャ 八  さ； S 

非 分明に 申し けれども、 是非の 決斷な く.， -て、 其 日の 評定 は 止みに け. り • 故 正 行 は 

斯る 時には、 面々 の 申條を 書付 置き、 翌日 總議を 押 合せ、 其 次の 日、 面々 の 議に構 は 

す、 決 斷の議 をい ひ 出されし。 程經 て、 其 は 誰が 議を用 ひて ありし が 、合戦に 利 あり 

し。 其 時 は 誰が 議を用 ひしが、 能 謀な りしと て 其 人 を感稱 し、 少しも 我 謀と は宣は 

ざり き。 然れ ば當時 も、 新の 如く ぞ あらん やらん と 思 ひ 居し に、 十餘日 過ぎて、 暫く 

時 を 待つ べしと いひ 出されければ、 家 子 郞從を 始め、 外様の 者 共 は、 よくも 父に も 

兄に も 劣りた る大將 かなと ぞ 私語き ける。 又 例の 鳴 呼の 者が したりと 見えて" 

楠が 正 時まで は 正しくて 今 正 儀が まさな かりけ り 

と 一 首の 落 書 を、 千劎 破の 城 6.  口に ぞ 立てた b ける。 爱に 安間 與 一 とい へる は、 正 

行 i 一所に 討死した りし 安間 了 願が 嫡子に して、 恩 地 左 近 太 郞滿ー が 孫な.^ けり。 

然るに 了 願、 戰 場に 向 ひける 時、 與 一 を 近付け、 庭訓 を殘 しける は、 我 は 金 吾 殿と 同 

じぐ 討死す ベ し。 此後 如何なる 情なき 御 計ら ひめり とも、 小 次 郞殿証 を a み 參らす 

ベから す。 多 門 丸 殿^^ を 守 立つべし。 所以 ある 人の子 なれば、 如何なる 良將 にや 


なり 給 はん 中らん。 相 構へ て 木澤. 本宫が 如くに、 不義の 行跡 をす ベから， 草の 陰 

にて 能く 見ん する ぞ と淚 を 流す。 與ー 泣く- (. 、御 心安く 思 召され 候へ ノ此 度の 御 

供 は、 御 許しなければ 力なし。 多 門 殿. 小次郞 殿へ は、 如何 やうの 事 ありと も、 二心 を 

存 すべから す。 某 を木澤 等が 如く、 思 召され 候 こそ 口惜しく 候へ。 只今 戦場に 向 ひ 

袷 ふ 人に あら すん ば、 腹搔 破って、 二心な き 所 を 御 目に かけ 候 はんもの をと て、 泣々 

別れけ るが、 此度 師泰、 石 川 河原に 對城を 築きて 日 を 送りけ るに、 與ー 熟々 と 思案し 

ける は、 C 父 も、 某 を、 木澤. 本宮が 如く、  二心 あるべき 者と 見 給 ひ ぬれば こそ、 珍し 

き 遺言 をば 聞き つらめ • 我 長生して 後、 如何なる 無道の 心 か 出來ん すれば、 師泰 と 

刺 違へ て、 忠 心を顯 はさば やと、 色 々思慮 を 巡らし、 夜々 石 川 河原の 敵陣に 忍び入 

,9、 師秦を 窺 ひけ A ど、 叶 はで 日をぞ 送りけ る。 斯る 所に 同 五月 十六 H の 夜、 師泰が 

嫡子、 一 方の 大將 たる 高大 和 守、 師泰が 陣に來 り、 酒宴して 遊び 居し が、 曉 天に 及ん 

で、 己が 陣 所に 歸 らんと、 供の 者 共 を 呼 集め、 馬 引出さ. せ、 打乘 らんと しける 所 を、 安 

間、 能き 敵ぞと 太刀 引 そばめ、 物 蔭よ 走り出で、 和 州が 只 中 を 突 通せば、 百と 伏し 

楠 正 儀 軍 評定 幷 安間 與 一 討-高 和 州 I 事  Is 
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て 死したり けり。 是を 見て 郎等 共、 與 一 を 中に 取 籠め 討 取， 9 たり。 與 一 今年 十九 歲、 

哀れ 大剛の 勇士 かなと、 諸人 之 を 美談せ り • 

足 利 右兵衞 紀州發 向附小 澤城攻 

同 和 田 重 遠 智略の 事 

愛に 將軍尊 氏 卿、 未だ 治 部大輔 i て、 鎌 倉に 坐し ける 時、 妾の 腹に、 一 人の 男子 誕生 

し 給 ふ。 然るに 尊 氏 上洛の 後、 武州東 勝 寺の 住僧に 預けて、 渴食 i なし 給 ふ。 其 後 

尊 氏、 天下の 權を 執り 給 ひし かば、 曆應 元年の 春、 東 勝 寺の 僧圓 林、 彼 若君の 十三 歲 

になり 給 ひつる を、 相 具して 都に 上り、 何と ぞ此旨 を 披露 せんと 企てし かど も、 吹擧 

する 人 もなかり しかば、 北 小路の 玄惠 法師に 賴 置きて、 圓林 は歸國 せ， 9。 其 後 法^、 

つ いで 

事の 次 を 以て、 左 兵衞 督直義 に、 此事を 語られし かば、 若君 十六 歳の 時、 直義 始めて 呼 

出し、 對 面あって、 交 親しくな， O 給へ り。 是ょり 直義、 時々 將 軍に 申させ 給 ひけれ ど 

も、 尊 氏 許容 坐 さ  >  もけ る 所に、 紀 州の 早馬 來 りて、 和 田. 恩 地 等 蜂 涎して、 近 國の宮 


方馳 集りて、 猛威 を 振 ふ 由 注進し ければ、 將 軍犬に 驚き 給 ひ、 誰 を か 追手に 差 向ぐ 

べきと 評定せられ ける に、 直義 申されけ る は、 若君 直 冬 其 器に 相當れ り。 其 上 親し 

きを 將 とせんに は、 誰か 蔑し 申すべき と宣 ひし かば、 尊 氏 卿 許容し 給 ひ、 直 冬 始めて 

御對 面あって、 右兵衞 佐に 補任せられ、 討 手の 大將 として 差 向けさせ 給 ふ。 是に依 

つて 直 冬、 多年の 蟄懷 一時に 開け、 若干の 軍勢 を相從 へ、 同 五月 廿 八日に 門出 あつ 

て、 其 日 は 東 寺に 宿し 給 ひ、 吉良. 石 堂. 桃 井. 上 杉. 仁 木. 荒木. 宇都 宮. 武 田. 河 越 以下 1 1 

千 餘騎を 引率し、 同 六月 朔日、 紀州猿 川の 後なる、 恩 地が 城に ぞ向 はれけ る。 遙に城 

の 方 を 見上げ， た れ ば、 崧柏 茂り て、 四面 巖壁を 削り なせう。 前に は 谷川 深う して、 而 

も巖 高ければ、 流る、 水の 波の音に、 匹 馬の 聲も聞 分け や。 常に は 大木 を拋 渡して、 

一 人なら では 通り 得ぬ、 圓木 橋の 通路なる に 、要害の 爲に此 橋 を だに 引き たれば、 寄 

手大に 呆れ果て、 城 を 見上げて 控 へた，^ 城 中には、 和 田 • 恩 地 以下の 一族 相 集りて 

三百 餘騎、 心 を 一 つに して 楣 籠りし かば、 如何なる 多勢 を 以て 攻 むる とも、 落すべし 

と は 見え ざり け. o。 然れ ども 俄の 事故、 兵糧の 用意 少なければ、 始終 持ち 泳へ 難け 

足 利 右兵衞 紀州發 向 跗小澤 城 攻同和 田 重 遠 智略の 事  M 
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ればと て、 宗徒の 輩 寄 合 ひて 評定 をし ける 所に、 和 田 小^ 郞重道 進み出で、 某に 十 H 

お びきょ . 

の 暇を與 へ られ よ。 敵 を 方便り 僞引 寄せ て、 石弓 を 以て 討 殺し 候 はんとい ふ、 恩 地 

聞きて、 其 謀 は 如何にと 問 ふに、 斯樣々 々と 答へ ければ、 恩 地大に 感じ、 謀の 相圖を 

堅く 約し けり。 斯くて 和 田 小次郞 は、 馬 草 を 商 ふ 土民の 體に 姿を變 へ、 夜に 入， 9 て 

城 中 を 忍び 出で、 敵陣に 紛れ 入 り、 上 杉 彈正少 弼朝貞 の 郎等 磯田 源 八と いふ 者に 近 

付き 寄り、 樣々 の 物語 をし ける に、 源 八、 小 賢き 男に て、 M を 計 b 、城 中の 案內、 又 

忍び寄る ベ き 道 も ある や、 尋ねば やと 思 ひ、 汝は 當國の 者なる か • 何と 此城 へ 忍び 

寄るべき 閑 道 や ある。 竊に 我に 知らせよ i いふ。 重 道 聞きて、 さん 候。 某は此 山中 

に、 年久しく 住居 仕 5, 候 所に、 今般 和 田. 恩 地の 人々 に 追 出され、 妻子 も 散々 にな b 果 

て 候 ひぬ。 今 は 朝夕の 飢を 助かる ベ き 術 もな く、. 世に 住 詫び 候 へ ば、 我々 が爲に は、 

恨み 深 重なる 怨敵と こそ 存じ 候へ。 然る 上 は 御 尋ね 候 こそ 幸に て 候へ。 安々 と攻 

寄るべき 閑 道の 候。 某案內 仕り 候 はんとい ふ。 源 八、 實ぞと 思 ひ、 先 づ大將 に 此事を 

語. り、 此事 なりな ば、 恩賞 厚 < 行 ふべ し。 汝愛を 立 去る ベ からすと て、 急ぎ 上 杉彈正 


少弼の 役所に 行き、 此旨を 告げし か ば、 朝 A 大に悅 び、 今夜 一. 夜 討し て、 功名 を顯す ベ 

しと、 大將直 冬に 此由 を談 せらる、 に、 諸 將皆是 に 同せられ ければ、 逞兵五 百 《 人 

を邇み 出し、 E じき 四 曰、 目指す も 知らぬ 喑き 夜に、 彼 重 道 を案內 者と して、 小 揮の 城 

に 押 寄す る。 其 夜 は 殊更 小雨 降りければ、 城 中には 靜 まり 返って 待ち 居た，^ 重 

道 は、 思 ふ 圖に仕 課せたり と悅 びて、 此方へ >\ と聲を 揚げ、 眞 先に 立ちて 急ぎけ る 

が、 諸 勢 も 是に從 つて 進む 程に、 城 戶の下 十 間 計り 隔てた る、 芝生の 平地に 着きた b 

けり。 愛に て 暫く 息 を 休め、 騣 兵糧 を 遣 ひける 所に、 和 田 先立ちて、 城の 案內を 見 

て參 らんと 城 中に 馳入 b  、斯 くと 告げて 又 立歸， り、 門捣に 上り 大昔 揚げて、 只今 旁 を 

案內 i. りつる は^^の 草 刈に は 候 はす。 和 田 小 次郞重 道と 申す 者に て 候。 山路と い 

ひ噔 夜と い ひ、 難儀 仕り 候に、 是迄 の 御 送 b 、忝く こそ 候へ。 さりながら 敵方に て. 妒 

へば、 御 1 として、 矢 一筋 進上 仕り 候な り。 受けて 弓勢の 程 を御覽 候へ ど、 三人 張 

に 十三 束 二つ 伏 を、 差 詰め 引 詰め 射た， CS ければ、 矢場に 射 倒さる、 者數を 知らす 

寄手大 に悔ゐ 怒って、 迚も 通れぬ 所 ぞと、 喚き 叫んで 攻 上る。 城兵 は 豫て相 圖の事 

足 利 翁 兵 衛， 紀州紫 向 附小澤 城 攻同和 H 重 遠 智略の 事  Is 
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, なれば、 大石を 落し かけ、 大木 を投 懸け、 れば、 五 百 人の 寄 手 共、 殘り 少なに 討 殺さ 

れ、 這々 本の 陣 所に ぞ逃 行きけ る。 此後は 寄 手 攻めん i もせす、 城 を 守って 居たり け 

る 所に、 城 中 兵糧 盡き しかば、 皆拔々 にぞ落 失せけ る • 寄 手は斯 くと も 知らす、 四 五 

日 は圍み 居たり ける が、 城 中の 材木に、 諸 鳥の 群 をな す を 見て、 W は 敵 は 落ちた るぞ 

とて 押 寄せて、 頓て城 を燒拂 ひ、 其より 歸陣 せられけ り。 和 田. 恩 地 等 は 河 州に 逃 下 

つて、 千劎 破の 城に ぞ 籠りけ る。 

京都 諸將 確執 附足利 左兵衞 降，， 參 南方， 事 

斯る 所に 京都に は、 將 軍の 舍弟足 利 左 兵衞督 直義、 高武 藏守師 直が 侈を惡 み、 上 杉 伊 

： 豆 守 重 能. 畠山大 藏大輔 直宗. 大 高. 齋籐 以下の 者 共と 心 を 合せ、 師直 を誅せ んと 謀ら 

れ ける 所に、 其 企 忽露顯 せし かば、 直義は 政務 を 止め、 細川顯 氏の 錦 小路 堀川の 宿 

所に 移り、 貞和五 年 I 闘 I 正 十二月 八日、 御 年 四十 ニ歲 にて 御髮を 落し、 恵 玄禪 門と 

號し、 幽閉 閑 疎の 住居と ぞ なり 袷 ひける。 將 軍の 嫡子 左 馬頭 義詮 を、 鎌 倉より 呼 上せ 


参らせ、 天下の 政務 を 任せ 參ら せらる * 猶も師 直が 計ら ひとして、 上 杉. 畠 山 を 越 前 

に 流し、 配所に て誅 しけ 然るに 右兵衞 佐 直 冬 は、 直義と 一 眛た るに よ b 都 を 落 

ちて 西國に 赴かれけ るが、 九州の 者 共 を 語ら ひ 、峰 起す i 聞え しかば、 尊 氏 卿、 師直以 

下 を 引率 あに 觀應 元年 十月 廿八 H、 西國 に進發 ある、 然る に 廿 七日 の曉、 慧 

源 入道 京都 を 忍び 落ち、 南都の 內侍原 法眼 好專が 許に 入 り 給 ひける が、 將 軍の 御敎 

書來 うて、 好 專を誘 はる ゝ由 聞え しかば、 慧源大 に 怖れ、 和 州の 越智 伊賀 守が 方に 

落來 り、 南朝に 降 を 乞 はれければ、 南朝 頓て 罪科 赦免の 綸 旨をぞ なし 下されけ る • 
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洛中 騷 動の 事 

爱に將 軍 尊 氏 卿 は、 執事 高師 直が 奢侈 を惡 み、 豫 て直義 朝臣と 心 を 合せ、 師 直を誅 

せんと、 色々 術 を 巡らされ けれども、 師 直に 挾まれて、 如何と もし 給 ふべき やうな 

かりければ、 猶も 種々 の 計略 を 構へ、 終に 師直. 師泰を 始め、 高 家の 一 族 を 悉く 誅せ 

られ、 將軍は 觀應ニ 年 二月 廿 七日の 夜歸洛 あって、 上 杉 朝臣の 宅に 寄宿 せらる。 舍 

弟直義 入道 は、 八幡より 上洛あって、 錦 小路の 本宅に 入り 給 ふ。 此間師 直を誅 せら 

れん 謀に、 暫く 敵 味方に な b 給 ふと 雖、 何 か 御隔の ある べき なれば、 同 三月 六日、 將 

軍 錦 小路の 亭に 入り 給 ひ、 初めて 和睦の 御對面 あり。 樣々 の饗 應善盡 し美盡 さる。 

宰相 中 將義詮 朝臣 は、 同 十日の 夜、 丹 州より 入洛し 給 ひ、 直に 錦 小路の 亭に 行き 向 


ひ、 武衞禪 門-一 對面ぁ b- 、御悅 大方なら ざ， 9 ける に、 當 時人の 威 を 見て は猜み 憤り、 己 

れを 立てん と 思 ふ。 石 堂 • 上 杉. 祧井 は、 樣々 讒を 構へ て、 將軍 父子に 附從ふ 人々 を 失 

は  >  や と 巧み、 仁 木. 細 川. 土岐. 佐々 木 は、 入道の 方 に て、 人 を 人と もせ ざ る 上 杉. 石 堂 

一 等を誅 せんと、 種々 の 諜をぞ 巡らしけ る。 讒者 眞を亂 すが 故に、 羽 林 相 公 §11 と武 

衞禪 門と、 不快の 由 聞え ける が、 洛中の 騷勸斜 ならす。 是に 依って 慧源將 第に お 面 

, し、 心底 を盡 して、 政務の 事 を 謝せら る、。 是れ 更に 身の 爲に 非す と雖、 相 公 不快の 

上 は、 速に 辭し 申す 所な 每事ロ 入す ベ からざる の 3 曰演 舌し 給 ひ、 西 岡に 引 籠り 

給 ひけり。 然るに 同廿 二日の 半更 よ.^、 洛中 物騷 しく、 武士 東西に 走り 廻る • 或は 

將^ 拔 落し 給 ふと もい ひ、 又は 相 公、 今夜 逐電し 給 ふと も 風聞す。 然れ ども 皆 空言 

にして、 其 實を尋 ぬれば、 佞奸の 輩、 邪曲 少々 露顯 する が 故に、 仁 木 右馬助. 土 岐刑部 

少輔. 細 川 刑 部 大輔. 泰 H 雅樂助 等、 己が 國々 へ 逃 下りし に 依ってな り。 翌廿 三日、 政 

務の 事、 入道 固く 辭し給 ふと 雖、 昨日より 上 杉 彈正少 弼朝定 、將 軍の 御 使と して、 往 

- 退 七 八 度に 及んで、 終に 本の 如ぐ 贜 門の 沙汰お るべき の 旨 落 居せ り。 是に 依って 將 

络中接 節の 事  一お 二 
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軍. 禪門. 相 公三 人、 重ねて 御合體 あり ぬれば、 洛中 も靜謐 すべき 所に、 翌廿 四日の 夜、 

仁 木 兵 部少輔 • 細 川 阿波 將監 國淸 も、 一 向 合戦の 用意して、 本 國に逃 下れば、 洛中 猶 

も穩 ならす。 淺猿 しかりし 事共な トノ。 

赤松 天 寶林寺 屬，， 南方 1 附陸良 親王の 御 事 . 

爱に赤 崧天寶 林 寺 律師 則祐は 、初めより 上洛せ やして、 赤松に 居た b ける が、 故 兵 

部 卿 護 良 親王の 若 宫陸良 親王 を 申 賜 はって、 和 田. 楠と 牒じ 合せ、 都へ 攻 上らん と 

ぞ 企てけ る。 其 故 を 委しぐ 尋 ぬれば、 故 兵 部 卿 親王 f4^ 過に し元弘 年中、 十津 川に 

御 坐 ありし 時、 竹 原 入道が 女 を、 夜のお と^ へ 召され、 只ならぬ 身と な hN にけ るに、 

程な ぐ 鄕民共 心を變 じければ、 宫 は十津 川を拔 落し 給 ひし 故、 彼女 房 は十津 川に 殘 

6 て、 絕 えぬ 思 ひに 沈みながら、 正慶ニ 年の 秋、 宫の 忘れ形見に、 若宮 生產 坐し け，^ 

然るに 公家 一 銃の 御世と な b しか ども、 斯く， VJ 申 上ぐべき 便 もな く、 其 上 幾年 月 を 

經す して、 建武ニ 年に、 宫誅 せられ 給 ひし かば、 其より 人目 を憚ト て、 深く 隱し 養育 


せし に、 又 天下 大に 亂れ、 後醍醐 天皇 芳野 皇居に 御 坐 ありし かど も、 未だ 宫御幼 S 

なれば、 母 儀の 閨中 にして、 年月 を 送 給 ひける • 然るに 大塔宮 に 附從ひ 奉りし 平 

賀三郞 .片 岡八郎 は、 宫 薨去の 後 は、 出家遁世の 身と なり、 片岡は 快 心と 號し、 平賀は 

專心 入道と ぞ號 しける。 其 後 曆應四 年の 頃、 平贅 .片 岡 兩人打 連れて、 熊 野參詣 しけ 

るが、 故 親王の 古も懷 かし さに、 竹 原が 館に 入りて 問 ひければ、 早 入道 は、 身罷りて 

候と 答へ ければ、 兩人 共に 涙 を 流し、 南無 幽靈出 離 生死 頓證 菩提と 廻向して、 其よ 

り 入道が 甥戶野 兵衞が 許へ 行き" 修行者な りと 僞 りて、 一夜の 宿 を 借りければ、 兵 

衞悅 び、 客殿に 請じ入れ、 樣々 饗應 して 後、 旁 は 定めて 閡 及び 給 ふらん。 一 年大塔 

宫、 此 山中に 忍び 坐せ し 時、 某 身 不肖に は 候へ ども、 無二の 忠心を 以て、 叔父 竹原ス 

道と 心 を 合せ、 黑 木の 御所に 宮を 入れ 奉り、 恙なく 守護し 奉りし に、 熊 野別當 武家 

に屬 し、 野心の 者 多く 出來 りしに 依りて、 一又 此所を 忍び 出で させ 給 ひき。 其 後 御 本 

意 を 達せられ、 公家 一 銃の 御世と なりけ るに、 如何なる 業因の 御 報に や • 武臣の 爲 

に 害せられ させ 給 ひ ぬれば、 恐れながら 某 如きに 至る まで、 悲歎の 涙に 釉を濡 し、 

赤松 X 寶林寺 罵-南方- 附陸 K 親王の 钧事  sf 
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每日御 後世 を 弔 ひ 奉り 候が、 今日は 尊 儀 性靈の 七回忌に 栢當り 候 故、 賤 しき 身な が 

らも、 志 を 以て、 今朝 七 口の 僧 を 請 じ、 御 菩提 を 弔 ひ 奉り 候。 御 僧 達 も逆緣 ながら、 

御 跡 を 弔 ひたび 候へ と、 涙と 共に 語る を M きて、 間 を 隔てた る 傍に、 女房の 聲して 

さめん， \ と 泣く。 片岡. 平賀 目配せして、 斯る 忠節の 者 こそな けれ。 此 女性 は、 正し 

ぐ 宫の妾 竹 原が 娘 ござん なれと、 坐に 釉を濡 しける が、 片岡 入道 混 を 押へ ながら， 

如何に 兵衞 殿、 我々 を 見知 b 給 ひつる や。 古の 片^ 八郞 * 平 賀三郞 にて 候ぞ や。 親王 

不慮の 害に 遇 はせられ し 後、 我々 も 世 を 捨て 候が、 當年 は宮の 七回忌に 相當， CS 候 故、 

靈佛靈 社 を 順 膿して、 御 菩提 を 弔 ひ 候が、 今日は 都に て、 相應の 追善 をも營 まば や 

と存候 ひしに、 兎角して： n 數を經 、今日 愛に 來る こと、 世 三の 値遇と 存 するな り。 竹 

原 殿の 御 事、 叉 御 息女 も、 只ならぬ 身に て 坐せ しかば、 其 事の 聞か まほし く、 尋ね 申し 

で 候へば、 今 はなき 身と 承り 候 ひし 程に、 餘 所ながら 此 事の 承りた く、 立 寄りて 候 

と、 墨 染の釉 を 顔に あて 、さめぐ と 泣きければ、 兵 衞も涙 を 押 へ、 其 宮の御 事 候よ。 

旣に 生長 坐す に付きて、 堆人 ならぬ 御身 なれば、 如何なる 目 を か 見ん すらん と 存じ、 


某の 計ら ひとして、 竹^が 子供に も 忍ばせ、 彼女 房が 行衞を 知ら やと 披露せ させ、 

某の 方に 隱し 置き 奉りて、 今年 九歲 になら せ 給 ひ 候と いふ。 平賀. 片岡 大に悅 び、 兩 

人 一 旦 形を變 へ、 斯る 身と はな b たれ ども、 若宫 成人 坐 さば、 忍びやかに 御供し、 芳 

野 殿に 奏 K を經、 天下 を 一 銃して、 故 親王の 舊恨を も 散 じ 奉らば やと 存す るな り • 

今 とても 生殘 りたる 宫の、 故 奮の 者. 共 多 か るべ しとい へ ば、 兵衞 大に悅 び、 其よ hs 三 

人相 共に、 種々 謀をぞ 巡らしけ る。 斯くて 南朝の 興國 三年 十 一 月 八 ほ 、戶野 兵衞重 

友牟 賀. 片岡三 人心 を 合せ、 御 母堂に は隱し 、若宮 を 具し 參ら せ、 吉 野の 皇居に 參 T、 

四 條中納 言 隆資卿 を 以て 奏聞せられ ければ、 主上 大に 叙感ぁ つ て、 早く 官軍 を 催し、 

朝敵 退治の 謀 を 巡らすべし とて、 二 品 親王の 宣旨を 蒙らせ. 給 ひける。 赤杨 律師 則祐 

は、 播州 赤松に 居たり ける が、 將軍と 快らざる 折 なれば、 此事 を傳へ 聞き、 心に 案じ 

ける は、 某 父子、 先年 師 直に 與し、 渠が 重代の 太刀 攘劎を 得たり しかば、 尊 氏 兄弟、 某 

を 無二の 師直 方な りと 思 ひ 給 はんすれば、 幸 此宫を 取 立て 奉るべし。 其 時勢 來ら 

ば 、運に 乘 じて 宮を 武將と 仰ぎ、 某日 本 を 奉行 せん。 又宫 方と なりて 強く 軍せば、 將 

赤松 天 寶林寺 眉-南 ネ附陸 真 親王の 御 事  i 
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軍 もな どか 免し 給 は ざらん • 然 らば 宮を捨 奉る か、 よし 又大 塔の 若宮 なれば、 養育 

し 奉る とも、 苦し から じと 思案し て、 平贅. 片 岡は舊 友な る 故、 忍びやかに 使 を 送， 9、 

此事 をい ひければ、 平賀. 片岡 大に悅 び、 芳野 殿へ 奏聞 を經 ける 所に、 楠 正儀强 ひて 

申し 進む るに より、 君 御 許容あって、 宫を 播州に 下し 給 ひし かば、 則祐悅 び、 世に 深 

く隱 し、 天下の 變をぞ 相 待ちけ る. - 然る 所に 師直 兄弟 誅 せられて 後、 尊 氏. 直義 暫く 

和睦の やう なれ ども、 洛中 穩 ならす と 聞え ければ、 又 隱謀を 企て、 和 田. 楠と 牒じ合 

せ、 天下 を 覆さん とぞ 催しけ る。 

南 帝 與，， 尊 氏 卿 父子 一 御 和睦の 事 

然るに 佐々 木 佐 渡 判官 入道 道譽 は、 江 州に 逃歸 りて 逆心 を 企る 由 聞え ければ、 觀應 

二 年 七月 廿 八日の 辰の M 、尊 氏 卿 江 州に 進發し 給へば、 武衞 .禪 門. 宰相 中將 殿、 河原 

の邊 まで 打 送りて 歸り給 ひ、 相 公 は 翌日、 赤菘 誅伐の 爲、 播州に 發 向し 給 ひけり • 

斯る 所に 同晦： = の 夜、 直義 入道 都 を 忍び 出で、 北國を 措して 落ち 給 ひし かば、 se 八 


月 三日， 義詮 朝臣 は、 播州よ， 9 歸洛 あり • 將軍は 同 五日、 江 州 石山より 歸京 坐し け 

-。 敎 If ず、 つ？ IB は 居 將軍猶 も 細 川 陸奧守 を、 北國に 差遣され、 早く 歸洛ぁ 

る べき 旨、 懇望し 給 ふと 雖、 祧井直 常 以下 同心せ ざるの 間、 將軍江 州に 進 發し袷 ふ 所 

に、 入道 大に利 を 失 ひ、 東國に 落ち 給へば、 將軍は 歸洛し 給 ひけり。 然るに 尊 氏 卿、 

京都の 物騷 がしき に付きても、 南方の 敵、 隙 を 窺 ふこと ありぬべし と 思慮し 給 ひ、 去 

る 三月よ， 9、 南方と 和睦の 事 を 望み 給 ふ。 是に 依って 南 帝 楠 正 儀 を 召され、 此事如 

何 あらんと 敕詭 あるに、 是 こそ 願 ふ 所の 幸に て 候。 詐 つて 御 和睦 候べ し。 其. 上に て、 

尊 氏 を 追 落さん 謀 は、 如何程 も 候 ベ しと 申されければ、 君 も 御 許容 坐し けり。 同 八 

日、 法 勝 寺の 慧鎭 上人、 南方に 參り て、 和睦の 事 を 取 繕 は る ゝ と雖、 開 召 入れられす、 

空しく 追 上さ る 、所に、 將軍又 1 一階 堂 三 川 入道 を 播州に 差遣し、 此 事を說 かしめ 袷 

ふ。 是に 依つ て赤极 律師 則祐、 南方 へ 申入る.、 の 間 • 芳野 殿御 許容 坐す 氣色 坐せ し 

かば、 今 は 和議 成就 せん 事 疑な しとて、 一 向直義 入道 征伐の 謀 を 巡らされけ るが、 猶 

も 京都 心 元な しとて、 相 &g を 都に 殘し 置かれ、 將 軍は翌 十三 日、 直義 誅伐の 爲め關 

帝 興-尊 ネ 1 父？ 御 和睦の 寧  1 
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柬 に進發 ある。 同 十  一 B 朔日、 赤 菘妙善 律師 則祐 上洛す。 是れ 南北の 御 和睦、 事な り 

しに 依ってな り。 南方の 使 傦忠雲 僧正、 此間 宇治まで 來 着し 給 ひける が、 同 二日に 

入洛 ぁト人 翌日 相 公、 賀 茂の 親 承 法 印の 坊に 於て、 忠雲僧 W に對面 あ， 9。 南 帝の 綸 

旨 一 一通 相 渡さる。 一 通は敕 免、 一 通 は直義 追討の 綸 旨な， 9。 魏 

南 帝の 綸旨 なる 事 明け t  。十月 三 n: といへ る も 非、 なリ。 其 ま、 1 B  二  り卸少 太で る 

繪旨 の玄 LL 云 ふ、 正 平. 5H« 月廿 四日、 左中將 具忠 とめ リ。 一  Iltfsc^t^-r^ 

べし。 武士の 事 は、 今まで 召： ti 候 上 は、 管領すべし との 敕許な り。 同 八日、 四 條隆資 

卿. 洞 院實世 卿 出京あって、 京都の 事 を 沙汰し 給 ふ。 同廿 四日 頭 中 將具忠 、南朝の 御 

使と して 入洛 せらる。 是れ 主上 も、 早く 京都に 還 幸 あるべし とい へど も、 北國. 東國 

未だ 靜謐 せす、 其 上 今年 塞り の 方 なれば、 明春 出御 ある べきとの 御 事な り。 是に依 

つて 同 十二月 廿 三日、 北朝の 劎璽內 侍 所 を 南朝に 渡されて、 ま、 る 北朝 

の 觀應の 年 號を廢 し、 南朝の 號を用 ひ 正 平 六 年と し、 同廿 八日、 北京 崇光院 に、 太 上 

天皇の 尊號を 奉らせ 給 ひ、 院 御所と 號し 奉る。 さる 程に 尊 氏 卿 は、 關 東に 進發ぁ b、 

K 十二月 薩趣 山に て" 直義 入道と 合戦に 及びけ るが、 颳門戰 利な うして、 伊豆 御山 


足 利直義 

死去 


に 落ち 給 ひける 所に、 又 和睦の 儀 を 取 計る 人々 ありし かば、 重ねて 兄弟 御 和睦 あ. り， 

芷平七 年 正月 六日、 將 軍. 禪門 諸共 に 縑 倉に 入り 給 ひける が、 同 二 月廿 六日、 延福寺 

に 於て.， 御 年 四十 七歲 にて、 鶴 毒に 侵され、 逝去し 給 ひける こそ 哀れ なれ • 

宫方京 攻附細 川賴春 討死の 事 

さる 程に 南 帝 M 村 は、 正 平 七 年 二月 廿 六日、 都に 還 幸 めるべし とて、 芳 野の 皇居 を 出 

御 あ り、 柬條の 城に、 一 夜 御 逗留な され、 翌廿 八日、 住吉に 行幸あって、 同閎 二月 十六 

日：^: f^uj ほ 日 天 王 寺に 行幸 あ， 9。 然るに 一 向 合戰の 御用 意 ある 由 s えければ、 洛 

中 曾て 穩 なら や。 是に 依って 義詮大 に 怖れ 給 ひ、 皆 法 勝 寺の 慧鎭 上人 を 使と して、 

其 眞僞を 正さん が爲、 南方に 差遣 はさる、 所に、 主上 上人 を 近く 召され、 天下 未だ 

靜謐 せざる が 故に、 非常 を誡 めんが 爲に、 官軍 を 召 具 せら-る、 所な り。 何ぞ 君臣 和 

睦の 上に、 今更 異變 あるべ き やと、 敕 答あって ぞ 返されけ る。 斯る 所に 同 十九 ほの 

夜、 洛中 何となく 物騷 がし。 曉に 及んで 南 帝 八幡に 着 御 あり。 翌廿： n の 早旦は 、平！ - 

営 方 京攻附 si 川賴春 討死の 事  一え 一 
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化^ 5 るに、 伊勢 國司中 院右衞 門督顯 能、 三千 餘騎 にて、 柬寺 口より 押 寄せら る • 楠 

左 衞門尉 正 儀. 和 田 五郎 正 隆は、 五 千 餘騎に て" 七 條大宫 へ 押 寄す る。 千種少 將顯經 

f| 日來丹 波に 居られければ、 五 百餘騎 にて、 唐櫃 越より、 內野を 指して 押 寄せら るノ 

義詮大 に 驚き 給 ひ、 有 合 ふ 勢を從 へ、 七 條大宮 邊に打 出で 給 ふ。 此度楠 は、 千劎破 を. 

出 でられけ る 時、 故 和 田 源 秀鐽を 用意せ られつる は、 正 儀が 感心せ し 所な b とて、 

和 m も 楠 も * 鏠五 十本、 抦 をば 二 間 半に して、 中間 共に 持たせたり ける が、 和 田. 楠兩 

手に て、 百 本の 鏠を卅 本づっ 一組に して、 太刀の 兵. 弓の 兵 三人 一揆に して、 三 段に 

立てた， 9 ける が、 一 枚楣の 裏に、 算を繁 ぐ 打ちて、 梯の 如く 挢へ たりけ る を、 民家の 

垣に 打 憑け）—、 射手 を 登せ て、 敵 を 目の 下に 下見し、 散々 に 射させたり。 京 勢の 先 

陣 細川讃 岐守賴 春、 的に なって 射 立てられ、 辟易して 見 ゆる 所 を、 和 田. 楠 五 百 餘騎、 

轡を雙 ベ て 駆 破-る。 賴春も 武功の 人 なれば、 中 を 開いて やり 通し、 馬の足 を 立替へ 

て、 前後 を 顧みす、 駿馬に 鞭ち て、 咄と 喚い て 懸けられ しか ば、 楠 勢 其 猛威に や 怖れ 

けん、 先 ffi の 兵 六 七騎、 勇氣に 怯んで 引退ぐ。 逃ぐ る を 急ぎ 拉ぎ、 敵の 着た る 兜鍪の 


鉢、 馬の 三 頭、 二つ 三つ 丁々 と 打ちて、 鞭に 镫を 合する 所に、 賴 春の 乘られ たる 馬、 敵 

の 打 太刀に や 驚き けん、 弓 杖 三 杖 計り ぞ 飛びたり けり。 賴^ 鞍 壺に乘 直って、 鏺を 

踏 直し 給 ひける 時、 敵 逯間を や 窺 ひけん、 鏠を 以て 內 兜へ 突 込んだり • 突かれて 振 

仰ぎけ る 所に、 小 家の 軒に 出で 忆り ける 竹の 端に、 兜の 鏺を引 懸けて、 拔 かんとし 

ける 所 を， 鏠の者 共 走 寄り、 馬の 太 腹 を 突いて 刎 落させ、 透 間な く 取 園む。 賴春 伏し 

乍ら、 敵 二人の 諸膝 を薤 いで 切据 ゑ、 起 直らん とする 所 を、 和 田 五郎 正中》、 今年 十六 

歳に なりけ るが、 走り 懸 つて 首 を 討つ。 此賴春 は、 時の 侍 所に て、 武威 を 都 郧に振 

はれし に、 今日は 七條油 小路に 骸を 曝し *戰 場の 土と なられけ る こそ 哀れ なれ。 賴 

泰對た れ て、 京方 旣に 敗れければ、 義詮 朝臣 は、 江 州 四十 九院に 落下り て、 軍勢 を 集 

め て、 再び 本意 を 達せん とぞ 催されけ る。 

兩 上皇 新院遷 ，， 幸 芳 野， 附中納 言 局 詠歌の 事 

斯くて 翌廿 一 日、； 藏人 右衛門佐 光 資、 敕使 として 參 上し、 雨 上皇 Iff 新院 I 光.^ お 

M 上皇 新 院遷- -幸芳 野 一 附中納 言 局 詠歉の 事 
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ほ を、 南山に 遷し 奉る ベ しとの 敕靛 な. 5 と、 奏せられければ、 皆々 只 呆れさせ 給 へ る 

計. O にて、 御 涙に 伏 沈ませ 給 ふ。 夜に 入， 9 しかば、 雨 少し 降りけ るに、 御 車 を 差 寄せ 

たれば、 兩 上皇. 新院. 春宮御 同車に て、 其 夜 は 東 寺に 着 御 ある。 御供に は、 敎言 朝臣 • 

實言 朝臣 は^ f^J  ，北面 康 兼計ぞ 御供に は 候し ける。 斯くて 翌朝 三院 を、 八幡 ま 

で 御幸な し 奉 hz 其よ-東 條に 移し 皐- て、 同 六月、 賀名生 鶴 | ^社； 後 へ 還 幸な し 奉 

る。 梶井宫 二 品 親王 尊 胤 も、 同じく 捕 はれさせ 給 ひ、 垂髮 一 兩人. 坊官 一 人を從 へら 

れ、 南方に 赴かせ 給 ひ、 金剛 山の 麓に 押 籠め られ させ 給 ふ。 三院 は、 崩れ 傾きた る 庵 

室の、 見る も淺 間し きに 所々 を、 篠 にて 嚴 しく 園 ひなし、 猶も棘 枳を條 なく 植 ゑた 

る 內に押 籠め られ させ 御 坐せば、 餘 所の 見る目 もい と 悲しく、 櫻より 外 は、 御 心 を 慰 

むべ きもの もなかり ければ、 翌年の 春、 中納 言の 局、 

か ゝる世 もよ しゃ 芳 野の 山 櫻 宿の 物と て かざしに もせん 

i 奏し 皐ら れ ける ぞ 優し き • 


梶井宫 拔落附 律師 元 祐の事 

梶 井二 品 親王 は、 同 五月、 南山に 遷 され させ 給 ひ、 柴の 庵に 住ま せ^ひ、 山 本 三郞承 

りて、 嚴 しぐ 守りけ るが 、程なく  二月 計， o ありて、 御 邪氣の 心地 出 來らせ 袷 ひ、 日に 

添へ て 重らせ 給 ひければ、 警 固の 武士 山 本、 如何 はせんと 驚きて、 峯 通る 山伏 もが 

な、 祈らせば やとて、 士共を 所々 に 分けて 尋ねさせ ける • に 、翌日 殊勝 氣 なる 山伏 を、 

三人 具して 來れ り。 宮悅 ばせ 給 ひ、 御 枕 近ぐ 召して 祈らせられけ るに、 二  H 計， o あ 

b て、 御 病氣忽 平癒し ければ、 御 布施な ど 賜 はりて、 御悅び 限りなし。 武士 共に も 御 

酒 下されければ、 夜 深く るまで 謠ひ 舞うて 遊びけ るが、 山伏 は 險御暇 を 賜 はって、 

また 閽 きに 歸 b けり。 辰の刻 計りに、 宫の御 坐さぬ とい ふ 程 こそ あれ。 扨 は 彼 山伏 

に、 盜み 出されぬ る こそ 安から ねとて、 關々 へ 人 を 走らし、 山伏 を 止め けれども、 宮は 

闩ト 虎口 を 遊れ させ 給 ひ、 其 夜與福 寺まで 落延びさせ 給 ひけり a 是は 御門 徒の 律師 元 

祐と いひし もの、 豫て謀 を^ら し、 宫.. 0 心 を 合せ 參ら せ、 己 は 山伏と なりて、 大 なる 

锭井宮 拔落跗 律 肺 天祐の 事  1ーー金 
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笈を负 ひける が、 此笈の 中に 宫を 入れ 奉り、 落 行 き ける と ぞ 閗 えし， 

源 相 公 歸洛の 事 

さる 稃に 義詮 朝臣、 江 州 四十 九院 にあり て 多勢 を 催し、 近 H 上洛の 由 聞え しかば、 

楠 正 儀、 節 刀 を 賜 はって 江 州に 罷向 ひ、 誅伐 仕り 候 はん と奏 し け れ ど も、 北 畠 准 后、 

支へ 給 ふに 依りて 許されす。 楠 も 力な，、 止みけ る 所に、 相 公義 詮、 三 萬 餘騎を 引率 

し、 同 三月 十日、 四十 九院を 立ちて 攻上ら る。 之 を 防 んが爲 に、 大津 に控 へられた る 

中院 宰相 中 將具忠 、敵の 多勢に 聞 逃して、 八幡 を 措して ぞ 引かれけ る。 正 儀 は、 先立 

ちて 此事を 聞き、 八幡の 皇居に 參り、 旣に 中院相 公、 戰は やして 引取られ 候 由、 敵 は 

勝に 乘， 9 て、 追 懸け 參. り 候 はん。 某 今夜 山科邊 まで 罷り 向 ひ、 切 所に 勢 を 伏せて、 義 

詮が 通らん 所 を、 不意に 咄と駔 入れば、 勝利 疑 候 まじと 申されし かど も、 諸 卿^ 讒 

あ つ て、 敵 は 多勢の 由 聞 ゆれば、 小勢 を 以て、 始終の 勝利 叶 ふま じ • 正 儀 若き 將 なれ 

. ば、 又 討死 せん も 計り 難し * 一  八幡 は 究竟. の 要害 なれば、 敵 寄せ 來る とも、 怖 あるべ か 


ら すと 制せら る • 然る 所へ 北 畠右衞 門督顯 能、 使者 を 以て 使を馳 せ、 某 も 大津へ H? 

入れられ 候 由、 顯能 京都に 罷 在り、 大敵 を 防ぎ 候 はん 事、 叶 ひ 難く 覺ぇ 候。 急ぎ 和 

田. 楠 を 加勢に 賜 はる ぺ しと 奏せら る。 正 儀 は、 旣に十 死 一 生の 合 戰の圖 は 外れぬ。 

京に て 敵 を 防ぐ とも、 利 ある べしと も 思 は ざ. o- しか ども、 罷向ひ 候 はんと 進まる ゝ。 

諸 卿 重ねて 愈議 あって、 楠 向 ひなば 、討死 を やせんす らん。 兎角 北 畠 金 吾 を 召 返さ 

るべ しとて、 京都に 敕 使をぞ 立てられ ける。 同 十五 曰の 早旦、 相 公の 勢、 眞如堂 神樂 

岡邊 に充滿 しける が、 未の 刻に 及んで、 東 山 雙林寺 阿彌陀 茶に 陣を 取る。 相 公 は、 長 

樂 寺の 上の 山に 陣し給 ふ。 其 勢 雲霞の如くな， 9。 顯能 は、 京に て 一 戰 をと 勇まれし 

かど も、 敕靛 なれば 力なぐ 、淀. 赤 井まで ぞ 引かれけ る。 斯る 所に 相 公、 東 寺に 陣を 

移さる、 由閬 えければ、 正 儀 又 皇居に 叁 b  、明日 義詮東 寺に 移， o 候， S  、忍びの 者吿知 

らせ 候。 然れば 北 畠 殿 は、 宵よ b 桂 川 を 打 渡り、 川の 向に 兵 を 伏させられ 候へ。 正 

儀 は、 東 山 連 華 王 院七條 八條の 間に 憑り、 明 卯の 刻、 義； ^、河原 へ 打 出 でん 所 を、 一 手 

に 蓮華 王院ょ 出づ ベ し。 斯 くして 敵の 騷動 せん 所 へ、 柬 山より 駔出 なば、 勝利 

源 相 〈ム歸 络の事  H 一^ 
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を 得 ベぐ 候。 北 畠 殿. 中院殿 は. 東 山に 着し、 先手の 勢 を 打 散らし 給 ふべ し • 然 らば 

篛詮を 討つ か、 京 を 追 落す か、 二つの 內に候 はんと 申されし かど も、 危 き合戰 なる 

べしと て、 敕許 なし。 正 儀、 然 らば 淀 • 赤 井に 打 越え、 顯 能と 一 手に なり、 桂 川 を 渡し 

て戰 はんに、 今夜 寄す ベ し i は 思 ひもよ らす、 宿なん ど と 犇き狻 は ん。 其 JJ 、京. P の 

民家へ 打 散り 居候 はん 所へ、 押 寄せ 候 はい、 味方の 勝 剞疑候 まじと 申され けれども、 

當城は 前に 大河あって 橋 船 もな く、 後 は 河 州に て 分 國なト ソ。 斯る 要害 を 出で て戰は 

んは、 武略の 足らざる 所な， 9 とて、 御免し なかり しかば、 楠 大に悔 え 怒り、 あら ロ惜 

や- 武の 家に 生れん 者 は、 討死 を 期すべき 事なる に。 今 見よ。 大敵に 取卷 かれ、 凯 

死 せんする ぞと、 齒を 切って 高聲に 申し、 陣 所に ぞ 歸られ ける • 同じき 廿 一 日、 相 

公、 東 寺に 陣を 移し 給 へ ば、 顯能は 淀 を 引きて、 八幡の 山 下に ぞ陣し 給 ひける。 然る 

所に、 正 儀の 乳母の 夫、 眞木 右近 申しけ る は、 如何に 敕 許なければ とて、 何時まで 守 

ト>  候べき。 一 夜 討な され 候へ といへば、 正 儀是に 同じ、 和 田. 安間 以下 五 人 十人づ つ、 

忍びやかに 陣中 を 出で ける 所に、 如何して か溆 開に 達し けん、 宰相 中 將實搽 を敕使 


として、 大に 制せ させ 給 ひければ 、力なく して 止みに け 虬 
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源 相公歸 格の 事 


南朝 太平 記 卷第 二十  兗0 

南朝 太平 記卷第 二十 ， 

板 倉 平 三大渡 先陣 幷荒坂 山合戰 

附土 岐康貞 討死の 事  • 

さる 程に 義詮 朝臣 は、 棗 寺に 陣を 移し 給 ふ 所に、 細 川 陸 奧守顯 氏、 四 國勢を 率して 

上洛し、 赤 菘妙善 律師 則祐 も、 官軍 を 引替へ て、 是も 京都に 馳加 はりければ、 栩公愈 

力 を 得、 同 三月 廿 四日、 陸 奧守顯 氏 を 總大將 として、 軍勢 を 差 向けら る •  嫌れ 

お， 足 利 民 部少輔 氏經. 舍弟 左近將 S 氏賴颜 I， 甥 兵部大 輔設經 1 七 

千餘騎 にて、 翌廿 五日、 大 渡に 打 莅む。 右衞 門督顯 能、 河より 向 ふの 岸の 上に 陣取り 

て、 橋 引落して 侍 懸けら る。 是に 依って 京 勢 如何 はして 渡さん と、 暫く 時 を 移す 所 

に、 板 倉 平 三 泰義、 赤絲の 鎧に、 簿 紫の 母 衣掛け て、 粟 毛なる 馬に 乘り、 只 一 騎、 川端 


： 歩ませ 出で 、昨日ん r 日出 來りた る 川なら ば こそ、 皆々 驚き もせら る ベ けれ 都よ 

b 象て 此 t? めり と は、 思 ひ 儲けし ことなら やや。 さる 元弘. 建武 より 以來、 數 度の 合 

戦に、 河 を 渡し 先を駔 けし 兵 多し と雖、 誰か 鬼神に て 候べ き。 いで 先駆して、 名 を 後 

代に 殘 さんと、 小舟に 棹し、 流れ を 切って 押 渡る。 斯波兵 部大輔 詮經、 板 倉 打た すな 

續け やとて、 同じく 河 を 渡さ るれば、 我 劣ら じと 七 千 餘騎、 一 同に 咄と押 渡る。 顯 能 

暫，、 支 へ て 拒まれし かど も、 小勢 なれば 叶 はすして、 終に 繩手を 引越え て、 園 寺 口に 

ぞ陣 せられけ る。 和 田. 楠 は 三千 餘騎 にて、 荒 坂 山 を 支 へらる。 此へは 細 川 陸 奥 守 

顯氏. 同相 模守淸 氏. 土岐大 膳大夫 賴康. 舍弟三 河 守康貞 ^1 惡六千 餘騎、 喚き 叫んで 

攻 憑る。 楠 方 は、 峯々 に 取 登 ^'たれ ども、 未だ 陣々 を 分け ざり しかば、 土岐. 細 力， リ 

勢に 捲り 立てられ、 先陣 は 颯と 散る。 和 田. 楠 少も騷 がす、 峯 より 峯に傅 ひ、 精兵の 

射手 を 以て 散々 に 射させければ、 寄 手 射 白まされて 進み 得す。 正 儀 士卒 を 下知し、 

八 百餘騎 にて 憑け、 れば、 寄 手 谷々 に 捲り 落され、 死傷す る 者數を 知ら や。 土岐三 

河守康 貞は、 天下に 隱れ なき 打 物の 達者な りけ るが、 卯の花 搣の錢 、同 毛の 兜繁 に、 

板 倉 平 三 大波 先陣 井^坂 山 合 戰附土 岐康貞 討死の 事  灵 一 


南朝 太平 記 卷第 二十  一 

渡り 三尺 計りに、 金に て 桔極を 打って 附 けたる を 、猪首に 着な し、 金 作の 太刀 一 ー振帶 

びて、 鍊 貫の 白線 かけ、 贰き者 共の 擧 動かな。 -懸れ や 懸れと 下知して、 眞 先に 進みけ 

る を、 和 田 五郎 正忠、 得たり 賢し と 向 ふ。 細川淸 氏の 郞等關 左 近、 和 田 を 目蒐け て 打 

つて 憑る。 正 忠が郞 等 堺平次 左 近が 只 中 を 射通せば、 三 川 守 走， o 寄りて、 關を引 起 

さんと した. o ける を、 平 次 二の矢に、 康貞が 脇 立の わ ぼの 板 を 射通したり。 三 河 守 

事共せ や、 射られた る 矢 を、 脇 立ながら かなぐり 捨て、 左 近 を 引立て、 二三 町 落 行/、 

を、 和 田 五郞遁 さじと 追 懸けし が、 正忠も 兜の 吹 返 を、 首の 骨 かけて 射 込まれ たれ 

ば、 目に かけた る 敵 を 討泄 らし ぬ と、 安 か らす思 ひける に、 三 河 守、 春雨に、 穿ちた る 

岸 を 飛越 ゆ る とて、 片 岸 を 踏 崩し、 谷 へ 百と 落ら ければ、 正忠 走り 寄り て、 長刀 を 取 

延べ、 一人の 敵 を 討 取りた、 り。 され ども 敵 多勢 なれば、 楠 方に も 士卒 多く 討死し ぬ。 

此上は 明日の 合戰に 討死し、 父兄の 後 を 追 ふ べしと 議 せられければ、 主上 大に 驚か 

せ 給 ひ、 度々 敕使を 以て 召されし 故、 此上は 力なし とて、 夜半に 八幡へ 引 入れら る 

れば、 翌日 敵 入れ 替り て、 荒 坂 山に 陣をぞ 取った. o ける • 


八幡 落城 附 宰相 中 將實勝 朝臣 北方の 事 

さる 程に 京 勢 は、 數 度の 合戦に 打 勝ち、 八幡 を 十重 廿 重に 取卷 きければ、 山上 は 次 

第 に 兵糧 減じ、 叶 ふべ くも あ ら ざり しか ば、 急 に 勢 を 催し、 後 詰 せよ とて、 楠 次郎左 

衞門尉 正 儀. 和 田 五郎 正 安 を、 忍びて 河 州に 歸し給 ふ。 然るに 和 田 正 安、 道より 俄に 

病 出して 死し ぬ。 舍弟和 田 正 兄 は、 痛手 負 ひぬ。 正 儀 一人 樣々 計略 を 巡らし、 勢 を 

催す と雖、 吉野 十八 鄕ゅ者 共 も、 左右に 事 を 寄せて 參ら や。 紀 州に は、 安田 • 阿瀨川 • 

芋瀨. 中津 川、 和 州に は、 越智十 市. 榴 原が 外 は叁ら ざれば、 後 詰 せん 事 もな b 難く、 伊 

豫の土 居 得 能が 方 へ 急 を 吿げ、 九州の 直 冬の 方 へ も、 飛脚 を馳 せ、 鄉池が 方 へ も 使 を 

馳せ、 八幡 へ も、 今 十日 待たせ 給 へ 。 筏 詰 仕 b 候べ しと、 申 送られし かど も、 ^程 過 

ぎ ぬれ ども、 後 詰の 勢 も來ら ざれば、 今 は 城 中 泳へ 難く、 同 五月 十 一 ほの 使、 諸 勢 主 

上 を 供奉し 參ら せて、 大和の 方へ 落ちて 行く • 主上 も 士卒に 紛れさせ 袷 はんが 爲 

め、 御鏜 に て 御馬に 召されけ る を、 敵手 繁く追 懸けし かば、 法 勝 寺左衞 門督， 取って 

八幡 落城 附 宰相 中 將實勝 朝臣 北方の 事  一一 
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返しく 防がる ゝ。 四 條從ー 位 大納言 隆資 卿、 六十 一 歲 にて 討死し 給 ふ。 其 外圆明 

院 大納言. 三 條中納 言雅賢 卿. 宰相 中 將實勝 朝臣 も？ r 死 せらる。 翌十 二日、 南都の 招 

提 寺に 入らせ 給 ひ、 御茶 を 召 上られ、 其より 三輸を 過ぎさせ 給 ひ、 宇陀の 水分の 宫 

に 移らせ 給 ひ、 辛うじて 賀名 生に 落着かせ 給 ひけり。 此時 東國. 北國の 官軍 等、 豫て 

南 帝の 敕に 依って、 八幡に 力 を 合せん が爲 め、 美 準 尾 張の 邊 まで 馳 若き ける 所に、 

八幡 は 早 落城に 及びぬ る 由 聞え しかば、 臂 己が 國々 にぞ歸 りけ る。 此度 討死し 給 ひ 

し實滕 朝臣の 北の方の、 歎きの 程 を 傅へ 聞く こそ 哀れな わ。 此人は 洞 院左衞 門督實 

世 卿の 息女に て、 心ば へ 優しく、 形の 最も 目出度く 御 坐し ければ、 君に 舉 らんと、 深 

窓の 中に 冊き 給 ひける を、 宰相 中將實 勝、 餘 所ながら 見初め 給 ひ、 色々 心を盡 し 給 

ひ 50、 せ 

ひし かど も、 人目 繁 ければ、 力なく 過し 給 ひける に、 一 年彌 生の 頃、 高 間 山の 櫻 花 を 

餘 所ながら 見 給 はんとて、 實世卿 女房 達 を 伴 ひ 給 ひ、 高 根の 方へ、 山路 を 傅 ひ 登ら 

せ 給 ひ、 人目な き 所 なれば、 彼方此方と 遊び歩き 給 ひける に、 實勝 朝臣、 豫て姬 君の 

_ 乳母と 心 を 合せ、 茂みに 隱れ居 給 ひける を、 斯 く.. 0 も 知 b 給 はで 、乳母と 共に、 尾 上 


の 方 を 詠め やらせ 給 ひ、 高 間の 山の 名 もい もじる くこ そ あれ、 花 は 只 雲との み兒ゅ 

る は、 心 あてに やと 戯れ 給へ る を、 猶 彼方よ， 9 は、 能く こそ 侍らめ、 茂み を 出で 離れな 

ば、 S 石切り 通す 吉野川 も 見えぬべし とて、 此方へ x-. と 誘 ふ を、 實勝 朝臣つ と 出で 

給 ひ、 §f して 參 らせん。 此方へ と 搔負ひ 給 ひ、 乳母 と 共 に 逃 行き 給 ひける を、 

知る 人 更にな かりけ り。 斯くて 姬君 見えさせ 給 はぬ と いふ 程 こそ あれ。 大に 驚き 

騷ぎ、 手 を 分ち. て、 谷 へ もや 落ちさせ 給 ひ つると、 方々 を搜 b 求 ひれ ども、 見出し 參 

ら せす。 斯る 深山に は、 天狗な どの 住む とい へば、 若し や 取り 参らせし と、 谷 峯殘ら 

す 尋ね けれども、 見え 給 はねば、 實世卿 も、 泣 々歸， 5 給 ひけり。 其後實 勝の 許に 居 給 

ふ 由 聞え ければ、 實世 卿大に 怒り 給 ひ、 君に 訴 へんと 宣ひ しか ども、 世上 亂れ たる 

最中 なれば、 只穩 便に して 坐せ と 諫めければ、 力なぐ 止み 給 ひける に、 程な ぐ 主上 

八幡へ 行幸 あ b しかば、 實勝 朝臣 も 供奉 せんと 出立 たれけ るが、 都 も 靜謐に 及びな 

ば、 御迎 ひに 參 b なんと、 北の方 を樣々 慰め 給 ひ、 立 出 でん i し 給へば、 北の方、 

何となく 心に 褂る 白露の 置き 別れ 行く 釉 のけし きを 

八幡^ 城附 宰相 中 將資勝 朝臣 北方の 事  0 
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i 泣々 聞え ければ、 實勝 朝臣、 

別路の 露に は あらぬ 嬉し さ を 頓て袂 につ ゝみ こそせ め 

と 打 詠 じて、 立 別れ 給 ひし かば、 心 も 空に 浮かれ、 待 詫びさせ 給 ひしに、 此度 八幡に 

て 討 たれ 給 ひし かば、 絕ぇ 入る 計， りに 泣き 給 ひ、 黃昏 時の 覺柬 なきに、 忍び 出で 給 

ひて、 河 音の 幽 なる 方 を 心 ざし、 菜 摘 川の 河 淀の、 月 さへ 疎き 山陰の、 岩の 面に 筆 を 

染めて、 

山陰の 闇き やみ 路に迷 ひなん 茱 摘の 川に 身 を 沈めな ば 

i 書付け て、 身 を 投げ 給 ひける に、 家人 共 多く 尋ね 來 b 、敢 なき 形の、 岩の 狭間に 褂 

b 給 へ る を 取上げ 参らせし に、 少し 息の 通 ひ 給 ひければ、 藥 など 用 ひ、 樣々 療養し け 

るに、 人心 出來 にければ、 皆々 倶ひ歸 りけ るが、 其 後 終に 姿を替 へ、 佛 道に 入り 給 ひ 

しぞ 哀れなる。 

南朝 官箪 寄，， 京 都 1 事 


愛に. a 名 伊豆守 時 氏. 问 右衛門佐 師氏 父子、 武家の 政道 を 恨み、 南方に 風して 牒じ合 

せ、 文 和 一 一年 五月 上旬、 伯耆を 立ちて、 同 六月 二日、 丹 波の 志 宇治に 陣を 取る。 南方よ 

b は、 四條中 納言隆 俊. 法 性 寺 左 衞門督 康長を 大將. として、 和 田. 楠. 赤松 彈正 少弼氏 

範 以下の 官軍 を 差 上し 給 ふ。 然るに 去る 八幡 籠城の 時、 正 儀の 後 詰延々 に^びし 

を、 諸 卿 い ひ 甲斐な く 思 はれければ、 兎角 支 へ 申す 人々 多 かりし 故、 大和. 河 內.紀 伊 

の 勢 は、 隆 俊. 康 長に 屬 すべし。 泉 州の 勢 は 和 田に 屬 せよ a 和 田 又 楠に 屬 すべから 

すと 命せ させ 給 ふ。 正 儀の 家 子 郞從大 に 怒り、 故 廷尉. 先帝に 仕へ 奉られし よ b 以 

來、 今に 至って 旣に 三代、 忠功誰 人 か 上に 立たん。 然る を 恩賞 こそな からめ、 累代 管 

領し給 ふ國々 を、 召 離れん は 何事 ぞゃ。 速に 奏聞 を 遂げ、 天氣に 依って 足 利 i 和睦 

し、 佞 好の 公家 原に 思 ひ 知らせられ 候へ とい へば、 正 儀 涙 を 流し、 旁が 申す 所理な . 

がら、 君の 非を擧 げん は、 天の 冥 見 も 怖れ あ， o。 故 判官 殿. 金 吾 殿の、 草み. 陰に て 開 

き 給 はん 所 も 恥 かし ゝ。 君の 政 正しくば、 法 弱の 尊 氏に 天下 を 奪 はれ 給 はんや • 又 

父兄、 豈 討死し 給 はんや。 正 儀、 君 を 傾けん と 思 は レ、 足 利を賴 むまで もな く、 大和. 河 

南朝 官軍 寄-京都 I 事  11 一九 七 


義詮^ 軍 

坂 本に 返 
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內. 和 泉. 紀 伊の 內に は、 一 日 も 足 をた めさす 參ら すま じ • 其 上 正 成. 正 行 、不義の 心 

あらば、 是程 取りよ き 天下 を、 など か 奪 ひ 給 は ざらん。 正 儀 苟も ヌが 子な り。 不義 

の 行 あらんに は、 末代の 瑕瑾、 父祖に 不孝の 罪遁る ベ から や。 今國. 々を 召 上げら る 

る 共、 四ケ國 にある 所の 家子郞 從を算 へんに、 河 內半國 に 及ばん か。 是れ 莫大の 御 

恩な り。 譬ひ正 儀が 命 を 召さ る 、 とも、 爭か 背き 申す ベ きと 宣 へ ば、 諸士忠 心の 程 

を 感じ、 皆 涙をぞ 流しけ る。 斯くて 同 九日、 官軍 手 を 分って 洛中に 亂 入す。 相 公義 

詮は 、東 山に 陣し給 ふ。 山 名が 勢 は、 七 條ょ， o 北 を、 大路 切に 打って出る。 二 條大納 

言敎忠 卿、 錦の 旗 を 先立て 進み & へ ば、 四條. 法 怯 寺. 和 田. 楠 、二 條 より 南 を 小路 切に 

打って出で、 河原 表に て 追つ 返しつ 相戰ふ 所に、 京方 は 散々 に戰ひ 負け、 坂 本 を 指 

して 敗北す。 申の 刻に 及んで、 土 岐. 長 山 以下が 宿所 を燒拂 ふ。 其 後 伴 野 sr^ 守が 

土 御門 .油 小路の 宅に も 火 を 放つ。 此 日 高武 藏守師 直が 子 武 藏將監 師詮. 荻 野 尾 張 

守. 赤崧妙 善猙師 則祐、 京方 の 加勢と し て 上着し け る が、 京方 敗軍に 及びし かば、 西 

山に 取 登って 陣を 取りけ るが、 如何 思 ひけん、 同 十 一 日、 赤 极 は本國 に引歸 す， 翌 


十二 日、 山 名 西 山に 押 寄せて、 攻戰ふ 程に、 師詮は 自害し、 阿保. 荻 野 等 は、 丹 波 を 指 

して 落 行きけ b。 

恩 地 正 一 遁世 井 尊氏鄕 父子 歸洛の 事 • 

さる 程に 宰相 中 將義詮 は、 主上の 供奉し 參ら せて、. 濃 州 垂丧に 落下り、 皇居 を 守護 

し 居 給， ひけり。 官軍 は、 一 戰に 京都 を攻 落せし かど も、 馳來る 勢 もな し。 斯る 所に、 

同 七月 廿 三日、 赤极 律師 中 國の勢 を 率し、 攝津 西宫に 着き、 國府に 充満せ し 由 聞え 

しかば、 楠 正 儀、 敵に 足 をた めさせて は惡 かりなん とて、 京都 を引拂 ひ、 國府 に馳向 

はるれば、 翌 H 、山 名 父子 も 京 を 立ちて、 丹 波路に 懸， 9、 本 國に歸 b しかば、 翌廿五 

日、 南方の 官軍、 悉く 己が 國々 に. 引取 b けり。 愛に 恩 地 左 近 太郎滿 一 が 子に、 源左衞 

SZ 尉 正 一 とい ふ 者 ありけ るが、 主人 正 儀に 向 ひ 諫めけ る は、 殿 は 正 成の 御子、 正 行 

の 弟 君に て 坐せば、 下風 を 望み、 餘光を 慕 ふ 者 多う して、 旣に 五百騎 の大將 にて 坐 

さす や。 然 れば此 度の 利に 乘 つて、 足 利 を 追討し^ ひなば、 大功 一 時に 成就し ぬと 

恩 地 正 一 遁世 井 尊 氏 卿 父子 歸洛の 事  Is 
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覺ぇ候 ひし を、 何とな ぐ 在京し 給 ふ 所に、 義詮又 多勢に な， -、 旣に 上洛の 由 聞え 候 

ひし。 然る 所に 赤极、 攝 州まで 着陣の を 聞き、 早速 歸陣 し^ひし は、 何事に て 候 

ぞ。 和 田 以下の 宗徒の 輩に、 仰 付けら るべき 事ぞ かし。 正 一之 を 察し 候に、 妻子の 

恩愛 を 思ば せ 給 ふが 故なら す や。 傳へ 聞く 故 正 成 公 は、 先帝に 賴 まれ 奉らせ 給 ひ、 

に 籠らせ 給 ひしょり、 四海 I 銃に 及ぶ まで、 妻子に 對面を 許されす とこ そ 承り 

候へ。 今 殿 は、 正 成. 正行兩 公の 薰德に 依って、 五 百 騎を從 へ、 諸侯の 列に 備は， 9 給 

、ぶ、 ロハ 大功 を こそ 御 心に 懸けら るべき 事なる に、 色 を 重んじ 給 ふ は、 敗軍の 機顯 

はれて、 當家滅 U の 墓に て 候 は ややと、 詞を盡 して 諌め けれども、 許容の 氣 色な 力 

りし かば、 終に 出家 入道して、 諸國 修業の 身と ぞ なりに ける。 是は正 儀、 其 頃 篠塚伊 

賀 守が 娘 伊賀 局に 相 馴れ、 其 離別 を惜 まれけ る 故と かや • さる 程に 將軍尊 氏 卿 は 

東國に 於て、 新田の 人々 に 打 勝ち、 上洛に 赴き 給 ひし かば、 義詮大 に 悅び給 ひ、 頓て 

京 ® に 還 幸な し 奉るべし とて、 父子 共に 供奉し 参らせて、 同 九月 廿 一 日、 土 御門の 

^裏に 還 幸な し牽ら 然る 所に 同 晦日、 西國の 早馬 來に 右兵衞 佐 直 冬、 南 帝の 


输旨を 賜 はり、 山 名と 一 つに なって" 攻 上らん と 企てら る ゝ旨を 告げし かば、 討 手 

として、 宰相 中將殿 を、 潘 磨の 國へぞ 下されけ る。 

楠 正 儀 忠貞附 渡 邊九郧 自害 

幷足利 右武衞 入洛の 事 

然る 所に 越 前の 足 利 修理 大夫 高經. 越 中の 祧井播 磨 守 直 常、 山 名が 方へ 飛脚 を馳 せ、 

急ぎ 都へ 攻上 られ 候へ， 同時に 京都 を攻 落し 候べ しと 告 けければ、 直 冬. 時 山 剝大 に 

悅び、 文 和 三年 十二月、 七 千餘騎 にて 攻上ら る • 將軍此 由 を 聞 召し、 宗徒の 勢 は、 義 

詮に附 けて 播州に 下し 置きぬ。 味方 小勢に て 京に あらんに、 又 西國. 北國の 敵に 牒 

じ 合せ、 楠攻 上. o なば、 由 々しき 大事な らん。 傅へ 聞く 所 は、 南方の 諸 卿に 讒 せら 

れ、 正 儀 恨 を 合む 由。 然れば 楠^ 方に なりな ば、 攝津. 河內. 和 泉. 大和 .紀 伊 五ケ 國の 

守護 國司職 を 宛 行 は》、 * 方に 降る 事 もや あらん。 然 らば 後代までの 能き 便と い 

ひ、 南 帝 を も 取 らんと 思 ふなら とて、 天 龍 寺の 應藏 主と て、 辯 舌 利口の 僧の あ 

楠 正 儀忠貞 附渡逢 九^ 自害 井 足 利 右武衛 入洛の 事  § 
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■ ケ W る を、 河 內にぞ 下されけ る。. 此僧 は、 正 儀の 郎等 渡 邊九郎 が 母の 甥な りけ る&、 

九郞を 以て、 丹 下. 志 貴 等 を 語ら ひし かば、 丹 下 志 貴 同心して、 此事を 恩 地に 語る。 

恩 地. 又 和 田の 人々 に、 斯くと 語りければ、 和 田が 老臣 寺荆部 大輔， 是 こそ 天の 與に 

て 候へ。 迚も 聖 運 開かるべく もな しとい へば、 此議に 同じて、 正 儀の 乳 人馬 木 右近 

に 語る に、 右近 も是に 同じぬ。 凡 六十 餘人、 皆. 是に 同じければ、 さらば 金 吾 殿に 申 

すべし とて、 和 田. 恩 地. 志 貴 • 丹 下 四 人、 正 儀の 俞に 出で、 斯く とい ひて、 足 利 家の 御 

敎書を 見せければ、 正 儀 涙 を 流し、 故 正 成. 正 行の 遺言 を： 汝等は 知らざる や。 某 は 父 

の 顔 を だに 覺ぇ ざれ ども？ 旁が 親め 常に 語りし 所な： り。 當 家の 存 4J は、 王法と 共に 

すべし。 是 父兄の 遺言な り、 誰か 當 家の 輩に、 父兄の 恩 を 受けざる 人 や ある。 不忠 

不義の 至， 9、 是ょ り大 なる は あるべ から や。 汝等身 を 立てん と 思 は^、 先づ正 儀が 

首を切って、 京都の 獄門に かけて 後、 思 ふま ゝ に 恩賞に 預る ベ し。 京都の 使者 何處 

に -か ある。 搦め 取って、 芳野殿 へ 垂らせん と、 氣色變 つて 見えければ、 四 人 は 赤面し 

て 詞なズ 、面々 の 宿所に ぞ歸 もけ る。 其 後 馬 木 を 招き、 如何 なれば 彼 使 僭 を、 此方へ 


は 渡さぬ ぞ， 御邊も P 敵なる かと 怒ら るれば， 馬 木 右近 大に 怖れ、 宿所に 歸 つて、 1 

味の 輩と 評定し ける が、 金 吾 殿の、 君 を 思 召す 如く、 我々 も 亦 楠 殿 を 思 ふが 故に こ 

そ， 此企 にも 及び つれ。 此上は 大將の 仰に 從 ふべ しとて、 彼 慣を搦 め 出し、 六十 餘 

人の 者 共 も、 太刀 を帶 せす、 囚人の 如くに して、 客殿の 庭に 列 居て、 重科と 思 召さ 

ば、 如何 やうと も 罪せ させ 給 ふ べしと ぞ 申しけ る。 正 儀 見 給 ひ、 旁 斯く惡 事 を 思 立 

ち 給 ふこ そ、 當 家の 滅 U 、朝家の 御大 事 なれ。 其 源 は 渡 邊九郞 より 事 興れり。 斯く 

大勢に 知らせす とも、 某に 密に 知らせざる ぞ。 正 儀に 對し、 隱謀は ある まじ けれど 

も、 朝廷に 對し、 逆心 を 企て ぬれば、 不祥ながら 切腹 せらる べしと て、 渡 邊に腹 を 切 

らせ、 其 首 i 彼 僧と を、 芳野 殿へ 差 上げられければ、 代々 の 忠臣 かなと、 大 に歙感 なさ 

れ、 大將の 任 は 暫く、 河內 守， 護國司 職の 事 は 本の 如くた る べしと 敕靛 あって、 彼惯を 

都へ 返すべし とて、 楠に 下されけ り。 是に 依って 正 儀、 彼 僧 を 京都に 追 返. され けれ 

ば、 尊 氏 卿、 代々 智仁 勇の 三徳 を 兼ねた る 武士 かなと ぞ、 感じ 給 ひける。 是に 依って 

尊 氏 卿、 如何と もし 給 ふ べき 術な く、 同廿 四日^ fiir 該 t 二 主上 を 取， 9 奉り、 江 

楠 正 係忠貞 附渡 迻九郎 自害 幷足利 右武衞 入洛の 事  Eg 
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州武佐 寺に 落ち 給 ふ。 斯くて 其 年 も 募れし かば、 文 和 四 年 正月 十； n、 尾張修 大夫 

高經. 桃 井 播磨守 直 常、 北 國の勢 を 率ゐて 入洛 せら るれば、 同廿 二日、 左 兵衞佐 I 冬、 

山 名 伊豆守 時 氏と 共に、 丹 波路 を經て 入洛し 給 ひ、 大內 の舊跡 大極殿の 額 門の 跡に、 

敷 皮 布き て 坐し 給 ひ、 鎧 弓 征矢 をば 龍 崎に 持たせられ、 我 身は黑 革の 腹 卷に夷 弓 持 

ちて、 草鞋に 差 罩皮を 着せられければ、 見物の 京 童 部 共、 天下の 武將に はな， o 難き 

出立 かなと、 憚る 所な く 笑 ひける i ぞ聞 えし。 

南方 諸將軍 評定の 事 

さる 程に 尊 氏 卿 は、 三 萬餘騎 になり 給 ひし かば、 同 二月 四日、 東 坂 本に 着き 給へ り。 

相 公義 詮も、 七 千餘騎 にて、 同 H: の早旦 に、 山 崎の 西 神 南の 北なる 峯に陣 し 給 ふ。 都 

みち.. （- 

に は 直 冬 を大將 として、 尾 張. 祧井 以下の 勢、 七條 より 九條 までの、 小路々々 に充滿 

たり。 一 手 は、 山 名 伊豆守 時 氏 父子 を大將 にて 、伊田. 波 多 野 以下の 者 共、 淀 • 鳥 羽. 赤 

井： K 渡に 陣を 取る。 河より 南に は、 四倏中 納言隆 俊. 法 性 寺 左 兵 窬督康 長 を 大將に 


て、 和 田 .楠. 吉良 • 石享 赤松 氏範 以下、 八幡 山 下に 陣 しけ 忆 然る 所に 山 名 父子、 南 

方の 兩大將 へ 軍使 を 立て、 敵 多勢なら ば、 待って 戰 はんと 存せ しに、 小勢に て 候 由。 

此方より 打 散らし 候 はん • 然 らば 御 勢 を、 川よ. り 此方へ 渡され 候へ • 一  手に なり 候 

はんとい ひ 送らる、。 兩將此 儀尤な て 、川 を 渡し、 山 名と 一手にな， 9 給 ふ， 其 

後 諸卿會 合して 評定 あ， o  、 楠 正 儀 進み出で、 見る 所 は、 敵 兵 六 千 計りと 見えて 候。 是 

程に 小勢なる べし i は 思 はれす 候。 定めて 一 萬 二三 千 は 候べ し. * 察する に、 乾の 方 

の 谷々 に 隱し勢 あ.^ と 見えて 候。 あれ 程の 小勢に て、 佐々 木 入道 妙 善 律師。 細川賴 

之な どの 武功の 者 共、 何 ぞ斯く 近 々と 陣 せんや。 又隱し 勢な く 候 共、 峯嶮し く，， -て 

上る ベ きえなければ、 西北の 尾 崎より、 弓の 兵 降下って、 下り 拳に 射て^ ふ 所 を、 眞 

倒に 駅 落し 候 はんに、^ 方 泳へ 候 まじ， 妙 善 律師 當國 にて、 此 術に て數度 勝利 を 得 

たりと 承る。 一度 利 を 得た る 謀 は、 度々 する 者に て候ぞ a 然れば 此方よ. ^寄せん 

は、 危 き合戰 にて 候べ し •  口 〈日每 に 足輕を 出し、 敵の 分限 を 見計ら ひ、 僞引 寄せて 

二 戰 をせられ 候 へ かしと 宣 へば、 山 名 伊豆守 時 氏大に 感心し、 W て 若年な りと 巾せ 

南方 諸將軍 評定の 事 
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共、 故廷 尉の 息 程 候 ひけ，^。 日本 を 敵に うけ、 數年 南方の 國々 を、 安穏に 治 め^ふ 

こそ 理 なれと 申されけ るに、 子息 右衞門 佐師氏 進み出で、 道 譽則祐 が 術 も、 能 知り 

賺し候 もの を、 楠 殿 は 御身に 引當 て、 敵 を 深み 給ふぞ や。 其 上 大將相 公 は、 大臆ー 丙の 

人に て 候な り。 楠 殿 は 御存候 まじと 申さ るれば、 諸 將皆此 儀に 同じ、 只 寄せて ffi 雄 

を 一 時に 決し 候 はんと 勇みし 故. 四條. 法 性 寺 兩大將 も、 事 は 多分に 隨ふ べしと 同せ 

られ ければ、 正 儀 盾 を 顰め、 又此 度の 合戰 も、 涉々 しから じと ぞ吱 かれけ る。 


南朝 太平 記卷第 1 一十 終 
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正 平 十 年 一 一月 合戦の 事 

さる 程に 神 南の 陣に は、 西の 尾 崎 を、 佐 々木. 赤崧 等が 手の者 共 堅めた 南の 尾 崎 

は、 細 川 右 馬頭 賴之 以下 陣を 取る。 北の 岸に は、 大將 宰相 中 將義詮 朝臣、 本陣 を 居 

ゑら る， 斯る 所に 山 名右衞 門佐師 氏、 西の 尾 崎へ 押 上りて、 敵 味方 入 亂れ、 爱を詮 と 

相戰 ふ。 南の 尾 崎 右 馬頭 賴 之の 陣へ は、 和 田. 楠 以下、 二 千餘騎 にて 進んだ り。 後陣 

は 山 名 伊豆守 時 氏、 四千 餘騎 にて 續 いたり。 楠 は 疊楣を 手に て 持たせら. れ たれば、 

敵、 雨の 降る 如く 射 けれども、 事共せ す攻 寄す る。 豫 て足輕 共に 熊手 を 持. たせ たれ 

ば、 鹿 垣 を 一 時に 引 破る。 是を 見て 秋 間. 須々 木 以下の 究竟の 者 共、 火水に なれと 戰 

ひし かば、 正 儀の 先陣 三百 餘騎、 色めき立ちて 逃 返く。 正 儀 少しも 騷が や、 旗本の 勢 

正 平 十 年 二月 合戦の 事  §- 
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を 魚鱗に 立て、 靜々 と 討って 搬 T  、無二無三に 切入れば、 賴 之の 勢 泳へ 兼ね、 崩れ 立 

つ 所 を、 山 名が 執事 小 林. 民 部丞、 得たり 賢し と 士卒 を 下知し、 喚き 叫んで 攻立 しか 

ば 、悉く 谷底へ 捲り 落され、 死傷す る 者數を 知らす。 小 林 は 氣に乘 りて、 曳々 聲を揚 

げて追 憑く る。 楠 は、 始めの 細 川が 陣に打 上って、 菊 水の 旗 打 立て、 先の 敗軍の 勢 

を 集めら る • 右衛門佐 師氏是 を 見て、 憑れ くと 下知し ければ、 逸雄の 若者 共、 震々 

雷々 として 戰ふ 程に、 佐々 木. 赤 崧が陣 も 崩れ 立ちし かば、 相 公の 陣も、 纔百骑 計に 

な， o にけ る。 され ども 正 儀の 察せられし 如-.、 細 川 右 馬頭. 同 陸奧守 を大將 にて、 六 

千餘騎 を、 深 谷の 內に隱 し 置かれけ り。 正 儀、 山 名が 陣へ 使者 を馳 せ、 義詮が 陣を見 

候に、 佐 々木. 赤 木. 細 川の 者 共と 見えて 候。 荒 手の 敵に 懸. o 給 はん は 如何に 候。 以 

前の 敵 を 追 立て、 其 勢に 御 憑り 候 はん は 格別、 是 程の 敗軍に、 本陣の 能く 靜ま卩 て 

候 は、 いかさま 賴む術 や 候らん。 今 暫く 御 待あって、 敵の 術 を御覽 候へ i いひ 送ら 

れ ければ、 師^ 聞きて、】 陣 破れて 殘黨 全から すと い へり。 浞ゃ早 兩陣の 大備、 旣に 

敗れ 候 上 は 、勝利 掌の 中に 候と、 事 可笑しげ に 返事して、 士卒 を從へ 打って 懸る。 篛 


誇、 今 は 叶 はじと や 思 はれ けん。 馬に 打乘 り、 落 方 を 求め 給. ふ 所に， 赤 极则祐 走り 寄 

り、 七 寸を控 へて、 こ は 何事の 候ぞ。 則祐 討死 仕りて 後 こそ 、左様の 御 態 は 候べ けれ 

と、^ め 申して 後、 帷幕 を mi 打 上げて、 いひ 甲斐な き 者 共 かな。 大將の 御前に て 潔 

ぐ 討死せ よ。 死ね や 死ねと、 身 を 揉んで 下知 せら るれば、 我 も） （》i 切入. o て、 今 =： 

限りと 相戰 ふ。 其 外 谷 を 隔て、 一陣に 控 へたる 平 位 新左衞 門. 櫛 橋 三 郞左衞 門. 浦 

上 七 郞兵衞 等、 橫 合に 切 懸る。 山 名が 勢、 手 繁く荒 手に 切 立てられ、 少し 漂 ふ 所に、 

舳 川が 隱し 勢、 漸く 戰 場に 馳 着きて、 太 山 も 崩れ 天 維 も 落ちよ と 喚き 叫び、 ー擧に 

死を爭 ひし かば、 山 名が 勢咄と 崩れて 敗走す。 左衞 門 佐師氏 は、 小 林 民 部 丞人も 弟 五 

郞が 跡に 控 へたる を 討た せじと， 取て 返して 戰 はれけ るに， 佐々 木が 郞等目 鹿 田 左 

衞門馳 寄せ て、 師 氏の 內兜 を目蒐 けて 丁と 切れば、 左の 眼 を、 小耳の 根 へ 切 付け、 目 

昏み膽 消え けれども、 太刀 を 取 直し、 目 鹿 田が 涎 褂の透 間へ、 鋒 を 入る、 とぞ 見えし。 

目 鹿 田 は 急所 を 突かれて 死した うけ b。 山 名 は 太刀 を 倒に 杖き て、 少し 心 を 休めん 

とせられけ るに、 敵の 射る 矢 五 筋まで、 馬に 中って 百と 伏せば、 師氏 馬より 下 立た 

正 平 十 年 二月 合戦の 事  さ< 
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れ たるに、 又 矢 一つ 來 つて、 兩 眼の 間 を、 後の 線 附の本 へ、 矢先 白く 射 付けた 

河村彈 正賴秀 最後 幷楠正 儀 返 口 高名の 事 

師氏今 は ふ ベく も あら ざれば 、自害 せんとせられ ける 所に、 河 村彈正 走り 來り、 師 

氏 を 己が 馬に 搔乘 せ、 福 間 三 郞左衞 門が、 彼方に 休み 居た. る を 招き、 馬の 口 を 取ら 

せ、 鞭 をし と >當 てければ、 馬 は 勇んで 馳 せて 行く。 河 村爰を 引きな ば、 大將 遁れ給 

はじと 取て 返し、 大昔 揚げ、 山 名 殿に 一 騎當 千と 賴 まれつ る 河 村 彈正賴 秀ぞ。 寄れ 

かいら ぎ 

や 者 共と いふ ま、 に、 三尺 六 寸の梅 華 皮作りの 太刀 を 打 振りて、 射 向の 釉に差 翳し 

一方 は 山の 岸、 一 方 は 谷に て、 九折なる 嶮蛆 に、 濃 紅の 綴 懸けて、 ロハ 一 騎控 へたれば、 

勇み 進んだ る 若者せ r 四 五十 騎懸 b 向 ふ。 河 村 千鳥足 を 踏んで、 散々 に相戰 ひ、 敵 三 

騎 切て 落し、 四 人に 手 を 負 はせ ける が、 我 身 も 痛手 數ケ所 負 ひて、 終に 討死 をぞ した 

卩 ける。 細 川 右 馬頭 は、 六 千 餘騎の 隱し勢 を、 二 千餘騎 引分けて 楠に 對し、 麓に 陣を 

張らせ、 一 千 餘騎は 備を亂 して、 山 名が 勢 を 追 はしめ、 三千 餘騎 は備を 堅う し、 頼 之 下 


細 川賴之 

敗走 


知して 靜々 と 進まれければ、 南方の 兩大將 四 條中納 言. 法 性 寺 左 兵 衞督、 一 戦に^ 及 

ばす 落 行かる • 正 儀 之 を 見 袷 ひ、 怯 弱なる 公家の 人々 の擧 動かな • 斯様の 敗軍の 時、 

生きん と 思へば 死し、 死なん と 思へば 生く る も のぞ。 細 川が 勢 を 打 散らさ すん ば、 

* 方 一 人 も、 爭か 安穏なる べき や， 和 田 殿 先陣して 討死と 思 ひ 定め、 一 戰を 遂げら 

れ よえ 仰 あれば、 和 田、 仰に や 及ぶ • あの 敵 打破り て 捨て 候 はんと、 三百 餘騎を 魚 

鱗に 立て 、静かに 懸り 向へば、 楠 正 儀、 五 百 餘騎を 一 手に なして 績 かる ゝ。 勝 誇った 

る 細 川が 勢、 など か は 以て 泳 ふべき • 杉 形に なって 走 b 向 ふ。 和 田が 勢、 物 馴れた 

る 者 共 なれば、 敵 間近く なるや 否、 面々 に循を かばと 捨て、 咄と 喚いて 駆けたり け 

るに、 細 川が 勢騷ぎ 立ちて、 右往左往に 敗北す。 正 儀 は、 逃ぐ る 敵 を 和 m に 追 はせ、 

五 百 餘騎を 魚鱗に 立て、 靜々 と 引かれけ る を、 敵 兵 多く 附慕 ふ。 正 儀 下知して、 あれ 

體の取 集め 勢 を 討たん とすれば、 味方の 備亂れ て、 不覺の 死 をす る も のぞ。. 近付か 

ば 射て 落せよ と 下知して、 和 田が 後陣に 打 たれけ るが、 敵 は 南方の 兩將、 又は 山 名 を 

追って 川邊を 上りに 進みければ、 今 は 河の 渡に は、 然々 の 兵 もな し。 然れ ども 敵 急 
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に 追來れ ば、 正 儀、 川の 瀨 より 下し、 下の 方に 勢を備 へ、 馬 武者 を 百 騎計殘 し 置き、 是 

に 精兵の 射手 百餘 人附笸 きて、 其 餘の勢 は、 靜に川 を 渡させけ る。 敵手 繁く 追懸 く 

る を、 百餘 人の 弓の 者 共、 差 詰め 引 詰め 散々 に 射る。 射られて 漂 ふ 所 を、 百 餘騎の 

逞兵 等、 眞驀に 駆 立てし かば、 踟蛛の 子 を 散らす が 如く、 四角 八方に 逃散， 9 た，^ 此 

勢 三百 餘騎の 者 共、 靜に河 を 渡し はれば" 一 人 も 討た るゝ 者な く、 安々 と 引いて 行く。 

敵 も 味方 も 之 を 見て、 正 儀の 智勇の 程をぞ 感じけ る。 

£ 儀詐被 AP 和 事 

さる 程に 神 南の 軍に、 東方 打 勝ちし かば、 將軍尊 氏 卿 は、 山門より 東 山に 陣を 寄せ 

給へば、 仁 木 左 京大 夫 賴 *i は、 S 山に 取り 上る。 義詮は 神 南 を 動かす して 陣し給 ふ。 

宫軍は 又 本の 如く、 直 冬 を 大將 にて、 東 寺 .淀. 鳥 羽. 大 渡に 充満たり。 斯くて 日毎に 

相戰 ふと 雖、 合戰は 互角な り。 時に 同 二月 廿 二日の 朝、 楠 正 儀 は、 八幡より 兩使を 

W て、 直 冬の 陣 へいひ 送られけ る は、 某 忍 を 以て、 東 山 5 陣を見 せ 候に、 用心 淺 間に 


候 由、 一夜 討な され 候へ。 案 內 者の 兵 二百 人參ら せ 候 はん。 又 忍びの 兵百餘 人、 豫 

て 敵陣に 入れ 置き 候 はん。 渠等其 時陣々 に 火 を かけ、 五 騎十騎 づっ切 廻らば、 勝利 

を 得 候 はんとな り。 直冬悅 び、 祧井直 常 を 招き、 此事を 語り 給 ふ。 直 常 使者に 對面 

し、 然 らば 某が 勢 を 以て、 阿 彌陀峯 、嵐 山の 敵に 懸ら せ、 某 は、 將 軍の 陣に 切入り 候 

べし。 其餘 の陣々 へ は、 高經 父子が 勢 を 差 向けられ 候へ。 勝利 疑 候 まじと いふ。 其 

より 足 利 高 經に談 じ 給 ふに、 高經 承引せ す。 其 故 は、 直 常に は 先に 內談 あって、 高 

經 を外樣 になし 給 ふとい ひ、 直 常 計り 宗徒の 請 手と な-り、 高經を 末々 の 敵に 當っ ぺ 

き やう や あると、 之 を 憤りし が 故に、 此事も 止みに けり。 是に 依りて 正 儀、 南方の 

總大將 の陣に 行き、 此間敵 は 日々 に 勢 重な， 9、* 方 は 次第に 減じ 候。 此分 にて は、 始 

終 如何 候らん。 さるに 依って、 柬 山の 陣へ 一 術な され 候へ i 、數度 申 候へ 实、 東 寺の 

諸將、 和せ ざるが 故に 事なら す 候- 所詮 義詮 が陣へ 一 夜 討して、 聖 運の 程 を 試み 候 

はん i 申さる \。 法 性 寺 左 兵 衞督康 長 聞き 給 ひ、 正 儀の 申 條尤に は 候 へ ども、 直 常. 

高 經.師 氏 は、 當^ 無雙 の良將 なり。 此輩 同心な き は、 定めて 上策に て は ある まじと 

正儀詐 被， 乞 レ和事  S 
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.存 候と 宣 へば、 楠 聞きて、 渠等を 良將と 仰せ 候 や。 此度神 南に て懸る べき 圖を脫 し、 

駆け まじき 所 を 駆けて、 味方の 負 を 仕出され 候。 某が 申す 听 不審に 思 召れ 候 は K 

今 見 給へ。， 義詮を 追 散らして 見せ 候 はんと 申さ るれば、 康長も 怒れる 氣色 にて、 兎 

角の 詞も 出されす。 正 儀 も 不奥氣 にて ぞ立 たれけ る。 斯ぐて 正 儀 は、 赤松が 山 崎の 

陣 所に 使 を 遣 はし、 忍びやかに いひ 送られけ る は、 當家ニ 代、 君の 爲に命 を 捨て、 正 

儀 又 忠貞に 私な しと 申せ ども、 朝に 佞人あって、 讒を專 と 仕る に 依り、 領國を 召 放 

たれ、 面目 を 失 ひ 候 事、 定めて 聞き及び 給 ふ ベ し。 當時攝 律 • 河 re. 和 泉. 紀 伊. 淡路 

に 四 國を給 はらば、 將軍 家に 參 忠戰を 勵み候 はんとな り。 赤 崧信濃 守 大に悅 び、 

御 敎書を 申 受けん は 安 か る ベ けれども、 四 國は細 川の 領國 なれば、 如何 あらんと て、 

賴 之に 斯く談 じ 給 ふに、 其 こそ 泰平の 基 なれば、 四國を 去り、 渡し 候 はんとて、 雨 人 

相 公に 申さ るれば、 先づ將 軍に 伺 ひ 申す ベ しとて、 東 山の 御陣 へ 申 送らる ゝ。 將軍 

大に悅 び 給 ひ、 頓て 御敎書 をぞ給 はりけ る。 其 後 楠 、使者 を 以て、 南方の 官軍 を 討 取 

り、 直に， 芳 野の 內锂へ 押 寄せ 候 はんと 申 送らる、。 神 南山 崎の 人々 は、 楠 を こそ 怖 


しく 思 ひしに、 咏方 にな b たる 故、 夜 も 安く 寢ら るれ" 目 出た し ）（，. とぞ悅 ばれけ る • 

正 儀 夜 討の 事 

正 儀 は斯く 謀り 課せて 後、 板 持. 早 風. 富 田 林. 村 雲. 生 駒. 小 鷹. 新 庄. 早 飛 以下、 奇妙の 

忍 十四 人、 其 外 忍に 馴れたる 兵 三百 餘人、 五 人 六 人ー與 にして、 神 南. 山 崎の 陣々 へ、 

宵よ 6 忍ばせ 置かれけ り。 斯くて 同 三月 五日、 神 南へ は 和 田 * 丹 下. 志 貴 七 百 餘騎、 櫻 

井の 佐々 木 道 譽が陣 へ は、 早瀨. 安間. 志 宇 智六百 餘騎、 山 崎 へ は 湯淺. 富 田 四百 餘騎、 

後陣 は 正 儀 六 百 餘騎、 何れも 合詞 合印 を 定め、 卯の 上刻に 押 寄す る。 陣を 三隊に 分 

けて、 先陣 は 忍ばれん 程 は 忍んで、 敵の 陣中に 入れと なう。 富 田 は 百 五十 騎 にて、 頼 

之の 陣財 寺へ 押 寄せければ 「 滠淺は 後陣に 控 へたり。 三 宅 は 山 崎の 在家に 引 入り 

て、 財 寺の 合圖を 待つ 所に、 先に 入 置きた る 忍び 共、 財 寺の 在家に 火 を かけて、 閧を 

咄と 揚げければ、 富 田 百 五十 騎を 前後に 立て、 無二無三に 切って 入る。 敵 兵 共 火に 

驚き、 鬨の聲 に 狼狽へ て、 我先にと 逃げて 行く。 細 川 右 馬頭 賴之 は、 將軍 方に て、 良 

正 儀 夜 討の 事  S 
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將の譽 ありし かど も、 主 從三騎 赤裸に て、 太刀 計， つて、 水 無瀨を 措して 落-；: か 

る。 財 寺の 火 を 見て、 山 崎の 在家に 紛れ 居た る 忍び 共 • 三ケ 所」 火 を 掛けて、 此に顯 

れ 彼に 隱れ、 不意に 起って 切 廻れば、 赤 崧が勢 も、 皆 赤裸に て 北げ て 行く。 櫻 井 • 神 南 

の陣へ も、 豫て 入れ 置きた る 忍 び 共、 方々 に 火 を 放てば、 寢そ びれ たる 敵 兵 共、 先 後 

に 迷へ 度 を 失 ひ、 右往左往に 北げ て 行く。 大將相 公 も、 暫は 行方 知れ 給 は ざり ける 

が、 兵 庫に 落着き 給 ふ。 其 日 討 取る 首數、 千 三百 餘級. 生 捕 百 三十 七 人な り。 南方の 

兩將を 始め、 山 名 以下の 諳將、 こ は 何事 ぞと 驚き けれども、 仔細 を 知ら ざれば とて、 

勢 を 一 騎も 出さ》， 5 ける が、 楠 夜 討した 聞え しかば、 翌 六日の 辰の刻、 兩將三 

千騎を 率し、 河 を 渡して 山 崎に 馳着 くる。 暫く あれば 山 名^ 子 も、 西 岡 の 敵 を追拂 

うて、 是も山 崎に 馳來 る。 斯くて 南方の 雨將 及び 山 名. 正 儀の 陣へ 軍使 を馳 せ、 當時 

無雙の 計略、 驚 入 候.. 0 賀せら る 、。 正 儀 は、 敵の 集め 置きた る 兵糧 少々 運び 取り 給 

ふ。 午の 刻より 雨 大將、 山 崎. 神 南. 櫻 井 等の 敵陣の 兵糧 を、 諸 軍勢に 配當 せらる • 正 

儀 は、 巳の 刻に 山蟒を 立ちて、 三千 餘騎 にて、 酉の 刻に、 八幡の 陣 に歸ら るゝ。 山 名が 


執事 小 林 民 部、 七 百餘騎 にて、 ^寺に 陣 すれば、 兩將は 其 日に、 本の 陣 所に 引返し 給 

ふ。 正 儀 は、 終に 雨 大將山 名に 對 面せられす、 兩將の 方へ 使 を 以て、 斯く 勝つ べき 圖 

の 候 を 知， 9 給 はす 候。 以來御 心得 候べ しとい ひ 送らる。 康長 聞き 給 ひ、 此 度の 働き、 

實に 以て 名譽に 候。 伹 某に 知らせ 給 はざる は、 楠 殿 も不覺 候と 宣ふ。 使者 丹 F 兵 三 

郞、 仰に 候 へ ども、 正 儀 先日 此謀を 申入 候 へ 共、 山 名. 桃 井 は、 當 世の 良將た b なんど 

仰せられ、 此圖を 見付け^ はぬ 大將達 在す 故、 正 儀が 一 孤の 勢 を 以て、 忠義に 備へ 

んと思 ふなり。 諸 勢 心 を 一 致せば、 義詮 を對 取らん 事 案の 內 にあ りと 、郞從 共に 向 

ひ 語り 候 ひきとい へば、 兩將 兎角の 詞 なく、 面 を 赤め て 居られけ b。 尊 氏 卿 は、 東 山 

よ b 、神 南. 山 崎の 煙 を 見 給 ひて、 又 例の 楠 奴に、 謀られつ ると 覺 えたり • 狐の 子 は 

顏白と やらん、 渠に 度々 化さる ゝ こそ 安から ねと 宣ふ。 旣に陣 々震動して、 敗北せ 

ん としたり し を、 土岐. 仁 木 以下 馳 廻って 鎭め ける。 此時東 寺より 押 寄せな ば、 尊 氏 

又 奴 北し 給 ふ ぺ きを、 諳將 和せ ざるが 故に、 長 詮議に て 止みに けり。 楠 又 東 寺の 諸 

將と山 名が 陣に 使を馳 せ， 義詮が 行末、 何處 にあり とも 開え や 候 * 後は攝 州に て 赤 

正儀丧 討の 事  .B1 七 
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菘が國 なれば、 五日 過ぎな ば、 敵 候 はん • 哀れ 膽病 神の 覺らぬ 前に、 諸 將心を 

一 -っ にし、 東 山の 敵 を追拂 はれ 候へ とい ひ 送らる。 然れ共 高經， 直 常 不和に して、 大 

將 の 下知 を 用 ひ ざ れ ば、 直 冬 何とも いひ 出さる、 事 もな し。 山 名 は 、 M に 敵 を拂は 

れ、 餘 りに 無念 に 思 ひ、 軍 評定の 爲、 一 一 一度 ま で 東 寺の 陣に 至り けれども、 高 經出會 ひ. 

ば 直 常 出で や。 直 常 33 づれ ば高經 出です。 是に 依って 山 名 も 頭を搔 き、 怒 を 押へ て 

ぞ 止まれけ る。 義詮は 只七騎 にて、 兵 庫に 着き 給 ひしが、 程なく 多勢に なり 給 ふ。 

小 林 之 を 聞きて、 本の 西 岡に 返けば、 義詮は 又、 本の 神 南に ぞ陣し 給 ひける • 

官軍 返，， 散國 々 、正 儀 被， 送，， 高經. 直 常， 事 

同 十二 日、 尾 張 修狸大 夫 高 經. 仁 木. 細 川. 土岐. 佐々 木 以下と 戰 ひしが、 戒 光寺 を 敵に 

取られ、 東 寺の 勢 は、 氣を 屈し 勢 を 呑まれ、 城戶 より 外 へ 出で ざう け， 9。 然るに 今！ H 

せ ーぽれ S る 直 常. 高經を 助けざる は、 直 常 敵に- 內應 し、 明日 東 山の 勢 を 引 入 

るなん ど、 誰 、れ いふと もな く風閒 しければ、 大將直 冬. 高經 以下の 人々、 淀 • 鳥 羽の 官 


^にも 知らせす、 4H 吉. 天 王 寺 を 3S して ぞ 落ちられ ける * 直 常 之 を 聞き、 是又 能き *s 

の 種なる べしと、 東 寺の 陣に火 を 放てば、 敵 兵、 す は 東 寺 は 落ちた るぞと 、雲霞の如く 

馳せ來 る を、 此 彼よ， -駔 出で/^、 敵少々 討 取りし かば、 悉く 逃げ 行きけ り。 翌 十三 

日の 早旦、 直 常 鳥 羽まで 引きし かど も、 味方 は 早 一 人 もなかり しかば、 又 八幡まで 

引返し、 正 儀に 對 面せし に、 早 両大將 は 落ちられ ぬと 語ら るれば、 哀れ 大 臆病の 人 

人 かな。 直 冬 も、 今よ， y は 臆 冬と 名 乘られ よと ぞ笑 はれけ る。 斯くて 數日經 て 、同 十 

七日、 南方の 兩將 及び 直 冬 以下、 八幡 山に 上らる、。 面目なく ぞ 見えし。 諸將 異心 

なき 旨 和睦 あ つ て、 翌日 合戦の 評定 あり。 異儀區 々なりければ、 祌 慮に 任す ベ しと 

て 、 神託 を 窺 は れ ける に、 直 冬、 父に 向って 弓 を 引く 舉、 t お， い 惡 み 給 ふ 所 なれに ^ 

利 を 得る 事 ある ベ からざる 旨、 神託 灼に 下りければ、 諸 卒の心 忽に變 り^て、 山 名. 

桃 井. 尾 張 以下に 至る まで、 重ねて 大將を 給 はって こそ 上らめ とて、 山 名 は 丹^ 跻 I 

褂 つて 本 國に歸 り、 直 冬は堺 浦より 船に 乘じ、 備 後へ 歸陣し 給 ひけ、 り。 修理 大夫高 

經は、 丹 波よ， o 若 狭に 廻って 歸 らんと 宣 ひける を、 直 常、 某に 於て は、 尊 氏が 陣下を 

官軍^-散 國々 , 附^ 儀 被^^ 高^. 直 常-事  P 
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通るべし。 敵 出合 は > 、願 ふ 所の 幸な り。 十 死 一生の 合戰 をすべし と 申さ るれば、 

高 經も是 に 同じ 耠ふ。 楠 正 儀、 さらば 某、 京まで 送り 参らせん とて、 六 千 餘騎を 本 

みち < 

陣 になして、 七條 河原に 充満た， o。 高經は 先陣と して、 六 千 餘騎を 七つに 分つ。 後 

陣は直 常 八 千 餘騎を 九つに 分け、 河原 を 上りに、 粟田口より、 山 科に S つて 押 通ら 

る。 東 山の 陣に は、 敵 又 如何なる 術 を かなす らんと、 周章 騷ぐも あり。 いや，/. \- 北 

國へ 引退 ぐぞと いふ も あり。 只 兵 を、 一騎 も 出す ベから すと て、 堅く 劇しお ひける 

故、 矢 一 つ を も 射す、 のさ と 通しければ、 楠 は 河原 を 下りに、 八幡に 引返さる。 

兩大將 も、 三千 餘騎 にて 淀へ 打って出で、 正 儀 を 待 付けて、 其 日 は 八 播に陣 し 給 ひ、 

翌日 南方 へ 引返し 給 ひけり。 是に 依って 同廿 二日、 將軍 父子 歸洛 あって、 尊 氏 卿よ，、 

藤 原爲定 卿の 宅に 入り 給へば、 義詮 は、 宣 卿の 宅に 移. o 給 ひ、 同 f 八：：：、 主上 を 山 

門より、 土 御門の 内 禋に還 幸な し 奉られけ り。 

南 帝 臨，， 幸觀心 寺、 和 田. 楠 軍 評定の 事 


さる 程に 足 利 直 冬、 東 寺沒落 の 後 は、 南方の 官軍 等、 飯 盛. 渡邊を 限って 宫 方の 領と 

し、 折々 野 伏 共 出合 ひく、 戰 ひたる 計に て、 さまでの 合戦 もなか b し 所に、 延文三 

年 四月 廿九！ 《、 尊 氏 卿 御 年 五十 九歲は 計， にて 逝去 ありし かば、 嫡子 宰相 中將 

義詮 朝臣 相績 い で、 征夷 大將 軍の 宣下 を 蒙り 給 ふ。 此 弊に 乘っ て、 南朝の 官軍 京都 

を 攻めん と 企て けれども、 勢微 にして 叶 はす。 力なく 止みけ る 所に、 結句 鎌 倉 管領. 

足 利 左 馬頭 基 氏 の 執事 畠 山 太夫 入道 道 誓、 基 氏の 名代と して、 南朝 返 治の 爲、 延 

文 四 年^ SI ぼ 平 十 一 月 六日の 申の 刻、， 多勢 を 率ゐて 上洛し、 直に 將軍 家の 御所に 參じ、 

義詮 朝臣に 謁しければ、 御悅び 限りなく、 御盃を 下さる ゝ。 同 十四日に は、 畠 山が 宅 

に 將軍を 招請し 參ら せ. て、 善盡 し美盡 し、 樣々 と饗應 す。 將軍も 自ら 南方に 進發し 

給 ふとて、 其 用意 頻 b なり。 其 頃 南 帝 は、 河 內の天 野 を 皇居に て 御 坐 あ b ける 所に、 

楠 左 馬頭 正 儀. 和 田 和 泉 守 正 武參內 し、 此處は 要害 無下に 淺 間に 候へば とて、 天 野の 

奧觀心 寺に 行幸な し 奉る。 斯くて 正 儀 一 族、 諳臣を 集めて 合戦の 評定 あり。 正儀宣 

ひける は、 此度は 赤 坂 を 始め 城々 を 燒拂 ひ、 和 泉， 河內の 寺社の 禰宜 法師 人民まで、 

南 帝 臨-幸 觀心 寺-井 和 田 • 楠 軍 評定の 事  S11 
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悉く 紀州. 和 州の 方へ 落し 置き、 千劎破 一 城に 籠るべし， 和 田 殿 は 岸 和 田の 城を燒 

拂ひ、 紀 州の 鹽谷 伊勢 守と 一 手と なり、 紀 伊川 を 前に 當て、 防がれ 候へ。 某 は 籠，：^ 

石 川へ 打 出で 戰ひ 候べ し。 然 らば 東 國勢、 百日と も 在 陣叶ひ 難 かるべし と 申さる 

る。 和 田正武 進み出で、 某 はさ は存 せす。 始終 は 兎 も あれ 角 も あれ、 一 羽 度の 勝利 こ 

そ 快く、 諸人 も 勇む 者に 候へ。 紀 州の 勢 を 給 はって、 正 武渡邊 に罷向 ひ、 一 軍 仕り 候 

はん。 數ケ 所の 城 を 御開き 候 はんも、 餘り穩 便に 候と 申さる、 • 正 儀 聞き 給 ひ、 兄 正 

行、 先年 東條 にて 戦 ひし は、 討死 を 期しての 事、 多勢に 微勢、 替る術 もなくて は、 如何 

なりと 制せら る。 其 時 恩 地. 橋 本 詞を揃 へ、 泉 州の 仰 も、 勇の 過ぎた ると や 申さん。 

又诚々 を 明けん も、 餘り穩 便に 候と い へば、 然 らば 兎も角も 計ら はれよ。 今 見よ、 城 

城を攻 落され、 人 を 損する 上に、 兵糧 も 敵の もの となる ぺけれ とぞ立 たれけ る。 

、 丹 下， 志 貴 .湯 淺. 俣 野 等 出，， 降 人 、金剛 山 軍の 事 

斯 ぐて 新將軍 義詮 朝臣、 南方 懲發に 依って、 同 十二月 十九 日、 內 裏より 頭 左 中將忠 


光 朝臣 を 以て、 御 旗 御馬 を 下さる ゝ* 翌 廿日の 寅の刻、 御供の 勢 ニ千騎 計りに て 打 

立ち 給 ふ。 甲冑 弓箭 を帶 せらる。 一兩 H 東 寺に 逗留あって、 同廿 三日に、 尼 崎に 向 

ひ 給へば 、翌日 畠 山 以下の 東 國勢數 十萬騎 南方に 發 向し、 河內の 國に亂 入し、 山野 を 

餘 さす 陣を 取る。 楠 は豫て 忍びの 者 共 を、 敵陣に 入れ 置かれけ る 所に、 走， 9 歸 つて 

申しけ る は、 畠 山が 陣は、 津々 山の 南の 尾 崎に 陣を 取りて 候が、 畠 山 こそ 用心 厳し 

く 候へ。 其餘の 大名 は、 多勢 を賴 み、 用心の 體も候 はす • 其 上 飯 盛の 寄 手、 今日 飯 盛 

に 着きて 候が、 十 餘里を 一 日に 打って 候 故、 大に 疲れて 見え 候と 告げければ、 丹 下. 

志 貴 大に悅 び、 今宵 夜 討に 仕り 候 は 、 小勢 を 以て 大勢 を 追 散らし 候 はんとい ふ。 

正 儀、 いや- (^、百 HI の 中には 追拂ふ べき 敵 を、 危き戰 をして 何 かせんと て 許されす， 

丹 下. 志 貴. 譽 田. 俣 野 以下 大に 怒， 9、 い ひ 甲斐な き 人 を、 大將 と賴み ぬる こそ 口惜し 

けれ。 謀略 を 以て、 敵 を 引 入る ベ けれども、 其 は 逆 罪 なれば とて、 六百餘 人に て、 降 

人に ぞ出 でに ける • 其 後稃經 て、 譽 田. 湯淺が 方より、 恩 地が 方へ 使 を 以て 忍びやか 

にい ひける は、 此度寄 手に 降りぬ る 事、 思へば 不義 不忠の 至り、 千悔 すと い へど も 

丹 下 • 志 貴 .漠淺* 侯 野 等 出-降 人 | 跗 金剛 山 軍の 事  S 
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是非. に 及ば や 候。 就いては 今夜 細 川 相 模守淸 氏 を大將 にて、 我々 兩人 案内 仕り、 觀 

心 寺 に 押 寄せ 候。， 急ぎ 切 IS に 勢 を 遣 はされ、 我々 共 を 討 取り 給 ふべ しと ぞい ひ 送り 

ける。 恩 地、 正 儀に 斯 く，. 0 語 hs ければ、 いやく、 渠 等が 心中 計り 難し。 敵に 與 する 

不覺人 共が、 我に 忠を存 すべき や。 當 地の 兵 を 他所へ 出して、 是に 寄せん との 巧に 

や。 さ， CN とて 差 置くべき にあら すと て、 恩 地. 安間 を觀心 寺へ ぞ 向けられ ける。 安 

問 は、 觀心 寺の あなた、 金剛 山の 高き 岸に 兵 を 伏せて 備 ふれば、 恩 地 は 十 町 計 麓の 

茂林に 勢を隱 し、 一千 餘騎 にて 控 へたり。 案の 如く、 其 夜 細 川相模 守、 士卒 を 皆步立 

になし、 さし も嶮 しき 金剛 山 へ ぞ 登られけ る • 安間 是を 見て、 時分 は 能き ぞと 下知す 

れば、 士卒 等 一 同に 鬨を咄 と 作り、 下.^ 拳に 散々 に 射る。 豫て 心得た る 事 なれば、 十 

分に 逃散り て、 行方 知れす 落 失せけ り。 細 川が 勢、 駆 上らん とする に、 盤石 銳に、 岸 

高く して 上 得す。 弓手の 方 は 深 谷な. CN  、細き 道に 沓の子 を 打ちた る 如く、 群， CN 立 

ちて 押 合 ひたる に、 敵の 射る 矢 は、 さながら 白雨の 足の 如し • 寄 手 三千 餘騎の 勢な 

れば、 先の 難議 なる を も 知らす、 矢叫びの 聲を閡 き、 曳 や-/, \- と 進む 程に、 先 it の 四 


百 餘騎、 一度に 谷へ 押 落され、 殘 少なに なりに け.^。 淸氏 眼を瞋 らし 長刀 を 取って、 

進み 懸る 味方に 向 ひ、 敲 難所 を 取って、 先 驅旣に 多く 命 を 損す。 汝 * 方 深 谷に 落つ 

る を も 知らす、 進み 懸るは 何事 ぞ。 己 等 こそ 差當， 9 たる 敵な b とて、 先に 進める 者 

共 三人まで、 長刀に 刺 貫き、 谷 へ 投 捨てく、 齒を 切つ て 立 たれければ、 漸々 其時靜 

ま b けり。 斯く て 淸氏、 後陣の 河原が 方 へ 軍使 を 走らし、 此由を いひ 送り、 案 內者共 

は、 討 たれし や 落 行きし や、 行方 を 知ら ざれば、 進退 途を失 へ り。 如何 は せんと、 使 

者 往返の 程 を 待つ 所に、 恩 地、 思 ひも 寄らざる 後より、 後陣の 勢へ、 咄 i 叫んで 切 憑 

くれば、 一 戰 にも 及ばす、 弓手の 谷へ 駆落され、 上が 上に 重な b 死す • たまく 死に 

I  あ さま 

殘. o たる 者 共 も、 皆 赤裸に て、 翌日す ごくと 逃げ 歸る。 見苦し かりし 分野な り。 

淸氏も 大勢に 取 籠め られ、 痛手 一 一 ケ所負 ひながら、 辛き 命 を 助り、 主從ー 一騎に て ぞ落 

ちられけ る。 翌日 譽田. 湯淺 二人、 太夫 入道 道 誓に 向 ひ、 味方に 野心の 者あって、 謀 

を 敵に 泄 らしつ ると 覺ぇ 候と い へば、 入道、 されば とよ、 先年 石 川 河原に 對城を 構 

へ、 楠と 數日戰 ひしに、 味方の 術 を 皆 敵に 知られ、 悉く 今度の 如く 仕損じて ありつ 

丹 下 .志 貴。 揚淺， 俟野等 出-降 人- 附 金剛 山 軍の 事  空お 
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るな り。 何として 聞え 候 や。 旁 能/、 知られつ らん • 語られよ といへば、 湯淺 それ こ 

そ 深き 樣 子の 候。 楠が 陣へ夜 討な ど は、 思 ひも 寄らす 候と て、 夜 廻りの 油斷 なき 次 

第、 雁 番の樣 子をぞ 語りけ る。 是は正 儀、 父兄に 替 つて、 少し 油斷 ありし 故、 千釵破 

へ 夜 討に 寄 させ じが 爲 なりけ り • 
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楠 正 儀津々 山へ 夜 討の 事 

さる 程に 志 貴. 丹 下. 湯淺 以下 、敵方に ありながら、 樣 々謀 を 巡らしけ るが、 時分よ C 

な， 9 ぬ。 夜 討に 寄せら るべ しとい ひ 送りし かど も、 一旦 敵に なりたる 者 なれば と 

て、 正 儀、 是を用 ひられす • 和 田 も 恩 地 も諌め 兼ねて、 斯く 圖に當 b たる 軍 を 怖れ、 

人 を 疑 ひ 給ふぞ やとて、 七 人の 降 人の 陣々 へ、 五 人 六 人 あて 勇士 を 差遣し、 渠等 が 

傍 を 離れす 居て、 不義 あらば 刺 違へ よと ぞ 下知し け. るに、 七 人の 者 共 此由を 聞き、 左 

樣に疑 ふま じき 所 を、 深く 疑 ひ 給 ふ大將 にて 候。 殊に 不義 ある 我々 にて 候へば、 御 

疑尤に 候。 然 らば 我々 の 手の者 共 を、 十 人 二十 人 I 與 にして、 合詞を 定め、 畠 山が 陣 

へ 忍ばせ 置き 候べ し。 究竟の 兵 五 百 人 計 差遣され 候へ。 其 勢と 交り、 陣々 へ 切 

桷正 儀津々 山へ 夜 討の 事  き 一 卞 
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入り 候べ しとい ひ 送れば、 恩 地 大に悅 び、 正 儀に 斯 くと いふに、 心得ぬ 事 なれ • 若僞 

つて 味方 を 方便り 討ちな ば 如何せん。 質 を 渡さ すん ば、 叶 ふま じと 申されければ、 

恩 地又斯 くと 返事す るに、 七 人の 者 共、 皆 子供 又 弟な ど を 質と して ぞ 出しけ る • 斯 

くて 合 H の 夜に なりし かば、 和 田。 恩 地. 安間 .高安 三千 A 百 餘騎を 四つに 分く る。 次 

は 大將左 典 厩 正 儀、 七 百 餘騎を 一 隊，. o なし 向 はる、。 先鋒の 和 田. 恩 地、 畠 山 太夫 入 

道が、 張 番の者 共 を 追 立て、 逃ぐ る 敵に 追鎚 つて、 透 間 もな/、 敏陣に 切って 入る。 安 

間 • 高 安、 一 聲鬨 を咄と 作れば、 後の 山に 隱れ 居た る 野 伏 七百餘 人、 同音に 鬨を 合す。 

寄 手の 勢、 やれ 夜 討よ i 狼狽へ 廻り、 太刀よ 崧 明よ と犇く 所に、 豫て 入れ 置きた る 

忍びの 兵、 方々 に 火 を かけて、 此に顯 はれ 彼に 隱れ、 喚き 叫んで 切 廻る。 志 貴. 丹 下 

七 人の 者 共、 七つに 分れ、 手勢 を從へ 所々 に 切入れば、 數 萬の 敵軍、 何と 思 ひ 分けた 

る 心 もな く、 只 百 千の 雷の、 一 度に 鳴 落ちた る やうに 覺ぇ、 太刀 を も 取らす、 赤裸に 

て 裸馬に 乘 りて 逃ぐ る も あり。 弓に て 切 合 ふ 者 も あ. り。 遊 佐 安藝 守. 佐 原 將監. 內山 

小 太郞を 始め、 一騎 當 千の 者 共 討死す。 其 間に 太夫 入道 は、 甲斐な き 命 を 助かり、 這 


這 逃 延び、 其 夜 は久法 寺に ぞ 落着きけ る • 七 人の 者 共、 正 儀に 對 面し、 此 間の 罪 を 謝 

す。 恩 地 は 道 誓が あらん 所まで 押 寄せて、 討 取り 候 はんとい ひけれ ども、 典 厩是を 

許されす、 哀れ 翌日 寄せたら まし かば、 敵 足 はため まじ かりつ るに、 圖を 外されけ 

る こそ 方 見 けれ。 0： 五日 經 しかば、 敗軍の 勢 集まって、 又 元の 如ぐ 寄 手 多勢に ぞな 

,5 にけ る • 

正 儀 計略 附千劎 破 攻の事 

斯くて 寄 手の 勢 は、 手 負 死人 ffi 來 ると 雖、 多勢 なれば 事共せ す、 « 泉 寺. 平 岩 ニケ所 

の 城を攻 落し、 赤 坂の 城 を 十重 廿 重に 取 圍む。 和 田 和 泉 守 城 中よ b 忍び 出で、 不意 

に 夜 討 を懸 くると 雖、 敵陣 敢て返 かざれば、 和 田. 楠 諸共に、 其 夜 赤 坂の 城に 火 を か 

けて、 千劎 破の 城へ ぞ引 籠られけ る。 其 後 正 儀 謀 を 巡らし、 丹 下. 安間. 志 貴. 早瀬 等 

に 心 を 合せ、 寄 手の 中 へ いはせ ける は、 故 廷尉正 成、 一 度 先帝に 賴 まれ 奉りし よ， Q 

以來、 將軍 家に 對し 奉. ^、少しも 遺恨な しと 雖 、忠義 を 專ら存 やる に 依って、 數ヶ怨 

正 儀 計略 附千釾 破 攻の事  S 元 
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敵と なって 候。 併當 家の 不義と は、 誰が 申すべき なれば、 今の 義の誠 ある を 成 じさ 

せ 給 はか、 老臣 等 正 儀に 諫言 を 仕り、 武家へ 對 して、 忠戰 を-謹ますべき にて 候。 此 

儀、 主人 正 儀に は 未だ 知らせす 候へ ども、 仰に 依って 申 聞かす ベ く 候と、 實 しゃか 

に 申し 遣し けれども、 又 謀に や いふらん と、 承引 の 氣色は な かりけ， 9。 是に 依って 

重ね r 申入れ ける は、 疑 はせ 給 ふ は 理 にて は 候へ ども、 今 は國 中の 城々、 悉ぐ返 失 仕 

b 候 ひぬ。 其上紀 州. 和 州に も、 散發り 候 ひぬ。 加 之 將軍家 を 敵に 受く正 儀に て 候 

へば こそ、 今まで 斯く安 穩に候 へ。 然 トメと て 千劎 破の 城を攻 落さ れんに は、 唐土 天 

竺が 寄せ 求り たりと も、 一年 二 年に は、 爭か叶 ひ 候べき。 然れ ども 始終の 勝利 叶 ふ 

ベく も 候 はねば、 老臣 等 心 を 合せ、 斯く は內談 仕り 候な り。 將軍家 御 許容に 於て は、 

正 儀 申 聞かせ 候べ し。 若 又 承引 仕らす 候 は く 老臣 數人誓 書 を 差 上げ、 正 儀の 實子 

を盜み 取， 9 、御 慕 下に 屬 して、 忠 戰を盡 すべく 候。 然るに 於て は、 楠が 一 跡の 事、 彼 

幼子に 給 はる ベく 候 や • 此儀御 許容な きに 於て は、 力なく W 死 を 思 ひ 極め 候べ しと 

申しければ、 將軍も 今 は 實ぞと 思 召し、 楠眛 方に S しなば、 天下 は 一 時に、 台 まるべ 


し， 然る 上 は 河內. 和 泉 • 大和. 紀伊四 ケ國の 守護 職 を 賜 はるべし， 若 老中 忠 あらば、 

河內 一 國を與 ふ べしと なり。 斯る 所に 又 老臣 等い ひ 送りけ る は、 此度正 儀に 申 聞か 

せ候處 に、 曾て 承引 仕らす、 自害 せんな どと 怒り 候" 又 幼子 多 門 丸の 事、 內々 の 企 

を、 如何して 知り 候 ひけん • 片時 も 傍 を 離さす、 却て 我々 を 討たん ij 議 せられ 候な 

b,. 然れば 我々 * 方に 參ら やと も、 攻めさせ 給 ふ べき 城に て 候へば、 只攻 寄せられ 

候へ。 我々 が 役所より 引 入れ 申 候 はんとな り。 寄 手 も 何と やらん 實 しからす 思 ひ 

居け る 所に、 千劎 破より 夜中に 崧 明を燈 しつれ、 大勢 八方へ 分れ、 落 行く 體を 見せし 

事、 五六 夜に 及びけ るが、 此 落人 共、 敵の 陣中に 緣の ある 者 共 は、 竊に來 つて、 正儀老 

中等と 不和なる 事共、 實 しゃかに 語る。 數 人が 口 を 聞 合する に、 少しも 違 ふ 所な け 

れば、 W は僞 にあら す、 押 寄せて 正 儀に 腹 を 切らせ、 南 帝 を 捕り 奉れと て、 同 五月 廿 

三日の 卯の 刻、 四方の 寄 手、 同じ 時に 攻 寄せて、 さし も嶮 しき 坂道 を、 只 一 息 に攻上 

る。 城 中には 思 ふ圖に 敵を僞 引き寄せ、 大石 大木 を投褂 けく 打ちけ る 程に、 敵の 

內應を 頼みて 楣をも 突か や、 攻 支度 を も 用意 せらる。 寄 手 共、 何 か は 以て 耐 るべき • 

正 儀 計略^ 千 劎被攻 の 事  ©IU 
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四方の 谷へ 人雪崩 を 築きて、 いやが 上に 重なり 死す。 適 命 を 助かりた る 者 共 も、 痛 

手 を 負 ひて、 半死半生の 體 なりけ り。 

尾 張 守義深 敗軍 附相公 歸陣の 事 

寄 手の 大將畠 山 尾 張 守義深 は、 A 千餘騎 にて 居られけ るが、 敵方よ. 5 の返忠 は、 又 

僞と覺 ゆる ぞ。 但し 塀の 本に 用意し 置きた る大石 大木 は、 早 悉く 切 落しつ らん。 斯 

程に 味方 を 討た せながら、 此小 城を攻 落さ すん ば、 後代 迄の 瑕瑾 たらん。 只 一 攻攻 

めよ と 下知 せら るれば、 士卒 等 金鈹を 鳴らして 攻懸 る。 され ども 以前に 懲りて 進み 

得す、 暫く 見合 はせ 居る 所に、 豫て 用意し 置きた る 事 なれば、 恩 地 伊勢 守が 舍弟六 

郎 一 房、 早 瀨小藤 太. 志 貴. 安間 以下、 宗徒の 者 共 一 千餘 人、 吉野 十八 鄕の野 伏 共 三千 

人、 此の 峯 彼の 谷 蔭より、 五 百 三百 一 群々々 打出づ る。 畠 山が 勢、 是に駆 合せん と、 

もらお ち  こ  > 'かしこ 

備騷ぎ 立つ 所に、 以前 五六 夜 計り、 虛 落した る 者 共、 畠 山が 陣中 此 彼に 願れ て、 十騎 

二十 騎づ つ、 ー與 にて 切り 廻れば、 寄 手大に 周章し、 大 崩れに 咄と 崩れ 立つ。 恩 地 • 


敗 畠 
軍 山 

義 
深 


志 貴. 早瀬、 得たり 賢し と 攻鈹を 打って、 短兵急に 追 S くれば、 數 萬の 寄 手 一 返しん 

返さす、 我先にと 落 行く 程に、 長 尾 新 三郞. 猪 俣 小 平 次. 黑田彌 一 兵衞. 石 堂 三郎。 本 間 

美 作 守. 嫡子 原 屋太郞 • 安藤 九郎. 岩 崎 源 太 郎左衞 門 以下、 宗徒の 者 共 三十 五 人、 返し 

合せて 討死す。 其餘討 たれし 士卒 三百 餘人、 大將尾 張 守 も 危き死 を 免れ、 律々 山に 

ぞ 引取られ ける。 猶 泳へ 得す、 天 王 寺へ 落つ る も あり。 飯 盛. 八幡. 淀. 鳥 羽まで、 落 

つる も 多 か b けう。 津々 山に は、 細川淸 氏. 佐々 木 六角 入道. 赤极彥 五郎. 土岐. 明智. 

今 川 以下 三十 八 頭、 軍勢 六 千餘騎 ぞ落留 りけ る • 和 田 • 恩 地 等 、翌日 津 々山の 陣 へ 钾 

寄せん と議 しけれ ども、 楠大に 制せられし。 此時 寄せたり せば、 律々 山 はいふに 及 

ばす、 天 王 寺の 義詮 朝臣 も、 一 日 も 泳 〈得 給 ふま じき を、 正儀當 世無雙 の良將 た，^ 

と雖、 父兄に は 劣る 故に、 又 圖を脫 されけ る こそ 方 見 けれ。 義詮 朝臣 も、 斯くて は 重 

ねて 戰ひ 難しと て、 矢 尾. 平 石. 譽田 等の 城に、 赤极. 佐 々木が 勢. を殘し 置き、， 楠 を 押へ 

させ、. 同 五年廿 八日、 京都に 歸陣し 給へば、 諸 國の勢 も、 皆 都に ぞ歸 りけ る • 

尾 眩 守義深 敗軍 附相公 歸陣の 事  《s 
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和田國 府開诚 * 譽田 .矢 尾 • 平 石 • 水 走 落城の 事 

さる 程に 敵、 京都に 引取りし かば、 楠 又 打って出で、 平 石の 城を攻 落さる • 京勢是 を 

m きて、 時日 を 移さ や 天 王 寺に 馳 下れば、 楠 方 は 又 山林に 引 籠る。 是は 南方 退治の 

爲 にあら す、 京都 將軍 家內 和せ すして、 仁 木 左 京大 夫義長 を、 攻滅 さんとの 密談の 

爲 なれば、 頓て 京都に 引返す。 正 儀 大に悅 び、 此 弊に 乘ら やん ば、 時 を 失 ふなる ベ 

し。 先づ 1 蒸 蒸せ よと 下知せ ら るれ ば、 方々 の 山々 に 篝を燒 き、 攻 むべき 體をぞ 見せ 

たりけ る。 和 泉の 國府の 城に 居た る 細 川 兵 部 大輔大 に 驚き、 此 勢に 取 b. 卷 かれな ば 

叶 ふま じと、 城 を 開きて 落 行く を、 和 田 正 武の勢 、通さ じと 追懸 くる。 渡邊の 橋まで、 

四 里が 間 を 追討に しければ、 細 川が 一 千餘騎 も、 過半 馬に 離れ、 赤裸に て 逃げて 行 

く。 見苦し か， o し 分野な り。 譽 田の 城に ありし 杉 原 入道 も、 今 は 渡 邊の橋 を 越さん 

事 叶 はじと、 矢 厚平 石の 兩 城に 評し 合せ、 水 走の 城に 籠らん と、 白 畫に引 行/、 を、 楠 

正 儀、 野 伏 者 五 千 餘人を 打 散らして 之 を 追 はせ、 我 身 は 三千 餘騎を 堅 面に 備 へて 追 


懸けら る。 矢 犀. 平 石. 譽 田の 城兵 等、 野 伏 共に 追 詰められ、 W たる、 もの 數を 知ら 

す。 入道 は 五六 十騎に 討な され、 水 走の 城に 入 b ける を、 早瀨八 百餘騎 にて、 手繁 

く 追^け 追鎚 つて、 外郭 を 引 破れば、 本 城に 引 籠り、 一日 一 夜 防ぎけ るが 、叶ぶべく 

も あら ざれば、 首 を 延べ 降 を 乞 ひ 城 を 開 渡し、 主從 十七 人に て、 南都の 方へ ぞ落行 

きけ る。 

,.、 ノゝ， や：， ノに ，、つ- • に * 

和 田 小 次 郎正寬 遁世 由来の 事 

然る 所に 往生 院の 正寬 といへ る 法師、 千靱 破に 來り、 正 儀に 謁して 申しけ る は、 此 

度 杉 原 入道が 手に 屬し、 討死 仕りて 候なる。 津山新 五と 申す は、 愚僧が 從 兄弟に て 

候 へ ば、 首 を 袷 は つ て 孝養 仕りた く 候 i 望みけ り。 正 儀 聞き 給 ひ、 扨 は左樣 にて あり 

ける か、 然 らば 望みに 任せて 與ふ べしと 約せられ、 樣々 饗應し 給 ひければ、 佛の道 

など 終夜 物語りし、 翌日 暇 を 乞 ひければ、 正 儀、 新 五が 首 を 選み 出させ、 正 寬に與 へ 

てぞ歸 されけ る。 此正寬 が、 出家遁世の 身と なち ける 其 由 來を尋 ぬるに、 赤松が 家 

初 田國府 開城 弁 春 E, 矢 尾。 平 水 走 落城の 事 
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子 宇 野六郞 とい へる 者の 一 子な り。 赤极大 4K 判官 光範 は、 將箪尊 氏 卿に 專 一 の 者と 

賴 まれ、 數年 攝津の 守護に て 居られけ るが、 一 年住吉 合戰 に、 家 子 宇 野 六郞、 忠戰を 

勵み 討死す。 然るに 六郞が 一 子 熊 王と い へし 者、 未だ 幼少な， 9 ける が、 光範に いひ 

ける は、 楠 は 正しく 親の 敵に て 候へば、 如何なる 術 を も 巡らし、 近づき 寄って、； S つ 

て 本意 を 遂げた く 候" 願 はく は 御 許 を 蒙り、 河 內へ打 越え、 正 儀に 仕へ たく 候。 然 

らば 幼少なる 身に て 候 程に、 定めて 心 許し 仕らん。 よし 又 心 許し 仕ら やと も、 七 八 

年 も 仕へ 候內に は、 討つ べき 便の、 などかなくて 候べき と 望めば、 光範 もい と 哀れ 

に 思 ひながら、 幼少なる 者 を、 敵國へ 遣らん も 心 元な く、 又 命に 代りて 討死せ し 者 

の 子 なれば、 形見に も 見た く 思 はれし かど も、 强 ひて 望む 上 は 力なく、 常に 身 を 離 

さや、 帶 せられけ る 三振と いふ 名斂 を與 へ、 是 にて 本意 を 達すべし とて、 士共 多く 

添へ て、 安倍 野まで は 送らせられ ける。 其より 熊 王 は、 童 一 人 を 具して、 千劎 破の 城 

に 行き、. 其邊に 徘徊し ける 所に、 兵 庫 助 忠元之 を 見付け 怪しく 思 ひ、 如^なる 人に 

やと 周へば、 是は 赤松 大夫 判官 光範の 郞從宇 野 六郞と 申す 者の 子に、 熊 王と 审す者 


にて 候が、 一年 住吉の 合戦に、 父の 六郞 討死 仕り 候 ひし を、 一族に て 候 宇 野 備後守 

我 を 追討 つ て、 所領 を 奪 ひ 候 へ ども、 主人 光範と 心 を 合せ 候 へ ば、 力 及ばす 候 故、 如 

何なる 寺に も 入り 候 ひて、 僧 法師に もな り、 父が 跡 を も 弔 ひ 申さん が爲 め、 斯く浮 

れ 出で 候と 語れば、 忠元 哀れに 思 ひ 、其より 我 宿に 伴 ひ歸り 、様々 とぞ勞 りけ る • 其 

後忠 元、 大將正 儀に 斯 くと 語り、 未だ 幼少に は 候へ ども、 心ば せ 賢々 しき 者に て 候 

といへば、 正 儀 も 哀れに 思 ひ、 具して 參 るべ しとて 對 面し 給 ひ、 其より 傍 近く 召使 

はれけ るが、 本より 情深き 人な b ければ、 熊 王 も 其 恩惠を 感じ、 二心な く 奉公 を勵 

みけり。 疋儀も 彼が 忠勤の 程 を 感じ、 十五 六歲 にもな りなば、 河 州の 內 にて 少の地 

を も領せ させんと 宣ひ しか ども、 少しの 高名 も 仕りて こそと 辭 しにけ り • 斯くて 文 

和 二 年、 父 六郎が 七回忌に 當り ける に付きて 心に 思 ひける は、 父の 讎に は， 俱に天 を 

戴かす とい へり。 今宵 は 正 儀 を 討って、 父の 手 向に もし、 光範の 御 心 を も、. 休め 奉 

らんと 思 ひ 立ちけ るに ハ其日 正 儀、 今 nl は 吉日 なれば、 熊 王に 元服せ さすべし とて、 

和 田 和 泉 守の 烏帽子 子に なし、 和 田 小 次 郎正寬 i 名乘ら せ、 吉 野の 主上より 賜 はり 

和 田 小 次郎正 i 世. a 來の事  § 


南朝 4< 平^ 卷第廿 二  はえ 

たる 緋緘の 鎧 を、 小次郞 にぞ與 へ^れける。 熊 王 涙 を 流し、 悅ぶ事 限りなし * 夜に 

入， GN て 正 儀の 前に あ b ける が、 年來の 本意 を 遂げん は、 今宵に こそと 思 ひ 膝 を 直し、 

正 儀に 目 を 懸け、 るが、 此 年頃 情深 か b し 事共、 又は 今日の 元服に つけて、 其 厚恩 

を 思ひ續 くれば、 爭 でか 情なく  W ち 奉らん と 思 ひ 返し、 心 を靜め 居た， O しに、 能々 思 

ひ 巡らせば、 正しく 親の 敵と いひ、 又は 譜代 相 傅の 主君の 怨 とい ひ、 一方ならぬ 怨 

敵なる もの を、 是非 一 討に と 思へ ども、 何 心 もな く 居 給 ふ 有樣を 見れば、 痛 はしく 

悲し さの 餘 りに、 廣綠に 出で、 大聲を 揚げて 泣き叫ぶ。 正 儀 を 始め 諸人、 こ は 何事 ぞ 

と 驚き、 障子 を 開きて 如何に と 問 ふ に、 小次郞 暫く 涙 を 押 へ、 斯 樣々々 の 次第 故、 正 

儀 公 を 討って、 父の 讎を報 せんと 思 ひ 候へ 共、 此 年頃の 御 情の 程、 今 H の 御 恩の 忝 

き 事 を 思へば、 爭 でか 恐れ多く も 討ち 奉り 候べき。 此上は 君の 爲め 先君の 爲め 父が 

爲め に、 自ら 死なん より 外 は 候 はすと て、 旣に腹 を 切らん とする、 諸人 抱き留め 

刀 を 奪 ひ 取りて、 大に 諫め 制しければ、 小 次 郞も鬼 角の 事 を もい はや、 卒 伏して 泣 

き 居し が、 又 刀 を 取って 髻 押切ち、 頓て 往生 院に 行きて、 剡髮染 衣の 身と なり、 君よ 


b 給 はりた る 名 なれば とて、 正宽を 改め fs、 正寬 法師と 號し、 往生 院に幽 なる 庵 を 

結び、 道心 堅固に、 世捨 人となり、 行 ひ 澄して 居た hs ける が、 若 も 心の 變る事 もや あ 

らんと て、 往生 院の門 よら 外へ は、 曾て 一 足 も 出で ざ りければ、 出家 以後、 1 初めて 此 

時 千 破劎へ も、 參 りけ ると ぞ聞 えし • 

神 崎 合 戰附正 儀 謀略の 事 

愛に 攝 州の 守護 職 は、 赤 菘信濃 守範資 嫡男 判官 光範、 相績 いで 二 代 守護し 居た， 9 け 

る を、 此度將 軍 南方に 在 陣し袷 ひし 時、 軍用の 沙汰、 每時 不足な b ける を愤 b 給 ひ 

ける を、 佐々 木 佐 渡 入道 道譽、 折に 幸と、 種々 の讒を 構へ、 赤 核が 攝津の 守護 を 召 放 

たせ、 己が 恩賞に ぞ申給 は むける。 楠 左 馬頭 正 儀、 此 事を傳 へ 聞き、 和 田 和 泉 守 正 成 

を 招き、 某攝 州の 赤松 を追拂 はん 事 は、 最 安く 覺ぇ しか ども、 公家の 政道 惡 ければ、 

却て 敵の 擒 とならん i 思 ひ、 今まで 打捨 置きし な， 5。 さりながら 新しき 攝 州の 守護 

の 手 並 を 見 ざらん も、 無下に 言 甲斐な く覺 ゆれば、 馳 向って 一 戰 仕らん とて" 術の 

祌畸 合戦 跗正儀 謀略の 事  0^ 


".， 
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次第 を 密談し、 正 儀 は 五 百 餘騎、 正武は 二百 餘騎、 野 伏 共 一 千 餘人を 催し、 康安 元年 

正 | 十九 月廿七 H の 夜、 渡 邊の橋 を 打 渡り、 地の 形勢 を 見 澄し、 野 伏 三百 餘人、 精兵の 

射手 を 勝り 、葦の 茂りた る 中に、 廿 騎卅騎 あて 伏せ 置き、 五町 を 退きて、 和 田 二百 餘 

騎^ 兵と なって、 是も荤 原に 忍び 居る。 其よ b 五六 町 を 返いて、 楠 左 馬頭、 五 百餘騎 

を 一 手に なし、 菊 水の 旗 只 一 流 押 立てたり。 佐々 木 道譽が 嫡孫 近 江 判官 秀詮、 折し 

も在國 した， 9 ける が、 楠が 分限、 何程の 事 か あるべき とて、 翌 くれば 廿 八日、 先陣の 

吉田肥 前坊 六 百 餘騎、 後陣 は 佐々 木 兄弟 七 百 餘騎、 神 崎の 橋 を 越えて 進んだ 正 

儀の 忍びの 中に、 板 持次郞 とい ひける 者、 宵より 佐々 木が 陣に 忍び 居し が、 秀詮が 

郞等 共に 語.^ ける は、 某 は 中島の 在家の 者に て 候が、 楠が 發向 故、 妻子 を も 打 捨て、 

逃げ 來 りて 候な り。 今夜 川 を 越えられ 候 は、 和 田 和 泉 守 殿に て 候。 楠 殿 は、 跡より 

向 はれ 候と いふ。 士卒 共、 秀 詮に斯 くと 語れば、 W は 正 儀が 來ら ざる 以前に、 和 田が 

勢 を 討 散らさん と 勇ま るれば、 肥 前坊 聞きて、 同じく は 楠 を も 渡らせて 後、 向 ひし 敵 

を鏖 にし、 坝日 は河內 へ 發向 せん もの をと？ S 一一 n 吐けば、 諳勢も 勇み 進みけ り • 楠 は 


正 儀、 畠 

山秀詮 の 

軍な 被る 


敵の ふ を 弛ませ て 後 滅人を 走らせて、 楠 は 西より 寄せ 候 ぞ* 神 崎の 橋 爪 を 支 へられ 

侯へ と 呼ばら せられければ、 す は 楠 は 跡より 寄す るぞ、 引返せよ と、 肥 前坊 を 始め、 深 

田 や 沼の 中なる 細道 を、 一騎 計に 長 々となって ぞ 打ったり ける。 正 儀、 時分 は今ぞ 

と 下知 せら るれば、 本陣よ b 太 鈹を打 出す。 野 伏 共 三百 餘人、 豫て相 圖の事 なれば、 

方々 の 葦原より 起 つ て、 廿騎 W 騎づ つ 群り 出で、 深 田 を 前に 當て、 沼 を 隔て、 差 jig め 

引 詰め 橫 矢に 射ければ、 佐々 木が 勢 は、 的に なって 射られけ る • 先陣の 肥 前坊が 六 百 

餘騎、 深 田の 中へ 逃 入りて、 人馬 上が 上に 重なり合 ひ、 只 泥に 塗れた る 魚の 如し。 後 

陣に 打ちけ る 近 江 判官 秀詮. あれ 駆 散らせよ と 下知 せら るれば、 士卒 等 野 伏 を 駔 倒 

さんと、 一 騎 打の 道 を、 遙々 取って返しけ るが、 敵の 射る 矢 雨の 降る が 如く なれば、 射 

落さる ゝ者數 を 知ら や • 射殘 されけ る 者 共、 廣み へ 出で て追拂 はんとす る 所に、 又 

葦原の 中より 和 田が 加勢 二百 餘騎、 咄と 叫んで 切り入り しかば、 佐々 木が 勢 一戦に 

も 及ば や 、我先にと 逃 行く 程に、 泥中に 追 入れられて、 或は 討 たれ 或は 生 捕られ、 又 

は 心なら す 自害す る も 多 かりけ， o。 正 儀 士卒に 下知し、 一 隊を 一 一隊に 分け、 一 一 百餘騎 

称 合戦 附正儀 謀略の 事  苣一 
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を、 備を亂 して 追 は せければ、 一 敵 を 討 つ 事 若干な， り • 近 江 判官 兄弟 は、 肥 前坊と 一 手 

にならん と、 廿騎 計りに て 落 行く 所に、 肥 前坊 は、 早中津 川の 橋 を 逃げ 渡り、 追ひ來 

る 敵 を 落さ じ i や 思 ひけん、 橋 板 二三 間引 落して 逃げ 行きし かば、 佐々 木 兄弟、 今 は 

遁れぬ 所と、 取って返して 討死せられ しかば、 瓜 生 次 郞左衞 門 父子 兄弟 三人. 縣次郞 

久季 以下、 我 もくと 討死す。 此時 宗徒の 者の 首 八 級、 其 外の 首 を 得る こと 三百 七十 

餘級 なり。 生 捕 1 一 百 六十 餘人 ありけ る を、 正 儀 情深き 大將 なれば、 手 負 ひたる 者に 

は 藥を與 へ、 赤裸なる 者に は 小釉を 着せ、 悉く 京へ 返し 遣 はされ ければ、 諸人 皆 情 

の 程をぞ 感じけ る。 斯り ける 所に、 將 軍義詮 の 執事 細 川 相 模守淸 氏、 逆心の 聞え あ 

つ て、 京都 以て の 外に 騷勸 しける が、 淸氏、 都の 住居 叶 はやして、 若 州に 逃 下り、 又 若 

狹をも 落ちて 南朝に 參り、 降 を 乞 ひし かば、 罪過 恩 免あって、 朝敵 誅伐の 謀 を 巡す 

べしと 敕靛 ありし かば、 淸氏 大に悅 び、 楠 正 儀と 評定し、 正 平 十六 年 Mi 輔 十二月 三 

日、 住 吉天王 寺に て 勢 揃 へして、 京都 を 指して 攻 上る • 相 公義 詮 朝臣、 叶 はじと や 思 

ひ 給 ひけん、 同 八日に 江 州 へ 落ち 給 へ ば、 頓て淸 氏. 正 儀 以下、 京都に 入替 へられけ 


るが、 相 公 程なく 多勢に なり、 諸方より 攻 上らる ゝ由 聞え しかば、 官軍 は 都 を 落ち 

て、 又 南方へ ぞ 引返しけ る • 
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神 崎 合 戰附正 儀^ 格の 事 


南朝 太平 記 卷第廿 三  0 

南朝 太平 記卷 第せ 一一 


左 馬頭 正 儀 神崎發 向の 事 

さる 程に 楠 左 馬頭 正 儀 は、 攝津の 地に 發 向し、 其 頃 佐々 木が 守護 代と て 差 置かれた 

る箕浦 を追拂 ひ、 攝津 に數タ 所の 城 を 築き、 西 國の兵 を 防がせ、 其 後 上洛して、 四國 

に 居 給 ふ。 細 川 相 模守淸 氏と 牒し 合せ、 一時に 將軍義 詮を追 落し、 此度は 公家の 人 

人の 評定に 係 はらす、 何 國迄も 義詮を 追 懸けて、 悉く 攻滅 し、 四海 一 銃の 切 を 立つ 

べしと、 勢 を 集められ ける 所に、 楠 主上 を 恨み、 逆心の 企 ある 由 風聞す。 君 も 大に驚 

かせ 給 ひ、 歙盧を 苦しめさせ 給 ふ 所に、 正 儀此事 を傳へ 聞き、 恩 地 伊勢 守 を 以て 奏 

せられ はる は、 正儀隱 謀の 由 申す 諸 卿の 候 由、 某 父兄よ り 以來、 天恩に 依って 三ケ國 

を i 仕り 候 所に、 百鮏 等に 非道 を 申 憑 けらる、 諸 卿 多く 候。 是皆 下司. 公文 • 奉行 


等が 仕る 所に て 候 はんか * 正 儀 是を誡 る 故に、 私曲 人 等、 其 主人に 向って 正 儀を讒 

し 候 を、 實と思 召す 諸 卿 多く 候 故、 斯く 讒口に 懸 b 候な り。 若 隱謀を 企て 候 はい、 勢 

を 催す 迄 もな く、 君 を 傾け 奉らん 事 は、 恐れ 乍ら 掌 を 返す 如くに 候 はんか。 此度は 

細 川と 兼 約 仕りし 故に、 攝 州に 發向 仕らん と、 其 用意 仕る 所な り。 所詮 猶も 不審 を 

殘 され 候に 於て は、 一子 多 門 九 を、 法 性 寺 殿へ 預け 奉り 候 ひなん • 諸 卿 正しから す 

候 故、 斯く 取， 9 易き 天下 を、 今に 至って 武家の ものと なし 置かれ 候な り。 せめて 武 

の 一 偏に 於て は、 枉げて 北面の 輩に 御 任せ 侯へ かし • 以前より 申 候へ ども， 大將の 

敕 許なければ、 十 死 一 生の 軍 を 仕る 事 も 候 はす。 定めて 武略の 足らざる 誹に ぞ 落ち 

候 ひなん。 此 故に 諸 卿へ 披露 を もな さす、 兵 を 集めた る 所に て 候と ぞ 奏聞せられ け 

る • 是 等の 事に 日數押 移， 9 け る 間に、 淸 氏の 舍弟細 川 右馬助. 同 掃 部 助 一 一 人、 河 州に 

來っ て、 淸氏 討死の 由 を 語られし かば、 正 儀 も 力 落されけ り。 されば とて 又 止む ベ 

きに も あら ざれば、 康安 一 一年 八 R: 十八 日、 正 儀 八 百餘騎 にて ぞ打出 でられけ る。 和 

田 和 泉 守 正 武五百 餘騎， 天 王 寺まで 馳着 くる。 恩 地 伊勢 守 三百 餘騎、 矢 尾次郞 二百 

左 馬頭 正 儀 神崎發 向の 事 
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餘騎、 志 貴. 早瀨百 七十 騎、 丹 下. 牲川. 安間. 湯 淺. 富 田野 • 長 瀨. 天 野 等、 五十 騎百 騎馳加 

はり、 七 千餘騎 にぞな b にけ る。 此勢を 二手に 分けて、 神 崎の 渡へ は、 和 田 卓瀨. 湯 

淺. 淺 野. 長瀨. 矢 尾. 天 野 等、 三千 餘騎を 差 向けら る • 此勢 、橋より 此方に 陣を 取る。 

株 瀬へ は、 恩 地 伊勢 守 を大將 にて、 安間. 高 安. 丹 下. 性 川 二 千 五 &餘騎 を 差遣し、 大將 

正 儀 は、 一千 六 百餘騎 にて、 一里 計 引返き、 天 王 寺に 陣をぞ 取られけ る • 

箕 浦俊定 敗北 附池田 十 郎敎正 武勇の 事 . 

佐々 木が 守護 代 箕浦次 郞左衞 門 尉 俊定、 此事を 聞き 大に 驚き、 宾浦彌 次郎. 同 四郎左 

衞門. 鹽谷 六郞. 多賀 將監. 瓜 生. 木 村 以下、 百餘騎 を株瀨 の 渡へ 差遣し、 我 身 は 伊^ 大 

和 守. 河原 林彈 正左衞 門. 池 田 十郞敎 正. 芥河 右馬允 以下、 三百 餘騎を 引率し、 神 崎の 

橋 爪に 馳向^ 新くて 四 五日が 程 は、 敵 味方 對陣 して 居たり ける が、 元 來正儀 は、 敵 

に斯ぐ 防がせ 置きて、 思 ひも 寄らぬ 餘 所の 瀬より 渡し、 不意に 敵の 後 を 討って、 河 中 

へ 追 はめんと 、豫て 巧 まれた る 事 なれば、 八月 十六 日の 夜半 計に、 二十 餘町 上なる 


箕 浦俊定 

敗走 


三 國の渡 りより、 千 六 百餘騎 を、 三つに 分けて ぞ 渡されけ る • 翌 ぐれば 十七 日の 曉 

天に、 京 勢の 眞似 をして、 旗 笠 印 を も引隱 し、 箕 浦が 陣の 後より、 不意に 押 寄せ、 一 聲 

鬨を擧 ぐる 程 こそ あれ。 先陣 庄. 石 川が 五 百 餘騎、 翁 水の 旗 を 颯と 差 上げて、 無二 無 

三に 切って 入る。 次 は 正 儀 、八 町 計 返き て、 六 百 餘騎の 逞兵共 を、 三軍に 分けて 進ま 

る、。 後陣 は 志 知. 藤 倉 五 百 餘騎、 十 餘町、 退きて.、 小 還 野. 富 崧の民 星に 火 を 放ち、 多 

勢の 體をぞ 見せた， o ける。 箕浦が 勢 周章 騷ぎ、 上 を 下へ と 騷勸す • 次 郞左衞 門 尉 俊 

定も、 物 具すべき 間 もなか， C ければ、 太刀 計り 取りて 出合 ひける。 和 田 和 泉 守 は、 神 

崎の 橋 爪に て、 三千 餘騎 にて 控へ ける が、 時分 は 能き ぞ とい ふま ゝに、 豫て餘 多用 

意した る持楣 を、 橋桁に 渡し かけ、 其 上に 莛を 多く 持 掛け. たれば、 宛 も 東海道の 如 

くな り。 人馬 思 ふま、 に 打. 渡し、 喚き 叫んで 攻懸れ ば、 宾 浦が 勢 一戦に も 及ばす、 我 

先にと 落 行ぐ 稃に、 堀 溝に 落 入.. o て、 討た る 、者數 を 知らす。. 大將正 儀 は、 先 勢 五 百 

餘騎， 備を亂 して 追 懸け さ せ、 我 身 は、 旗本の 勢 六 百 餘騎、 備を 正し/、 見物し て ぞ居 

られ ける。 伊丹. 佐 和， 鹽 川. 河原 林 以下、 踏 止り く、 枕を雙 ベて 討死す。 爱に池 田 

ま、 浦悛定 敗北 附 Jiffl 十郎教 正武異 の 事  ss ャ 
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十郞敎 正と いひし は、 正しく 正 行の 息 男な， 9 とぞ閒 えし。 其 故を尋 ぬれば、 敎 正の 

母 は、 攝州野 瀨の庄 の 住人 內藤 右兵衞 尉滿 幸が 息女な りけ るが、 正 行 四條繩 手に て 

戰 死の 後、 仔細あって 正 行の 後室 を、 正 儀、 故鄕に 送り返さる ゝ。 彼 後室 は 、只なら 

ぬ 身に て ありけ る を、 父滿 幸の 計ら ひに て、 再び 同 國の池 田 九郞敎 依に 嫁せ しめけ 

るに、 程なく 男子 出生したり ける を、 さる 明 將の子 なれば、 成長の 後、 如何なる 譽を 

か顯 すべきと て、 敎依、 己れ が 子と して 養育し ける が、 今 は 早 池 田 十郞敎 正と 名乘 

りて、 十九 歲にぞ なりに ける。 然るに 敎正、 父 九郞が 名跡 を續 ぎて、 京方に て あり 

し 故、 箕 浦が 手に 居たり ける が、！： の 間に か 着た りけん、 鎧 一 縮し、 鹿の角の 兜 を 着 

て、 逞兵 二十 騎計を 前後に 立て、 靜 々と 向 ひける が、 士卒に 下知して、 斯る時 は、 死な 

ん i すれば 生き、 生きん とすれば 却て 不覺の 死 をす る も のぞ。 敏も 他人に あらす。 

汚き 擧動 をす ベから すと て、 勢 を 魚鱗に 立て、 敵中に 駆 入り/.^, 七顚八 倒して 相 

戰ひ、 追拂ひ ）（，. して 落ちて 行く  • 嚴 しか. Os し 働な り。 され ども 敵 は 多勢 なれば、 

士卒 次第に 討 たれて、 今 は 主 從只五 人に なり、 我 身 も 鎧の 釉 草摺 皆 切り落され、 椋 


の 木の 陰に、 暫く 息つ ぎ 休み 居た る 所に、 箕浦次 郎左衞 ra 尉 俊定、 馬に も 離れ、 歩行 

立に な， 9、 逃げ 行きければ、 敎正を 敵な りと や 思 ひけん、 猶も 足早に 落ちけ る を、^ 

王 、如何 ニ箕浦 殿と こそ 見れ。 是 こそ 池 田よ、 御 心安 かれと て、 郎等の 乘り たる 馬に 

搔乘 せ、 都 を 指して ぞ上， 9 ける， 此時芥 川 右馬允 も、 池 田に 命 を 助けられて、 落延び 

ける とぞ閡 えし • 

箕浦 彌次郎 最後 井堀 新 右衞門 勇力の 事 

爱に箕 m 彌次郎 は、 株 瀬に 向ひ備 へけ る 所に、 砷 崎に 當 つて、 鬨の聲 矢叫びの 聲 饗 

き 渡って 夥し。 扨 は 早合戰 始まりた b と覺 ゆ。 何と ある 事 やらん と、 其方 を 詠め や 

る 所に、 川 向の 敵軍よ 箕浦殿 を 始め、 悉く 討 取りたり と、 聲々 に 喚 はった るに、 

早 所々 の民屋 に 火かゝ b た 彌次 郎大に 驚き、 今は戰 ふと も 叶 ふま じ •. 淨 光寺 

に循 籠って、 敵 を 防ぐ ベ し i いふ 所に、 士卒 等 主 を 捨て、 十 方に 落ちて 行く  • 和 田 力 

勢是を 見て、 一同に 川へ 打 入れ、 流れ を 切って 押 渡す • 箕浦大 に 仰天し、 木 村. 後藤 

箕浦 彌次鄞 最後 井截薪 右衛門 勇力の 事  g ジ 
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等 を相從 へ、 淨 光寺 を 指して 落 行きけ る 所に、 正 儀の 後陣の 兵 五 百 餘騎、 三 ® に 分 

つて 淨 光寺の 前に 備へ たれば、 沼 多くして、 一 騎 打の 細道 を、 長々 と 通らん に、 的に 

な つ て 射 落されん は治定 なり。 只々 取つ て 返し て、 後なる 敬 を 追狒 ひ、 撗切に 尼 崎 

を 指して 落ちよ とて、 後へ 取って返せば、 和 田が 先陣 群り 立ちて 柊へ たり。 森.箕浦 

等、 能き 程の 相手 ぞと、 一 同に 咄と駆 立 つれば、 和 田が 先陣 敗北す。 され ども 後陣の 

和 田 和 泉 守、 1 一 百 餘騎を 正しく 備へ、 诏を 前. に當 て、 散々 に 射させ けれ. ば、 與浦が 勢 勇 

氣 疲れ、 我先に と 落ちて 行く。 多賀左 近將監 も、 馬 を 射させて 步立 になり、 近付く 敵 

を射拂 うて 落ちて 行く。 .箕 浦 彌次郞 、今 は是迄 なりと、 敵の 群立ちて 控 へたる 中へ、 

只 「騎 切って 入る。 志の 程 は 深 けれども、 十六 歳の 若武者 なれば、 敵 八 騎に取 籠め 

られ、 終に 討死 をぞ したうける。 同 四 郞左衞 門 尉 は、 內兜に 深手 負 ひて、 田の 中に 伏 

したりけ るが、 姪の 彌次郞 討 たれし と 聞きて、 旣に. CB 害せん とし^り ける を、 堀 新 

右衞門 走り 來り、 大男の 一 縮した る を、 鎧の 上に 搔負 ひ、 持ちた る 長刀 を 森 木に な 

し、 尼 崎の 道場まで、 只 一 息に ぞ落 行き ひる。 正 儀 は 思 ふま、 に對滕 ちて、 首 實撿せ 


られ ける に、 三千 七百狳 級. 生 捕百餘 人と ぞ記 しける • さる 程に 攝 州の 國府に は、 箕 

浦が 下 代 山 鄕勘解 由 を 始め、 敗軍の 者 共少々 相 集まりて、 二三 S 人に て 居たり ける 

が、 楠、 今日は 先づ 引退き なん。. 若此 處に發 向す とも、 五六 日 は 過ぎなん と 思 ひ 居し 

所に、 翌日 正 儀、 直に 國府に 寄せられ しかば、 敗軍に 氣を失 ひたる 軍兵 共、 何 かは以 

て 泳 ふべき • 其 夜 城を猞 て、 悉く 落ち行き けり。 正儀悅 び、 翌日 城に 入替 b 、其より 

伊丹へ 押 寄せられ しかば、 是も城 を 明 返く。 此の 如く 攝州ー 國の中 は、 向 はざる 以 

前 聞 逃に して、 落ちお る 城 十八 ケ 所に 及びけ り。 

正 儀 發，， 向 兵 庫 1 井池 田 城 攻の事 - 

さる 程に 楠 左 馬頭 正 儀 は、 國府 にあって、 吉 野の 皇居に 使を馳 せ、 攝 州の 逆徒^ を、 

悉く 追 落して 候へ ども、 赤崧 兄弟 播州に 便りて、 兵 庫の 城に 循籠， り、 又 赤 校 を 殺み 

に、 池 田 十郞五 百餘騎 にて、 池 S に 籠城 仕， り 候。 早く粱 等 を 退治 仕度 候へ ども、 國中 

の 城々 に 勢 を 分けて 候 故、 殊の外 無勢に 候。 當時紀 州. 和 州の 者共數 千騎、 皇居に 召 

正 儀 襞-向 兵 攻の寧  gl 
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置かれ 候 • 今何國 よりか、 朝敵 亂入 仕る べき なれば、 先 此勢を 當國へ 差 向けられ 候 

へ， 池 田. 兵 庫の 兩城 を攻 落し、 其より 京都に 押 寄せ 候 はんと、 奏聞し 給 ひけれ ども、 

京 勢 若 楠が なき 間 を 窺 ひ、 寄せ 來る事 も あるべ ければ、 油斷 すべきに あらす とて、 

石 堂 右 馬頭に に 五 百 餘騎を 相 添へ、 攝州國 府へぞ 遣され ける。 梳頭を かき、 吾 君の 

爲に 一 命 を經ん じ、 樣々 謀 を 巡らす と 離、 諸 卿斯く 勝つ ベ き 圖を脫 し 給 ふ 故、 數皮 

の戰功 を、 皆 水に なしつ るぞゃ • 今 京都に 如何なる 敵あって か、 吉 野に は 寄せ 來る 

べき。 あたら 勢 を 遊ばせ 置きて、 糧を 費し 給 ふ 事よ とぞ吱 かれけ る。 斯くて 石 堂、 國 

府に 着きし かば、 正 儀 四千 三百 餘騎を 引率し、 兵 庫の 地に 發 向し、 震々 雷々 として 

玫勸 かす 事 夥しぐ、 旣に 城下の 町 を燒拂 はれし かど も、 豫て 城主の 判官 兄弟が 方へ、 

伯父 則 祐津師 方より いひ 送りければ、 敵 小勢な りと て、 味方の 多勢 を賴み 、城より 

出で て戰 ふべ からす • 良 將の 小勢なる は、 却て 軍 難儀なる も のぞ。 楠 は：！： 木 無雙の 

弓 取な り。 卒爾の 合戰 せらる ベ からすと、 いひ 遣 はしければ、 赤崧 兄弟 一 騎をも 出さ 

す、 滅 中に 引 入 もて 相 守る。 正 儀 謀 を 巡らし、 夜 封 をして 一 陣を鴆 崩し、 敵 を；^ つ 事 


二十^ 人 • 然れ ども 自餘 の陣々 峯々 を 取って、 靜り 返って 居たり ければ、 正 儀 思ぎ 

し、 此城は 急に 攻 落し 難しと て、 翌日 引取， O 給 ひけ 其よ， 9 直に 池 田の 城に 押 寄 

せらる。 池 田 十郞敎 正、 素よ b 勇氣甚 しき 若者 なれば、 打 出で て戰 はんと 進まれけ 

る を 、郎等 共 堅く 之 を 制し、 城 を 守って 拒ぎ けり • 旣に 城を攻 むる こと 二十 U 計に 

及びけ る 所に、 京都の 多勢 攻 下る 由 聞え しかば、 * 方の 疲れたる 小勢 を 以て、 荒 手 

り 大戦に^ はん は、 危き 軍なる ベ しとて、 西宮. 尼崎邊 に 引 入れられければ、 池 田の 

城兵 等、 悅ぶ事 限， 9 なし。 京勢此 地に 發 向す とも、 將 軍の 威輕 ければ、 二十 3 十五 日 

は 延引し なん • 然れば 楠、 今 四 五日 も 城 を 攻めて、 城 中に 和 を 入れな ば、 落つ ぺか 

.o しもの を、 是ぞ正 儀の、 父兄に 劣りし 驗な 

正 儀 被， 燒，， 敵 船、 千 斂破歸 陣の事 

さる 程に 京都に は、 池 田の 城攻 落されな ば、 事 難儀に 及ぶべし i て、 執事 斯波 太夫 

入道 道 朝の 子息 二人 を 始め、 佐々 木 佐 渡 判官 入道 道譽. 间 六角 入道 崇永 •  土岐の 一 族 

正 儀 被 敵 船- 附千靱 破 歸陣の 事  ^ 
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.ー 以下 相 加 はって 二 萬 餘騎、 ^を 立 ぢて、 淀. 鳥 ¥赤 井。 大渡。 西 岡 邊に陣 を 取る。 細 川 

右 馬頭 賴之 は.、 四 國の勢 六 千 餘騎を 催し、 兵寐に 着きて 赤 核と 一 手に なり、 京 勢 下ら 

. ば、 牒し 合せて 攻めん とて、 多 田 部の 城に 入， 9、 諸 勢 は 山々 に 陣取らせ、 番 西の 兵 五 

百餘騎 は、 舟 守護の 爲に 置かれけ り。 正 儀 此事を 聞き 給 ひ、 謀 を 巡らし、 同 九月 廿五 

日の 夜、 委く術 をい ひ 合め、 忍びの 賊船 三十 餘艘 をぞ 差遣され ける。 其 中に 賊船十 

餘艘 ま、 和田蟒 より 上って、 兵 庫の 在家に 火 を 放つ 事七ケ 所な， 9。 番 西の 者 共、 之 を 

. 見て 驚き 騷ぎ 周章す。 軍勢 共 は、 兵 庫の 北の 山々 に陣 しぬ。 水 主 梶取共 は、 前後 も 

知らす 寢入 b たる 最中なる に、 二十 艘の賊 船 共、 皆 小船 なれば、 礒 * ひに 阿波. 讃岐 

の 敵 船の 中に 入り 交り、 六 千 餘艘の 兵船に 火 を 放つ。 水 主 梶取其 は、 兵 庫の 在家に 

火 を 見て、 やれ 夜 討よ と騷ぐ 所に、 己 等が 舟より 火 出來り ぬれば、 こ は 如何にと 騷 

.勸 して、 海中に 飛 入りて、 水に 溺れ 死す る 者、 何百 人と いふ 數を 知らす。 時に 賊船 

より、 鬨を咄 と 作れば、 兵 庫に ありし 楠が 兵 召 餘人、 同じく 鬨を 合す。 其 勢 小勢な り 

と 鼠、 眛 方の 騷勸 する 聲、 山に 響き 海に 答べ て、 多勢の 樣に 聞え ければ、 狼狠 A 輝る 


程に、 大船 小船 共に 磁へ押 寄せ/^、 纜を 切り 船 を 捨て、 海中に 飛 入り 逃ぐ る もめ. り • 

楠 方 は 小舟 なれば、 海中に 溺れ 漂 ふ 者 共 を、 敵 » の燒 くる を崧 明と して、 射殺し 切 

殺す 事數を 知らす 。散 船に 積 置きた る 兵糧 を、 舟餘 多に 取乘 せ、 西宮に 送らせぬ。 

素より 小勢 なれば、 其 餘の舟 を も 兵糧 を も、 皆 之を燒 捨てけ り。 楠 方の 者 共 は、 敵の 

兵 庫に 積 置きし 兵糧 をも燒 捨て、 和 田 崎よ， O 舟に 乘^、 皆 同時. に、 西宮. 尼 崎に ぞ歸、 CN 

ける。 細 川. 右 馬頭 賴之 は、 楠 多勢に て 寄せ 來れ り。 味方 出合へば、 謀 t 以て 戰 はん 

との 術な， 9。 一人 も出づ ベから すと 制せら る。 赤 菘を 始め 、阿波. 讃岐の 軍勢 共、 明 

m は 軍 ある べしと、 鎧 を 着し 得物々々 を 提げて、 馬 引立て 待ちた れ ども、 夜明けて 

晃れ ば、 敵 一 人 もな し。 物見の 者共歸 つて 申しけ る は、 道筋に 馬の足 跡 多く 候。 定 

めて 楠 寄せた， 9 と覺ぇ 候と いふ。 賴之 聞き 給 ひ、 楠 は 寄す ベから す。 兵糧 を燒 かん 

爲め、 賊艄を かけつるな らん • 又 謀られつ る 口惜し さよと ぞ宣 ひける。 是 より 細 几 

は、 兵糧 忽に盡 きたる のみに あらす、 二度 迄燒 かれ たれば、 士卒 疲れ 苦んで、 六 千餘の 

軍勢 も、 二 千 六百餘 にな b にけ る。 其 後 和 田 和 泉 守、 楠に 向 ひ、 某 泉 州の 兵 * を 以 

正 儀 被， 燒-- 敵 船 1 附千釾 被 歸陣の 事  霎 ■ 
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て、 兵 庫の 宿 又は 敵の 兵糧 船 を燒き 候べ し • 正 儀 は、 追手よ b 寄せ 給へ ，然 らば 賴之 

出合 ひ 候べ ければ、 一戦に 打 散らして 候 はんと 申さる ゝノ 正 儀 聞き 給 ひ、 賴之 は、 軍 

の 法 を 知れる 將 なれば、 夜中に 兵 を 出す ベから や • 夜明けて 某が 兵 を 引 入れん する 

所 を、 附慕ひ 追 懸けな ば、 由々 しき 大事なる ベ ければ、 無益な hv とぞ 制せられ ける。 さ 

る 程に 京 勢 は、 山 崎 へ 向 はんと 議 しける が、 細 川 兵 庫に て 打 負けられぬ と 聞え けれ 

ば、 扨 は 楠、 此方へ ぞ 寄せん やらん • 謀られて 犬 死すな と、 佐 渡 判官 入道、 淀 を 立ち 

て 都に 引返せば、 同 六角 入道 も、 西 岡 を 立ちて、 京都に 引返す • 是を 始めて 二 萬餘骑 

の 京 勢 等、 何とい ふ 分ち もな く、 我 もくと 逃歸 る。 見苦し かりし 分野な り* 賴之 

は、 猶も兵 庫 を 退かれす、 正 儀 も 、翌日 兵 庫に 發 向し、 二日 對陣 して 後、 尼 崎に 引返さ 

れけ るが、 同 十一 月廿 三日、 尼 崎に、 矢 尾 五郎 を 五 百餘騎 にて 殘し 置き、 伊丹の 城に 

は、 丹 下. 志 貴 三百 五十 騎、 津の 國府に は、 恩 地 伊勢 守 を殘し 置き、 正 儀 は河內 に歸陣 

し 給 ひけ， 9* 賴之 京都に 早馬 を 立て、 急ぎ 御 勢 を 差 向けられ 候へ。 當國 敵の 物と な 

り 候 は  >  、西國 通路の 煩と なり 候べ しと # され けれども、 諸國の 軍勢、 將 軍の 催促 


去 利 

義 


に從 はねば、 力 及ばで 止み 給 ひぬ • 是に 依りて 右 馬頭 賴之 も、 兵庳 を引拂 ひ、 四國に 

ぞ 歸られ ける • 

細 川武葳 守賴之 南方 發 向の 事 

茲に 南方の 恩 地六郞 は、 去ぬ る 正 平 十七 年の 春よ り、 四國に 下り、 土 居 得 能 を 始め、 

曾 川. 中 川 以下の 者 共 を 語ら ひ、 近 國の宫 方 を 催す に、 阿波の 下山 賀守、 伊豫の 今 

張の 浦に 着きて、 恩 地に 一 味し、 國中 にある 所の 京方の 城 十六 タ所攻 落せし かば、 恩 

地國 中に 威 を 震 ひ、 其よ 讃岐に 押 渡. o、 細 川 兵 部 大輔と 一 手に なって、 右 馬頭 賴 

之の 目 代、 天 野 四 郞が白 峯の城 を 攻めけ る 所に、 中院源 少將、 西 長 尾の 城より、 三 W 

餘騎 にて 打って出で、 恩 地が 勢と 一 手に なり、 白峯を 攻め けれども、 此 城元來 堅城 

なれば、 如何と もすべき やうな く、  口 〈守りて ぞ 居た. 9 ける。 時に 九州より、 名 和伯耆 

權守長 秋ノ女 藝の國 へ 押 渡りて、 大內 介が 城を攻 む。 商 方に は 和 田 • 楠、 所々 に栀籠 

つて 、合戦の 止む 時な し • 斯る 所に 貞治六 年 極月 七お、 征夷 將軍 義詮薨 逝し 給 ひし 

細 川武藏 守賴之 南方 發 向の 事  •  S  . 
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かば、 若君 義滿を 守り立て 參ら せ、 三代の 柳營と 仰ぎ 參ら する。 此時細 川 右 馬； g 賴 

之、 執事 職に 補任せられ、 四國 より 上洛し、 武藏 守に 補せられ、 天下の 政道 を 執行 は 

れけ るが、 此人 前代に 替りて 、專ら 仁政 を 行 はれければ、 諸 國の士 靡き 從ふ 事、 古に 

百倍せ， o.。  W ぐて 翌年 は、 南方の 正平廿 三年 三月 三： W  、楠 左瑶頭 SI  、吉野 

殿に 參內 し、 當年は 父 正 成が、 せ 三年の 遠 忌に 相當 つて 候へば、 命 を 限りの 弔 合戰を 

仕らん と 存じ、 豫て 新田. 菊 地 以下の 官軍に 觸れ 送り 候へば、 定めて 東西より 攻 上り 

喉 はん。 正 儀が 寵顏 を拜し 奉らん 事 も、 是を限 b-と こそ 存じ 候 へと 奏せられければ、 

南 帝 犬に 驚かせ 給 ひ。 汝が父 正 成、 義を 守って 節に 死す る、 と雖、 是 より 官軍 勢ひ盡 

き、 此の 如く 南山に 苦しむ 事 幾干ぞ や。 今汝 討死 を 定めば、 朕 先立って 玉體に 刃す 

ベ しと、 龍 顔に 御 涙 を 浮め させ 給 へ ば、 正 儀 も 涙に くれ、 兎角の 敕答 にも 及ば や、 千 

劎 破に 歸 城せられ ける が、 同じき 十五 日よ り、 千 a 破. 赤 坂. 矢 尾. 飯 盛四ケ 所の 城に 

楣 籠って、 四 天の 氣を顯 し、 天下 を 一 時に 覆さん とぞ 勇みけ る。 京都の 執事 武藏守 

賴之此 事 を 聞き、 某大將 軍に 代って 南方に 發 向し、 根 を 斷ち葉 を 枯ら. さんと、 旣に 


都 を 打 立た る • 相從ふ 人々 に は、 尾 張 越 中 守 義將. 畠 山 尾 張守義 深. 山 名 伊豆守 時 氏. 

同 左衞門 佐師義 .E 民 部少輔 氏淸. 今 川上 總介 泰範. 佐々 木 佐 渡 入道 判官 道譽. 赤极筑 

後 守 光範。 宇都 宫. 三 川三郞 以下、 都合 其 勢 十 萬 餘騎、 同じき 四月 八日 都 を 立ちて、 攝 

州 中島に 陣を 取り、 軍勢 を 四つに 分け、 其 一 一つ， を 以て 千靱 破. 赤 坂 を 園 ませ、， 其 一 つ 

を 以て、 飯 盛の 城 へ ぞ差 向けられ ける • 

矢 尾 城 軍の 事 

然る 所に 同 十五 日、 武藏守 賴之三 萬 餘騎を 率し、 矢 尾 城に 押 寄せ 、攻動 さる、 事 雷 

霆の 如し。 城 中には、 酒邊 右馬助 延綱. 佐 和 入道 正 善 等 士卒 を 下知し、 四方の 矢 倉へ 

精兵の 射手 を 登せ、 散々 に 射させければ、 手 負 死人 數を 知ら や。 茲に佐 々木 小 次 郞 

高 重と いふ 若者、 今年 十五 歳の 初陣な りけ るに、 音信の 爲め 執事の 陣に來 b ける が、 

我 邂逅 此 場に 來 つて、 何ぞ 先陣 を 他に 讓 るべき。 續けゃ 者 共と て、 堀 際に 駆 寄せ、 三 

間餘 りの 長 木に 繩を 結び付け、 向の 岸に 刎 かけ、 梯 i なして 打 渡り、 塀に 手 を 懸け、 

★ 尾^! as 事  M 
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る 所に、 羽 床 三十 六七騎 にて 續き ける が、 小次郞 が上帶 攫んで 引落し、 讃 州の 住人 

羽 床 三郞、 今日の 先登 ぞゃと 高聲に 名乘， o ける が、 城 中よ b 射る 矢、 雨の 如く なれ 

ば、 羽 床 を 始め 此 手の者 共、 悉/、 射 落されて ぞ 死んだり ける。 小 次郞 大に悅 び、 再び 

塀 上に 上って、 一番 乘と 名乘 る。 是に續 いて 諸 勢、 咄と乘 入 b しかば、 外郭 を 乗 破 

る 城兵、 今 は 叶 はじと、 搦手よ b 打って出で、 東西に 駔 破り 南北に 追 廻し、 縱橫 無碍 

に相戰 ひ、 城 中に 引 入り て、 眛 方の 勢 を數ふ る に、 五 百 餘騎の 者 共、 八十 三 騎にぞ な 

りに ける。 今一 度 快く、 最後の 合戦 をすべし とて、 大將賴 之の 七 千餘騎 にて 控 へら 

れ たる 旗本へ 切懸 る、 其 來銳利 を碎き 堅き を 破りし かば、 寄 手是に 辟易し、 騷ぎ立 

ちて 見えし 程に、 旣に 崩れ つ ベ ぐ覺 えければ、 賴之、 香 川 將相を 招き、 御邊馳 向つ て 

静められよ。 さなく ば眛方 敗し ぬと 覺 ゆる ぞ とて、 金の 采配 をぞ與 へられけ る。 香 

川 大に悅 び、 馳 廻って 下知す と雖、 多勢の 騷ぎ 立ちた る 癖と して、 備へ 曾て 靜 まら 

t 多く は 崩れて 逃 退く。 香 川 今 は是迄 i 眞 先に 進み、 佐 和 兵 庫 介 i 渡し 合 ひ、 終 

に 討死 をぞ したりけ る。 され ど 寄 手 多勢 なれば、 十 方より 取卷 き、 矢 衾 を 作りて 射 


た b ける に 1 一 日着溫 めた る鏺 なれば、 何 か は 以て 耐 るべき • 八十 三 騎の者 共、 身に 

矢の 四 筋 五 筋 立たぬ 者な く、 悉く 朱に なり、 或は 自害し 又は 討 たれて、 忽矢尾 落城 

鲁 

にぞ 及びけ る • 
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矢 尾 城 軍の 事  ^一 
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金剛 山城 軍 井 飯 盛 合 戰の事 

さる 程に 山 名 伊豆守 時 氏. 同 左 衞門佐 師義. 同 民 部少輔 氏淸. 今 川上 總介 泰範 以下 は、 

其 勢 一 萬餘騎 にて、 千劎 破の 城 を 取 籠 まれけ るが、 早 矢 尾 は 落城し ぬと 聞え しかば、 

我々 天下に 武名 を顯 はしながら、 武 州に 越されけ る こそ 安から ね。 敵 兵 は 僅 ニ千餘 

騎、 * 方 は 其に 十倍せ，^。 倡ゃ當 城を攻 落し、 名 を 後天に 揚ぐ べしと て、 一 莴餘騎 

の 勢 を 以て、 山川 も 崩れよ，. 0、 喚き 叫んで 攻寄 する。 楠 左 馬 顯正儀 は、 此度 討死， と 勇 

まれし かど も、 君の 敕靛の 忝 さに、 謀 を^ら し、 身 を 全うせん に はと 思 ひ 定め、 城よ 

り 外へ は、 嘗て 兵 を 出され ざ， CN ける. が、 士卒に 下知して、 必す浮 矢 射べ からす。 近々 

ぇ僞引 寄せて、 鏖 にせ. よと 制せられ しかば、 城中靜 ま， 9 返って 音 も 一せ す。 寄 手氣に 


乘 つて、 切 岸の 下まで 攻 付け、 競 ひ 進んで 登らん とする 所に、 城兵 等、 時 こそ 能 けれ 

と • 矢 を 射出す 事 雨の 降る が 如く， 鈎 炮碌を 二三 十、 一 同に 切って 落せし かば、 手 負 

死人 數を 知らす。 新に 紅の 山 を 築き上げたり。 折節 黑雲 天に 満ち、 大雨 俄に 降 出 

し、 疾風 大木 を 吹 折り、 山 谷 崩れて、 平地になる 計 なれば、 寄手大 崩れに 崩れ 立ち、 親 

を 捨て 主 を 踏 倒して、 逃ぐ る ともなく 轉ぶ ともなく、 我先にと 敗北す • 淺猿 しか， o し 

事共な り。 愛に 飯 盛の 城の 寄 手 土岐大 膳大夫 入道 善忠. 佐 渡 判官 入道 道譽. 同 治 部 

大輔 高秀. 同山內 入道 崇譽. 同 六角 入道 崇永 以下 一 萬 三千 餘騎、 城 を 取 園んで 攻勸 

す 事、 更に 晝 夜の 分ち なし。 寄 手 も 此城を 揉 落さん と 潜き 連れて 攻め けれども、 士 

卒等、 命 を 義に替 へて 防ぎ 戰ひ しかば、 寄 手 討た る > "のみに して、 早晚 落つ べしと 

も 見え ざり けり。 大將 細川武 藏守賴 之、 熟思 慮 を 巡らし、 いやく 此處に 長居せば、 

却て 敵の 術に 陷れ られ、 見苦しき 負 を 仕出すべし。 兎角 勢 を 打 納めん に はとて、 山 

名 民部少 輔氏淸 を、 一 萬餘騎 にて 殘し 置き、 楠 を 押へ させ、 諸 勢 を引纒 めて、 京都に 

歸陣し 給 ひけり • 

金测 山城 軍 弁 飯 盛 合戦の 筝 
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細 川 氏 春紀州 軍の 事 

W る 所に 北方の 永 和 四 年、 南方の 元德四 年、 櫥左典 厩 正 儀の 下知 を 受け、 橋 本 民 部 

大夫正 時， 神宫寺 小太郞 師總. 宇佐美 次郞正 種、 三千 四百 餘騎 にて、 紀州土 丸の 城に 

楣籠， り、 近邊を 侵し 掠む。 此民部 大夫正 時 は、 故 橋 本八郞 正員が 一子な り。 次郞正 

種 は、 宇佐美 次郞澄 正が 孫 河 內 守 正 安が 子な り。 小 太 郞正總 は、 故 神宮 寺 太 郞兵衞 

が 孫な り。 此 三人 は、 故 廷尉正 成の 一族 家 子に て、 判 宫 と共に、 湊川 にて^ 害したり 

し、 無二の 忠 HH 共の 子なら 孫 なれば、 憤怒の 思 を 一 時に 散 じ、 年來の 本懷を 達せん 

とぞ 勇みけ る。 是に 依って 同 十一 月 八日、 京都の 討 手と して、 細 兵^ 大鞴 氏赛、 三 

千餘騎 にて 馳向 はる。 三輪 五郎、 宇佐美 次 郞に向 ひ、 定めて 京都の 多勢、 攻 下らん 

i 待ち 候 所に、 月 候 を 以て 見せ 候 へ ば、 存の外 細 5： 小勢に て 候 由、 三千に はよ も 過ぎ 

じ i 申 候。 然れば * 方よ b 逆 寄せに して、 敵 兵 明 S 難所 を 越えん 所 を、 不意に 合戦 を 

始め、 追 散らし 候 はんとい へど も、 いやく 當 家の 先例に 任せ t 鬼 角 敵を僞 お寄せ、 


術 を 以て 殺した る こそ、 * 方の 勢 を も 損せ や * 必勝の 諜 にて 候ぞ やと ぞ 制しけ る • 

斯く とも 知ら や 細 川が 先手、 紀伊. 和 泉の 集ケ勢 共、 土 丸の 城に 钾 寄す ると 等しぐ、 

ロハ 一 息に 揉 落さん と攻 上る。 城兵 は 矢 一 筋 を も 射出 さす、 靜ま b 返って 待 居た^- 

寄 手 彌氣に 乗って、 我先に 高名 せんと、 楣を 一 面に 谮 きつれ、 曳ゃく と攻 上る。 橋 

本 民 部 大輔正 時是を 見て、 やれ 時分 こそ 能 けれと て、 * に 掛けた る 石弓 大石 小石 を 

刎 落し. s (-、 散々 に攻立 つれば、 手 負 死人、 見る 中に 山の 如く 出來れ な。 寄 手 太に 仰 

天し、 周章 漂 ふ 所 を、 出 * 狭間の 陰よ， り、 差 詰め 引 詰め 散々 に 射る" 寄 手 M たる ゝ者 

數を 知らす。 前後の 諸陣、 一同に 敗し け，^ 此事 京都に 聞え しかば、 細 川 左 京大 夫 

賴 元. 山 名 修理 大夫義 狸 * 舍弟 民部少 輔氏淸 以下 1 一 萬 五 千餘騎 を、 加勢と して 差 下さ 

る。 此勢 同じき 十二月 七 Rt 、土 丸に 來 着す。 城兵 是を 聞き、 敵の 不意 を 討って、 其、 鋭 i 

を拔く ベ しと、 其 夜 五 百 餘騎に て、 夜 討に 出で、 敵將 右京 大夫賴 元の 陣 へ ^かけ、 所々 

に 火 を かけ、 喚き 呌んで 切入り しかば、？ 長途に 疲れたる 軍勢 共、 驚き 騷ぎ、 一 戰 にも 

及ば や、 赤裸に て 落ちて 行く。 賴元 も、 痛手 三ケ所 被り、 取 太刀 計らに て、 郎等の 淸村 

觚川氏 春鈀州 軍の 事 
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に^け &れ、 漸々 として 落ちられ けり。 山 名 義理. 舍弟 氏淸、 士卒 を 從へ馳 せ 着かれ 

しか ども、 城兵 早 引 入りし かば、 山 名 兄弟 大に 悔ゐ 怒り、 よしく 城を攻 落して、 武名 

を發 せんと 進まれし 程に、 右 京大 夫賴元 も、 當 城を乘 破って、 恥辱 を 雪がん と 憤ら 

れ ければ、 衆議 是に 一決して、 總攻を 相 濯し、 持楣 をつ き 寄せく 相 近づく。 城兵 も 

破られ じと、 拒ぎ 戰 ふと 雖 、敵 多勢 なれば、 入 替り く 攻 立てし 程に、 城兵 等 如何に 

勵む とも、 終に は攻 落されぬ ベく 見えに けり a 斯る 所に 同國の 湯淺. 山 本. 野 川。 贄川 * 

玉 置. 鈴 木. 雜賀 以下 四十 餘騎、 土 丸の 城兵 を 助けん 爲め、 後 詰と して、 寄 手の 陣後十 

餘町 近く 迄 寄せ 來る。 細 川. 山 名 以下 大に 驚き、 先 後より 敵に 攻 立てられ なば、 由々 し 

き 大事なる べしと、 諸 勢 本の 陣 所に 引退き、 湯淺. 山 本 等と 對陣 し、 互に 白眼み 合 ひ 

てぞ 居たり ける。 斯くて 城 中糧盡 きし かば、 今 は 矢 猛に思 ふと も、 叶 ふ ベから す • 

一 先 づ 當城を 落ちて、 山中に 引 入らば、 敵定 めて 退く ベ し、 敵 引か ば、 又 打 出で んに安 

かりなん と、 評議 旣に 定ま、 りし かば、 宇佐美 次郞 謀略 を 巡らし、 夜に 入りて、 城の 前 

なる 林の 中に、 數 千の 极明を かけて、 火 を 差し たれば、 寄 手の 勢大に 驚き、 す は 又 敵 


は、 夜 討に 寄す るぞ と、 上 を 下 へ と 騷衝す • 城兵 等 は、 其 間に、 摄？ より 拔 出で、 十 方 

に 落 失せけ り。 豫 て相圖 せし かば、 野 上 • 山 本の 後 詰の 勢 も、 同時に 引取りけ り • 寄 

手は斯 /、とも 知ら や、 敵 寄す ると 待ち かけし かど も、 寄せ 來る勢 もなければ、 又 謀 

られつる ぞ やと 笑 ひける が、 夜明けて 見れば、 城兵 は 一 人 もな く 落 失せたり。 W こ 

そ 城 は 落ちた るぞ。 目 出た し— とて.、 諸 勢 翌日 陣拂 ひして、 都 を 指して 歸陣せ 

京 勢 金剛 山 を 圍む事 

南方 討 手の 勢、 旣に 太平 を唱 へ歸陣 せし 所に、 翌日 河 州の 早馬 來 b て、 楠 左 馬頭 正 

儀. 同小 次 郎正秀 父子、 千劎 破の 城に 楣籠^  、勢 ひ 強大に 候と 注進す。 將軍大 に 驚か 

せ 給 ひ、 同 十五 日、 東 寺まで 御 旗 を 向けられぬ。 細 川. 山 名の 人々 に、 佐々 木 治部大 

輔 高詮. 小 笠 原將監 盛衡. 安藤 信 濃 守 信 泰山 六戶 五郎 以下 を 相 添へ、 三 萬 七千餘 騎をぞ 

向けられ ける。 此勢 金剛 山 を取圍 み、 同 十八 日より 矢 合せして、 晝夜息 をも續 がせ 

す攻 立つ る。 寄 手に も、 手 負 死人 曰 毎に 若干 出來 ると 雖、 多勢 なれば 顧みす、 喚きに 

京 勢 金剛 山な 阖む事  ま七 
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喚きて 攻 上れば、 天地 も此 時、 反覆す るかと 疑 はる。 此時正 儀 父子、 敵 を 一 欺き 欺か. 

ん丄、 樣々 思盧を 巡らされけ るが、 山 名 氏淸の 手に 屬 せし 內浦源 次 は、 郎等の： e: 井 

六郎が 異父 兄な りし かば、 是 こそ 究竟の 幸な^ と. て、 日 井 を 以て • 內 浦が 方へ いは 

せけ る は、 城 中旣に 兵糧 矢極盡 きて 候へば、 今 は 旬 お を 過し 難く 候砍、 正 成 • 正 行、 忠 

g の 節義 を 守り" 命 を 場に S し 候と 雖、 何ぞ 一 癦 も 私の 遺恨 を揷み 候べき。 正 儀 

n 、河 州！ 同の 守護 を 4? はらば、 御 味方に 參じ、 忠戰 を勵み 候べ しとい ひ 送らる。 內 

浦此由 を、 山 名 民 部 少輔に 語りし かば、 氏淸 大に悅 び、 諸 將に此 事を談 じ、 京都に 注 

進せられ しかば、 天下 泰平の 墓、 何事 か是に 如かん と、 頓 て御敎 書をぞ 出されけ る。 

其 《1 數經る 問に、 正 儀 父子、 金剛 山の 麓に， 山 を 平げ 岸 を 切 立て、 虎口 升形 を 堅固に 

用意して 後、 當國の 守護 職の 事 は、 君より 賜 はって、 旣に 三代 安堵 仕り 候へば、 今更 

將軍 家の 辭狀に 及ばす 候と て、 返されければ、 兩細川 .山 名. 佐々 木の 人々 大に 怒り、 

又攻 道具 を 用意して、 曳 や-^ -と攻 上る。 城 中より は、 矢の 一筋 を も 射出 さす、 旗の 

手 も飜. らゃ、 朝夕の 煙 も 絶えて、 人 ありと も 見. え ざり けり。 然れ ども 楠 は，、 re 々不测 


の良將 なれば、 又 如何なる 謀 を、 なしつ らん。 恐ろし） えて 進み 得 や， 細 川 右 京大 

* 熟え 思案して、 兎角 敵の 糧道 を斷 ちて、 食攻 にすべし とて、 村々 里々 へ 野 伏 を 配 

も 置き、 兵 穩の遒 を 差 塞ぎ ければ、 城兵 等、 是に は. 疲れて ぞ覺 えけ る。 正 儀 又 思慮 を 

巡らし、 敵に 糧道 を斷 たれ ぬれば、 始終 當诚 を持惊 へん 事 叶^ まじと、 豫て 用意し 

置きた る大 竹お 百 取 出させ、 和 州 水 越 峠へ 遣し、 雲 火 數千結 付けさせ、 同 十二月 # 

七お の 夜 竿 過に、 本宮鬼 七. 有 茂戶彌 ^次に、 富 田 林の 飛 影 i いふ、 名譽の 忍び を 相 

添へ、 八十 餘人 を橫道 14 差遣す。 相 漏の 時刻に なりし かば、 國見 坂より、 彼 雲 火に 火 

を 放ち、 金剛 山の 奥へ と 分け 登る。 寄 手の 勢是を 見て、 す はや 敵 は 落 行く ぞ。 追 憑 

けて 討 取れよ。 太刀よ 物 具よ とい ふ 程 こそ あれ • 早數 千の 雲 火 は、 峯を 彼方へ 越し 

ぬ。 敵 は 早峯を 越せし ぞ。 あれ や^-と いふ 所に、 暫 あって 水 越 峠の 雲 火數 千を揚 

げし かば、 寄 手 呆れて、 敵^ 大和 路 にか、， 9 たり。 今 は 追 行く とも 叶 ふま t とて、 靜 

まりけ み。 國見 坂-水 越 峠へ 向 ひし 城兵 等 は、 蛆を * ひ 谷 を 忍んで， 城 中に 歸 りし。 

此時楠 小 次 郞正秀 謀 を ® らし、 非 利法權 天と 大字に 書きた る 家の 旗 一 流、 八 ffl 八郞 

^^金 騮 お 事  0^ 
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にいび 合め、 水 越 峠に 捨 置かせられければ、 野 伏 共 拾 ひ 取って、 己れ が 頭 香 西 又 太 

郞が 方に 持來 る。 香西悅 び、 大將細 川の 陣 所に 来って、 彼の 旗 を 渡しければ、 諸將大 

に悅 び、 W は 疑 ふ 所な く  * 楠 は 落ちた るぞ と、 上下 さ、 めき 渡って、 同廿 八日 歸陣に 

ぞ 赴きけ る。 

楠 正 儀 • 和 田正武 卒去 附赤坂 落 取る 事 

吉 野に は、 南 帝 後村上 院 |§| お 崩御の 後、 御子 長慶院 殿相續 いて、 踐祚の 儀 坐し け 

るが、 迚も 開かる まじき 御 運の 程 を 思 召し 知られ、 世の中 を 物う くや 思 召され けん、 

今年の 春、 御 位 を 御 弟熙成 王に 讓らせ 給 ふ。 筏龜 山院是 なり。 其より 長 慶院殿 は、 

御钸を 下させ 紛ひ、 何國 ともなく 出させ 給 ひ、 諸國 行脚 坐せ しかば、 南朝 拜趨の 

人々 も * い i> 心細ぐ 思 はれけ る 所に、 天授 六 年 楠 左 馬頭 正 儀、 重病に 侵され 卒去 

せられし かば、 官軍 勇氣碎 け、 悲み 呑みて、 如何 はせんと 歡 きけ るが、 此事 敵に 知ら 

せな ば、 由々 しき 大事なる べしと て、 深く 之を隱 しけり。 紀 州の 官軍 等 も 力 を 落し、 


和 a 正武 

死去 


己が 樣々 十 方に 分れ 落ちて 行く。 山 名 修狸大 去 義理、 斯る 事と は 夢にも 知らす、 紀 

州の 宮方 兵糧に つまり、 返 散す と 聞え しかば、 弊に 乘 つて 討 取れと て、 七 千 餘騎に 

て、 紀州 阿瀬 川の 城に 押 寄す る。 此 城に は、 湯 淺孫六 入道 禪定が 孫 左 京 進、 楣籠 b 居 

たりけ るに、 士卒 悉く 落 失せて、 今 は 家 子 郎等 只 八騎殘 りけ るが、 早晩まで 時刻 を 

待つべき ぞ。 最後の 一軍すべし とて、 思 ふ程戰 うて 後、 皆 自害 をぞ したりけ る。 

山 名 氣に乘 り、 直に 土 丸の 城に 押 寄せし に、 橋 本 民部大 夫、 落殘 りたる 軍兵 共 十四 

五 騎を從 へ 切って 出で、 悉く 討死す。 恩 地 伊勢 守. 野上修 a 亮. 牲川三 郞左衞 門 は、 深 

山に 逃げ 入， o て、 行方 も 知らす 落 失せけ り • されば 山 名 兄弟、 五日が 中に、 紀 州の 宫 

方 を、 退治せ し 事、 莫大の 忠功 なりと て、 紀州を 修理 大夫義 狸に 恩賜 ある。 舍 弟氏淸 

は、 去る 應 安より、 南方の 押 へ として、 十一 一年の 勳功を 積み たれば、 先祖 義家 朝臣、 奥 

州 十二 年の 在陣に 同じ。 是當 家の 嘉例 なれば とて、 陸 奥 守に ぞ なされけ る。 然るに 

和 田^ 泉 守 正武、 弘和 元年の 冬、 俄に 疫癘に 侵され、 卒去せられ しかば、 家 子 郞從共 

も、 盲人の 杖 を 失 ひ 、海路に 楫を斷 ちた る 心地して、 緣に ふれ 便に 付けて、 我 も、 

楠 正 儀 • 和 田正武 卒去 附赤坂 落 取る 事  51 
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丄、 拔々 に 落ちて 行く。 山 名 陸奧守 氏淸、 此由を 聞き 1 泉 州堺を 立ちて、 同じき 二 年 

正月 二： W の晚 景、 赤 坂の 城に 押 寄せたり。 城 中には、 和 田 孫 次郞. 同 孫 三郞. 同小 市 

以下 三十 八騎、 落殘 されて ありけ るが、 少しも 疑 議せゃ 切って 出で、 十 方に 駆 立て、 

南北に 馳 巡り、 千變萬 化して 戳 ひける が、 多く は 討 たれ、 殘もし 者 共 は、 多勢の 中 を、 

切拔 けて、 八方に 分れ 落ちて 行く。 此の 戦功に 依って、 氏淸 に、 和 泉の 國をぞ 賜 は， o 

； ける。 

, 河 州 平 愿合戰 の 事 

さる 程に 南方に は、 楠 典 厩 正 儀. 和 田 和 泉 守 正武、 相續 いて 卒去せ もれし かば 、官軍 

は 氣碎 けカ盡 きて、 如何にな ち 行くま^ 中ぞ やえ、 大 息をつき 流す。 され ども 疋儀 

の 子 左 馬頭 正秀， 其 子 小 次郎正 盛、 猶も 千靱破 一 城に 引 籠り、 時の 至る を 待 たれけ る 

所に、 士卒 等 次第に 落 散 b て、 城 ホの兵 僅 三百 七十 騎にぞ なりに ける。 然る 所に 大 

樹義満 公， 紀 州玉津 島の 姚望 を遊覽 あるべし i て、 元 中 五 年 八月、 紀の路 に 赴き 給 ひ 


ける が、 词 八日、 和歌に おか せ^ひ、 SS 十 A 口に は * 歸洛： し 殺 ふ べきに ぞ 極り^ る- 

楠 左 馬頭 正 秀此. B を傳 へ 聞き， 急ぎ 吉野. 殿 へ 使者 を 以て、 加勢 を 賜 は る ベ しと 乞に 

れ しかば、 竹林 脘の 三位 花 山 院少將 を大將 に て、 和 田 修理 亮. 堀 ロ三郞 以下 入 ぼ傲騎 

に、 吉野 十八 鄕の野 伏 共 を、 相 添へ てぞ 遣され ける。 典 厩 大に悅 び 、大樹の：！ 路を遮 

らんと、 同 十七 日の 夜半、 千 劎破を 打 立ち、 平 尾 を 越えて、 和 泉 路に向 はんと ぞ 急が 

れ ける。 河 州の 押へ i して、 山 名 陸 奥 守 氏淸、 赤 坂の 城に 在りけ るが、 山川 入道 馳せ 

來 つて、 此由斯 V. と吿 ばし かば、 山 名から ffo. 打 笑うて、 當 時の 楠が 分際に て、 大 

樹の 旅行 を 妨げん や- いで-く 打 散らして 捨っ べしと、 三千 五 百 餘騎を 引率し、 其 

夜の 寅の刻、 平 尾に 馳 着き、 敏^ 近づく を 待ち 居； た，^ 铣に 未^に 及んで、 典 厩 正秀、 

靜り 返って 钾 來られ ける が、 朝霧の SlSg より、 佝ふを 舵と 見やり たれば、 三 引兩の 

旗 數十流 、秋風に 飜り、 a 甲の 兵、 沓の子 を 打った る 如く 充満たり。 楠が 勢 案に 相違 

して、 * 方の 密計 早 敵に 泄れ ぬるに やと、 驚き 辟易す。 山 名が 先 鋅小林 修狸亮 が 五 

百 餘騎、 同音に 閼を咄 と 作る。 畤に恩 地 伊勢 守. 牲川 左衞 §!： 二人、 眞 先に ®S3 で • 金 

尾 合戦 Q 事  15 
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銀の 采配 を拔 きて、 今日 を 限りの 運命 ぞゃ。 只 切入り て對 死せ よ とて、 駅 出せし か 

ば、 士卒是 に續 きて、 一 同に 咄と 切入， o て、 今日 を 限りと 戰 うたう。 吉野 十八 鄕の野 

伏 共、 馬 武者に 駔 立てられ、 村々 に 逃げて 行ぐ。 左 馬頭 正秀、 貳き者 共の 擧 動かな。 

返せ や）^ と 下知して、 縱橫 無碍に 駔 立て、 天地 も 反覆せ よと、 喚き 叫んで 戰は 

れ しが、 志 貴. 贄川牟 野： 安間. 高 安 を 始め、 百 六十 騎討 たれて、 殘兵等 も 朱に なり、 戰 

ひ 負けて 引 行けば、 山 名が 勢 は、 勝鬨 作って 引取う けり。 是 よりして 南朝の 帝位 彌 

衮へ、 官軍の 勇氣猶 も盡き 果てぬ。 薄情し かりし 分野な り。 

南北 兩朝御 和睦 5 三種 祌器御 歸洛の 事 

さる 程に 京都に は 、公家 武家 内々 評定あって、 南北 兩朝 和睦の 儀 を 取り 議る べしと 

て、 大內左 京大 夫篛弘 を、 四 位の 少將 になされ、 南方に ぞ 遣され ける。 大內、 吉野 殿に 

參內 し、 北畠少 將顯敎 朝臣 を 以て、 南北 御 和平の 儀、 種々 言 を盡 し、 狸 非 分明に 奏せ 

しかば、 南 帝 御 許容 坐し、 歙感 甚だ 淺 からす。 朕 久しく 南山に 居して、 一 度 罄 代に 歸 


御 和睦 成 

る 


せしめ、 九重に 德 光を耀 かさんと 思 ひしに、 龜運微 なる が 故に、 外 都 邊郧の 土と 化 

して、 天涯 望鄕の 鬼と ならん とす。 天に 二つの 日な く、 地に 二の 主な しとい へ^^ 

天神地祇 も、 何 ぞ朕を 助け 铪 はん • 早く 不肯の 身 を 退けて、 天下 萬 民の 歎き を 止む 

べし。 三種の 神寶を 渡すべし と 乞 ふ 事、 大儀の 一 事に して、 諸臣の 異見 區々 なりと 

雖、 朕 朝政 を 務め やして， 何 ぞ繼體 連綿たる 三種の 神寶を 抱くべき。 若 外 土の 塵と 

なし 奉らば、 吾 朝の 王道、 永ぐ 廢れ なん。 然る 上 は、 義弘が 望みに 任すべし と、 敕許 

なされけ り。 . 還 幸 は 十二月 二日 i 定められ しかば、 大內 義弘、 東^の 下に 腹 卷を着 

し、 吉 野の 本丸 殿に 參 向し、 神器 を 請 取り 奉る。 御迎の 人々 に は， 一條 內府 經嗣 公. 

德大寺 左 府實時 公. 久我右 府具道 公. 花山院 大納言 道定人 r 出 川 大納言 實直. 三 條大納 

言公豊 以下な り。 頓て 三種の 神寶 を、 鳳闕に 移し 奉る。 同 十五 日 南 帝 吉野を 出御な 

されし かば、 洛 西嵯峨 の大覺 寺の 舊 跡に 入れ 奉り、 花山院 大納言 道定 卿を敕 使に て、 

太 上 天皇の 尊 號を進 せらる。 是に 依って 後 龜山院 と號し 奉る。 是ょ り叁り 仕 ふる 

卿相 雲 客 もな く、 閑 庭の 松風より 外 は、 音信れ る もの もなければ、 明暮 御物 思 ひの 

南 t 兩朝御 和睦 附 三種 神器 御歸 洛の搴  0 
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數添 へ て、 御 涙の 乾く 隙 もな し • 

. 畠 山 金 吾河 州 發向附 楠正秀 父子 千斂破 籠城の 事 

斯る 所に 楠 左 馬頭 正秀 は、 南 帝都に 出で させ 給 ひし かば、 幼子の 母に 後れ" 窮鳥の 

翼 を 殺れ たる 心地せ しか ども、 今一度 義兵 を 揚げ、 骸を戰 場に 隠して、 義名を 末代 

に殘 すべし と、 平 一揆 を 始め、 討殘 された る 郎等 共、 叉吉野 十八 鄕の野 伏 共を龊 催 

し、 一 千 六 百餘騎 にて、 千劎 破の 城に 楣 籠らる。 是に 依って 同 十二月 廿ョ、 右衞 

門 佐 基國、 討 手の 大將 として、 五 千 餘騎を 率し、 都 を 立ちて、 同じき *  二日 河 州に 

着 障し、 赤 坂. 守屋 * 龍 泉 寺に 陣を 取り、 足輕の 射手 五 百餘人 を、 水 越 峠に 差遣し、 城 中 

の 糧道 を 差 塞がせ、 足輕 二百 人 を， 五條 峠に 遣して、 南方よりの 人馬の 往來を 止め 

しかば、 如何なる 楠と もい へ、 あぐむべく ぞ 見えたり ける。 斯くて 畠 ^ は、 先 づ城中 

の 虚實を 窺 ひ 知るべし とて、 斥候の 勢 八十 餘騎に 手垂の 射手 を栢 添へ、 金剛 山 本 見 

.S へ 差遣す * 素よ b 城 中 静まり返って 居たり しかば、 城 中の 虛實を 窺 ひ 知らば や 


と， 古 へ 元弘 に， 東國 勢の. 梯を 渡さん と 巧みし 所ぞ、 城 中 へ は 近 けれと て 、遊 佐 七^三 

百 人の 射手 を 率し、 彼 所よ， 9 射させ けれども、 其 程遙に 遠ければ、 其 矢 悉く 谷底へ 

ぞ 落ちに ける。 時に 城 中より、 田 邊六郞 太郞、 此數十 年 巧み 置きた る强弩 を、 曳と發 

しければ、 寄 手 三人、 一矢に 打 通されて、 跡なる 士卒 二人、 痛手 負 ひて 百と 伏す。 寄 

手是に 驚き、 我先にと 逃げ 退く。 白江彌 五郎 一 人 踏 止り、 此矢 五日が 中に 射返す ベ 

し。 當城を 落さん 事、 日 あるべ から やと、 高 聲に訇 つて ぞ 取りけ る。 楠正秀 父子 

犬に 怒り、 故 正 成より 以來、 末期の U 前と 定め 釐 かれた る强弩 を、 今日 放ちぬ る こ 

運命 盡 きぬ る驗 なれ。 寄 手 是を習 つ て、 金剛 山の 尾 崎より、 此强弩 を 放た ば" 落 

城 疑 あるべ からすと。 大に 仰天せられ けり。 斯る 所に 寄 手、 强弩を 巧 出し、 峯ょレ 

差 下して 放ちければ、 城 中 防ぎ 兼ねて 騷 動す。 此 弊に 乘 つて 攻 立てよ と、 千 劎破衬 

よら 攻懸 5 しか ども、 城兵 共 能く. 防ぎ 戰ひ しかば、 寄 手 討た る、 者數を 知ら や。 是 

に 依って 加勢と して、 京都より 赤 崧上總 介 義則. 今 川 左 衞門佐 仲秋 以下、 六 千 餘騎を 

差 向けら る。 寄 手 是に氣 を 得て 强弩數 百 を 用意し 放ち かけ ゝれ ば、 さしもの 狨兵 

畠 山 金^ 河 州 發向附 桷正劳 父 芋 千靱破 籠城の 事  は^ 
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等、 術計 今 は盡き 果て ゝ 持 泳 ふ ベ くも あら ざり. しかば、 左 馬頭 正秀、 殘兵 等を從 へ、 

或 夜風 雨の 紛れに、 诚中を 忍び 出で、 何 地と もな く 落ちられけ り。 舍弟 楠. 小 次 郞正元 

は、 千劎破 落城の 後 は、 彼方此方と さまよ ひける が 、何と ぞし て、 大樹 義滿に 近づき、 

多年の 本意 を 達せば やと 案じけ るが、 恩 地が 再從 兄弟 安間 左 近 將監、 其 頃 は 降 人に.. 

出で、 京方に ありければ、 渠が 許に 忍び 行き" 日 每に窺 ひ 廻， o ける に 、何とかして 顯 

はれ けん、 同 五月 十八 日の 未明に、 侍 所 赤 核が 所 司 代 浦 上 七 郞兵衞 行景. 六十 餘騎 に： 

て 押 寄せ、 安間が 宿所 一 條柳原 を取卷 きて、 門戶を 破って 込 入りし かば、 正 元 少しも 

騷か す、 菊 水の 太刀 を 引き そばめ 躍、 り 出で て、 向 ふ 敵 一 人 切 伏せ、 五 人に 手 負せ て、 

猶も 進んで 戰 ひける に、 敵 先 後より 取 包んで、 終に 正 元 を搦め 取り、 翌 十九 1« 夜、 千 

本の 崧原 にて ぞ誅 せられけ る。 

南方 殘黨 三種 神器 を 奪 ふ 事 

茲に 南方 宫 方の 殘黨 共、 芳 野に 馳 集って、 重ねて 本意 を 達せん とぞ議 りけ る • 然る 


黨 神器な 

奪 ふ 


に 過ぎに し 南 帝の 宮、 二 所 坐し ける が、 一方 は 萬 毒 寺 じ. 入らせ 給 ひて、 出 a の 徒と 

な もせ 給 ひ、 一 方 も、 同じく 释 門に 入らせ 給 ひ、 圓滿院 に 坐し ける を、 賺し 出し 舉り、 

還俗な し 暴ら せて、 苦 野の 新 帝と 仰ぎ、.^ 野 • 十津川 • 覜， 心 寺. 歙 山. 高 雄 を 始め、 所々 に 

要害 を 構へ、 天下 を涝 さんと 巧みけ るが、 先づ三 W の祌寶 を 翁 ひ 取る べしと て、 文 {女 

一二 年 九月 廿 の 夜半 計に、 南方の 餘黨ニ W 餘騎、 禁 門に a 入す。 一 手 は 御 坪の 内 

. ょり攻 入. o、 一手 は淸涼 殿の 坤の 方、 殿上の 下 口より 切入って、 前 殿に 火 を 放つ。 主 

上 も 辛うじて 御 出 座せ しかば、 上 伏の 殿上人 二人、 漸々 御手 を 助け 苯る。 敵 兵 岡 近 

く 追 かけ 奉り、 旣に危 く 兌え させ » ひ しか ども、 一 兄 M し て 他所に 行幸な し 奉る。 一 

校 共、 安々 と 御寶. 物 を 盗み取り、 散々 に 落ちて 行く。 其 夜 東門の 番黑田 判官が 手の 

者靑地 四郞， 木本 新 介 兩人追 かけ、 rS 二. <切 伏せ、 三人に 手 お はせ て、 お 餘の者 共 を 

追 散らし * 難なく 內侍所 を * ひ^し * るノ資 劎 をば 取 落して、 淸水 寺の 円 外に 松て 

たりけ る を、 翌； z 鏡 H; 坊の 阿 閣梨是 を 捧げ 奉る。 祌璽は 一揆 等 終に 鸾ひ 取りに け 

b 。是は H 野 儀 同 三 司 有 光子 息 右 大辨資 親、 內逋 同意の 11 え あ， 5。 さるに 依って 父 

南方 t ま； ニ稞 神器ん 棼ふ^  S 
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子 共に 召 捕られ、 黑田 判官に 预 けら れけ るが、 終に 死罪に ぞ行は れ ける。 さ る 程に 

一 揆等 は、 先帝 第三の 宮萬壽 寺に 御 や； しける を も 取 奉り、 叙 山の 北 谷に 取 籠りけ る 

に、 京 勢 押 寄せ、 無 一 一 無 三に 攻 立てし かば、 餘黨等 は 落 失せて、 宫は御 自害 坐し ぬ • 

一 色 兵部丞 御^ を^ はって、 夜中に 京都に 引返す。 漭 情し かりし sii 〈な， 9， 

神璽 御 歸洛の 事 

玆に 去嘉吉 元年、 普 廣院義 敎&を 弑 車. -し赤 左 京大 央滿祐 が 弟 伊豫 守義雅 が 

孫 伊豆守 政 則、 流浪の 身と なり 居たり ける が、 未だ 幼少な りし かば、 家 子 石 見太郞 

祐元卷 育し、 京都に 忍び 上り、 三倏 內大ほ 實量 公に ft へけ るが、 折々 は 赤 が 家の 

衰 へし 事 を、 語り 出して ぞ歡 きけ る。 內府 も、 赤崧と は、 互に 子孫 七 代まで 見放つ ベ 

からすと、 代々 の 誓約 ありし 故、 內々 彼方 族 を 取 立て、 先祖より 違 變 なき 志 をも顯 

すべ しと、 樣々 思 盧をぞ 巡らされ ける。 石 見 忍びやかに. 5. しける は、 當 時の 分野 を 

見 候に、 細 川. 山 名の 兩家、 天下に 威 を 振って、 互に 權を爭 は れ候 へ ば、 大亂 近き にあ 


るべ く 候。 然れば 細 川 勝 元に し、 常 家の ^を 歎き 候 は.、 勝 元 幸と 悅び、 政 則 を 

取 立て、 山 名に 敵せ させんと 思 はれん は、 治定 候と い ふ。 內府 聞き 給 ひ、 其 も 何と ぞ、 

一 つの 功なくて は 叶 ふべ からすと 宣 へば、 其 こそ 究竟の 事の 候。 當 時の 宫り御 方に 

候なる 神璽 を、 盜み 返し 候 はん。 案內 をば 能 存じて 候と いふ。 內府悅 び、 然 らば 其 

謀 をな すべし ん宣 へば、 M より 石 見- 豫て 巧みし 事 なれば、 年來の 傍輩 間 島 三郞太 

郞. 中 村八郞 二人に 心 を 合せ、 術 を 能々 いひ 合め， 南方に ぞ造 しける" 二人 は 野に 

立 越え、 苯公を 勤め、 忠節 を顯 すべき 由 望みし かば、 宫 大に悅 ばせ：^ ひ 、梁 等 は 赤松 

が 家人に て、 京都へ 恨み あるお なれば、 よも 二心 あら じと て、 賞 愛 甚だ 淺 からす。 一 一 

人の 者 北 〈、今 は仕濟 したりと 悅び、 將軍義 政 公の 治世 長 祿ニ年 八月， 密に宮 を 刺殺 

し 奉り、 彼 神璽 を 奪 ひ 逃げて 行く。 吉野 殿に 有 合 ふ 者 共、 遁 さじと 追懸 くる" 二人 

踏 止って、 眞 前に 進む 者 共 五 人 迄 切 倒せば、 其 勇氣に 怖れ、 此 彼に 群り 立ちて、 遠矢 

に 射る。 中 村 八 郎矢ー 一筋 射 立てられ、 曾て 働き 得 ざり ければ、 今 は 叶 はじと や 思 ひ 

けん、 憫 島に 向 ひ、 御邊は 如何にもして 此所を 落延び、 年來の 本意 を 達せられ よと 

神璽 御 歸洛の 事  S 八 一 


南朝 太平 記 卷第廿 四  g 八 一一 

いひ 捨て、 腹搔 切って 伏しければ、 三 郞太郞 も、 同じ 枕に 死して、 信 を 守らば やと S 

； o し 力と も いや，/.^ 其 は大 不忠の 至りな らんと 思 ひ 返し、 息 を 限りに 落^びて、 

漸々 と 都 に 歸り ければ、 內府を 始め、 石 見. 太 郞 大 に ^ ぶ 舉 限りなし。 頓て 管領 細 

勝 元の 方へ いひ 送られし かば、 勝 元 甚だ 悅び、 朝廷へ 執 奏し、 神璽 を 內锂に 納め 奉 

b  、公武に 對し、 專 一 の忠 功な りと て、 赤松 次郞政 則に、 加賀 半國 をぞ與 へられけ る。 

去ぬ る延 元元 年、 後醍醐 天皇 吉 野へ 移らせ 給 ひしょり、 後村上 天皇. 長 慶院. 後龜山 

院相續 いで 四 代、 明德 三年に 至って 五十六 年、 今 長祿ニ 年に 及んで、 凡百 二十 餘年、 

南^の 號 終に 絕 えて、 後深草 院の御 末永く、 本朝の 主と ならせ 給 ふ。 目 出た かりけ 

る 事共な り • 
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